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本報告書は、島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて、平成10年度

と11年度の 2か年で実施 した松江市西川津町の朝酌川広域河川改修事業予定地内

に所在する西川津遺跡V区の発掘調査の成果を収録したものです。

この調査では今から1600年前～昭和初期までの朝酌川の旧河川を検出するとと

もに、堆積 していた土砂の中から当時の人々が使用していた土器や石器、木製品

などを多量に発見 しました。これらの遺構・遺物は、朝酌川流域の集落の変遷と

当時の生活を知るうえで貴重な資料となるものです。

本書がこの地域の自然環境の変化と歴史に触れる契機となり、私達の周りに残

されている文化財への理解に少なからず寄与することが出来れば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査と報告書作成にあたって、御協力いただきまし

た地元の皆様をはじめ、関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平成13年 3月

島 根 県 教 育 委 員 会

教育長 山 崎 悠 雄





例

1 本書は、島根県土木部河川課の委託を受けて、島根県教育委員会が平成10(1998)年度と平成

■ (1999)年度に実施 した、朝酌川広域河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の調査報告書で

ある。

2 発掘調査を行った遺跡と地番は次の通 りである。

西川津遺跡V区 島根県松江市西川津町600番地 (1998・ 1999年 )

3 調査組織は次のとおりである。

[平成10(1998)年度]

[事務局] 勝部 昭 (文化財課長)・ 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター長)

島地徳郎 (課長補佐)・ 秋山 実 (課長補佐)・ 丹羽野裕 (調査第 5係長)

川崎 崇 (企画調整係主事)

[調査員] 岩橋孝典 (調査第 5係主事)・ 岩田和郷 (同臨時職員)・ 鹿野孝博 (同臨時職員)

内藤大司郎 (同臨時職員)

[調査指導者]徳 岡隆夫 (島根大学総合理工学部教授)。 田中義昭 (同法文学部教授)

酒井龍― (奈良大学文学部教授)

[平成11(1999)年度]

[事務局] 宍道二年 (埋蔵文化財調査センター所長)・ 秋山 実 (同総務課長)

松本岩雄 (同調査課長)。 西尾克己 (同主幹)。 今岡 宏 (同総務係長)

川崎 崇 (同総務係主事)

[調査員] 岩橋孝典 (同調査第 2係主事)・ 鹿野孝博 (同臨時職員)

南目芙美子 (同臨時職員)

[調査指導者]徳 岡隆夫 (島根大学総合理工学部教授)。 林 正久 (同教育学部教授)

竹広文明 (同汽水域研究センター助手)・ 田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員)

[平成12(2000)年度]

[事務局] 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)・ 内田 融 (同務総課長)

松本岩雄 (同調査課長)。 今岡 宏 (同総務係長)。 広江耕史 (同調査第 6係長)

川崎 崇 (同総務係主事)

[調査員] 岩橋孝典 (同調査第 6係主事)・ 鹿野孝博 (同臨時職員)

4 自然遺物及び自然科学分析は、次の方々の協力を頂き、その結果を収録 した。

樹種同定 :財団法人元興寺文化財研究所

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

花粉分析 :渡辺正巳

放射性炭素同位体年代測定 :株式会社地球科学研究所

石材鑑定 :中村唯史 (島根大学汽水域研究センター客員研究員 。現島根県景観自然課)

地質調査 :渡辺正巳、中村唯史

動物遺存体鑑定 :井上貴央 (鳥取大学医学部教授)

と一日



5 挿図中の方位は国土測量法による第Ⅲ系座標X軸の方向を示す。従って磁北より 7° 12′ (真北

より 0° 32′ )東の方向を示す。 レベルは海抜高である。

6 本報告書に掲載 した第 1・ 2図 は「松江圏都市計画図」を使用 した。また、第 3図下段・ 4図

は国土地理院発行の1/25,000図 「松江」 (昭和31年、昭和50年、平成 9年 1月 発行)を使用 した。

第 3図上段は陸軍測地部測量図 (大正 4年)を使用 した。

7 調査にあたり協力及び従事 していただいた方 ・々機関は以下のとおりである。 (敬称略)

【調査協力】

石田弘至 。石飛重義・ 中村浩士・堀内時雄 (土木部河川課)・ 中島秀夫・布村 隆・矢野 進

新田国善 。中村伸二 (松江土木建築事務所)。 佐藤正好 (茨城県立歴史館)

穴澤義功 (た たら研究会)・ 井上智博 (財団法人大阪府埋蔵文化財調査研究センター)

奥井哲秀 (大阪府茨木市立文化財資料館)。 濱野俊― (茨木市教育委員会)

設楽博己 (国立歴史民俗博物館)・ 武末純― (福岡大学)。 下條信行 (愛媛大学)

石川日出志 (明治大学)・ 山内靖喜 (島根大学)・ 松江市川津公民館

【発掘調査作業】

安達多津子 。足立利美・石川 稔・井上節夫・井上三童 。岩本太平・遠藤 繁 。大筒 肇 。小

川吉子・小草美代子・佐々木一夫 。佐藤光男 。角 亮太・ 須山卓郎・仙田照子 。高木正雄・ 高

倉重夫・ 田部 茂・ 田部千重子・谷洋一郎 。永島雄三・ 野津昭江・野津千俊・ 原 唯雄 。平江

功・福田美代江・藤原嘉弘 。古川 隼・細木澄子・ 宮廻 恭・持田京子・ 山蔭 猛・ 山本嘉

男 。余村広美・和田隆徳

【遺物整理・報告書作成作業】

板垣見知子・ 内海紀子・岸 美佐子 。佐竹啓子 。瀬川恭子 。渡部哲子 。吉田典子

8 本報告書の作成は以下の者が行った。

[遺物 。遺構の実測、製図]板垣・岩田・岩橋・内海・鹿野・ 清水初美 。瀬川・ 内藤 。中川

寧・南目・ 丹羽野・渡部

[遺物 。遺構の写真撮影] 岩橋・鹿野・広江

一部の遺物写真については牛嶋 茂氏 (奈良国立文化財研究所)

杉本和樹氏 (西大寺フォト)に撮影 していただいたものである。

9 本報告書の執筆・編集は文化財課・ 埋蔵文化財調査センター職員の協力を得て岩橋が行い、第

5章・ 自然科学的分析については渡辺正巳 。中村唯史が執筆 した。また、第 3章の文章中に掲載

したC14同位体年代測定結果は地球科学研究所の報告を抜粋 して掲載 したものである。

10 出土遺物及び実測図、写真は島根県教育庁埋蔵文化財調査センターで保管 している。なお、本

報告書では型式分類を優先 したため、図化掲載できた遺物は少ないが、遺物は各型式ごとに整理

して保管 しているので広範な活用を期待 したい。

11 掲載 している遺物のスケールは土器・土製品1/4、 石製品1/2、 木製品1/6、 金属器1/2を基本

としているが、図版のサイズに規制される場合は、さらに縮小 している場合がある。スケールは

各図版に明示 しているので確認願いたい。

12 遺構挿図におけるスクリーントーン等の凡例は以下のとおりである。

なお、この凡例にないものは、各挿図中に別途凡例を設けている。



砂 レキ (粒径が 2111111を 越えるものを砂 レキとした)

粗砂・細砂 (粒径0.211111～ 2111111ま でのもの)

泥層 (河川堆積内に流失 した地山ブロックは白抜き)

粘土層・粘質土層

シル ト層・砂質土層

試掘 トレンチ跡

遺物挿図におけるスクリーントーン等の凡例は以下のとおりである。

赤彩部分

漆塗 り部分

炭素吸着部分
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第52表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第53表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第54表 西川津遺跡V区出土 。弥生土器観察表

第55表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第56表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第57表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第58表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第59表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第60表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第61表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第62表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第63表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第64表 西川津遺跡V区出土 i弥生土器観察表

第65表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第66表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第67表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第68表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第69表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第70表 西川津遺跡V区出土 。弥生土器観察表

第71表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第72表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第73表 西川津遺跡V区出土 。弥生土器観察表

第74表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第75表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第76表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第77表 西川津遺跡V区出土 。弥生土器観察表

第78表 西川津遺跡V区出土 。弥生土器観察表

第79表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第80表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第81表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第82表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第83表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第84表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第85表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第86表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表

第87表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表
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第88表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表 〔39〕

第89表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表 〔40〕

第90表 西川津遺跡V区出土 。弥生土器観察表 〔41-1〕

第91表 西川津遺跡V区出土・弥生土器観察表 〔41-2〕

第92表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔1〕

第98表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔2〕

第94表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔3〕

第95表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔4〕

第96表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔5〕

第97表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔6〕

第98表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔7〕

第99表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔8〕

第100表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔9〕

第101表 西川津遺跡V区出土 。古墳時代土師器観察表 〔10〕

第102表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔11〕

第103表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔12〕

第104表 西川津遺跡V区出土 。古墳時代土師器観察表 〔13〕

第105表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔14〕

第106表 西川津遺跡V区出土 。古墳時代土師器観察表 (15〕

第107表 西川津遺跡V区出土 。古墳時代土師器観察表 〔16〕

第108表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔17〕

第109表 西川津遺跡V区出土・古墳時代土師器観察表 〔18〕

第110表 西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔1〕

第111表 西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔2〕

第112表 西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔3〕

第113表 西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔4〕

第■4表 西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔5〕

第115表 西川津遺跡V区出土 。須恵器観察表 〔6〕

第116表 西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔7〕  西川津遺跡V区出土・須恵器観察表 〔8〕

第117表 西川津遺跡V区出土・古代～中世土師器観察表 〔1〕

第118表 西川津遺跡V区出土・古代～中世土師器観察表 〔2〕

第119表 西川津遺跡V区出土 。古代～中世土師器観察表 〔3〕

第120表 西川津遺跡V区出土 。中近世陶磁器観察表 〔1〕

第121表 西川津遺跡V区出土 。中近世陶磁器観察表 〔2〕

第122表 西川津遺跡V区出土・土錘観察表

第123表 西川津遺跡V区出土・青銅滓、羽口観察表

第124表 西川津遺跡V区出土 。鉄斧観察表

第125表 西川津遺跡V区出土・短刀観察表

第126表 西川津遺跡V区出土 。銭貨観察表

第127表 西川津遺跡V区出土・石器観察表 〔1〕

第128表 西川津遺跡V区出土・石器観察表 〔2〕

第129表 西川津遺跡V区出土 。石器観察表 〔3〕

第130表 西川津遺跡V区出土・石器観察表 〔4〕

第131表 西川津遺跡V区出土 。黒曜石統計表

第132表 西川津遺跡V区出土 。木製品観察表



日 次

第A図 試料採集地点

第Btt V区深掘の花粉ダイアグラム

第 Ctt V-1-2区 東壁の花粉ダイアグラム

第Dtt V区深掘の珪藻ダイアグラム

第 Ett V区深掘の珪藻総合ダイアグラム

第 Ftt V区深掘のプラント・ オパールダイアグラム

第Gtt V区―Aの花粉ダイアグラム (渡辺・ 1999を 改)

第Htt V-4区 推定断面図

第 I図 西川津遺跡の推定断面図

第 1図 西川津遺跡と周辺の遺跡 (S=1/900)

第 2図 西川津遺跡 。調査地周辺図 (S=1/3,000)

第 3図 松江市北部変遷図 1(S=1/50,000)

第 4図 松江市北部変遷図 2(S=1/50,000)

第 5図 調査区配置図 (S=1/400)

第 6図 調査後地形図 (S=1/400)

第 7図 SR01平面図 (S=1/160)

第 8図 SR01断面図 (S=1/100)

第 9図 V-1-102・ 3区西壁実測図 (S=1/80)

第10図 V-1-1・ 2・ 3区東壁実測図 (S=1/80)

第11図  V-4-1・ 2・ 3区東壁実測図 (S=1/80)

第12図  V-4-4区 東・南壁実測図 (S=1/80)

第13図 V-1-3・ V-4-2区 北壁実測図 (S=1/80)

第14図 V-1-2・ V-4-1区 引ヒ壁実測図 (S=1/80)

第15図 V-1-1区 北壁 。V-4-1区 南壁実測図 (S=1/80)

第16図  V-1-1区 南壁実測図 (S=1/80)

第17図  V-1-2区 貝塚関連実測図 (S=1/40)

第18図  V-1-2区 貝塚遺物出土状況図 (S=1/40:遺 物1/6)

第19図  V-4-2区 遺構配置図 (S=1/60:拡大図1/30)

第20図 V-4-2区 石組 (SX01)実測図 (S=1/30)

第21図 V-4-2区 石組 (SX01)出土遺物実測図 (S=1/2)

第22図  V-4-2区 砂 レキ」分布図 (S=1/2001遺物1/8)

第23図 V-1-3区 砂 レキE、 V-4-2区 砂 レキF分布図 (S=1/200:遺物1/8)

第24図  V-1-3区 砂 レキC・ D、 V-4-1・ 2区砂 レキD・ E分布図 (S=1/200:遺物1/8)

第25図 V-4-1・ 3区砂 レキB分布図 (S=1/200:遺物1/8)

第26図  V-1-1・ 2区砂 レキ 2、 V-4-1区 砂 レキA分布図 (S=1/200:遺物1/8)

第27図 V-1-2区 貝塚出土遺物実測図 (S=1/4)

第28図 縄文土器実測図 (1)(S=1/4)
第29図 縄文土器実測図 (2)(S=1/4)
第30図 縄文土器実測図 (3)(S=1/4)
第31図 縄文土器実測図 (4)(S=1/4)
第32図 縄文土器実測図 (5)(S=1/4)
第33図 弥生土器実測図 (1)(S=1/4)



第34図

第35図

第36図

第37図

第38図

第39図

第40図

第41図

第42図

第43図

第44図

第45図

第46図

第47図

第48図

第49図

第50図

第51図

第52図

第53図

第54図

第55図

第56図

第57図

第58図

第59図

第60図

第61図

第62図

第63図

第64図

第65図

第66図

第67図

第68図

第69図

第70図

第71図

第72図

第73図

第74図

第75図

第76図

第77図

第78図

弥生土器実測図 (2)(S=1/4)

弥生土器実測図 (3)(S=1/4)

弥生土器実測図 (4)(S=1/4)

弥生土器実測図 (5)(S=1/4)

弥生土器実測図 (6)(S=1/4)

弥生土器実測図 (7)(S=1/4)

弥生土器実測図 (8)(S=1/4)

弥生土器実測図 (9)(S=1/4)

弥生土器実測図 (10)(S=1/4)

弥生土器実測図 (11)(S=1/4)

弥生土器実測図 (12)(S=1/4)

弥生土器実測図 (13)(S=1/4)

弥生土器実測図 (14)(S=1/4)

弥生土器実測図 (15)(S=1/4)

弥生土器実測図 (16)(S=1/4)

弥生土器実測図 (17)(S=1/4)

弥生土器実測図 (18)(S=1/4)

弥生土器実測図 (19)(S=1/4)

弥生土器実測図 (20)(S=1/4)

弥生土器実測図 (21)(S=1/4)

弥生土器実測図 (22)(S=1/4)

弥生土器 (人面付土器)実測図 (23)(S=1/2)

弥生土器実測図 (24)(S=1/4)

弥生土器実測図 (25)(S=1/4)

弥生土器実測図 (26)(S=1/4)

弥生土器実測図 (27)(S=1/4)

弥生土器実測図 (28)(S=1/4)

弥生土器実測図 (29)(S=1/4)

弥生土器実測図 (30)(S=1/4)

弥生土器実測図 (31)(S=1/4)

弥生土器実測図 (32)(S=1/4)

弥生土器実測図 (33)(S=1/4)

弥生土器実測図 (34)(S=1/4)

弥生土器実測図 (35)(S=1/4)

土師器実測図 (1)(S=1/4)

土師器実測図 (2)(S=1/4)

土師器実測図 (3)(S=1/4)

土師器実測図 (4)(S=1/4)

土師器実測図 (5)(S=1/4)

上師器実測図 (6)(S=1/4)

土師器実測図 (7)(S=1/4)

土師器実測図 (8)(S=1/4)

土師器実測図 (9)(S=1/4)

土師器実測図 (10)(S=1/4)

土師器実測図 (11)(S=1/4)



第79図 須恵器実測図 (1)(S=1/4)
第80図 須恵器実測図 (2)(S=1/4)
第81図 須意器実測図 (3)(S=1/4)
第82図 須恵器実測図 (4)(S=1/4)
第83図 須恵器実測図 (5)(S=1/4)
第84図 須恵器実測図 (6)(S=1/4)
第85図 古代～中世土師器実測図 (1)(S=1/4)
第86図 中近世陶磁器。土錘。金属関係遺物実測図 陶磁器 (S=1/4)、 土錘。金属関係遺物 (S=1/2)

第87図 石製品実測図 (1)(S=1/1)
第88図 石製品実測図 (2)(S=1/1)
第89図 石製品実測図 (3)(S=1/2)
第90図 石製品実測図 (4)(S=1/2)
第91図 石製品実測図 (5)(S=1/2)
第92図 石製品実測図 (6)(S=1/2)
第98図 石製品実測図 (7)(S=1/2)
第94図 石製品実測図 (8)(S=1/2)
第95図 石製品実測図 (9)(S=1/2)
第96図 石製品実測図 (10)(S=1/2)

第97図 石製品実測図 (11)(S=1/2)

第98図 石製品実測図 (12)(S=1/2)

第99図 石製品実測図 (13)(S=1/2)

第100図 石製品実測図 (14)(S=1/2)

第101図 石製品実測図 (15)(S=1/2)

第102図 木製品実測図 (1)(S=1/6)
第103図 木製品実測図 (2)臼 状木製品 (S=1/12)フ ォーク状一木鋤 (S=1/6)・ 3～8(S=1/2)

第104図 木製品実測図 (3)(S=1/6)
第105図 木製品実測図 (4)(S=1/6)
第106図 木製品実測図 (5)(S=1/6)



図 版 日 次

PL.1 人面付土器

PL.2 調査区遠景 (東方上空より)

PL。 3 調査区遠景 (南西上空より)

PL.4 上 :遺物出土状況 下 :護岸石組SX01

PL.5 上 :流水痕跡 下 :V-4区 全景

PL.6 V-4-1区 ・噴砂断面

PL.7 弥生時代・石器

PL.8 古墳時代中期土器群

図版 1 西川津遺跡全景 (北東上空より)

図版 2 上 :西川津遺跡遠景 (東方上空より)下 :調査区全景 (上空より)

図版 3 上 :平成10年度調査風景 (海崎橋より)下 :平成■年度調査風景 (海崎橋より)

図版 4 V-2-2区 。SR01全景 (東より)

図版 5 上 iV-4-3区 。SR01新全景 (東南より)下 :V-4-3区 。SR01古全景 (東南より)

図版 6 上左 :V-4-3区 ・ SR01北岸 (東 より)上 右 iV-4-3区 。SR01北岸 (西より)

下 :V-2-2区 。SR01全景 (西 より)

図版 7 上 :

図版 8 V一
図版 9 上

図版10 上

下

図版11 上

V-1-3区・木製鋤出土状況 (1037)下 :V-1-2区・ エブリ出土状況 (102-10)

1-2区 。貝塚断面 (南西より)

V-1-2区 ・貝塚 (北西より)下 :V-1-2区 ・貝塚獣骨出土状況

V-1-2区 。貝塚断面 (北西より)中 :V-1-2区 ・貝塚断面 (西 より)

V-1-2区 ・貝塚断面 (西より)

V-4区 全景 (南より)下 左 :V-4-1・ 2区作業状況 (南より)

iV-4-4区 作業状況 (南より)

V-4区 全景 (北より)

V-4-2区 。臼状木製品出土状況 (103-1)

V-4-2区 ・土器出土状況 (51-12・ 69-20)

V-4-2区 東北角・砂 レキ J堆積状況 下 :V-4-2区 ・泥層検出状況
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第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査 にいたる経緯

本書に掲載する西川津遺跡は、島根県松江市の北東部を北から南へ流れ大橋川に注ぐ朝酌川沿い

に位置 している。朝酌川沿いには上流側から西川津遺跡、原の前遺跡、タテチョウ遺跡が約 2 kmに

亘って連なっており、一体の低湿地遺跡群を形成 している。近年ではこれら3遺跡を併せて「朝酌

川遺跡群」と通称されることもあり、県下でも有数の大規模複合遺跡として認識されている。

「朝酌川遺跡群」の発見は、1934(昭和 9)年に行われた堰と水門を造る工事中に、西川津町字

竪町 (現 タテチョウ遺跡の南端)において弥生土器などが発見され、その存在が確認されたことを

発端とする。この付近において、1949(昭和24)年に島根大学の山本清氏によって試掘調査が行わ

れ、タテチョウ遺跡が弥生時代を中心に古墳時代に及ぶ複合遺跡であることが判明した。 (近年の

調査により、タテチョウ遺跡は近現代まで及ぶ複合遺跡であることが追認されている)

西川津遺跡の発見は1939(昭和14)年 に行われた水田の排水工事の際に弥生土器などが発見され

たことによる。また、戦後の間もない時期に行われた電柱埋設工事 と1967(昭和42)年の県道松

江―境線 (現国道431号線)沿いの電話線の埋設工事の際にも土器などが発見されていたが、発掘

調査が実施されなかったことから遺跡の範囲や性格は不明であった。

昭和40年代となり、松江市街地に隣接する朝酌川流域の水田地帯は急
舛

な市街化が進行 した。そ

のため増水時には朝酌川の氾濫が宅地にも大きな被害を与えるようになり、問題を重 く見た島根県

土木部は1972(昭和47)年から河川改修計画を立て、河道の直線化と川幅の拡幅に着手することと

なった。島根県教育委員会では島根県土木部からの依頼を受けて、1974(昭和49)年に工事予定地

内の下流側に位置するタテチョウ遺跡の範囲確認調査を行い、その結果、南北300mに及ぶ大規模

遺跡であることが判明した。タテチョゥ遺跡の本調査は1977(昭和52)年から開始され、1991(平

成 3)年に終了 した。

朝酌川の暫定掘削工事は下流側から進められたが、1979(昭和54)年には上流側の西川津町橋本

のガラガラ橋と宮尾橋との間で遺物が発見され、西川津遺跡とタテチョウ遺跡の中間地帯にも遺跡

が存在することが確認された。この遺跡は字名をとって「原の前遺跡」と命名された。原の前遺跡

の発掘調査は1992(平成 4)年と1993(平成 5)年の 2ヶ 年実施 した。

最上流側に位置する西川津遺跡では、納佐川と持田川の合流地点の下流から暫定掘削が開始され

ることになり、タテチョウ遺跡の調査と一部平行 して1972(昭和47)年から1981(昭和56)年に調

査が実施され、弥生時代の貝塚や円形貯木場など保存状況の良い遺構 。遺物が検出されている。

1994(平成 6)年からは西川津遺跡の残 りの区間の調査が進められ、1999(平成11)年に実施 し

たV区の調査で本流の開削・拡幅工事に伴う現地調査は終了 した。
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「朝酌川遺跡群」に関する島根県教育委員会の既刊報告書・ パンフレットー覧

【発掘調査報告書】

1979 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書 I』

1980 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書 I』

1981 島根県教育委員会 『西川津遺跡詳細分布調査報告書』

1982 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅱ』

1987 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅱ』

1987 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ(海崎地区 1)』

1988 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ (海崎地区 2)』

1989 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書V(海崎地区 3)』

1990 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』

1992 島根県教育委員会 『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅳ』

1995 島根県教育委員会 『朝酌川中小河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

原の前遺跡』

1999 島根県教育委員会 『朝酌川広域河川改修事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書第11冊

西川津遺跡Ⅵ』

2000 島根県教育委員会 『朝酌川中小河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第12冊

西川津遺跡Ⅶ』

2001 島根県教育委員会 『朝酌川広域河川改修事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書第13冊

西川津遺跡Ⅷ』 (本報告書)

【パ ンフレット】

1989 島根県教育委員会 『ナ|1虎の棲む川 一西川津 。タテチョウ遺跡調査の記録一』

1997 島根県教育委員会 『よみがえるあさくみがわのながれ』

1998 島根県教育委員会 『むかしむかしのあさくみがわ よみがえるあさくみがわのながれⅡ』

2001 島根県教育委員会 『よみがえるあさくみがわのながれ総集編』
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第 2節 調査の経過

平成 8(1996)年度に調査を終了 したV区― A、 V区―Bに挟まれたV区の残 り部分の河川敷が

調査対象地 (全長約90m、 最大幅40m)と なった。対象となった3,200ぜ のうち、現行の河道に面

する西側の1,700r(実 質調査面積1,300だ )を平成10(1998)年度に調査 し、堤防側に残る1,500だ

(実質調査面積1,000r)を 平成11(1997)年度に調査 した。

【平成10年度 (1998)の調査】

平成10年 4月 1日 当日付け河発第35号により島根県知事 (島根県土本部河川課)と 島根県教育委

員会教育長の間で、平成10年度朝酌川広域河川改修事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査に関する契

約を締結。

4月 6日 当日付けで、文化財保護法第98条の 2第 1項の規定による埋蔵文化財発掘調査の届出を

文化庁に提出。 4月 22・ 23日 V-1区 表上の重機掘削開始。

5月 7日 現地調査開始。V-1-1区 より掘削。中村唯史氏来。

5月 13日 土本部河川課・石田弘至氏来。 5月 19日 文化財課主査・福田敏氏来。

5月 25日  中村唯史氏来。 5月 27日  V-1-2区 の調査開始。

5月 28日  松江土木建築事務所より2名来。 6月 5日 島根大学 。会下和宏氏来。

6月 8日  V-1-1区 の作業員業務を終了。

6月 11日 V-1-2区 南側溝の砂礫を掘削中に人面付土器出土。

6月 16日  島根大学・徳岡隆夫氏以下、学生30名来。宍道センター長来。

6月 17日 V-1-1区 の調査員業務を終了。 6月 23日 松江土木建築事務所 。布村 隆氏来。

6月 25日  V-1-2区 の中央付近で、標高-1.2mの レベルで貝塚の上面を確認する。

6月 29日  V-1-2区 の貝塚以外の作業員業務を終了。 6月 30日  V-1-3区 の調査開始。

7月 3日 文化財課主幹 (埋蔵文化財係長)西尾克己氏来。 7月 6日 渡邊正巳氏来。

7月 8日 徳岡 。中村両氏来。 7月 9日  V-1-2区 の貝塚以外の調査員業務を終了。

7月 10日 美保関町立千酌小学校生徒来。

7月 16日 島根大学教授・徳岡隆夫、田中義昭両氏による現地調査指導。中村氏来。

7月 20日 ～25日 現場休止。 7月 27日  文化財課・守岡正司氏来。

8月 3日 奈良大学教授・酒井龍一氏による現地調査指導。V-2-1区 の調査開始。

8月 4日 人面付土器の記者発表。松本岩雄課長補佐来。

8月 5日 V-1-3区 の作業員業務を終了。勝部文化財課長、守岡主事来。

8月 6日 朝日新聞・天野氏来。 8月 11日 ～ 8月 14日  現場体止。

8月 21日  V-1-3区 の調査員業務を終了。V-1-2区 の貝層ブロック取り上げ開始。

8月 26日  V-2-1区 の作業員業務終了。 8月 27日  V-2-2区 の調査開始。

9月 1日 松江土木建築事務所 。布村氏来。

9月 4日  V-2-1区 の調査員業務終了。文化財課・西尾氏来。

9月 9日 松江土木建築事務所 。布村氏来。 9月 11日  宍道センター長来。

9月 24日  渡邊氏来。 9月 29日  渡邊氏来。 9月 30日  低湿地研究会 6名来。

10月 1日 渡邊氏来。花粉分析用のサンプリング。 10月 5日  V-3区 の重機掘削開始。

10月 12日 アサヒグラフ・中沢氏来。 10月 14日 渡邊氏来。 10月 15日 渡邊氏来。
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10月 17日  台風10号 による大雨により、朝酌川本流が増水 し、調査区は全て水没する。 この時、

V-3区 を区画する鋼矢板の本流に面する地面がかなり快 られ不安定な状態となる。

10月 22日 松江土木建築事務所・布村氏来。

10月 26日  V-3区 の調査開始 。V-2-2区 の作業員業務終了。渡邊氏来。

11月 9日  V-2-2区 の調査員業務終了。 10月 29日  松江土木建築事務所 。布村氏来。

11月 16日  この頃から台風10号 による増水時に快 られたV-3区 東南角部分からの浸水が激 しくな

り、ポンプを増設。

11月 20日  調査区の浸水が多 く排水を続けることが困難になったため調査を断ま し、現場の撤収に

はいる。V-3区 については、縄文時代に堆積 した泥層が厚 く遺物は数点の縄文土器を得たの

みであった。また調査途中のため図面 。写真とも十分な記録が取れなかった。

11月 30日  当日付け島教文財第2385号により島根県教育委員会教育長から島根県土木部長あて、朝

酌川広域河川改修事業に伴う発掘調査の結果を通知。

平成11年 2月 3日 平成11年度事業について土木部河川課 。松江土木建築事務所と協議。

2月 25・ 26日  人面付土器の類例調査のため大阪府茨木市立文化財資料館と国立歴史民俗博物館に

職員派遣。

【平成11年度 (1999)の調査】

平成11年 4月 1日  当日付け河発第41号により島根県知事 (島根県土木部河川課)と 島根県教育委

員会教育長の間で、平成11年度朝酌川広域河川改修事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査に関する契

約を締結。

4月 10日 当日付けで、文化財保護法第98条 の 2第 1項の規定による埋蔵文化財発掘調査の報告を

文化庁に提出。

4月 26・ 27日 V-4-1区 表土の重機掘削。

5月 10日 現地調査開始。V-4-1区 より掘削。 5月 13日 西尾主幹来。

5月 17日 島根大学・徳岡氏来。 6月 8日 宍道所長来。 6月 18日 渡邊氏来。

6月 22日  島根大学・徳岡氏ほか、学生来。 6月 28日  V-4-1区 の作業員業務終了。

7月 1日  V-4-2区 の調査開始。

7月 2日 渡邊 。中村両氏来。サウンディング試験の打ち合わせ。

7月 5日  V-4-1区 の調査員業務終了。 7月 12日 島根大学・竹広文明氏来。

7月 14日 中村氏来。 7月 15日 中村氏による調査区内のサウンディング試験。

7月 28日  渡邊氏来。 8月 3日 山陰中央新報社・斉藤氏来。 8月 9日 ～16日 現場作業休止。

8月 12日 中村氏来。 3月 13日 渡邊氏来。

8月 18019日  V-4-3区 表上の重機掘削。19日 に田中氏来。

8月 24日  V-4-1区 東壁の噴砂立ち割り。 3月 26日 中村氏、西尾主幹来。

8月 27日  渡邊氏、文化財課・守岡氏来。

8月 30日  V-4-2区 西側で 5世紀の石組み護岸状施設検出。

9月 20日  V-4-3区 の調査開始。

9月 28日  島根大学・徳岡隆夫、林正久、竹広文明各氏及び島根県文化財保護審議会委員・ 田中義
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昭氏による調査指導会。

9月 30日  文化財課・守岡氏来。 10月 4日 徳岡氏来。

10月 5日  V-4-3区 の旧朝酌川河道SR01新完掘。渡邊 。中村両氏による花粉分析・ 火山ガラ

ス分析用上壌のサンプリング。

10月 10日  V-4-2区 の作業員業務終了。 10月 14日 V-4-2区 の調査員業務終了。

10月 28日  勝部文化財課長・ 宍道所長来。 11月 15日 V-4-3区 の旧朝酌川河道SR01古完掘。

11月 25日  V-4-3区 の作業員業務終了。 11月 24・ 25日  V-4-4区 表上の重機掘削。

11月 26日  V-4-4区 の調査開始。 12月 2日 渡邊氏来。

12月 6日 V-4-3区 の調査員業務終了。V-4-4区 の作業員業務終了。

12月 9日 現場道具類の撤収作業。 12月 10日  ラジヨンヘリによる空撮。

12月 15日 V-4-4区 の調査員業務終了。

平成12年 2月 17日 当日付け河発第355号 により島根県土木部長より島根県教育委員会教育長あて

に西川津遺跡V区の記録保存を協議。

3月 2日 当日付け島教文財第16号 の28に より島根県教育委員会教育長から島根県土木部長に西川

津遺跡V区の記録保存了承を回答。
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第 2章

遺跡を取 り巻 く環境





第 2章 遺跡を取り巻く環境

旧石器時代 :遺跡の周辺の地形は現在のように平坦ではなく、河川堆積をする以前の谷合のような

地形であったと考えられる。宍道湖の水面下に隠れるかたちで、第四紀更新世に形成された河岸段

丘が存在 し、その段丘上が旧石器時代の生活の場となったらしく、宍道湖周辺では比較的旧石器の

発見例が多い。水面下の段丘が主要な生活空間であることからこの時期の遺構を伴う遺跡は特定さ

れていないが、西川津遺跡の河川堆積物中には後期旧石器 らしい石器も含まれることから、堆積物

の薄い上流側では今後、この時期の遺構が発見される可能性もある。

縄文時代 :6000年前を前後する時期の縄文海進の時期には、西川津遺跡付近まで海水が入 り込み、

「古宍道湾」を形成 していたとされる。 これまでの発掘調査に伴 う地質調査でも、アカホヤ火山灰

の下層に堆積する灰色泥層は黄鉄鉱を含む海成粘土であることが確認されており、それを裏付けて

いる。 (第 5章参照)

縄文時代の遺跡では朝酌川遺跡群のほか、島根大学構内遺跡、金崎遺跡、柴尾遺跡、城の越遺跡

が挙げられる。

弥生時代 :縄文時代の後半からは海退が始まり、弥生時代が始まる頃には宍道湖の汀線もタテチョ

ウ遺跡の南付近まで南下 し、西川津周辺は河川周辺の低湿地と丘陵縁辺の陸化 した平坦地を形成 し

ていたものと考えられ、初期農耕集落の成立基盤を地勢的にも整えていた。

弥生時代前～中期の朝酌川遺跡群は日本海側では屈指の規模を持つ拠点集落であったと考えら

れ、石製品 。木製品の生産を行うほか、北部九州 。関門地域から土器・貝輪 。無文土器、吉備から

土器・分銅形土製品、隠岐から黒曜石を搬入するなど、文物や情報の集積発信拠点 として機能 して

いたと考えられる。

橋本遺跡や貝崎遺跡 からも遺物が出土 しているが、「朝酌川遺跡群」を構成する集落の一部とし

て機能 していたのであろう。

古墳時代 :前期の古墳は山崎 1号墳や柴尾 2号墳、大佐遺跡などで確認されているが、大形古墳は

確認されていない。集落については、柴遺跡で 2棟、堤廻遺跡で 3棟の竪穴住居が確認されてい

る。

中期にはいると集落では、堤廻遺跡で集落が発展継続 しているが、その他の遺跡の様相は判然と

しない。朝酌川遺跡群では 5世紀段階の遺物は多量に出土することから近辺に集落が展開している

ことは想定できる。それに対 して丘陵上に立地する傾向が強い古墳については多 くのものが確認さ

れており、馬込山古墳群、金崎古墳群、上浜弓古墳群、柴古墳群、住吉神社裏古墳など中小規模古

墳が多 く築造されている。

後期に入ると古墳の築造は朝酌川中流域から上流の持田地区に移動 し、京都府向日市の物集女車

塚古墳に類似 した石室構造を持つ全長50mの前方後方墳である薄井原古墳の築造を契機に、石棺式

石室を内部構造とする太田古墳群などが築造される。これらの古墳の被葬者は松江市南部の意宇平

野の古墳群には及ばないものの、後の嶋根郡となる地域では有力な首長の墳墓と考えられる。

飛鳥～平安時代 :7世紀代は「朝酌川遺跡群」が一時的に縮小する時期であり、有力な遺跡が見 ら

れない。 しか し、733(天平 5)年に編纂された『出雲国風土記』の記述では、西川津遺跡付近は

嶋根郡衛の設置された山口郷に比定されている。規則性を持つ掘立柱建物群が検出されている福原
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町の芝原遺跡は、嶋根郡行を構成する施設群の一角を占めるものと推定されている。

『出雲国風土記』の記述では現在の朝酌川は当時「水草河」と呼称されていた。「朝酌川遺跡群」

ではタテチョウ遺跡から「解」と記された墨書土器が出土 し、西川津遺跡でも数点の墨書土器、灰

釉陶器が出土 している。また原の前遺跡やタテチョウ遺跡では人形代や呪い札が出土するなど、奈

良時代から平安時代にかけてこの近辺は、部びた中にも律令文化の波及が窺われる。集落遺跡とし

ては柴Ⅲ遺跡などが知 られている。

鎌倉～安土桃山時代 :鎌倉時代にこの付近は長田 (東西)郷 と呼ばれ、長田氏の管理下となり、市

が開かれるなど物流の拠点として繁栄 していたようである。室町時代に長田郷の支配権は多胡氏・

多賀氏に移った。室町時代末の戦国期には尼子氏の湖北支配における有力な支城であった白鹿城を

めぐる攻防戦で、宍道湖畔の洗合城を拠点とした毛利氏と松田氏をはじめとする尼子方の戦場と

なった。朝酌川遺跡群でも16世紀後半の中国製青花や朝鮮王朝陶磁、京都系土師器皿などが出土

し、依然として流通の拠点として機能 し、それを掌握する有力豪族の存在が伺える。遺跡としては

川津城跡、堂ヶ平城跡などの小規模な城郭や馬込山古墓や上浜弓遺跡などの中世末～近世の古墓が

知 られる。

なお、「川津」の地名は戦国期の多胡家證文に見られ、紀年名のあるものでは慶長七年 (1602年 )

の「嶋根郡東川津村御検地帳」が初見である。

参考文献

前出の「朝酌川遺跡群」関連の報告書を参考にしたほか、以下の文献を参考にした。

松江市教育委員会 1984『山崎古墳』

松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化事業団 1994『柴尾遺跡発掘調査報告書 (1)』

松江市土地開発公社・松江市教育委員会 1986『 堤廻遺跡』

松江市教育委員会 1993『 上浜弓 1号墳他発掘調査報告書』

島根県教育委員会 1971「松江・馬込山古墓群」『島根県埋蔵文化財調査報告書』 Ⅲ

島根大学埋蔵文化財調査研究センター 1994・ 1995『 島根大学構内遺跡発掘調査概報』 I・ Ⅱ

島根大学埋蔵文化財調査研究センター 1997～ 1999『 島根大学埋蔵文化財調査研究報告』 1～ 4

田中義昭 1996「弥生時代拠点集落としての西川津遺跡」『山陰地域研究』12 島根大学汽水域研究センター

田中義昭 1996「 弥生時代拠点集落の再検討」『「考古学と遺跡の保護」甘粕健先生退官記念論集』

松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化振興事業国 1999『松江市文化財調査報告書 第79集 ソフトビジネスパー

ク建設に伴う大佐遺跡群発掘調査報告書』
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第 3章 調査の概要・ V区の土層と遺構

第 1節 土層

平成 9年度のV― B区の調査地点では弥生時代後期の護岸状施設が検出され、その上面に古墳時

代前～中期の遺物を含む河川堆積が見られたことから、V-1区・ V-4区 でもそれに続 く時期の

河川堆積が予想された。また、南側のV― A調査区では縄文時代前期に堆積 したと考えられる厚い

泥層が存在 し、その下層の粗砂層から僅かな縄文土器 しか出土 しないということも事前に判明して

いた。

今回調査の北端では 3世紀末～ 4世紀代の河川北岸 (蛇行洲)と考えられる砂礫層 (砂 レキ J)

を最古として、古墳時代以降の旧河道を検出した。旧河道は概ね北西方向から南東方向に流れてお

り、増水時の砂礫堆積、平常時の細砂・粗砂堆積、滞流時のシル ト・泥堆積を繰 り返 しながら河道

自体が次第に南進 している。

河道の南進は改修前の朝酌川旧河道SR01で 止まっているが、SR01が大きく東に屈曲するV一

2-2区では南岸に直径 15clll、 長さ 2メ ー トル程の木杭を多数打ち込むことによって川岸の浸食を

防ぐ努力をしていた。中世から近代にかけては、河道の南進を人工的に防いでいるらしく、河道は

ほぼ固定 した位置を保っている。12～18世紀の遺物を包含する土層の直後に、16世紀の遺物包含層

が現れる事実は、14・ 15世紀の遺物包含層を河川が削り取っていることの傍証になるのではなかろ

うか。

なお、近代の河道より南側のV-4-4区 では、縄文時代前期の海進の際にこの付近まで海水が

入 り波穏やかな古宍道湾の最奥部となったために堆積 した泥層が厚 く堆積 しているのを確認 した。

間層にあたる淡灰色粗砂層は縄文時代前期の西川津式土器が若干出土 したのみで、遺物はほとんど

得 られなかった。台風の水害により調査を途中で断念 したV-3区 においても周辺の状況から泥層

が厚 く堆積 しているものと考えられる。

調査区北半では多量の遺物を検出したが、各層の堆積年代は第 1・ 2表のセリエーションに挙げ

るとおりである。弥生時代の遺物は各層に混入 しているが、調査区北端のV-4-2区 砂 レキ 」

(4世紀)を最古として、近代の砂 レキX・ Yま で各層は後世の人為的な攪乱を受けていないこと

が伺える。

4世紀代以前の遺物を包含 していた砂 レキ Jは、V-4-2区 の北東隅に堆積 しており、1.2m

以上の層厚を持っている。

V-1-3区 ・ V-4-2区 の砂 レキE・ Fの うち、V-4-2区 砂 レキFは須恵器の包含率が

ほとんどないことから5世紀前半の堆積に遡る可能性がある。砂 レキEでは出雲大谷 1・ 2期 (T

K23・ 47・ MT15)の須恵器を包含することから5世紀末～ 6世紀前半の堆積と考えられる。 この

砂 レキを除去 した下層にある泥層の上面には、下流に位置する原の前遺跡でも確認されたような、

北西から南東へ川が流れたことを裏付ける「流痕」が顕者に見 られた。

V-1-2・ 3区の砂 レキC・ D、 V-4-1・ 2区の砂 レキDについては 7世紀を下限、V一

1-2区の砂 レキA、 V-4-1区 の砂 レキCについては 8世紀を下限、V-1-1・ 2区の砂 レ

キ 3は 10世紀を下限とするものである。

V-1-1・ 2区の砂 レキ 1・ 2、 V-4-1・ 3区の砂 レキA・ Bについては、12・ 13世紀代
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の遺物が下限となるが、下層側は砂 レキ 3と 同様の10世紀前半頃の堆積として分離できる可能性が

ある。

第26図 に示すように 9世紀後半の完形の上師器椀が集中 して出土する事などからも追認できよ

う。

なお、人面付土器は、V-1-2区 南端の砂 レキ 2調査中に出土 したものである。

砂 レキ」の上層に存在する暗紫灰色腐植土層から検出した流木について、 C14年代測定を行った

ところ 3世紀初頭前後を示す数値となった。試料が流木なのでこの層の堆積年代を直接示すもので

はない。

西川津遺跡V-4-2区 ・ 砂レキ J出土植物遺存体 (流木)の C14年代測定結果

試料データ     C14年 代 (yBP)    δ13C       補正C14年代 (yBP)

(Measured c14 age)  (permil)        (ConVentional C14 age)

Beta-136418 1780「 70 -26.8 1750三L60

試料名  (12554) NK99V 4 2(Higashi76)

測定方法、期間   radiOmetric― standard

試料種、前処理など wood         acid一 alkali― acid

年代値はRCYBP(1950A Dを 0年 とする)で表記。モダンリファレンススタンダードは、国際的な慣例として、NBS

Oxalicの C14濃度の95%を使用し、半減期はリビーの5568を使用した。エラーは1シ グマ (68%)確率である。

第 2節 遺構 とそれに伴 う遺物

V-1-2区 貝塚 (第 17・ 18・ 27図 )

V-1-2区 中央付近で検出した。名称については当初、「貝溜」「貝層」なども使用 していた

が、貝ばかりではなく、動物遺存体を多 く含んだ食物残滓が廃棄された一次的な堆積と考えられる

ため「貝塚」の名称を用いた。

貝塚は、縄文時代前期に堆積 した泥層の直上に薄い粘土層をはさんで立地 し、最下面では標高一

1.5m、 最上面でも-1.3mの高さで、上面は細砂層に覆われるが直上では暗灰色粘質土層が被って

いた。規模は長軸2.6m× 短軸1.75m、 厚さ22cm以上の不定形なものである。標高がかなり低い地

点に廃棄されたものであるが、貝層の断面が揃っていないなど、流水によって大きく動いた様子は

なく、もし水に浸かっていたとしても、波の無い湿地状の地点であったらしい。海退の時期にあた

り、海面が低下 していたとは考えられるが、標高が低い地点に形成された貝塚であり、当時の古環

境を考える上で重要となる。

貝塚内には貝ばかりでなく、動物・魚類 。両生類などの動物遺存体や土器片・石器片なども包含

しており、泥分の多いのも特徴である。

貝塚遺物の取 り上げは、当初上面に現れている土器・石器・獣骨などを二次元測量により1点ず

つ取 り上げていたが、途中から20cm四方のプロックで泥ごと取 り上げ、 2 mmメ ッシュの舗で水洗 し

た。

貝塚全体における遺物の分布状況では、中央軸より西側に各遺物が集中する傾向があり、東側で
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はやや希薄となることが指摘できる。

貝層を形成する大部分はヤマ トシジミであるが、アカニシ・ サザェなど大型の巻貝も含まれてい

た。 シジミは劣化 しており、個体の左右同定作業では、右134個体、左113個体分 しか確認できな

かった。 シジミの総重量は3805.77g、 アカニシは276.lg、 サザエは27.77g、 ウエは22.92gで あっ

た。

この貝塚から検出された勃物遺存体としては、イノシン・ シカ 。アナグマ 。イヌ・ カエルなどが

ある。イノシシについては下顎骨の吻部連合部が検出されている。犬歯は抜けているが、歯槽の形

状からメスと推定される。そのほか、環椎片、右尺骨片、解体痕を認める左肩甲骨 1点。左睡骨片

が検出されている。

シカは頭蓋骨の右第 2・ 3日歯を伴う上顎骨片と、左下顎骨が検出されている。この下顎骨は第

3大臼歯が完全に萌出しておらず、亜成獣と考えられる。その他に左上腕骨遠位端、解体痕が認め

られる左踵骨が検出されている。

アナグマは右下顎骨が検出されている。

イヌは近位端から骨体にかけての右上腕骨が検出されている。

また、魚類については黒ダイの前上顎骨と椎骨、フナの鰯蓋骨など多 くの魚類の骨片、魚鱗、鰭

棘が検出されている。

石材チップとして、黒曜石が75.57g、 安山岩 (サ ヌカイ トを含む)1.02g、 馬璃4.77gが 出土 して

いるが、黒曜石はごく薄い剥片も多 く、黒曜石の石材加工をうかがわせる。これらのチップが弥生

時代の所産である可能性は高いが、食物残滓とともにゴミとして廃棄されたものか、この貝塚周辺

で石材加工がなされたものであるのか、どのような経緯でこの貝塚に混和 しているのかは不明であ

る。

この貝塚に包含されている土器を見ると弥生時代前期末～中期のものが見 られる他、貝塚の上面

に堆積 した砂層から入 り込んだ古墳時代前期の土器も見 られる。前期の遺物が多いが27図 -13・ 15

など弥生Ⅲ様式の遺物が下限といえよう。また、小片ではあるが北部九州系と考えられる甕棺片 も

出土 しており、胎土 。技法から見て搬入品と考えられる。

シジミの貝殻をサンプルとした放射性炭素年代測定の結果はC14年代 (yBP)2030± 80で ある

ことから、貝塚の形成は弥生時代中期 (Ⅲ～Ⅳ様式)と考えておきたい。

西川津遺跡V-1-2区 ・貝塚出土 ヤマ トシジミのC14年代測定結果

試料データ     C14年 代 (yBP)    δ13C       補正C14年代 (yBP)

(Measured c14 age)  (permil)        (Conventional C14 age)

Beta-136421 2030三L80 -4.1 2370三L80

試料名  (12557) NK98V 1 2(ShelISC)

測定方法、期間   radiOmetric― standard

試料種、前処理など shell           acid etch

年代値はRCYBP(1950A_Dを 0年 とする)で表記。モダンリファレンススタンダー ドは、国際的な慣例として、NBS

Oxalicの C14濃度の95%を使用し、半減期はリビーの5563を使用した。エラーは1シ グマ (68%)確率である。
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V-4-2区 ・護岸状石組SX01(第 19～ 21図 )

V-4-2区 の中央西側で検出した。V-4-2区 では地山である泥層近 くのレベルで人頭大程

度の石が散乱 しており、増水時に上流か ら押 し流されてきた礫群かとも思われた。 しか し、SX01

が検出されたことにより、川の滑走斜面にあたる北岸に築造 してあった石組の護岸状施設が流水に

よって破壊されたものとも考えられる。SX01は現状で長さ3.8m、 幅1。 lm、 高さ35cmの集石状を

なしており、丁寧に積み上げられたものではない。石組みの中には、縄文時代の窪み石や弥生時代

の蛤刃石斧なども用いられていたが、大半は朝酌川上流で産出する安山岩 。玄武岩・ 流紋岩であ

り、希に「島石」と呼ばれる大根島を形成する玄武岩も混在 していた。現存 している石の上面の標

高は-1.1～ -1.Omで あり、同様の遺構 と考えられる原の前遺跡の護岸状石組が標高 Om前後まで

石が残存 していることを考慮すると、上部の石組みは既に流水によって破壊されている可能性も考

えられる。この石組みは砂 レキFに よって覆われていることから、 5世紀前半で廃絶 したようであ

る。隣接するV一 B区でも、弥生時代後期の石組みが確認されている。

V-4-1区 ・噴砂 (第 11図・ 図版15)

V-4-1区 北端東壁付近で検出した。僅かに北西から南東方向に走る様子が平面的にも検出で

きたが、広域に広がるようではなかった。 しかし、東壁断面には明瞭に砂礫が上方に立ち上がる様

子が確認できる。噴砂は砂 レキEを供給源として、上方に堆積する暗青灰色粘土層を立ち割ってお

り、頂点は現代の耕作土によって切 られている。 9世紀後半には堆積 していた砂 レキBの上面に堆

積する粘土層を切 っているので10世紀以降の地震によって発生 したものと考えられるが、880年 11

月に発生 したという『三代賞録』記載の出雲地震の可能性 も僅かに残る。

噴砂が北西から南東方向に走るのは河川堆積の方向に起因することからも、水流の方向は確認で

きる。

V-2-2区 ・ V-4-3区 近代朝酌川SR01(第 7・ 8図 )

戦後直後まで機能 していた幅約10mの朝酌川旧流路を検出した。昭和31年の地図ではクランク状

に折れ曲がるこの河道が表されているが、実際は昭和22(1947)年 に極東米軍が撮影 した航空写真

では既に河川改修が行われ、SR01は 埋められていることが確認できる。 この旧河道に続 く流路は

堤防外に現在でも凹地状に残 り、降雨時には湛水 している。

この旧河道は、V-2-2区 の西側まで南進 してきた河道が、東に90度方向を転 じる部分で、常

に流水によって浸食を受ける攻撃斜面である。そのため、前述のとおり多量の杭を打ち込んで護岸

されており、流れが固定されている。流水の浸食は川床にも及んでおり、V-2-2区 西壁では地

表面から川床まで深さ3.5mに達するのに対 し、やや離れたV-4-3区 西壁では下流側にも関わ

らず2.2mの深さしかない。ナ|1底の砂層からは16世紀末から江戸時代を通 じて陶磁器などの遺物が

検出されることからも、中世以降は人為的に河道が固定されてきたことが窺われる。

河川改修のため人為的に埋め戻された黒褐色粘土と下層にある砂質土の境界付近にはビール瓶や

ガラス瓶、陶磁器、靴、下駄、卒塔婆、鈍・鎌などの農具等、機関銃の薬筒など20世紀前半の遺物

が遺存 していた。これらの遺物の回収は行 ったが、調査の主目的から外れる副次的な出土品であっ

たことから、今回報告では掲載を見送った。
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遺物の掲載方法について

朝酌川遺跡群では遺物が河川内の堆積土から出土することが多 く、各層位の堆積年代をおおよそ

押さえることはできても、遺物同士の厳密な共伴関係を捉えることは事実上困難である。今回の調

査区でも、土層の堆積年代は 4世紀以降であるが出土する遺物は圧倒的に弥生土器が多いという状

況であり、各層位ごとによる遺物掲載は遺物の羅列となる可能性が危惧された。

そこで、本報告書では層位や調査区を無視 して遺物の形式的分類を進め、各時期の遺物の量を数

値 として明示することにより、西川津遺跡の各時期ごとの盛衰の概要を捉えることを主眼に置い

た。

遺物量は 2年間の調査でコンテナ300箱近 くに達 しており、 1年間の整理期間で実施できる作業

量が限定されるため、遺物の分類は回縁部・底など端部が残存 している個体と文様 。加飾で時期が

判別できる個体に限った。それ以外の胴部片も調整等で時代が確認できる個体 も多いが、全て割愛

した結果、実際に分類・実測に活用 したコンテナ数は土器が約140箱、石器10箱、本器20箱 まで圧

縮することができた。

統計表 。観察表に添付 している分類記号によって各型式を設定 しており、本来は模式的にでも型

式内容を図示すべきであるが、時間的に不可能なことから、一覧表と代表例の実測図で置き換えて

いる。 1型式の遺物群で完形に近いものや大型の破片が多量存在するものについても、図面掲載数

は多 くて 5点前後に押さえている。また、数量の少ない型式群についても極力図化を行うように努

めた。

遺物は後期旧石器時代の石器から近現代の陶磁器まで、断続的に各時代のものが多量に存在する

ことから、分類は困難を極めた。分類基準となる既存の編年にも各時代 。遺物の種類によって精粗

があり、多分に観察者の主観的 。経験的な認識による分類とならざるを得ないところもあり、実際

には事実を捉えたとはいえないが、おおよその調査区内の遺物の盛衰を トレースできたと考えてい

る。 しかし、集落の包含層などとは異なり、河川の中に堆積 した遺物を対象としているため、これ

らの数値がいかに集落本来の動態と関わっているのかは、現状では検証が困難である。将来的にこ

の近辺で集落本体の遺構を調査できれば今回の報告成果との整合性が検討できるであろう。

また、個別の型式は時代順に配列せざるを得ないため、本来のセット関係としての遺物様式を確

認できないのはこの方法の最大の欠点である。

土器量の統計は、第 3表に通史的な動向をまとめ、各時期の詳細な構成内容については第 5表～

第37表に掲載 している。

第 1節 縄文土器 (第28～ 32図 。図版19～ 26)

縄文土器は早期の菱根式を最古として、晩期に至るのまで断続的に出上 しているが、時期別の数

量には粗密がある。早期末から前期初頭の長山・西川津式、それに後続する羽島下層・北白川下層

式の点数が多 く、次に晩期後葉の突帯文土器が多数を占め、破片も大きい。前期末から中期は遺物

量が少なく、後期に若干点数が増加するが、概 して破片が小さく磨滅 している。
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第 2節・ 弥生土器 (第33～67図 。図版27～ 74)

弥生土器は全出土土器の約半数を占める。中でも前期の上器だけで全出土土器の約1/3の割合と

なる。土器の分類は出雲松本編年を用いたが、V-4期 については、当該期を 3分する南講武草田

遺跡の編年のうち、 4・ 5。 6期を用いた。

弥生時代の土器量を確認するために土器の底部をカウントしたところ、前期は約2200個体、中期

初頭のⅡ様式では340個体、中期中～後葉 (Ⅲ・Ⅳ期)は時期による型式分離が困難であったこと

から統合 して約960個体、後期は11個体という結果を得た。後期初頭の底部は中期としてカウント

している可能性があるが、概略は捉えているであろう。土器量から見て西川津遺跡は弥生時代前期

に爆発的に人間活動が活発になり、中期は半分近 くまで落ち込み、後期には並の集落に収束 してい

くという理解ができる。甕口縁部の数量はⅢ期で約300個体近いが (壺 口縁は約210個体)、 Ⅳ期に

は約140個体 (壺口縁は約50個体)に減少する。後期初頭では200個体を越える数値を保つが、後期

中葉 (V-2期)に は約100個体、終末期のV-3期 では約70個体まで落ち込んでいる。弥生時代

最末期の草田 5期 には再び約200個体近 くまで復 しており、 この前後に集落としての画期を見いだ

せよう。

前期では I-2期段階か ら個体数が増加 し、 I-3・ 4期で数量的なピークを迎えるようであ

る。 I― と期の資料については判然としないが、第50図 -13の 壺などは、内傾接合によって製作さ

れ、色調・胎土なども他の前期の土器と比較すると異質なものであることから、縄文系統の土器と

考えられる。第31図 -20～ 23な どの突帯文系土器と共伴する可能性 も一考の余地があるが、現状で

-14-



は可能性の指摘にとどまる。

I様式の甕では 1条沈線の甕において口縁端部を刻む個体と刻まない個体の割合は、それぞれ

23.5%・ 76.5%、 胴部上方に段を持つものでは各38.5%・ 61.5%、 2条沈線の個体では同様に45.7

%・ 54.4%と 口縁端部を刻まない甕の方が主体をしめている。無文甕はバ リエーションも多 くI様

式全般から一部はI様式まで下る資料も含まれていると考えられるが、日縁端部を刻む個体は11.7

%、 日縁端部を刻まない個体は88.3%と その傾向はより顕著であり、山陰地方の遠賀川式土器の甕

は口縁端部を刻まないものが主流であるという濱田氏の指摘を裏付けている。

口縁部外面に貼 り付け突帯風の粘土を巻き付けて上面に平坦面を形成するいわゆる「瀬戸内型

甕」の出現率は無文甕で2.4%、 1・ 2・ 3・ 5条沈線甕では存在せず、 4条沈線甕で2.9%、 6条

沈線甕で7.5%、 7条沈線甕で20.7%、 それ以上の多条ヘラ描き沈線甕では存在 しないが、多条ヘ

ラ描き沈線の下端に三角形状刺突を加える甕では 8%、 I様式に下る櫛描文を施文 した甕では30.4

%と 微増 していく様子が窺われる。瀬戸内型甕の初源について、岡山・広島・愛媛などの根源地で

はヘラ描きによる 3～ 5条の沈線を施す段階とされており、西川津遺跡でも同様な時期に出現 して

いることが窺われる。このことからも無文の瀬戸内型甕もI-4期以降に下ることが考えられる。

また、甕の日径を見ると、 I-2期 のヘラ描き 1条沈線甕では口径20～ 30cmの 個体が72.7%、 口

径30cmを越える個体が21.2%、  I-3期 のヘラ描き 3条沈線甕では口径20～ 30cmの 個体が86.5%、

日径30cmを越える個体が8.1%、 I-4期 のヘラ描き 6条沈線甕では口径20～ 30cmの 個体が69.2%、

日径30omを越える個体が5.1%、 I-4期 の 8条以上のヘラ描き多条沈線甕では日径20～ 30omの個

体が69.6%、 日径30cmを越える個体が30.4%、 I-4期のヘラ描き多条沈線に三角形状刺突 。米粒

状刺突・ 竹管状刺突など刺突を多用する甕では回径20～30cmの 個体が48.9%、 日径が30cmを越える

個体が42.2%と 大型の甕が半数に迫ることから、 I-4段階においてヘラ描き沈線のみを施す甕よ

り、刺突文を施文する装飾甕の方が大型化 している可能性も指摘できる。

第51図 -12は流水文に影響を受けた加飾壺と考えられ、 3～ 4本のヘラ描き線によって紡錘形の

文様を、 1段につき 8単位を 4段にわたって充填 して描 くものである。 1単位は基本的に 2本一対

の向かい合う弧線 (4線)に よって構成されるが、最下段は文様帯の幅が狭いため、 1単位を 3条

線で構成するものが 4単位みられる。

I期の加飾壷はほとんど図化をしていないが、第17表 にまとめている。無軸綾杉文を施文する個

体が約160個体、有軸綾杉文を施文する個体が約20個体、重弧文を施文する個体が約30個体、木葉

文を施文する個体が約10個体あるが、それ以外の文様を組み合わせた個体も約50個体存在する。

人面付土器はV-1-2区 の砂 レキBか ら検出されており、遺構・土層からは時期を決定できな

いが、土器そのものの胎土や焼成状況、混和 している砂粒が 5111111以下の石英 。長石であることな

ど、前期の上器の胎土と同質という印象をうける。 しかし、Ⅱ様式においても胎土中の粗い砂粒は

残存することからここでは I-3期～Ⅱ-1期の幅をみておきたい。人面の頸部下は空洞状となる

ためこの下半は壷状、 もしくは前例はないが蓋状の器形が想定できる。

この人面付土器の造作を見ると、額部分に最大幅があり、顎に向かって細 くなり尖顎となってい

る。顎から頸にかけても写実的に表現されている。眼寓上隆起が強調され、眼寓自体が一段下がっ

た位置に表現されるほか、鼻が高 く現されるため彫 りが深 く見える。頬はフラットであるが、目・

鼻の表現前に平坦な顔面を成形 したのであろう。目はヘラ状工具による刺突、鼻孔は先端の狭い工
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具による刺突により表現されるが、日は浅 く柔 らかい表現 となっており、幅広の原体による押圧な

どによって施 されたものと考え らけれる。顔面上部側面 には耳を取 り付 けており、左耳 は基部を残

して欠損するが、右耳 は先端が欠損す るものの、耳 たぶ中央 に施 された直径 2 mllほ どの穿孔が約

1/2程度残存 している。

次に装飾的表現であるが、弥生時代の人面表現 に普遍的な縣面表現が見 られないこと、頭部 に後

方 に流れる烏帽子状の表現をすること、耳たぶに穿孔をすること、左肩部 に 2カ 所の穿孔をす るこ

とがあげられる。頭部の烏帽子状表現については頭髪、帽子などの被 りもの、あるいは装飾的な飾

りものなどが考え られるが現状では、帽子風に見える。

前期の人面表現 としては下関市・綾羅木郷遺跡土偶、香川県・ 鴨部川田遺跡、茨木市 。東奈良遺

跡の上偶、 Ⅱ様式の例 としては茨木市 。日垣遺跡の人面付土器があるが、縣面表現がなく、頭部 に

突起を持つ東奈良遺跡のものが最 も類似 している。

土笛は 3個体出土 しているが、完形の個体はな く、54図 -18の個体が前面のみ残存 しており穿孔

の様子 も伺える。他の 2個体 は穿孔部分が残存 してお らず、確実に土笛であるという根拠 は弱い。

第58図 -16は 明 らかに在地に普遍的な弥生土器ではない。直立 した口縁の上面を僅かに巻 き込む

ように粘土紐を貼 り付 けており、下端 は器壁より離れ全体的に丸味を持 っている。日縁の形状は朝

鮮系無文土器に似 るが貼付の技法が異なる点や、胴部外面調整 にタテハケを用い、それをナデ消す

様子 はない。 これ らの状況を踏まえるとこの土器 は弥生土器 と折衷 した擬朝鮮系無文土器 といえよ

う。時期的には I-4期 ～ Ⅱ-1期が考え られる。

54図 -28は匙形土製品である。匙形土製品を集成 。分類 した大野氏の概念に当てはめると、体部

が円形皿状を呈 し、柄が体部に比べて短いことなどか らIB類に分類できる。 IB類 が弥生時代後

期 に西 日本を中心 に分布することも明示されていることか ら、当該期の所産 と考えておきたい。

第65図 -29は V-3期 の注目土器であるが、外面 にはヘラ描 き沈線による区画線 と二枚貝による

刺突のほかに、勾玉状文様のスタンプ文が見 られる。

第66図 -1は吉備・ 鬼川市 正式期の高杯である。近隣では当遺跡のほか、 タテチ ョウ遺跡、石台

遺跡でⅣ-2～V-1期 の報告例がある。
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上菅荒神原遺跡』財団法人鳥取県教育文化財団

濱田延充 2000「口縁端部を刻まない甕 ―山陰地域の遠賀川式上器―」『みずほ』第34号 大和弥生文化の会

深澤芳樹 1989「木葉文と流水文からみた西川津遺跡」『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書V』 島根県

教育委員会

福岡市博物館 1998『弥生人のタイムカプセル』

松本岩雄 1992「出雲・隠岐地域」『弥生土器の様式と編年』山陽・山陰編 木耳社

吉田 広 2000「瀬戸内地域における遠賀川式土器の解体」『突帯文と遠賀川』土器持寄会論文集刊行会

※人面付土器については設楽博己・石川口出志氏から教示を得た。

甕棺・擬朝鮮系無文土器については武末純一氏から教示を得た。

第 3節 古墳時代～奈良時代の上師器 (第68～ 78図・図版74～92)

当該期は遺構の堆積年代と重複 してくることから、河川堆積とはいえ数点の完形品をはじめ、概

して大きな破片が多 く、またあまリローリングを受けておらず、器壁の状態も良好な個体が多い。

古墳時代前～中期にかけては草田編年 。松山編年に依拠 して分類を行ったが、遺物のセット関係

を厳密には押さえられないことから年代観には幅を持たせた。古墳時代後期～奈良時代の土師器に

ついては編年案が希少であるが、広江氏の整理作業が大枠を捉えているのでこれを参考とした。

第72図 -36は胴部の破片 しか残存 していないが、日縁部が緩やかな受け口状となり、胴部は下膨

れ状に張り出し、外面に横位のヘラミガキ調整を施すなど、在地の器種に該当するものがないこと

から手焙形土器ではないかと考えた。手焙形土器を集成 した高橋氏の分類によれば、X3形態を呈

し、鳥取市・美和32号墳、鳥取市・秋里遺跡、倉敷市・矢部54号墳、岡山市・百間川原尾島遺跡な

どで出土 しているものに近似するであろう。隣接する鳥取県では 8遺跡10例の出土が知られている

が、島根県内では近年まで類例が知 られていなかった。 しかし、平成12年度の出雲市・古志本郷遺

跡の調査で完形品が出土 しており今後も類例が増加することが予測される。

古墳時代初頭の外来系土器は内面側がナデ・ハケ調整のタタキ甕が18破片、内面ヘラケズリのタ

タキ甕が 4破片、庄内系加飾二重回縁壷が 1点、二重回縁壺 1点あげられ、布留式併行期に下る畿

内系土器 (小型器台 。有段鉢 。小型丸底壼・布留式甕)もみられる。

4世紀～ 5世紀代の甕形土器は畿内布留式の影響を受けた、回縁が外傾内彎する単純口縁甕と弥

生時代後期以来の山陰在地の複合口縁甕が併存する時期である。 5世紀には両者が折衷 した口縁を

持つ土器も現れ、単純回縁甕の口縁部形態は直線外傾傾向を経て、 5世紀後半には外傾外反となっ

ていく。

また、複合口縁甕は退化 して、単純口縁に接収される傾向にあるが、複合部の名残は 6世紀前半

(MT15前後)ま で残存する。つまり古墳時代初頭にもっとも洗練された「複合口縁甕」「単純口縁

甕」として定型化 した両者が、次第に折衷 して当初の規範に沿わない土器を作り出していく時期と

もいえる。 5世紀代と考えた単純口縁甕が330個体以上あるのに対 して、複合口縁甕は110個体前後

であることから、時代が下るにつれて単純口縁甕に主体が移って行 く様子は看取できる。

3世紀前半～ 4世紀の古墳時代前期には甕600個体余 りに対 して、高杯は約90個体 (別 に低脚杯

が約30個体)な のに対 して、 5世紀代には甕が約440個体に対 して、高杯が360個体 (舟形高杯40個

体、有稜高杯・椀形高杯ともに約160個体)を越え、土師器椀の約90個体を加えれば煮沸具と供膳
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具の割合がほぼ半々になるほど、土器のセット関係は変化する。

6世紀後半から7世紀代の上師器甕の変化は鈍いが、肩の張りが除々になくなり、 7世紀代には

回径が最大径となって無肩になっていく流れが指摘されている。国縁部も長 く大きく外反 していた

ものが、短 く緩やかな外反になっていく。 6世紀～ 7世紀とした甕は約60個体を下回っており、土

器の数量としては古墳時代中期の1/7以下となっている。

7世紀代に造 り付け竃の定着をみない出雲地域の平野部を中心として、江津以東～東伯者に至る

山陰の平野部で甕・甑 。移動式竃 。土製支脚の煮沸 4点セットが一般的に普及するが、本調査区で

は土製支脚が欠落 している。 7世紀代の土師器の絶対数も少ないので、偶然の欠落と考えられるが

この時期の遺物量の希薄さを反映するものである。

参考文献

杉井 健 1999「炊飯様式からみた東西日本の地域性」『古代史の論点 6 日本人の起源と地域性』小学館

高橋一夫 1998「手焙形土器の研究」六一書房

※古志本郷遺跡出上の手焙形土器については守岡利栄氏から教示を得た。

広江耕史 1996『古代の土器研究一律令的土器様式の西 。東 4 煮沸具―』古代の上器研究会

松山智弘 1991「出雲における古墳時代前半期の土器の様相一大東式の再検討―」『島根考古学会誌』第 8集 島根考古学会

松山智弘 2000「小谷式再検討―出雲平野における新資料から一」『島根考古学会誌』第17集 島根考古学会

第 4節 須恵器 (第79～ 84図 。図版93～ 106)

須恵器は 5～ 7世紀については出雲大谷編年に依拠 し、 8世紀以降については出雲国庁編年・柳

浦編年 。高広編年などがあるが、年代観についてその後の成果により修正点が見いだされているも

のもあり、やや年代幅を持たせている。

大谷 I期 (TK23～ 47)の杯身・ 蓋、有蓋高杯等が一定量存在 しているが、従来の朝酌川遺跡群

の調査でもこの時期の須恵器は普遍的に出上 している。時期的に遡るTK208期 の須恵器を出上 した

国史跡・金崎古墳群の存在からもこの地域への須恵器の普及は早いようである。

須恵器は各時期で大量に存在するわけではないがほぼ一定の割合で存在する。 しかし、 7世紀半

ばの小型の杯身・蓋が少量であることや同時期の上師器の希少さなど、古墳時代から律令期に入る

過程の時期として注目される現象である。

8世紀 。9世紀の須恵器は両時期とも150個体以上出上 している。10世紀には須恵器生産 。消費

が衰退 してくることもあって、個体数は減少するが、低平となった皿が約20個体存在する。

79図 -25は大甕の回頸部に竹管文とハケ原体状の工具の小口を用いて鋸歯文を施すなど、装飾的

なものである。日縁端部の形状から大谷 2期 (TK10)前後 と考えられるが、高杯形器台の口縁部

となる可台ヒ性もある。

80図 -25は小型の提瓶であるが、日頸部は灰白色、胴部は明灰色の粘土を用いており、両者の色

調は明らかに異なっている。視覚的な効果を狙ったものであろうか。

墨書土器は82図 -17、 83図 -20～ 22に あげた 4個体を確認 している。内容は「井」、「チ|1上」、

「 ×」が 2個体であるが、「井」「 ×」は記号状のものであろうか。「ナキ1上」の文字は人名 。地名 (里

名)が考えられるが、筆順からみて文字が逆転する可能性 もある。その場合、鏡文字 として「下
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川」 と判読で きる可能性 も残 され る。『 出雲国風土記』 によれば、西川津遺跡付近 は嶋根郡 山口郷

に含 まれ、山口郷内には三つの里が存在 していた らしいが、 その名 は不明である。「チII上 (下川 )」

が里名である可能性 はあるが現状では決め手がない。

84図 -21は灰釉陶器 の段皿である。高台端部 の面が外側 を向 く三 日月高台ではな く、面 が高台内

に向いているため黒笹 14号窯式 に属す るものであろ う。県内で灰釉陶器 は松江市 。天満谷遺跡で四

耳壺が益 田市・ 根 ノ木 田遺跡で壺が、江津市・ 半 田浜西遺跡、羽須美村・ 輪 ノ内遺跡、浜 田市・ 横

路遺跡 で椀 が出土 してお り、今回例 を含 め ると 6遺跡 で出上 しているが、段皿 の出土 は初例 であ

る。

参考文献

大谷晃二 1994「出雲地域の須恵器の編年と地域色J『島根考古学会誌』第■集 島根考古学会

島根県教育委員会 1987「天満谷遺跡」日ヒ松江幹線新設工事。松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』

島根県教育委員会 1995「半田浜西遺跡」『一般国道9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 I』

島根県教育委員会 1992「根ノ木田遺跡」『石見空港建設予定地内遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書』

羽須美村教委員会 1998『 羽須美村埋蔵文化財調査報告書第2集 坪ノ内遺跡 。輸ノ内遺跡』

平石 充 2000「墨書土器について」『斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ 三田谷I遺跡 (Vo1 2)』

島根県教育委員会

※墨書土器の判読については平石充氏から教示を得た。

山下峰司 1995「灰釉陶器・山茶碗」『概説 中世の土器 。陶磁器』

第 5節 奈良時代～中世の供膳土師器 (第85図 。図版106～ 103)

土師器の杯 。椀は 8世紀～13世紀、16世紀のものが出上 しているが、数量的なピークは 9世紀に

ある。 9世紀～10世紀の須恵器椀・皿は土師器のものと器形・製作技法が共通 し、焼成があまくな

ることが特徴としてあげられる。

黒色土器A類は破片であるが 4点出土 している。県内ではあまり普遍的な存在ではないが、松江

市・ 出雲国府・ 石台遺跡、安来市・陽徳寺遺跡 。大坪 3号墳・潜戸谷遺跡、鹿島町・名分塚田遺跡

などで出上 している。

今回の調査区でも京都系土師器 (第85図 -46)が 1点出上 しているが、近辺では馬込山第 Ⅱ号

墓、島根大学構内遺跡、上浜弓 1号墳などで報告例がある。16世紀末～17世紀前半の松江地域は毛

利、堀尾氏の治世下に入るための現象と考えられる。

参考文献

古賀信行 1999「中国地方の京都系土師器皿J『中近世土器の基礎研究』XⅣ 日本中世土器研究会

島根県教育委員会 1996『一般国道 9号 (安来道路)建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第12集 徳見津遺跡・ 目廻遺

跡・陽徳寺遺跡』

島根県松江農林振興センター・安来市教育委員会 2000『安来市埋蔵文化財調査報告書第35集 潜戸谷遺跡』

八峠 興 1998「山陰における中世土器の変遷について一共膳具 。煮沸具を中心として一」『中近世土器の基礎研究』XШ

日本中世土器研究会
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広江耕史 1992「 島根県における中世土器について」『松江考古』第 8号 松江考古談話会

第 6節 陶磁器 (第86図 。図版109。 110)

中世の輸入陶磁器としては、12世紀後半の青磁椀 I類 と考えられる内面に劃花文の施された椀の

小片が 1点出土 しているが、それに後続するものはなく、やや時期を経て16世紀第 3四半期の青花

皿 1点が確認された。

国産陶器では14世紀と考えられる備前焼悟鉢の 1点以外は、全て16世紀後半以降のものであり、

備前 。唐津・美濃 。有田などの製品が数点ずつ出土 しているが、

近世の遺物は図面を掲載 していないが、肥前系の染め付けが一定量出土 している。 (第 37表)

参考文献

伊藤 晃 1995「 中世陶器 〔4〕 備前」『概説 中世の土器・陶磁器』

九州近世陶磁学会 2000『九州近世陶磁学会10周年記念 九州陶磁の編年』

績伸一郎 1995「 貿易陶磁 〔3〕 中世後期の貿易陶磁」『概説 中世の上器・陶磁器』

森田 勉・横田賢次郎 1978「太宰府出上の輸入中国陶磁器について一形式分類と編年を中心として一」『九州歴史資料館

研究論集』 4

第 7節 金属関係遺物 (第86図 。図版111)

平安時代に属する層から羽口先端 1点、羽口基部と考えられる炉壁 1点、銅滓 2点が出土 してい

る。羽国の破片にも赤錆が付着 しており、これらの遺物は銅製品鋳造に伴 う遺物である可能性が指

摘される。羽日の径が小さく厚みも薄いことから、小規模なものであったと考えられる。

第86図 -19の短刀は、出土層位からみて、12～ 13世紀のものと考えられる。細身で中世期の一尺

(31.6cm)を 指標として製作されたものであろう。

※青銅津・羽口については穴澤義功氏より教示を得た。

第 8節 石製品 (第87～ 101図 。図版113～ 121)

V区で検出された石器は、馬鵡・玉髄などで製作された後期旧石器～縄文早期に所属すると考え

られる一群と、黒曜石で製作された縄文～弥生時代に帰属すると考えられる一群、縄文時代あるい

は弥生時代に製作された縄文系の打製石器の一群、弥生時代の大陸系磨製石器の一群、弥生時代の

打製石器の一群、時期不明の砥石に分類できるが、厳密な所属年代やセット関係が不明瞭なことか

ら、個々の遺物の形態・素材による分類を行 うにとどめた。

また、河川堆積物中から採集できた黒曜石については、第130表に掲げるとおり、重量別にラン

クを設けて分類 し、各 ランクの所属する個体数と総重量を掲載 した。小さい剥片 。チップほど現場

での取りこぼしが多いと考えられ、本来の数値とはかけ離れると予想されるが、ある程度の傾向性

はうかがえる。最大の黒曜石は全面が自然風化面を保つもので、1669gの 重量を持っている。隠岐

島から本土への搬出形態を知る上でも重要な資料といえるものである。河川堆積土中で検出した黒

曜石原石・剥片・ チップの総重量は6927gで あるが、取 りこばしを加味すれば 7 kgを 越える黒曜石

が包含されていたと考えられる。
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第87図 4は安山岩製、同図 6は黒曜石製のナイフ形石器であるが、瀬戸内技法に似た技法で製作

されている。類似する刃器が鹿島町 。佐太講武貝塚の縄文時代前期の貝層から出土 しており、縄文

時代にも剥片剥離の際に効率的に定型剥片を得 られるような工夫をしていた可能性が指摘されてい

る。

打製石斧 (石鍬)は 12点が出土 しており、流紋岩製 6点、玄武岩製 5点、安山岩製 1点である

が、衝撃に弱い頁岩製のものは 1点 も確認できなかった。帰属年代は弥生時代に下るものもあると

考えられるが判然としない。

弥生時代の大陸系磨製石器の構成は、太型蛤刃石斧34点、柱状片刃石斧 1点、小型方柱状片刃石

斧 5点、扁平片刃 6点がある。穂摘具 (磨製石包丁・打製石包丁・石鎌)については個体の認定が

困難であるが、外湾刃型などの定型の個体と特定できるものは少量であり、大型磨製石包丁の破片

が約20点、打製石包丁が未製品を含めて10点前後、石鎌が 4点確認される。石製穂摘具のうち大型

石包丁の扱いは慎重にならざるをえないが、単独で穂摘具として機能 したものは打製石包丁の可能

性もある。前期から中期の幅を持って考えざるをえないが、大陸系磨製石器の構成については酒井

氏の指摘にあるように、山陰の西川津遺跡では伐採具である太型蛤刃石斧が多いという評価を追認

することができる。ただ し、石神氏の指摘にあるように、西川津遺跡では太型蛤刃石斧の製作を

行っていることから、集落内で消費された石斧が厳密には抽出できない。

さらに全石器の構成で、西川津遺跡は武器が 3～ 4割を占めるC類に分類できるというという石

神氏の指摘は、石剣 3点・石支 1点・環状石斧 3点の他、23点出土 している黒曜石製の石鏃を弥生

時代に帰属させれば当てはまるが、石鏃の所属年代については縄文時代にさかのぼる個体があると

思われるので、本調査区内での武器形石器の占める割合はやや低いものと考えられる。

島根県内で定型的な石包丁が希薄なことは従前から指摘されているが、本調査区出土例でも第95

図-1～ 3が外湾刃半月形となる可能性はあるが細片化 しており判然としない。また、薄い板状の

石材に穿孔を施すものの刃部を形成 していない個体も存在する。

定型的な石包丁の不明瞭さに対 して、大型磨製石包丁が存在することも既知の事実であるが、本

調査区では完形品は存在せず、全て細片化 した状態で出土 した。不明瞭な穂摘具の様相の中で、打

製の穂摘具と思われる一群が存在する (第97図 )。 瀬戸内でみられるサヌカイ ト製の打製石斧のよ

うに紐通 しのえぐりはみられないが、掌中に納めるのにはちょうど良い全長10cm、 幅 7～ 8 cm程度

の個体が多い。

太型蛤刃石斧 (全34点)の石材は日野川上流の鳥取・岡山県境に産出するという蛇紋岩製が19点

(55.9%)、 玄武岩製が 6点 (17.6%)、 頁岩製が 4点 (11.8%)、 流紋岩 。安山岩 。斑岩製が 5点

(14.7%)で あり、蛇紋岩製が過半数を僅かに超える程度で、比較的ばらつきがある結果となった。

93図 -4は石支と考えられる。援の先端のみ残存 しており、刃部は両面からよく研磨されるが、

鏑が無 く断面形は扁平な六角形を呈す。援の背部分は扁平ではあるが、剥離 しやすい頁岩の面をそ

のまま利用 しており、研磨は僅かに行われている程度で剥離面の微妙な凹凸を残 し、平滑になって

いない。中村氏の分類では北部九州を中心に分布する無樋型石支の中でも、形態上の退化が顕著な

Ⅳ類に相当するものと考えられる。

石剣は 3点出土 しているがいずれも安山岩製であり、 とくに98図 -5・ 6について肉眼観察で

は、香川県金山産のサヌカイ トである可能性が強い。93図 -5は石剣の先端のみ残存 しているが、

-21-



全面に丁寧な研磨を行い、やや丸味を持った鏑を表現 し、断面形は胴張の強い菱形を呈 している。

研磨後に刃部を鋸歯縁状に打ち欠 くもので、松江市・ 布田遺跡では玄武岩製の類品が出土 してい

る。研磨面が表面の多 くを占めるものの、刃部は打ち欠いて成形 していることから、ここでは局部

磨製 (の打製)石剣としておきたい。

93図 -6は打製石剣であるが、先端近 くに僅かに剥離前の研磨痕を残 している。このような例は

近畿地方でも40例以上確認されており、形成過程において一度に剥離を行うと破損や失敗の恐れが

ある場合、工程の途中で研磨を施 して、表面調整を施 した後に再び剥離作業に入ったことが指摘さ

れている。

擦り切 り痕跡・ 擦痕のある石材 (98図)の うち98図 -9・ 10以外は頁岩であり、石材からみて

これらは磨製石包丁等の製作途中に生 じた切片 もしくは未製品と考えられよう。98図 -9。 10は

凝灰質泥岩 (緑色凝灰岩)で あることから、玉作と関連する遺物の可能性がある。

参考文献

粟田 薫 1995「打製石剣の製作技術」『弥生文化博物館研究報告』第 4集

石神 恰 2000「石器残照」『ネ申々 の源流 出雲 。石見・隠岐の弥生文化』大阪府立弥生文化博物館

鹿島町教育委員会 1994『佐太講武貝塚発掘調査報告書』 2

酒井龍- 1986「石器組成からみた弥生人の生業行動パターン」『文化財学報』第 4集 奈良大学文化財学科

酒井龍- 1989「初期農耕開拓活動の諸形態」『文化財学報』第 7集 奈良大学文化財学科

島根県教育委員会 1983「Ⅲ 布田遺跡」『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

竹広文明 2000「山陰における石器石材利用をめぐる二、三の問題」『島根考古学会誌』第17集 島根考古学会

中村修身 1997「石支の形態分類と編年 (再考)」『地域相研究』第25号

※後期旧石器時代～縄文時代の石器については竹広文明氏から教示を得た。

第 9節 木製品 (第 102～ 106図・図版121～ 129)

木製品については、流木と伐採痕跡 。加工痕跡のある表皮付き材の区別が困難であり、また時期

的な分離 も不可能であったことから分類・数値化は断食 した。

第102図一年は一木直伸平鋤である。柄先端部は欠損 しており、その構造は不明であるが、身の

先端は当初からやや細 く作 り出してあり、鉄製U字形鋤先の装着痕として理解できる。V-1-3

区の出土であることから5世紀後半～ 6世紀前半の可能性が考えられる。近隣の金崎 1号墳か らも

鉄製U字形鋤先が出土 していることから、 5世紀後半にはこの近辺でも鉄製農具は普及 しつつあっ

たと考えられる。

第103図 -1はV-4-2区 の地山泥層に近い砂 レキF層中から検出した臼状木製品である。表面

には樹皮が残存 しており、直径54.7cm～ 58.lcmの広棄樹を58.3cm幅 に切り、上面から繰 り込んで凹

面を形成する途中で、木芯部が抜け落ちた失敗作ではないかと考えられ、頂部の凹面には幅 8 cIIl弱

の緩やかな円刃痕と幅 5 cm程 の緩やかな円刃痕が残存 している。腰部が括れる高杯形ではないが、

出土層位から5世紀の所属と考えられる。

第103図 -2はV-1-3区 の砂 レキD層から出土 した一木五又鋤である。柄部先端は欠損 して

おり、刃部も細かく裁断された状態であったが、材が揃っていたため旧状に近い状態まで修復でき
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たものである。一木又鋤の中でも刃数が多く、最も長い刃部は長さ19.5cmの 規模をもつなど精緻な

ものである。

第104図 -1は用途不明の部材であるが、端部から28cmの間は材の2/5程度が丁寧に削いであり、

別材を充てる構造であったことが認められる。接合の補強には端部に平行して溝状の繰り込みを設

け、紐状のもので結んで固定するとともに、中間に木栓を差し込んだうえに、帯状のもので巻き付

けている様子が観察できる。表面は鈍で丁寧に削られており、滑らかに仕上げられている。兵庫県

和田山町の片引遺跡でも同様の部材が出土しており、建築部材として報告されているが、やや材が

細く丁寧な加工であることから別用途を考えたい。

参考文献

木川正夫 1999「刻骨と鋸歯状木製品に関わる比較考察」『財団法人 愛知県埋蔵文化財センター 平成10年度年報』

黒崎 直 1996『日本の美術 2 古代の農具』至文堂

中川 寧 2000「出雲における木製耕起具の変遷について」『島根考古学会誌』第17集  島根考古学会

奈良目立文化財研究所 1993「木器集成図録 近畿原始編」『奈良国立文化財研究所史料』第36冊

兵庫県教育委員会 1985『兵庫県文化財調査報告第31冊 筒江遺跡群 I』
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第 5章 自然科学的分析

第 1節 西 川津遺 跡 にお ける花粉 組 成 変 遷 と周 辺地域 の環境 変 遷

渡辺 正巳 (文イ隣繍査コンサルタント仰)

はじめに

島根県東部、松江平野の東北部を流れる朝酌川下流域には、上流部より西川津遺跡、原の前遺

跡、タテチョウ遺跡という、国内有数の低湿地遺跡群が広がっている。

これらの遺跡では、植生変遷を明らかにするために継続的に花粉分析が実施されていた。ここで

の花粉分析の成果は大きく2期に分けて考えることが可能である。

第 1期は1979～ 1989で、大西ほかにより実施された分析である。大西 (1979)に よリタテチョウ

遺跡で花粉分析が実施されて以降の成果が大西ほか (1989)で まとめられ、大西ほか (1990)、 大

西 (1991)で の中海・宍道湖地域での地域花粉帯設定の基礎となった。

第 2期 は1997以降であり、廉 。渡辺 (1997)、 中村ほか (1997)の 指摘 (K― Ah火 山灰層とカ

シ・ シイ花粉帯カシ亜帯の関係の矛盾)に よる、大西ほか (1990)の 地域花粉帯見直 しの時期であ

る。

大西ほか (1989)は西川津遺跡での分析結果を基に、K― Ah火山灰層はマツ・ モ ミ帯モ ミ亜帯

中に狭在されるとした。これに対 し、廉 。渡辺 (1997)は大田市波根のOH94ボーリング試料の分

析か ら、K― Ah火山灰層がカシ。シイ花粉帯カシ亜帯中に狭在 していることを示 した。また中村

ほか (1997)は、大西ほか (1990)のSBlボ ーリング試料中の火山灰層を再検討 し、カシ・ シイ花

粉帯カシ亜帯層準からK― Ah火山灰層を検出 した。一方、朝酌川下流域の遺跡群 と近接する島根

大学構内遺跡では、K― Ah火山灰層はヨナラ亜属、あるいはマツ属 (複維管束亜属)が卓越 して

いた (川 崎地質い、 1997、 1998)。 これらの一見矛盾 した状況について、川崎地質m(1998)は

K一 Ah火山灰層降灰層準での西川津遺跡、島根大学構内遺跡周辺での局地的植生分布によること

を指摘 した。

今回の報告は、島根県教育委員会が'98、 '99年度に川崎地質株式会社に委託 して行 った各種微化

石分析調査の結果および℃0年度に文化財調査 コンサルタントに委託 して行 った樹種鑑定結果をま

とめ直 したものである。特に西川津遺跡内では従来報告の無かった奈良時代以降の花粉組成変遷

と、湖底ボーリングとの対応が疑問視されていたにK― Ah火山灰層 (カ シ・ ナラ花粉帯カシ亜帯)

より下位の花粉組成変遷について詳細に報告する。また、古墳時代の流木の樹種鑑定結果について

の報告 も併せて行った。

試料について

図 1に示す 2地点で、分析用試料が採取されている。各地点の模式柱状図および試料採取層準

を、図 2、 3の花粉ダイアグラム中に示 した。樹種鑑定試料は島根県教育庁埋蔵文化財調査セン

ター岩橋氏より提供を受けた。各試料の出土層準、推定堆積年代を、分析結果と併せ表 1に示す。
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分析方法および分析結果

(1)分析方法

花粉分析処理および珪藻分析処理は、渡辺 (1995a、 b)1こ 従 っている。顕微鏡観察は光学顕

微鏡により通常400倍で、必要に応 じ600倍あるいは1000倍を用いている。花粉分析では原則的に

木本花粉総数が200個体以上になるまで同定 。計数を行い、同時に検出される草本化石 も同定 。

計数されている。また、イネ科花粉を中村 (1974)に基づき直径40μm以上 。未満に分けて計数

している。珪藻分析では、原則的に珪藻化石総数が200個体以上になるまで同定を行っている。

しかし、一部の試料では花粉化石および珪藻化石の含有量が少なかったために、木本花粉化石総

数あるいは、珪藻化石総数で200を越えていない。

プラント・オパール分析は、藤原 (1976)の グラスビーズ法に従っている。また、イネ科の機

動細胞に由来する「 ファン型」についてのみ分類 した。

樹種鑑定にあたり、永久プレパラー トを古野・渡辺 (2000)に従い作成 した。また、樹種鑑定

にあたり島根大学総合理工学部古野 毅教授には終始、ご助言 。ご指導を頂いている。また、樹

種鑑定に際して作成 したプレパラー トは、すべて文化財調査コンサルタント伽にて、整理・保管

している。

(2)分析結果

花粉分析結果を図 2、 3の ダイアグラムに示す。花粉ダイアグラムでは、同定 した木本花粉総

数を基数にした百分率を各々の木本花粉、草本花粉について算出し、スペクトルで表 した。花粉

含有量の少ない試料については、検出できた試料を *で示 した。

珪藻分析結果を図 4、 5の ダイアグラムに示す。珪藻ダイアグラムでは、同定総数を基数にし

た百分率を各々の種類について算出し、スペクトルで表 した。珪藻総合ダイアグラムのうち左端

の「生息域別グラフ」は、同定 した全ての種類を対象に、それぞれの要因 (生息域)毎に百分率

で表 したものである。その他の 4つ のグラフは、淡水種の珪藻についてそれぞれの要因毎に百分

率で表 したものである。

プラント・オパール分析結果を図 6の ダイアグラムに示す。プラント・ オパールダイアグラム

では、 lgあ たりの含有数に換算 した数を検出された種類毎に示 した。

樹種鑑定結果を表 1に示すほか、以下に各分類群毎に記載を行い、代表的な試料の顕微鏡写真

を図版 1～ 5に示す。

また、試料h10は外部形態からキノコ類 (サ ルノコシカケ科 ?)と 推定される。

①  イ ヌ ガ ヤ 属 Cψ んαι訪 閉
"S Sp.試

料 h:6,15,19

記載 :構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はゆるや

かで、晩材の幅は非常に狭い。樹脂細胞は多 く、年輪内に均等に散在 している。分野壁孔は小

型のヒノキ型で、 2～ 3個存在する。仮道管にらせん肥厚が顕者に認められることなどから、

イヌガヤ属と同定 した。

② イチイ属 T防クs sp.試料Nば 11

記載 :構成細胞は仮道管、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材

の幅は非常に狭い。分野壁孔は非常に不明瞭であるが、ヒノキ型で 1～ 2個存在する。仮道管

にらせん肥厚が顕者に認められることなどから、イチイ属と同定 した。
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③ ヨナラ属ヨナラ亜属 (ヨ ナラ節)0傷つκtts(sect.β物
"s)sp.試

料Nば 20,25

記載 :円形ないし楕円形の道管が孔圏に単独で 1～ 3列 (1列 目径350～ 40帥m程度、 2～

3列 目に径150～ 250μm程度 ;20の 実測値。25は これよりやや小)に配列する環孔材である。

孔圏外では小道管 (50～ 100μm程度)が単独あるいは 2～ 3個かたまって放射状ないし火炎状

に配列する。小道管は薄壁で角ばっている。道管せん孔は単せん孔で、道管にはチロースがよ

く発達 している。孔圏道管の周 りには周囲仮道管が存在 している。放射組織は同性で、単列放

射組織ときわめて幅の広い広放射組織からなる、典型的な複合型である。軸方向柔細胞は孔圏

部で周囲状に存在するほか、孔圏外で 1な いし2細胞幅の単接線状に存在する。また、25の軸

方向柔細胞には結晶が認められる。以上の組織上の特徴から、コナラ属コナラ亜属コナラ節と

同定 した。

④ ムクノキ スクんαηαη肋9 αψ9躍 Planch.試料配 :16,30

記載 :道管 (径 150～ 200μm程度 ,16の 実測値。30は これより小)が単独ないし2～ 3個放

射方向に複合 し、年輪内に均等に分布する散孔材である。道管の分布数はやや少ない。道管せ

ん孔は単せん孔で、道管壁は非常に厚い。道管相互壁孔は交互状を示す。放射組織は異性型

で、 1～ 4細胞幅 (高 さ400μm程度以下)である。上下辺縁の細胞に結晶が存在 している。軸

方向柔組織は周囲状、連合翼状から、特に年輪後半部で 5～ 10細胞幅で接線方向への帯状配列

が目立ち、特徴的である。以上の組織上の特徴からムクノキと同定 した。

⑤ エノキ属 働ι″s sp.試料Nば 1,3,4,5,7,8,12,13,22,24,31,36

記載 :多 くの試料は年輪幅がかなり広い。一方、 と、36は年輪幅が非常に狭い。単独の道管

(径 150～ 200μm程度。 1、 36は これよりやや大)が 1～ 2列 (ま れに 3列)に配列する環孔材

である。孔圏外では単独 (径 100μm程度)あ るいは房状に集合 した小道管 (径 30～ 50μm)んゞ

集団管孔を形成 し、散在あるいは接線状から斜線状に配列 している。道管せん孔は単せん孔

で、小道管にはらせん肥厚が存在する。また道管内にはチロースが発達 している。放射組織は

異性型で、 1～ 3列 (高 さ300μm程度以下)の幅の狭いものと、 6～■列の幅の広い紡錘形

(高 さ300～80Clx2m。 1、 36で は1000μmを越すものもある)を示すものがある。また、紡錘形放

射組織にはさや細胞が顕者である。放射柔細胞中に結晶が認められる。軸方向柔細胞は周囲状

の他に、晩材部で翼状ないし連合翼状を示すものがある。以上の組織上の特徴から、エノキ属

と同定 した。

⑥ エレ属 ?cf.17‐J解傷s 試料Nα :34,35

記載 :年輪幅が極めて狭 く、接線方向に圧縮を受けて変形が激 しく、組織の損傷も大きい。

道管 (径250～300μ 程度)力∀し圏に単列に配列する環孔材である。孔圏外は非常に狭いが、小

道管が集合 して房状になっているものと思われる。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁孔は

交互状を示す。小道管にはらせん肥厚が顕者に認められる。道管内にチロースが存在する。放

射組織は同性型で 1～ 6細胞幅で高さは低い。軸方向柔細胞は周囲状に配列 していると思われ

る。木部繊維は非常に厚壁である。以上の組織上の特徴からニレ属の可能性が指摘できるが、

断定には至らなかった。

⑦ ケヤキ ルιんουα s″陶勉 (Thunb.)MakinO 試料Nα :28,33

楕円形 (径 150μm程度)の道管が孔圏にほとんど単列に配列する環孔材である。孔圏外では

-27-



小道管が単独 (径 100pm程度 ;33の み)あ るいは集合 (径30～ 50μ 程度)して斜線状、接線状

に配列 している。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁孔は交互状を示す。小道管にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は異性型で 1～ 6細胞幅であり、 4～ 6細胞幅の一様な大きさの

紡錘形放射組織 (高 さ400～ 1000μm程度)の ものが目立つ。上下辺縁の方形細胞に大型の結晶

細胞が認められるものがある。軸方向柔細胞は孔圏部の大道管および孔圏外の集団管孔を取 り

囲む周囲柔組織をなしている。以上の組織上の特徴から、ケヤキと同定 した。

③ クワ属 ν″熔 sp.試料血 :18

記載 :年輪幅は非常に狭い。単独の道管 (径 200μm程度)力晋L圏 に 1～ 2列に配列する環孔

材である。孔圏外は狭いが、小道管 (径 30～ 5帥m)が単独あるいは数個が房状に複合 して散

在 している。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁孔は交互状を示す。小道管にらせん肥厚が

認められる。道管内にチロースが存在 している。放射組織は異性型で、 1～ 6細胞幅であり、

上下辺縁に直立細胞あるいは方形細胞が見 られる。放射組織の高さは350μm程度以下で、紡錘

形をなして目立つ。軸方向柔組織は周囲状である。以上の組織上の特徴からクワ属と同定 し

た。

③  クスノキ科 ?cf.Lauraceae試料血 :27

記載 :年輪幅が非常に狭い。道管 (径40～ 70μm程度)ん 単ゞ独ないし2～ 3個放射方向に複

合 して、年輪内に均等に分布する散孔材である。道管の分布数は少ない。道管せん孔は単せん

孔で道管壁は厚 く、道管相互壁孔は交互状を示す。道管内にチロースが存在 し、着色物質を含

むものがある。放射組織は異性型で 1～ 3細胞幅 (高 さ200～ 300μm)で ある。道管放射組織

間壁孔は明瞭な階段状を示す。軸方向柔細胞は周囲状である。放射柔細胞および軸方向柔細胞

に異形細胞と思われるものが出現するが、顕著でない。以上の組織上の特徴からクスノキ科の

樹種であると推定されるが、断定には至 らなかった。

⑩ サカキ Cι99紹 力知笏εα Thunb.試料配 :17

記載 :角張った道管 (径 30～ 40μm程度)が単独ないし2個複合 して年輪内に均等に分布す

る散孔材である。道管せん孔は階段せん孔で、barの数は30程度かそれ以上である。放射組織

はほとんど単列異性型 (部分的に 2列のものあり)で、平伏細胞、直立細胞、方形細胞の 3種

類がすべて存在する。軸方向柔細胞は散在状である。木部繊維は非常に厚壁で、有縁壁孔が認

められる。以上の組織上の特徴から、サカキと同定 した。

① ヒサカキ属 DTtt sp.試料血 :9,23,29,32

記載 :角張った道管 (径 30～ 6帥阻程度。29はやや小)が単独ないし2、 3個複合して年輪

内に均等に分布する散孔材である。道管せん孔は階段状でbarは 20程度である。道管側壁の壁

孔は対列状～階段状である。放射組織は異性型で 1～ 3(ご く希に4)細胞幅 (高さは800μm

程度以下。32は 1000μm程度以下)である。また、典型的な異性 I型を示すものもある。29で

は放射柔細胞中に結晶が認められ、しばしば異形細胞となって目立つ。軸方向柔細胞は散在し

ている。木部繊維は非常に厚壁で、有縁壁孔が認められる。以上の組織上の特徴から、ヒサカ

キ属と同定した。

⑫ カエデ属 И¢γ sp.試料配 :2

記載 :道管 (径40～ 70μm程度)が単独ないし2～ 4(希に 5)個放射方向に複合して、年
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輪内に均等に分布する散孔材である。道管の分布数は少ない。道管せん孔は単せん孔で、道管

相互壁孔は交互状を示す。道管にらせん肥厚が存在する。道管内に着色物質が認められるもの

がある。放射組織は同性型で 1～ 5細胞幅 (高 さ350μm程度以下)。 軸方向柔細胞はあまり目

立たないが、散在するものと帯状を示すものがある。以上の組織上の特徴からカエデ属と同定

した。

⑬  トネリコ属 F角囲ぢηクs sp.試料血 :26

記載 :単独の道管 (径 150μm程度)が孔圏にやや疎にほとんど単列で配列する環孔材であ

る。孔圏外では小道管 (径30～ 50μm)が単独あるいは 2～ 3個複合 して、散在 している。道

管せん孔は単せん孔で、道管相互壁孔は交互状を示す。孔圏外の小道管の壁厚さは非常に厚

い。道管内にチロースが認められる。放射組織は同性型で 1～ 3細胞幅で、高さは300μm程度

以下である。軸方向柔組織は顕者に存在 し、孔圏部で周囲状、孔圏外で翼状～連合翼状から接

線方向に長い帯状を示すものがある。以上の組織上の特徴からトネリコ属と同定 した。

⑭  タカノツメ?cf.2υο,角

"%鶴
力ηουαηs Nakai試料Nば 14

記載 :年輪幅は狭い。やや角張った道管 (径 40～ 60μm程度)が単独ないし数個複合 して年

輪内に均等に分布する散孔材であるが、年輪の初めにやや大きい道管が疎に 1列に配列 し、環

孔状を呈する。道管せん孔は単せん孔である。放射組織は異性型で 1～ 3細胞幅であり、高さ

は500μm程度以下である。軸方向柔細胞は不顕著である。以上の組織上の特徴からタカノツメ

と推定されるが、断定には至らなかった。

花粉分帯

花粉分析結果、出土遺物から推定される年代、隣接する97年度V区―Aでの花粉分析結果 (渡

辺、1999)を もとに、花粉帯を設定 した。また、今回の結果を踏まえ、渡辺 (1999)で のV区―A
での花粉分帯を一部変更 した。さらに大西ほか (1989)、 大西ほか (1990)、 大西 (1993)の花粉帯

との比較も同時に行った。

以下では花粉組成の変遷を見るために、下位から上位に向かって花粉帯の記載を行 う。また今回

も渡辺 (1999)に倣いローマ数字で花粉帯を表 し、大西ほか (1990)の 花粉帯・亜帯に相当する花

粉帯が認められない場合、欠番とした。

(1)X帯 (ブナ・ ツガ花粉帯ムクノキ・エノキ亜帯)iV区 深堀試料h7

アカガシ亜属が卓越するほか、マツ属 (複維管東亜属)、 ムクノキ属―エノキ属が特徴的に出

現する。

SBl(大西ほか、1990)の ブナ・ ツガ花粉帯ムクノキ・ エノキ亜帯ではアカガシ亜属、ムクノ

キ属―エノキ属が前後の花粉帯に比べ高率になる。一方でマツ属 (複維管束亜属)は前後の花粉

帯に比べ低率になる。以上のような共通点があることから、花粉化石の含有量が少ないもののX

帯を独立 した花粉帯と見なし、ブナ・ ツガ花粉帯ムクノキ・ エノキ亜帯に対応すると考えた。

(2)Ⅸ帯 (マ ツ 。モミ花粉帯モミ亜帯)V区深堀 :試料Nα 6～ 4、 V区―A試料配 2-38、 37

ヨナラ亜属が卓越する。ムクノキ属―エノキ属が出現 しない試料もあるほか、マツ属 (複維管

束亜属)が上位の層準に比べ高率を示 し、モ ミ属は上下の層準に比べやや高率になる。

またV区―A試料m2-38、 37は ヨナラ亜属が卓越するほか、ムクノキ属―エノキ属が上位に
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比べ低率になり、ブナ属は検出されない。またマツ属 (複維管束亜属)、 モミ属が高率になるな

どの点で今回の試料h6～ 4と一致点が多 く、Ⅸ帯と変更 した。

SBl(大西ほか、1990)の マツ 。モミ花粉帯モミ亜帯ではマツ属 (複維管束亜属)が卓越 し、

モミ属が前後の層準に比べ高率になるほか、ムクノキ属―エノキ属は前後の花粉帯に比べ低率に

なる。また、コナラ亜属はアカガシ亜属に比べ同程度あるいは高率になる。

以上のような点から、Ⅸ帯がマツ・ モミ花粉帯モミ亜帯に対応すると考えた。

(3)Ⅷ帯 (マ ツ 。モミ花粉帯ニレ・ ケヤキ亜帯):V区 ―A試料No 2-36、 35

V区―A試料Nα 2-36、 35で はヨナラ亜属が卓越すること、アカガシ亜属、ムクノキ属―エノ

キ属が上位に向かい増加傾向を示 し、ブナ属が僅かながら検出されること、マツ属 (複維管東亜

属)が不安定な出現傾向を示すことから上位および下位の層準と分けてⅧ帯と変更 した。

SBl(大西ほか、1990)の マツ。モミ花粉帯エレ・ ケヤキ亜帯ではブナ属、ハンノキ属、ニレ

属―ケヤキ属が上位のカシ・ シイ花粉帯カシ亜帯に比べ高率になる。このためコナラ亜属、アカ

ガシ亜属が相対的に激減する。一方でコナラ亜属はアカガシ亜属と同程度、アカガシ亜属、ムク

ノキ属―エノキ属は上位に向かい増加傾向を示す。

ハンノキ属、ニレ属―ケヤキ属は局地的な植生の影響を受けること、おそらくブナ属は中国山

地よりもたらされていると考えられることから、西川津遺跡ではSBlで卓越する上記三種類の検

出量が少なかったと考えられる。このことを踏まえ、ヨナラ亜属、アカガシ亜属、ムクノキ属一

エノキ属の増減傾向から、Ⅷ帯がマツ。モミ花粉帯ニレ・ ケヤキ亜帯に対応すると考えた。

(4)Ⅶ帯 c亜帯 (区分 j、 カシ・ シイ花粉帯カシ亜帯下部)iV区深堀試料配 3～ 1、 V区―A試

料h2-34～ 30

コナラ亜属が他の種類より高い出現率を示すほか、クマンデ属―アサダ属、アカガシ亜属、ム

クノキ属―エノキ属、ニレ属―ケヤキ属もその他の種類に比べやや高い出現率を示す。また、 シ

イノキ属―マテバシイ属が連続 して出現するようになる。草本花粉ではカヤツリグサ科、イネ科

(40ミ クロン未満)が高率で出現する。

大西ほか (1990)の カシ。シイ花粉帯カシ亜帯では、下位のマツ 。モミ花粉帯ニレ・ ケヤキ亜

帯に比ベアカガシ亜属が高率になる。また、シイノキ属が連続 して出現するようになる。これ ら

の暖温帯林要素の出現傾向からⅦ帯 c亜帯がカシ・ シイ花粉帯カシ亜帯に相当すると考えた。さ

らに、アカガシ属の出現率が低いことからカシ。シイ花粉帯カシ亜帯下部に相当すると考えた。

大西ほか (1989)は、区分 i、 iを マツ 。モミ花粉帯 としていた。 しかし、K―Ah火山灰層 と

の関連から、区分 j、 iが カシ・ シイ花粉帯カシ亜帯に対応することは明白であり、今回のⅦ帯

と対応する。花粉組成的では、区分 j、 iと ともにシイ属―クリ属花粉が連続 して検出されてお

り、Ⅶ帯の特徴と一致する。また、マツ属の出現状況などから、区分 jが c、 b亜帯に、区分 i

が a亜帯に相当すると考えられる。

(5)Ⅳ帯 (区分 e～ c、 イネ科花粉帯スギ属亜帯)iV-1～ 2区東壁試料Nα l～ 9

アカガシ亜属、スギ属が卓越するほか、マツ属 (複維管束亜属)、 コナラ属も他の種類に比べ

高率を示す。スギ属の出現率に大きな変動があることから、さらに c～ d亜帯に細分 した。

c亜帯 (区分 e):V-1～ 2区東壁試料Na l～ 7

スギ属の出現率は30%ま でで、多 くの試料でアカガシ亜属の方が高率を示す。
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b亜帯 (区分 e)v-1～ 2区東壁 :試料Nα 8

スギ属が40%の 出現率を示す。

a亜帯 (区分 e～ c)iV-1～ 2区東壁試料血 9

スギ属は17%の 出現率を示 し、アカガシ亜属の方が高率を示す。

スギ属が高率で出現することから、イネ科花粉帯スギ亜帯に相当することは明らかである。大

西 (1993)は、イネ科花粉帯スギ属亜帯と上位のカシ・ ナラ亜帯の境界の年代を中海、宍道湖の

湖底堆積物の推定堆積速度から8世紀初頭 (AD700年)頃 と考えた。 しか し、今回の結果では

両者の境界は 9世紀前半となる。

詳細に検討すると、マツ属 (複維管束亜属)がさほど高率にならないこと、スギ属が比較的高

率で出現することから大西ほか (1989)の区分 e～ cに対比できる。またこれらの内、スギ属の

出現率の高い c、 b亜帯は区分 eに、スギ属の出現率が低率になるa亜帯は区分 e～ cに対比で

きる。

(6)Ⅲ帯 (区分 b, a、 イネ科花粉帯カシ・ ナラ亜帯)iV-1～ 2区東壁試料血10～ 21

マツ属 (複維管束亜属)が卓越するほか、スギ属、アカガシ亜属、コナラ亜属が他の種類に比

べ高率を示す。

マツ属 (複維管東亜属)が高率を示すことから大西 (1989)の区分 b、 aに対比できる。マツ

属 (複維管束亜属)ん 他ゞの種類に比べ高率で出現することから、イネ科花粉帯マツ属亜帯に相当

する可能性がある。大西ほか (1989)で もⅢ帯に対比 した区分 b、 aを イネ科花粉帯マツ属亜帯

としている。 しか しⅢ帯に相当する堆積物の推定堆積時期が、今回の調査では 9世紀後半から14

世紀頃までであることが明 らかになり、マツ属亜帯始まりの推定年代であるAD1600年頃 (大

西、1993)と 大きく異なる。このことは、西川津遺跡での局地的植生の影響であると考えられ、

この時期がマツ属亜帯に先立つカシ・ ナラ亜帯に相当する時期であることから、Ⅲ帯がカシ・ ナ

ラ亜帯に相当するとした。

珪藻分帯

珪藻分析結果をもとに、D― I～Ⅲ帯の珪藻帯を設定 した。以下に各珪藻帯の特徴を示す。また

珪藻帯の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載する。

(1)D一 Ⅲ帯 (V区深堀試料h4)

含有量が少ないものの、検出された珪藻は全て淡水種であり、特にЯηηttιv紹 属が卓越する。

(2)D― Ⅱ帯 (V区深堀試料Nα 3)

海～汽水種が20%、 淡水種が80%を占める。また、淡水種ではЯηη
"研

力 属が卓越する。

は)D-1帯 (V区深堀試料m2、 1)

海～汽水種、淡水種がそれぞれ50%程度を占める。量試料とも淡水種ではЯ%η傷励万α属が卓

越する。一方で、試料血 とでは海水泥質干潟指標種のDゎιοη9λ Sttσ肋方が、試料Nα 2で は内湾

指標種の G紹物 所の力ο隠 紹αcぢJ9η勉が特徴的に出現する。

G紹物 ″ψんο紹 陶αじゲJ9%勉 が出現する試料陥 2を b亜帯、Diploneis smith� が出現する試料

mlを a亜帯とした。
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花粉分析結果と樹種鑑定結果

樹種鑑定結果を、各分類群と堆積時期の関係を基にまとめ直 した (表 2)。 西川津遺跡内の花粉

分析結果の内、 4～ 6C(古墳時代)の分析結果として、97年度調査Ⅲ区右岸のデータがある (渡

辺、 1999)。 ここでは、スギ属、アカガシ亜属が高率を占め、マツ属 (複維管束亜属)、 クマシデ

属―アサダ属、ヨナラ亜属、ムクノキ属―エノキ属、ニレ属―ケヤキ属を伴うという花粉組成が認

められる。この傾向は弥生時代に既に認められ、その後 9C前半まで続いている。ただし、アカガ

シ亜属は減少傾向を示 している。

花粉組成と材組成は大きく異なる。樹種鑑定結果の内「川沿いの森に生育する」ムクノキ、エノ

キ属、ニレ属 ?、 ケヤキ、クワ属、 トネリコ属などが多 くを占めていることから、花粉組成と材組

成の違いは花粉と材の移動距離に起因すると考えられる。

環境変遷

ここでは、花粉帯毎に遺跡周辺の古環境を推定する。

① X帯期前 (前期完新世以前、後期更新世 ?)

緑灰色礫混 じり泥層 。青緑色礫層、灰色泥層下部の堆積 した時期である。 シデライ トの自生型

結晶を多 く含むことから、淡水環境下で堆積 したと考えられる (中村ほか、2001)。

この時期の堆積物からは、花粉化石、珪藻化石共にほとんど含有されない。一方、プラント・

オパール化石は全試料共に多量に含有されており、層準による含有量の差は認められない。プラ

ント・ オパール化石が検出され、花粉化石、珪藻化石の含有量が極めて少ないことから、花粉が

残りにくく珪藻も生育不可能な乾燥環境下 (サ サ類の繁茂する荒野 ?)で生成された古土壌が、

洪水により再堆積 したと考えられる。

② X帯期

灰色泥層中部の堆積 した時期であり、 シデライ トの自生型結晶を多 く含むことから、淡水環境

下で堆積 したと考えられる。前の時期に比べ安定 した堆積環境になり、灰色泥層中部は朝酌川の

後背湿地で堆積 した可能性 もある (中村ほか、2001)。

ヨシ属のプラント。オパールが検出されイネ科 (40ミ クロン未満)花粉 も検出されることか

ら、朝酌川縁辺部や後背湿地にはヨシ原が広がっていたと考えられる。また朝酌川沿いには、キ

ク科の草本やササ類の繁茂する荒野が見 られるほか、気温の上昇に伴い分布域の拡大傾向にあつ

たカシ類 (中でも先駆的なアラカシなど)や ムクノキ属一エノキ属が自然堤防林を形成 していた

と考えられる。一方で丘陵部から嵩山、北山山地にかけては、 ミズナラ、カシワシデなどのナラ

類やシデ類、アカマツを要素とする冷温帯林が広 く分布 していたと考えられる。

③ Ⅸ帯期 (お よそ7000y.BoP.以前)

灰色泥層中部～上部の堆積 した時期である。上部には黄鉄鉱を含んでおり、海水 (汽水)の影

響を受けた可能性がある (中村ほか、2001)。 一方でV区深堀試料血 4か らは淡水種の珪藻 しか

検出されず、試料血 5で は珪藻化石は全 く検出されない。花粉組成が不連続であること、土壌化

を受けた形跡があることなどから、灰色泥層上面が旧地表面であった可能性が指摘できる。淡水

環境で堆積後陸化、その後縄文海進に伴う海水 (汽水)の影響により黄鉄鉱ができたと考えられ

る。
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V区深堀試料h6～ 4で はイネ科 (40ミ クロン未満)花粉が増加傾向を示す。一方でキク亜

科、 ヨモギ属花粉が減少傾向を示す。また、 5区深堀試料h6、 5で はヨシ属のプラント・ オ

パールも検出されない。X帯期から朝酌川の流路が替わり、この時期の初めに後背湿地の内部で

あった調査地点の乾燥化が起こったと推定さる。 ヨモギ類や他のキク亜科、ススキなどのイネ科

の繁茂する荒野が、あたりに広がっていたと考えられる。その後、試料血 4で ヨシ属のプラン

ト・ オパールが検出され湿地化 した可能性 も指摘できる。 しかし、 ヨシ属のプラント・ オパール

は上位から混入 した可能性が高い。

アカガシ亜属花粉が急減 し、気温の低下が推定される。 しかし、朝酌川の流路変更に伴い自然

堤防の位置が移動 し、ここでの自然堤防林が衰退、さらに丘陵に分布 していた冷温帯林が後背湿

地の乾燥に伴い分布を拡大 した可能性もある。

④ Ⅷ帯期 (お よそ7000y.B.P.頃、あるいは以前)

今回の調査地点では明確に現れなかったが、下流に位置するV区―Aでは堆積物がやや厚 くⅧ

帯を認識することができた。

調査地近辺の様子は、Ⅸ帯期に比べ大差ない。 ヨモギ類や他のキク亜科、ススキなどのイネ科

の繁茂する荒野に、ニヨウマツ類 (ア カマツ?)が局所的に入 り込んでいたと推定される。

⑤ Ⅶ帯 c亜帯期 (お よそ7000～ 6300y.B.P.頃 )

縞状有機質泥層の堆積 した時期であり、黄鉄鉱の自生型結晶を多 く含む。また珪藻化石でも海

～汽水種が検出され、海～汽水環境で堆積 したことが明らかである。温暖化に伴う海水準の上昇

(縄文海進)に より、遺跡内は古宍道湾 (古松江湾)の湾奥に位置する様になった。また、 D―

I帯 a、 b亜帯として認められる有機質に富むラミナと泥分に富むラミナの互層は、周期的な海

水準 (湖水準)の変動に伴なう周辺環境の違いに起因して形成されたと考えられる (中村ほか、

2001)。

ヨシ属のプラント・ オパールが安定 して検出され、イネ科 (40ミ クロン未満)の出現率 も高

い。また、カヤツリグサ科の出現率も高いことから、古松江湾奥の調査地点一帯にはヨシや、カ

ヤツリグサ科などの湿地性植物の繁茂する湿地が広がっていたと考えられる。朝酌川流域には自

然堤防が発達 し、ムクノキ属―エノキ属やアラカシなどが自然堤防林として分布する。また、周

辺の丘陵にはカシワや ミズナラなどの冷温帯林に替わり、カシ類、シイノキ類を要素とする照葉

樹林が目立つようになる。また大西ほか (1989)で認められるように、局所的にニヨウマツ類が

繁茂する場所 もあった。

⑥ Ⅳ帯期 (～ 9世紀前半)

c亜帯期には粘土、 シル トの層相がほとんどを占め比較的安定 した堆積環境を示す。一方 b、

a亜帯期には砂礫が厚 く堆積 し、周辺の環境が悪化 したと考えられる (中村ほか、2001)。

朝酌川の川岸にはガマやアンが繁茂 し、調査地点近辺では稲作が行われたと考えられる。 しか

し、 c亜帯終末期からb亜帯期では堆積環境の悪化とイネ科 (40ミ クロン以上)花粉が低率にな

ることから、水害などのため調査地点近辺の水田が一時的に放棄された可能性が指摘できる。

遺跡背後の丘陵から嵩山や北山山地にかけてはカシ類やシイを要素とする暖温帯林や、アカマ

ツ、ヨナラ類を要素とする二次林に覆われていたと考えられる。モミは調査地周辺で現在も照葉

樹林中に混生 しており、現在と同じような様相を示 していた可能性が高い。出現率の高いスギに
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は生態学的に不明な点も多いが、谷沿いの低地に生育 していたと考えられる。

材のうち 5C後半の堆積物と共に検出された各分類群は 2種類・ 4個体と僅かであるが、他の

時期のものは 9種類・ 14個体 (4C)、 9種類 。17個体 (5C前半)と ほぼ同程度である。また、

同定された分類群は大別 して「川沿いの森に生育するもの」と「二次的な森に生育するもの」に

分けられるが、 4Cか ら5C前半の間に大きな変化はない。

一方ほぼ同地点で行われた弥生時代の自然木樹種同定結果 (大西ほか、1988)で は、「ナH沿い

の森に生育するもの」は少なく、アカガシ亜属などのいわゆる「照葉樹林」の構成種が多 く検出

される。弥生時代から古墳時代に至る間で海崎橋近辺の丘陵に分布 していた照葉樹林は伐採さ

れ、「二次的な森」に変わっていったと考えられる。

⑦ Ⅲ帯期 (9世紀後半～14世紀)

V-1～ 2区東壁試料配17と 18の 間に砂層による削り込みが認められるものの、粗粒堆積物 も

ほとんどなく、花粉組成の変化もあまりないことから、この時期を通 じて比較的安定 した堆積環

境であったと考えられる。

Ⅳ帯期に比べ、朝酌川川岸の様相に大きな変化はない。V-1～ 2区東壁試料血15層準より上

位ではソバ属花粉がほぼ連続 して出現することから、体耕田や水田の畦などでソバ栽培が行われ

ていたと考えられる。

遺跡背後の丘陵から嵩山や北山山地にかけては広 く、アカマツ、ヨナラ類を要素とする二次林

に覆われていたと考えられるが、カシ類やシイを要素とする暖温帯林も分布 していたと考えられ

る。スギは引き続き谷沿いの低地に生育 していたと考えられる。

まとめ

西川津遺跡で諸分析を行い、以下のことを考察 した。

(1)花粉分析結果および推定堆積時代、渡辺 (1999)の花粉帯の再考から、X～Ⅶ、Ⅳ、Ⅲ帯の 6

花粉帯を設定 した。また、Ⅳ帯を c～ a亜帯に細分 した。

この結果、宍道湖湖底で定義された地域花粉帯のうち、ブナ・ ツガ花粉帯ムクノキ・ エノキ亜

帯より上位の花粉帯・亜帯のすべてが西川津遺跡内で確認されたことになる。

(2)既知の花粉分析結果である大西ほか (1989)、 大西ほか (1990)、 大西 (1993)と の対比を行っ

た結果、幾つかの問題点が明らかになった。以下に列記する。

① イネ科花粉帯スギ亜帯の上限が 9C前半まで新 しくなる可能性がある。

② イネ科花粉帯カシ。ナラ亜帯に相当する花粉組成が検出できなかった。同亜帯の定義につい

て再考する必要がある。

③ 上記の 2点について、西川津遺跡での局地的植生を反映 した結果と考えることも可能であ

る。

0 樹種鑑定結果 と、花粉分析結果の比較を行い、相互に補完する結果であることが示唆された。

(4)調査地点周辺での堆積環境変遷、植生変遷を推定 した。特筆すべき点は以下の事柄である。

① 縄文海進による古宍道湾 (古松江湾)の影響が、調査地近辺では縞状有機質泥層として、

7000y.B.P.頃に表れる。これ以降、調査地点付近は古宍道湾 (古松江湾)の一部となった。

② 縄文海進期以前には、朝酌川の後背湿地の時期 (X帯期)、 流路変更による荒地の時期 (Ⅸ

-34-



帯 期 )の存 在 が推 定 で きた。 また灰 色 泥層 上面 が 旧地表 面 で あ った可能 性 もあ る。
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大西郁夫 (1979)「花粉の分析」『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告 I』 島根県教育委員会、188-193.

大西郁夫 。原田吉樹・渡辺正巳 (1989)「松江市、西川津遺跡の花粉分析」『山陰地域研究 (自 然環境)』 5、 45-54.

大西郁夫・干場英樹 。中谷紀子 (1990)「宍道湖湖底下完新統の花粉群J『島根大学地質学研究報告』 9、 117-127.

大西郁夫 (1993)「中海・宍道湖周辺地域における過去2000年間の花粉分帯と植生変化」『地質学論集』39、 33-39.

渡辺正巳 (1995a)「花粉分析法」『考古資料分析法』84,85.ニ ュー・サイェンス社

渡辺正巳 (1995b)「珪藻分析法」『考古資料分析法』86,87ニ ュー・サイエンス社

渡辺正巳 (1999)「西川津遺跡96、 97年度調査における花粉分析J『西川津遺跡Ⅵ―朝酌川広域河川改修事業に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書―』321-328.島根.

廉 鐘権 。渡辺正巳 (1996)「波根湖におけるOH94ボ ーリング試料の花粉分析」『島根大学地球資源環境学研究報告』15、
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表 1 樹種鑑定結果一覧表

試料番号 整理番号 樹 種 名 出 土 地 点 堆積時期 備  考

1 ヽヽ「00061901 エノキ属 V-4-2砂 礫 E 5C後半

2 V
「ヽ00061902 カエデ属 V-4-2東 砂礫 F上面 5C前半 図版133

3 ヽヽ卜00061903 エノキ属 V-4-2中 砂礫 F上面 5C前半 図版131

4 WV00062601 エノキ属 V-4-2中 砂礫 F上面 5C前半

5 ヽヽ「00062602 エノキ属 V-4-2西 砂礫 F上面 5C前半

6 んヽr00062603 イヌガヤ属 V-4-2西 砂礫 F上面 5C前半 図版130

7 ヽヽた00062604 エノキ属 V-4-2西 砂礫 F上面 5C前半

8 んヽ「00062605 エノキ属 V-4-2西 北砂礫 F上面 5C前半

9 ヽヽ「00080701 ヒサカキ属 V-4-2東 砂礫 F上面 5C前半

サルノコシカケ科 ? V-4-2西 砂礫 F 5C前半

ヽヽ「00080702 イチイ属 V-4-2中 砂礫 F下位 5C前半 図版130

ヽヽκ00080703 エノキ属 V-4-2中 砂礫 F下位 5C前半

WV00080704 エノキ属 V-4-2中 砂礫 F下位 5C前半

ヽヽκ00080705 タカノツメ? V-4-2中 砂礫 F下位 5C前半 図版134

んヽr00080706 イヌガヤ属 V-4-2東 砂礫 G 5C前半

W00080707 ムクノキ V-4-2中 砂礫 F下粘 5C前半 図版131

17 んヽた00080801 サカキ V-4-2中 砂礫 F下粘 5C前半 図版133

18 W00080802 クワ属 V-4-2中 砂礫 F 5C前半 図版132

ヽヽ「00080803 イヌガヤ属 V-4-2中 砂礫 」上粘 4C

W00080804 コナ ラ節 V-4-2中 砂礫 J上粘 4C 図版130

WV00080805 サカキ V-4-2北 中砂礫 J上面 4C

Aヽr00080806 エノキ属 V-4-2北 中砂礫 J上面 4C

WV00080807 ヒサカキ属 V-4-2北 中砂礫 J上面 4C

Vヽ00080808 エノキ属 V-4-2中 砂礫 F下粘土 5C前半

再ヽ「00080809 コナラ節 V-4-2東 砂礫 J上面 4C

WV00080810 トネリコ属 V-4-2東 砂礫 」上面 4C 図版134

W00080811 クスノキ科 ? V-4-2東 砂礫 」上面 4C 図版132

WV00080812 ケヤキ V-4-2東 砂礫 」上面 4C 図版132

ヽヽ「00080813 ヒサカキ属 V-4-2東 砂礫 」上面 4C 図版133

Vヽ00081001 ムクノキ V-4-2東 砂礫 J上面 4C

WV00081002 エノキ属 V-4-2東 砂礫 」上面 4C

W00081003 ヒサカキ属 V-4-2東 砂礫 」上面 4C

WV00081004 ケヤキ V-4-2東 砂礫 J上面 4C

Aヽ「00081005 ニレ属 ? V-4-2流 西～東 5C後半 図版131

ヽヽ「00081006 エレ属 ? V-4-2流 北～南 5C後半

W 「ヽ00081007 エノキ属 V-4-2流 東 5C後半
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表 2 樹種同定分類群と堆積時期および花粉化石分類群との関係

分 類 名 総数
堆 積 時 期

対 応 す る 花 粉 分 類
4C 5C前半 5C後半

イヌガヤ属 1 ヒノキ科

イテイ属 1 1 ヒノキ科

コナラ節 2 2 ヨナラ亜属

ムクノキ 1 1 ムクノキ属―エノキ属

エノキ属 2 8 2 ムクノキ属―エノキ属

ニレ属 ? 2 エレ属―ケヤキ属

ケヤキ 2 エレ属―ケヤキ属

クワ属 1 1 クワ科―イラクサ科

クスノキ科 ? 1 1 クスノキ科

サカキ 1 サカキ属一ヒサカキ属―モコック属

ヒサカキ属 4 3 1 サカキ属―ヒサカキ属―モコック属

カエデ属 1 1 カエデ属

トネリコ属 1 1 モクセイ科

タカノツメ? 1 1 ウコギ科
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第 2節 西川津遺跡の地下層序

中村 唯史 (島根県景観自然課)

渡辺 正巳 (文化財調査コンサルタント婉

はじめに

V区 1999年度調査区において トレンチ観察と共にスウェーデン式サウンディング試験を行い、調

査区域内での推定断面図を作成 した (図 H)。 また、既知の報告書に掲載されている地層観察結果

をまとめ、西川津遺跡全体の推定断面図を作成 した (図 I)。

堆積物の特徴

(1)ト レンチ観察結果

河川堆積層による浸食面の下に平行ラミナが発達 した縞状の有機質泥層が分布 し、そこにアカ

ホヤ火山灰層が挟まれる。平行ラミナは腐植に富む薄層と泥分に富む薄層の互層である。

縞状有機質泥層の下位には、灰色泥層、青緑色礫層が分布 している。

灰色泥層はその上面が旧土壌で有機質に富む。土壌部分以外では、色調の違いが若干あるもの

の、全体に均質で無構造である。

青緑色礫層は強風化 した玄武岩礫を主体とする。一部に乾裂 (サ ンクラック)と みられる細か

い亀裂が認められ、亀裂には褐鉄鉱が沈着 している。

(2)砂粒子観察

トレンチ壁面か ら採取 した試料について、 60メ ッシュ (開 口0.25111111)、 250メ ッシュ (開 口

0.0625111m)の ふるいで水洗 し、 この区間の粒径の粒子について双眼実体顕微鏡で観察 した。な

お、採取試料はすべてアカホヤ火山灰層より下位である。

縞状有機質泥層では自生型の黄鉄鉱の結晶が多数含まれている。試料血 3で は有孔虫化石が含

まれている。これらの特徴は、この地層が内湾に堆積 したことを指示 している。火山ガラス、自

型の鉱物結晶ともに少なく、よく円摩された砂粒子が多い。

灰色泥層では、上部 (試料h4～ 5)では黄鉄鉱の結晶が少量含まれるが、下部では含まれな

くなる。代わって、試料h8～ 11で はシデライ トとみられるブドウ状の自生鉱物が多 く含まれて

いる。シデライ トは淡水の還元的環境で自生する鉱物である。その他の粒子では、火山ガラス、

自型の鉱物結晶ともに少なく、よく円摩された砂粒子が多い。

青緑色礫層ではシデライ トが少量含まれている、火山ガラス、自型の鉱物結晶ともに少ない

が、試料Nα 13は角閃石、鉄鉱物、石英 (破片状)が若干多い。なお、礫層の主な構成岩種である

玄武岩は、粗粒分はふるいによって除去されていることと、強風化 して粘土化 していることで、

観察対象とした粒子では玄武岩質岩片としては認められなかった。

堆積年代について

灰色泥層以下の堆積時期については、火山ガラスと鉱物結晶の含有量に顕著な変化がないので、

火山灰層層準は認められず、時代を示す資料が得 られなかった。層相からみると、全体に未固結で

軟弱な地層であること、各層の境界が整合的であることから、縞状有機質泥層から青緑色礫層まで

の間に大きな堆積空白期はないと推定され、すべて最終氷期最盛期以降の堆積物 (い わゆる沖積
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層)と 思われる。

一方、青緑色礫層がいわゆる沖積基底礫層に相当するものであれば、同層を更新統、灰色泥層か

ら上を完新統と区分することが出来る。 しか し、青緑色礫層は付近の丘陵から直接供給されたロー

カルな堆積物なので、さらに時代的に新 しい可能性があり、完新統に属する可能性もある。

古環境変遷

本調査地の環境変遷は次のように推定される。

最終氷期の最盛期 (1.6～ 1.8万年前)以降、海面上昇にともなって浸食営力が低下 し、ある時期

から青緑色礫層の堆積が始まった。青緑色礫層は調査区周辺の丘陵に分布する玄武岩の風化礫から

なることから、丘陵から排出された扇状地性の堆積物と判断できる。

その後、後背低地化 して灰色泥層が堆積 した。灰色泥層の下部はシデライ トの自生型結晶を多 く

含むので、淡水環境で堆積 したと考えられる。一方上部は黄鉄鉱を含むので、海水の影響を受けた

可能性がある。

縞状有機質泥層は黄鉄鉱の自生型結晶を多 く含むことから、海水環境で堆積 したと考えられ、海

面がさらに上昇 し、付近が古宍道湾の一部の海域となったと判断できる。

まとめ

西川津遺跡は河川による自然堆積層が遺物包含層となっている。河川堆積層の下位には内湾成の

完新統泥層が分布 し、そこに鬼界アカホヤ火山灰層が挟まれる。このことは、遺跡範囲のほぼ全域

に共通することがこれまでの発掘調査によって確認されている。完新統泥層は上流側の調査区ほど

有機質に富むようになり、層厚が薄 くなる。逆に、下流側では層厚を増 し、宍道湖湖底堆積層に違

続 している。

引用文献

大西郁夫 。原田吉樹 (1989)「西川津遺跡 (海崎地区)の花粉分析」『朝酌川河川改修工事に伴う埋蔵文化文化財調査報告

書一西川津遺跡V―』島根県教育委員会 153-170.
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第 6章 まとめ

22年 という長期にわたった朝酌川広域河川改修事業に伴う発掘調査も、本流部分の河川開削に関

わる調査は今報告をもってほぼ終了することとなった。「朝酌川遺跡群」が弥生時代の拠点集落で

あることをはじめ、縄文時代～近現代まで続 く大規模な複合遺跡であることは、発掘調査の早い段

階から認識されてた。平成10・ 11年度の調査結果でもほぼ今までの成果を追認することができたと

考えられる。

しかし、河川そのもの、あるいはその周辺という調査箇所の規制もあり、常に多量の遺物は得 ら

れるものの、その供給源である集落本体の遺構は、海崎地区の一部で判明 しているに過ぎず、実体

は依然闇の中である。弥生時代の集落構造は言 うに及ばず、遺物量の多い古墳時代や、「墨書土器」

「灰釉陶器」「人形代」「銅滓」など官衛的な遺物の出土する奈良 。平安時代の遺構の実体など興味

は尽きないが、これらの課題は将来に持ち越すこととなった。

人面付土器について

島根県内で弥生時代の人面表現のある遺物は加茂岩倉遺跡 。第29号銅鐸の鉦先端部分に表された

離面を持つ人面と木幡家所蔵で宍道町蒐古館に展示されている伝出雲国出土の邪視文銅鐸の人面表

現があげられる。また、近年、浜田市・川向遺跡で弥生時代後期末～古墳時代初頭の木偶の発見が

あったが土器・土製品としては従来知 られていなかった。弥生時代の人面表現の存在が希薄であっ

た山陰地域で、全国的にも希少例といえる人面付土器が出土 したことは弥生時代前期の西川津集落

の先取性を物語る資料であることから、人面付土器研究の現状について整理 しておきたい。

西日本の人面付土器で弥生時代前期に遡るものとしては、山口県下関市 。綾羅木郷遺跡の土偶、

岡山県岡山市 。田益田中遺跡の人面土製品、同県邑久町・熊山田遺跡の人形土製品、香川県志度町

の鴨部川田遺跡の土偶、兵庫県 。大歳山遺跡の土偶、大阪府茨木市 。東奈良遺跡の土偶などが挙げ

られ、Ⅱ様式に下る例として茨木市・ 目垣遺跡の人面付土器が知 られる。

西川津遺跡の人面付土器は縣面表現がなく、頭部に烏帽子状の突起を有 していることが特徴であ

るが、鯨面表現は近畿中央部では希で、中四国 。九州や東海地方以東などでは普遍的である。この

分布状態に着目した設楽博己氏は、畿内では弥生時代の当初から撒面の風習が無かったものと考

え、その反映として人面表現においても鯨面は希少であることをといた。東奈良遺跡の上偶やⅡ様

式に下るものの同市内の目垣遺跡の人面付土器、大歳山遺跡など弥生時代の古い段階から畿内の人

面付土器では鯨面がないことが実例として知 られる。

西日本の人面付土器のルーッについての解釈は相対する2説が存在する。

◎ 畿内を中心とした西日本から、鯨面表現が無 く頭部に突起を付けた人面付土器・土偶が各地に

派生 し、その伝播過程において縄文的な要素が加わり鯨面が再登場 したり、中部地方では頭部に

突起を持つ有髯土偶が出現するという解釈 (設楽博己氏)

◎ 弥生文化成立の起点となった北部九州に弥生時代前期の人面表現をした遺物が認めらないこと

から、土偶などの縄文文化の中に起源を認め、中部地方の有髯土偶などが西日本に影響を与えた

とする解釈 (石川日出志氏)

現時点においては、弥生時代前期の人面付土器の例が少ないことから、結論は出しにくいが、縄
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文系・ 弥生系いずれに して も近畿地方で変容 。発生 した「無鯨面 。頭部有突起の人面付土器」 とい

う情報が西川津遺跡にもた らされたものと考え られる。

この人面付土器がどのような用途に用いられたか出土状況か ら判断することはできない。東 日本

では土偶形容器、人面付土器などが再葬墓などで出土する例が多 く、葬送儀礼や骨蔵器そのものと

して使用され、祖霊崇拝的な意味合いが強いようである。 しか し、西 日本の人面付土器や土偶は集

落内で廃棄された状態で出土することが多 く、墳墓か ら出土す ることは希である。そこで、集落内

における何 らかの祭祀行為に用いられたことは想定できよう。頭部の烏帽子状突起の状況か ら鳥霊

信仰に基づ く「鳥装」を表現 している可能性を積極的に評価す るむきもあるが、近辺の遺跡で鳥霊

信仰を裏付 けるような資料 は西川津遺跡の鳥形木製品 しか知 られていないことか ら、現状では一試

案に止まる。

また、 この人面付土器の機能を考える上で、内容物が何であったのかを考える必要 もあるが、現

状では推測の域をでない。

いずれにして も、 この人面付土器が弥生人の精神活動により作 り出され機能 していたことは歴然

としており、弥生時代に「偶像崇拝」的なものが存在 した可能性を示唆 している。

むすび

今回の調査報告 は遺物の分類 とその数値化に力点を置 き、調査区内の遺物の時期的な量の推移を

つかむことができた。

しか し、 この結果 が西川津遺跡 の集落 の盛衰 を正確 に反映 しているのか といえば、 答 え は

「 NO」 と言わざるをえない。それはこの調査区が河川跡であ り、河川内堆積の過程 (遺跡形成過

程)が不明瞭だか らである。つまり、 ここに埋まっている遺物がいつ、 どこか ら、 どうやってもた

らされたのか、その過程が全 くの「 ブラックボックス」 となってお り、集落直上の包含層の遺物の

ように、遺跡の実体を投影 しているとは考え られないか らである。

今回の結果 は今後、近辺の集落遺構を調査 した際に、 クロスチェックを して、遺構の実体 と連動

しているのか整合性を確認する必要があろう。
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第 1-1表 。西川津遺跡V区 (平成10年度調査区)。 旧河道内遺物出土状況セリエーション

４還 物 概 要 砂 レキ 1 砂 レキ 2 砂 レキ 3 砂レキ3下層 砂レキA 砂 レキC 砂 レキD 砂 レキE

3世紀前半の複合口縁甕 3 1 と

3世紀半ばの複合□縁甕 1 1

3世紀後半の複合口縁甕 1 4 1 ユ l 4

3世紀末の複合口縁甕 ユ 1 6 7

3世紀後半の小型甕胴部 1

3世紀後半の甕胴部 1 1 1 1 5

3世紀後半の複合口縁壺 l よ

3世紀末の複合口縁壺 1 1 1

3世紀半ばの畿内庄内系加飾壷 1 l

3世紀末の畿内系二重口縁壷 l

3世紀末の畿内系有段鉢 と

3世紀末の尖底壷底部 1

3世紀末～ 4世紀の単純口縁内彎警 2 1 1 3 11 7

3世紀～ 4世紀の甕底部 ユ

3世紀半ば～ 4世紀半ばの甑形土器 4 l 1

3世糸E末～ 4世紀初頭の甕頸胴部 1 7 1

3世紀半ば～ 4世紀前半の低脚杯 4 lt 4 4

3世紀中ば～ 4世紀初の小型器台 2 1 l

3世紀半ば～ 4世紀半ばの鼓形器台 l 6 4 l

3世紀半ば～ 4世紀の高杯杯部 1

3世紀半ば～ 4世紀の高杯脚部 1 l と 1

4世紀の複合口縁壺 l 1 2 1

4世紀の甕胴部 2 3 3 3

4世紀の単純内彎口縁餐 5 ll l 1

4世紀半ば～ 5世紀初の小型丸底壺 7 1 1 7

4世紀後半～ 5世紀前半の高杯穴有 l 2

4世紀後半～ 5世紀の高杯脚部 9 2 7

4世紀末～ 5世紀前半の高杯穴無 3 1 l 1 2

4世紀後半～ 5世紀の高杯杯部 5 1

4世紀末～ 5世紀の複合口縁甕 1 11 1 1 5 17 6

4世紀末～ 5世紀の複合□縁壺 ユ 1

5世紀の椀 1 7 1

5世紀後半の椀形高杯 5 19 l と

5世紀後半の高杯脚部 1 l 8 3

5世紀の低脚高杯 1

5世紀の小型餐 1 と 1 1 1

5世紀前半の単純口縁甕 l 1 7 2

5世昨E後半の外反口縁甕 8 6 13

5世紀の小型甕胴部 2 1 1 1

5世紀の奮胴部 7 8 6

5世紀末の韓式上器 l

5世紀末～ 6世紀初頭の杯身 2

5世紀末～ 6世紀初頭の杯蓋 4

5世紀末～ 7世紀初頭の杯蓋天丼都 1 3 2 1

5世紀末～ 6世紀初頭の醒 と

5世紀末～6世紀初頭の有蓋高杯の蓋 1 1 1

5世紀末の須恵器コップ型椀 l

5世紀末～ 6世紀の土師器審 5 7 3 l

5世紀の上師器円形把手 1

5世紀の上師器鉢 と
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第 1-2表
遺 物 概 要 砂レキ 1 砂レキ 2 砂 レキ 3 砂レキ3下層 砂レキA 砂レキC 砂レキD 砂レキE

5世紀の台付甕 l

5世紀の手捏ね土器 1

6世紀前半の埴輪 1

6世紀前半の単純口縁甕 1 l 1

6世紀前半の須恵器加飾壺 X

6世紀後半の上師器甕 4 5 2 2 3

6世紀後半～ 7世紀前半の横瓶 7 2 1 l

6世紀後半の短頸壺 ] 2 と

6世紀後半の直口壷 1 1

6世紀後半の杯蓋 6 1

6世紀前半の杯蓋 1

6世紀後半の杯身 4 6 1 1 2

6世紀後半～ 7世紀初頭の提瓶 1 1 l 1

6世紀後半～ 7世紀初頭の長頸壺 4 3 3 l 1

6世紀後半～ 7世紀初頭の高杯 4 3

6世紀後半～ 7世紀初頭の臨 1 2 l

7世紀の上師器甕 1 1

7世紀の移動式竃 2

7世紀の甑 1 1 1

7世紀の杯蓋 5 1

7世紀の杯身 8 4 1

7世紀末の高台付椀 2 1 l 1

7世紀の長顕重

7世紀末～ 8世紀初頭の杯蓋 1 4

8世紀後半から9世紀の上師器甕 1

8世紀前半の土師器甕 1

8世紀の杯身

8世紀の高台付椀 8 l

8世紀の須恵器皿 2

8世紀の上師皿

8世紀の須恵器高杯 1

8世紀後半の高台付盤 1 l

8世紀末～ 9世紀初頭の宝珠蓋

8世紀末～ 9世紀初頭の鉢 1 1

8世紀～ 9世紀の鉄鉢形鉢 1 1

9世紀の須恵器椀

9世紀の長頸壺 1

9世紀の餐 1

9世紀の高台付土師皿 1

9世紀の高台付土師杯 1

9世紀後半の上師器椀 ll 4 4

9世紀後半～10世紀前半の黒色土器椀

10世紀の須恵器皿 2 4 1 3

10世紀の土師器皿 l

10世紀の高台付土師皿 と

10世紀の高台付土師杯

■世紀の上師器皿 1

12～ 13世紀の上師器椀 1

12～ 13世紀の柱状高台 1

12～ 13世紀の土師器皿 1

15～ 16世紀の上師器皿 1
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第 2-1表 。西川津遺跡 V区 (平成11年度調査区)。 旧河道内遺物出土状況セリエーション
迫還 物 概 要 砂レキZ 砂レキY 砂レキX 砂レキA 砂レキB 砂レキC 砂レキD 砂レキE 砂レキF 砂レキG 砂レキJ

3世紀半ば～ 4世紀半ばの鼓形器台 l 3 1 4 6 l 8

3世紀前半の複合口縁甕 1 1 1

3世紀半ばの複合口縁甕 1 2 1 12 3

3世紀後半の複合□縁甕 ユ 1 1 4 4 l 2

3世紀末の複合口縁甕 1 2 4 3 4 2

3世紀の注口土器 1

3世紀の小型甕胴部 3 ユ

3世紀後半台の甕胴部 1 2

3世紀末～ 4世紀の内彎賽 3 4 4 l

3～ 4世紀の餐底部 l 6 2

3世紀半ば～ 4世紀の甑形土器 l 7

3世紀半ばの複合口縁重 1

3世紀後半の複合日縁壺 1

3世紀末の複合口縁壼 1 1

3世紀半ばの畿内系加飾壺 ユ

3世紀末～ 4世紀初頭の壷突帯 1 1

3世紀末～ 4世紀初のこの頸胴部 1 1 5 1 l 1 1

3世紀末の畿内系二重回縁重 ユ

3世紀末のこ尖底部 1

3世紀後半～ 4世紀半ばの低脚杯 l l 2 1 6 4 1 2

3世紀後半～ 4世紀初の小型器台

3世紀半ばの手焙形土器 l

3世紀半ば～ 4世紀前半の高杯杯部 1 4 1 3 3

3世紀半ば～ 4世糸E前半の高杯脚部 1 1 4

4世紀の甕胴部 2 4 6

4世紀の複合口縁壺 1 3

4世紀後半のこ胴部 1 ユ

4世紀の壷底部 l

4世紀の鉢 l

4世紀の単純回縁内彎甕 4 1 4 1

4世紀後半～ 5世紀前半の高杯穴有 1 1 3 9

4世紀末～ 5世紀前半の高杯穴無 2 2 1 4

4世紀末～ 5世紀の複合口縁甕 と l 1 1

4世紀末～ 5世紀の複合□縁壷 4

4世紀末～ 5世紀初の直口壺 l 2

4世紀後半～ 5世糸この高杯脚部 1 3 8 12 5

4世紀半ば～ 5世紀初の小型丸底壺 2 2 1

4世紀後半～ 5世紀の高杯杯部 5 2 5 7

5世紀後半の椀形高杯杯部 1 l 1 l

5世紀の高杯脚部 と 1 1 7 4 l 1

5世紀の低脚高杯 1 1 1

5世紀の小型甕 2 2

5世紀末の小型二重回縁壷 1

5世紀の小型壺 1 1 1

5世紀末の上師器磁 1

5世紀の鉢 4 l

5世紀の椀 2 ユ 4 2 2 5 3

5世紀後半の高杯脚部 と

5世紀前半の単純□縁奮 1 1 l 2 5 1 1

5世紀後半の椀形高杯 2 2 5 1

5世紀後半の外反口縁甕 2 5 1 61 8 11 3 1

5世紀の小型餐胴部 2 1 l

5世紀の甕胴部 1 1 l l 4 8

5世紀の平底壺 と

5世紀の鉢 1



第 2-2表
遺 物 概 要 砂レキZ 砂レキY 砂レキX 砂レキA 砂レキB 砂レキC 砂レキD 砂レキE 砂レキF 砂レキG 砂レキJ

5世紀の上師器台付奮 l 1

5世紀の上師器壺胴部 l

5世紀の手担ね土器 1

5世紀の上師器鉢 1

5世紀末～ 6世紀初の杯身 1 5 1

5世紀末～ 6世紀初の杯蓋 1 1 1

5世紀末～ 7世紀の杯蓋天丼部 2 4 7 2 2 l

5世紀末～ 6世紀初の有蓋高杯の蓋 1

5世紀末～ 6世紀初の有蓋高杯 1 1

5世紀末～ 6世紀の甕 5 1 5 1 1

6世紀前半の甑 1

6世紀前半の埴輪 1

6世紀前半の口縁外反甕 と 1

6世紀後半の上師器甕 3 l 4 1 1

6世紀後半から7世紀前半の横瓶 1 3 7

6世紀後半の短頸三 1

6世紀後半の短頸壺の蓋 l

6世紀後半の直口壷 l

6世紀後半の杯蓋 1 1 2 1

6世紀前半の杯蓋 1 2 1

6世紀後半の杯身 2 1

6世紀～ 7世紀の上師器・甑 l 1 1 3

6世紀後半～ 7世紀初の提瓶 1 1

6世紀後半～ 7世紀初の長頸壺 1 1 4 1

6世紀後半～ 7世紀初の高杯 l 1 1 4 l

6世紀後半～ 7世紀初の臨 1

7世紀の移動式竃 l 2

7世紀の杯蓋 1 1 1 4

7世紀の杯身 1 4 2 2

7世紀末の高台付椀 1

7世紀の長顕壷 l

7世紀末～ 8世紀初の杯蓋 4

8世紀の杯身 1 1 1

8世紀の高台付椀 2 1 3 4

8世紀の須恵器皿 4

8世紀の土師器皿 3

8世紀後半の高台付盤 1 2

8世紀後半～ 9世紀の土師器甕 ユ 4

8世紀末～ 9世紀初頭の宝珠付蓋 l 1

8世紀～ 9世紀の鉄鉢形須恵器 1

9世紀の須恵器椀 と 2

9世紀の須恵器皿 l

9世紀の須恵器長頸壺 と

9世紀の須恵器大甕 1 1

9世紀の灰釉陶器 。段皿 l

9世紀後半の須恵器椀 1 1 l ユ

9世紀後半の上師器椀 2

9世紀後半～10世紀前半の黒色土器椀 1

10世紀の須恵器皿 1 1

10世紀の上師器皿

11世紀の高台付土師器椀 1 1 2

12～ 13世紀の上師器皿 1 l 1

12～ 13世紀の土師器椀 2 3 3

12～ 13世紀の土師器柱状高台 1

15～ 16世紀の上師器皿 1 1
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第 4表・西川津遺跡V-1-2区・貝塚出土土器分類表

時 期 器 種 十回 体 数 分 類 番 号

様式甕 AAD― c

様式甕

様式甕 AAB― c

I様式甕 AAC― b

I様式甕 AAI一 b

I様式甕 AAK一 c

I様式甕 ☆AL― a

I様式甕 AEI― a

様式甕 AEU― c

I様式甕 AKC― b

I様式甕 AMO― d

様式甕 AOC― c

様式甕 ASH一 b

二様式甕 AUB

I様式甕底部 2

I様式壺 ZCA― s

I様式壺 ZD」

I様式壺胴部 ZFP

I様式壺 ZGM

I様式ヘラ縦分割無軸綾杉文重

I様式壺底部

I様式甕 AVI

Ⅱ様式甕 AYB

Ⅱ様式甕 BAP

[様式鉢 BNA一 e

Ⅲ様式甕 BEA― a

Ⅲ様式甕 BEA一 b

Ⅲ様式甕 BEB一 a

Ⅲ様式甕 BEB一 b

Ⅲ様式甕 BEC― a

皿様式甕 BEC― c

Ⅲ様式高杯 BPa

Ⅲ様式三 BKA― a

Ⅲ様式壺 3 BKA― c

Ⅲ様式壷 BKB一 e

Ⅲ様式無頸壷 BNA― h

Ⅲ様式無頸壷 BNA― j

Ⅲ様式小型三 BNA― m

北部九州系甕棺 YDA

中期甕肩部 BJA

中期密底部 4

Ⅳ様式壷 1 BLA― d

Ⅳ様式壷 4 BLA一 v

Ⅳ様式壺 1 BLA― w

Ⅳ様式壺 1 BOH

Ⅳ様式壷 1 BOH一 b

V様式密 l CEA

V様式甕 1 CIC

V様式甕肩部 3 CQD

3世紀後半 。鼓形器台 5 DAP

3世紀後半・甕 1 DBE一 d

3世紀後半 。甕 1 DBF― d

3世紀後半・甕 1 DBH― d

3世紀末・甕 1 DBK一 g

4世紀・高杯 1 DHB

4世紀 。低脚高杯・脚部 2 DHK

4世紀後半・壺 1 IGH

計
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第 5表・西川津遺跡 V区出土・縄文土器統計表 (1)
時  期 型 式 部  位 1団 体 勢 代 表  例 (挿 図 ) 備 考 分 類 番 号

早期 誠維土器 (菱根式) 口縁 と Jも図-1 LAA
早 期 餞維 土 器 (菱根 式 ) ヨ縁 欠ヤE 3 28図 -2 LAA― b
早 期 表・ 編 文 ]縁部 1 28図 -3 LAB
早期 表・縄文 回縁 欠権 7 28図 -4 LAB― b
早 期 表裏 縄 文 ]縁欠権 2 28図 -6 LAC一 b
早期 末 罠山式 口縁 4 28図 -8・ 9 口縁端部きざみ・隆帯上に刺突 LAD― I

早期末 罠山式 口縁 5 Z3陳I― 0-1 隆帯上に刺突 LAD― Ⅱ
早期 末 長 山式 口縁 2 28凶 3。 14 笙帯 上 に押 引 き束U突 AD― Ⅲ
早期 末 長山式 日縁 1 28図 ― 岬引き刺突 LAE
早期 !同 ヨI 1 28図 一 LAF― b

長 山～西 川 津 式 口縁 1 28凶 6 LAG
早期 末 長山式 口縁 部 1 28図 ― 単純口縁 LAH
合  計

時 期 型 式 部  位 固体 教 代 表 例 (挿 図 ) 備 考 分類 番 号

前期 初 頭 西ナII津 A-1 口縁 28図 -18 口縁 肥 厚 帯 上 に刺 突 LAI
前期 初 藍 西ナ| 津 A 口縁 2 28図 -19・ 20 ]縁肥厚帯下に複合鋸歯文 LAJ
前期初頭 [と !]サ 津A-3 口縁 7 28図 -21～ 23 口縁 肥 厚 帝 の み LAK
前期 初 醸 西サ| 津A-3 □縁 2 28図 -24。 25 口縁 肥 厚 帯 上 に刺 突 LAL一 I

前期 初 藍 西 ) 津A-3 □ 縁 3 28図 -26。 27 ]縁肥厚帯上に刺突、胴部に押引き刺突文 LAL― ]
前期初募 山 ) 津A-3 口縁 ユ Z8× -2も ]縁肥 厚 吾 な し・ 複 合 鋸歯 文 LAM
前期 初 藪 西,I 津A-3 桐部 9 LAN
前期 初 聾 西サ| 津B-1 □ 綴 2 28図 -1 ヨ縁 月じ厚 帝 卜端 にキ ザ ミ・ 胴 酎もは条 痕 LAO
前期初藍 西サI 辞B-1 口縁 ユ 28図 -2 LAO一 b
前期 初 頭 西チI 津 B-1 胴部 4 28凶 -3・ J (隆帯 上 に キ ザ ミ LAP
蔀期 初 頭 西)| 津B-1 ]同部 3 28図 -5 微隆帯の上下をD字刺突 LA0
前期初ere 酉 ) 津 B-2 口縁 l ぢも1× 一 LAR
菰期 初 頭 西川 津 B-2 胴部 3 2RIX-7 LAS
前期初頭 西サ|1津 B― ]同ヨも 5 28図 -8。 9 LAT
訂期 初 頭 西サII津 B ,ロヨ悪 28図 -10～ 12 LAU
菰期 初 頭 西川 津 AB析 衷 □ 縁 28凶 -30～ 33 LAV
菰期初頭 西川津特殊 口縁 28図 -13。 14 LAW
莉期 初 頭 西川 津 AB折 衷 桐部 4 28図 -34・ 35 沈線 に よ る複 合 鋸 歯 文 LAX
莉期 初 斑 西川津AB折衷? l「l罰

`

1 28図 -29 LGA
前期初募 勾川津 A-3～ 羽島下層 I三 口縁 4 28図 -15 LAY
莉期 初 西 川 津 嵐部 1 磯鉢 LAZ
莉期 初 豆F 不明破片 LAa
合 計

時 期 型 式 部  位 代 表  例 (挿 図 ) 備 考 分 類 番 号

莉期 羽島下 層 I式 深 鉄 口繊 29図 -16 BA
苅期 羽島下層I式 米 鉢 29図 -17。 18 二連 規 制 LBB一 b
前期 】し自川 卜層 Ia式 胴部 の み 1 LBC― b
諏期 】ヒ白川下層 Ib式 深鉢 29図 -19～ 22 LBD― b
苅期 羽島下層Ⅲ～北白川下層 I式 床鉢 口綴 29図 -23。 24 口縁 端 部 キ ザ ミ LBE
前期 】ヒ自川下層Ia式 浅鉢 口綴 1 拘 × -25 浅鉢 LBG
苅期 末 太歳 山式 胴部のみ しBI
莉期 回縁 部 29図 -27 凋南 ナ デ・ 外 南 条 層 LBO
苅期 口縁 部 4 29図 -28 殉外 画条反 LBP
苅期 日縁部 29凶 -29 殉面 条 痕・ 外 面 粗 ナ デ LBQ
苛期 口縁 部 2 29図 -30 為外面条痕 LBR
合  計

時  期 型 式 部  位 個体 薮 代 表 例 (挿 図) 備 考 分類 番 号

葡期 胴部のみ 29凶 -31 内外 面 条 痕 LBS
前 期 阿部 のみ B9図 -33 洵而 ナ デ・ 外 面 条 TE~ LBT
雨 期 胴部 のみ 29図 -32 肉画粗 ナ デ・ 外 面 条 痕 LBU
前期 悧封

`の

み 内面 条 痕・ 外 面 ナ デ LBV
前期 阿部 のみ 内面ナデ・外面粗ナデ LBW
前期 幅部 の み 1 内外 面 粗 ナ デ LBX
前期 !H罰

`の

み 7 29図 -34 内面 ケ ズ リ・ 外 面 条 痕 LBY
合 計

時  期 型 式 部  位 個体 数 代  表  例 (挿 図 ) 備 考 分類 番 号

中期 B」 棄 船元 式 栗鉢 口縁 l 30× 一 LCA
中期前 葉 船元 式 悧罰

`の

み 1 30凶 -2 LCA― b
中期 里木I式 嗣部 のみ 3 30図 -3 lB縄文 LCB
中期 里木 Ⅱ式 栗欽 □縁 30図 -4 半裁 侑 管 文 に よ る施 文 LCC
中期 里木 Ⅲ式 榮鉢 口縁 1 30図 -5 LCC― Ⅱ
合 計 7
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第 6表 。西川津遺跡V区出土・ 縄文土器統計表 (2)
時  期 型 式 部  位 ユ体数 代 表 例 (神 凶 ) 備 考 分類 番 号

険期 初 頭 中津 I式 □縁圏
`

l 30図 -6 LCD
陵期 初 頭 中津 I式 ]同 罰I 1 30[可 -7 LCD― b

陵期初頭 中津Ⅱ式 1同ヨ

`

1 30図 -8 LCE― b

金期 初 頭 中津 Ⅲ式 深鉢回縁 5 30図 -9・ 10 LCF
陵期 初 藍 中津 式・ 不 明 深鉢 口縁 30凶 ―■ LCC
陵期 深 鎌 回縁 1 30図 -12 LCG― b

険期 初 藤 ,式 (福田 KⅡ 式 ) 阿部 ユ LCH
陵期 初 藍 尋式 (福田 KI式 ) ]同ヨЬ 2 30凶 -13 LCH― b

愛期 Rl栗 尿帯文 浜鉢 口縁 2 〕0図 -14 LCI
修 釧 蔀 連 録帯 文 ,同部 LCI― b

獲期 前 葉 考崎 KI=】 ヒ白川 上 層 阿 部 2 30凶 -15 LCJ
麦期 元住吉山式=彦崎KⅡ 式 月同ヨ

`

4 30図 -16 LCK
終 HIH 元住 吉 山式 =彦崎 KI式 岸 □ 十 黙 】0図 -18・ 19 LCL
後期末 声清 式 ]同 部 30凶 -20。 21 LCM
凌期 末 磁賀 里 I～ I 深鉢 □縁 と LER
隆期 末 弦賀 里 1 深鉢 口縁 l FA

脊  計

時  期 型 式 部  位 ]体娑 代 表 例 い 凶 ) 備 考 分類 番 号

晩期 央帯 文 I 架鉢口縁 30図 -22 口縁端部・突帯台形共にキザミ・口縁より離れる LDA
塊期 突帯 支 I 栗鉢 口縁 1 10×十-23 口縁端 部・突 帯三 角共 にキザ ミ・口縁 よ り離 れ る LDB
挽期 央帝 文 I 哭欽 口縁 30図 -24 突帯三角にキザミ・口縁より離れる LDC
晩期 突帯 文 I 朱鉢 口縁 l 30陳十-25 口縁端部・突帯台形共 に貝キザ ミ。日縁 よ り離 れ る LDD
晩期 突帯 支 Ⅱ 深 鉢 口縁 2 101Xl-26 三角 実 帯 は 日縁 よ り下 が った位 置 につ く LDE
晩 期 突帯 文 Ⅱ 架鉢口縁 l 30図 -27 上向き三角突帯は口縁より下がった位置につく LDF
塊期 突帯 文 I 栗鉢 口縁 2 30図 -28 キザ ミ入 り上 向 き三 角 突帯 は口縁 よ リ トにつ く LDG
晩期 突帯文Ⅱ 深 鉢 口縁 6 30図 -29 キザミ入り丸形突帯は口縁より下につく LDH
晩 期 突帯 文 I(沢 田式 ) 深鉢口縁 4 30図 -32・ 31-1 キザミ入り下向き三角突帯は国縁に近づく LDI
晩 期 突帯 文 Ⅱ (沢田式 ) 深鉢 口縁 1 31図 -2 脂頭

「

痕 文 帯 LGD
晩 期 突帯文Ⅲ 深 鉢 口縁 2 31図 -3 キザミ入り下向き三角突帯は日縁と一体化 LD」

晩 期 央帯 文 Ⅲ 深鉢□縁 30図 -30。 31図 -4・ 5 キザミ入り三角突帯は日縁と一体化 LDK
晩 期 芙帯 文 Ⅲ 深 鉢 口縁 30図 -31・ 31図 ― 下向 き三 角 突 帯 は 口縁 と一 体 化 LDL
兜期 栗帝 又 Ⅲ 深鉢 口縁 1 図 -7 予L列土器 しDM

`到こ 哭帯 文 Ⅲ ―新 架鉢口縁 1 園 -8 度跡的微隆帯 LDN
晩期 弦智 早Ⅳ 架鉢 口縁 1 凶 -9 □縁 端 部 に キザ ミ しDO
免期 架鋏 口縁 2 図 -10 ヽ面粗ナデ・外面条痕 LDP
晩期 衆鉢 口縁 図 洵面 ナ デ・ 外 面 粗 ナ デ LDQ
免期 哭鉢 口編 1 図 -12 内面ナデ・外面ケズリ LDR
晩期 深鉢回紡 31図 -13 口縁 端 部 にわ す か な倣 隆吾 LDS
晩期 架鉢 口縁 31凶 -14 内面 条 痕・ 外 面 粗 ナ デ LDT
塊期 栗鉢 口縁 1 肉山 ナ デ・ 外 画条 狼 LDU
晩期 架鉢日紡 31図 -15 内外 面 ナ デ LDV
免期 栗鉢 口縁 31図 -16。 17 内外 雨 *Rナ デ LDW
晩期 突鉢 口縁 1 31図 -18 内面ケズリ・外面粗ナデ LDX
晩期 宋鉢 口縁 l 31図 -19 屈 曲す る LDY
晩期 医部 32凶 -15 LDZ

lT□十器 32図 -3 LEP
筵帯 文 系 榮鉢 8 31図 -20～ 23 LEQ・ ZEX

免期初yDF 銭管 早 Ⅱ 蔑鉢 1 32図 -5 ボ ール形 LFB
免期 F賀 里 Ⅲ b 演鉢 32図 -6 長頸 LFC
冤期 弦智 里 Ⅲ b 炭鉢 126珂 -7・ 8 辱 範 υ,択 LFD
兜期 弦賀里ma 浅鉢 2 〕2図 -9 LFE

I剣] 弦貿 里 Ⅱ 浅鉢 32図 0 LFF
晩期 弦智 里Ⅳ 浅 鉢 1 32凶 一 LFG
兜期 口酒井 。船橋 (突帯文Ⅱ) 浅 欽 7 32図 ― LFH

昆原 (突帯 文 Ⅲ ) 浅 鉢 l 〕2図 LFI
免期 禾 明 浅 鉢 32凶 ― LFJ
免期 不明 浅鉢 と LGC
合  計

時  期 型 式 部  位 回体 勢 代 表 例 (挿 図) 備 考 分 類 番 号

塊期 架錬 胴部 32図 -2 内外面条痕 LEA
晩期 栗鉢 胴 部 内面 条 痕・ 外 面 ケ ズ リ LEB
晩期 架鉢 胴 部 内面 条 痕・ 外 而 粗 ナ デ LEC
晩 期 架鉢胴部 内面条痕・外面ナデ LED
晩期 架鉢 月同酎

`

内面 粗 ナ デ・ 外 面 条 痕 LEE
挽期 栗鋏 H同部 2 内而 ケ ズ リ・ 外 而 条 痕 LEF
晩 期 架鉢胴群 l 為面 強 ナ デ 。外 画 ナ デ LEC
Hal期 央鉢 胴 部 2 均外面 ナ デ LEH
晩 期 哭錬 胴部 内外面強ナデ LEI
晩 期 床鉢 胴 甜 殉面 ナ デ・ 外 面 強 い ナ デ LE」

晩期 深 鉢 胴都 11 32凶 -1 内面 ナ デ・ 外 而 ケ ズ リ LEK
晩 期 深鉢胴都 3 殉外 画 ケ ス リ LEL
晩 期 深鉢 胴 ヨ1 3 毎外 面 ナ デ LEM
免期 深鉢 胴 謝 1 本雨 ケ ズ リ 。外 面 米Rナ デ しEN

i剣] 宋鉢胴部 4 殉面 ナ デ・ 外 画条 反 LEO
合  計
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第 7表 。西川津遺跡 V区出上 。弥生土器 (前期無文甕)の統計 〔1〕

時 期 器 種 口 径 個体数 口 縁 部 形 態 口縁 端 部 外 面 調 整 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

様 式 甕 30cm以上 3 如意形口縁 丸 整正ハケ 33図 -1 AAA― a

様 式 甕 20cm以上 如意形口縁 丸 整正ハケ 33図 -2 AAA― b

様式 甕 199伽 以下 如意形口縁 丸 整正ハケ 33図 -6 AAA― c

様 式 饗 30cm以上 5 如意形口縁 丸 斜行ハケ 33図 -3 AAB― a

様 式 甕 20cm以上 如意形口縁 丸 斜行ハケ 33図 -4。 5 AAB一 b

様式 甕 19 9cm以 下 4 如意形口縁 丸 内面アクセント 33図 -9 AAB― c

様 式 甕 30cm以上 如意形口縁 丸 ナ デ 33図 -8 AAC一 a

様式 甕 20cm以上 如意形口縁 丸 ナ デ 33図 -7 AAC― b
様 式 甕 199c・ n以下 如意形□縁 丸 ナ デ 33図 -10 AAC― c

様 式 甕 端部のみ 丸 AAC― d

様式 奮 20伽以上 4 内面アクセント 丸 整正ハケ AAD― b
様 式 甕 30cm以上 1 内面アクセント 丸 斜行ハケ AAE― a

様式 甕 20cm以上 内面アクセント 丸 斜行ハケ 33図 ― AAE― b

様式 甕 19 9cnl以下 l 内面アクセント 丸 斜行ハケ 33図 ― 2 AAE― c

様 式 甕 30cm以上 5 内面アクセント 丸 ナ デ 33図 AAF― a

様式 甕 20cnl以 上 内面アクセント 丸 ナ デ 33図 一 AAF一 b

様 式 甕 19 9cm以 下 内面アクセント 丸 ナ デ 33図 ― 5 AAF― c

様 式 甕 20cnl以 上 5 強く折れる 丸 整正ハケ 33図 一 6 AAG一 b
様式 養 19 9cm以 下 1 強 く折れる 丸 整正ハケ 33図 -20 AAG― c

様式 甕 20cm以上 1 強く折れる 丸 斜 行 ハ ケ 33図 -18 AAH一 b
様式 甕 19 9cm以 下 1 強 く折れる 丸 斜行ハケ 33図 -17 AAH― c

様 式 餐 20cm以上 9 強く折れる 丸 ナ デ 33図 -19 AAI一 b

様 式 甕 19 9cm以 下 3 強く折れる 丸 ナ デ AAI― c

様式 甕 強く折れる 丸 不 明 AAI一 d

様 式 甕 20伽 以上 強く折れる 丸 不 明 AAI― bd
様式 餐 9 ゆるヽ 丸 整正ハケ 34図 -1～ 3 AAJ
様式 甕 30cm以上 2 ゆるヽ 丸 斜行ハケ AAK一 a

様式 甕 20cm以上 ゆるヽ 丸 斜行ハケ 34図 -4 AAK― b

様式 甕 30cm以上 3 ゆるヽ 丸 ナ デ 34図 -6 AAL― a

様 式 甕 20cn以上 ゆる時 丸 ナ デ 34図 -5 AAL一 b
様 式 甕 19 9cm以 下 ゆるヽ 丸 ナ デ 34図 -7・ 8 AAL― c

様式 甕 ゆるい 丸 不 明 AAL― d
様式 甕 19 9cm以 下 l 頸部が長ヽ 丸 斜行 ハ ケ 34図 -9 AAN― c

様式 餐 20cm以上 6 短 く折 れ る 丸 整正ハケ 34図 -10 AAP― b

様式 餐 19 9cm以 下 5 短く折れる 丸 整正ハケ 34図 ―■ AAP― c

様 式 賓 19 9cm以 下 6 短く折れる 丸 斜行ハケ 34図 -12・ 13 AAQ― c

様式 甕 20∽以上 短いが強 く反る 丸 ナ デ 34図 -14 AAR一 b

様 式 甕 19 9cm以 下 7 短いが強く反る 丸 ナ デ 34図 -15 AAR― c

様式 甕 20crd以 上 3 短 く直角に折れる 丸 整正ハケ 34図 -16 AAS― b

様式 甕 19 9cm以 下 3 短く直角に折れる 丸 斜行ハケ 34図 -17・ 18 AAT一 c

様式 甕 30伽以上 1 短く直角に折れる 丸 ナ デ 34図 -21 AAU― a

様式 査 20cnl以 上 短く直角に折れる 丸 ナ デ 34図 -19 AAU― b
様 式 甕 19 9cn以 下 8 短く直角に折れる 丸 ナ デ 34図 -20 AAU一 c

様 式 甕 19 9cm以 下 1 水平に折れる 丸 斜行ハケ AAW― c

様式 甕 1 水平に折れる 丸 ナ デ AAX
様式 甕 30cm以上 欠損 整正ハケ AAX― a

様式 甕 欠損 斜行ハケ AAX― b

様 式 甕 19 9cm以 下 欠損 ナ デ AAX― c

様 式 甕 1 玉縁状 丸 ナ デ 34図 -22 AAY
様式 甕 端部のみ 丸 不明 AA― d

様 式 甕 30cm以上 l 如意形口縁 面 整正ハケ 35図 -1 ABA― a

様式 甕 20cn以上 如 意 形 口縁 面 整正ハケ 35図 -2 ABA― b
様式 甕 199c/m以 下 如意形口縁 面 整正ハケ 35図 -3 ABA― c

様 式 甕 如意形口縁 面 不 明 ABA― d

様式 甕 20cm以上 如意形回縁 面 斜行ハケ 35図 -4・ 5 ABB― b
様 式 甕 30cm以上 5 如意形口縁 面 ナ デ ABC― a

様式 密 20cn以上 如意形口縁 面 ナ デ 35図 -6。 7 ABC一 b
様式 甕 19 9cm以 下 4 如意形□縁 面 ナ デ 35図 -8 ABC― c

様 式 甕 如意形口縁 面 不 明 ABC― d

様式 甕 20cm以上 2 内面 ア クセ ン ト 面 整正ハケ 35図 -9 ABD一 b
様式 甕 30cm以上 1 内面アクセント 面 斜行ハケ ABE― a

様式 甕 20cm以上 6 内面アクセント 面 斜行ハケ 35図 -10 ABE一 b
様式 甕 19 9cm以 下 1 内面アクセント 面 斜行ハケ 35図 -11 ABE― c

様 式 甕 20cm以上 6 内面アクセント 面 ナ デ 35図 -12 ABF一 b
様式 甕 20伽以上 強く折れる 面 整正ハケ 35図 -13 ABG― b
様式 甕 1 強く折れる 面 不 明 ABG一 d

様式 餐 20cn以上 1 強 く折れる 面 ナ デ 35図 -14 ABI― b
様式 甕 19 9cm以 下 3 強 く折れる 面 ナ デ ABI― c

様式 甕 2 ゆるt 面 不 明 AB」 一k
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第 8表・ 西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器 (前期無文甕)の統計 〔2〕

時  期 器 種 □ 径 個体数 口 縁 部 形 態 口縁 端 部 外 面 調 整 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

様 式 甕 30clll以上 3 ゆるヽ 面 ナ デ ABL一 a

様式 篭 20cm以上 2 ゆるヽ 面 ナ デ ABL― b

様 式 甕 3 ゆるヽ 面 不 明 ABL― d

様式 甕 20c7m以 上 1 短く直角に折れる 面 整正ハケ ABS― b

様式 甕 1 短く直角に折れる 面 不 明 ABS― t

様 式 甕 1 折れなヽ 面 斜行ハケ 35図 -15 ABY― c

様式 甕 19 9cm以 下 折れなヽ 面 ナ デ 34図 -23 ZIB
様 式 甕 30cn以上 瀬戸内型系 丸 斜行ハケ 35図 -16 BAB

様 式 甕 19 9cm以 下 瀬戸内型系 丸 ナ デ 35図 -17 BAC

様式 甕 20cn以上 2 瀬戸内型系 丸 整正ハケ 35図 -18 BAE
様式 甕 1 短く直角に折れる 面 ナ デ ABU

様式 甕 不 明 面 不明 AB一 d

様 式 甕 20cal以 上 4 内彎・受け口 キザ ミ 整正ハケ 36図 -1 AEA― b

様 式 甕 3 内彎・受け口 キ ザ 斜行ハケ AEB

様式 甕 20cm以上 4 内彎・受け口 キ ザ ナ デ 36図 -2 AEC― b

様式 餐 30clll以上 1 如意形口縁 キ ザ 整正ハケ 36図 -3 AED一 a

様式 甕 30cln以 上 1 如意形口縁 キザ ミ 斜行ハケ 36図 -4 AEE― a

様式 甕 20蝕以上 2 如意形口縁 羊ザ ミ 斜行ハケ AEE一 b

様式 餐 如意形口縁 キザ ナ デ AEF

様式 甕 20cn以上 9 如意形口縁 キ ザ ナ デ 36図 -5 AEF― b

様式 甕 19 9cn以 下 2 如意形口縁 キ ザ ナ デ 36図 -6 AEF― c

様式 甕 1 如意形口縁 キ ザ 不明 AEF― d

様式 甕 20cm以上 2 瀬戸内型系 キ ザ ナ デ 35図 -19 BAD

様 式 甕 20cm以上 2 如意形口縁 面 。キザ ミ 整正ハケ 36図 -7 AEG一 b

様式 甕 20cn以上 1 如意形口縁 面 。キザミ 斜行ハケ AEH― b

様 式 甕 如意形口縁 面 。キザ ミ ナ デ AE]

様式 甕 20cal以 上 3 如意形口縁 面 。キザミ ナ デ 36図 -8 AEI― b

様式 甕 30cm以上 1 ゆるヽ 面 。キザ ミ 斜行ハケ 36図 -9 AEK― a

様 式 甕 3 ゆる時 面 。キザミ ナ デ AEL― d

様式 甕 3 ゆるモ 面 。キザミ ナ デ 36図 -10。 11 AEL― b

様式 径 3 強折 面 。キザミ ナ デ AEO

様式 甕 20clll以上 3 内彎 面 。キザ ミ ナ デ 36図 -12 AEO一 b

様 式 甕 8 内彎 キザ ミ ナ デ AEQ
様 式 甕 8 ゆるヽ キザ ミ ナ デ AET

様式 甕 19 9cm以 下 1 強折 面 。キザ ミ 整正ハケ AEU― c

合  計 1282



第 9表 。西川津遺跡 V区出土・弥生土器 (前期 1～ 2条沈線甕)の統計 〔1〕

時  期 器 種 □ 体 El体数 口 縁 部 形 態 口 縁 端 部 外 白 調 整 沈線 代 表 例 (挿図 ) 記 号
餐 20rm以 ト 如 意 形 日縁 丸 整正 ハ ケ 段 ACA― b
甕 30cm以上 l 如意形口縁 丸 斜行 ハ ケ 段 ACB― a

2 甕 20rmけ , ト 如 意 形 口縁 丸 斜 行 ハ ケ 段 ACB一 b
2 甕 30clll以上 如 意 形 口縁 丸 ナ デ 践 36図 -13・ 14 ACC― a
2 奪 20clll以上 1 如 意 形 口縁 丸′ ナ デ 段 ACC― b

餐 30clll以上 1 如 意 形 口縁 面 整正 ハ ケ 段 ACD― a

甕 20clll以上 l 政際 ま形 口縁 丸・ キ ザ 整正 ハ ケ 段 J6×1- ACG― b
2 甕 20cm以上 如意形口縁 丸 。キ ザ 斜 行 ハ ケ 砕 ACH― b
2 甕 20cm,ユ L 如 意 形 □縁 丸 。キ ザ ナ デ 段 36Eコ ー16 ACI― b
2 奪 欠損 欠 損 欠椙 零邸Iト ハ イテ 段 36図 -18 ACX
2 弩 欠 損 5 匁損 欠損 斜 行 ハ ケ 段 ACY

甕 欠 損 欠損 欠 損 ナ デ 段 ACZ
2 甕 30cm以上 如意 形 口稼 丸 。キザ ミ 整 正 ハ ケ ADA― a
2 甕 20cnl以 ヒ 4 如意 形 口縁 丸・ キ ザ ミ 整 Iにハケ 38凶 -1 ADA一 b
2 奪 20cm以上 1 如意 形 回縁 丸 。キ ザ ミ 斜 行 ハ ケ 38図 -2 ADB一 b
2 甕 20cm以上 3 如意 形 口縁 詢′。キ ザ ミ ナ デ ADC― b

甕 19 9clll以下 1 如意 形 口縁 菊 1・ キ ザ ミ ナ デ 〕8Ⅸ I― ADC― c
2 餐 不 明 如意形口縁 丸・ キ ザ ミ ナ デ ADC― d
2 甕 30clll,lL 如意 形 口縁 面・ キ ザ ミ 斜 行 ハ ケ 38凶 -4 ADE― a
2 警 20clll以上 2 如意 形 口緑 面 。キ ザ ミ 斜 行 ハ ケ 38図 -5 ADE― b
2 甕 30cm以 上 2 如意 形 口縁 雨 。キザ ミ ナ デ ADF― a
2 甕 20cH以上 2 強 く析 れ る 丸 。キザ ミ 斜 行 ハ ケ 38図 -6 ADH― b
2 蚕 199蝕以下 強 く析 れ る 丸 。キ ザ ミ 斜 行 ハ ケ 18×I― ADH一 c
2 甕 不 明 強 く折 れ る 面 。キ ザ ミ ナ デ ADL― d
2 甕 20cm以上 ゆるヽ 面 。キザ ミ ナ デ ADO― b
2 奢 小引 5 ゆるヽ 羮J・ キ ザ ミ ナ デ ADR― d
2 賓 20clll以上 7 如 意 形 口縁 丸 整正 ハ ケ 37「�-1・ 2 AFA― b
2 甕 30cm彊lJし 2 如 煮 形 □縁 丸 斜 行 ハ ケ AFB― a
2 甕 欠椙 9 如 意形 口縁 丸 斜 行 ハ ケ AFB― b
2 甕 19 9cm以 下 1 如 意 形 口縁 斜 行 ハ ケ 37図 -4 AFB― c
2 奢 80cn以上 3 如 意 形 □縁 ナ デ 37図 -5 AFC― a

餐 欠 損 如 意 形 口縁 丸 ナ デ 37図 -6 AFC― b
甕 不 明 如意形口縁 丸 ナ デ AFC― d

2 饗 2∩ rlnじ Jト 如 意 形 口縁 面 斜 行 ハ ケ AFE― b
2 甕 20cm以上 1 如 意 形 口縁 面 ナ デ AFF一 b
2 奪 不 明 6 如 意 形 口縁 面 ナ デ AFF― d

餐 20cm以上 2 強 く祈 れ る 丸 整正 ハ ケ 37図 -8 AFG一 b
甕 20cm以上 4 強 く祈 れ る 丸 斜行 ハ ケ 37Ⅸl-9。 10 AFH― b

2 甕 ク∩rmけ J ト 5 強 く佑 れ る 丸 ナ デ 37凶 -11 AFI― b
2 甕 不 明 2 強 く折 れ る 丸 ナ デ AFI一 d
2 奪 30cm以上 1 ゆ る 丸 馬妥Iト ハ イテ 37図 -12 AFM― a

餐 20clll以 上 1 ゆ る 丸 整 iFハ ケ 37[電 -13 A「 M― b
賓 不 明 2 ゆるい 丸 整正 ハ ケ AFM一 d
甕 30cm以 上 ゆるし 丸 斜 行 ハ ケ 37凶 -14 AFN一 a

甕 20cn以上 4 ゆ る 丸 斜 行 ハ ケ 37図 -15 AFN― b
2 奪 19 9cm以 下 1 ゆ る 丸 斜 行 ハ ケ 37図 -16 AFN―
2 資 20cm以上 7 ゆ る 丸 ナ デ 37図 -17 A「 O― b

甕 19 9cm以 下 3 ゆるヽ 丸 ナ デ 37Б�-18 AFO― c
2 甕 不 明 ゆるヽ 丸 ナ デ AFO― d
2 甕 30cm以上 1 ゆ る 面 整 正 ハ ケ AFP― a
2 奪 30clll以上 1 ゆ る 面 斜 行 ハ ケ AFO― a
2 甕 20cm以上 1 ゆるこ 而 斜 行 ハ ケ AFO― b
2 甕 20cln以 上 ゆる彰 山 ナ デ AFR― b
2 甕 欠 椙 侭 損 欠 損 整 正 ハ ケ AFX
2 甕 欠損 欠 損 欠 損 斜 行 ハ ケ AFY
2 奢 欠 損 欠 損 災椙 ナ デ AFZ

餐 20clll以上 1 如 意 形 口縁 苅1・ キ ザ 整止 ハ ケ 38図 -8 AGA― b
甕 20cll以 上 如 煮 形 □縁 ¬・ キザ 斜 行 ハ ケ AGB― b

2 甕 20cm以上 如 意 形 口縁 丸 。キザ ナ デ 381XI-10 AGC― b
2 甕 不 明 4 女日意 形 口縁 丸 。キザ ナ デ 2 AGC― d
2 奪 20cal以 上 如 意 形 口縁 而 。キザ 零吾Iト ハ ケ 38図 ―■ AGD― b

甕 不 明 4 如 意 形 □縁 面 。キザ ミ ナ デ AG「 ―d
甕 20clll以上 強 く析 れ る 丸 。キザ 整正 ハ ケ 2 38図 -12 AGG― b

2 甕 20clll以「 1 強 く折 れ る 丸・ キ ザ ナ デ 】81× 一 AGI― b
2 甕 不 明 強 く折 れ る 丸 。キ ザ ナ デ 2 AGI― d
2 審 20cm以上 ゆるヽ 丸 。キザ 斜 行 ハ ケ AGN一 b

甕 19 9cm以 下 ゆる七 曳,。 キ ザ ミ 斜 行 ハ ケ 38図 -15 Aじ N― c

賓 ク∩f・mυ, ト ゆるヽ 苛・ キ ザ ナ デ 38凱|-16 ACO― b
2 甕 不 明 ゆるヽ 丸・ キザ ナ デ 2 AGO― d
2 甕 20cm以上 ゆるヽ 面 。キザ 蟹 止 ハ ケ 2 38凶 -17 AGP一 b
2 籍 80rm)双 ト ゆるヽ 面 。キザ 斜 行 ハ ケ 2 38図 -19 AGO― a

賓 20cm以上 ゆるヽ 面・ キザ ミ 斜 行 ハ ケ 2 38図 -18 AGQ― b
甕 不 明 ゆるヽ 由・ キ ザ ナ デ 2 38図 -14 AGR― b

2 甕 20cm以 ト 如意 形 口縁 丸 整 正 ハ ケ 19×|― AHA― b
2 甕 20cm以上 6 如意 形 口縁 丸 斜 行 ハ ケ AHB― b
2 奪 20cln以 上 5 如意 形 口縁 丸 ナ デ 2 39図 -3 AHC― b
2 資 19 9cn以 下 1 女口意 形 口縁 丸 ナ デ 2 39図 -4 AHC― c
2 甕 不 明 7 如煮 形 口縁 丸 ナ デ 2 AHC― d

-59-



第10表・西川津遺跡V区出土・弥生土器 (前期 1～ 2条沈線甕)の統計 〔2〕

時 期 器 種 口 径 回体 教 □ 縁 ヨ
`形

悪 口 縁 端 部 外 面 調 整 沈線 教 代 表 例 (挿図 ) 記 号

甕 2∩ Pmじ J ト 如意形口縁 面 斜行 ハ ケ 891× |-5 AHE一 b

2 盃 20cm以上 1 如 意 形 口縁 面 ナ デ AHF― b

2 甕 不 明 l 如意形□縁 面 ナ デ AHF一 d

甕 20cm'1■ 強 くrflれ る 詢 , 整 正 ハ ケ 396即 -7 AHG一 b

2 甕 19 9cm力文ト 1 強 く折 れ る 丸 整 lFハ ケ 2 39図 -8 AHG― c

甕 20cm以上 強く折れる 丸 ナ デ 39図 -9 AH I ― b

甕 20clll以上 ゆるヽ 丸 斜 行 ハ ケ 191× |-10 AHN一 b

甕 30cmカス」L ゆるヽ 丸 ナ デ 2 39図 -11 AHO― a

2 奪 20clll以上 6 ゆるヽ 丸 ナ デ 2 39図 -12 AHO一 b

甕 不明 2 ゆるこ 丸 ナ デ 2 AHO― d

2 甕 30cm乏大」L ゆるい 面 ナ デ 2 AHR― a

甕 20clll以上 1 ゆるい 而 ナ デ 2 39図 -13 AHR― b

2 甕 19 9cll以下 1 短 く折 れ る 丸 ナ デ 2 39凶 -14 A■ S― C

2 甕 不 明 欠損 欠 損 啓 Iトハケ 2 AHT
甕 示 明 3 欠損 k椙 整正 ハ ケ 2 AHT― d

2 甕 不 明 欠 損 欠損 斜 行 ハ ケ 2 AHU
2 甕 不 明 欠損 欠 損 斜 行 ハ ケ 2 AHU― d

2 甕 禾 明 欠損 ク(十目 ナ デ AHW
2 甕 不 明 欠 椙 欠損 ナ デ 2 AHV― d

合  計 563



第11表・ 西川津遺跡 V区出土 。弥生土器 (前期 3～ 5条沈線甕)の統計 〔1〕

時 期 器 種 国 径 個体数 口 縁 部 形 態 口 縁 端 部 先線数 外 面 調 整 代表例 (挿図) 記  号

-3 甕 20cm以上 2 如意形口縁 丸 3 整正ハケ 40図 -1 A A― b
-3 甕 30cm以上 2 如意形口縁 丸 3 斜行ハケ 40図 -2 A B― a

3 甕 20cm以上 8 如意形口縁 丸 3 斜行ハケ 40図 -3 A B― b
3 賓 30cm以上 2 如意形口縁 丸 3 ナ デ 40図 -4 A C― a

3 甕 20cnl以 上 8 如意形口縁 丸 3 ナ デ 40図 -5 A C― b
-3 餐 不明 9 如意形口縁 丸 3 ナ デ A C― d

-3 甕 20cm以上 1 如意形口縁 面 3 整正ハケ A D― b
-3 甕 20cm以上 1 如意形口縁 面 3 斜行ハケ A E― b

3 養 不 明 3 如意形口縁 面 3 ナ デ A F一 d

3 甕 20伽以上 強く折れる 丸 3 斜行ハケ 40図 -6 A H― b
-3 甕 20cnl以 上 強く折れる 丸 3 ナ デ A I― b
-3 甕 示 明 強 く折れる 丸 3 ナ デ A I― d

-3 甕 20cn以上 強く折れる 面 3 ナ デ 40図 -7 A L― b
-3 甕 不 明 強 く折れる 面 3 ナ デ A L― d

3 甕 30cm以上 ゆるヽ 丸 3 整正ハケ A M一 a

3 甕 20cm以上 ゆるい 丸 3 斜行ハケ 40図 -8 A N― b
-3 密 20伽以上 7 ゆるヽ 丸 3 ナ デ 40図 -9 A O一 b
-3 甕 不明 1 ゆるヽ 丸 3 ナ デ O― d
-3 甕 30cm以上 1 ゆるヽ 面 3 整正ハケ A P一 a
-3 甕 20cm以上 1 ゆるヽ 面 3 斜行ハケ 40図 -10 A Q― b

3 賓 欠損 3 欠損 欠損 3 不 明 40図 ―■ A W
-3 甕 欠損 欠損 欠 損 3 整正ハケ A X
-3 甕 欠損 8 欠 損 欠損 3 斜行ハケ A Y

-3 甕 欠損 欠損 欠損 3 ナ デ A
-3 密 20cm以上 3 如意形口縁 丸 整正ハケ 40図 -12・ 13 A A― b

3 甕 19 9cm以 下 l 如意形口縁 丸 整正ハケ 40図 -14 A A一 c

甕 20cm以上 5 如意形□縁 丸 3 斜行ハケ 40図 -15 A B― b
-3 甕 20cm以上 9 如意形口縁 丸 ナ デ 40図 -16 A C― b
-3 餐 19 9clll以下 1 如意形口縁 丸 3 ナ デ 40図 -17 A C一 c

-3 甕 不 明 5 如意形口縁 丸 3 ナ デ A C― d
-3 甕 19 9cm以 下 1 如意形口縁 面 3 ナ デ 40図 -18 A F― c

3 甕 20cm以上 2 強く折れる 丸 3 整正ハケ 40図 -19 A G― b
-3 甕 20cm以上 強く折れる 丸 3 ナ デ 40図 -20 A I― b
-3 甕 不 明 ユ 強 く折れる 丸 3 ナ デ A I― d

-3 餐 20cm以上 1 ゆるヽ 丸 3 整正ハケ A M― b
-3 甕 20cm以上 ゆるヽ 丸 3 ナ デ 40図 -21 A O― b
-3 甕 20cm以上 1 ゆるヽ 面 3 整正ハケ A P― b

3 奮 19 9cm以 下 l ゆるい 面 3 整 正 ハ ケ 40図 -22 A P― c

-3 甕 不 明 2 ゆるt 面 3 ナ デ A R一 d
-3 甕 20cln以 上 3 内彎・受け口 丸 。キザ ミ 3 斜行ハケ 4比 図-18 A T― b
-3 甕 不 明 1 内彎・受け口 丸・ キザ ミ 3 ナ デ A U― d
-3 甕 20cm以上 1 如意形口縁 丸 4 整正ハケ AKA― b

3 甕 19 9cn以 下 3 如意形口縁 丸 4 整正 ハ ケ 41図 -1 AKA一 c

-3 甕 30cm以上 1 如意形口縁 丸 4 ナ デ AKC― a

-3 甕 20cm以上 8 如意形口縁 丸 4 ナ デ 41図 -2 AKC― b
-3 密 19 9cm以 下 と 如意形口縁 丸 4 ナ デ 41図 -3 AKC― c

-3 甕 不 明 6 如意形口縁 丸 4 ナ デ AKC― d

3 甕 19 9cm以 下 1 強く折れる 丸 4 整正ハケ 41図 -4 AKG― c

-3 甕 不明 1 強く折れる 丸 4 ナ デ AK I ― d
-3 甕 19 9cm以 下 1 ゆるヽ 丸 4 整正ハケ 41図 -5 AKM一 c

-3 賽 20cHl以 上 1 ゆるヽ 丸 4 斜行ハケ AKN― b
-3 甕 20c7m以 上 4 ゆるヽ 丸 4 ナ デ 41図 -6 AKO― b

3 甕 19 9cm以 下 1 ゆるヽ 丸 4 ナ デ 41図 -7 AKO― c

-3 甕 不 明 2 ゆるヽ 丸 4 ナ デ AKO― d

-3 甕 欠損 7 欠損 欠損 4 整正ハケ AKX
-3 奮 欠損 欠損 欠 損 4 斜行ハケ AKY
-3 甕 欠損 8 欠損 欠損 4 ナ デ AKZ-1
-3 甕 欠損 欠損 欠損 4 ナ デ AKZ-2

3 甕 20cm以上 l 如意形口縁 丸・キザ 4 整正ハケ 1図 -8 ALA― b
-3 甕 19 9cm以 下 1 如意形口縁 丸 。キザ 4 整正ハケ 1図 -9 ALA一 c

-3 甕 30cn以上 1 如意形口縁 丸・ キザ 4 斜行ハケ 1図 -11 ALB一 a

-3 甕 20cm以上 2 如意形口縁 丸 。キザ 4 斜行ハケ 1図 -10 ALB― b
-3 甕 20cm以上 4 如意形口縁 丸・キザ 4 ナ デ 1図 -12 ALC― b

3 甕 不 明 3 如意形口縁 丸 。キザ 4 ナ デ ALC― d



第12表・ 西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器 (前期 3～ 5条沈線甕)の統計 〔2〕

時 期 器 種 □ 径 個体数 口 縁 部 形 態 口 縁 端 部 沈線数 外 面 調 整 代表例 (挿図) 記  号

-3 甕 20cm以上 1 如意形口縁 面 。キザ 4 整正ハケ 41図 -13 ALD一 b

3 甕 19 9cm以 下 2 如意形口縁 面 。キザ 4 整正ハケ 41図 -14 ALD― c

-3 甕 不 明 如意形口縁 面 。キザ 4 ナ デ ALF一 d

-3 甕 20cm以上 1 強く折れる 丸 。キザ 4 斜行ハケ ALH― b

-3 甕 20m以上 強く折れる 丸・ キザ 4 ナ デ 41図 -15 ALI一 b

-3 甕 20cm以上 1 ゆる七 丸・ キザ 4 斜行ハケ 41図 -17 ALN― b

-3 甕 20cn以上 ゆるヽ 丸 。キザ 4 ナ デ 41図 -16 ALO― b

甕 不 明 2 ゆるヽ 丸・キザ ナ デ ALO一 d

-3 甕 不明 1 内彎・受け口 丸・ キザミ 4 ナ デ ALU一 d

-3 甕 20cm以上 2 瀬戸内型系 丸・キザ 4 ナ デ 41図 -19 BAA
-4 甕 20cm以上 l 如意形口縁 丸・ キザ 5 整正ハケ 42図 -13 AMA― b

-4 甕 30cIIl以上 l 如意形口縁 丸・ キザ 5 斜行ハケ 42図 -14 AMB― a

4 甕 20cn以上 5 如意形口縁 丸・ キザ 5 ナ デ 42図 -15 AMC― b

4 甕 不 明 5 如意形日縁 丸 。キザ 5 ナ デ AMC― d

-4 甕 30cm以上 1 如意形口縁 面 。キザ 5 斜行ハケ 42図 -16 AME一 a

-4 甕 20cm以上 3 如意形口縁 面 。キザ 5 斜行ハケ 42図 -17 AME― b

-4 甕 不 明 ユ 如意形口縁 面 。キザ 5 ナ デ AMF― d

-4 甕 30cm以上 2 強く折れる 丸 。キザ 5 ナ デ 42図 -18 AMI― a

4 甕 不 明 2 強く折れる 丸・ キザ 5 ナ デ AMI― d

4 甕 30cn以上 1 強く折れる 面 。キザミ 5 ナ デ 42図 -19 AML― a

-4 甕 20c/m以 上 2 ゆるヽ 丸 。キザミ 5 ナ デ AMO― b

-4 甕 19 9cm以 下 2 ゆるヽ 丸・ キザ 5 ナ デ 42図 -20 AMO― c

-4 甕 不明 1 ゆるヽ 面 。キザ 5 ナ デ AMR― d

-4 餐 20cn以上 l 如意形口縁 丸 5 整正ハケ 42図 -1 ANA― b

4 賓 20cm以上 3 如意形口縁 丸 5 斜行ハケ 42図 -2 ANB一 b

4 甕 20cm以上 3 如意形口縁 丸 5 ナ デ 42図 -3 ANC― b

-4 甕 不明 7 如意形口縁 丸 5 ナ デ ANC― d

-4 甕 30cln以 上 1 如意形口縁 面 5 整正ハケ 42図 -4 AND一 a

-4 養 不 明 l 強く折れる 丸 5 ナ デ ANI― d

-4 甕 199蝕以下 2 強く折れる 丸 5 ナ デ 42図 -5 AN I

4 甕 20cm以上 ユ 強く折れる 面 5 ナ デ ANL一 b

-4 甕 20cm以上 1 ゆ る 丸 整正ハケ 42図 -6 ANM― b

-4 甕 19 9crd以下 2 ゆ る 丸 5 整エハケ 42図 -7・ 8 ANM― c

-4 餐 20ca以上 2 ゆ る 丸 5 斜行ハケ 42図 -9 ANN― b

― コ 甕 19 9cm以 下 1 ゆ る 丸 斜行ハケ 42図 -10 ANN一 c

コ 甕 20ca以上 4 ゆ る 丸 ナ デ 42図 ―H ANO一 b

4 甕 19 9cm以 下 2 ゆ る 丸 ナ デ ANO― c

-4 甕 19 9clll以下 1 直口 水平面 ナ デ 42図 -12 ANS― c

-4 甕 欠損 1 欠損 欠損 5 不明 ANヽハ「

-4 甕 欠損 3 欠損 欠損 5 整正ハケ ANX
-4 餐 欠損 9 欠損 欠損 5 斜行ハケ ANY

4 甕 欠損 欠損 欠損 5 ANZ

合 計



第13表 。西川津遺跡V区出土・弥生土器 (前期 6～ 10条以上沈線甕)の統計
時 期 番 檀 口 径 個体 数 口 縁 端 部 □ 縁 日

`彬
護 外 面 調 整 九線 数 代 表 例 (挿図 ) 記 号

4 奪 20omジ技 ト キ ザ 則恵 形 □縁 6
甕 19 9clll以下 キ ザ AOB― c

20cm以
「 丸・ キザ 知意形口縁 6 43図 -12 AOC― b

19 9cm以 下 キ ザ 賄意形口縁
4 小 IIH R キ ザ 賄意形口縁 6

19 9rn賜 下 2 XE煮形 □縁 6 -1
4 30clnJ/■ L 菊 。キ ザ ミ 強 く折 れ る 6 AOG― a

19 9cm 榎T 丸・ キ ザ ゆるヽ 6 AOM― c
饗 20crl以 5 苅 1・ キ ザ ゆるい 6 AOO― b

4 奪 19 9cln 丸・ キ ザ ゆるヽ デ 6 A00-c
餐 夕∩rm♭, ト l 菊,。 キ ザ 知 〈折 れ ナ デ 6

へ 明 3 笥 。キ ザ ミ 短 く折 れ る ナ デ 6 AOU― d
不 明 ¬̀

。
キサ ナ デ 6

コ lυ υcm以 ト 止ハケ 6 APA― c
20Tm 下 ハ ケ 6 APA― b

4 甕 30cm 丁ハケ 6 A P lj― a
箸 Tハ ケ 6 43図 -3
甕 20cm2 アヽ

イ、日月 6
20cm以 正ハケ
20cm1/1 く れ APL― b
19 9cm以 下 6 43図 -7

4 20cmj/1 ゆ る APO― b
9 9cm, 6 43図 -8

甕 不 明 6
20帥 以

20clll以上 ハ ケ APV一 b
欠T目 APX
欠 損 APY

4 灰イロ 欠 APZ
20cll以 上 BA

4 甕 20cmJ/■
「

キ ザ し

奪 不 明 ヽ AOA― d
甕 30clll以 キ ヽ ケ 7 441× 一
奪 キザ ケ 7 AOC― a
甕 ワ∩rmじ ケ 7

⌒HjH キ ザ く ナ 7 AOE― d
不 明 3 ナ 7

4 20cmJ/ 如意 形 口縁 7 AQG― b
30cmジ Iト 政口貢 形 □縁 7 44図 -2 A① H― a

4 甕 如意形口縁 7 44凶 -3
箸 如意形口縁 7 44E電 -4

4 篭 20cHl以

4 ぺ H月 如意形口縁 7 AOI一 d
30cm以 ア^

20cln切 ゆるヽ ｒア 7 AQ」 ―b
19 9clll以下 ゆるい 7 4 AOJ― c

4 20cmジ文L ゆる七 斜 行 ハ ケ AQK一 b
19 9cm以 下 ゆる七 1ト ハケ 7 44図 -9

4 撚 損 正ハケ AOX
久 Tハ ケ 7 AQY

窒 欠 ナ デ AOZ
6 瀬 声 ワ ナ デ BAL

20cm以 政日f霊 ′□ 蟹 止 ハ ケ 8 -14
20cm以 如意 形 口 癸  | 斜行ハケ 8 ARB― b
20cm以 攻日煮 ち□ ナ デ 8 44図 -16
/f・ IIH 如 憲 形 口帝 ナ デ 8
20cmワ , L 政日言三 □ R 44図 -17

4 30cll j/1 。キザ ミ 強 く折 れ る 整正 ハ ケ Ь

キう■ミ ゆるい ナ デ ARI― b
甕 30cm以 ・ キザ ミ な日雫三 回 ナ デ 8

4 ИRH月 キ ザ 回 舟 ナ デ 8 ARJ― d
20clll以上 。キザ ミ 驚 〈 れ る ナ 8
ガ、け 短 く折 れ る ナ デ 8 ARM― d

〔明 政日煮 □ 綴 8
4 †目 3 欠 損 8 ARY

欠 損 天辛目 ナ デ R ARZ
4 甕 20cn 以

「 如意刃
女日罵ま調

回 粛 斜 行 ハ ケ υ

簿 30cln以 上 □ ナ デ 9 ASB― a
甕 不 明 キザ ミ 如 貢 形 □ ナ デ 9
奪 丸 ゆるヽ 9 ASC― b
甕 30cm以 南 横 〈折 れ る ナ テ 9 ASE― a

ホ 明 丸 。キザ ミ ゆるヽ ナ デ 9 ASF― d
欠 損 失 損 壁 止 ハ ケ 9 ASX
疋〒目 局 欠損 斜行ハケ 9 ASV
30clll以上 如意形口縁 ナ デ 0,攻 ト 45図 -6 ATA― a

4 20cmj/■ 如意形口縁 整正ハケ lU以上
30cmレ文 強 く祈 れ る ナ デ ATC― a

4 甕 ZUcm)■ 。キザ ミ な日〒憲 □ 肝 ハ ケ ATD― b
箸 丸 ナ デ ATE一 b
餐 20cm以上 ¬′ ナ デ 10以上 ATH― b

電 面 。キザ ミ 女日素まЛ 10以「
欠 損 欠 権 実孝目 ナ デ ∩例ト ATY
k†目 欠 損 欠 損 斜打ハケ 10以「 AT7



第14表 。西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器 (前期多条・ 刺突文甕)の統計

時  期 器 種 口 径 旧体数 口 縁 形 態 端 部 調 整 外 画 調 整 突 形 態 代表例(挿図: 記 号

4 甕 20clll以上 如煮 形 口縁 丸 ナ デ 三角 形 状 要‖突 45図 -10 AUA― b6
4 賓 30cm売大 如 意 形 口縁 丸・ キ ザ 整 正 ハ ケ 三角 形 廠 ‖突 AUB一 a9
4 甕 20cm以 如意 形 口縁 丸 。キ ザ 整 正 ハ ケ 三角 形 状 東‖突 AUE― b

4 甕 30cn以 如意 形 口縁 。キザ 整 正 ハ ケ 45図 -11 AUF一 a10

4 甕 1 ゆるヽ 丸・ キ ザ 斜 行 ハ ケ 45図 AUG一 b6
4 餐 19 9cm以 下 1 ゆるヽ 丸 。キ ザ 455藝 9 AUK― c

4 餐 30cm'■「 1 如意 形 口縁 丸 。キ ザ ナ デ 45Cで AUL一 a

4 1 欠 椙 欠 損 AUV
匁す員 欠 損 ナ デ AUZ-7

mtt L 1 ゆるヽ 丸 斜 行 ハ ケ 斜 行 米 粒 状 刺 突 46屡召 1 AVA― b

Эcmtt L 1 ゆるヽ ¬ 。キザ ミ ナ デ 4第業片燎市‖牢 AVB― b7
Юclll以 上 1 短 く折 れ る Il。 キザ ミ 斜 符 ハ ケ 慰 行 業 粁 燎 市II窯 46優□ 2 AVC― a

,∩ r¶ レJ ト 1 如 意 形 口縁 丸 ナ デ 斜 行 業 片 引ギ莞II牢 AVD一 b
R∩ρmじザ ト 1 如 意 形 口縁 菊・ キ ザ ミ 斜 行 ハ ケ 小竹 管 状 刺 突 46図 3 AV

奢 2∩ rmけ J「 2 ゆるヽ 菊 。キ ザ ミ ナ デ 竹ヽ 管 鯨J突 46凶 4 AV b

奢 20cm以上 l 強 く折 れ る 由 ナ デ 竹ヽ 管 刺ヽ突 46怪錮 AV

4 甕 3 欠 損 ナ デ 斜 行 米 粒 状 刺 突 AV

4 甕 3 欠 損 ナ デ 斜 行 米 粒 状 刺 突 AV

4 甕 2 欠損 ナ デ 円形 刺 突 AV

4 甕 1 欠損 父 ナ デ 斜 行 米 粒 状 刺 突 AV

4 甕 3 欠捜 欠 ナ デ 小竹 管 状 刺 突 AV

4 餐 2 欠 を k椙 ナ デ /1ヽ 7J宅列犬束」哭 AV -6

コ 甕 3 久 k椙 ナ デ 小 竹 管 状 刺 突 V

J 甕 30cnl以 上 ユ □ 丸1・ キ ザ ミ ナ デ 条 間 斜 行 米 粒 状 刺 突

J 甕 20cm以上 1 □ 丸1・ キザ ミ ナ デ 条 間斜 行 米 粒 状票1突 WA一 b

4 甕 20cn以上 □ 丸
`・

キ ザ ミ ナ デ 条間斜 行 米 粒 状 界U突 AWA一 bd
4 甕 30cn以上 国縁 丸J ナ デ 多条 間′ヽ 竹 管 状 剰 哭 AM「 B― a

4 窒 20cm以上 口縁 丸 ナ デ 多条 間 小 竹 雷 状 刺 哭 AWB一 b

4 餐 19 9cm以  ト 口縁 丸 ナ デ 条 間小 竹 官 状 刺 哭 465Ю 7 AWC― c

4 甕 30cm以上 如煮 形 口縁 面 斜 行 ハ ケ 条 間横 位 米 475� 1 AWD― a

4 甕 19 9cm以 「 如 煮 形 口繊 面 斜イ〒ハケ 条 間横 位 米 465で 8 AWD― c

4 甕 20cm以上 如煮 形 口縁 丸 。キザ ミ ヨコハケ 条 間斜 行 米 46図 9 AWF一 b

4 甕 30cn以 上 如意 形 口縁 面 ナ デ 昇条 間斜 行 米 粒 択 て 47図 2 A ttr G― a

4 ゆるヽ 丸・ キ ザ ナ デ 条 FBH締位 刺 突 46屁で AWH― a

4 ゆるヽ 丸 。キザ 率 許 ハ ケ 条 闇締 位 束‖突 47図 4 AヽVI― a

4 如 意 形 口縁 丸 。キザ ミ ナ デ 条 FDR斜 行 米 粒 状 束|1突 46図 -1 Aヽハ/J― a

4 ゆるヽ 丸 。キ ザ ミ ナ デ 2基闇剋行業締峠茂‖牢 46図 -12 AWK― a

4 ゆるヽ 丸 。キ ザ ミ ナ デ 姦 基 闇 銀 行 業 片 肺 ‖牢 AWK一 b

強 く折 れ る 丸 率 Iト ハケ 条 PBR構位 米 粒 状 刺 突 46図 -13 AM「 L一 b

強 く折 れ る 丸 ナ デ 条 FBR構位 米 粒 状 束J突 47図 -3 AttrM― a

強 く折 れ る 面 ナ デ 条 闇楢 位 米 粒 状 刺 突 46図 -14 AWN― b

9cnl以下 強 く折 れ る 苛 。キ ザ ミ 多 条 閣橙 位 米 粒 状 刺 突 46優� AヽハIO― c

強 く折 れ る 而 。キザ ミ 多条 間竹 管・ 縦位 刺 突 47図 5 AWP― a

如 恵 形 口縁 苛 。キ ザ ミ ナ デ 多条 間斜 行 米 粒 状刺 奨 AWQ一 d

20cm 如 意 形 □縁 丸 ナ デ 条 間 円形 刺 突 A lll R一 b

強 く折 れ る キザ ミ ナ デ 条 間竹 管状 刺 賽 AWS一 bd
4 如意 形 口縁 ナ デ 条 間 2段斜 行 米 粒 状 刺 突 AW

4 強 く折 れ る ・ キザ ミ ナ デ 多条 間竹 管 状 刺 突 AW

4 強 く折 れ る 整 正ハ ケ 多条 間 円形 刺 突 Aヽ

4 強 く折 れ る 。キザ ミ ナ デ 夕条 間竹 管 。円形刺 突 Aヽ

4 如意 形 口冷 ナ デ 条間おヽ 円形 刺 央 AW

4 如意 形 口 ナ デ 条 間 3段円形 刺 突 AW

4 30cm以 如意 形 E 。キザ ミ 整正 ハ ケ 条 間 2段円形 刺 突 AW

4 顔 声 ・ キザ ミ ナ デ 条 間 貝殻 鋸 歯 文 BA

4 欠 斜イ子ハケ 条 間横 位 米 粒 状 床1褒 AXA
4 欠 捜 欠十目 斜行 ハ ケ 条 間横 位 米 粒 棋栞1多

4 欠 損 欠ヤロ ナ デ 条 間横 位 米 粒 棋 刺 多 AX

4 椙 欠ヤ昌 ナ デ 条 間横 位 米 粒 状 界 AX d

4 欠椙 ナ デ 条 間縦 位 米 粒 状 界 AXC
4 欠1目 斜行 ハ ケ 条 間斜 位 米 粒 AXD
4 欠損 欠キロ ナ デ 条 間斜 位 米 半 AXE
4 欠損 欠 椙 斜行 ハ ケ 多条 間横 位 : AXF
4 欠損 欠 椙 ナ デ 多 条 間積 位 米 AXG
4 欠 椙 欠ヤ昌 斜 行 ハ ケ 条 間 AXH
4

`キ

ロ 欠 損 ナ デ 条 間 AXI
4 欠 椙 ナ デ 多 条 間梗 位 米 粒 状 AX」
4 欠 椙 ナ デ 多条竹管状刺突 AXK
4 欠 椙 ナ デ 多 条 FBq竹管 。橋 位 頁1突 AXL
4 (ヤロ 欠 椙 ナ デ 条間 2段竹管状刺突 AXM
4 k椙 欠 才昌 ナ デ 婆 FBq竹管 状 束‖突 AXN
題 k椙 欠才昌 ナ デ 条 闇竹 管 状 束H突 AXN― d

4 欠 椙 欠損 整 エ ハ ケ 築 闇 羽状 則 突 AX0
J 欠 椙 欠 損 斜 行 ハ ケ 多 条 闇斜 行 如 突 AXP
J 欠 椙 欠 損 条 闇竹 管 状 束II突 AXQ
J 欠 椙 欠 損 象条 闇 竹 管 状 束|1突 AXR

k椙 欠 刊 ナ デ 多条 PBH竹管 状 衷H突 AXS
欠 椙 欠 ▼ 条 闇竹 管 状 刺 突 AXT
欠 椙 欠 羽 ナ デ 姦 峯 闇 剣 行 奮‖牢 AXU
欠 椙 欠 損 ナ デ 姦 峯 閣 剣 行 業 片 汁 莞‖牢 AXV

計 17
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第15表 。西川津遺跡 V区出土・弥生土器 (前期壺・ 頸胴部)の統計 〔1〕

時 期 器 種 部   位 特 徴 個  体  数 可能性のある破片 代表例(挿図) 分  類  言己  号
頸 部 タテキザ の あ る 2条突 帯 9 ZAA

4 HH∃

`

クテキザ のある 2条突帯 ZAB
〓霊 胴 部 米 桓 状 刺 央 2条矢帝 1 53凶 ― ユ ZAC

4 月同部 2条突 帯 ZAD
4 坐自日

`

2条突 〒 ZAE
一霊 打同ヨも 羽 状 キ ザ ミ Z祭写忌秤 ZAF

4 タテキザ ミ3条突帯 7 ZAG
4 羽状 キザ ミ 3条突 帯 5 53図 -3 ZAH

頸 部 キ ザ ミ 1条 6 ZAI
4 キザ ミ 1条突 帯 5 2 ZAJ
4 笑 将 53図 -4 ZAK

月同ヨる 1条突 帯 ? 5 ZAL一 d
4 肝情∃

`

2条低 突 帯 9 53図 -6 ZAM
4 月ロヨる む条 低 笑 吾 3 53凶 -5 ZAN

頸 部 3条低 突 帯 2 ZAO
4 H情 ∃

`

4条低 突 帯 3 ZAP
胴 部 キザ ミ4条代宴再 1 ZAO

4 1条内而 突帯 2 ZAR
4 1条低 突 干 3 ZAS

月同ヨも 1笑突 帯・P(詔 離 ) 2 ZAT
4 罰

一
頸・ 胴 各 2条羽 状 文 突 帯 ZAU

4 1条哭 平 ?(剥 離 ) 2 ZAV
頸 部 ヘラ霧笑繰の

「
卜を∧東‖寮 1 ZBA

4 一甲 坐自∃

`

ヘ ラ多 条線 の下 を△ 刺 突 馬 8 52図 -15 ZBB
4 堕 部 ヘ ラ多 条 線 の 卜を タテ束u賽 と ZBD

頸 部 ヘラ多歎 の 2 ZBE― d
4 坐自∃

`

ヘ ラ多条 線 の上 下 を O刺 突 ZBG
〓霊 月同ヨも ヘ ラ多条 線 の 卜を竹 管 】犬刺 契 2 ZBH― d

西同ヨる ヘラ多条線の 卜を米糀状用寮 1 ZB
4 ‖情∃

`

ヘ ラ多条 緑 の下 を○ 束J突 1 ZBJ
一笠 月同ヨI ヘラ多条緑の上 卜を竹管状刺突

ヘラ多条線の上下を△刺突
1 ZBK

4 ZBM
4 士ｆ ヘ ラ多 条線 の下 を△ 束肝 52図 -16 ZBN

〓霊 頸 部 ヘラ多条線の 卜を二菌ハ 1 ZBQ一 d7
J 斜 行 刺 突 の上 下 を ヘ ラ多 52図 -17 るBR― d6+
コ △ 刺 矢 の上 下 を ヘ ラ多条 Й ZBS-5+

頸 部 押 引 き束|1突支 1 ZBX
4 月alョ

`

2条沈 線 間 に米 粒 状 束H突 2
4 士霊 電 部 肖Uり 出 し哭〒上に押ぢ|き 刺突 l ZBZ

顕 部 1条沈線 4 bl ZEA
2 1条沈線 14 11 ZEB

一霊 頸 □縁 卜に世 ZEC
胴 部 肩 部 に段 51図 ZED

2 坐自∃

`

2条沈線 4 5 図 ZEE
一空 河同ヨI 2条抗 緑 ZEF

月同剖ζ 貝 2条沈 線

2 眉 部 段 +1条 沈 繰 6 51図 -18 ZEG
一霊 肩 部 J段 +1条す綴 7 1 ZEG一 dR
一叩 段 +1条 沈線 ? 3

2 士申 唆 十貝 1条沈 線 ? ZEH― sd
R 〓霊 頸 郡 自‖り IPし 突 再 中 に 1条沈 線 2 ZE

削 り出 し突 帯 ZJ
2・ 3 一空 削 り出 し笑 帯 中 に 1条沈 線 馬 ZEK

〓霊 頸 部 削 り出 し突 帯 2 51 ZEL
3 段 +2条 沈線 18 51図 ZEM

2・ 3 〓雪 映 十貝 2条沈 線 ? ZEM― sd
頸 部 段 +2笑 所 線 `F 6

3 3条沈線 8 ZEO
3 〓亜 3条沈線 17 ZEP

月同部 貝 3条沈 繰 1

3 一奪 笙自き

`

削 り出 し突帯 中 に 2条沈線 52図 1 ZE(
士更 打同ヨ

`

段 +嵩 条 流 線 ZER
月同モヨる 段 十 回 3条沈繰 52図 3

3 H信 ∃
`

段 +貝 3条沈 線 ? ZER― sd
一霊 軍膏ヨる 3条す繰 +摯 1 ZES

月同ヨI 3条沈線 +逆段 5 ZET
3 H信1召

`

削 り出 し奨帯 中 に 3条沈 線 1 52凶 5 ZEU
一笠 頸 部 無 又 7 ZRV

月同剖る 無 文 ZEW
2 jI「日

`卜

半 無 文 l 52凶 ZEW― T
胴 部 4笑所線 ZFA

貝 4条沈 線

4 4条沈線 9 -7 ZFB
月同剖I 段 +4条 す 線 4 2 ZFC

4 4条沈線 +段 2 ZFD
4 4条 rtr緑 +砕 1 ZFE

頸 部 5条沈線 1 7 ZFF
4 笙自ヨ

`

貝 5条沈 線 ? ZFF― sd
月日ヨI 5条抗線 ZFG
頸 部 段 +5条 沈 繰 1 Z「 H

4 段 +5条 沈 線 2 ZFI
賽 再 中 に 4条す 線 1 ZFJ

4 一年 6条沈繰 A 6 52図 11 Z「 K



第16表・ 西川津遺跡 V区出土 。弥生土器 (前期壺・ 頸胴部)の統計 〔2〕

時 期 器 種 部  位 特 徴 個 体 数 可能性のある破片 代 表 例 (挿図 ) 分 類 記 号

-4 士霊 胴部 6条沈線 14 52図 -12 ZFL
4 士笠 頸部 突帯中に 6条沈線 1 ZFM

-4 士軍 胴部 段+6条沈線 ? 1 ZFN― d

4 士霊 頸 部 7条沈線 52図 -13 ZFO
4 一霊 胴部 7条沈線 ZFP

― コ 士霊 胴部 突帯中に 7条沈線 1 ZFQ
一璽 胴部 7条沈線 ?十段 1 ZFR― d

-4 士霊 頸部 7条沈線+逆段 3 ZFS
-4 士笙 胴部 8条沈線 3 ZFT

4 空 頸部 8条沈線 2 2 ZFU
-4 gg 胴部 貝 8条沈線? l ZFV― sd

4 頸 部 段+8条沈線 1 ZFW
-4 霊 頸部 9条沈 線 2 ZFX
-4 一電 胴部 9条沈線 ? ZFY一 d

4 壷 頸部 10条沈線 ? ZFZ― d

-4 頸部 13条沈線? ZFd― d

4 頸部 14条沈線 1 ZFe
-4 士電 頸部 11条沈線 l ZFf― d

-4 一霊 顕部 16条沈線? l ZFg― d

4 霊 胴部 米粒状刺突と竹管状束」突の繰り返し l 52図 -20 ZHA
-4 霊 口縁部 ヘラ多条線の下に竹管文 1 52図 -19 ZHF

合  計



第17表 。西川津遺跡 V区出土・弥生土器 (前期 。加飾壺)の統計表

躙lH淋に縦形更を胴更する欄体 締 万 同 の 今 割 編 有 餌 軸 緑 の 原 体 綾 杉 又 の 原 体 榎 叡 段 に分 か れ る のス膊I絹 の原依
有軸 綴 杉 又  19 縦分善」緑有 り 3 も 。早日渦R む 。綴 杉  l も °天 丞 回

0

H・ 入 貼 回 ∩

H・ 綾 杉  0 S・ 大区画

H° 天 は 国 S・ 小 区画  0

H・ 早田用呆 Z S。 綾杉 も °
天 膝 凶

H・ 小 区画  1
H。 大 区画

H・ 綾 杉  1 も・ 八 丞 国 S・ 小区画 0
H・ ホ阪面 ∩

H。 大 基 国

縦分割線無 し 16 も・ 半日Iytt  0 も °
緩 杉

H・

H・ 緩 企ラ

H。 7n緑  lo S・ 綾 杉  5 S。 大 区 画

H・ 懐 杉

路綱謝∫に末葉更を而更する朝体

本葉 文  10 3本線 による木棄文 1

H・ 4本線による木葉文Z

H・ 5不線による木菜文 5 保

十 S・ 無蠅綾杉 Z

H・ 7本線による末藍支9 H・
=反

面綴



第18表 。西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器 (前期壺、鉢・ 口縁部)の統計

時 期 器 棲 個体数 可能性のある個体 □縁 部 。外 面 調 整 の特 徴 代表例(挿図) 分 類 記 号

4 2 端部 貝キ ザ ミ

2 端部 キ ザ ミ ZCA
6 端 部 下 端 キ ザ ミ ZCB

4 士甲 4 端 斜 キ ザ ミ ZCC
4 一霊 1 端キザ ミ ZCD
4 一笠 端 部 鋸 粛 キザ ミ ZC

4 〓笙 6 3 無軸 羽状 キザ ミ (左向 き ) 48凶 -2

封 7 1 無 車由羽 】犬貝 キ ザ ミ (左同 き) と一 s

6 無 軸 羽 状 貝 キ ザ ミ (石同 き) ZCG
電 士Ｔ 1 卜下 山 婦 日 キ ザ ミ ZCH― s

一笠 4 aIFHI菖 複羽状キザ ミ (々同き, 48図 -5 ZC

4 一笠 1 鎮 軸 章 梅 羽状 ロキ ザ ミ 左 向 き) ZCL― S+ZBB2
4 〓霊 斜 格 子 キザ ミ 4AI文十-7
4 斜 格 子 キ ザ ミ、 頸 部 三 角 形 刺 突 ―ZB131 1

4 斜 擦 子 ロ キ ザ ZCJ― s

1 1 軸 羽 状 文 く石 同 き) -10 ZCK
4 輸 目羽状 支 (右向 き 48図 -11 ZCK― s

4 15 軸 羽状 支 (々百 き 49図 -2 ZCL
4 3 車t目 羽 状 文 (左向 き) 49図 -3・ 5・ 6

4 有軸 貝羽 状 文 (左向 )頸部 三 角 刺 突 S+ZBB2
l 有車由貝羽状 文 (左右 両 向 き) M一 s7α
l 有 軸 竹 管 状 刺 突 ZCN
2 3 有 軸 タテ キ ザ ミ 481園 -13。 14 ZCO

2 キザ ミ 48図 -16 ZCP
4 一笠 1 キザ ミ、 亜 部 肖‖り出 し突帯 48図 一 ZCP― ZEQ
4 有 軸・ 下 端 キザ ミ 48じで

4 米 粒 状 刺 突

3 1条沈線

1 1条貝 沈 繰 ZCS― s

3 2条沈 緑 48図 -21 ZCT
4 3 2条 目rit繰 48図 -22 ZCT一 s

4 一霊 1 有 姉・ 面 端 キ ザ ミ ZCV
4 3条沈線

4 2条 貝沈線・ 下 端 員 キ ザ ミ うヽV

l タテ キ ザ ミ十有 軸 羽状 文 (左同 き) ZCX
1 有軍由・ 下 タテ上 斜 キ ザ ミ ZCY

獨 □ 縁 衛 へ 中 4_l品 50図 ― J ZDA
J 士堕 □綴由^丈押品 50図 -2 ZDB

3 〓壺 1 □縁 雨・ 削 り出 し突 帯 上 に 4条沈線 50図 -3 ZDC
3 〓霊 口縁 耐 4条沈線

4 口縁 面・ 削 り出 し上 に 6条以 上 沈線

3 口縁 面・ 頸 部 に削 り出 しの投 ZDF
5 口縁 丸 み の あ る画 靭 部 に削 り出 しの撲 -6 ZDG

士Ｔ 7 口縁 丸 み の あ る lal・ にヘ ラ柏 き沈 線 50図 ZDH― d

4 〓笠 1 回縁 苛,み の あ る南・笠自甜∫航線 卜に米 紅枚宋‖突 50図 -8 ZDI
2・ 3 一霊 □縁 詢′み の あ る而 ハ 中型 品 50図 -9 ZDJ
2・ 3 〓霊 口縁 力,み の あ る面 。 大 型 品 50凶 -10

2 口縁 丸 み の あ る面・頸 部 に削 り出 しの段

9 □縁 丸 。頸 部 に削 り出 しの段 ZGA
1 口縁 丸・ 頸 部 に削 り出 しの逆 同 き快 -1 ZGA― R

士年 3 □綴 詢・ 節 部 1婆沈線 50図 -14 ZGB
2・ 3 一堕 と 2 沈 線 ZGC
2・ 3 〓⊆ 口縁 羮,・ 頸 部 2条 貝沈 線 ? ZGC― sd
2。 3 □縁 如J。 師 部 3条沈線 50凶 -15

2・ 3 ユ 口縁 丸・ 頸 部 段 上 3条沈線 ?

1 口縁 丸・ 頸 部 4条沈 線 ZGF
1 口縁 丸・ 敗 ヨ

`段

4条 rT/線 ` ZGG一 d

4 2 3 □縁 菊 。坐自∃

`

流 綬 50図 -17 ZGH
4 1 □綴¬・ 坐ロヨ

`

沈 線 ZGI
4 1 □縁 詢1・ 蜀 部 タテキ ザ 2条突 帯 50図 -18 ZGJ
4 口縁 詢1・ 節 言岡可】犬キザ 2条突 再 50凶 -19

4 口縁 丸・ 頸 部 羽】犬キ ザ 3条突 帯 G

51 口縁 丸 。無 文 ZGM
ZGM― a

1 □綴¬・ 釣召
`タ

テキザ ミ1笑降再 51図 -2 ZGN
2。 3 1 図 ZGN― c

2 一笠 1 □縁 詢1・ 肩 部 に音Hり 出 しの段 51図 -3 ZGO
4 肩 部 に 2条沈線 +竹管 束J褒 51図 -7 ZG

4 肩 部 に 2条突帯 51凶 一 ZGO―
4 頸 部 3条・ 胴 部 4条沈線 ZGR

1 頸 部 奨稀 中 4条沈 緑 ZGS
1 斜イi口縁 図-5 ZGT

3・ 4 2 □ 綴 内 由 に世 図 -6 ZGU
2・ 3 1 □縁 部 次 ぃ 蔓・ 肩・ 胴部 に 2条沈 線 図 -11 ZGV
4 一霊 と □縁 部 欠ハ 肩部 に流 水 文 退 化 文様 図 -12 Z6W
4 無 霊

=
馬a×十-7 ZIA

4 内彎 ′ヽ 型 壼 ZlB
2 鉢 1 ZIC
4 把 手 付 鉢 53図 -10 YGA

4 無 師 鋏 1 無頸鉢 53図 -9 AYA
合 計



第19表 。西川津遺跡 V区出土・ 弥生前期土器 (その他器種)の統計
時 期 器 種 個 体 数 代 表 例 (挿図) 分 類 記 号

4 人面付土器 55図 -1
期 蓋 (天丼水平タイプ) 大 54図 -1・ 2 YBA― a

期 蓋 (天丼水平タイプ) 中 YBA― b
期 蓋 (天丼中落ちタイプ) 大 54図 -3・ 4 YBB― a
期 蓋 (天丼中落ちタイプ) 〕 3 54図 -5・ 6 YBB― b
期 蓋 (尖天丼) 3 54図 -9 YBC
期 蓋・破片 54図 -7・ 8 YBD
期 蓋 。キザ ミのある端部 l YBE
期 ニチュア土器・甕 5 54図 -20。 21。 23 YHA
期 ニチュア土器・ 甕の下半 13 54図 -19 YHB
期 ニチュア土器・この一部 9 54図 -25 YHC
期 ニチュア土器・甕の上半 54図 -22 YHD
期 ニチュア土器 。三の上半 54図 -24 YHE
期 ミニチュア土器・ 鉢 3 54図 -12 YHF
期 ニチュア土器・蓋 1 54図 -26 YHG
期 ニチュア土器・脚台部 1 54図 -27 YHM
期 蓋 (中実タイプ) 3 54図 -13 YHH
期 土笛 3 54図 -16～ 18 YI
期 中空用途不明品 3 54図 -14・ 15 YHL
期 小型鉢 2 54図 -10 YJA
期 中型鉢 9 54図 ―■ Y」 B
合  計

第20表 。西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器底部の統計
時 期・器 種 分 類 記 号 底 部 径 (cm) 個 体 数 器種 別個体 数 時期 別個 体数

I様式・重

NAA ～ 5

2213

NAB 5～ 8

NAC 8-11 321

NAD 11～ 14
NAE 14～
NAF 不  明

I様式・甕

NBA -5

1271

NBB 5～ 8 830

NBC 8～ 11
NBD 11′ -1 4

NBE 14～ 0

NBF 不  明

I様式・不明 NK

Ⅱ様式・重

NCA ～ 5 5

NCB 5-8
NCC 8～ 11
NCD 11-14 4

NCE 14～ 0

NCF 不  明

Ⅱ様式 。甕

NDA -5

NDB 5～ 8

NDC 8～ 11
NDD 11～ 14 0

NDE 14～ 0

NDF 不  明

Ⅱ様式・不明 NL 7 7

ⅢoⅣ様式 壷

NEA ～ 5

NEB 5～ 8

NEC 8-11
NED 11～ 14
NEE 14～ 0

NEF 不 明

Ⅲ・Ⅳ様式 甕

NFA ～ 5

NFB 5～ 8

NFC 8～ 11
NFD 11～ lJ 0

NFE 14～
NFF 不  明

Ⅲ・Ⅳ様式 不明 NM 13

V様式・壷 NIA ll

11V様式 。甕 N」 A 0

V様式・不明 NN 0



第21表・西川津遺跡V区出土・弥生土器 (中期‖期)の統計
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第22表 。西川津遺跡 V区出土・弥生土器 (III・ Ⅳ期甕等)の統計 〔1〕

時 期 器 種 部 位 個体数 日縁キサ 備 考 代表例(挿図) 記  号
Ⅲ-1 甕 上半部 口縁は先端で僅かに内彎し、端部に面はなヽ 57図 -9。 10 BEA一 a
皿 -1 餐 上半部 口縁は直線的で端部は丸ヽ 57図 -11・ 12 BEA― b
Ⅲ-1 甕 上半部 17 口縁は緩やかに外反し、端部は丸七 57図 -13・ 14 BEA一 c

Ⅲ-1 餐 上半部 4 口縁は緩やかに外反し、端部は丸い。前期的 57図 -15 BEA― d
Ⅲ-1～ 2 甕 上半部 19 口縁は外反し、端部は立ち上がる 57図 -22～ 24 BEB一 a

Ⅲ-1～ 2 甕 上半剖 口縁はやや内彎し、端部に面を持ち、わずかに上に立ち上がる 57図 -25・ 2( BEB― b
Ⅲ-1 甕 上半 剖 日縁は外反し、端部は面を持つが肥厚はしなヽ 57図 -17～ 2( BEC一 a

Ⅲ-2 甕 上半剖 口縁は外反 し、端部に面を持ち上下にわすがに肥厚する 58図 -1～ 3 BEC― b
Ⅲ-2・ Ⅳ-1 餐 上半剖 l 口縁は外反し、端部にやや幅広の面を持ち、上に拡張する 58図 -4 BEC― c

Ⅲ-2 餐 上半叡 l 口縁は外反 し、端部にやや幅広の面を持ち、上下に拡張する 58図 -5 BEC― d
Ⅲ-2 甕 上半部 口縁は内彎し、端部にやや幅広の面を持ち、上下に拡張する 58図 -6・ 7 BEC― e

Ⅲ-2 甕 上半部 2 口縁は短く外反し、端部にやや幅広の面を持ち、上下に拡張する BEC一 f

Ⅲ-2 甕 上半都 口縁は短く外反し、場部にやや幅広の面を持ち、下に拡張する 58図 -8 BEC― g
Ⅲ-1～ 2 餐 上半謝 2 口縁は強く外反する 57図 -21 BEC― h
Ⅲ-2 餐 上半部 1 肩が張り、回縁は水平気味に外側に張る 59凶 -1 BEC― i

Ⅲ-2 甕 上半部 Э □縁は若千外反し、端部に面を持ち、わずかに上に立ち上がる 58図 -11 BED
Ⅲ-2 甕 上半 部 3 辞格子 口縁は外反し、端部にやや幅広の面を持ち、上に拡張する 58図 -10 BEE
Ⅲ-2 甕 上半部 5 内外面ともに漆塗り 58図 -14。 15 YF
I-4～ Ⅱ-1 甕 上半部 1 擬朝鮮系無文土器。外面はタテハケ調整 58図 -16 YCA
Ⅲ～Ⅳ期 台形土器 上半部 5 外面は縦位のヘラミガキ 58凶 -17,18 YA
Ⅲ～Ⅳ期 蓋形土器 狙手部分が中実で長ヽ 58図 -19 YHK
Ⅲ～Ⅳ期 蓋形土器 7 い型品。頂部は磨滅しており形態は判然としなヽ 58図 -20 YHJ
Ⅲ～ Ⅳ 期 蓋形土器 1 い型品 58図 -21 YBB― c

第23表 。西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器 (Ⅲ oⅣ期甕)の統計 〔2〕

日寺 期 器種 部  位 個体数 日縁凹線顕部補強日縁キザミ 備 考 代表例 (挿図) 記  号

Ⅲ-1 甕 上半部 2 口縁の上下拡張は小さt 58図 -9 BFA― a

Ⅳ -1 甕 上半部 8 2 口縁端部は上方への拡張が長ヽ 62図 -12 BFA一 d
Ⅳ -1 甕 上半部 2 口縁端部は上に突出し、下垂しなヽ 62図 ―■ BFA― e

Ⅳ-2 甕 上半部 4 3 □縁端部は上に突出し、下垂しなヽ BFB― a

Ⅳ-2 甕 上半部 3 □縁端部は内傾して立ち上がり、下垂 しなヽ 62図 -13。 20 BFB― b
Ⅳ-1～ 2 甕 上半部 口縁端部は内傾し、上方への拡張が長ヽ 62図 -18 BFB― c

Ⅳ-2 甕 上半部 1 口縁端部は内傾し、上下均等に拡張する 62図 -22 BFB一 d

Ⅳ-2 甕 上半部 4 4以上 口縁端部は内傾し、上方への拡張が長ヽ 62図 -19 BFC
Ⅳ-1 甕 上半部 ○ 口縁端部は上方への拡張が長ヽ 62図 -17 BFD
Ⅲ-2～Ⅳ-1 甕 上半 部 口縁端部には幅広の平坦面を持つ 58図 -13 BGA
Ⅲ-2 甕 上半部 ○ ○ 口縁端部には幅広の平坦面を持つ 58図 -12 BGB
Ⅳ-1 餐 上半部 Э □縁端部は上下均等に拡張する 32図 -15 BGC
Ⅳ-2 甕 上半部 3以上 Э 口縁端部は上方への拡張が長 t 52図 -16 BGD
Ⅳ-1 餐 上半部 Э Э 口縁端部は上下均等に拡張する 32図 -14 BGE
中期 甕 願部 下 の み Э BGF
Ⅳ-2 餐 上半部 1 2 Э 日縁端部は上下に拡張し、顕部には指頭圧痕文帯を貼付する。 32凶 -21 CGA
中期 甕 上半部 短頸養 57図 -16 BHA
中期 甕 頸部下のみ 内面はナデ消し BJA
中期 甕 頸部下のみ 内面はハケ調整 BJB
中期 甕 頸部下のみ 内面調整不明 BJC
Ⅳ 期 餐 胴部のみ 胴部に二枚貝原体による押引き刺突を施す 52凶 -23 CJB
Ⅳ期 賓 胴部 7 米粒状刺突文 BZA
Ⅳ期 甕 胴部 3 ヘラ刺突文 BZB
Ⅳ期 甕 胴部 二枚貝刺突文(回転) BZC
Ⅳ期 甕 胴 部 ユ 二枚貝刺突文 BZD
Ⅳ期 甕 胴部 4 ケヽ刺突文 BZE
Ⅳ期 甕 胴部 櫛状工具による刺突文 BZF
Ⅳ期 甕 胴部 17 押引き束J突文 BZG



第24表 。西川津遺跡 V区出土・弥生土器 (Ⅲ・ Ⅳ期壺)の統計 〔1〕

時 期 器 種 部 位 語部突岸 口顧 稼 頸部補強十日縁キザミ 情 考 〔差例 (挿図) 記 号

Ⅲ 広 口重 口縁 部 1 解粛 ]縁は外反し、端部にやや幅広の面を持ち、上に拡張する 50凶 -21 BEF
Ⅲ 。 2 医 □蔦 口縁 部 やや幅広の面を持ち、日縁端部は上下に僅かに拡張 60図 -1・ 2 BKA― a

Ⅲ 2 砥 口巨 口縁評 斜め上方 に拡 張 す るが無 文 60図 -6 BKA― b

Ⅲ 2 広 口蔓 口縁 部 瑞部 は下 乖 し広 い而 を持 つ が無 文 60凶 -3,4・ 8 BKA一 c

Ⅲ 広 口痛 ]縁翠 平文 斜め上方に拡張する 61図 -7 BKA― d

Ⅲ 2 広 口華 □ 綾 召! 咆ヽ型で日縁は上方に肥厚 し、やや幅広の画を持つ 6()I× -5 BKA― e

Ⅲ 打ヽ型 壷 口縁 郡 短師 で文 様 を持 たず、 口縁 の面 も狭 ヽ BKA一 f

Ⅲ 2 直日壺 □縁日Ⅲ 斜 め上 卜万 同 に肥 厚 30図 -9 BKA― 質

Ⅲ ムロ壷 回縁 甜 ⊃ 口縁端部はあまり拡張 しなヽ 30凶 ― H B K 13-a

Ⅲ ムロ孝 口縁 暫 1 )日 午ザミ □縁 端 部 はあ ま り拡 張 しな ヽ 30図 -12 BKB― b

Ⅲ 広口壺 □縁∃| 貝キザミ斜 め下 方 に拡 張 す る 30図 -13 BKB一 c

Ⅲ ムロ重 口縁 酎 ヘ ラ斜 線 回縁 は下 垂 し、 幅広 の面 が形 成 され る 50凶 -14 BKB一 d

皿 広口寺 回縁 部 5 複線 斜 蘇 口縁は下垂し、幅広の面が形成される 30図 -23 BKB― e

Ⅲ 広口基 口縁部 l キザミ日縁は上方に長 く拡張 し、鴨広の半IH画 を形成する 30図 -15 BKB― f

Ⅲ 広 口豆 口縁ヨ6 1 複線斜続 ]縁 は斜め上下方に拡張し、幅広の平坦面を形成する BKB― g

Ⅲ 広 口寺 口縁 部 無軸 綾 杉 口縁は下垂し、幅広の面が形成される 50図 -16 BKC― a

Ⅲ 医 口垂 □縁部 の 複数 綾 杉 口縁は下垂し、幅広の面が形成される al図 -6 BKC― b

Ⅲ 広 口豆 口縁 部 単線斜格子 やや幅広の面を持ち、日縁端部は上下に僅かに拡lJF BKD― a

Ⅲ 医 国市 □縁 部 辛線斜格子 ]縁は斜め上下方に拡張し、幅広の平坦面を形成する 30図 -19 BKD― b

Ⅲ 広 □石 口縁部 当線斜格子 斜め下 方 に拡 張 す る 6()IX十 -20 BKD― c

Ⅲ 広 口壷 口縁 部 貨線斜格子 やや幅広の而を持ち、日縁端部は上下に僅かに拡張 60凶 -17 BKD一 e

Ⅲ 医 園再 □縁 部 寅線斜格子 日縁は斜め上方に拡張し、幅広の平坦面を形成する ;1図 -5 BKD― f

Ⅲ ムロ重 口縁ヨ! 悔線斜格子 □縁 は下 垂 し、 幅広 の面 が形 成 され る i(〕 ×-3 BKD― 宜

Ⅲ-2 ムロ蓮 口縁 翠 4 9 優線斜格子 □縁 は下 垂 し、 幅広 の面 が形 成 され る 31図 -1 BKD― h

Ⅲ-1 菰 国再 口縁 剖 4 夜】犬文 口縁は下垂し、幅広の面が形成される 50図 -22 BKE一 a

Ⅲ-1 ムロ壷 口縁 罰! l ○ 皮状文 口縁はあまり下垂せず、外に突出する 51図 -3 BKE― b

Ⅲ-1 衣口蓬 口縁 訂 4 腹繰鋸歯ヌ やや幅広の面を持ち、日縁端部は上下に僅かに拡張 50図 -27 BKF― a

Ⅲ-1 ムロ壺 □縁日( 1 単線鋸歯攻 やや幅広の面を持ち、日縁端部は上下に僅かに拡張 30図 -28 BKF一 b

Ⅲ-1 ムロ重 口縁 甜| 単線鋸歯女 口縁 は下 垂 し、 幅広 の面 が形 成 され る BKF― c

Ⅲ ― ムロ革 口縁 部 腹線鋸歯ヌ 口縁は下垂し、幅広の面が形成される -26・ 29・ 30 BKF― d

皿 Ⅳ ムロ壺 □縁日1 1 0 腹線鋸歯う 口縁はあまり下垂せず、外に突出する 31図 -2 BKF一 e

皿-2～Ⅳ-1 ム回藁 顕部 1そ雅 魅 り付 け突 帯 ら01× -85 BKG一 a

Ⅲ-2～Ⅳ-1 ムロ蒔 顕部 3 2子染 帖り付け突帯 30図 -32 BKG一 b

皿-2～Ⅳ-1 砥口重 顕部 4条 ユ占リイ寸イナ突
=予

BKG― c

Ⅲ-2～Ⅳ-1 広口重 頸部 2条 +α ユ古リイ寸イナ突 1寺 BKG一 d

Ⅲ-2～Ⅳ― ば□壽 獨部 1条十α もり付け突帯 BKG― e

Ⅲ-2～ IV-1 砥 口重 頸部 17 3条 十α もり付け突帯 う()IX-34 B K GI― f

Ⅲ-2～Ⅳ-1 広 口重 頸部 1 4条 +α H占 り4キ イナうで有ξ ひ1図 -4 BKG― 富

Ⅲ-2～Ⅳ-1 広口壺 頸部 5条 +α R占 リイ寸け雰ぎ吾 8KG― h

Ⅲ-2～Ⅳ-1 広 口壷 敗部 0条 R占 リイ寸イナ突1青 ら2× 一 BKG一 i

時 期 器 種 部 位 個体数 口縁凹新 踊部凹線 | 日縁|ザ 備 考 代表例(挿図 記 口〓

Ⅲ-2 広 口壷 1 2子為 ○ やや幅広の面を持ち、日縁端部は上下に僅かに BLA― a

Ⅲ 広口壺 2 2条 9 □縁はあまり下垂せず、外に突出する BLA一 b

Ⅲ-2 広 口重 3条 Э 口縁 端 部 は上 下 に僅 か に拡 張 61図 -12 BLA― c

Ⅲ-2 広 口幕 2 3条 D 日縁は斜め に下方に拡張し、幅広の平坦面を形成する 畳― BLA― d

H 広口壷 3条 口縁は斜め上方に拡張する BLA一 e

Ⅲ-2 広 口重 3条 ⊃ 口縁 は斜 め下 方 に拡 張 す る 31凶 -9 BLA― f

皿-2 去口芹 1 4条 D 口縁は斜め上方に拡張する 31図 -14 BLA一 質

Ⅲ-2 丞口憂 4 4条 口縁は斜め下方優先に拡張する 31図 -16 BLA― h

Ⅲ-2 ムロ壷 1 5条 ⊃ 口縁 は斜 め下 方 優 先 に拡 張 す る 31凶 -15 BLA一
llI-2 ムロ基 1 5条 D 口縁は斜め下方に拡張する 31図 -11 BLA―
皿-2 広口豆 Э 3～ 4纂 ⊃ 口縁 は斜 め下 方 優 先 に拡 張 す る うJ× -10 BLA― k

Ⅳ 広口蓬 1 3条 Э ∩ 国縁 は斜 め上 方 に拡 張 す る 51図 -13 BLA-1
Ⅳ 広口壺 2～ 4条 □縁は斜め上方に拡張する 31図 -27 BLA一 m
Ⅳ 広 口垂 2～ 4察 口 発は斜 め上 方 に僅 か に拡 張 す る 61図 -23 BLA一 nl
Ⅳ 医 □苺 1 2～ 4条 D □縁 は斜 め L方に拡 張 す る 61図 -22 BLA― n2
Ⅳ 啄 口琵 2～ 4条 日縁端部は上下に僅かに拡張・BLA―■1よ り直角に近い 31図 -24 BLA― ol
Ⅳ 直 口豆 1 0 3条 口縁は斜め上下方に拡張する 31凶 一 l BLA― o2
Ⅳ 医 □帯 Э 2～ 4条 □縁はあまり下垂せず、外に突出する 61図 -25 BLA― p

Ⅳ 灰 □石 3～ 7条 口縁は下垂し、幅広の面が形成される 61図 -18。 21 BLA― ol
Ⅳ 広 口壷 1 0 3条 口縁 は下 垂 し、 ∃広の面が形成される 61凶 -20 BLA― q2
Ⅳ 医 口再 4～ 5条 口縁端部は上下に大きく拡張 61図 -26 BLA― r

Ⅳ-2 広 口壷 ～ 4粂 Э やや幅広の面を持ち、日縁端部は上下に僅かに拡張 う1凶 -29

Ⅳ-2 ムロ壷 2～ 4暴 口縁 は斜 め上 方 に拡 張 す る 〕1図 -28 BLA― t

Ⅲ-2 藍 □再 l 多条 口縁端部は長く下垂させる 51図 -19 BLA一 v

Ⅲ-2 ムロ壷 l 口縁 端 部 は内彎 しなが ら千 ≧ す る iO図 -7 YP

Ⅳ 期 苗口導 1 鶴 い梅 合 口縁 状 を呈 す 52図 -2 BMA
Ⅲ 期 ムロ壺 胴部 小型 品 30図 -24 BLB
Ⅳ-2 ムロ重 1 3条 日縁は斜め上方に拡張する。頸部に押引き刺笑文 32凶 -1 QA
Ⅳ ― 士

市 1日 ヨも クシ稲き百軍Bル 状文 32図 -9 BOB
Ⅲ 期 〓亜 回縁 諷! 見込 み に押 引 き刺 笑 文 BOC
Ⅲ期 子亜 口縁 1 見込 み に波状 文 +複線 鋸 歯 BOD
Ⅲ期 士草 □縁ヨ| 1 亀込みに粘土紐でΩ型をつくる BOE
Ⅲ期 〓車 口縁ヨ! 見込 み に押 引 き剰 突 文 十複線 鋸 歯 BOF



第25表・ 西川津遺跡 V区出土・ 弥生土器 (Ⅲ・ Ⅳ期壺)の統計 〔2〕

時  期 器 梧 部 位 個体効 墳部央弔 □ 綴 マ 様 狼部補強十日縁キザ 備 考 代表 例 く挿 凶 ) 白〓

Ⅲ 期 〓亜 伺部 腹線鋸歯文 BOG
Ⅳ 期 士霊 顕部 凹線 文 32図 -4・ 6 BOH
Ⅲ期 士

市 頃～肩部 4 複線斜格子文 BOI
Ⅲ期 一霊 〕同部 複線斜格子文 BOJ
Ⅳ期 士堕 巨質喜

`
疲状 文 BOK

Ⅳ期 士電 周部 波状文 BOL
Ⅳ期 頃部 2 頸部に凹線を施す 32図 -5 CR
Ⅳ期 予空 同部 ヘラ描き沈線で区画 した文様帯に波状・束J突文を加文する BZH

第26表 。西川津遺跡 V区出土・弥生土器 (III・ Ⅳ期鉢・ 無頸壷)の統計
時  期 器 種 部 位 個体 数 突 帯 水平日縁 ]縁 キザミ 備 考 氏表 例 (挿図 : 記 号

中期 無頸
=

上半 都 ,9× -6 BHC
Ⅲ-1 鉢 上半酎

`

4 日縁は幅広の平坦面をもち、外面に突出し、直下にも指頭圧痕の入った突帯を有する 59凶 -9 BAH
Ⅲ期 鉢 上半部 1 D 0 つぶれたタガ状の突帯にキザミを入れる Ю図 -12 BNA一 a
Ⅲ期 鉢 上半評 1 外使 して平 坦面 を持 つ 5班測-4 BNA― b
皿期 然 上半 ヨ! 2ユ ⑦ 内傾 59図 -5 BNA― c

Ⅲ期 鉢 上半 部 1条 ⊃ 59図 -11 BNA一 e

Ⅲ期 沐 上半部 2条 D 59図 -13 BNA― f

皿期 亦 上半 部 2条 Э 復線 鋸 菌 み 復 線 斜 格 子 ,9凶 -14 BNA― 質
Ⅲ剣] 無頸 壺 上半部 3 D 内傾 ,9図 -2・ BNA― h
Ⅲ期 沐 上半部 l 1条 D 局9× -10 BNA一 i

Ⅲ期 然 上半 部 1 多 条 Э 内傾 59図 -15 BNA一
Ⅲ 期 沐 上半 部 1 ○ 内イヒ白。多 条 rtr線 BNA― k
Ⅲ-1 黙 上半部 1 ⑦ 口縁 上 面 に複 線 鋸 歯 文 591×|-7 BNA一 M
Ⅲ 期 沐 上半 罰 1 多条 均彎 59図 -16 BNA― m
Ⅲ 期 沐 ■半剖 ○ D 殉ltR BNA― ]

第27表 。西サII津遺跡V区出土・弥生土器 (Ⅲ・Ⅳ期高杯、及びその他器種)の統計
時 器 種 部 位 固体 教 日縁キザミ日綴「凹霧 米面凹絹 備 考 氏表 例 (挿図 ) 記 自〓

Ⅲ 高 杯 豚部 口縁 は鍔 】犬に外 に突 出 33図 -1 BPA
Ⅲ-1 高 椰 胚部 口縁 は内外 而 に肥 厚 53凶 -3 BPB
Ⅲ-2 高 杯 杯 部 l 口縁は鍔状に外に突出し、面を持つ 53図 -2 BPC
Ⅲ-2 高杯 杯部 7 口縁 は水 平 平 坦 面 を持 ち、 外 側 に突 出す る 63図 -4 BPD
Ⅲ ― 高 杯 添部 6 D 口縁は水平平坦面を持ち、外側に突出する 53図 -5 BPE
Щ-2 高 杯 添部 ]縁は水半半坦面を持 ち、外側 に安出す る。面上 には円形浮文 33図 -6 BPF
Ⅳ 高杯 賠ヨ

`

3 D 日縁は水平平坦面を持ち、外側に突出する。外面には凹線がめぐる う3凶 -10 BPC
Ⅳ 高 杯 杯 部 5 の の ]縁は水平平坦面で、外側に突出する。外面には凹線がめぐる 33図 -9 BPH
Ⅳ 高 杯 杯部 l Э D ① 日縁 は水平平坦面で、外側 に賽出す る。外面 には凹繰がめ ぐる 33図 -12 BPI
Ⅳ 高杯 杯 部 2 D D 口縁は水平平坦面を持ち、外面に凹線と刺突文がめぐる 53凶 -13 BPJ
Ⅳ-2 高 杯 杯 部 1 有稜の複合口縁状となり、端部は内傾する面を持つ -11 BPK
Ⅳ-2 高 杯 杯部 ① 示部外面に稜を作 り、内傾 して立ち上がる。外面には凹線がめ ぐる j3凶 ― X4・ 1 BPM
Ⅳ-2 高杯 4 置曲 あ り・ BPMの 口縁 欠 椙 個 体 BPN
Ⅲ・ Ⅳ 高杯 杯蒸 部 2 円盤充填 33図 -8 BPO
Ⅲ・Ⅳ 高杯 円盤充慎ヨ BPP
Ⅲ-2 高杯 脚 部 6 外而 タテ ミガキ 33凶 -17・ 1 BPO
Ⅳ -1 高杯 脚 部 1 三角透 か し 33図 -23 BPS
Ⅳ-2 高杯 噴Π笥罰

`

4 凹 線 63図 -25 BPT
Ⅳ -1 ヨ杯 脚 筒報 6 ヘラ描き沈線 63図 -26 BPU
V-1 葛杯 脚部 1 喘部 に面 を持 つ BPV
Ⅲ期 蜀林 脚 部 1 斜格子文 63凶 -16 BPW
Ⅳ -1 葛杯 脚筒 部 ユ 櫛描き沈線 63図 -20 BPX
Ⅳ-2 葛杯 脚部 1 凹 線 63図 -24 BPY
Ⅳ-2 司杯 岬 部 1 凹線・ 脚 端 部 は斜 め に方 に折 り涙 す 63凶 -29・ 30 BPZ
Ⅳ-2 葛杯 脚 部 9 脚端部。外面に面を持ち下方に肥厚 63図 -27・ 28 CPB
Ⅲ期 葛杯 抑部残欠 6 68図 -7 BPa
Ⅲ・ Ⅳ 邑杯状土製品 3 63凶 -22 BPb― a
皿・ Ⅳ 尋杯状1製品 孫慕 部 8 63図 -21 BPb一 b
Ⅲ oⅣ §脚高杯 卸ヨ

`

1 Э BPd
合  計 1186

-73-



第28表 。西川津遺跡 V区出土 。弥生後期土器の統計表

時 期 器  種 圃体薮 口縁部の形態 。その他部位の特徴 口縁 凹 線 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

V-1(鬼 サ|1市 1) 高 杯 1 上面に平坦面を持ち、凹線を施文 2条 36凶 -1 BPL
V-3(的 場・ 草 田 3 高 杯 大きく外反する 〕6凶 -4 SAB
V-2(九 重 。革田 2 葛杯 複合口縁 36図 -2。 4・ 5 SXA・ BPV
V期 蓋 1 中空で僅かに複合口縁状を呈す 36図 -15 SXB
V期 甕 1 玉縁状 34図 -1 S IV

V 1(草 田 ) 甕 1傾・上下均等 3以上 64図 -20。 21 CDA
V-1(草田 ) 甕 。上下均等 凹面 2以下 64図 -8。 ■ CDB
V-1(草田 ) 甕 7 内傾 。上下均等 凸面 2以下 64図 -16・ 17 CDC
V-1(草田 ) 篭 8 内傾・ 上方拡張が優勢 2条 64図 -13・ 14 CIA
V-1(草田 ) 甕 内傾・上方拡張が優勢 3条 CIB
V-1(草 田 ) 甕 内傾・上方拡張が優勢 1条 64図 -24～ 27 CIC
V-1(草 四 ) 甕 6 内傾・下垂拡張が優勢 2条 64図 -9 BFA― b

V-1(草 田 ) 甕 8 内傾 。上下均等に拡張 2多採宝 64図 -10 BFA― c

V-1(草 田 ) 複合口縁甕 4 内傾・上方拡張のみ 4多系ミ 64図 -29 CEA
V-1(草 田 腹合口縁甕 内傾 。上方拡張のみ 2～ 3条 64E電 -30。 31 CEB
V-1(草 田 ) 単純 口縁 甕 9 内傾 。上方拡張のみ 0～ 1条 64図 -2・ 7・ 1 CEC
V-1・ 2 複合口縁甕 やや外傾・稜の突由無し 凹線 64図 -32・ 33 CBA
V-1(草田 ) 複合口縁甕 やや外傾・稜の実出無し 凹線不明瞭 64図 -5・ 6 CBB
V-1(草田 ) 甕 1 殉傾・稜の突出無し。器壁厚く胎土悪 t 無文 54図 -3 CFA
V-1(草田 ) 甕 5 内傾・稜の実出無し 2条 34図 -15 CFB
V-1(草田 ) 複合口縁甕 直立・横に稜が突出 無文 i4× 一 当 CCA
V期 直口甕 1 内面はヘラケズリ 55図 -33 BHB
V-2(九重・草田2) 複合口縁甕 1 内rtI。 上方拡張が優勢 5条 34図 -22・ 23 CID
V-2(九 重・草田 2) 複合口縁甕 内傾・上方拡張が優勢 6条 64図 -41。 42 CIE
V-2(九 重・ 軍 田 2) 複合口縁甕 内傾・上方拡張が優勢 不明 CIF
V-2(九 重・ 草 田 2) 復合口縁甕 やや外傾・稜が横突出 凹 線 64図 -36。 37 CBC
V-2(九 重・ 車田 2) 甕 5 外に面を持ちあまり月E厚 しない 凹線 CAD
V-2(九 重・ 草田 2) 隻合 口縁 甕 1 外傾する 凹線 65図 -4 CAA
V-2(九 重・草田 2) 複合口縁甕 1 やや外傾・稜横突出。頸に指頭圧痕文帯 凹線 64図 -18 CGB
V-2(九重・草田2) 複合回縁甕 2 内傾・稜の突出無し 擬凹線 64図 -34・ 35 CCB
V-2(九童 。章田2) 甕 3 短 く直立 凹線 64図 -28 CV

V-2(九重・草田2) 複合回縁甕 やや内傾か直立・稜 は僅かに下垂 凹線 64図 -38～ 40 CH

V-3(的場・草田3) 複合口縁甕 菱が下 垂。 端 部 丸肥 厚 擬凹線 65図 -13・ 14 CAB
V-3(的場 。草田3) 複合口縁養 2 凌が下垂。端部欠損 擬凹線 CAB― d

V-3(的場・草田3) 複合口縁甕 陵が下垂。端部丸 擬凹線 ;5図 -9。 10 CAC
V-3(的 場・草田 3) 複合口縁甕 稜の突出なし。端部丸肥厚 凝凹線 〕5図 -7。 8 CAE
V-3(的 場・草田 3) 複合口縁甕 稜の突出なし。端部丸 〔凹線 55図 -11・ 12 CAF
V-2・ 3 霊合口縁甕 4 稜の突出なし。端部細い 凝凹線 55図 -3・ 17 CAC
V-3(的 場 。草田 3) 霊合 口縁 甕 不 明 不 明 CAH
V-3(的 場 。草田 3) 腹合 口縁 甕 稜の突出なし。端部丸 擬凹線 55図 -1・ 2 CAI
V-3(的場・草田 3 複合口縁甕 稜の突出な し。端部欠 不 明 CA I 一 d

V-3(的場・草田 3 複合口縁甕 陵の突出な し。端部丸 擬凹線 35図 -5。 6 CAJ
V-3(的場・草田 3 複合口縁甕 稜の突出なし。端部丸 擬凹線不明瞭 35図 -16 CAK
V-3(的場・草田 3 複合口縁甕 外傾 な し 35図 -15 CBD
V期 甕胴部 l D字刺突文 35図 -18 CJA
V期 甕胴部 ユ 櫛状原体刺突文 C」 C

V期 甕胴部 4 ヘラ状原体刺突文 65図 -20 CJD
V期 小型甕胴部 5 貝原体「米J字状文様帯 65図 -32 CJE
V期 小型密胴部 1 特殊刺突文 CJF
V期 甕肩部 1 無 文 CJG
V期 甕肩部 波】犬文 C」 H
V期 甕肩部 1 櫛描横線文 65図 -19 CK

V-3(的場・車田 3 注口土器 4 二枚貝刺突と勾玉状スタンプ文で装飾する 65図 -29。 31 CLA
V-3(的場 。草田 3 注目土器 3 把手のみ 65図 -30 CLB
V期 吉備系壺 1 口縁直立 凹線 65図 -27 CS

V期 赤彩吉備系重 1 破片のみ CU

V期 小型壷 1 口縁部は玉縁状 壁文 65図 -26 CT

V-1(草 田 1 長 頸 三 7 口縁端部はあまり拡張しなヽ 2～ 3条 65図 -21 BLA― u

V-1(草 田 1 長 頸 三 8 内傾し、上優先に拡張 」線 65図 -22。 23 COA
V-2(九 重・ 草田 2 長顕壷 9 直立・外傾し、上優先に拡張 65図 -24・ 25 CQB
V-2 長頸壼 l 玉葱状の胴部にタガ状の突帯。北部九州系 65図 -28 YEA
V-1(草田 1) 器台 7 □縁のみ。外側に面を持つが肥厚しなヽ 無文 66図 -9 CPA
V-2(九重 。草田 2 器台 11 Hl端部n外狽Jに面を持ち上下に若干肥厚 擬凹線 ]6E� -6。 7 CPC
V-2(九重・草田 2 器台 4 口縁のみ。外側に面を持ち、上優先に肥厚 凹線 〕6図-8 COA
V-2(九重・草田 2 器台 COAと 対。脚端部 凹線 36凶 -11 COB
V-2(九重 。草田 2 器台 l 脚端部 凹線 COP
V-3(的 場 。草田 3 鼓形器台 4 上部のみ 36凶 -10 CNA
V-3(的 場・草田 3 鼓形器台 典型 36図 -13・ 14 CNB
草田 4 鼓形器台 36図 -12 CNC
V期 匙 形 土 I_J品

1 平面円形皿形 54図 -28 YK

計
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第29表 。西川津遺跡 V区出土・古墳時代前期土器の統計表 〔1〕

器 種 酎

`

位 個体 数 備 考 代 表 例(挿図) 分 類 記 号
致形 器 台 口縁 の み欠 握 2 羨は横方向に突出 。脚台端部が反る 「2凶 -12。 14 DAA
装形 器 台 笥部 V/ktは 横 方 向 に突 出 F2図 -8・ 9・ 13 DAB
救形器台 苛部 ユ 菱は上 下 突 出 72図 -15 DAC
鼓形 器 台 下半 部 1 草田 7期以降。開地谷型 72凶 -16 DAD
鼓形 器 台 上半部 2 国縁 端 部 は丸 く、 稜 は楷 方 向 に突 出 72図 -3・ 7 DAE
教形器台 上稜 部 陵 は橋 方 向 に突 LP

γ2凶 -1 DAF
致形 器 台 上稜 部 稜は中間形態 DAG
蒐形器台 上稜部 7 陵 は下 垂 72図 -2 DAH
幾形器台 上稜 部 陵形態不明 DAI
ま形器台 下半部 lkl台 端 ヨ∫は丸 く、 稜 は横 方 向 に突 出 72図 -4 DAJ
救形器台 下半部 岬台端部は反り、稜は横方向に突出 72図 -10 DAK
致形器台 下半 部 脚台端部は面で、稜は横方向に突出 72図 -11 DAL
改形 器 台 下 移 部 阪 は横 方 同 に突 出 72図 -6 DAM
致形器台 卜半 部 却台端部は丸く、稜は中間形態 72図 -5 DAN
荻形 器 台 下稜 郡 14 陵は中間形態 DAO

形 器 台 回縁部 瑞部 が丸 ヽ DAP
致形器台 口縁 部 姉ヨ

`に

南 DAQ
荻形 器 台 □縁 部 端部が若干反る DAR

形 器 台 口縁部 瑞部 が反 る DAS
致形器台 抑台部 瑞部 が 力,ヽ DAT
致形 器 台 抑台部 精部 に向 DAU
笈形 器 台 却台部 喘部 が反 る DAV

器 種 部 位 回体 劾 備 考 代 表 例 (挿図 ) 分 類 記 号
実合日縁甕 口頸 部 草 田 4 58図 -1。 2 DBA
榎合 国縁 甕 口霊 部 草田 5(口縁は基部から先端まで細い) 58凶 -3・ 4 DBB
壼合口縁甕 陵部 の み 軍田 5(口縁は基部から先端まで細い) DBB― d
復合口縁奮 口頸部 草田 5(口縁内面にアクセント) 68図 -6 DBC
復合 口縁 甕 陵部のみ 軍 田 5(日 縁 内面 にアクセント) DBC一 d
復 合 □縁 奪 回顎ヨ

`

2 草田 5(稜直上に沈線施文) 68図 -7 DBD
復 合 □ 綴 審 口頸 部 草田5(口縁の基部が太く～先端は細くなる) 68図 ― DBE
霊合 口縁 甕 陵部のみ 草田5(国縁の基部が太く～先端は細くなる) DBE― d

復合 口縁 奪 口縁 端 部 のみ 草田5(口縁の基部が太く～先端は細くなる) DBE一 寅
復合 □縁 甕 国頸 部 草田 5(口縁の中位が太 t 38凶 -9。 10 DBF
三合口縁甕 □笠百∃

`

車田 5(端部に面があるが、全体にRが残るもの) DBG
複合口縁甕 口縁端部のみ 8 草田 5(端部に面があるが、全体にRが残るもの) DBG一 口
復合 口縁 餐 口頸 那 草田 6 58凶 -13・ 14。 16 DBH
腹合口縁甕 稜部のみ 車 田 6 68図 -29,30 DBH― d
複合口縁甕 回縁 端 部 のみ 草田 6 DBH― 買
硬合 口縁 甕 口頸部 7 享 田 6(複 合 部 は短 い ) 58凶 -15 CBD
復合国縁餐 回数 酎

`

革田 7(端部は平坦だが内面側はやや丸ヽ 38図 -21。 22 DBI
腹合 口縁 甕 口縁 端 部 の み 革田 7(端部は平坦だが内面側はやや丸い) DBI― 質
腹合 口縁 直 国市 口頸部 草田 6 38凶 -18 DBJ
腹合口縁甕 口頸 部 草田 7 38図 -23～ 25 DBK
便合 口縁 甕 口縁 端 部 の み 3i 草田 7 DBK一 冥
復合口縁甕 口頸部 4世紀 中葉 (端部 が 内而 に肥 厚 う 38図 -26。 27 DBL
複合回縁甕 口頸 部 車田 6～ 7(口 縁が内傾) 38図 -17 DBM
複合 回縁 甕 口縁端部のみ 1 車田 6～ 7(口 縁 が 内傾 ) DBM― 宜
複合□縁甕 口頸部 4世紀 中葉 (端部 が 内而 に月R厚 ) DBN
注口土器 生 田部 分 の み l 革田 5～ ぢ|× -35 DBO
小型 餐 桐部 の み 58凶 -31 DBP
タタキ奪 JH部 のみ 革田 5～ 6(外面は平行タタキ、内面はハケ・ナデ) 58図 -19。 20 CMA
タタキ餐 同部 の み 4 革田 5～ 6(外面は平行タタキ、内面はヘラケズリ 58図 -21・ 22 CMB
甕 桐部 の み ケヽ刺 突 又 59凶 -18 DBO
餐 lEl部 の み 百軸綾杉文 DBR
甕 桐部 の み 無軸綾杉文 「3凶 -14 DBS
甕 胴部のみ 渡状 文 ,8劉 -28 DBT
単純口縁甕 口頸 部 特部に面を持つ。4C

'9図

-7・ 8 DBU
単純 口縁 甕 口臣 部 11 喘卦

`に

画 を持 ち、 斜 め上 方 に肥 厚 。4C )9凶 -4・ 5 DBV一 a

単純口縁甕 □坐自き
`

4 喘部に沈線を入れ、斜め上方に肥厚 。4C 69図 -2,3 DBV― b
里緬 □繊 審 口頸 部 喘部は水平な面・ 4C 69図 -16。 17 DB郡「― a

単純 口縁 甕 □挙自ヨ∫ 1 精部 は水平 な面 だ が、 内側 は丸 い 。4C末 ～ 5C前 半 59凶 -10。 11 DBMア ーb
単純口縁甕 □竪自部ζ 上方に肥厚するが、外面のエッジが甘い。4C後半 69図 -6 DBX
単純 口縁 甕 口頸 部 端部は水平な面で、外側に突出する。4C 39図 -15・ 22 DBY
単純 口縁 甕 口頸部 14 反跡 的 な内面 肥 厚・ 4C 74凶 -6・ 69図 -9 DBZ
単純口縁甕 口頸 部 喘部は小さく丸く収める。4C 69図 -13。 14 DBa
単純 国縁 甕 口臣 部 3 口縁 は外 反 した後 、 内彎 し、端 部 は小 さ く上 に肥 厚・ 4C 69図 -1 DBb
単純口縁甕 ヨ頸部 内面 に肥厚・ 4C半 ば 59図 -1 DBc
単純口縁甕 口頸 部 口縁は中間が厚く、先端が細くなる。 4世紀末～ 5世紀 う9× -21 IFA
単純 口縁 甕 □坐自ヨ∫ 11 口縁タトlEに 屈曲するアクセントがあり、端部に而取 り●る 74凶 -4・ 69図 -2〔 IFB
単純口縁密 回数 酎

`

口縁 は内彎 し、 端 部 は苅,ヽ 39[電 -19。 20。 24 IFC
窒 肩 部 ヨコハケ DBd
甕 複合稜部のみ DBe
窒 膚部 のみ 前期 DBf
奮 唾部 丸底 に遊 い半 底 DBh
蜜 は部 4 尖 底 DBi

―-75-―



第30表 。西川津遺跡 V区出土・古墳時代前期土器の統計表 〔2〕

器 種 部 位 1体教 備 考 代 表 例 (揮凶 ) 分 類 記 号

甑形土器 3 71図 -20 DCA
甑形 土 器 上端のみ DCB

甑形土器 タガ部のみ Fl図 -19 DCC

甑形土器 タガ付 下 端 Fl図 -17。 18 DCD
甑形 土 器 下端 の み 71凶 -16 DCE
新形 十器 異形 H日部 狙1而 に中空 】犬の突起 ? DCF

器 種 部 位 個体 数 備 考 代 表 例 く挿 凶 ) 分 類 記 号

複合回縁壺 口頸 部 1 草田 5 70図 -1 DDA
復合 口縁三 口頸部 3 軍 田 6 70図 -2 DDB
腹合 口縁 重 口取ヨ

`

革田 7 70図 -4・ 5 DDC

腹合口縁壺 口頸 部 4 4C中葉 70図 -6・ 7 DDD
復合 口縁 三 口坐自ヨ

`

4C中 粟 70図 -8・ 9 DDE
夜合 口縁 重 口頸ヨ

`

1 革田 7(内 傾 タイ プ ) 70図 -3 DDF

実合□縁童 口豊貝』
`

4C中葉 。強く開く 70図 -10～ 12 DDG
如飾 二 重 口縁 豆 口頸部 幾内庄内系 FO図 -19。 20 DDH

頸部 奏帯 付 霊 部 子0図 -16 DDI
〓霊 噴部 の み 1 平底 70図 -26 DDJ
士亜 口頸部 3 半裁 S字竹 管 文 70図 -23・ 24 DDK
と
弔 肩部 の み 2 肩部 に竹 管 文 70図 -18 DDL

車 野部 2 頸部 1こ 鉦車由刃刃】犬支 70図 -13 DDM
〓重 頸部 3 堕部 1こ有 車由可]】大文 70図 -14 DDN
士笠 E同部のみ 5 胴部に無軸羽状文 DDO
一車 廂部 3 頸部に斜行刺突文 DDP
孝車 同部のみ 2 R同部に斜イ子束む写疋文 DDQ
複合口縁壷 陵部 の み 2 革田 5 DDR
復合 日縁 豆 陵部のみ 14 軍 田 6・ 7 DDS
複合 口縁 重 陵部 のみ 前期 中翼 DDT
士望 百部 の み 百部に有輔羽】犬支 70図 -17 DDU
〓霊 肩部のみ 1 言Ж に櫛 精 去流 綴 DDV
二重 回縁 重 頸部 のみ 畿内系二 重 口縁 三 70図 -21 DDW一 a

震頸壺 1同部 の み 1 5C。 長頸壷 70図 -22 DDW一 b

士蔓 阿部のみ 2 前期 DDX
士
夢 底 部 の み 2 前期 70図 -25 DDY
二 童 口縁 豆 1 餡内・ 11陰 析 吏 タイ プ DDZ

器 種 部   位 1回体 抑 備 考 代 表 例 (挿図 ) 分 数 記 号

低脚杯 完形 72図 -17・ 18 DEA
低脚 杯 底部 72図 -21・ 22 DEB

低脚杯 底部 醐部 が や や大 き く高 い タイ プ 72園 -24 DEC
Щ脚鉢 底部 1 却部大型 721凱 -25 DED
氏脚 鉢 底部 1 卸部高台状 72図 -23 DEE

蛋脚杯 豚部 の み 72図 -19・ 20 DEF

器 種 部 位 lL体数 備 考 代 表 例 (挿図 ) 分 類 記 号

葛杯形小型器台 3 72図 -30 DFA
中空 小 型 器 台 口縁部欠損 72図 -29 DFB

小型器台B3 脚部 の み 2 草田 6～ 7期。精製品 72図 -27。 28 DFC
中空 刑ヽ 型 器 台 脚部欠損 1 草田 5～ 6期。精製品 7兄反I-26 DFD
有段 鉢 郵の一 部 の み 1 72図 -34 DGA

手焙形土器 桐部 の一 部 の み 1 72× -86 DGB
蓋形 土 器 1 71凶 -15 DGC

器 種 部 位 1固体 藝 備 考 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

小型 丸底 重 布留 I～ Ⅱ期 。 精 製 品 「6図 -17～ 19 IDA

小型丸底壷 破片 1 布留 I～ Ⅱ期。精製品 IDA一 d

小型 丸 ほ 重 ユ 布留 Ⅲ期 。 精 裂 品 F6図 -20～ 22 IDB
'卜 型 丸底 篇 吸片 布留 Ⅲ期 6精 製 品 IDB― d

器 種 罰

`

位 fE体数 備 考 代 表 例 く押 凶 ) 分 類 記 号

高杯 孫部 1 穴付き円盤充填・有稜外反 71図 -6 DHA
葛杯 杯基部 穴 付 き円盤 充 填 71図 -12 DHB
言杯 杯基部 6 穴付き円盤充填の後、内側から指押さえ 71図 -13 DHC

葛杯 穴付き円盤充填・舟形 71園 -8～ 11 DHD
再杯 杯部のみ け形 71凶 -3・ コ DHE
喜杯 杯部のみ 有稜外反 71図 -5。 7 DHF

高杯 杯部 の み DHG
高杯 杯ヨ

`の

み 殉面 に稜 。 外 反 71図 -1 DH」

氏脚 高 杯 脚部 4 72図 -31～ 33 DHK
喜杯 卸端部 DHL
高杯 却筒部 1 DHM
言杯 御部 1 71図 -14 DHN
葛杯 端部欠損脚部 DHO
沐 1 DIA
手担ね土器 1 71図 -21 DIB

計 1775

―-76-―



第31表・西川津遺跡V区出土 。古墳時代中期土器の統計表 〔1〕

器 種 罰

`

位 1団体 郷 備 考 代 表 例 (挿図 ) 分 類 記 号

1 瑞部 に面 を持 つ F6図 -37 IAA
腕 口縁 は内彎 し、 端 部 は丸 t 当-36。 38～ 41 IAB

口縁 は内彎 しな 七 IAC
腕 いタイブ AD

蛋部 の み ユ AR

の後 、 内側 か ら指 押 さえ

器 穏 部 位 口体 数 備 考 代 表 例(挿図) 分 類 記 号
′卜型 詢.底

=
5C初 頭・ 器壁 不 整 形 IDC

い型丸底重 胴部のみ DC― d
い型甕 76図 -28。 29

い型甕 破 ,

型 甕 頸肩 部 9 I F昼
I_j二 重 □縁 書 1 5C後 半 IDE
型ヽ 豆 月Hヨ

`

2 5C IDF
逸 1 5C末 ・ 須 恵 器 模 倣 IDG
沐 7図 -13     1 A
宛 77図 -9 r3

器 種 罰

`

位 1団体 勢 備 考 代 表 例 (押凶 ) 分 類 記 号

1 5C前 半・ 口縁 は内彎 し、 端部 は外 に突 出す る -1 IFD
奪 5C半 ば・ 直線 的 口縁 IFE

単純 口縁 甕 5C後 半・ 口縁 は外 反 し、 長 ヽ F
単純 口縁 甕 ～ 6C前半・ 口縁は外反する

～ 6C前半・ □縁は僅かに外反する

74図 -14～ 16 G
単純 口縁 甕 74図 -17・ 18 IFH

回 5C後 半・ 口縁 は外 反 し、 端 部 にアk平平 lB而 を もっ 74図 -2 IFI
回 1 5C後 半 ～ 6C前 半・ 口縁 は外 反 し、 端 部 に平 lB面を もっ 74凶 -5 IFJ

里純 □ 5C後 半・ 口縁 は外 反 し、 端 部 は平 坦 で外 に突 FK



第32表 。西川津遺跡 V区出土・古墳時代中期土器の統計 〔2〕

器 種 部  位 個体数 備 考 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

単純口縁甕 5C後半 。口縁は外反し、端部は内側に肥厚する 74図 -3 IFL
単純口縁甕 5C後半・□縁は外反し、端部に外向きの平坦面をもつ 74図 -7 IFM
甕 同部 74図 -20 IFW
甕 肩部 外面は雑なハケ調整 74図 -22 IFY
甕 肩部 212 外面はハケをナデ消している 74図 -21 IFZ
複合口縁甕 1 4C末～ 5C初頭 。やや内彎気味 73図 -1 IGA
複合口縁密 4 4C末～ 5C初頭・口縁は僅かに外反し、端部は丸ヽ 73図 ―■ IGB
複合日縁甕 稜部のみ 2 4C末～ 5C初頭 IGB一 d

複合口縁甕 1 4C末～ 5C初頭 。口縁は内彎し、端部は内側に肥厚する 73図 -17 IGC
複合口縁甕 4 4C末～ 5C初頭・稜は僅かに突出し、口縁端部には平坦面がある 73図 -6・ 7 IGD
複合口縁甕 3 5C前半 。稜はあまく、口縁端部は外に突出 73図 -15 ICE
複合口縁甕 5 4C末～ 5C初頭・稜は外に突出し、国縁端部は丸ヽ 73図 -2・ 18 IGF
複合□縁甕 6 4C後半～末・稜は外に突出し、日縁端部は面を持ち外に肥厚する 73図 -4・ 5 IGG
複合回縁甕 稜部のみ l 4C後半～末 IGG― a

複合口縁甕 4C末～ 5C前半・全体に厚く、稜はゆるく端部に面を持つ 73図 -16 IGH
複合日縁甕 4C末～ 5C前半・口縁は内彎し、端部は内面に肥厚する 73図 -3 [GI
複合回縁甕 1 5C前半・僅かに内彎し、日縁端部は丸七 IGJ
複合口縁甕 稜部のみ 1 5C前半 IG」 ―d

複合口縁甕 5C前半・全体に厚く、稜はゆるく端部は丸い 73図 -12・ 13 IGK
複合口縁甕 1 5C前半～後半・ゆるい稜があり、口縁端部は内傾する平坦面をもつ 73図 -22 IGM
複合口縁甕 5C前半～後半・明瞭な稜があり、日縁端部は内傾する平坦面をもつ 73図 -9。 10 IGN
複合口縁甕 5C後半・複合部は短く、指で摘んで外反させる 73図 -20・ 21 IGO
複合口縁甕 稜部のみ 7 5C後半 IGO― d

痕跡的複合口縁甕 ユ 5C前半・外面は単純口縁だが、内面は強いナデにより段を作る 73図 -24 IGP
度跡的複合口縁密 8 5C後半。内面は単純回縁だが、外面に痕跡的な稜状の張り出しがある 73図 -23 IGQ
複合口縁三 2 5C前半・稜があり口縁端部は丸い 73図 -30 IGL
察合回縁重 3 4C後半・口縁が大きく開く 73図 -19。 28 IHA
複合口縁壺 1 4C末～ 5C前半・口縁は若干内彎視し、端部は内傾する面をもつ 「3図 -25 lHB
複合口縁壺 5 4C後半～ 5C初頭・□縁は外反か、直線的に伸び、端部は面を持つ 「8図 -26・ 27 IHC
複合口縁壺 1 5C前半 。稜はあまく、国縁端部は内傾する面を持つ F3凶 -29 IHD
亘口壺 4C後半～ 5C前半・端部に面を持つ F3図 -31。 32 〔HE

器 種 部  位 個体数 備 考 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

韓式上器 破片 1 5C後半～末・格子タタキ 77図 -18 A

円筒埴輪 6世紀前半 ? 77図 -20 I B

小型平底壺 口縁は欠損 1 77図 -16 I C

円形把手 1個体のみ 1 甑の把手? 77図 -19 I D

粗製鉢 77図 -12 I E

台付甕? 甍部 の み 3 東海系ではなヽ 77図 -17 I G

手捏ね土器 4 77図 -11・ 15 I H・ YHF
内彎無頸鉢 1 77図 -14 I I

2 77図 -10 I J

合  計

第33表 。西川津遺跡 V区出土・古墳時代後期～古代煮沸具の統計表

器 種 部  位 備 考 涸体数 代 表 例(挿図) 分 類 記 号

6世紀前半 甕 口縁郡は大きく外反し、肩部は張る 8 74図 -19 EAB
6世紀後半 甕 口縁部はやや短くなり、肩部の張りが弱くなる 78図 -1～ 5 EAA
6世紀末～ 7世紀前半 甕 肩部は張りが無くなる 78図 -6・ 7 EAC
7世紀 甕 口径が最大径となる 2 78図 -11 EAD
6世紀末～ 7世紀前半 甕 口縁はほとんど外反しなヽ 4 78図 -8・ 9 EAE
8世紀 後 半 ～ 甕 □縁は長く外反し、端部は上方に肥厚する 78図 -12・ 15 EAF
8世紀後半～ 密 口縁は長く外反し、端部は丸く収める と 78図 一文3 EAG
6世紀末～ 7世紀前半 甕(頸部) EAH
8世紀後半～ 甕 (頸部) EAI
9世紀 甕 肩は張らず、日縁は直線的に外傾する 1 78図 -14 EAJ
7世紀 甕(下半のみ) 下膨れ状 1 78図 -10 EAK
9世紀 甕 口縁は内彎し、端部に面を持つ 1 78図 -16 EAL
7世紀 移動式竃 寸イナ庇 77図 -8 EBA
6世紀末～ 7世紀前半 甑 (口 縁部) 8 77図 -1 EBB
6世紀末～ 7世紀前半 甑(把手) 4 77図 -2・ 3 EBC
6後半以降 鋼(筒抜け底部) 77図 -6。 7 EBD
6世紀前半 銅(一本桟底部) ユ 77図 -5 EBE
5世紀末～ 6世紀初 鋭 (多孔底部) 2 77図 -4 EBF

合  計



第34表 。西川津遺跡 V区出土・須恵器の統計表

内 容 数 量 代 表  例 (挿 図) 分 類 記 号
5C末～ 6C初・杯身 79図 -11～ 16 FA
5C末～ 6C初・杯蓋 9 79図 -1～ 10 FB

5C末～ 7C初・杯蓋天丼のみ FC
5C末～ 6C初・題 3 79図 -26 FD

5C末～ 6C初・有蓋高杯の蓋 1 79図 -17 FE

5C末～ 6C初 。有蓋高杯 79図 -18～ 23 FF
5C末～ 6C初・ コップ型椀 1 79図 -24 FG
5C末～ 6C初 。中型甕 79図 -27 FH
5C末～ 6C初・ 甕 17 79図 -28 FI

6C前半 杯蓋 7 79図 -29 FR
6C前半 加飾壺 1 79図 -25 HB

6C・ 大甕破片 FJ

6～ 7C・ 大養 81図 -5。 6 FK

6C。 中型甕 8 80図 -33～ 36 FL

6C末～ 7C前半・横瓶 81図 -1～ 4 FM
6C末～ 7C前半・短頸壷 6 80図 -19～ 22 FN

6C末～ 7C前半 。短頸この蓋 l FO
6C末～ 7C前半・直口壺 5 80図 -15～ 18 FP

6C後半～ 7C初頭・杯蓋 79図 -30～ 38 FQ
6C後半～ 7C初頭・杯身 79図 -39～ 47 FS
6C末～ 7C前半・提瓶 5 80図 -23～ 25。 31 FT

6C後半～ 7C前半 。長頸壺 80図 -26～ 28 FU
6C後半～ 7C前半・高杯 80図 -7～ 14 FV

7C・ 臨 7 FW

7C第 2四半期・杯蓋 2 80図 -1・ 2 FX
7C前半・杯蓋天丼のみ FZ

7C後半・杯蓋 5 82図 -1～ J FY
7C・ 杯身 80図 -4～ 6 GA

7C末・杯身 l 82図 -5 GB
7 C末 。高台付椀 6 82図 -6～ 8 GC
7C後半 。長頸壺 l 80図 -29～ 30 GD
7C末～ 8C前半 。杯蓋 15 82図 -9～ 12 GE
8C初～前半・高台付椀 82図 -13～ 16 GJ
8C中～後半・杯身 (口 縁外面くびれ) 82図 -20～ 23 GF
8C後半 。孫身 (□縁内肥厚) 6 82図 -24～ 26 GG
8C後半・杯身 (口 縁無変化) 82図 -27～ 30 GH
8C後半・杯身 (回 縁部欠損) GI
8C後半・高台付椀 82図 -17～ 19 GK
8C後半 。皿 82図 -34～ 37 GL
8C後半・高杯 1 82図 -40 GM
8C後半・高台付盤 5 82図 -31～ 33 GN
8C末～ 9C初・輪状 (宝珠)つ まみ蓋 4 83図 -1～ 4 GO
8C末～ 9C初・鉢 2 83図 -15。 16 GP
8C～ 9C・ 鉄鉢型鉢 3 83図 -13・ 14 GQ
9C・ 椀 83図 -19～ 22・ 84図 -1～ 18 GR
9～10C・ 三角高台付椀 1 84図 -19 GU
9～10C・ 高台付椀 (焼成良好) 9 83図 -5～ 9。 11 GV一 a

焼成が甘く、断面が白色 5 83図 -10 GV一 b

焼成がさらに甘く、表面まで白色 3 GV一 c

焼成不良で粉っぽいもの 1 GV― d

峻化 炎 焼 成 の もの 1 GV― e

9C・ 皿 2 84図 -20 GW
9C・ 長頸壷 83図 -17。 18 GX
9C・ 放射状文タタキ甕 3 84図 -22 GY
9C・ 灰釉陶器 。段皿 ユ 84図 -21 GZ
10C・ 皿 84図 -23～ 29 HA

―-79-



第35表・ 西川津遺跡 V区出土・古代～中世土師器 。中近世陶磁器の統計表

時 期 器 種 lL体数 日縁のみ 日縁欠椙
=部

のみ 備 考 代表 例 く押 凶 ) 分 類 記 号

8世糸R末～ 9世紀 杯 A l 内外面赤彩 35図 -1 JAA
9世率己 杯 A 3 内面赤彩 35園 -2 JAB
9上野 己 高台付 椀 ユ 高台 は真 下 に垂 下 し、 端 部 は丸 ヽ R馬 I× |― JAR― h

9世糸R 高台 付椀 ユ 須恵器模倣 35図 -17 」AS― c

9世紀 後 半 杯 A 2 口縁 は直線 的。 ほ 部 回転 糸 切 り。 44・ヨ
`茂

い 35図 -13 」AE
9世紀 後半 晩 2 ヨ縁 は直線 的。 底 部 回 転 糸 切 り R馬 図 ― R～ 7 JAC
9世紀後半 腕 4 1 口縁端部外反。底部回転糸切り 35図 -8～ 12 JAD
9世紀 後 半 椀 6 全体的に緩やかに外反。底部回転糸切り 35図 -15・ 16 」AG
9世紀後半～10世紀前半 腕 4 1 □縁 端 部 外 反 6底 部 ヘ ラ切 り 35凶 -19～ 23 」AF
10世紀 皿 2 頂恵器模倣 35図 -24・ 28 」AK・ JAQ
10」生糸己 皿 と 医部 ヘ ラ切 り。 杯 部 浅 い 35図 -29 JAP
10tJ糸 己 高台 付 皿 と 来F面 =色形汁言合 35凶 -25 JAR
10世紀 高合 付 椀 全体に緩やかに内彎するが、端部は外反 B5図 -26・ 27 」AT
10世紀 後 半 ～ ■世 紀 黒色土器械 と 1 里御 十 果 o内而 に T● 射 減 陪 マ 85図 -30 JAU― 質

■世 紀 足高 高 台 1 喜今 が発 達 す る 〕5図 -33,34 」AV
11世紀 忌言 高 台 蜀台 が発達 す る 」AV― h

椀 ユ 4 全体 に緩 や か に内彎 。 底 部 回転 糸切 り 35凶 -14・ 35・ 3〔 JAH
柱 状 高 台 1 恵部中実。大型 35図 -36 JAI― e

2世率F～ 3HJ系ド 梓状 言 台 1 頭部 中実。 小 型 35図 -37 JAI― f

皿 2 唾部 ナ デ 35凶 -44 JAb
t2世糸Ⅲ″ 13世率E 皿 2 1 4 は部回転糸切り 35図 -41・ 43 JAM
16世紀 へそ LL l ナ デ調 整 35園 -46 」AJ
16氾J糸己 皿 5 全体 に緩 や か に内彎 ω 底 部 回転 糸切 り 35図 -45 JAL
16世糸R以降 皿 1 2 囁部回転糸切り 35図 -40。 42 JAN
時 期 不 詳 高台付底部 JAW
時期 不 詳 糸切 り底 郡 JAX
時期不詳 ヘラVJり 底』1

」AY
寺期 不詳 □綴∃

`片

JAZ
16世紀 後 半 青花 皿 1 「 田A一 I類皿 C ttI 36図 -5 TAA
12世紀後半～13世紀 青磁 続 1 龍泉窯系青磁椀。内面に劃花文 TAB
16世紀末～17世紀前半 美濃焼 2 86図 -7 TAC
16世糸R末～17世紀前半 雪津 焼 2 36図 -6 TAD
10～ ■世紀 亀山・勝間田系 外面 :格子目状タタキ。内面ナデ調整 34図 -22 TAE
14t」率己 隔前 焼 指 鉢 1 36凶 -4 TAG
16引壁ネR 備前 焼 大 甕 玉縁日縁 36図 -2・ 3 TAH
16tし不己 備前焼小型基 玉縁口縁 J61×|-1 TAI

計

第36表 。西川津遺跡 V区出土・ 漁労具系土製
品の統計

第37表 。西川津遺跡 V区出土・ 近世陶
磁器の統計表

時 期 器 種 特 徴 個体数 記 号

古 代 土錘 丸型 1 KAA
古代 紡錘形 小型 (5 cn程度) l KAB
古代 紡錘形 中型 (8卿程度) 2 KAC
古 代 紡錘形 大型 (9伽程度) 2 KAD
縄文 土器転用上製円揺 1 KBA
弥生 I様式 土器転用上製円鶏 三起源 KBB
弥生 I様式 土器転用土製円盤 甕起源 KBC
不 明 土器転用土製円盤 起源不明 2 KBD
弥生 I様式 土器片錘 甕起源 9 KCA
弥生 I様式 土器片錘 甕起源 。穿孔途中 4 KCB
弥生 中期 土器片錘 甕起源 1 KDA
縄文前期 土器片錘 西川津B-1起 源 2 KDC
縄文前期 土器片錘 西川津A-3起源 1 KDD
縄文前期 土器片錘 西川津式起源 7 KDE
縄文晩期 土器片鍾 2 KDF

合  計

―-80-―
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目
1ド

!ス
滞

J+
▼

貝
好

騒
(l
 l
nd
l以

卜
の
右

天
。
長

る
を
便

か
に
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
nの

タ
テ
ハ
ケ
の
後

ナ
デ

ヨ
コ
ハ

ケ
の
後

に
タ
テ
指

ナ
画 面 面

外 内 肝

淡
貢

褐
色

暗
茶

褐
色

渉
楊

御

上
半

部
1/
5

弥
生

I-
1期

-1
3K
 L
j―

e―
ユ

医
国

憂
□
縁

の
上
面

に
複
線
斜

格
子

側
面

に
複
線
斜
行
線

文
艮

好
や

や
衝

(l
 m
al
以

卜
の
右

天
。
長

石
等

を
含

む
)

ヨ
コ
ナ

デ
画 面 而

外 内 肝

淡
貢

褐
色

黒
褐

色
渉
F据

御

口
縁

ヨ
`1
/1
0

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
4

Ь
N 
A一

e―
芥

口
縁

下
に

キ
ザ

ミ
を

持
つ

賠
付

牢
暮

長
好

節 府

l 
mn
以

卜
の

右
英

。
長

る
等

を
含

画 面

朴 内
6
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

□ 而
表 断

淡
余

僑
色

渉
褐
i

□
稼

ヨ
`1
/1
2

弥
生

Ⅲ
-1
期

―
上
t
BP
a-
1

含 鉢
脚 付

三
角

形
の

透
孔

は
8万

同
に

開
く

?
艮

好
密 む

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

含
ヨ

コ
ナ

デ
外

山
:暗

褐
灰

色
内
面

:暗
灰

色
断

面
:淡

掲
灰

色

Hl
部

1/
4

郷
生

lL
-1
別

―
]

YD
A―

ユ
甕

棺
夕

/7
状

の
夫

吾
を
脅

つ
民

好
や

や
粗

(5
 m
m以

下
の
石

央
・

長
石

等
を
含

む
)

外
国

内
面

一 ア ４ ア

ナ ナ

外
画

:明
橙

褐
色

内
・

断
面

:淡
茶

褐
色

】画
部

の
一

部
弥

生
中

期
Ⅲ

～
Ⅳ

併
行

ヤ
ネ

古
1寸
寸
の
綿

入
ユ



第
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

縄
文

土
器

観
察

表

― ― ∞ 〕 ― ―

挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
□

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

28
凶

一
]

し
AA
-1

深
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

や
や

不
員

rゃ
ゃ

搬
暫

Ⅲ
雪
通

(繊
維

土
器

。
l 
nl
n以

卜
の
右

央
・

爵
万

等
を
合

む
)

面 而

外 肉
指

ナ
デ

峯
庸

釜
血

:暗
茶

褐
色

上
半
部

の
1/
4

早
期

LA
A~
つ

~
興

鉢
V-
1-
1

や
や
良

lT
や

や
粗

(1
 5
Hl
n以

卜
の

右
天
・

長
在

等
を

や
や
多

く
合

む
ハ

繊
維

土
器

)

画 面

外 対
斜

行
す

る
条

浸
斜

杵
の
指

オ
サ

ェ
全

面
:暗

灰
色

口
縁

ョ
`遅

く
の

破
片

菱
根

～
長

山
式

LA
B―

l
殊

鉢
V-
1-
2

喜
序

粘

口
縁

頂
ヨ
`に

キ
ザ

ミ
雪

通
旨
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

る
。
肇

騨
歩

合
か

ヽ

外
山

:縄
又

丸
面

!峯
庫

謝
啓

の
袴

、
斜

片
の
指

ナ
テ

全
面

:黒
黍

褐
色

L半
部

の
1/
5

菱
根

～
長

山
式

聴
峠

口
場

9

-4
LA
B一

b-
4

休
鉢

V-
2-
2

SR
01
北

砂
層

雪
遍

普
通

(繊
維
土

器
・

l 
ml
l以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

画 面
外 内

縄
又

横
方

向
の
条

痕

面 面 面

外 内 蹄

に
ぶ

い
褐
色

淡
灰
褐
色

「

煽
色

口
縁
ョ
`進

く
の

破
片

菱
根

～
長

山
氏

LA
B―

b-
6

深
鉢

V-
4-
2

7)
レ

キ
F

や
や

良
婿

や
や
粗

(繊
維

土
器

。
24
1m
以

卜
の
る

葵
・

岳
肩

等
を

や
や

多
く
含

む
)

血 而

外 肉
穐

又

結
方

向
の

姿
痛

団 面

表 締
暗

余
伯

巴

膳
梱

缶

洞
部

の
一

部
の
積

貯
琵

根
～

長
山

弐

」
Aし

~0
~

深
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

77
普
通

(や

や
軟
質

)

や
や
粗

(繊
維

土
器
・

l 
nI
以

卜
の

/H

英
。
長

石
・

雲
母
・

黒
色

粒
を

や
や

多

く
合

む
)

外
画

:縄
X

内
面

:縄
文

外
回

:嗜
余

僑
巴

内
・

断
面

:暗
灰
褐
色

胴
部

の
一

部
の
破

片

交
根

～
長

出
氏

-7
LA
F―

b-
1

深
鉢

V-
1-
1

所
狙
‖港

旨
通

晋
通

く繊
維

土
器
・

l 
mm
以

卜
の
右

央
・

長
石

等
を
含

む
)

面 面
外 内

条
痕

?
撚

糸
支

色
褐 負

奈 圧
婚 星

画 面
表 新

la
凶

も
の

一
部

の
破

片

菱
根

～
長

Ш
ム

-8
LA
D一

I-
3

深
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

頂
部

と
突

帯
の
側

面
上

に
キ

ザ
ミ

罠
好

や
や

粗
(級

稚
土

器
・

3 
mm
以

卜
の

ね
英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

扇
状

に
展

開
す

る
条

反
文

構
方

向
の

ケ
ズ

リ
全

血
:悟

狭
褐

色
口
縁

部
の
一

部
の

み
残

存
民

山
式

a

鹿
状

口
縁

?

し
AD
一

I-
4

深
鉢

V-
4-
3

口
縁
頂
部

と
突
帯

の
側
面
上

に
キ

ザ
ミ

や
や
艮

好
や

や
粗

(2
 n
ll
n以

卜
の
る

英
。
長

る
寺

を
や

や
多

く
含

む
)

デ デ

ナ ナ

面 而
外 内

外
画

:に
ぶ

い
褐

色

内
・

断
面

:灰
褐

色

口
縁

部
の
一

部
の

み
残

存
民

山
式
a

一
]

し
AD
―

Ⅱ
-2

榮
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

央
帝

の
上

面
に

キ
ザ

や
や

不
良

や
や

密
(l
 m
m以

卜
の

右
央

・
長

る
考

//
合

す
ュ尚

画 面
外 内

条
展

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

朴
山

:黒
炊

色

苅
・

蹄
面

:膳
本

桐
御

口
縁

部
の
一

部
の

/k
IF
左

長
山
式
a

-1
1

し
Aり

~■
~5

栗
鉢

V-
4-
2

1H
JI
I 
Iト

央
帝

の
ll
l血

に
キ

ザ
ミ

や
や

不
良

r絡
ぅ
ぼ
ぃ
封

音
通

(l
 m
m以

下
の

石
央

。
長

る
。
雲

母
歩

全
す

|ヽ

面 面
外 内

流
水
状

に
展

開
す

る
条
痕
文

峯
脚

移
の
後
、斜

ヤ
の
十旨
ナ
デ

朴
面

:黒
褐

色

角
.u
rl
r面

:虐
蓉

綴
御

口
稼

部
の
一

』
`

の
み
残

存

長
山

式
a

銀
面

庁
l■

柱
が

村
著

-1
2

LA
D一

Ⅱ
-4

朱
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

哭
帯

の
側

向
に

キ
ザ

ミ
や

や
長

野
や

や
粗

(繊
維

土
器

。
24
1a
以

卜
の
右

英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

扇
板

に
展

開
す

る
条

展
又

横
方

向
の
条

痕

外
・

跡
□

:暗
狭

掲
巴

内
面

:暗
褐
色

口
縁

部
の
一

罰
`

の
み
残

存

長
山
式
a

-1
3
LA
D―

Ⅲ
-1

深
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

4
突
帯
側
面

に
押

引
き
刺

突
文

普
通

晋
通

(1
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
等

を
含

む
。

0 
5n
nl
以

下
の

雲
母

を
多

く
全
】
″

,ヽ

外
II
:使

万
同

の
条

展

内
面

:条
痕
調
整

の
後
、

斜
位

の
指

ナ
デ

画 面 而

外 内 断

黒
褐

色

暗
茶

褐
色

陪
灰

楊
●

口
縁

部
の
一

部
の

み
残

存

長
幽

式
a

外
面

に
は
厚

く
煤

が
伺

者

-1
4

LA
D一

Ⅲ
―

休
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

栗
帯

側
面

に
押

引
き

刺
矢

文
や

や
艮

婿
阻

(5
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:横
万

同
の

条
展

外
・

跡
回

:淡
狭

褐
色

内
雨

:陪
楊

色

口
縁

部
の
一

罰
!

の
み
残

存
罠
山
式

a

-1
5
LA
E-
1

床
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ
混
細
砂

押
引

き
刺

突
文

を
施

す
や

や
艮

婿
普

通
(2
 5
ml
n以

下
の
石

英
・

長
石

を

含
む

)

回 面
外 内

即
;き

界
U夫

又

斜
位

の
指

オ
サ

エ
画 面 而

外 内 断

に
ぶ

い
険

褐
色

暗
茶
褐

色
湊
灰
掲

色

口
縁

部
の
一

罰
|

の
み
残

存

罠
山

式

-l
t
LA
G-
1

殊
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

R

Fm
平

な
突

〒
側

面
に
押

引
き
床
J哭

サ
晋

通
普
通

(l
 I
II
以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
わ

る
密

ど
全

す
|ヽ

肉
白

:積
位

の
指

オ
サ

エ
釜

画
:暗

褐
也

国
稼

訃
09
~司

|

の
み
残

存
晨
山
～
西
川
津
式

-1
7
LA
H―

ユ
米

鉢
V-
4-
3

SR
01
青

灰
砂

単
純

口
縁

や
や

艮
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
。
繊

維
土
器

)

面 而
外 内

扇
状

に
展

開
す

る
条

展
又

斜
位

の
指

オ
サ

エ
全
面

:淡
灰

褐
色

日
縁

ヨ
`1
/7

民
山
式

-1
8
LA
I-
1

米
鉢

V―
Z一

Z

粗
砂

口
縁

月巴
厚

帯
上

に
キ

ザ
ミ

民
好

密
(l
 m
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
・

雲
母

等
を
僅

か
に
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

す
る
丁
寧

な
条
展
叉

横
方

向
の
条
痕

外
la
l 
i暗

狭
褐

色

内
面

:暗
褐

色
断

面
:湊

灰
色

上
半

部
の

1/
4

蜘
川

津
式
A-
1

-1
BA
J―

ユ
朱

鉢
V-
1-
1

前
膳

庁
孝
Π
れ

□
縁

肥
厚

帝
は

や
や

週
り

上
が

る
良
好

普
通

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

る
等

を
全

′
,ヽ

面 面

外 内
刺
突

に
よ

る
複
合
鋸
歯

文
タ
テ
の
条
度
の
後
、
斜
位
の
指
ナ
デ

外
面

:黒
褐

色
肉

・
朕
F面

:膳
扉

想
御

口
縁

ヨ
`1
/8

西
ナ|

1津
式
A-
2

蝋
面

に
壊

付
着

一
Z∪

し
A」

― ―
Z

宋
鉢

V-
1-
1

南
暗
灰
細
砂

4
岬

引
き
刺

突
に

よ
る
複

合
鋸

函
又

晋
遍

や
や
粗

(2
 H
IF
以

下
の
石
英

。
長

石
籍

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面

朴 為
刺

奨
に

よ
る
複

合
鋸

菌
又

横
位

の
条

痕
の
後

、
斜

位
の

指
ナ

デ

面 面 雨

外 内 断

黒
褐

色

灰
褐

色
淡

灰
褐

色

I同
封
Sの

一 一
封
Sの

政
片

山
,I
I犀

式
A―

外
面

に
は
厚

く
著

Z 煤
が
付

-2
1

し
AK
-1

栗
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

jj
B厚

帝
は

や
や

週
り

上
が

る
や
や

不
良

や
や
粗

(2
 H
m以

下
の
る

天
・

長
右
・

金
要

畳
等

を
や

や
多

く
合

む
)

画 面

朴 内
斜

行
す

る
条

展

斜
位

の
指

オ
サ

エ
全

面
:暗

茶
褐

色
口

縁
部

の
一

封
`

の
み
残

存
西

川
津

式
A-
3

た
状

□
縁

―
ZZ

し
AK
―

b
宋

鉢
V-
4-
1

妙
レ
キ
C

lE
厚

帝
は

口
稼

と
の
一

体
化

が
遅

ユ
|

普
通

(や

や
陥

い
わ

普
通

(l
 m
m以

下
の
長

石
等

を
含

む
)

画 面

朴 肉
斜

行
す

る
条

狼
斜

柿
の
指

オ
サ

ェ
外

面
:黒

黍
褐

色

肉
・

肝
面

:本
濯

缶

口
縁

部
の

一
罰

`
の

み
残

存

西
川

津
式
A-
3

祉
而

脂
世

符
著

一
Z3

LA
K-
4

宋
鉢

V-
1-
2

捗
レ
キ

3

4
l巴

厚
帝

と
本

体
の

境
に

抗
緑

を
距

子

晋
追

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
天

。
長

る
等

//
や

や
多

く
合

む
う

画 面

朴 殉

ナ
デ

ナ
デ

外
・

跡
□

:嗜
狭

也

内
面

:に
ぶ

い
掲

色

口
縁

部
の

一
日

`
の

み
残

存

西
川

津
式
A-
3

―
Z4

BA
L―

I―
l

朱
鉢

V-
4-
Z

口
縁

肥
厚

焉
は

や
や

週
り

上
が

る
晋

通
や

や
粗

(繊
維

土
器

。
2 
mm
以

下
の
る

車
。
辱

万
等

を
や

や
多

く
合

む
)

朴
山

:ナ
デ

為
而

:斜
位

の
指

オ
サ

エ
全

面
:暗

茶
褐

色
口
稼

部
の
一

ョ
`

の
み
残

存

西
川

津
式
A-
3
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

縄
文

土
器

観
察
表

(2
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸
 

法
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 

存
度

備
考

口
TI
X

を
も
彦
翻
~Z
て

宋
鉢

V―
Z―

Z

昇
下

層
*日

励

肥
厚

耳
は

口
縁

と
の
一

体
化

が
進

む
普

通
晋
週

(1
 5
nm
以

卜
の
/H
英

。 長
右

を
含

‡F
)

外
商

:斜
行

す
る
条

痕
内
面

:斜
位

の
指

ォ
サ

ェ
朴
面

:黒
褐

色
洵

。
断

面
:暗

茶
福

負
上
■

部
の

1/
5

四
川

fF
AA
-3

祉
而

仝
旅 「

IH
村

著

―
Zt

LA
L―

I一
床

然
V-
4-
1

少
レ
キ
E

肥
厚

汗
は

口
縁

と
の
一

体
化

が
進

む
や

や
良

好
杷

(4
 m
m以

卜
の
41
央

。
長

右
・

黒
色

粒
・

雲
母

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

斜
行

す
る
条

反

斜
位

の
指

オ
サ

エ
面 面 面

外 内 肝

黒
灰

色

黒
茶

褐
色

陪 「

御

上
半
部
の

1/
6

四

'1
膊

ム
A-
0

波
状

口
縁

し
AL
―

■
―

も
殊

勢
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

]巴
ナ 享

帯
は

国
縁

力
ざ
ら
追

り
上

が
る

や
や

艮
射

や
や
社

(3
 m
m以

卜
の

右
天
・

長
石

等
を
や

や
多

く
含

む
)

面 　 面

外 　 内

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る
押

引
き
束
」突

斜
怖

の
指

ォ
サ

ェ

全
国

:暗
褐

笹
口

稼
い

の
~封

も

の
み
残
存

咽
川

〒
式

A-
3

―
Z廷

LA
K/
1-
1

深
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

牌
引

き
界
Щ夫

に
よ

る
復

合
鋸

函
ヌ

旨
通

や
や
粗

(2
 m
ll
以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や

や
多

く
合

む
)

回 雨
外 内

界
」失

に
よ

る
複

合
鋸

函
X

斜
行

す
る

条
穂

外
白

:婚
黍

褐
色

内
・

断
面

:膳 「

揚
御

口
稼

部
の

一
甘

S

の
み

残
存

塾
川

岸
式
A-
3

」
は
A-
1

殊
鉢

V-
4-
1

尤
線

に
よ

る
複

合
鋸

歯
文

や
や

小
艮

(錬
暫

う

や
や

If
l(
1 
5m
m以

卜
の

石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 雨
外 内

横
位

の
沈

線
ナ

デ
71
1a
l 
i暗

褐
色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
据

御

H同
ヨ
`の

一
部

蜘
川

岸
式
A

-3
t

LA
V―

ユ
殊

鉢
V-
1-
1

1H
jI
 I
Iト

や
や

艮
町

旨
連

(l
 u
ln
以

卜
の

右
英

。
長

右
等

を

含
ユ
FⅢ

画 面
外 内

中
投

以
外

は
横

位
の
条

痕
構

位
の
条

痕
回 面

表 新
暗

余
冊

色

湊
灰

福
角

上
■

部
の

1/
3

蜘
川

岸
AS
労

豪

結
修

用
の

寧
訂

-3
1
LA
V-
2

珠
鉢

V-
4-
4

【H
れ
小

安
い

押
引

き
床
嘆

X
や

や
長

婿
や

や
秘

(Z
 n
lm
j/
k卜

の
右

央
。
長

る
。

翌
名

締
笙

歩
や

や
宏

ぞ
合

す
|ヽ

画 面
外 均

神
引
き
原
J突

に
よ
る
複
合
鋸
歯
文

斜
位

の
指

オ
サ

エ
全
面

:淡
灰

褐
色

口
縁

部
の
v8

蜘
川

岸
AB
弥

表

″
状

□
縁

-3
2
LA
V-
3

栗
鉢

V-
4-
1

▼
歩
レ
キ
D

4イ
晋
通

(や

や
脆

い
)

子
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

。
慕

窒
粒

等
を

や
や
多

く
合

む
う

浪 痛
条 峯

の の

位 什

硬 結

画 面

器 内

71
画

:暗
褐

色
均
・

断
面

:暗
茶

褐
色

上
半

部
の

1/
6

西
川

津
AB
折

哀

~t
jこ

し
AV
―

も
榮

鉢
V-
1-
1

膳 「

細
称

ι 8
凶

-3
8の

矮
小

化
し

た
も

の
晋

追
や

や
粗

(1
 5
mm
l以

下
の
石

英
。
長

石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
合

む
)

画 面

恥 【
肩

封
`以

外
は

横
任

の
条

順

構
柿

の
姿

痛

画 面

飛 新
淡

火
褐

色

匠
拐

御

L半
部

の
1/
6

西
川

津
AB
折

哀

~も
η

し
AX
-1

米
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

宛
線

に
よ

る
複

合
鋸

歯
文

や
や

艮
好

雪
(0
 5
ml
l以

卜
の
右
夷
・
長
石

等
を
e

b)
面 面

外 内
沈
線

に
よ

る
複
合
鋸
歯

文
横
位

の
条
痕

画 面 面

外 内 断

黒
褐

色

暗
褐

色
に
ぶ

い
褐

色

口
縁

部
の
一

罰
!

の
み
残

存

白
川

辞
AB
折

豪

-3
b
BA
X-
2

栗
鉢

V-
1-
1

4
冗

線
に

よ
る

優
合

鋸
歯

又
晋

通
晋
通

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
含

む
)

画 面

朴 内
尻

線
に

よ
る

複
合

鋸
函

又

構
什

の
条

庸
外

la
l 
i黒

褐
色

内
・

ll
F面

:里
本

線
御

,H
部

の
一

部
西
川

津
AB
折

豪
外
面

は
煤

付
着

ぢ υ
凶

―
l

し
A①

-1
米

鉢
V-
1-
2

著
匠

細
め

口
縁

肥
厚

帯
の
下

場
に

キ
ザ

週 陥
一 日 や

マ う
晋
追

(l
 m
m以

卜
の

石
天
・

長
石

等
を

含
才 「

Ⅲ
面 面

外 内
横

位
の
条

痕
構

柿
の
条

痕

色 缶

褐 悟

余 茶

黒 陪

画 面

表 断
口

縁
部

の
一

罰
1

の
ス

蔵
左

内
川

津
式
B-
1

―
z

朱
鉢

V-
4-
1

妙
レ
キ

T「

岬
引

き
刺

突
に

よ
る
複

合
鋸

歯
文

遍 胎
音 や

や う
や

や
社

く
Z 
nl
n以

卜
の
右

天
・

長
右

弩
ん

や
や

多
く
合

言
FⅢ

ア^ デ

ナ ナ

画 面

朴 為
外
面

:暗
茶

褐
色

内
・

断
面

:黒
福

角
「
悩

6の
一

部
幽

)1
膵
自
式
B-
1

-3
LA
P-
1

栗
鉢

4
悧

部
の

微
隆

帯
上

に
キ

ザ
ミ

通 脆
晋 や

や ｊ
普
通

(l
 H
H以

下
の
石
英
・

長
石
・

雲
騨

み
合

′
ュヽ

画 面

朴 Å
模

位
の

条
展

繕
柿

の
峯

痛
小

・
町

□
:嗜

禍
色

内
面

:黒
格

色

阿
部

の
一

部
四

'I
 t
tA
Ь

~

し
Aイ

ー
栗

鉢
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

阿
酎
`に

3条
以

上
の
微

隆
〒

晋
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
や

や
多

く
合

む
)

画 面
外 内

横
位

の
条

娘

桔
締

の
峯

痛

画 面

表 肝
黒

茶
褐

色

膳 「

福
缶

個
部

の
一

部
西
川

津
式
B-
1

妹
而

今
体

に
煤

付
着

一
ぅ

し
A哩

―
Z

米
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

麒
隆

帯
の

上
卜
に

即
引

き
床
」矢

ヌ
旨

追
晋
道

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

雲
母

を
含

む
)

外
国

:ナ
デ

内
面

:斜
行

す
る

条
痛

外
・

lu
r向

:黒
茶

褐
色

内
而

:膳
本

楊
御

Ja
l封

`1
/6

西
サI

I津
式
B-
1

器
壁

が
薄

い
し
Al
t―

ユ
宋

鉢
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

押
引

き
刺

突
文

旨
遍

晋
遍

(l
 a
ll
n以

卜
の
右

英
。
長

石
等

を
含
む

)

面 而
外 内

ナ
デ

構
社

の
築

雇
外
・

跡
lt
l:
黒

褐
色

内
面

:に
ぶ

い
裾

御

口
縁

部
の
一

封
|

の
み
残

存
郷

II
津
式
B-
2

器
壁

が
薄

い
宋

勢
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

器
高

が
低

t
普

起
や

や
杷

(織
稚

土
器
・

2 
nl
ll
以

卜
の
石

英
。
長

石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
合

む
)

面 面
外 内

横
位

の
条
痕

横
位

の
条
痕

外
・

跡
口

:淡
余

褐
色

内
面

:暗
褐

色
‖同
屈

田
部

1/
8

コ
'I
「

」ヽ
L―

Z

LA
T-
1

殊
鉢

V-
1-
2

粗
砂

器
高

が
低

ヽ
や

や
/f
N艮

(や
や
脆
い

)

や
や
粗

(2
 H
la
以

卜
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:屈
曲

よ
り
上

部
は
横

位
の

禁
痕

汽
而

:糟
柿

の
峯

痛

/1
.l
al
:婚

褐
色

内
面

:黒
茶

褐
色

新
面

!里
堰

御

掴
屈

曲
部

1/
6

切
II
津
式
B-
3

―
υ

LA
l―

床
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

詩
局

が
低

い
や

や
小

艮
(や

や
脆

tう

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

画 面

外 均
硬

任
の

条
猥

構
柿

の
条

痛
外

'断
白

:曙
褐

色

肉
面

:渉
匪

粽
御

胴
屈

田
部

f/
」

一
部

コ
II
津
式
B-
3

し
A∪

一
Z

味
鉢

V-
2-
2

3R
01
音

灰
砂

微
隆

帯
に

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

晋
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

雲
母

を
多

く
含

む
)

面 面

外 【
横

位
の
条

痕
構

位
の
築

痛
朴

山
:暗

飛
褐

色

莉
・

断
面

:に
ぶ

い
楊

伯
胴

屈
田

部
の

一
部

コ
II
√
ヨ
式
B

LA
∪

-1
宋

鉢
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

微
隆

稀
に

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
首
起

くW
や
脆

い
)

晋
遍

(Z
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
・

芸
母

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:斜
行

す
る
条
痕

内
面

:横
位

の
条
痕

の
後

、
斜

位
の

指
+ギ

蛍
mi
黒

余
褐

色
】同

部
の
一

コ
`

山
川

岸
式
B

し
A∪

―
υ

木
鉢

V-
4-
2

妙
レ
キ
F

此
線

文
晋

遣
r■

(3
 u
ln
以

卜
の
石

天
・

長
石
・

黒
色

位
等

を
多

く
含

む
)

内
面

:横
位

の
条

痕
画 面

震 肝
淡

狭
褐

色

陪 「

毎
H同
屈

曲
部

の
一
部

西
川

津
式
B

し
AW
―

ユ
宋

鉢
V-
1-
1

笥
秒

レ
キ

阿
部

に
ヘ

ラ
描

き
の
鋸

歯
文

音
起

く
マ

や
焔

い
う

や
や
杷

く
Z 
mm
以

卜
の
る

英
。
長

る
等

を
や

や
多

く
合

と
,う

内
面

:横
位

の
条

痕
待

悟

色 陪

炊 ‥

黒 面

‥ 断

画 ・

外 内
】同
罰
`1
/8

口
縁

部
の

一
部

-1
4
LA
W-
3

深
鉢

`田

剤ゝ
口

稼
泄

厚
汗

に
押

||
き

刺
突

に
よ

る
海

合
領

肯
マ

や
や

良
灯

普
通

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

雲
鳳

を
や

や
多

く
合

む
)

扇
状

に
展

開
す

る
条

痕
文

斜
柿

の
指

ォ
サ

ェ

画 面

外 内
外
面

:黒
褐

色
内

。
断

雨
:暗

茶
褐

缶
日

縁
部

の
一

樹

`

口
縁

部
の

一
罰

6
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表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出
土
・

縄
文

土
器

観
察

表
(3
)

― ― ∞ ト ー ー

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
寸

cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

掲
凶

一
〕

LA
Y―

も
-3

架
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

押
引

き
刺

突
文

晋
通

くや

や
脆

い
)

普
通

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を

含
む

)

面 面

外 内
横
位

の
条
反

横
位

の
条
痕

全
面

:黒
茶
褐
色

阿
部

の
一
部

西
川
津
式

～
羽

島
下
層

Ⅱ
式

―
l

し
BA
-1

深
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
X

卸
引

き
刺
突
文

や
や

艮
好

普
通

(繊
維
土
器
・

l 
mm
以
下

の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

面 而
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
面

:暗
灰
褐
色

肉
・

陳 『
面

!膳
本

据
缶

四
縁

訃
つ リ

ー
封

`

羽
島
下
層

I式

一
〕

し
BB
―

b-
1

深
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

D字
押

引
き
刺
突
文

や
や

良
好

や
や
密

(0
5n
4以

下
の
石

英
。
長

石

等
を
含

む
)

内
面

:横
位

の
条

痕
釜
面

:黒
茶
褐

色
l同
部

下
半

の

一
部

羽
島
下

層
]式

-1
し
Ь
Ь

―
リ
ー

寒
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

D字
刺

突
文

や
や

良
好

や
や

粗
(2
 m
m以

卜
の
右

興
・

長
る

等

を
や

や
多

く
含

む
)

内
面

:横
位

の
条
痕

朴
血

:暗
茶

褐
色

洵
・

断
面

:黒
茶

楊
色

口
縁

部
の

一
郡

羽
島
下
層

Ⅱ
式

-1
彰

LB
D一

b-
1

架
鉢

V-
4-
1

C字
爪

形
文

や
や
不

良
や

や
粗

(1
 5
ml
n以

下
の

る
天

。
長

ね

等
を

や
や

多
く
含

む
)

内
面

:横
位

の
条
痕

釜
面

:暗
灰

褐
色

回
縁

部
の
一

部
封
ヒ
臼

,I
I卜

層
Ib
式

-2
0
LB
D―

b-
2

米
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

C写
爪

形
文

普
通

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の

石
葵

・
長

る
。

雲
母

等
を

や
や

多
く
含

む
)

殉
le
l:
ナ

デ
全

面
:黒

褐
色

胴
部

の
一

部
|ヒ
白
川

下
層

Ib
式

-2
1

LB
D一

b-
3

朱
鉢

V-
4-
2

C字
爪

形
文

普
通

や
や
粗

(l
 m
H以

下
の
石

英
。
長

石
。

雲
母

等
を

や
や

多
く
含

む
)

殉
血

:ナ
デ

外
・

断
面

:暗
褐
色

均
面

:黒
褐
色

同
部

の
一
部

】ヒ
白
川

下
層

Ib
式

-2
2

LB
D―

も
-
5

栗
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

押
引

き
状

の
C早

爪
形

文
や

や
小

艮

(や
や
脆
い

)

や
や
粗

(3
 m
n以

下
の
石
英
・

長
石
・

雫
母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

殉
面

:ナ
デ

回 面
表 新

噌
余

働
巴

濃
茶
褐

色

同
部

の
一
部

|ヒ
白
川

下
層

Ib
式

-2
3
LB
E-
1

深
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

口
縁

頂
部

に
キ

ザ
ミ

晋
連

普
通

(l
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
≦雪

|ナ
ュ
尚

内
面

:丁
寧

な
ナ

デ

外
面

:横
位

の
条

痕

表
圃

:黒
褐

也

新
面

:暗
茶

褐
色

口
縁

部
の

一
日

!
北

白
川

下
層

Ib
式

-2
4
LB
E-
5

深
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

□
縁

頂
部

に
キ

ザ
ミ

晋
通

旨
通

(l
 m
m以

下
の
石
英
等

を
含

む
)

面 面

外 内
横

位
の
条

反

横
位

の
条

痕

全
面

:黒
褐

色
口
稼

部
の
一

ヨ
!

北
白
川
下
層

Ib
式

-2
[
LB
G-
1

架
鉢

V-
4-
1

l
口
縁
頂

部
に
キ
ザ

ミ
円

形
油

1牢

や
や

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

内
面

:横
位

の
条

痕
面 蒜

表 蹄
暗

茶
褐

色

里
怨

得

回
縁

部
の
一

ヨ
|

Iヒ
白
川
下

層
Ⅱ
a式

府
燎

円
縁

―
Z(

し
Ь
l-
1

架
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

微
隆
帯

の
上
下

に
半
裁
竹

管
で
達

件
奮
‖
空

歩
怖

士

や
や

長
好

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

金
雲

外
面

:縄
文

内
面

:磨
滅

の
た

め
不

明

外
。
断

面
:濃

灰
色

内
而

:暗
褐

色

胴
部

の
一

部
六
歳

山
式

一
Zr

し
13
①
-1

深
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
J

41
腹

】大
口

縁
普

通
や
や
粗

(2
41
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

金
雲
母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 雨

外 内
条

痕
調

整
の

後
、

粗
い

ナ
デ

ナ
デ

面 而

表 断
黒

茶
褐

色

暗
灰

色

口
縁

部
の

一
部

雨
期

初
頭

滞
】★

□
縁

―
Zも

し
BP
-1

深
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

51
や

や
厚

手
や

や
良

好
普
通

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を

や
や
多

く
含

む
)

面 面

朴 為
横
位

の
条
痕

横
位

の
条
痕
調
整
後
、

ナ
デ

外
面

内
面

断
面

黒
褐
色

に
ぶ

い
褐

色
に
ぶ

い
淡
褐

色

口
縁

部
の

一
ヨ

`

羽
島
下

層
Ⅱ
式

―
Z∪

し
BQ
-1

深
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
J

普
通

や
や
粗

(繊
維
土

器
。

2 
mm
以

卜
の
る

英
・

長
石
等

を
含

や
や
多

く
含

む
)

面 面

本 洵
粗

い
ナ
デ

桔
位

の
条
痕

外
・

断
面

:黒
灰

色

内
面

:暗
茶
褐

色

回
縁

部
の
一

部
北

自
)|
|卜

層
]a
式

｀ F

波
状

口
縁

―
も
し
LB
R一

架
鉢

V-
4-
2

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の

石
天
・
長

右
等

を
や

や
多

く
合

む
)

面 面

外 内

横
位

の
条

痕

結
位

の
条

痕

外
面

:黒
茶
褐
色

内
・

断
面

:暗
茶
褐
色

口
縁

部
の
一

部
羽

島
下

層
Ⅱ
式

?

-3
1
LB
S-
5

榮
鉢

V-
2-
Z

SR
01

77
や
や
良
好

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

等
を

や

や
多

く
合

む
)

面 面
外 内

横
位

の
条
痕

横
位

の
条
痕

面 面
表 断

暗
茶

褐
色

淡
灰

褐
色

同
部

の
一

部
前
期

初
頭

-3
2
LB
T-
1

栗
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

晋
通

や
や
粗

(繊
維
土
器

。
3 
ul
d以

下
の
石

弾
・

岳
石
等

を
合

や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 均

慣
位

の
条

展

ナ

内
・

断
面

:黒
褐

色

外
而

:淡
灰

褐
色

同
部

の
一
部

前
期
初
頭

-3
3
LB
U-
1

深
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

晋
通

や
や
粗

(織
維
土
器
・

21
1H
以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
含

や
や
多

く

含
む

)

面 面
外 内

横
位

の
条

反

粗
い

ナ
デ

面 面 雨

外 内 断

暗
灰

褐
色

に
ぶ

い
褐

色

暗
茶

褐
色

IH
ヨ

`の

一
部

前
期
初

頭

-3
4
LB
Y-
1

深
鉢

V-
4-
2

暗
灰

粘
土

や
や

艮
婿

や
や
粗

(4
 n
ll
l以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 而

外 為
斜

位
の
条

痕

ケ
ズ

リ

面 面

表 肝

暗
褐
色

扉
な

缶

]同
罰
`1
/7

前
期
初

頭

30
凶

-1
」
CA
一

l
深

鉢
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

肉
la
lに

泄
厚

音
通

粗
(2
 a
lm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
∈

粒
を
多

く
含

む
)

外
面

:縄
文

?
内
而

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明

全
面

:暗
灰
褐

色
口
縁

部
の
一

罰
I
船

元
式

外
面

に
煤

付
着

あ
CA
―

b-
1

深
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

普
通

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
る

等
を

や

や
多

く
含

む
)

外
面

:縄
文

内
而

:ナ
デ

外
。
断
面

:に
ぶ

い
褐
色

内
面

:暗
灰
褐
色

桐
部

の
一

部
沿

元
式

-3
LC
B-
1

深
鉢

V-
1-
2

率
田
れ
Ⅲ

や
や

良
好

や
や

粗
(l
 m
m以

下
の

石
英

。
長

右
霜

を
多

く
含

む
)

面 雨

外 内
細

縄
文

T寧
な

ナ
デ

外
面

:暗
灰
色

内
・

断
面

:暗
茶
褐
色

胴
部

の
一

部
里

木
Ⅱ

式

-4
LC
C-
1

際
鉢

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る

波
状

ヌ
や

や
不

良
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
る

等

を
や

や
多

く
含

む
)

肉
la
l 
iナ

デ
外
・

断
面

:灰
褐
色

内
面

!淡
褐
色

□
縁
部

の
一
部

里
木

Ⅱ
式

-5
LC
C―

Ⅱ
-1

床
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
A

皮
‖犬

沈
線

の
間

に
刺

矢
を
施

す
や
や
良
好

粗
(8
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

量
に
合

む
)

内
向

:ナ
デ

外
・

断
面

:暗
灰
褐

色

内
面

:濃
褐
色

口
縁
部

の
一
部

里
本

Ⅲ
式



第
42
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

縄
文

土
器

観
察

表
(4

‐ ― ∞ い ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
法

cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 

存
 

度
備

考
国

う
υ
凶

―
LC
D-
1

磯
鉢

V-
1-
1

西
細

め
審
消

縄
文

?
や
や
良
婿

や
や

租
(1
 5
mm
以

卜
の

右
英
・

長
准

等
を
多

く
合

む
う

殉
画

:ナ
デ

断 ‥
・ 面

外 内
面

:に
ぶ

い
橙

褐
径

に
ぶ

い
褐

色

口
縁

部
の
一

部
中

津
I式

LC
D―

b-
1

失
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

琴
消

縄
文

普
通

や
や
粗

(1
 5
nm
以

下
の
石

英
。
長

在
等

を
多

く
合

む
)

凋
山

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
釜

lg
l 
i淡

次
掲

巳
口

縁
部

の
一

�
中

津
I式

-8
LC
E―

b-
1

深
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

審
7肖

縄
又

や
や
良

奸
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

や
や

多
く
含

む
)

内
面

:ナ
デ

琳
向

:暗
褐

色

心
・

断
面

:灰
褐

行

la
日

`の

一
部

中
津

I式

-9
LC
F-
2

深
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

潜
消

縄
又

や
や

長
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

狗
面

:ナ
デ

外
・

断
面

:濃
灰
色

内
而

:暗
褐

色
口
縁

部
の
一

ョ
!

中
津

Ⅲ
式

―
ユ

BC
F-
5

曳
鉢

V-
4-
1

4
口
縁
下

に
2条

の
沈
線

や
や

小
艮

や
や
裡

(1
 5
mm
以

卜
の
石

英
・
長

石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

殉
面

:ナ
デ

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
橙

褐
色

暗
灰

色

口
縁
部

の
一
部

中
津

Ⅲ
式

―
■

し
CG
-4

朱
第

V-
4-
3

妙
レ
キ
X

や
や
不

良
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
を
含

む
)

凋
山

:暦
顔

の
た

め
調

整
不

明
全

面
:暗

褐
色

口
縁

部
の

一
凱

晩
期

の
可

能
性

あ
り

-1
LC
G一

b-
3

深
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

61
や

や
長

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

面 面

本 内

ナ
デ

ナ
デ

外
・

助
la
l 
i黒

褐
色

内
而

:暗
褐

角

口
縁

部
の

一
甜

陵
期

末
?

-1
LC
H一

b-
1

架
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

や
や

小
艮

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
多

く
合

む
う

為
面

:ナ
デ

外
面

:淡
赤
褐

色
肉

o肝
面

:里
帽

缶

‖可
司
う
の
~呻

中
岸

Ⅲ
弐

-1
4

し
CI
-1

宋
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

日
縁

下
の
屈

曲
部

に
キ

ザ
ミ

や
や
不
良

阻
く
Z 
mm
以

卜
の
ね

央
・

長
右

等
を
多

く
を
合

む
)

画 面

朴 勺
磨

滅
の

た
め
調

整
不

明
ナ

デ
外
面

:暗
褐

色

内
・

断
面

:暗
茶

掲
色

口
縁

部
1/
12

後
期

前
棄

-1
5

し
じ
」
-1

朱
勢

V-
4-
2

砂
レ
キ
D

磨
消

縄
文

や
や

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
・

黒
色
粒

。
雲
母

を
多

く
合

む
)

肉
la
l
:横

位
の

粗
い

ケ
ズ

リ
外

商
:暗

茶
褐

色

内
・

断
面

:淡
茶

褐
色

同
部

の
一

部
彦

崎
K正

式

-1
6

LC
K一

ユ
宋
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

ヘ
ラ
拓

き
沈

線
の
条

間
に
刺

突
を

賄
す

や
や

良
好

粗
(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
・

雲
母

等
を
多

く
含

む
)

内
面

:ナ
テ

外
画

:暗
褐

色

内
。
断

面
:黒

灰
行

ほH
部

の
一

酎
`

元
住

吉
山

I式

-1
7
LC
K-
3

架
鉢

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

や
や

艮
好

や
や

粗
(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
多

く
合

む
う

内
面

:条
痕
調
整

の
後
、

ナ
デ
消

し
外

山
:婚

褐
色

内
・

断
雨

:黒
灰

色
月
日

司
SL
P大

4可
迦

の
1/
10

厄
住

百
山

I
式

-1
と

LC
L-
1

口 製

主 ＋

V-
4-
2

肋
レ
キ
F

生
回

の
上

面
に
文

様
や

や
艮

好
晋

遍
(1
 5
ul
ll
以

卜
の

右
英

。
長

る
等

歩
合

ナ
お

表
面

:ナ
デ

釜
la
3:
嗜

褐
色

注
口
部

分
の

み
元

住
吉

山
式

-1
9
LC
L-
2

口 奥

圧 キ

V-
4-
ユ

砂
レ
キ
B

18
と

1司
―
―
イ団

体
か

や
や
良

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

雲
色
粒
等

を
や
や
多

く
合

む
)

山 而
外 内

暦
滅

の
た

め
調

整
不

明
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
?

淋
・

断
面

:暗
灰

色
内
而

:里
悟

御
阿
上
半
の

1/
5

元
住

吉
山

I式

-2
0

LC
卜
I-
1

深
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
A

赳
緑

を
施

す
や

や
不

長
や

や
粗

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

全
体

EN
3に

磨
顔

し
て

お
り

調
整

小
け

外
・

浙
画

:灰
褐

色

為
而

:陪
灰

楊
付

口
縁

卜
の

一
ヨ

|

目
滝

式

-2
1

LC
ふ
ン [
-2

深
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

」
線

を
施

す
や

や
長

好
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

面 面 面

外 内 肝

暗
黄
褐

色
黒
褐
色

膳
序

御

口
稼

卜
の

一
罰

|

目
滝

式

LD
A-
1

床
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

突
帯

は
口
縁

よ
り
下

が
っ
た
位

置
に
つ

く
や

や
艮

婿
晋

通
(l
 m
m以

卜
の

る
夷

。
長

石
等

を

合
汁

尚
面 面

外 内
横
位

の
条
痕

横
位

の
条
痕

全
面

:に
ぶ

い
褐

色
上

半
部

1/
8

山
陰
突
帯

文
I期

-2
3

し
DS
-1

宋
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

央
帯

は
口
縁

よ
り
下

が
っ
た
位

置
に
つ

く
や
や
良
婿

普
通

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含
む

)

デ デ

ナ ナ

向 雨

外 為
全

面
:暗

掲
色

上
半

部
1/
5

山
陰

突
帯

文
I期

-2
4
LD
D-
1

深
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

哭
〒

は
口
縁

よ
り
下

が
っ
た
位

置
に

つ
く

良
好

普
通

(2
帥

以
下

の
石
英

。
長
石
等

を
含
む

)

山 而

朴 為
縦

位
の
条

展
構

r1
/の

条
雇
調
整

の
後
、

ナ
デ

朴
・

bj
r血

:黒
茶

褐
色

内
面

:暗
茶

楊
←

口
縁

部
の

一
部

蜘
陰
突

再
文

I期
コ
川
津
式
の
可
能
性
あ
り

―
Zb

LD
C-
2

栗
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

断
面

三
角

形
の

笑
帝

に
キ

ザ
ミ

を

入
れ

る

艮
好

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
ケ

ズ
リ

横
位

の
ケ

ズ
リ

釜
血

:炊
褐

色
日

稼
劉
`1
/8

匈
陰

哭
汗

文
Ⅱ

期

一
漱

LD
E-
1

栗
鉢

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

突
帯

は
高

く
突

出
す

る
晋

通
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

す
る
条

痕

横
位

の
条

痕

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
灰
褐

色
に
ぶ

い
褐
色

暗
褐

色

上
半
部

1/
10

山
陰

矢
帝

又
Ⅱ

期

-2
し
D“

一`
ユ

宋
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

央
帯

は
端

面
上

向
き
三

角
形

普
通

や
や
杷

(3
 m
I「

以
卜
の
右

英
・

長
右

寄
を

や
や

多
く
合

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

構
ナ

デ
外

面
:暗

褐
色

内
・

断
面

:暗
灰

褐
色

口
縁

部
の

一
郡

山
陰

突
帯

文
Ⅱ
期

―
Zと

LD
G-
1

深
鉢

V-
1-
3

v1
/N
レ
キ
D

矢
干

は
断
面
上

向
き
三

角
形

で
キ

ザ
ミ
有

り
き

通
や

や
粗

(1
 5
HI
H以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

租
い

ナ
デ

横
位

の
条

痕

画 面 而

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
黄

褐
色

渉
灰

褐
缶

国
縁

部
'9
-謝

`

山
陰

突
帯

文
Ⅱ
期

―
Zし

LD
H-
2

深
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

断
面
丸
形

の
突
帯

で
日
縁

と
一

体
化

す
る

や
や

艮
対

や
や
粗

(2
 n
lm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
条

痕

横
位

の
条

痕

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
淡
褐

色
に
ぶ

い
淡
灰
掲
色

灰
褐
色

四
稼

部
の
~司

S
山

候
央

帝
叉

Ⅱ
期



第
43
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土

。
縄

文
土

器
観

察
表

(5
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
辮

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考
口

30
図
-3
0
LD
H-
3

米
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

断
面

が
低

い
三

角
形

の
実
帯

に
キ

ザ
ミ

普
通

(や

や
脆

い
)

や
や
粗

(1
54
11
n以

下
の
る
英

。 長
右
等

を
や
や
多

く
合

み
、
砂

っ
ぱ

い
)

面 面
外 内

斜
行

す
る
粗

い
条
痕

横
ナ
デ

面 面 面

朴 内 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

に
ぶ

い
褐

色

濃
灰

色

口
縁
部

の
一
部

山
暇

夫
常
X■

期

-3
1
LD
L-
1

架
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

突
帯

は
回
縁

端
部

よ
り
週

り
上

が

る

や
や
良
好

普
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

合
む

)

外
面

:に
ぶ

い
淡

褐
色

為
・

断
面

:淡
灰

褐
色

上
半
部

1/
12

吸
下

山
陰
突
帯
文

Ш
期

-3
2

LD
正
-2

哭
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

突
帯

は
口
縁
端
部

よ
り
迫

り
上

が

っ
て
一
体
化

や
や

艮
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
ケ

ズ
リ

ナ
デ

面 面 而

外 内 断

暗
茶

褐
色

暗
灰

褐
色

黒
褐

色

上
半

部
1/
5

れ
陰
突
帯
文
I期

(沢
田
式
併
行

)

31
脳

-1
LD
I-
3

深
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

27
7

突
帯

は
口
縁

端
部

よ
り
迫

り
上

が

っ
て
一

体
化

良
好

や
や
粗

(1
剛

以
下

の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:斜
行

す
る
粗

い
条

涙

為
面

:横
位

の
条

痕

外
面

!白
褐

色
卜
・

断
而

!に
ぶ

い
褐
色

上
半

部
1/
8

拍
陰
突
帯

文
Ⅱ
期

(沢
田
式
併
行

)

LG
D-
1

深
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

4
同
部

に
断
面

台
形

の
突
帯

を
つ

け

る

や
や

良
婿

佃
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

内
面

:横
位

の
ケ
ズ

リ

面 面 而

外 内 肝

淡
灰

褐
色

に
ぶ

い
褐

色

陪
福

灰
色

祠
部

の
一

部
蜘
陰
突
帝
又

I期
(沢

田
式
併
行

)

-3
LD
」

一
架
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

低
平

に
な

っ
た
突
帯

は
回
縁

と
一

体
化

し
て

い
る

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:斜
行

す
る
粗

い
条
痕

内
面

:粗
い
ナ
デ

画 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

に
ぶ

い
淡

褐
色

黒
褐

色

口
縁

部
の
一

部
山
陰
矢
〒
文

Ⅲ
期

外
面

に
煤
付
着

-4
LD
K-
1

宋
勢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

突
帯

は
口
縁

と
一
体
化

し
、
頂
罰

!

に
平
坦
面

を
形

成
す

る

や
や

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

天
・

長
ね

等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 而

外 内
粗

い
ナ

デ

構
位

の
粗

い
条

痕

外
面

:淡
褐

色

内
・

断
面

:淡
橙
褐

色

口
縁
部

の
1/
6

蜘
陰

突
帯

文
Ⅲ
期

-5
LD
K-
3

宋
鉢

V-
1-
1

肋
レ
キ

宋
帯

は
口
縁

と
一

体
化

器
壁

は
薄

ヽヽ

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
粗

い
条
痕

横
位

の
粗

い
条
痕

外
・

断
面

:淡
灰

褐
色

内
面

:渉
楊

得

上
半
部

の
一

剤
山
陰

突
帯

文
Ⅲ
期

-6
LD
L-
2

栗
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

7
突
帯

は
口
縁

と
一

体
化

し
て

い
る

や
や

艮
好

普
通

(2
 n
lm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
俸
粁
等

を
や
や
多

く
合

む
)

面 面

小 殉

や
や
粗

い
横
方

向
の
指

ナ
デ

丁
寧

な
ナ
デ

外
面

:淡
灰

白
色

肉
o 
pl
「
而

!泌
楊

御

上
半

部
1/
8

山
陰
突
帯
文

Ⅲ
期

-7
LD
ふ

ッ[
-1

架
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

内
面

を
竹

管
状

工
具

で
刺

突

す
る

音
通

や
や

粗
(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
缶

粁
等

を
多

く
合

む
)

デ ア^

ナ ナ

面 面

朴 内

全
面

:灰
褐

色
]縁

部
の

一
封

`

挽
期

耐̀
テ
H十

器

-8
LD
N-
1

深
鉢

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

朱
帯

は
微

隆
帯

状
に
な

っ
て

い
る

晋
通

や
や
粗

(1
5■

m以
下

の
石

英
・
長

石
・

黒
御
新
等

を
や
や
多

く
合

む
)

面 面

琳 均
粗

い
ナ

デ

粗
い

ナ
デ

外
面

:黒
褐

色
肉

・
肝

面
:陪

本
格

御

上
半

部
1/
5

L陰
突
帯

文
Ⅲ

―
新

難

-9
LD
O-
1

深
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

30
[

口
縁

端
部

に
上

方
か

ら
キ

ザ
ミ
を

入
れ

る

や
や

長
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

里
角
締
・

金
雲
母

を
や
や
多

く
合

む
)

面 面

朴 均

や
や
粗

い
横
万

同
の
条
展

浅
い
横
位

の
条
痕

外
面

:暗
茶
褐
色

洵
・

断
面

:黒
茶
褐
色

上
半

部
1/
6

滋
賀
里

Ⅳ

―
上
t

コD
P-
1

深
鉢

V-
1-
1

砂
レ
キ

阻
製

や
や

艮
好

や
や
粗

(1
 5
ml
n以

下
の
石

英
・
長

石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

す
る
粗

い
条
痕

粗
い
ナ
デ

面 面 而

外 内 断

暗
灰

褐
色

暗
黄

褐
色

黒
褐

角

口
縁

部
の
一

即
晩

期

-1
1

LD
Q-
1

深
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

阻
製

普
通

阻
(2
 m
m以

下
の
る

天
・

長
右

等
を
多

く
含

む
)

外
面

:粗
い
ナ
デ

内
而

:*
Rい

ナ
デ

外
・

B9
r血

:淡
炊

褐
色

内
面

:に
ぶ

い
褐

色

口
縁
部

1/
8

晩
期

-1
LD
R-
1

深
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

29
7

阻
製

や
や

良
灯

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の

石
英

'長
右
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面

外 内
横

位
の

ケ
ズ

リ

ナ
デ

外
・

断
面

:暗
狭

色

内
面

:黒
灰
色

上
半
部

1/
8

免
期

-l
t
LD
S-
1

殊
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

栗
帯

は
反

跡
的

な
微

隆
〒

状
に

な

っ
て

い
る

や
や
良
好

や
や

粗
(2
 n
H以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

社
い

ナ
デ

粗
い

ナ
デ

外
。
断

面
:暗

褐
色

内
面

:黒
褐

色

口
縁
部

の
一
剤

山
陰

突
帯

文
Ⅲ

一
新

期

-1
4
LD
T-
1

深
鉢

Υ
-1
-1

覇
砂

レ
キ

阻
製

普
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
t粒

等
を
や
や
多

く
含

む
)

外
画

:粗
い
ナ
デ

内
面

:横
位

の
条
痕

外
・

断
面

:曙
褐

色

肉
面

!泌 「

楊
伯

口
縁
部

の
一
部

塊
期

府
修

用
の
穿

孔
が

あ
る

-1
LD
V-
3

深
鉢

V-
4-
3

少
レ
キ
Y

阻
製

や
や

艮
対

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

み
、
砂

っ
ぽ

ヽヽ
)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
面

!淡
灰
褐
色

内
・

断
面

:黒
褐
色

口
縁

部
の

一
日

`

免
期

一
l

LD
Ⅵ
「
-3

架
鉢

V-
1-
3

1
阻

製
旨

通
普

通
(2
 n
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を

含
む

)

面 面

外 内
粗

い
ナ

デ

粗
七ヽ

ナ
デ

外
面

:暗
茶
褐

色
内
・

断
而

:暗
灰
褐

色

回
縁

部
の

一
日
も
晩

期

波
状

口
縁
?外

面
被

熱

-1
し
lD
W-
4

深
鉢

V-
4-
2

lH
製

や
や

不
長

(軟
質

)

粗
(2
 n
ll
a以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

粗
い

ナ
デ

粗
い

ナ
デ

外
面

:暗
褐

色

内
・

断
面

:暗
灰
色

口
縁

部
の

一
部

晩
期

一
l

BD
X―

ユ
深

鉢
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

阻
製

普
通

や
や
粗

(2
 u
ln
以

卜
の
右
英

。
長

右
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 而
外 内

粗
い
ナ
デ

構
位

の
ケ
ズ

リ

全
向

:淡
炊

褐
色

口
縁

部
の
一

部
塊

期

―
ユ

し
DY
―

l
深

鉢
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

阻
製

良
好

や
や
粗

(2
 u
lm
以

下
の
る
英
・

長
/H
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 而
外 内

横
位

の
条
痕

糟
位

の
条
痕

外
・

断
白

:淡
狭

褐
色

内
面

:淡
黄

褐
色

上
半

部
1/
6

晩
期

―
Zt

し
」
q―

架
鉢

V-
1-
1

砂
レ
キ

突
帯

は
口
縁
部

と
一
体
化

し
て

ヽ

る

や
や

良
好

や
や
粗

(4
 H
m以

下
の
る

英
。
長

右
零

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:横
位

の
条
痕

内
雨

:非
常

に
丁

寧
な
ナ
デ

/1
面

:淡
灰

色

A・
肝

而
:渉

灰
福

負

口
縁

部
の
一

部
縄

文
晩

期
～

弥
生

I駐

突
帯

文
系



― ― ∞ 『 ― ―

第
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

縄
文

土
器

観
察

表
(6
)

挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残

存
度

備
考

□

31
図

-2
1
LE
Q-
4

深
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

器
壁

が
薄

ヽ
や
や
良
好

晋
道

(l
 m
m以

卜
の

右
英

。
長

右
等

を

や
や

多
く

合
む

う

外
山

:ナ
デ

内
面

:非
常

に
丁

寧
な

ナ
デ

全
面

:淡
褐

色
回

縁
部

の
一

離
縄

文
晩

期
～

弥
生

I

突
帯

文
系

野

-2
2
LE
Q-
6

深
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

に
キ

ザ
ミ
を
人

れ
る

艮
好

晋
通

(2
m以

卜
の
る

天
。
長

る
。
万

色
粒

等
を
含

む
)

面 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後

に
ナ

デ

ナ
デ

外
面

:淡
灰
褐
色

断
面

:淡
褐
色

内

口
縁
部

1/
10

縄
文

晩
期

～
弥

生
I騨

突
帯

文
系

外
面

に
摸

付
着

-2
3

る
」
X-
1

宋
第

V-
1-
1

外
lL
q接

合
や

や
長

好
や

や
粗

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面

朴 均

ナ
デ

ナ
デ

全
面

:淡
貢

灰
色

上
半

部
1/
8

縄
文

晩
期

～
弥

生
I穀

突
帯

文
系

;2
凶
-1

BE
K-
1

米
鉢

V-
1-
1

砂
レ
キ

71
但

裂
や

や
良

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の

石
葵
・

長
石
・

黒
色

粒
・

金
雲

母
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面

朴 均

ケ
ズ

リ

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

淡
灰

掲
色

に
ぶ

い
褐

色

褐
灰

色

洞
部

の
一

部
晩

期

-2
LE
A-
1

架
鉢

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

r■
製

や
や
良

好
普

通
(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
。
黒

色
粒

。
金

雲
母

等
を

や
や

多
く
合

む
)

面 而

朴 洵
斜

行
す

る
条
痕

ナ
デ

全
面

!暗
黄
褐
色

悧
ヨ
`中

只
1/
6

塊
期

-3
LE
P-
1

国 器
圧 土

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

略 ‐ ・
２

長 消

残 ７

普
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
合

む
)

表
面

:や
や
幅
広

の
ミ
ガ
キ

全
画

:火
褐

色
生

回
部

分
の

み
晩

期

-4
LF
A-
1

曳
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

部
直

下
に
沈

線
普

通
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
合

む
う

箸
椒

の
た

の
調

整
4ヽ

明
外
・

断
山

:暗
狭

褐
色

内
而

:暗
梧

色

口
稼

部
の

一
封

!

眩
賀

里
]

式

-5
LF
B-
1

実
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

山
形

文
の
一

部
や
や
良
好

や
や

粗
(1
5側

以
下

の
石

英
・

長
石

等
を

や
や

多
く
合

む
)

肉
血

:ナ
デ

山 ・

外 内

:に
ぶ

い
1掲

色

断
面

:淡
灰
褐
色

‖H
ヨ

`の

一
部

滋
賀

里
Ⅱ
式

被
熱

-6
LF
C-
2

実
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

長
頸

晋
起

晋
追

く1
 5
nl
n以

卜
の
右

英
。
長

/H
寄

を
や
や
多

く
含

む
)

外
血

上
半

は
丁

写
な

ナ
デ
。 

卜
半

は
粗

ナ
デ

丁
寧

な
ナ

デ
内

面

画 ・

外 内

:灰
褐

色

断
面

:暗
茶

褐
色

!同
ヨ
`の

一
部

滋
賀

里
Ⅲ
b式

-7
LF
D-
1

実
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

l
□
縁

の
一

ョ
`が

哭
起

状
に
張

り
翌

す
貝

好
晋

通
(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

含
む

)

表
面

:丁
寧

に
研

磨
さ
れ

る
外
面

:暗
茶

褐
色

内
・

断
面

:黒
褐

色

口
縁

部
の

一
部

滋
賀

里
Ⅲ
b式

-8
LF
D-
2

実
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

限
合

口
縁

状
を

呈
す

罠
好

晋
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を

含
む

)

表
面

:ヨ
コ

ナ
デ

外
国

:炊
褐

色

内
・

断
面

:淡
灰

褐
色

口
縁

部
1/
8

滋
賀

里
Ⅲ
b式

-9
LF
E―

ユ
笑

鉢
V-
1-
2

細
称

口
縁

端
ヨ
`を

内
外

に
肥

厚
さ

せ
る

や
や

艮
好

や
や

密
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

石

等
を

含
む

)

表
面

:丁
軍

に
研

磨
さ
れ

る
回 面

表 新

黒
褐

色

桐 「

御

口
縁

部
1/
12

滋
賀

里
Ⅲ
a式

-1
(

L」
F-
1

侯
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

内
側

に
沈

線
を

施
す

や
や

艮
好

l■
(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

多

く
含

む
)

面 面

外 内
ナ

デ

ナ
デ

全
面

:暗
掲

色
口
縁

部
の
一

部
滋
賀
里

I式

-1
1

LF
G-
1

炭
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

の
内

側
に

突
帯

普
通

粗
(3
 n
ln
以

下
の

石
英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

面 雨
外 内

磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:灰
掲

色

内
・

断
而

:暗
灰

待

回
縁
部

1/
7

弦
賀
里

Ⅳ
式

?

-1
2
LF
H-
1

炭
鉢

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

部
は

内
傾

、
外

反
す

る
や

や
良

灯
や

や
粗

(1
5軸

以
下

の
石

英
。 長

石
。

里
缶

片
笠

歩
合

才
,尚

面 而
外 内

横
位

の
条
痕

ナ
デ

外
面

:褐
灰

色

内
・

断
面

:灰
褐

停

口
縁

ヨ
`1
/8

口
漕

井
・

船
橋

式
併

竹

-1
3

LF
I-
1

演
鉢

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
径

も
小

さ
く
浅

い
や
や
良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
や

や
多

く
合

む
う

血 而

外 洵

」
寧

な
ナ

デ

強
い

ナ
デ

釜
山

:黒
褐

色
口
縁

ヨ
`1
/6

長
1/
7N
式

研
何

山
陰
突
帯
文

Ⅲ
―
古

期
-1
4

LF
」
-2

浅
鉢

V-
1-
2

口
径

も
小

さ
く
浅

ヽ
や

や
艮

対
晋

通
(2
 m
m以

卜
の
右

天
。
長

る
等

を

や
や

多
く
含

む
)

外
面

:

内
面

:

ナ
デ

ナ
デ

外
山

:灰
褐

色

内
面

:暗
褐

色

断
面

:濃
灰

色

日
縁

部
1/
10

兜
期

-1
5
LD
Z-
2

浅
鉢

V-
4-
3

焉
台

】犬
の

央
汗

晋
通

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英
・
長

石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

デ デ

ナ ナ

面 面

外 殉
外

面
:に

ぶ
い
淡

褐
色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
褐

色

頭
部

1/
5

児
期

-1
6
KD
D-
1

土
器

片

錘

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

数 関
押

引
き

刺
突

に
よ

る
複

合
鋸

歯
ズ

や
や

艮
好

晋
通

(l
 m
m以

下
の

石
英
・

長
石

等
を

含
む

)

内
面

条
痕

面 面 面

外 内 断

黒
褐

色

黒
茶

褐
色

暗
茶

褐
色

走
形

巧
川

津
式
A-
3転

用
外
面

に
は
煤
付
着

-1
KD
日

-1
主

益
痛

錘

V-
1-
1

南
細

秒

晋
通

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英
・
長

石
・

黒
色

粒
。
雲

母
を

や
や

多
く
合

む
)

痕 痕
条 条

面 而
外 内

全
面

:黒
茶
褐
色

完
形

西
川
津
式
転
用

-1
8
KD
C-
1

主
喬

府

錘

V-
2-
2

SR
01
暗

灰
砂

キ
ザ

ミ
を
伴

う
微

隆
帯

が
2条

以

上

普
通

普
通

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

内
面

条
痕

面 面 雨

外 内 断

黒
茶

褐
色

暗
茶

掲
色

渉
掲

御

完
形

迪
川

岸
氏
S-
1監

用

外
面

に
は
煤

付
着

―
ユ

KB
A-
1

土
喬

戸

錘

V-
4-
3

砂
レ
キ
X

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
角
対

等
を
や
や
多

く
合

む
)

外
画

:条
展

内
面

:磨
r/
mの

た
め

調
整

ス
明

/1
・
lH
l:
に

ぶ
い
淡

褐
色

Å
・

断
面

:渉
灰

楊
角

冗
形

挽
期

裡
裂

殊
鉢

弘
用

一
独

KD
F-
1

土
器

片

錘

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

や
や
良
好

や
や

粗
(1
5m
以

下
の

石
英
・
長

石
・

黒
々

締
・

令
雲

母
を

や
や

多
く
合

む
)

血 而

外 内
涙 痛

条 条
全

血
:火

褐
色

ほ
ぼ

冗
形

挽
期

租
裂

深
鉢

転
用
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挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位

『『
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

33
図
-1

AA
A―

a-
2

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

13
C

如
意
形

口
縁

普
通

阻
(3
 m
m以

下
の
石

英
・

長
る

等
を
多

く
合

む
)

外
画

:ヨ
コ
ハ

ケ
.F

内
面

:3
～

4条
/c
aの

ヨ
コ
ハ

ケ

向 百
表 肝

淡
褐

色

泌
扉

想
色

回
縁
部

1/
8

弥
生

I期

-2
AA
A―

b-
33

密
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

21
如
意
形

口
縁

良
好

や
や
粗

(1
 5
nm
以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

面 面

外 内

9条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 而

外 内 断

黒
褐

色

茶
褐

色

湊
茶

褐
仲

1

口
縁
部

1/
6

弥
生

I期

口
縁

直
下

に
煤

が
厚

く
付

着

-3
AA
B―

a-
4

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

如
謝

口
縁

普
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

金
雲

畳
。
赤

角
粒

を
多

く
合

む
)

面 面

外 内

5条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

5条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
山

:に
ぶ

い
褐

色

内
。
断

面
:淡

褐
色

上
半
部

1/
8

弥
生

前
期

I-
2～

4

外
面

全
体

に
媒

が
付

着

-4
AA
B―

b-
44

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ

3

如
意

形
口

縁
旨

適
粗

(3
剛

以
下

の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
後

、

斜
行

ハ
ケ

内
而

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
面

:淡
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
8

弥
生
前

期
I-
2～

4

外
面

に
黒
斑

-5
AA
B―

b-
4

箋
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

如
意

形
口
縁

や
や

長
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

5条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

外
:断

面
:淡

茶
褐

色

内
面

:暗
茶

褐
色

上
半

部
1/
8

祢
生

前
期

I-
2～

4

E日
鍬

At
tl
―

l■
村

著

-6
AA
A一

c-
10

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

如
意

形
回
縁

晋
通

粗
(5
 n
m以

下
の

右
天
・

長
る

等
を

多

く
含

む
)

外
面

内
而

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

?
外
・

断
面

1淡
褐

色

内
面

!淡
赤

褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生

I刷

-7
AA
C―

b-
4

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

Z4
之

如
意
形

口
縁

普
通

IH
(3
■

m以
下

の
石

英
・

長
る

等
を

多

く
含

む
)

面 面

小 為

4条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

4条
/c
ln
の
斜
行

ハ
ケ

外
面

:橙
褐

色

内
面

:淡
褐

色

断
而

:淡
糟

褐
色

口
縁

部
1/
12

か
生

I期
?

-8
AA
C―

a-
10

甕
V-
2-

RR
01

如
意

形
口
縁

良
好

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

る

等
を
多

く
含

む
)

朴
血

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:横
方

向
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
● 雨

外 内
断
面

:淡
褐
色

:淡
桃

褐
色

口
縁
部

1/
10

弥
生

I期

-9
AA
B―

c-
5

甕
V-
1-
3

妙
レ
キ
D

如
意
形

口
縁

普
通

や
や

粗
(1
 5
nm
以

下
の

石
英
・
長

石
・

赤
色

粒
を
合

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

全
面

:淡
褐

色
口
縁
部

1/
8

弥
生

I～
Ⅱ
期

-1
AA
C―

c-
1

小
型

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

kE
意

形
口

縁
良
好

粗
(3
 n
m以

下
の
石
英

。 長
石

を
含

む
)

面 面

朴 均
器
壁

剥
離

の
た

め
不

明

ナ
デ

画 面

表 断

曙
褐

色

黒
悟

待

口
縁
部

1/
3

弥
生

I～
Ⅱ
期

-1
1

AA
E―

b-
12

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
如
意

形
口
縁

□
縁

内
面

に
ア

ク
セ

ン
ト

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

7条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

6条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ
後
、

指
オ
サ

エ

外
血

:黒
褐

色

内
・

断
面

!淡
茶

褐
色

上
半
部

1/
7

弥
生

I-
2～

3期

外
面
全
体

に
煤

が
付
着

-1
2
AA
E―

c-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
恵

形
L」

縁

口
縁

内
面

に
ア
ク
セ

ン
ト

や
や

艮
好

但
(4
鰤

以
下

の
石
英

。
長

石
。
黒
色

位
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

6条
/側

の
斜
行

ハ
ケ
後

、
指

オ
サ

エ

面 面 面

外 内 断

淡
茶

褐
色

淡
橙

褐
色

淡
褐

色

上
半
部

1/
5

弥
生

I-
2～

3期

-1
と

AA
“

一`
a一

ユ
甕

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

如
意
形

口
縁

口
縁

内
面

に
ア

ク
セ

ン
ト

や
や

長
好

や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
後

、

ナ
デ

内
雨

!8
条

/c
mの

構
ハ

ケ

面 面 面

外 内 蹄

灰
褐

色

淡
黄
褐

色
膳

楊
御

上
半

部
1/
10

弥
生

I期

外
面
全
体

に
煤

が
付
着

肉
面

庁
里

蔀

-1
4

AA
F一

b-
16

餐
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

24
0

如
意
形

口
縁

口
縁

内
面

に
ア

ク
セ

ン
ト

良
好

晋
通

(2
 m
m以

卜
の

る
天
・

長
右
・

需

を
含

む
)

外
面

i4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

内
面

:4
条

/c
ln
の
横

ハ
ケ

面 面 而

外 内 断

暗
茶

褐
色

淡
茶

褐
色

黒
褐

色

上
半
部

1/
8

弥
生

雨
別

I-
2～

4

-1
5

AA
F一

c-
1

甕
V-
4-
1

暗
灰
粗

砂

1
如

意
形

口
縁

日
縁

内
面

に
ア

ク
セ

ン
ト

や
や

良
婿

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
る

。

黒
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

全
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

上
半
部

1/
7

弥
生

I期

-1
6
AA
G一

b-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

25
C

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
受

け
口
状

に
な

る
良

好
や

や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

面 面 面

外 内 肝

に
ぶ

い
褐
色

暗
茶
褐
色

沐
扉

瓶
色

上
半
部

1/
4

弥
生

I期

外
面
全
体

に
煤

が
付
着

-1
7
AA
H一

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

回
稼

は
強

く
屈

出
す

る
や
や
良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
を

や
や

多
く
含

み
、

金
雲

母
を
僅

か
に
含

才
,ヽ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
の
後

ナ
デ

内
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、

指
オ

サ
エ

面 面

表 断
暗
茶
褐
色

淡
橙
褐

色

上
半

部
1/
5

弥
生

I期

外
面
全
体

に
煤

が
付
着

-1
と

AA
H―

b-
1

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

23
3

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
旨

通
阻

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
径

辟
歩
Zで

全
才
お

面 而
外 内

3条
/c
mの

粗
い
横

ハ
ケ

ナ
デ

外
。
断

血
:暗

灰
褐

色

内
面

:淡
褐

色

上
半
部

1/
8

亦
生

I期

―
吐

AA
I一

b-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
旨

通
や

や
粗

(2
 n
ln
以

下
の

石
英

。
長

石
を

合
む
う

面 雨
外 内

磨
滅

し
て

い
る
が

ナ
デ

か
?

磨
滅

し
て

い
る
が

ナ
デ

か
?

釜
田

:淡
僑

也
上
半

部
1/
10

ホ
生

I～
Ⅱ
期

―
Z(

AA
G―

c
-6

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
罠

好
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
不
定
方
向
の
ナ
デ

外
面

:淡
褐

色

内
面

:淡
橙
褐
色

断
面

:明
褐

色

口
稼

罰
`1
/5

弥
生

I～
Ⅱ
期

外
面
全
体

に
煤

が
付
着
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

(2
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
i径

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

回

34
図
-1

AA
J-
8

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

回
縁

の
厄

曲
は

綾
ヽ

晋
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
む

)

画 面
外 内

b条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

画 面 而

内 外 蹄

暗
橙

褐
色

橙
褐

色
陪

紫
据

御

□
縁
部

1/
6

弥
生

I期

AA
」
-9

資
V-
1-
2

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
晋

適
俎

(3
 m
m以

卜
の
石

英
。
長

石
を
多

く
針
む

)

面 而

朴 内
6条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ

4条
/r
mの

斜
行

ハ
ケ

画 面
表 断

淡
余

褐
色

淡
灰

掲
色

口
縁

部
1/
6

弥
生

I期
外
而

全
体

に
煤

付
着

-3
AA
」

-1
甕

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

回
縁

の
屈

曲
は

綾
ヽ

艮
好

や
や

粗
(1
 5
nm
以

下
の

石
英

。 長
石
・

黒
行

粒
等

を
や

や
多

く
合

む
う

面 面

朴 内
8条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

画 ・

内 欠
:暗

茶
褐

色

肝
面

:沐
本

綴
侮

口
縁

ヨ
も 1
/6

弥
生

I～
Ⅱ
期

-4
AA
K一

b-
2〔

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

62
口

縁
の

屈
曲

は
綾

ヽ
晋

通
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

画 面

朴 内
6条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

5条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

の
後

、
指

ォ
サ

ェ

肉
山

:に
ぶ

い
褐

色

外
面

:黒
褐

色
肝

而
:F
裾

御

上
半
部

1/
10

弥
生

I期

外
面
全
体

に
煤
付
着

AA
L一

b-
4

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

ヽ
や

や
艮

好
や
や
租

(3
 m
m以

卜
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
合

む
)

外
面

:斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ
内
面

:3
条

/r
mの

斜
行

ハ
ケ

困
la
l

外
・

色
褐

色 白
褐 ‥

淡 面
！ 断

上
半

部
1/
5

弥
生

I期
外
而

全
体

に
煤

付
着

AA
L―

a-
3

密
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
居

田
は

綾
い

晋
通

IH
(3
 H
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色

仕
等

を
多

く
合

む
)

面 而
外 内

ナ
デ

ナ
デ

・ 面
困 外

断
面

:淡
狭

褐
色

:白
褐

色
(黒

斑
あ

り
)

上
半

部
1/
8

弥
生

I期

-7
AA
L―

c-
19

小
型

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

17
[

口
稼

の
屈

曲
は

綾
ヽ

艮
好

や
や
粗

(3
11
1n
以

下
の
石
英
・

長
石

を
含

む
)

外
国

:上
羊

は
ナ

デ
。 

卜
半

は
斜

仁
ミ
ガ

キ

内
面

:下
半

は
ナ

デ
。

上
半

は
横

ミ
ガ

キ

全
lg
l:
淡

褐
色

く
黒

姓
あ

り
1/
3ん

呈
Б毒

着
付

期 煤

Ｉ に

生 面
弥 外

-8
AA
L―

c-
20

小
型

甕
V-
1-
2

細
砂

4
口

縁
の

屈
曲

は
彼

ヽ
晋

通
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

指
ナ

デ

強
い
縦

ナ
デ

画 面 而

内 外 断

淡
灰

褐
色

黒
褐

色
匠

梱
御

/4
程

度
弥

生
I期

AA
N一

c一
l

賓
V-
4-
1

▼
歩
レ
キ
B

長
頸

晋
追

lL
(3
 m
T以

卜
の
る

英
。
長

石
等

を
多

く
合

む
)

面 而
外 均

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

釜
山

:日
褐

色
口
稼

部
1/
5

亦
生

I期

-l
t

AA
P―

b-
5

甕
V-
1-
2

来
日
剤ゝ

口
縁

は
短

く
反

る
晋

通
や

や
粗

(2
 n
I「

以
下

の
石

英
・

長
石

を
合

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

釜
la
l 
i淡

褐
色

上
半

詈
m/
8

か
生

I～
Ⅱ

期
熊

面
l‐

lJ
 I
H村

著
-1
1

AA
P―

c-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

□
縁

は
短

く
炭

る
や

や
艮

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
合

む
う

面 面
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
5条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

勺
・

断
血

:淡
灰

褐
色

無
而

:膳
擢

缶

上
半
部

1/
3

か
生

I期

-1
2
AA
Q―

c-
1

甕
V-
1-
2

17
7

口
稼

は
短

く
反

る
長

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
合

む
)

面 面

外 為
5条

/伽
の
斜
行

ハ
ケ

粗
い
斜

行
ハ

ケ
内
・

断
面

:淡
掲

色
外

面
:暗

褐
色

上
半
部

1/
6

体
生

I期

-1
3
AA
Q一

c-
3

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

∩
口

稼
は

短
く
反

る
艮

好
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

で
合

か
ヽ

血 面
外 内

b条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

殉
・

断
面

:暗
黍

褐
色

本
而

:i
//
kN
褐
缶

上
半

部
1/
5

が
生

1別
外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
4
AA
R一

b-
11

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
短

く
反

る
艮

好
粗

(5
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
山

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

の
後

、
ナ

デ
内
百

:6
条

/r
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 面

内 外 晰

淡
褐

色
淡
灰

褐
色

膳 「

御

上
半
部

1/
8

勢
生

上
-3
～

4期

―
ユ

AA
R―

c-
5

資
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

17
3

口
縁

は
短

く
反

る
晋

通
但

(3
 m
IF
以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
妄

く
合

む
)

キ

？ ガ

デ ヽ ミ

ナ 横
面 面

外 内
全

血
!臼

褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生

I期

-1
AA
S一

b-
1

窒
V-
1-
2

索
mh
jl
)

12
を

口
縁

は
短

く
労

れ
る

や
や

艮
好

普
通

(2
 m
m以

下
の

石
英

・
長

石
・

金
三

母
o里

缶
焔

奉
合

か
尚

画 面
外 内

4条
/伽

の
炭

い
タ

テ
ハ

ケ

縦
方

向
の

ナ
デ

面 雨
表 断

淡
褐

色
淡

灰
褐

々
上
半

部
1/
4

刻
吐

1期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
AA
T―

c
-3

甕
V―

ユ
ー

2

少
レ
キ

3

口
縁

は
短

く
IF
rれ

る
普

通
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。 長
石

。 赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

12
条

/c
mの

炭
い
斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

面 面 面

内 外 断

白
掲

色
淡
灰
褐

色
沐

梱
侮

上
■

部
1/
1U

か
生

1～
■

期

-1
AA
T―

c一
l

甕
V-
1-
2

粗
砂

口
縁

は
短

く
弥

れ
る

罠
好

hl
l(
3 
mm
以

ド
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

縦
方

向
の

ナ
デ

肉
la
3:
曙

褐
色

外
面

:淡
褐

色
断

面
:渉

辰
争

上
半

部
1/
5

弥
生

I期

-1
AA
U―

b-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
短

く
直

線
的

に
折

れ
る

裏
好

や
や

租
(2
 5
mm
以

卜
の

る
天

。 長
る

。

ホ
色

粒
等

を
合

む
)

面 而
外 内

タ
テ
ハ

ケ
の
後

、
ナ

デ
締

方
向

の
指

ナ
デ

釜
画

:淡
橙

褐
色

口
縁

部
1/
12

杯
生

1～
Ⅱ

期

AA
U―

c-
8

餐
V-
1-
2

膳
匠

称

口
縁

は
短

く
直
線

的
に
折

れ
る

醍
好

や
や

祖
(1
 5
mm
以

卜
の

右
英
・
長

石
。

赤
色

粒
等

を
合

む
)

面 而
外 【

ナ
デ

?
ナ
デ

凋
。
殊

血
:橙

褐
色

外
面

:暗
橙

褐
色

上
半

部
1/
6

か
生

I～
Ⅱ
期

―
Z」

AA
U―

a一
ユ

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
短

く
直
線

的
に
折

れ
る

艮
好

や
や
粗

(3
 n
ln
以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
や

や
多

く
合

む
)

外
面

:丁
寧

な
ナ
デ

内
面

:縦
方

向
の
丁
寧

な
指

ナ
デ

肉
。
助

向
:に

ぶ
い
淡

褐
径

外
面

:黒
褐

色
上

半
部

1/
7

弥
生

I～
I期

―
Z之

AA
Y-
1

餐
V-
4-
2

7)
レ

キ
F

口
縁

は
短

く
反

る
艮

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

や
や

多
く
合

む
う

画 面

朴 内
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
画 面

展 断
暗

火
褐

色
に
ぶ

い
揚

色
上
半
部

1/
7

弥
生

I期

―
Zt

乙
IB
-1

亘
口

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

ヨ
縁

は
屈

田
し

な
し

や
や

不
艮

や
や
粗

(2
 m
rt
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

71
・
向

:ナ
デ

内
面

:7
条

/c
mの

浅
い
斜

行
ハ

ケ
内

山
!臼

褐
色
・
一

部
暗
褐

色

外
面

:暗
灰

褐
色

蹄
而

:渉
梧

色

上
半
部

1/
3

弥
生

I～
Ⅱ
期



第
47
表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出
土
・

弥
生

土
器

観
察

表
(3
)

‐ Ｉ Φ Ｏ ‐ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
口

客
1果

悪
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

35
図
-1

AB
A―

a-
1

賓
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
意
形

口
縁

□
縁
蛉
部

に
面

を
持

つ
や

や
良

好
l■

(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 而
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

全
面

:臼
褐

色
上
半
部

1/
12

弥
生

I期

-2
AB
A―

b-
1

賓
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
意
形

口
縁

回
縁
端
部

に
面

を
持

つ
良

好
や
や
粗

(3
 H
m以

卜
の
右
英
・

長
右
零

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:幅
の
狭

い
原

体
で

ひ
っ
か

く

よ
う
な

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:1
2条

/c
mの

浅
い
斜

行
ハ

ケ

上
半

部
1/
5

弥
生

I期

-3
AB
A一

c-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
意

形
国
縁

日
縁

端
部

に
面

を
持

つ

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

を

や
や

多
く
含

み
、

黒
色

粒
を
僅

か
に
合

′ 「
心

面 面
外 内

7条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

器
壁
剥
離

の
た
め
調
整
不

明

面 面 而

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

上
半

部
1/
4

弥
生

I期

外
面

に
は
煤

付
着

―
コ
AB
B―

b-
15

甕
V-
1-
1

南
細
砂

29
0

如
意
形

回
縁

口
縁
端
部

に
面

を
持

つ
良

好
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 断

暗
茶

褐
色

黒
褐

色

茶
褐

待

口
縁
部

1/
10

弥
生

I期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-5
AB
B―

b―
径

V-
1-
1

西
砂

レ
キ

如
意

形
口
縁

日
縁
端
部

に
面

を
持

つ
艮

好
狙

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

横
ナ
デ

血 面 面

外 内 断

婚
褐

色

に
ぶ

い
褐

色

漆
掲

●

上
羊

部
1/
b

弥
生

上
期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-6
AB
C―

b-
47

饗
V-
1-
2

暗
灰

シ
ル

ト
如
意
形

回
縁

口
縁
端
部

に
面

を
持

つ
民

好
糧

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く

含
む

)

面 面
外 内

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

?

磨
滅

の
た
め
調
整
不

明

外
血

:明
褐

色

内
面

:淡
褐

色

断
面

:淡
灰

褐
色

□
縁
部

1/
10

弥
生

I期

鉢
の
可
能

性
あ

り

-7
AB
C―

b-
1

餐
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

如
意
形

口
縁

日
縁
端
部

に
面

を
持
つ

晋
通

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

?

内
面

:斜
行

ハ
ケ

外
国

:淡
偶

也

内
面

:淡
灰
褐
色

断
面

:暗
橙
褐
色

口
縁
部

1/
10

祢
生

I期

-8
AB
C―

c-
3

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

如
意
形

口
縁

口
縁
端
部

に
面

を
持

つ
や

や
良

婿
粗

(2
■

m以
下

の
る
天

。
長
右

を
多

く

含
む

)

外
面

:ナ
デ

?
内
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
。

ナ
デ

?

釜
圃

:嗜
狭

也
上

半
部

1/
4

弥
生

I期

-9
AB
D―

b-
2

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

頗
意

形
□
縁

日
縁

端
部

に
面

を
持

ち
、

内
面

の

扁
由

に
ア

ク
セ

ン
ト
が

あ
る

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

横
方

向
の

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

外
面

:黒
褐

色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生

I期

外
面

全
体

に
煤

付
着

一
l

AB
E―

b-
7

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

如
意

形
口
縁

日
縁

端
部

に
面

を
持

ち
、

内
面

の

屈
曲

に
ア

ク
セ

ン
ト
が

あ
る

や
や
良

好
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
る
籍

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:
6条

/c
ln
の
斜
行

ハ
ケ

内
面

:8
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
の
後
、

指
オ
サ

エ

面 面 而

外 内 断

暗
褐

色

に
ぶ

い
褐

色

淡
灰

掲
色

上
半

部
1/
5

弥
生

I刷

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
1

AB
E一

c-
1

甕
V-
1-
2

地
山
上

砂
レ
キ

3

如
意

形
口
縁

口
縁

端
部

に
面

を
持

ち
、

内
面

の

屈
曲

に
ア

ク
セ

ン
ト
が

あ
る

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

縦
ナ

デ

横
位

の
板

ナ
デ

表
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
6

弥
生

I期

-1
2

AB
F一

b―
甕

V-
4-
1

如
意

形
口
縁

口
縁

端
部

に
面

を
持

ち
、

内
面

の

屈
曲

に
ア

ク
セ

ン
ト
が

あ
る

や
や

艮
好

TH
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
を
多

く
含
む

)

面 面
外 内

ク
テ
ハ

ケ
の
後

、
ナ

デ

ナ
デ

外
白

:曙
黍

褐
色

内
・

断
面

:淡
灰

褐
色

上
半

部
1/
7

弥
生

I期
外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
3
AB
G―

b-
1

饗
V-
4-
2

勝
レ
キ
E

口
縁

部
は
強

く
屈

曲

口
縁

端
部

に
面

を
持

つ
晋

通
や
や
粗

(2
 E
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

面 而

外 内

4条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

外
面

:黒
褐
色

内
・

断
面

:灰
褐
色

上
半
部

1/
8

麻
生

I期

本
而
全
体

に
煤
付
着

-1
4

AB
I―

b-
1

甕
V-
1-
2

細
砂

口
縁

部
は
強

く
屈

曲

□
縁

端
部

に
面

を
持

つ
晋

通
や
や
粗

(3
 H
ln
以

下
の
石
英
・

長
石

を

や
や
多

く
含

む
)

面 雨

外 洵

ナ
デ

ナ
デ

外
面

:暗
褐
色

内
・

断
面

:灰
褐

色

口
縁
部

1/
10

な
生

I期
水
而

は
被

熱

-1
5
AB
Y―

c-
1

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
屈

曲
せ
ず
、
上
面

に
平
坦

面
を
持

つ
普

通
や

や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・

長
石

を
含

む
)

面 面
外 内

12
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

?

面 面 面

外 内 断

黒
褐

色

淡
褐

色

灰
褐

色

上
半

部
1/
5

麻
生

I期

-1
6
BA
B-
1

鉢
V-
1-
2

暗
灰

粘

7
膜

戸
肉

型
系

普
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

る
。

黒
雲

母
を
含

む
)

外
面

:斜
行

ハ
ケ
の
後
、

ナ
デ

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
の
後
、
横

ミ
ガ
キ

外
。
断

面
:淡

褐
色

肉
面

:田
白

級
御

口
縁

酎
61
/6

か
生

I～
I期

BA
C-
2

餐
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

頼
戸

内
型

系
や

や
不

良
や

や
粗

(3
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
合

む
)

器
壁

の
剥

離
が

激
し

く
調

整
小

明
外
面

:淡
茶
掲
色

内
・

断
而

:湊
褐
色

上
半
部

1/
6

亦
生

I-
4期

-1
廷

BA
」

-1
甕

V-
1-
2

暗
灰
砂

頼
声

内
型

糸
良

好
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む
が
、
表
面

で
は
見

え
な

い
)

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、

ナ
デ

内
面

:ナ
デ

全
面

:淡
橙
褐

色
口
縁
部

1/
10

亦
生

I-
4期

-1
ヒ

BA
D-
1

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

頒
戸

肉
型

糸

口
縁
端
部

に
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を

入
れ

る

普
通

粗
(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・

長
石

を
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面

:3
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面

表 断
淡
灰
褐
色

淡
褐

色

口
縁

部
1/
10

亦
生
I-
4期



第
48
表

。
西

川
津
遺
跡

V区
出
土
・

弥
生
土

器
観

察
表

(4
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
ω 一醒

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
胎

土
整

調
色

調
残
 
存
 
度

考
備

□

36
凶

―
]
AE
A―

b-
1

餐
V-
1-
2

粗
砂

如
恵

形
口
縁

だ
が

、
端

罰
`に

キ
ザ

ミ
を
施

す
た

め
、

や
ゃ

内
彎

す
る

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

4条
/C
mの

タ
テ
ハ

ケ

指
ナ

デ
後

、 
4条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

画 面
外 内

淋
・

断
血

:淡
褐

色

内
面

:暗
灰

褐
色

上
半

ヨ
∫ 1
/4

弥
生

I-
3～

4期

-2
AE
C―

b-
2

賽
V-
4-
1

抄
レ
キ
D

如
意

形
口
縁

の
端

部
に

キ
ザ

ミ
を

施
す

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

で
笙
学
ナ

,あ

5条
/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後

、
ナ
デ

ナ
デ

画 面

外 内
外

面
:に

ぶ
い

淡
褐

色
肉

・
肝

面
:沐

堰
缶

口
縁
部

1/
8

弥
生
I-
3～

4期
朱
面

に
粧

毒ぷ
雇

あ
り

-3
AE
D一

a-
1

甕
V-
1-
2

1■
砂

4
如

恵
形

口
縁

の
端

ヨ
`に

キ
ザ

ミ
を

施
す

や
や

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
lE
:5
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:4
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
指

オ
サ

ェ

血 ・

外 内
:淡

茶
褐

色

断
面

!淡
褐

色

回
縁

部
1/
12

弥
生
I-
3～

4期
外
面
全
体

に
煤
付

着

-4
AE
E―

a一
甕

V一
ユ
ー

3

わ
レ
キ
C

期
意

形
回

縁
の

端
部

に
キ

ザ
ミ

を
怖

す
農

好
や

や
裡

(l
 b
mm
以

卜
の

右
央

。
長

る

等
を

や
や

多
く

合
‡

rⅢ

4条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

画 面
外 内

外
・

断
面

:淡
褐

色
内
而

:に
ぶ

い
楊

待
回
縁
部

1/
8

か
生

I~
5～

4期
妹

面
に

は
僕

付
着

-5
AE
F一

b-
9

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

2

畑
恵

形
口

縁
の

端
部

に
キ

ザ
ミ

を

確
す

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

里
色

片
み

や
や
Zで

合
す
ュれ

9条
/C
mの

斜
行
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

ヨ
コ
ハ

ケ
の
後
、

ナ
デ

画 面
外 内

釜
田

:淡
僑

色
上
半
部

1/
7

弥
生
I-
3～

4期
外

面
に

は
煤

付
着

―
o

AE
F―

c-
1

賓
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

期
恵

形
□

縁
の

端
部

に
キ

ザ
ミ

を

賄
す

晋
通

晋
通

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
含
む
う

b条
/C
mの

タ
テ
ハ
ケ
後

、
ナ
デ

ナ
デ

画 面
外 内

71
・
El
 i
暗

褐
色

内
・

断
面

:沐
想

御

口
縁

ヨ
`1
/1
0

弥
生
I-
3～

4期

A」
G―

b-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

22
5

則
恵

形
回

縁
の

瑞
ョ
も
に

キ
ザ

ミ
を

施
す
。

日
縁
場
部

に
は
面

を
持

つ
巽

好
阻

(4
■

m以
卜
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

1
3条

/c
/m
の
細
か
な
タ
テ
ハ
ケ

13
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、

ナ
デ

面 面
外 内

外
薗

:黒
褐

色

内
面

:茶
褐

色
肝

面
:沐

擢
御

上
半

ヨ
`1
/4

弥
生
I-
3～

4期
外

面
全

体
に
煤

付
着

AI
EI
―
b-
1

衡
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

26
5

如
意

形
□

稼
の

端
部

に
キ

ザ
ミ

を

施
す

。
口

縁
端

部
に

は
面

を
持

つ

や
や

長
婿

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
を

や
や

多
く
含

み
、

黒
色

粒
・

赤
色

粒
を

合
′

|ヽ

ハ
ケ
娘

囲
を
娠

さ
な

い
」
寧

な
ナ

デ

縦
位

の
指

ナ
デ

画 　 面

邪 　 均

明
褐

色
に

ぶ
い
褐

色
沐

庁
缶

画 面 面

外 内 蹄

上
半

部
1/
4

弥
生
I-
3～

4期
外
面
全
体

に
煤
付
着

AE
K―

a-
1

饗
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

6t
口
縁

は
屈

曲
が

桜
く
、

端
部

は
平

坦
面

を
持

ち
、

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

旨
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
。
金
雲

母
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

外
血

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ヨ

コ
ハ

ケ
殉
而

:ナ
デ

断
面

:淡
赤
褐

色
:淡

灰
褐
色

・ 面
外 内

上
半

部
1/
12

亦
生
I-
3～

4期

-1
0
AE
L―

b―
饗

V-
4-
1

肋
レ
キ
R

口
縁

は
屈

曲
が
緩

く
、

端
部

は
平

坦
面

を
持

ち
、

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
や

や
良

婿
マ
マ
租

(Z
 m
m以

ド
の
II
災

°
長

IE
膚

を
や

や
多

く
合

オ
|う

3条
/c
mの

斜
行
ハ
ケ
後

、
ナ
デ

5条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

画 面

外 均
全

面
:淡

灰
褐

色
上
キ

部
1/
12

閉
生ヽ

1~
う

～
4期

-1
1

AE
L―

も
-
3

甕

中 呻
51

口
縁

は
屈

曲
が
綾

く
、
端
部

は
平

坦
面

を
持

ち
、

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

ナ
デ

ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
縦

位
の
指

オ
サ

エ

画 面
外 内

面 面 面

外 内 断

暗
茶

褐
色

淡
橙

掲
色

渉
赤

楊
御

上
半
部

1/
6

弥
生

1-
3～

4馴
外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
2
AE
O―

b-
1

饗

砂
レ
キ
F

如
意

形
口
縁

だ
が

、
内
面

の
屈

曲
に
ア
ク
セ
ン
ト
が

あ
る
。

□
縁

端
部

に
平
士 日

而
を

も
ち

キ
ザ

ミ
少

入
れ

る

や
や

良
好

や
や
杷

(2
 m
m以

卜
の
る

央
。
長

右
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

ナ
デ

`r

ナ
デ

画 面
外 内

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

泌 「

御

上
半
部

1/
10

弥
生

1-
3～

4期

―
ユ

AC
C―

a-
1

奮
V-
1-
3

砂
レ
キ
∩

如
意

形
口
縁

。
日
縁

下
に
接

合
線

を
利

用
し
た
段

を
設

け
る

民
好

狙
(3
 m
m以

卜
の

右
夷
・

長
右
・

赤
色

位
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面

外 内
タ

テ
ハ

ケ
後

に
ナ

デ
?

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ
面 而

表 断
に
ぶ

い
淡

褐
色

灰
褐

御
上
半

部
1/
10

弥
伍

1-
Z期

外
面

に
は

媒
付

着
-1
4

AC
C―

a-
2

鐙

南
砂

レ
キ

如
意

形
口
縁
。

口
縁
下

に
接
合
線

を
利

用
し
た
段

を
設

け
る

や
や

良
好

粗
く
3 
mm
以

卜
の
る

央
・

長
右

等
を
多

く
含

む
)

朴
山

:ナ
デ

為
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

暗
茶

褐
色

に
ぶ

い
褐

色
淡

褐
色

上
キ

部
1/
も

る
生

1-
Z期

AC
A―

b-
1

窒
V-
1-
2

11
1j
「

II
ト

如
意

形
口
縁

。
国
縁

下
に
接

合
線

を
利

用
し
た
段

を
設

け
る

艮
好

や
や
rt
l(
2 
mm
以

卜
の
石

英
・

長
石
・

赤
色

粒
を
多

く
合

む
)

面 面
外 内

4条
/c
7m
の

タ
テ
ハ
ケ

斜
行

ハ
ケ

後
、

ナ
デ

色
褐

婚 ａ

‥ 福

画 沐

断 ‥

・ 面

外 内
口

稼
罰
`1
/1
0

弥
生
I-
2期

外
面

全
体

に
撲

付
着

―
ユ

AC
I―

b-
3

縄
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

如
意
形

口
縁
。

口
縁

下
に
接

合
線

を
利

用
し
た
段

を
設

け
る
。

□
縁

端
部

に
は
沈
線

。
キ
ザ

ミ
を
施

す

民
好

租
(Z
 m
m以

卜
の
る
英

。
長

右
・

金
雲

母
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

４ ア ４ ア

ナ ナ

画 面
外 内

全
回

:明
褐

也
上
半

ヨ
`1
/1
0

弥
鉦

上
一

Z期
外

面
全

体
に
煤

付
着

AC
G―

b-
1

餐
V-
1-
ユ

砂
レ
キ

2

25
7

如
意
形

口
縁
。

国
縁
下

に
接

合
線

を
利

用
し
た
段

を
設

け
る
。

日
縁

端
部

に
は
キ
ザ

ミ
を
施

す

晋
遍

但
(2
 m
m以

卜
の
る

天
。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

12
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ

デ
面 面

外 内
:淡

黍
褐

色

断
面

:淡
褐

色
山 ・

外 内
上

半
ヨ
`1
/1
2

弥
生
I-
2期

外
面

は
被
熱

し
て

い
る

~上
廷
AC
X―

ユ
餐

V-
1-
1

東
砂

レ
キ

畑
恵

形
□
縁

。
日
縁

卜
に
接

合
新

を
利

用
し
た
段

を
設

け
る

艮
好

粗
(2
 5
mr
F以

下
の
石

要
・

長
石
・

赤
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

Ь
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

7
条

/c
/m
の

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

画 面
外 内

暗
狭

褐
也

淡
茶

褐
色

白
掲

停

回 面 面

外 内 断

上
半
部

1/
8

弥
生
I-
2期

外
面

全
体

に
煤

付
着

推
常

回
径
R'
Ar
m

37
凶

-1
AF
A一

b-
2

甕
V-
1-
3

如
恵
形

口
縁
。

胴
部

に
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
山

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ヨ

コ
ハ

ケ
為
而

:3
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
面

:暗
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
6

5/
1ヽ
生

上
―

Z期
外

面
全

体
に
煤

付
着

-2
AF
A―

b-
7

饗
V-
1-
3

bレ
キ
C

如
意

形
口
縁

。
胴

部
に

1条
の

ヘ

ラ
描

き
沈

線
や

や
長

好
杜

く
2 
5n
m以

卜
の

右
英

。
長

右
等

を

多
く

合
お

う

8条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
縦
位

の
指

ナ
デ

画 面

外 均
朴

回
:暗

橙
褐

色

内
・

断
而

:渉
灰

梧
仲

上
半

部
1/
10

心
生
I-
2期

本
面

全
体

に
煤

付
着

-3
AF
B一

b-
1

窒

妙
レ

キ
R

如
恵

形
口
縁

。
胴

部
に

1条
の

ヘ

ラ
描

き
沈

線
良

好
It
t(
3 
mm
以

卜
の

右
央

。
長

41
・

金
雲

母
み

姦
で

合
才

,あ

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

7条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

画 面
外 内

外
面

:暗
褐

色
力
・

肝
面

:泌
本

瓶
色

上
三 倖

封
`1
/8

弥
生

I~
Z期

外
面

全
体

に
媒

付
着

-4
AF
B一

c一
ユ

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

如
意

形
口

縁
。

胴
ヨ

`に

1条
の

ヘ

ラ
魅

雲
力

短
や

や
艮

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
黒
雲

母
を

合
む
う

条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

峯
ん
mの

斜
行

ハ
ケ

画 面

外 内
暗

茶
褐

色
淡

褐
色

画 面

表 析
上
半
部

1/
8

弥
生
I-
2期

外
面

に
は
模

付
着
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表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

観
察

表
(5
)

― 駕 ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

回

〕7
図
-5

AF
C―

a-
1

甕
V-
1-
Z

地
山
上

11
2

如
意
形

口
縁
。

胴
部

に
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ハ
ケ

の
後

、
ナ

デ

5条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ
後

、
一

認
ナ

デ

回 面 面

外 内 断

明
冊
色

淡
灰
色

淡
褐
色

上
半

罰
∫ 1
/r

弥
生
I-
2期

外
面

に
は
煤
付
着

-6
AF
C―

b-
lυ

甕
V-
1-
2

細
砂

如
意
形

回
縁
。
胴
部

に
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

長
好

粗
(4
 n
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ハ
ケ

の
後

、
ナ

デ

4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
指

ナ
デ

全
面

:淡
褐

色
上
半
部

1/
10

弥
生
I-
2期

外
面

全
体

に
煤
付
着

AF
E一

b-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

如
意

形
口
縁

で
、

回
縁

端
ヨ
`に

は

ラ
面

を
持

つ
。

胴
部

に
1条

の
ヘ

ラ
粘

き
沈

線

や
や

艮
対

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
ね
央

。
長
右

寺
を
や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 内
8
条

/c
mの

斜
行
ハ
ケ

指
ナ
デ

色
色 褐

褐 淡
余 ‥

婚 面
‥ 断

画 ・

外 内
上

半
ヨ
`1
/5

弥
生
1-
2馴

外
面

全
体

に
煤

付
着

-8
AF
G一

b-
1

螢
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
強

く
屈

出
す

る
。

胴
』
`に

は
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線

良
好

粗
(4
 m
al
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

で
合

汁
う

面 面
外 内

6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
締
位

の
指

ナ
デ

灰 ‥

暗 面
‥ 断

面 ・

朴 内
褐

色
湊

揚
角

上
半

ヨ
`1
/8

弥
生
I-
2期

従
帝

庁
lt
世

村
善

―
υ
AF
H―

b-
4

贋
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

27
4

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
。

胴
罰
6に

は
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
TI
以

卜
の
る
英
・

長
右
寺

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

4条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
指

ナ
デ

画 面

飛 断
淡

褐
色

淡
灰
掲

色
上
半

部
1/
10

/1
ヽ
/■

期

-1
0
AF
H一

b-
1

径
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
。
胴
部

に

は
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

金
雲

母
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

3条
/c
mの

粗
い
斜
行

ハ
ケ

8条
/c
mの

粗
い
斜
行

ハ
ケ

外
国

:暗
狭

掲
巴

内
面

:暗
褐

色

肝
面

:沐
本

据
御

上
半

部
1/
8

弥
■

1-
Z期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
1

AⅢ
｀ 1
-b
―

賓
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
。
胴
部

に

は
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

長
好

や
や

粗
(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
右

を

含
む

)

画 面
外 内

ナ
デ

指
ナ

デ

外
山

:暗
茶

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

上
半

袖
/6

杯
生

I―
Z期

外
雨

全
体

に
煤

付
着

-1
AF
lv
生

一
a-

1
密

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
。

胴
部

に
は

1条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

旨
通

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

7条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

指
ナ
デ

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
茶

褐
色

淡
褐

色

上
半

部
1/
12

弥
生
I-
2期

外
面
全
体

に
煤
付
着

一
よ

AF
い
ン[
―
b-

1
甕

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
。

ll
fl
部
に

は

1条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
 5
mm
以

下
の
る

天
・
長

右
寄

を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
4条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
4
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ
画 面 面

外 内 断

茶
褐

色

淡
茶

褐
色

渉
格

俸̀

上
半

部
1/
5

弥
生

I―
Z別

被
熱

に
よ

り
器

壁
が
剥

斑

-1
4
AF
N―

a-
1

餐
V-
4-
1

か
レ
キ
C

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
。
胴
部

に
は

1条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

普
通

や
や

粗
(3
 n
lm
以

卜
の
る

央
・

長
右

寺

を
や

や
多

く
合

む
)

面 面

朴 内

5条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

指
ナ

デ

外
。
弥

回
:日

僑
色

内
面

:陪
灰

缶

上
半

部
1/
7

弥
生
I-
2期

-1
5
AF
N一

b-
2

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

の
屈

曲
は
概

い
。

胴
部

に
は

1条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

性
(4
 u
la
以

卜
の
右

英
・

長
る

寺
を
多

で
合

お
あ

面 而

外 内

5条
/m
の

斜
行

ハ
ケ

斜
行

ハ
ケ
後
、
指

ナ
デ

仲
福

色 白
褐 ‥

淡 面
‥ 肝

面 ・

外 内
上
半

部
1/
7

弥
生
I-
2期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
6
AF
N―

c-
1

径
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁

の
屈

曲
は
綾

い
。
胴
ヨ
`に

は

1条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

音
通

や
や
粗

(2
 m
m以

卜
の
右
英
・

長
右
等

を
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
nの

斜
行
ハ
ケ

5条
/c
mの

ヨ
コ
ハ
ケ

画 面 而

外 内 断

淡
禍

色

淡
茶

褐
色

渉
灰

格
待

上
半

部
1/
8

弥
生
1-
Z則

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
7

AF
O一

b-
1

餐
V-
1-
1

細
砂

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
。
胴

部
に
は

1条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

旨
通

阻
(3
 u
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
イ

5条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

面 面 面

外 内 蹄

に
ぶ

い
淡
褐
色

暗
褐
色

渉 「

紹
御

上
半

部
1/
7

弥
堡

1-
Z期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-l
t

A「
①
一
c-

1
甕

V-
1-
2

13
1

□
縁
部

は
屈

曲
し
な
い
。

国
縁

下
に
は

1条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線
。

や
や

艮
対

や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

器
壁

求
U洛

の
た

め
調

整
小

明

下
半

は
指

ナ
デ
。

上
半

は
ヨ

コ
ハ

ケ

直 画 面

外 内 肝

暗
余

僑
巴

明
褐

色
沐
F掲

仲

上
半
部

1/
4

弥
生
I-
2期

外
面

全
体

に
煤
付
着

;8
凶

―
l
AD
A一

b-
1

賓
V-
1-
1

細
砂

如
意

形
回
縁

の
端

部
に
供
」血

か
ら

部
に
キ
ザ

ミ を
入

れ
る
。
端

部
に
は
平

姐
面

冷
持

っ
ハ
胴
部

に
1条

の
沈

線

晋
起

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
/H
。

赤
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

指
ナ

デ
色

褐 色 待

《 褐 格

淡 茶 渉

画 面 而

外 内 肝

上
半

部
1/
6

着
付

期 煤

Ｚ に
一 体

Ｉ 全
生 面

弥 外

-2
AD
B一

b-
1

甕
V―

l-
3

砂
レ
キ
D

如
意

形
口
縁

の
端
部

に
側
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

1条
沈
線

や
や

不
艮

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

指
ナ
デ

表
面

:淡
灰
褐
色

断
面

:暗
灰
色

上
半

部
1/
6

杯
生

1-
Z期

-3
AD
C―

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

如
意
形

回
縁

の
端

部
に
側
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。
端
部

に
は
平

lR
而

歩
岩

ぅ
^ 
1峯

汁
綿

や
や

長
好

や
や
粗

(2
 5
nl
TI
以
下

の
石
英
・

長
石

黒
色
粒

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:剥
離

と
硫

黄
の
付

着
の

た
め

不
明

内
面

:指
ナ

デ

面 面 面

外 内 断

暗
褐

色

暗
茶

褐
色

淡
褐

色

L半
部

1/
弥

生
I-
2期

-4
AD
E一

a-
1

饗
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
上
万

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。
端
部

に
は
平

IB
面

み
持

っ
^ 
1峯

注
綿

艮
好

IH
(3
 m
m以

下
の

石
英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

コ
コ
ハ

ケ

指
ナ
デ
後
、

11
条

/側
の
斜

行
ハ

ケ

山 ‥

外 内

:黒
褐

色

断
面

:淡
褐

色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
2期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-5
AD
E―

b-
1

螢
V-
1-
3

砂
レ
キ

3

如
意

形
口
縁

の
端

ヨ
`に

は
半

TH
画

を
持

ち
、

そ
の
下

端
に

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
^ 
1条

沈
綬

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
r以

卜
の
右
英
・

長
る
尊

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

指
ナ
デ

画 面

表 断
婚

褐
色

暗
褐
灰

色
上
半

部
1/
7

弥
生
1-
Z別

外
面

全
体

に
煤

付
着

―
o

AD
ll
一

b-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

25
7

11
口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端

部
に
側

面
か

ら
キ
ザ

ミ冷
入
れ

る̂
1築

沈
線

や
や

長
好

糧
(3
 m
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

血 而

外 均
5条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

3条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
面 而

表 断
淡

褐
色

淡
茶

褐
色

上
半

部
1/
5

な
生
I-
2期



第
50
表

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

観
察

表
(6
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口

餐
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

口
縁

は
や
や
強

く
屈

曲
し
、
端
酎

に
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

1峯
汁

綿

や
や

不
辰

阻
く
b 
mm
以

ド
の

II
l央

°
長

IE
予

/t
多

く
含

む
)

画 面
外 内

5条
/c
7m
の
斜
行

ハ
ケ

8条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
面

:黒
褐

色
内
面

:淡
黄

褐
色

断
面

:沐
桐

缶

上
半
部

1/
6

J/
1ヒ

上
上
~Z
期

―
も

代
GA
―

b-
1

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

22
2

7
鯛
意

形
日
縁

の
端

』
`に

側
向

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。 
2条

半
の
沈

線
が

加
さ
れ

る

艮
好

阻
く
3 
mm
以

卜
の
右
英

。
長

石
等

を
多

く
合

む
)

面 面
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後
、

指
ナ
デ

画 面 市

外 内 蹄

暗
褐

色

茶
褐
色

沐
扉

想
毎

上
■

部
1/
5

弥
生

ユ
ー

Z期
外
面

全
体

に
煤
付

着

AG
B―

b-
1

餐

南
西
砂

レ
キ

13
1

則
恵

形
口
縁

の
端

部
に
供
」画

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
沈

線
旨

通
粗

(4
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
・

金
肇

母
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

斜
行

ハ
ケ
後
、

指
ナ
デ

色
色 褐

褐 淡
火 ‥

淡 面
‥ 断

画 ・

外 内
上

半
部

1/
5

弥
生
I-
2期

外
面

全
体

に
煤
付
着

Aじ
じ
―

b―
l

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

26
よ

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
側
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
沈
線

長
野

や
や
杷

(3
 m
I「

以
卜
の
る

英
。
長

右
零

を
や

や
多

く
含

む
)

外
山

:ナ
デ

内
面

:6
条

/c
mの

浅
い
斜

行
ハ

ケ
回 面 面

外 内 肝

暗
狭

禍
ヒ

茶
褐

色

沐
懇

缶

上
キ

部
1/
b

弥
生

1~
Z期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
1

AG
D―

b-
1

饗
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

6
則

恵
形

口
縁

の
端

罰
も に

半
lH
画

を
持

ち
、

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
ハ

2条
の

ヘ
ラ
精

き
沈

綻

や
や

艮
好

皿
(3
 m
m以

卜
の
石
天
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

7
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ

指
ナ
デ

色
褐

色 黄
褐 淡

火 ‥
淡 面

‥ 断
画 ・

外 内
上
半

部
1/
5

弥
鉦

1-
Z期

-1
之

AG
G―

b-
1

甕

砂
レ
キ

3

22
之

口
稼

は
強

く
屈

曲
し
、

端
部

に
は

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

2

条
の

ヘ
ラ
捕

斉
汁

繰

艮
好

但
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

笠
等

を
多

く
合

む
)

画 面
外 内

b条
/側

の
タ
テ
ハ

ケ
斜
行

ハ
ケ

画 面 面

外 内 断

黒
褐

色
淡

茶
褐

色
匠

楊
御

上
半

部
1/
5

弥
生
I-
2期

外
面
全

体
に
煤
付
着

資
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

]縁
は

強
く

屈
曲

し
、

端
部

に
は

則
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
。

2

峯
の

ヘ
ラ

結
芸

汁
綿

艮
貯

租
(3
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

る
。
赤

笹
粒

。
金

雲
母

を
多

く
含

む
)

21
・
山

:7
条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ
後

、
指

ナ
デ

内
面

:斜
考〒

ハ
ケ
終

、 
十旨

ナ
デ

色
褐

色 淡
褐 ‥

明 面
‥ 断

面 ・

外 内
上
■

部
1/
1

勢
生

ユ
~Z
期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
4

AG
L―

b―
l

径
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

国
縁

は
張

く
屈

田
し
、
端
部

に
は

平
坦
面

を
持

ち
、
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
の
ヘ

ラ
描

き
沖
緯

艮
好

牡
(3
 m
m以

卜
の
右

天
・

長
石

等
を

多
く
含

む
)

71
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

内
面

:指
ナ
デ

画 面 面

外 内 断

黒
褐

色

暗
褐
色

暗
灰
褐
色

上
■

部
1/
8

弥
二

1-
Z期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
AG
N―

c―
径

砂
レ
キ

3

口
稼

の
屈

曲
は
綾

く
、

端
部

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
の

ヘ
ラ

描
き
沈

線
の
後

、
一

部
を

ナ
デ
消

1フ
て

い
る

や
や

良
好

や
や
粗

(2
 H
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
山

:4
条

/c
nl
の
斜
行

ハ
ケ

内
面

:斜
位

の
指

ナ
デ

外
山

:暗
褐

色
内
・

断
面

:淡
褐

色
上
半
部

1/
7

野
⊆

1-
Z期

外
面
全
体

に
煤
付

着

代
GO
一

b一
ユ

釜
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

57
口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端
部

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
の

ヘ
ラ

階
共
沖
綿

皆
追

IH
(3
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

□ 面 而

外 内 断

険
余
褐
色

淡
灰

白
色

淡
灰
褐
i

上
■

部
1/
8

弥
生

I―
Z期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
AG
P一

b-
1

鶴
V-
4-
2

口
縁

の
屈

田
は
綾

く
、

端
部

に
は

平
坦

面
を
持

ち
、

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

2条
の

ヘ
ラ
描

き
汁

約

貝
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

□ 面
外 内

4
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
7条

/c
mの

横
ハ

ケ
後
、

縦
位

の
ナ
デ

色
褐 色

国 褐
‥ 茶

画 暗
助 ‥

・ 面
外 内

上
半

ヨ
`1
/1
0

着
付

期 煤

２ に
一 体

Ｉ 全
生 面

弥 外

-1
8

Aじ
餞

―
b

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

ユ
口
縁

の
屈

曲
は
綾

く
、
端
部

に
は

平
坦
面

を
持

ち
、
下
方

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
の
ヘ

ラ
描

き
汁
綿

普
通

阻
く
Z 
mm
以

ド
の

4E
央

°
長

IE
寺

/L
多

く
含

む
)

画 面
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

6条
/c
mの

横
ハ

ケ
色

褐
也 白

僑 ！
淡 面

‥ 断
回 。

外 内
上
■

部
1/
8

刀
生ヽ

I~
Z期

-1
七

AG
Q―

a-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
稼

の
屈

田
は
綾

く
、

端
部

に
は

平
坦

面
を
持

ち
、

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沖

綿

艮
好

fl
l(
3 
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

3
条

/c
ln
の
慣

ハ
ケ

3条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後
、

指
ナ
デ

画 面 面

外 内 断

黒
褐

色
に
ぶ

い
褐

色
淡

灰
褐

色

上
半

部
1/
12

か
生
I-
2期

39
凶
-1

AH
A一

b―
竃

V-
4-
も

砂
レ
キ
Y

如
恵

形
口
縁

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
や
や
良

lT
租

(o
 n
m以

ド
の
IE
災

°
長

4E
l寺

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

4条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
7条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後
、

絆
キ

↑

面 面
外 内

に
ぶ

い
褐
色

淡
褐

色
上
キ

部
1/
4

弥
豊

■
1~
と

期

外
面
全

体
に
煤
付
着

AH
13
-b
-4

饗
V-
1-

粗
砂

則
怠

形
国

稼

1条
半

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

艮
好

Il
l(
3m
・

n以
卜
の
ね
英

。
長
る
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

斜
行
ハ
ケ

斜
行
ハ
ケ
後
、
縦

ナ
デ

画 面 而

外 内 断

暗
余

褐
色

淡
茶

褐
色

渉
灰

御

上
半

部
1/
8

弥
生
I-
2期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-3
AH
C一

b―
質

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

卿
息

形
口

豚

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
器
呼

が
薄

い

民
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
ナ

デ
色

褐 色
茶 褐

暗 淡
画 面

表 断
上
半
部

1/
8

着
付

期 煤
２ に

一 体
Ｉ 全

生 面
弥 外

-4
AH
C―

c―
資

少
レ
キ
F

4
RI
I原

形
口

稼

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

軍
百
割
く
坊
W喜

■
ス

罠
好

や
や
杷

(Z
 b
mm
以

卜
の
る

央
・

長
右

等
を
や
や
多

く
含

む
)

外
向

:ナ
デ

内
面

!4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

全
面

:淡
灰

褐
色

上
キ

』
`1
/8

J/
1と

上
1~
Z期

―
b

弩
V-
4-
2

沙
レ
キ
C

如
意

形
口
縁

で
端

部
は
平

坦
面

と
オ 「

ス
 9
基

ゐ
へ

与
ヤ詣

ま
汁

rl
te

艮
射

や
や

杜
(2
 m
m以

卜
の

右
英

。
長

右
・

黒
色

粒
を

や
や

多
く

合
む

う

画 而
外 内

8
条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ

斜
行

ハ
ケ
終
、

ナ
デ

色 缶

褐 福

黒 膳

画 面

外 内
上
半

部
1/

か
■

1-
Z期

外
而

今
体

に
摸

付
着
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表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出
土

。
弥

生
土

器
観

察
表

― 十 Φ ト ー ー

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

jυ
鬱
刊

―
り
AH
F―

b-
1

甕
V-
1-
2

*日
″
b

如
意
形

口
縁

で
端

部
は
平
坦
面

と

な
る
。

2条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

罠
好

l■
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 雨

外 内
3条

/c
mの

横
ハ

ケ
後
、
ナ

デ
ナ
デ

外
・

断
面

:淡
褐

色
内
而

:暗
褐

負
半
部

1/
弥

生
1-
2期

A斎
谷

扶
″

は
村

著

AH
は

一
b-
1

窒
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

回
縁

は
強

く
屈

田
す

る

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
合

む
)

面 而
外 内

8条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
T
寧

な
ナ
デ

外
面

:淡
灰

褐
色

内
・

断
而

:湊
褐

角

上
半

罰
`1
/t

亦
生
I-
2期

確
熱

の
た

め
熙

壁
栞

11
瓢

-8
AH
G一

c-
1

資
V-
1-
1

捗
レ
キ

口
縁

は
強

く
屈

田
す

る

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

粗
(4
 m
m以

下
の

石
英

。
長

石
等

を
多

く
合

む
)

面 而
外 内

6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

朴
・

断
面

:灰
褐

色
内
而

:渉
梧

角
上

半
部

1/
6

弥
生
X-
2期

-9
AH
I一

b-
1

甕
V-
1-

そ印
▼
♭

口
縁

は
強

く
層

出
す

る

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や
良

好
や

や
粗

(3
 m
m以

卜
の
る

央
・

長
る

。

黒
待

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

す
る

ナ
デ

締
ナ

デ
餌

al
 i
淡

褐
色

上
半

部
1/
3

弥
生

1-
2瓢

-1
0
AH
N―

b―
]

甕
V-
4~
Z

砂
レ
キ
F

口
縁

の
屈

曲
は
綾

い

2条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

良
耳

や
や
粗

(2
 n
m以

卜
の
右
央

。
長
右
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
ln
の
斜
行

ハ
ケ

6条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ
後
、

指
オ
サ

エ

画 面

表 新
暗

余
褐

色
に
ぶ

い
褐

色

上
■

部
1/
b

弥
伍

1-
Z期

外
面

全
体

に
煤
付

着

―
ll

AH
①

一
a-
1

饗
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

の
屈

田
は
俄

い

粘
上

の
接

合
線

を
利

用
し
た
段

の

「
に
1築

の
ヘ
ラ
描

き
沈

線
を
施

す

や
や
艮

好
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
。
赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

指
ナ
デ

外
・

断
面

:に
ぶ

い
褐

色

内
面

:上
半

は
淡

橙
褐

色

下
半

は
黒

褐
色

上
半

部
1/
5

心
生

1-
Z期

-1
2

AH
O一

b-
1

餐
V-
1-
1

南
細

砂

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
器
壁

が
薄

い

艮
好

l■
(3
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:1
0
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、

ナ
デ

内
而

!ナ
デ

外 内

1こ
ぢゞ

い
褐

色
断
面

:淡
褐
色

上
■

部
1/
8

弥
生

1-
Z期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
3
AH
R一

b-
1

甕
V-
1-
Z

暗
灰
砂

口
縁

の
屈

曲
は
綾

く
、

端
部

に
は

平
坦

面
を
持

つ
。

器
壁

が
厚

い

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

粗
(5
 m
m以

下
の
る
英
・

長
る

。
赤

色

粒
を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
タ
テ

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

ナ
デ

血 ・

外 内

:淡
褐

色

断
面

:白
褐

色

上
半

部
1/
8

弥
鉦

1-
Z期

外
面

に
は
煤
付

着

-1
4

AH
S―

c-
1

い
型
甕

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
短

く
外
反

す
る

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

普
通

阻
(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

を
多

く

含
む

)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
画

:黒
褐

色

内
・

断
而

:陪
悟

待

上
半

部
1/
5

祢
生
I-
2期

蝋
面

全
体

に
模

付
着

生0
凶

-1
AI
A―

b-
1

缶
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
訪

日
縁

8条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 n
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
含

む
)

面 面

朴 為

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

外
面

:明
褐

色

内
面

!淡
茶

褐
色

断
面

:淡
褐

色

上
半

部
1/
8

祢
生

I-
3馴

AI
B―

a-
1

餐
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

畑
恵

形
口

稼

R条
の

ヘ
ラ

榊
き

Tr
t練

や
や

艮
好

IE
(3
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
・

黒
色

位
を
多

く
含

む
)

画 面

朴 均

6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

?
● 面

内 外
断

面
:淡

茶
褐

色
:陪

搭
褐

色
半

訃
1/
12

弥
生
I-
3期

At
tl
‐

1■
は

村
著

AI
B一

b-
3

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

舶
意
形

口
縁

3条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

6
条

/c
rd
の
斜
行

ハ
ケ

6条
/c
mの

横
ハ

ケ
後
、
指

オ
サ

エ

外
面

:暗
灰
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐
色

上
半

部
1/
も

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付

着

-4
AI
C―

a-
1

資
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

畑
意

形
口

縁

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

良
好

粗
(4
 m
m以

下
の
石
天
・

長
右
・

黒
笹

粒
。
赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

外
面

:4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、

ナ
デ

灼
而

:斜
位

の
指

ナ
デ

釜
山

:淡
褐

色
上
キ

都
1/
も

弥
鉦

1-
3期

外
面

全
体

に
煤
付
着

Al
C―

b―
甕

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

畑
誹

口
縁

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

旨
通

や
や
粗

(2
 5
nn
以

卜
の
右

央
・
長

右
・

黒
雲
母
・

黒
色
粒

を
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

内
面

:斜
行

ハ
ケ
後

、
部

分
的

に
指

ナ
デ

外
画

:悟
余

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

上
キ

剖
S1
/b

弥
生

上
一

b期
外
面
全
体

に
煤
付
着

代
IH
一

b-
1

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

25
t

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
3条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

艮
対

l■
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
妄

く
合

む
)

面 而
外 内

4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

縦
位

の
丁
寧

な
指

ナ
デ

外
・

断
面

:灰
褐

色
内
面

:渉
昔

悟
●

上
半

罰
`1
/7

称
生
I-
3期

Al
L一

b一
甕

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

27
1

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は

平
坦
面

を
持

つ
。

3条
の
ヘ

ラ
描

芸
汁
綿

良
好

粗
(3
 H
m以

下
の
石
英
・

長
石

。
赤
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

画 面
表 断

淡
余

褐
色

淡
褐
色

口
縁

ヨ
`1
/1
0

杯
生

1-
3馴

-8
AI
N一

b-
1

甕
V-
1-
3

少
レ
キ
D

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
器
壁

は
薄

い

や
や

艮
好

や
や

粗
(2
 m
m以

下
の

石
英

・
長

る
等

を
含

む
)

面 面
外 内

7条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ
、

下
半

は
ナ

デ

表
圃

:暗
余

偽
也

断
面

:淡
灰
褐

色
上
半
部

1/
8

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-9
AI
O―

b-
1

窪
V-
4-
2

bレ
キ
F

23
2

口
縁

の
屈

曲
は
綾

い

8条
の

ヘ
ラ
粘

き
沈

線

や
や

良
好

阻
(4
 m
m以

下
の
る

天
。
長

右
等

を
多

ぞ
合

か
ヽ

外
面

:斜
行

ハ
ケ
後

、
丁

寧
な

ナ
デ

内
面

:指
ナ
デ

色
色 褐

褐 黒
橙 ！

淡 面
‥ 断

山 ・

外 内
上
半
部

1/
5

弥
生
I-
3期

外
而

全
体

に
媒

付
着

-1
AI
Q一

b-
1

蟹
V一

l-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

端
ヨ
`に

は

平
坦

面
を
持

つ
。

3条
の

ヘ
ラ
搾

き
沈

線

や
や

艮
好

lE
(4
 m
m以

下
の
石

英
・

長
る

等
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
ln
の
斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

外
面

:淡
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐

色
上
半
部

1/
6

弥
生
I-
3鶏

-1
1

AI
W―

ユ
資

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

願
戸

内
型

糸
`F

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

卜
の
右
央

。
長
右
寺

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

指
ナ

デ

縦
位

の
指

ナ
デ

全
画

:火
褐

色
上
キ

齢
1/
b

弥
生
I-
3別

推
定

口
径

13
 4
cn

A」
A―

b-
1

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

如
意

形
口
縁

で
端

部
に

は
側

面
カ

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

艮
好

や
や
粗

(5
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

1
2条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
朴
面

:暗
茶
褐
色

内
・

断
面

:淡
茶
褐

色
上

半
ヨ
`1
/b

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
煤
付

着
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第
52
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

観
察

表
(8
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考
□

40
凶

-1
AJ
A―

b-
3

賓
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

如
意

形
口
縁

で
、

端
部

に
は
や

や

上
方

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

9条
/c
rl
の

タ
テ
ハ

ケ
後
、
ナ

デ

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

画 ・

外 内
:黒

褐
色

断
面

:淡
橙

褐
色

上
半

ヨ
`1
/1
0

弥
生

上
―

も
期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
4

AJ
A―

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

舶
意

形
口
縁

で
端

部
に

は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
天
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

面 面 百

外 内 辮

黒
褐
色

に
ぶ

い
淡
褐
色

淋
本

糧
名

上
半
部

1/
8

祢
生
I-
3期

-1
5

A」
B―

b―
ユ

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

ZV
 2

如
恵

形
口
縁

で
端

部
に

は
側

向
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

3条
の

ヘ

ラ
描

き
沈

線
だ

が
、

最
下

線
は
細

ヽヽ

艮
好

や
や

社
(3
 m
m以

卜
の
右

天
・

長
右

を

や
や

多
く
含

む
)

画 面
外 外

4条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

上
半

は
8条

/c
n、

下
半

は
4条

/c
nl
の
斜
行

ハ
ケ

外
国

:日
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐

色
上
半
部

1/
6

弥
生
I-
3期

外
面

に
は
煤
付

着

-1
(

AJ
じ

一
b―

Z
餐

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

顆
意

形
口

縁
で

端
部

に
は

側
面

か

ら
キ

ザ
ミ

を
入

れ
る

R峯
の

ヘ
ラ

描
黄

汁
綿

艮
好

阻
(4
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ
ナ

デ
面 面 面

外 内 肝

黒
褐
色

淡
茶
掲

色
沐 「

瓶
色

上
■

部
1/
10

か
/■

k~
5チ

切

-1
7

A」
C一

c-
1

甕
V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

如
恵

ナ レ
ロ
稼

~ご

'誌

ヨ
`に

は
供
」山

力
】

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

や
や
程

(3
 m
m以

卜
の
ね

英
。
長

右
・

黒
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

外
山

:上
半

は
4条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
。

下
半

は
斜

位
の

や
や
雑

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
:磨

滅
の

た
め
調

整
禾

明
洵

而

表
面

:淡
褐

色

断
面

:明
褐

色

上
半

部
1/
6

小
生
I-
3期

外
面

に
は
煤
付
着

A」
と
一`
c-
1

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

l
如

恵
形

回
縁

で
端

ヨ
`に

は
半

lH
山

を
持

ち
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
ハ

R峯
の

ヘ
ラ
結

善
流

緯

や
や

不
員

や
や

粗
(2
 5
mm
以

下
の

石
英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

均
面

:ナ
デ

面 面
表 断

暗
茶
褐
色

淡
灰
褐
色

上
半

部
1/
8

な
生
I-
3期

-1
9

AJ
G―

b-
1

饗
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

11
0

口
稼

は
ほ

く
屈

田
し

、
端

ヨ
も
に

は

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
柏

き
沈

練

艮
好

や
や

租
(3
 m
m以

卜
の
右

夷
・

長
右
・

黒
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面
外 内

6条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

画 面 而

外 内 蹄

暗
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

渉
匠

福
色

上
半

部
1/
8

か
生
I-
3期

―
Zt

A」
I一

b-
1

餐
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、

端
部

に
は

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

粗
(4
 m
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
国

:ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

釦
al
:明

褐
色

上
半

部
1/
10

冽
/ヽ■

1-
3期

―
Zl

饗
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

Zl
 
イ

口
縁

の
屈

曲
は
接

く
、

端
部

に
は

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
精

き
法

線

や
や

艮
好

粗
(3
 m
m以

卜
の
石

英
・

長
石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
ナ

デ
面 面

表 斬
暗
褐
色

淡
灰
掲
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-2
2

A」
P―

c-
1

賓
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端
部

に
は

僅
か

に
平
坦
面

が
あ

り
、

側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

3条
沈
線

良
好

や
や
祖

く
Z 
mm
以

卜
の
る

央
。
長

右
を

や
や

多
く
含

む
)

外
画

:
6条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後
、

同
一
原
体

で
タ
テ
ハ

ケ

内
面

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後
、

指
オ
サ

エ

画 面 面

外 内 断

黒
褐

色

茶
褐

色

淡
茶

褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
煤

付
着

41
図

-1
AK
A―

c-
2

甕
V-
4-
1

▼
♭
レ
キ
R

rX
 4
息

形
口

豚

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

性
(4
 n
m以

卜
の
る

天
。
長

右
・

黒
色

位
を
多

く
合

む
)

血 而

外 内
6条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

朴
面

:暗
灰

褐
色

為
・

断
面

:陪
梧

負
上
半
部

1/
6

弥
生
I-
3期

外
而

全
体

に
模

付
着

-2
AK
じ

一
b―

l
径

V-
1-
2

砂
レ
キ

則
属

形
口

稼

4条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

丁
寧

な
ナ
デ

面 面 面

朴 殉 析

黒
褐

色

淡
茶

褐
色

淡
褐

色

上
半
部

1/
6

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-3
AK
C―

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ

3

4
卿

息
形

口
豚

4祭
の

ヘ
ラ

枯
き

沈
綿

民
好

ll
l(
3 
mm
以

卜
の
る

英
。
長

る
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

ナ
デ

外
°
跡

団
:我

僑
巴

内
而

:明
格

色

上
半

部
V5

弥
生
I-
8期

外
面

に
は
峡

付
着

-4
AK
G―

c-
1

餐
V-
1-

粗
砂

回
稼

は
や

や
強

く
屈

出
し
て

い
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

民
好

や
や
杜

(2
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

る
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面
外 内

6条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
6条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
面 面 面

外 内 断

暗
褐

色

淡
茶

褐
色

に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
厚

く
煤

付
着

-5
AK
h/
1-
c-
1

餐
V-
1-
1

細
砂

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
4条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

良
好

阻
(Z
 m
m以

卜
t/
p4
E災

・
長

ね
寺

笹
タ

く
含

む
)

画 面
外 内

も
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

8条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

画 ・

外 内
:に

ぶ
い
褐

色

断
面

:に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半

部
1/
6

弥
生

I-
3期

AK
①

一
b-
1

餐
V-
1-
2

少
レ
キ

3

23
5

4
口
縁

の
屈

曲
は
綾

い

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

不
艮

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

面 面 面

外 内 肝

暗
茶
褐

色
茶
褐

色
泌

想
缶

上
■

部
1/
10

J/
1ヽ
生

1~
0期

-7
AK
O一

c-
1

甕
V-
1-
Z

阻
砂

12
1

口
稼

は
恒

か
に
外

反
す

る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
晋

追
r■

(3
 H
ln
以

卜
の
右
天

。
長

る
等

を
多

く
含

む
)

外
画

:3
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
内
而

:磨
減

の
た

め
詔

率
ス

昭

□ 面 面

外 内 断

俊
僑

色

に
ぶ

い
褐
色

淡
褐
色

上
半
部

1/
7

な
生
I-
3期

―
も
AL
A―

b-
1

竃
V-
1-
2

砂
レ
キ

如
意

形
口
縁

の
端

部
に
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
血

:心
条
/m
の

タ
テ
ハ

ケ
内
面

:斜
行

ハ
ケ
後
、

指
ナ
デ

外
・

断
血

:に
ぶ

い
褐

色

内
面

:淡
褐

色

上
半

部
1/
8

「
J/
1ヽ
■
I-
3期

外
面

全
体

に
煤

付
着



西
川

津
遺

跡
V区

出
土
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弥

生
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器
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番
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分
類

番
号

器
種

層
 

位
同

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

41
図
-9

AL
A―

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

如
意
形

口
縁

の
端

部
に
や

や
下
方

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

良
好

や
や
粗

(2
 n
n以

卜
の
る
英

。
長
る
籍

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 内
4条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

縦
位

の
指

ナ
デ

面 面 面

朴 為 析

暗
茶
掲

色

茶
掲
色

淡
茶
褐
色

上
半

ヨ
`1
/4

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
AL
B―

b-
3

賓
V-
1-
2

糧
砂

如
意

形
口
縁

の
端

部
に
側

面
か

ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

但
(3
 m
n以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く

含
み
、
赤
色
粒

を
含

む
)

外
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

内
面

:8
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、

ナ
デ

外
面

:淡
茶
褐
色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
1

AL
B―

a-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

35
4

如
意

形
口
縁

の
端

ヨ
`に

側
la
lか

ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

粗
(3
 n
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

5条
/c
ln
の
斜
行

ハ
ケ

丁
寧

な
指

ナ
デ

内
面

外
面

:に
ぶ

い
淡
褐

色

内
面

:淡
黄
褐
色

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
3期

外
面
全

体
に
煤
付
着

一
ユ

AL
C一

b-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

如
意

形
回
縁

の
端
部

に
側
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
る

。
黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
面

:暗
茶
褐

色

内
・

断
面

:淡
灰
褐
色

上
半
部

1/
6

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
AL
D―

b-
1

資
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

20
8

如
意
形

口
縁

の
端
部

は
平

坦
面

を

持
ち
、
下

端
に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石

黒
色
粒

を
含

む
)

外
面

:6
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

全
面

:淡
黍

渇
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付

着

-1
4
AL
D一

c-
2

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

如
意

形
口
縁

の
端
部

は
平

坦
面

を

持
ち
、
下
端

に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

良
好

や
や
粗

(2
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
淡
褐

色

内
・

断
面

:淡
灰
褐
色

上
半
部

1/
8

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
5

AL
I―

b-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

2

回
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は

側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

良
婿

粗
(3
 m
m以

下
の
長
る

。
赤
色
粒
・

右

英
を
多

く
含

む
)

外
面

:
5条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

内
面

:4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

回 面 而

外 内 断

黒
褐

色

茶
褐

色

湊
茶

褐
角

上
半

ヨ
`1
/5

弥
生
I-
3期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
6

AL
O―

b-
2

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
Z

口
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か

で
、

端
罰

1

に
は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

4築
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

晋
通

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。
黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:磨
滅

し
て

お
り
不

明
。

ナ

デ
?

内
雨

:ナ
デ

画 面 面

外 内 断

暗
茶

褐
色

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐

色

上
半
部

1/
8

弥
生
I-
3期

外
面

は
被
熱

し
て

い
る

-1
7
AL
N―

b-
1

賓
V-
4-
2

砂
レ
キ
D

回
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か
で
、
端

部
に

は
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

4条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

や
や
粗

(3
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

4条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

4条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

内
面

外
面

:灰
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
6

弥
生
I-
3期

外
面
全
体

に
煤
付

着

-1
8

A」
T一

b-
1

臣
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

瀬
戸

内
型

系
。

口
縁
端

部
に

は
側

面
か

ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

普
通

や
や
粗

(5
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
6条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

縦
位

の
丁

寧
な
指

ナ
デ

面 面 雨

外 内 断

暗
黍

褐
色

淡
茶

褐
色

湊
褐

待

上
半

部
1/
8

弥
生

王
-3
～

4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
BA
A-
1

甕
V-
1-
2

暗
灰
粘

瀬
戸

内
型

系
。

4条
の

ヘ
ラ
粘

き
沈

線

良
好

粗 む

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
含

面 雨

朴 内

斜
位

の
ナ

デ

斜
行

ハ
ケ

表
山

:暗
茶

褐
色

断
面

:淡
褐

色

上
半
部

1/
5

弥
生
I-
3～

4期
外

面
に

は
煤

付
着

12
凶
-1

AN
A一

b-
2

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

74
如
誹

口
縁

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

普
通

や
や

粗
(2
 m
m以

下
の

石
天
・

長
る

害

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

10
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ
外
面

:淡
褐
色

内
・

断
面

:白
褐

色
上

引
卜
音
Б
1/
8

弥
生
I-
3～

4別
外
面

は
被

熱
し
て

い
る

-2
AN
B一

b―
l

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
意
形

口
縁

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

や
や

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

悟
褐

色

に
ぶ

い
淡

褐
色

白
褐

色

上
半

部
1/
7

弥
生
I-
3～

4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-3
AN
C―

b-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

舶
意

形
口
稼

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

俎
(3
 u
 n
t以

下
の
石

天
。
長

石
を
多

く

針
む

)

画 面

朴 為

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

ナ
デ

外
面

:明
褐

色

内
・

断
面

:白
褐
色

上
半
部

1/
6

弥
生

I-
3～

4期

一
J
AN
D一

a-
1

甕
V-
1-
1

南
西
砂

レ
キ

k1
3意

形
口
縁

の
端

部
に

は
平

坦
面

を
持

つ
ハ 
5条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

粗
(4
 m
I「

以
下

の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

面 而

外 【

7条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

縦
位
の
指

ナ
デ
ぃ
下
半

は
ナ
デ

外
面

:淡
橙

褐
色

均
J断

面
:淡

褐
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
8～

4期

-5
AN
I―

c-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る

5条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

不
良

阻
(3
 m
m以

下
の

石
英
・

長
石

を
多

く

翁
む

)

面 面

外 殉

磨
滅

の
た
め
不

明
。

ナ
デ

?

ナ
デ

全
面

:淡
灰
掲

色
L半

部
1/
7

亦
生

I-
3～

4期

-6
AN
M一

b
一

文
甕

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

艮
好

や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

や
や
多

く
合

む
)

面 面

外 洵

5条
/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

縦
位

の
指

ナ
デ

71
・
面

:に
ぶ

い
褐

色

為
・

断
面

:淡
灰

色

上
半
部

1/
5

赤
生
I-
3～

4期
媒
而

今
体

に
煤

付
着

-7
AN
M一

c-
2

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

7F
口
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か

5条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

阻
(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
る
等

を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
5条

/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

縦
位

の
指

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

淡
灰

褐
色

明
褐

色

淡
褐

色

上
半

著
租

/4
ホ
生
I-
3～

4別

-8
AN
M―

c-
1

饗
V-
1-
2

細
砂

回
縁

の
屈

曲
は
緩

や
うゝ

5条
の
ヘ
ラ
描
き
沈
線

罠
好

や
や
粗

(3
 a
ll
n以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:
10
条

/c
mの

目
の
細

か
い

タ

テ
ハ

ケ

内
而

:締
什

の
キ旨

ナ
デ

□ 面 百

外 内 蹄

淡
褐

也

に
ぶ

い
褐

色

沐
匠

缶

上
半
部

1/
4

弥
生
I-
3～

4期
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図
番

号
分
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号
器

種
層
  

位
渋

口
雇

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

42
図
-9

AN
N―

b-
1

餐
V-
1-
2

妙
レ
キ

2

Z6
を

υ
口
縁

の
屈

曲
は
綾

や
か

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

繰
晋

通
阻

(3
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
合

む
う

外
面

:斜
行

ハ
ケ

内
面

:斜
行

ハ
ケ
後

、
指

ナ
デ

釜
聞

:淡
褐

色
上
半

部
1/
8

弥
生
I-
3～

4期
内
外

面
に
煤

付
着

-1
AN
N―

c-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

2

口
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か

5条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

不
良

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

縦
位

の
指

ナ
デ

画 面

表 粁
暗

黍
褐

色

膳
濯

色

上
半

ヨ
`1
/5

杯
生

I-
3～

4期

-1
1

AN
O―

b-
2

甕
V-
1-
3

沙
レ
キ
E

4
口

縁
の

屈
曲

は
綾

や
か

5条
の

ヘ
ラ

粘
き

沈
線

罠
好

FE
(2
 m
m以

卜
の
石

英
・

長
石

等
を
多

く
合

む
)

外
面

:ナ
デ

内
而

:5
条

/f
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
全
面

:淡
褐

色
上
半

部
1/
12

弥
生
I-
3～

4期

-1
AN
S―

c-
1

甕
V-
1-
2

細
砂

無
頸

の
甕
。

日
縁
端
部

は
平
坦
面

に
な

る
。

5条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や
良

好
阻

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

4条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

上
半

は
指

ナ
デ
、

下
半

は
斜

行
ハ

ケ

画 面 面

外 内 断

悟
狭

褐
色

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐

色

上
半

部
1/
8

か
生
I-
3～

4期

-1
3
AM
A一

b-
1

餐
V-
1-
2

暗
灰
砂

26
5

如
意

形
口
縁

の
端

部
に
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
帯

き
rT
I練

や
や

艮
対

lH
(4
 m
m以

卜
の

右
夷
・

長
右

等
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

9条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

外
・

断
山

'自
褐

色

断
面

:暗
茶

褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生
I-
3～

4期
外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
4

Al
vI
B一

a-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
A

期
恵

形
□
縁

の
端

ヨ
`に

側
画

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

貝
好

裡
(3
 m
m以

卜
の
右

天
。
長

右
・

黒
径

粒
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

8条
/c
mの

浅
い
斜
行

ハ
ケ

外
面

:暗
灰
褐

色
内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
3～

4期
外
面
全
体

に
煤
付

着

-1
5

AK
/1
C―

b-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

如
恵

形
口
縁

の
端

部
に

lH
l山

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

艮
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

縦
位

の
ナ
デ

丁
寧

な
指

ナ
デ

回 面 而

姶 内 断

暗
僑

也

淡
茶

褐
色

湊
褐

角

上
半

部
1/
6

弥
生
I-
3～

4期
外
面

全
体

に
煤
付
着

-l
t

AA
/1
J―

a-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

如
意

形
口
縁

の
端

部
に

は
半

坦
画

持
ち
、
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

艮
好

粗
(3
 
Ш
n以

下
の
石

英
・

長
石

を
多

く

含
み
、

金
雲

母
・

黒
色

粒
を
僅

か
に
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

斜
行
ハ
ケ

5条
/c
mの

タ
テ
ハ
ケ

面 面 而

外 内 断

明
褐

色

淡
褐

色
渉

灰
掲

角

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
3～

4期

-1
AA
/1
】

―
b-

1
餐

V-
1-
2

細
砂

Z3
之

如
意

形
口
縁

の
端

部
に

は
平

坦
面

持
ち
、
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
17

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
・

赤
色
粒

を
多

く
合

む
)

面 面
外 内

10
条

/c
mの

斜
行
ハ
ケ

7条
/c
nの

タ
テ
ハ
ケ
後
、

色
褐

色 淡
褐 ｉ

灰 面
‥ 断

面 ・

外 内
上
半
部

1/
6

弥
生

上
-3
～

4期
外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
と

AM
l―

a
径

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、

端
部

に
は

や
や

下
方

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
粘

き
沈

線

や
や

良
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

外
la
l 
iナ

デ
.F

内
面

:4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
指

ナ
デ

色
褐

色 白
褐 ‥

火 面
！ 断

血 ・

外 内
上
半

部
1/
10

1/
TN
tt
 I
-8
～

4期

-1
七

Ah
/1
L―

a-
1

資
V-
4-
3

砂
レ
キ
X

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端

部
に
は

平
坦
面

を
持

ち
、

そ
の
下
端

に
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

や
や

良
好

但
(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

笠
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
画

:暗
褐

色

内
面

:淡
灰

褐
色

断
面

:暗
茶

褐
色

上
半

部
1/
12

弥
生
I-
3～

4期
外

面
は
被

熱

―
Zt

AP
vI
O一

c-
1

径
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か

で
、

端
部

に
は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

5条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

繰

普
通

狙
(4
狙

m以
下

の
石

英
・

長
石

等
を

多

く
含

む
)

朴
面

:斜
行

ハ
ケ
後
、
指

ナ
デ

殉
面

:縦
位

の
ナ
デ

画 面 面

外 内 断

婚
狭

褐
色

淡
灰

褐
色

灰
褐

色

上
半

部
1/
7

弥
生

I-
3～

4別

43
凶

―
ユ
AP
A―

b-
2

術
V-
1-
2

陪 「

剤
)

如
意

形
口
縁

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や
良
好

IU
(3
 m
m以

卜
の
る

央
。
長

右
・

黒
笹

粒
等

を
多

く
含

む
)

条 デ

６ ナ

画 面

朴 内
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
外

血
:に

ぶ
い
褐

色
内
・

断
面

:淡
格
i

上
半

ヨ
`1
/6

弥
生

I-
4期

外
面

に
は

煤
付

着

-2
AP
A―

c―
資

V-
1-
2

そ用
η
み

則
属

形
国

稼

6条
の

ヘ
ラ

描
き

沈
繰

や
や

長
好

や
や

粗
(3
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
を

や
や

多
く
合

む
う

面 而

朴 洵

6条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

色
褐

淡
ぶ

色 に

褐 ‥

暗 面
‥ 断

面 。

外 内
上
半

部
1/
6

弥
生
I-
4期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-3
AP
B―

b-
1

饗
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

如
意

形
口
縁

6峯
の

ヘ
ラ
精

去
汁

綿
良

好
や
や
粗

(3
 n
lI
「
以
下

の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

5条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

外
山

:に
ぶ

い
褐

色

内
。
断

面
:淡

掲
色

上
半

部
1/
10

杯
生
I-
4期

外
而

に
は
煤

付
着

―
コ

AP
B一

a-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

lX
H忘

形
四

稼

6条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

民
好

低
(3
 m
m以

卜
の
石

天
・

長
石

等
を

多

く
含

み
、

金
雲

母
を
僅

か
に
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後
、 
7条

/c
rd
の

斜
行

ハ
ケ

内
而

:5
条

/c
mの

浅
い
斜
行

ハ
ケ

回 面 面

外 内 蹄

黒
狭

色
～

日
褐

色

淡
茶

褐
色

泌
瓶

名

上
半
部

1/
5

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

―
b
AP
C―

b-
1

径
V-
1-
2

砂
レ
キ

2

如
意

形
口
縁

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

r■
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

内
面

:ナ
デ

回 面 而

外 内 断

嗜
僑

色

に
ぶ

い
褐

色
渉

悟
位

上
半

部
1/
7

弥
生
I-
4期

外
面

に
は
煤

付
着

―
o
AP
G―

b-
1

鶴
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
や

や
強

く
屈

曲
す

る
6条

の
ヘ

ラ
精

き
沈

線
罠

好
粗

(4
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

を
多

く
rl
才
ュぅ

面 面

外 内
6条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
縦
位

の
指

ナ
デ

外
・

断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

内
面

:淡
褐

色
上
半
部

1/
7

体
生

ユ
ー

4別

-7
AP
N―

c-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

国
縁

の
屈

田
は
綾

い

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

粗
(4
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

る
を

多
く

含
む

)

71
・
山

:タ
テ
ハ

ケ
後

、
6条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ

内
面

:8
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

外
山

:に
ぶ

い
淡

褐
色

内
・

断
面

:暗
赤

褐
色

上
半

部
1/
8

杯
生

I-
4期

-8
AP
O―

c-
1

餐
V-
1-
1

南
西

砂
レ
キ

□
縁

の
屈

曲
は
稜

い

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

晋
起

や
や

裡
(3
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

回 面 面

外 内 断

嗜
余

僑
巴

茶
褐

色

淋
綴

御

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着
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表

。
西

川
津

遺
跡
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出
土

e弥
生

土
器

観
察

表
(1
1)

‐ １ ０ ∞ ‐ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
脚

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

回

生3
図

-9
AP
V―

b-
1

甕
V-
1-
2

12
2

口
縁

は
短

く
労

れ
る

6条
の

ヘ
ラ
精

き
沈

線

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の

石
英

。
長

る
を
多

く

含
む

)

面 雨
外 内

6条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

朴
面

:淡
褐

色
内
・

肝
耐

に
ぶ

い
淡

褐
色

L半
部

1/
b

弥
生
1-
4期

外
面

に
は
煤
付
着

-l
t
AO
B一

c-
1

饗
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

1
如
意

形
口
縁

の
端
部

に
側
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

艮
好

や
や
粗

(3
 m
ln
以

下
の
石
英

。
長
石

を

含
む

)

面 面
外 内

6条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

7条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ
デ

缶
面

:淡
掲

色
上

半
部

1/
6

弥
生
I-
4馴

外
面

に
は
煤

付
着

―
H

AO
C一

c-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

如
意

形
口
縁

の
端

部
に
側

面
か

ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

6峯
の

ヘ
ラ
精

善
汁

繰

や
や

長
好

糧
(3
 m
rl
以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く

含
む

)

面 面
外 内

6
条

/c
mの

斜
行
ハ
ケ
後
、ナ

デ
斜
行
ハ
ケ
後
、

ナ
デ

外
山

:暗
余

褐
色

内
面

:に
ぶ

い
褐

色

断
面

:暗
褐

色

上
キ

司
S1
/r

弥
fE
 l
-4
期

外
面

は
被
熱

し
て

い
る

-1
A①

C―
b-

1
甕

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

11
1

賄
意

形
口
縁

の
端

部
に
側

面
か

ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

粗
(4
 m
m以

下
の
右
英
・

長
右
寄

を
多

く
含

む
)

ぉ ア 一 ア

ナ ナ

面 面
外 内

画 面

表 新
淡

褐
色

に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半
部

1/
8

弥
生
1-
4期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
3

AO
F一

c-
1

饗
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

如
意

形
口
縁

の
端

封
`に

は
半

lH
山

持
ち
、

側
面

か
ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ

る
。

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

不
良

粗
(3
 m
m以

下
の
石
央

。
長
右
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

?

ナ
デ

外
面

:明
褐
色

内
面

:黒
褐
色

蹄
面

:淋
招

御

上
■

部
1/
6

体
生

1-
4期

-1
4
AO
G一

a-
1

資
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は

側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

6条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の

石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:6
条

/c
m・

10
条

/c
nの

タ
テ

ハ
ケ

内
面

!8
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後

、
指

ナ
デ

外
国

:我
褐

巴

内
面

:に
ぶ

い
褐
色

断
面

:淡
灰
褐
色

上
半

部
1/
6

B/
」
I生

1-
4期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
AO
nv
[―

c一
ュ

窒
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁

の
屈

曲
は
彼

や
か

で
、

端
部

に
は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を

入
れ

る

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

や
や
粗

(2
■

m以
下

の
右
英

。
長

右
を

や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

外
酌

:暗
褐

色

内
面

:白
褐

色

断
面

:淡
褐

色

上
半

部
1/
8

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
AO
O―

b-
6

径
V―

X-
2

砂
レ
キ

口
縁

の
屈

曲
は
綾

や
か

で
、

端
罰

`
に

は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
み
、
金
雲
母
・
黒
色
粒

を
少
量
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ
デ

内
面

:丁
寧

な
ナ
デ

外
面

:自
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
7
BA
I-
2

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

親
戸

困
型

糸

6条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

小
艮

IH
(3
 m
m以

下
の
石

葵
。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

小
面

:器
壁

が
剥

離
し
て

い
る

た
め

不
明

均
面

:ナ
デ

表
面

:暗
褐
色

断
面

:暗
茶
褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
4期

外
面

は
被
熱

し
て

い
る

44
図
-1

AQ
G―

b-
1

饗
V-
1-
2

砂
レ
キ

珈
意

形
口
縁

7条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
器
群

が
薄

く
下

寧
な
作

り

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

7条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

縦
位

の
指

ナ
デ

面 面
表 断

淡
褐
色

淡
褐
灰
色

上
半

部
1/
8

弥
生
I-
4期

-2
AQ
H一

a-
1

甕
V-
1-
3

†
♭
レ
キ
C

32
と

知
意
形

口
縁

7条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

赤
色
粒

を
含

む
)

面 而

朴 【

5条
/c
ll
lの

斜
行

ハ
ケ

斜
什

の
指

ナ
デ

全
面

:白
褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
4期

代
QH
一

C-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

知
意

形
口
縁

7築
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

や
や
粗

(2
 5
Hl
n以

卜
の
る

英
・

長
を

等
を
や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 内

12
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

朴
画

:淡
黍

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

上
半
部

1/
8

弥
生
I-
4瑚

外
雨

全
体

に
煤

付
着

-4
AQ
I―

a-
1

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

如
意
形

回
縁

7条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

鬱
通

粗
(4
剛

以
下

の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
み
、
赤
色
粒

を
含

む
)

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
小

明
。

ナ

デ
?,

内
而

:ナ
デ

?

外
・

断
面

:淡
掲
色

内
面

1に
ぶ

い
褐

色
ニ
キ
「
IS
1/
も

1/
1ヽ
生
と

期

―
D

代
QJ
―

a-
1

甕
V-
1-
3

口
縁

の
屈

田
は
綾

い

7条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

普
通

阻
(4
 n
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
∈

貯
等

を
多

く
合

む
)

面 而
イ 内

ナ
デ

ナ
デ

外
・

断
面

:淡
橙
褐
色

肉
面

:緒
据

御

上
半

部
1/
12

か
生
I-
4別

-6
代
Q」

一
b-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

20
2

口
縁

の
屈

曲
は
綾

い

7条
の

ヘ
ラ
柏

き
沈

線

や
や

良
好

阻
(4
 m
m以

下
の
石

英
・

長
右

等
を

多
量

に
合

と
,Ⅲ

面 面

外 内
丁

寧
な

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ

デ

外
lB
l 
i暗

茶
褐

色

内
・

断
面

iに
ぶ

い
褐

色

上
半
部

1/
8

亦
生

I-
4期

-7
AQ
」

―
c-
1

賓
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

l
口
縁

の
屈

曲
は
緩

い

7条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

罠
好

や
や
粗

(2
 n
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 而
外 内

丁
写

な
ナ

デ

ナ
デ

外
・

断
面

:黒
褐

色
内
面

:暗
茶
褐
色

上
半

ヨ
`1
/7

称
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-8
AQ
K一

b
-1

餐
V-
1-
2

嗜
灰
砂

22
4

口
縁

の
屈

曲
は
彼

い

7条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

普
通

や
や
粗

(3
4m
以

卜
の
右
英

。
長

右
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

縦
位

の
ナ

デ
画 面 面

外 内 断

黒
褐

色

暗
褐

色

暗
茶

褐
色

上
半
部

1/
7

弥
生

I-
4期

-9
AQ
L―

c-
1

鶴
V-
1-

【日
マ
♭

15
7

口
縁

の
屈

曲
は
綾

い

7条
の

ヘ
ラ
捕

き
沈

繰

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
る

を

や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 内
5条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

橙
方

向
の

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

外
面

:淡
茶

褐
色

内
・

断
而

:詢
褐

色

上
半

部
1/
5

弥
生
I-
4期

根
面

谷
扶

l‐
tt
付

差

一
l

BA
L-
1

甕
V-
1-
2

暗
灰

砂
頼
戸

内
型
系

7条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

罠
好

や
や
粗

(3
酬

以
下

の
石
英

。
長
石

を

含
む

)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

面 面 而

外 内 断

黒
褐

色

茶
掲

色
渉

褐
角

上
半

ヨ
`1
/8

着
付

期 煤

４ に
一 体

１ 全
生 面

弥 外

-1
1

AQ
C―

a-
1

甕
V-
4-
2

口
縁

は
や
や
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は
下
方

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

7基
の

ヘ
ラ
培

芸
汁
緯

民
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ヨ
コ
ナ
デ

空
面

:淡
掲

色
上

半
ヨ
`1
/1
2

弥
生

1-
4期
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

観
察

表
(1
2)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
寸

  
七
【
 (
cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

□

44
凶

一
l

AQ
B一

a-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
稼

の
FB
田

子ま
綾

や
か

で
、

端
ヨ

`
に

は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

7条
の

ヘ
ラ
捕

き
沈

線

晋
起

TH
(4
 m
m以

卜
の
る
英

。
長
石
等

を
多

く
合

む
)

面 面
外 内

7条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ナ
デ

面 面 雨

外 内 断

淡
褐

色

白
褐

色
淡

白
灰

色

上
半

部
1/
10

な
生
I-
4期

AQ
A―

b一
ユ

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

や
か

で
、

端
評

に
は
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

7条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

や
や
裡

(2
 n
m以

卜
の
右

央
・

長
右
・

黒
色

粒
等

を
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

`′

ナ
デ

外
・

断
面

!淡
褐
色

内
面

:淡
灰
褐
色

上
半

部
1/
10

杯
生

I-
4瑚

-1
4
AR
A一

b―
術

V-
1-
2

則
属

形
口

稼

8条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

艮
好

や
や
粗

(6
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

8条
/c
mの

タ
テ

ハ
ケ

縦
位

の
ナ

デ
画 面 面

外 内 断

明
褐

色

淡
褐

色
渉

灰
楊

缶

上
半

部
1/
12

か
生
I-
4期

-l
b
AR
B一

b-
1

甕
V-
1-
2

粗
砂

畑
思

形
四

豚

8条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

や
や

艮
好

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

8条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

10
条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ

面 面 雨

外 内 断

淡
灰

褐
色

明
褐

色
～

暗
褐

色
白
褐

色

上
半

部
1/
4

か
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

―
ユ

AR
C―

b-
1

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

如
意
形

口
縁

8条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

長
野

や
や
社

(3
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を
や

や
多

く
含

む
が

、
前

期
的

で
は

な
ヽヽ

)

画 面
外 内

ナ
デ

指
ナ

デ
琳
面

:暗
褐
色

均
・

断
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
AR
F―

b-
2

隻
V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

如
意

形
口
縁

の
端

ヨ
∫ に

側
面

か
ら

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

R条
の

ヘ
ラ
結

善
汁

綿

罠
好

や
や
粗

(3
 m
T以

下
の
石
英

。
長
石
・

金
雲
母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

ハ
lg
l 
iむ

条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:6
条

/c
ll
lの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

全
血

:淡
褐

色
上

半
部

1/
10

弥
生

二
-4
期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
AR
」

―
a-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

30
5

如
恵

形
口

縁
の

瑞
罰
も
に

側
血

か
ら

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る

8条
の

ヘ
ラ

枯
き

沈
線

旨
迫

社
(3
 m
m以

卜
の

る
天
・

長
石

を
多

く

含
む

)

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
6条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
軽

い
ナ

デ
色

色 褐
褐 淡

黍 ‥

淡 面
‥ 断

面 ・

外 内
上
半
部

1/
8

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

15
凶
-1

Al
tH
―

a-
1

餐
V-
4-

SR
01

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は

平
坦
面

を
持

ち
、
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

8条
の
ヘ

ラ
描

き
汁
絢

良
好

粗
(3
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

右
・

金
雲

母
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

8条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
指

ナ
デ

全
血

:に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半

ヨ
`1
/7

弥
生

I-
4期

一
z

AS
A―

b-
1

甕
V-
1-
2

率日
,b

如
意

形
口
縁

9条
の

ヘ
ラ
精

去
汁

繰
や

や
艮

対
阻

(3
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
る

等
を
多

く
含

む
)

血 而
外 内

12
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

4条
/c
ln
の

斜
行

ハ
ケ

本
国

:黒
僑

也

内
・

断
面

:暗
褐

御
1

上
半

部
1/
7

弥
生
I-
4期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-3
AS
B―

a-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

36
3

卯
恵

形
口

縁
の

端
』
`に

無
軸

矢
ル

状
に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

9条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

旨
通

の ノヽ

ト む
以 含

ｍ
ｍ

く

３ 多
く を

租 粒
る

英
・

長
る

。
赤

色
外

la
l:
タ

テ
ハ

ヶ
後

、
ナ

デ
内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

軽
い
ナ
デ

外
・

断
面

:白
褐
色

内
面

:暗
褐
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
4期

AS
C―

b―
]

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

22
5

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い

9条
の

ヘ
ラ
格

き
沈

練
や

や
良

婿
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
霧

く
合

ユ
|う

画 面
外 内

8条
/c
mの

タ
テ

ハ
ケ

指
ナ

デ
外
向

:淡
褐

色
均
・

断
面

:白
褐

色

上
半

部
1/
10

杯
生
I-
4鶏

外
面

全
体

に
煤

付
着

―
D

螂
」
―
a一

ユ
餐

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、

端
部

に
は

平
坦

面
を
持

つ
。

9条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線

良
好

l■
(3
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

る
。
黒

笹

眩
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

丁
寧

な
ナ

デ
外
・

断
面

:自
褐

色

内
面

:淡
褐

色

上
半

部
1/
7

弥
生
I-
4期

外
面

に
は
煤

付
着

-6
AT
A一

a-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

如
意
形

口
稼
。

6条
。
5条

の
沈

線
帯

を
2 
cm
ほ

ど
離

し
て
施

文
。

晋
通

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く
含

み
金
雲
母

を
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ
・
r

ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
縦

位
の

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

淡
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

灰
褐

付

上
羊

部
1/
12

弥
生

I-
4期

-7
AT
O―

a-
1

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

rt
如

恵
形

□
稼

の
端

ョ
も
に

斜
格

子
萩

の
キ

ザ
ミ

を
入

れ
る

。

13
条

の
ヘ

ラ
枯

き
沈

綬

晋
追

や
や

密
(l
 m
m以

卜
の
石

英
。
長

石
・

黒
色

粒
等

を
含

む
)

外
面

:ナ
デ

内
面

:6
条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 断

明
褐

色

白
褐

色
暗

灰
色

上
半

部
1/
12

弥
生
I-
4期

AT
D―

b一
l

質
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

如
意

形
口
縁

の
端

部
に
側

面
か

ら
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

13
条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線

や
や

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

5
条

/c
ll
lの

タ
テ
ハ

ケ
5条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
山

:明
褐

色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半

部
1/
6

弥
生

I-
4期

AU
K―

l
資

V-
1-
2

砂
レ
キ

口
縁

の
屈

曲
は
綾

く
、

端
部

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

8条
の

ヘ
ラ

描
き
沈

線
の

直
下

に
三

角
形

刺
突

歩
流

す

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
4
条

/c
mの

粗
い
タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ
後
、
縦
位
の
ナ
デ

画 面 面

ハ 内 断

淡
火

褐
色

淡
褐

色

白
褐

色

上
半

部
1/
5

5/
1ヽ

/■
I~
4チ

胡

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
し

AU
A―

b6
-1

資
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

如
意

形
口
縁

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
の

直
下

に
三

角
形

束
け突

を
施

す

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

十旨
ナ

デ
全

la
l 
i淡

鶴
色

上
半

部
1/
10

弥
生
I-
4期

外
面

に
は
煤

付
着

-1
1

AU
F一

a1
0

-1

径

砂
レ
キ

3

如
恵

形
口
縁

の
端

罰
`に

半
坦

山
を

設
け
、

押
引

き
状

の
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

10
条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
の

直
下

に
三

角
形

刺
突

を
施

す

や
や

小
艮

粗
(3
 m
m以

卜
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
縦
位
の
指

ナ
デ

色
褐

灰 色
淡 褐

‥ 橙
面 淡

断 ‥
・ 面

外 内
上
半

部
1/
10

杯
生

1-
4鶏



第
57
表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出

土
・

弥
生

土
器

観
察

表
(1
3)

― ｌ μ Ｏ Ｏ Ｉ Ｉ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
同

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

上
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

15
凶
-1

AU
G―

b6
-1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

61
口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端
部

に
は

側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

6

条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

の
直
下

に
三

衛
彰
市
II
室
奉
桁

す

や
や

艮
婿

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色
上
半

部
1/
5

弥
生
1-
4期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
3
AU
L―

a-
1

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

如
意
形

回
縁

の
端

部
に
や

や
卜
万

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

9条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

の
直
下

に
三
角
形

市
II
空
奉
怖

子

罠
好

阻
く
4 
mm
以

卜
の
右

央
・

長
右

寺
を
多

く
含

む
)

お ア ４ ア

ナ ナ
面 面

外 内
面 面

表 断
暗
橙
褐
色

橙
褐
色

上
半

部
1/
8

弥
生
1-
4期

外
面

全
体

に
煤

付
着

16
図
-1

AV
A―

b6
-1

餐
V-
4-
l

砂
レ
キ
B

口
縁

の
屈

曲
は
緩

い
。

6条
の

ヘ

ラ
描

き
沈
線

の
直
下

に
米
粒
状
刺

卒
歩
怖

十

や
や
艮

4‐
J

や
や
祖

く
Z 
mm
j/
2卜

の
右

央
・

長
右
・

黒
色

粒
・

金
雲

母
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

13
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
ヨ
コ
ハ

ケ
後
、
縦
位

の
ナ
デ

外
lg
l:
哨

余
褐

色

内
面

:淡
茶

掲
色

断
面

:渉
楊

缶

上
半

部
1/
5

杯
生

1-
4期

一
z
AV
C―

a8
-1

餐

砂
レ
キ
D

口
縁

は
や

や
強

く
屈

曲
し
、
端
ヨ

`
に
は
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

8
条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

の
直
下

に
は
二
枚

目
に
よ

る
キ
ザ

ミ
を
入
れ

る
ぉ

艮
好

粗 む
5 
mm
以

下
の

石
英

。
長

石
を

含
画 面

外 内
6条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

丁
寧

な
縦
位

の
指

ナ
デ

巴 色 色

褐 褐 褐

黒 暗 淡

回 面 面

ハ 内 断

上
半

部
1/
b

弥
生
I-
4期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-3
AV
E一

a7
-1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

如
意

形
口
縁

の
端

部
に

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
。
7条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
の

直
下

に
竹

管
状

工
具

に
よ

る
刺

突

や
や

艮
好

阻
(4
 n
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

7条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

面 面 雨

外 内 断

黒
褐

色
に
ぶ

い
褐

色
淡

灰
褐

色

L半
部

1/
Ь

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

AV
Ⅲ

'一
b6
-

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

7
口
稼

の
屈

曲
は
綾

く
、

端
部

に
は

斜
格

子
状

の
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

6条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
の

直
下

に
竹

警
燎
T旦

に
■

ム
吏
‖牢

み
怖

す

や
や

良
好

狙
(3
 a
ln
以

下
の
る
兵

。
長

る
寄

を
多

く
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

内
面

:指
ナ
デ

画 面 面

朴 内 新

淡
貢

褐
色

淡
灰

褐
色

淡
褐

色

上
半
部

1/
7

弥
生

I-
4期

―
う

AV
俄

―
bb
―

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

4
口
稼

は
や

や
阻

ヽ
'出

ll
つ

O
OD
余

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
の
上

下
に
竹

管
状
工

具
に

よ
る
円
形

刺
突

を
施

す

や
や
良

好
粗

(4
 n
m以

下
の
る
天
・

長
右
等

を
多

く
含

む
)

外
山

:ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

黍
褐

色

淡
褐

色
淡

灰
褐

色

上
半

部
1/
8

弥
生

I-
4期

A郡
「
A一

a-
1

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
や
や
下

方
管
状

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。 
2

条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
米
粒
状

市「
12
筐

や
や

艮
好

や
や

It
l(
2 
un
l以

卜
の
右
央
・

長
右

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

指
ナ
デ

画 面
表 新

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
灰
褐

色
上
半
部

1/
12

以
下

開
生ヽ

1-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

AM
/C
一

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

如
意
形

口
縁
。

2条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
円
形
刺
突

を
施

す
艮

好
阻

(4
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

右
寺

を
多

く
含

む
)

71
面

:4
条

/c
nl
の

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ
本
而

:ナ
デ

釜
血

:に
ぶ

い
褐

色
上
半
部

1/
5

か
生
I-
4馴

-8
AW
D一

c
-1

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
は
半

IH
 F
I

を
持

つ
。 
2条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

闇 「
契

締
峠
覧
II
牢
歩
柿

子

艮
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

7条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
外
面

:白
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐

色
上
半

部
1/
8

弥
生

1-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

AW
F―

b-
1

餐
V-
1-
Z

細
砂

畑
意

形
□
縁

の
端

部
に
側

山
か

ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。
2条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
縦
長
状
刺
突

を
施

す

や
や

艮
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
la
l

4条
/C
nの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

5条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
4条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ
後
、

縦
ナ
デ

内
面

ハ
回

:日
褐

也
内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
8

弥
鉦

1-
4期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
0
AW
H一

a一
ユ

窪
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

の
屈

曲
は
綾

く
、
端
部

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
の
ヘ

ラ

描
き
沈
線

間
に

は
縦
長

の
刺
突

を
怖

す

や
や

艮
好

や
や
粗

(2
価

以
下

の
石
英

。
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色
に
ぶ

い
淡
褐

色
淡
灰
掲

色

上
半
ヨ
`1
/1
2

以
下

祢
生
I-
4期

-1
1

AW
」

―
a-
1

窒
V-
4-

口
縁

の
屈

曲
は
綾

く
、
端

部
に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2条
の
ヘ

ラ

描
き
沈
線

間
に

は
米
粒
状
刺
突

を
協

す

や
や

長
好

粗
(3
 n
ll
n以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
み
、
金
雲
母
・

黒
色
粒

を
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

指
ナ
デ

外
・

跡
回

:淡
灰

筒
巴

内
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

上
半
ヨ
61
/1
2

以
下

弥
生
I-
4期

-1
AW
K一

a一
l

衡
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端
部

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

3条
の
ヘ

ラ

描
き
沈
線

間
に
は
米
粒
状
刺
突

を
協

十

や
や

艮
好

l■
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

内
面

:ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
淡
褐

色
内
面

:淡
灰
褐
色

断
面

:白
褐
色

上
半
部

1/
12

双
下

弥
生
I-
4期

一
l

AW
L―

b-
1

缶
V―

l-
3

砂
レ
キ
D

6幻
口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
。

2
条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
は
略
三

角
形

制
室

歩
怖

子

や
や

艮
好

租
(3
 m
m以

卜
の
IE
央

。
長

右
・

亦
留

粒
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面

朴 有
4条

/c
ll
lの

タ
テ
ハ

ケ
4条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 而

外 内 断

暗
褐

色

淡
茶

褐
色

明
褐

色

上
半

部
1/
b

郵
生

1-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
4
AW
N―

b―
缶

砂
レ
キ
B

口
縁

は
強

く
屈

出
し
、

端
部

は
血

を
指

向
す

る
。

2条
の

ヘ
ラ
描

き
rt
綿

間
に
業

締
引★

東
‖窄

を
流

す

や
や

長
野

や
や
粗

(3
 H
m以

卜
の
右
天
・

長
右
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面

小 為
6条

/c
mの

斜
行
ハ
ケ

6条
/c
mの

斜
行
ハ
ケ
後
、

色
褐 色

暗 褐
‥ 茶

血 淡
断 ‥

・ 面
外 内

上
半
部

1/
6

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着
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挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考
□

46
図
-1

AW
O―

c-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
A

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は

狽
1面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

3

条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
米
粒
状

刺
突

を
施

す

普
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

金
雲

母
を
多

く
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ
デ

内
面

:斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

外
面

:白
褐
色

内
面

:暗
褐
色

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
7

弥
生
I-
4期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
6

A椰
「
V―

b一
ユ

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

77
瀬
戸

内
型
系
? 
6条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

の
第

2・
4条

間
に
円
形

剌
突

を
加

す

や
や

良
灯

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

8条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

回 面 面

外 内 断

日
衡

色

に
ぶ

い
褐
色

黒
灰
色

上
半
部

1/
6

弥
生
I-
4期

推
定

口
径

25
 1
cm

-1
7
AW
W―

b-
1

甕
V-
1-
2

細
砂

口
縁

は
外

に
折

れ
、
端
部

に
は
平

面
を
持

ち
、

キ
ザ

ミ
を
施

す
。

7

条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

の
第

2・
5

条
間

に
竹
管
状
刺

突
を
施

す

や
や
良
好

粗
(4
 m
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

指
ナ
デ

面 面 面

外 内 断

淡
茶
褐

色
に
ぶ

い
褐

色

淡
褐
色

上
半
部

1/
6

弥
生
I-
4期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-l
t

AM
/X
―

b-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

は
大

き
く
屈

曲
す

る
。

s条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

の
第

5条
間

に

円
形
束
い突

を
加

す

や
や

艮
好

粗
(4
 n
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

指
ナ
デ

外
・

断
面

:淡
褐
色

内
面

:に
ぶ

い
褐
色

上
半

部
1/
7

体
生
I-
4期

-1
AW
Y―

b-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
側
面

か
ら

円
形
浅

い
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

7

条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

の
第

3条
間

か
ら
3段

に
渡

っ
て

円
形
刺
突

を
施

す

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。
金
雲

母
を
多

く
含

む
)

ア^ 　 デ

ナ ナ

画 面
外 内

琳
面

!淡
褐
色

内
・

段
面

:に
ぶ

い
褐

色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
4期

外
面

に
は
煤
付
着

-2
(

BA
K-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

取
声

内
型
系
? 
8条

の
ヘ

ラ
程

き
沈
線

の
第

5条
間

に
二
枚
貝
束

I

夫
に
よ

る
鋸
歯

文
を
施

す

良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
画

:ナ
デ

内
面

:指
ナ

デ

面 面
表 断

淡
橙
掲

色

橙
褐
色

上
半
部

1/
12

弥
生
I-
4期

47
凶

-1
AM
/D
―

a-
1

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
は
平
坦
面

を
施

す
。

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

間
に
米

粒
状
刺
突

を
施

す

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

5条
/c
mの

斜
行

ハ
ケ

5条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

面 面 面

外 内 蹄

白
褐
色

に
ぶ

い
淡
褐
色

沐
F御

上
半
部

1/
8

弥
生
I-
4期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-2
AM
rG
―

a-
1

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

内
面

に
ア
クセ
ン
トを

持
つ
如
意

形
日
縁

で
、
端
部

に
平
坦
面

を
持

つ
。

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

間
に

米
粒
状

の
刺
突

を
施

す

や
や
良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

指
ナ
デ

全
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生

I-
4期

AW
M一

a-
1

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は

平
坦
面

を
持

つ
。 
2条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
米

粒
状
刺
突

を
施

す

や
や

良
好

岨
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
面

:黒
褐
色

内
・

断
面

!淡
掲
色

上
半
部

1/
10

弥
生
I-
4期

外
面

に
は
煤
付
着

-4
AM
「

I―
a-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
や
や
緩

く
、

や
や

上
方

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

2

条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

間
に
縦
長

刺
突

を
施

す

や
や
良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

7条
/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

暗
灰
褐
色

淡
掲

色

灰
褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生

I-
4期

-5
AW
P一

a一
ユ

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

は
や
や
強

く
屈

曲
し
、
端
部

に
は
や
や
下
方

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

3条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

間
に
円
形
刺
突

を
施

す

や
や
良

好
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

。
赤

色

粒
等

を
多

く
含

む
)

内
山

:7
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ

内
面

:9
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ
外
・

断
面

:白
褐
色

内
面

:淡
褐

色

上
半
部

1/
12

弥
生
I-
4期

-6
AW
Z―

a-
1

賓
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

如
意

形
口
縁

の
端
部

に
平

坦
面

を

持
ち
、
上
方

と
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
。

■
条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
の
第

6条
間
か

ら
2段

に
渡

っ

て
円
形

刺
突

を
施

す

艮
好

や
や
粗

(4
 a
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

内
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

画 面
表 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐
色

上
半
部

1/
7

弥
生
I-
4期



第
59
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(壺
)遺

物
観

察
表

(1
5)

Ｉ Ｓ 〕 ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

国
医

径

48
凶

-1
ZC
A-
8d
-1

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁
端
部

に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

8条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

や
や

不
艮

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く
含
み
、
黒
色
粒

を
含

む
)

面 而
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
小

明
磨

滅
の

た
め
調

整
不

明

面 面
表 断

淡
褐
色

淡
灰
色

上
半
部

1/
5

な
生
I-
4期

-2
ZC
F-
5α

-1
〓 韮

V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

回
縁
端
部

の
幅
広

の
半

lH
画

に
駕

軸
羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

5峯
θ
′

卜
の

ヘ
ラ

粘
芸

汁
綿

良
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
天
・

長
右
等

を
多

く
含

む
)

面 　 面

外 　 内

ヨ
コ
ナ

デ
後

、
5条

/c
nl
の

タ
テ
ハ

ケ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

?

画 面 面

外 内 断

国
褐

色

に
ぶ

い
褐

色

淡
灰

色

口
頸
部

1/
6

か
■
1-
4期

-3
ZC
F一

s-
6

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

23
写

口
縁
端
部

に
無
軸

羽
板

の
キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
。

口
縁

見
込

に
は
三
角

形
市
‖室

み
怖

す

晋
起

粗
(3
 H
lm
以

下
の
石
英
・

長
る

。
赤
色

粒
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:1
0
条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
後

、

ナ
デ

内
面

:ナ
デ

表
回

:暗
伯

巴

断
面

:淡
褐
色

国
縁
部

1/
8

亦
生
I-
4刺

-4
乙
CG
-1

V-
1-
1

率田
剤ゝ

3r
4

口
縁
端
部

の
平

坦
面

の
上
下
端

に

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

や
や

艮
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
合

む
)

血 而
外 内

ヨ
コ
ナ

デ

縦
位

の
指

ナ
デ

釜
画

:淡
掲

也
口
縁
部

1/
8

弥
生
I-
4劇

-5
ZC
I-
1

一 韮
V-
1-
2

暗
灰
砂

口
縁
端
部

の
平
坦
面

に
無
軸

羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

1条
以
上

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

良
好

通 ＞
普 む

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
含

外
面

口
縁

直
下

は
横

位
の

ミ
ガ

キ

頸
部

は
ヨ

コ
ナ

デ

桔
什

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
内

而

外
画

:に
ぶ

い
褐

色

内
面

:淡
茶

褐
色

断
面

:淡
褐

色

口
敗

ヨ
`1
/7

刀
セ
L

朗

-6
ZC
J一

ZB
B
ll

-1

〓 亜
V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

17
2

口
縁
端
部

に
斜
格
子

状
の
キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
。
頸
部

に
11
条

の
ヘ

ラ

描
き
沈
線

を
施

し
、

直
下

に
三

角

形
刺

突
を
施

す

良
好

や
や

粗
(4
 m
m以

下
の
る

天
。
長

右
を

や
や

多
く
含

み
、

金
雲

母
を
僅

か
に
含

む
)

外
面

:口
縁

直
下

は
縦

位
の

ミ
ガ

キ
。
肩
部

は
ミ
ガ
キ

と
思

わ
れ

る
が
不

明

内
面

!回
頸
部

は
ナ
デ
。
胴

部
は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

外
山

:日
褐

色

内
面

:に
ぶ

い
褐

色

断
面

:淡
灰

色

上
半

部
1/
5

弥
鉦

期

-7
る
C」

-1
9d
一

V-
1-
2

地
山
上

砂
レ
キ

3

口
縁
端
部

に
斜
格
子

状
の
キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
。
頸
部

に
10
条

以
上

ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

外
面

口
縁

直
下

は
横

位
の

ミ
ガ

キ
。

顕
部

は
4条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

面 面
表 断

に
ぶ

い
褐
色

に
ぶ

い
淡
褐

色

口
類

罰
`1
/b

弥
■

1-
4期

Zじ
J―

s1
0d
―

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
端

部
に
斜
格
子
状

の
キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
。
頸
部

に
10
条

以
上

ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す

罠
好

普
通

(2
血

以
下

の
石
英

。
長
石

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

1口
縁

直
下

は
7条

/c
mの

斜

行
ハ

ケ
後
、
指

ナ
デ

内
而

:ヨ
コ
ナ
デ

面 面
表 断

白
褐
色

暗
灰
色

回
頸
部

1/
7

弥
生
I-
4期

―
t」

う
C」

―
Sも

d
士 軍

V-
1-
2

粗
砂

□
縁
端
部

に
斜

格
子
状

の
キ
ザ

ミ

を
押

引
き
状

に
入

れ
る
。
頸
部

に

4条
の
浅

い
凹
線

と
5条

以
上

の
ヘ

ラ
精

き
沈
線

を
流

す

良
好

や
や
密

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

黒
色
粒

を
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:回
縁
部

は
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
頚
部

は
ナ
デ

全
面

:淡
褐

色
(一

部
に

黒
斑

あ
り

)

口
頸
部

1/
4

か
生
I-
4期

-1
ZC
K-
3α

―

1

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

1
国
縁

端
部

に
有

軸
羽

状
の

キ
ザ

ミ

を
施

す
。

頸
部

に
3条

以
上

の
ヘ

ラ
枯

大
流

繰
を
縮

す

や
や

不
艮

粗
(2
 n
n以

下
の
石
英
・

長
石

。
赤

色

粒
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
。
在
地

の

胎
上

で
は
な
い

)

外
酌

:ナ
デ

`F

内
面

:口
縁

部
は

ナ
デ
。

頸
部

は
縦

位
の
指

ナ
デ

釜
lg
l:
暗

余
掲

也
国
頸
部

1/
8

弥
生
I-
4期

-1
1

乙
CK
―

sl
―

]
キ 亜

V-
1-
2

砂
レ
キ

口
縁
端
部

に
有
軸

羽
状

の
キ
ザ

ミ

を
施

す
。
頸
部
境

に
は
段

を
設

け

る

貝
好

堅
緻

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く

含
む

)

面 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

画 面 而

外 内 断

明
検

種
偶

巴

明
褐

色
渉

楊
i

口
稼

罰
`1
/1
0

弥
生
I-
4期

-1
2

ZC
卜

I―
s7
α

-1

一 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁
端
部

に
向

き
が
逆
転

す
る
有

軸
羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
施

す
。
頸
部

に
7条

以
上

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を

施
す

良
好

粗
(3
 H
lr
l以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ロ
縁

部
は
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

頸
部

は
ナ
デ

面 面
表 断

淡
灰
褐
色

灰
褐

色

口
取

罰
`1
/5

弥
生
I-
4期

-1
3

乙
CO
-1

一 重
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

端
部

に
沈
線

を
施

し
た
後

、

縦
長
刺
突

を
施

す
。

内
面

に
は
装

飾
用

の
粘
土
紐

が
残

る

や
や
長

好
糧

(3
 n
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

面 面
表 断

淡
褐

色
灰
褐

色

口
稼

ヨ
`1
/6

弥
生
I-
4期

-1
4
ZC
O-
6α

―

1

〓 亜
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁
端
罰
`に

抗
緑

を
厄

し
た
後
、

縦
長
刺

突
を
施

す
。
頚
部

に
は

5

条
以
上

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す

良
好

普
通

(2
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ヨ
コ
ナ

デ
内

而
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:灰
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

口
映

凱
`1
/7

71
ヽ
/■

期

-1
5

ZC
P―

ZE
Q

-1

〓 亜
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

に
沈

線
を
施

し
た
後

、

縦
長

刺
突

を
施

す
。

頸
部

は
削

り

出
し
に

よ
り
突

帯
を
形

成
し
、

帯

上
に

2条
、

帯
の
上

下
に
各

1条
の
沈

練
券
流

す
^

や
や
良

好
粗

(4
 m
m以

下
の

石
英
・

長
右

等
を
多

く
含

む
)

一 ア 一 ア

ナ ナ

面 面
外 内

画 面
表 段

日
褐

色

淡
灰

色

二
■

部
1/
b

刀ヽ
生

期

-1
6
ZC
P-
1

一 車
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁
端
部

に
沈
線

を
施

し
、

そ
の

上
下

に
そ
れ
ぞ
れ

キ
ザ

ミ
を
入

れ

る
。

口
縁

見
込

み
に
は

2条
の

ヘ

ラ
粘

甍
力
綿

//
怖

す

や
や

長
婿

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・
F

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
?

面 面
表 断

に
ぶ

い
淡
灰

色
黒
灰
色

口
稼

]`
1/
12

か
生
I-
4期
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表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(壺
)遺

物
観

察
表

(1
6)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
存

客
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

口
径

器
高

士
も
凶
~

る
し
q一

一 車

砂
レ

キ
E

□
稼

瑞
罰
も に

抗
線

を
施

し
、 

卜
端

に
キ

ザ
ミ
を

入
れ

る
ぃ

晋
追

晋
追

く
l 
mm
以

卜
の
る

英
。
長

る
。
宗

缶
対

未
缶

対
奉

全
か

尚

山 而

朴 内

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

釜
画

:淡
褐

色
口
縁

部
1/
8

小
生
I-
4期

る
じ
民
一
ユ

一 重
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

17
1

口
縁

端
ヨ
`に

幅
広

の
半

IH
画

を
持

ち
、

大
振

り
の
米

粒
状

刺
突

を
施

十

艮
好

IE
(2
 n
lm
以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ヨ
コ
ナ
デ

内
雨

:ナ
デ

釜
回

:淡
僑

色
国
縁

司
61
/イ

弥
生

上
~4
期

-l
t
ZC
S-
3-

1
一 霊

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

国
稼
端
部

に
1条

の
ヘ

ラ
種

き
況

線
を
施

す
。
頸
部

に
は

3条
の

ヘ

ラ
描

き
沈
線

や
や

長
野

諷
(4
 m
m以

ド
の

IE
災

・
長

41
寺

を
タ

く
含

む
)

外
山

:ナ
デ

内
面

:口
縁

部
は

ナ
デ
。

頸
部

は
4

条
/c
nの

斜
行

ハ
ケ
後

、
縦

什
の
キ旨

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

日
褐

色

淡
褐

色
暗

灰
色

口
類

ヨ
`1
/3

弥
生

I-
4期

う
し
も
~つ

一 璽
V-
1-
2

V1
/N
レ
キ

3

12
〔

1
口
稼

欄
`に

1条
の

ヘ
ラ
栢

き
沈

線
を
施

す
。

頸
部

に
は

5条
の

ヘ

ラ
描

き
沈

線

晋
通

晋
道

(l
 m
m以

卜
の
石

英
・

長
石

。
無

色
粒

等
を
含

む
)

外
面

1口
縁
部

は
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部

は
9条

/c
Ft
の

タ
テ
ハ

ケ
内
面

:口
縁
部

は
横

位
の

ミ
ガ
キ
。

甑
部

は
ヨ
コ
ナ
デ

面 面
表 断

に
ぶ

い
茶
褐

色
淡
灰
色

口
】
嗅

司
St
]7
E

存
J/
1ヽ

4上
上
~4
期

-2
1

乙 C
T-
1

一 笠
V-
4-
2

め
レ
キ
R

日
稼

臨
封
`に

Z粂
の

ヘ
ラ

稲
き

覆

線
を

施
す

や
や

艮
対

FD
(3
 m
m以

卜
り

伯
央

°
�

4E
空

ク
く

含
む

)

画 面

外 内
磨

灰
の

た
め

調
整

/f
h明

磨
滅

の
た

め
調

整
示

明

画 面
蚕 断

婚
炊

褐
色

に
ぶ

い
悟

往

口
縁

ヨ
`1
/6

か
生
I-
4期

一 堕

砂
レ
キ
B

4
口
稼

端
部

に
2条

の
二

棋
貝

況
栴

を
施

す
や

や
艮

射
阻

(4
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
画 面 而

外 内 晰

臼
褐

色

灰
褐

色
星 「

御

口
縁

部
1/
10

祢
生

I-
4期

うC
X-
1

一 車
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

に
は
縦

長
の

床
」突

を
施

す
が
、

途
中

で
有

軸
羽

状
文

に
変

あ
ス

罠
好

通
，晋 む

(2
 m
m以

下
の

石
英

。
長

石
を

含
面 面

外 内
ヨ

コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
釜

画
:淡

褐
色

国
縁

笥
61
/8

7/
1ヽ
生

工
~4
期

-2
4

乙
CY
-1

霊
V-
1-
2

細
砂

口
縁

端
部

に
沈

線
を
施

し
、

そ
の

上
下

に
キ

ザ
ミ
を

入
れ

る
艮

貯
FB
(4
 m
mt
t「

の
伯

ス
・

長
4E
守

/L
夕

く
含

む
)

外
血

:ナ
デ

。
一

部
積

仁
の

ヘ
ラ

ミ

ガ
キ

内
面

:構
位

の
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

全
血

:日
褐

色
口
縁

罰
`孔

/8
杯

生
I-
4期

生
V凶

~
一 車

V-
1-
1

南
砂

レ
キ

lb
 4

□
縁

欄
`の

唱
広

の
半

lH
山

の
中

央
に
沈

線
を
施

し
、

そ
の
上

下
に

竹
管

状
刺

突
を
施

す
。

頸
部

の
実

帯
は

中
央

に
深

い
ヘ

ラ
描

き
沈

線
//
入

れ
、

キ
ザ

ミ
存
縮

す

旨
起

や
や

粗
(3
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

右
・

赤
色

粒
・

黒
色

粒
を
含

む
)

外
血

:ナ
デ

内
面

:口
縁

部
は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
カ

キ
。

胴
部

は
6条

/c
nの

ヨ
コ

ハ
ケ

画 面
表 断

に
ぶ

い
褐

色

明
灰

色

口
顎

部
1/
10

亦
生

I-
4期

乙
CL
-9
d-
1

〓 奎
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

17
9

口
縁

端
部

に
有

軸
羽

状
の

キ
ザ

ミ
を
施

す
。

頸
部

に
9条

以
上

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を
施

す

や
や

良
好

粗
(4
 m
T以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
む

)

画 面
外 内

ナ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
外

血
:橙

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

□
類

ヨ
`1
/5

か
生
1-
4期

-3
一 亜

砂
レ
キ
C

口
稼

端
』
`に

百
単B
羽

‖天
の

キ
ザ

ミ

を
施

す
。

頸
部

に
7条

以
上

の
ヘ

ラ
捕

き
沈

線
を
加

す

や
や

小
艮

以
く む

他 含
卜
の

右
央

。
長

る
を

多
く

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

?
釜
la
l:
橙

褐
色

口
敦

ヨ
`1
/5

弥
生

I-
4期

-4
ZC
L―

s十

ZB
B2
-1

一 亜
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

25
℃

口
縁
欄

`に

百
軍由

羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
施

す
。

頸
部

に
7条

+8
条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

し
、

そ
れ
ぞ

れ
の
直
下

に
は
三

角
形
刺
突

を
施

す

や
や

艮
好

阻
(3
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を

多
く
含

む
)

外
面

:口
縁

部
は
縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

頸
部

は
磨

滅
の

た
め
調

整
不

明
内
面

:口
縁

部
は

ナ
デ
? 

頸
部

は
磨

減
の

た
め
調

整
ス

明

画 面 面

外 内 断

a種
僑
色

淡
赤
褐
色

黒
灰
色

国
顎

』
も 1
/b

弥
生
iI
-4
期

一 車
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

□
稼

端
ヨ
`に

石
軍日

羽
杖

の
キ

ザ
ミ

を
施

す
。

頸
部

に
2条

以
上

の
ヘ

ラ
補

き
沈

繰
を
流

す

や
や

長
好

但
(4
 m
ln
以

卜
の
右

英
・

長
右
・

赤
色

笠
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

3条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
面 面

表 断
淡
褐

色
淡
灰
褐
色

口
縁

部
1/
10

弥
生
I-
4期

―
o

る
CL
―

sl
-1

一 亜
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

端
部

に
有

軸
羽

】犬
の

キ
ザ

ミ

を
施

す
。

頸
部

に
1条

の
ヘ

ラ
描

去
減

綿
//
柿

す

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
m以

下
の
石
英

。
長
石

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

為
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

画 面 而

外 内 断

に
ぶ

い
険

褐
色

淡
褐

色
灰

白
行

コ
勘
ミ部

1/
3

7/
1ヽ

/■
I~
4チ

胡

50
図
-1

ZD
A-
1

〓 車
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

」
縁

臨
当
`に

半
lH
画

を
膏

つ
艮

好
租

(z
 n
mJ
/1
「

の
ね

央
・

�
41
1寺

を
多

く
合

む
う

デ ア^

ナ ナ

薗 而

恥 内
全

山
:淡

褐
色

口
稼

部
1/
8

弥
生

I期

一 亜

砂
レ
キ

3

b
□
縁

端
ヨ
`の

半
lH
血

中
ス

に
残

い

凹
線

を
持

つ
や

や
艮

好
や

や
杜

(3
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

る
等

を
や

や
多

く
含

む
)

外
山

回
縁

ヨ
`は

ヨ
ヨ
ナ
デ
。
類
酎

`
は

6条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
結

什
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
内

而

画 面
表 断

淡
褐

色
灰

褐
色

口
縁

部
1/
8

弥
生

I～
I期

-3
ZD
C-
1

〓 亜
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

22
(

口
縁
端

部
に
は
平
坦
面

を
持
つ

頸
部

の
貼
付

け
突
帯
上

に
4条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す

や
や

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
lB
I:
ナ

デ
内
面

:口
縁
部

の
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。
頸
部

は
縦
位

の
指

オ
サ

エ
・

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
国

:淡
褐

色

内
・

断
面

:淡
灰
褐
色

口
顎

』
`1
/6

弥
生

1-
4期

-4
ZD
E-
1

〓 霊

砂
レ
キ
B

口
豚

姉
司

う
に

は
十

狸
団

/L
賃

つ

頸
部

の
削

り
出

し
突

帯
上

に
4条

以
卜
の

ヘ
ラ
精

き
沈

線
を
加

す

や
や

艮
好

裡
く
4 
nl
n以

卜
の

右
央

。
長

右
・

黒
笹

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
山

:斜
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
画 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
灰

褐
色

白
悟

御

口
類

ヨ
`1
/4

杯
生

I-
4期
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(壺
)遺

物
観

察
表

(1
7)

‐ Ｉ ‐ Ｐ Ｏ 卜 ‐ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
冶
【

 (
cl
n

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 

存
 

度
備

考
□

)∪
凶
~

Zl
lⅢ

一`
｝ 亜

V-
4-
2

砂
レ
キ
」

口
TT
a端

部
に
半

TH
画

を
持

つ

頸
部

境
に

2条
以
上

の
ヘ

ラ
描

き
沈

緯
存

補
す

民
好

や
や
粗

(2
 m
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

一 ア 一 ア

ナ ナ
面 面

朴 為

面 面
表 断

に
ぶ

い
白
褐
色

淡
褐
色

口
縁

部
1/
12

弥
生

I-
2～

3期

-6
ZD
G-
1

〓 霊
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁
端
部

に
は
浅

い
沈
線

を
施

す

頸
部

境
に

は
削

り
出

し
の
段

を
設

け
る
が
、
面
者

と
も
ホ
彩

が
残

る

普
通

や
や
粗

(2
 n
lH
以

下
の
右
天
・

長
右

を

多
く
含

む
)

面 面

朴 内
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ロ
縁

部
は

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
?

節
部

は
指

ナ
デ

表
面

:淡
褐
色

断
面

:淡
灰
褐

色
ヨ

杉
離
お
1/
6

弥
生

I-
2～

3別

-7
ZD
H-
3d
一

ユ
〓 亜

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

8t
口
縁

端
部

に
幅

広
の
平

坦
面

を
持

つ
Q頸

部
に

は
3条

以
上

の
ヘ

ラ

描
き
沈

線
を
施

す

首
週 (や

や
粉

っ
ぽ

い
)

や
や

粗
(3
 m
m以

卜
の

右
央
・

長
右

書

を
多

く
含

む
)

本
面

:指
ナ

デ
後

、 
9条

/c
mの

タ

テ
ハ

ケ

内
而

!指
ナ

デ

全
面

:淡
褐

色
]縁

ヨ
`1
/6

弥
生
I-
3期

―
も

乙
Dl
-1

一 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

4
口
縁
端
部

に
平

rH
画

を
持

つ
が

エ
ッ
ジ
が
丸

い
。

2条
の

ヘ
ラ
描

き
沈
線

の
条

間
に
刺
突

を
施

す

や
や

艮
好

租
(2
 d
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

位
を
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

回
縁
部

は
横

位
の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ω
頸
部

は
縦
位

の
指

ナ
デ

色
褐

色 明
褐 ‥

余 面
‥ 断

画 ・

外 内
口
頸

部
1/
8

弥
生
I-
4期

ZD
」
-1

〓 亜
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

]縁
端

部
に

半
lH
山

を
脅

つ
や

や
良

好
や

や
粗

(3
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
含

み
、

赤
色

粒
を

や
や

多
く

合
む

)

朴
画

10
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

構
怖

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
為

而

表
面

断
面

淡
褐
色

淡
灰
褐

色
口

頸
部

1/
4

弥
生

I-
2～

3期

-1
0
ZD
K-
1

一 重
V-
1-
ツ

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

に
僅

か
な
平

坦
面

を
袴

や
や

艮
好

lE
(3
 m
m以

卜
の

る
英

。
長

る
寺

を
多

く
含

み
、

金
雲

母
を
含

む
)

外
面

6条
/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、

横
位
の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

構
位

の
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

本
雨

面 面
表 断

自
褐

色

淡
灰

色

口
縁

部
1/
6

弥
生

1馴

-1
1

う
つ
L―

一 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

に
僅

か
な
半

lH
山

を
蜀

つ
。

頸
部

境
は
削

り
出

し
に

よ
る

段
を
設

け
て

い
る

翼
好

糧
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

幅
広

の
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

?
展

向
:日

褐
色

断
面

:暗
灰

色

口
縁

司
`1
/1
U

杯
生

1-
Z～

3期

-1
乙
GA
-1

V-
1-
1

南
西
砂

レ
キ

頸
ヨ
`境

に
は
粘

土
の
接

合
f7
Fを

本
l

用
し
た
段

を
設

け
る

翼
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。
長

石
を
含

む
)

外
血

:口
縁

部
は

ヨ
コ
ナ

デ
。

顎
部

は
調

整
不

明

内
面

:口
縁

部
は

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

頸
部

は
8条

/c
mの

コ
コ
ハ

ケ

外
面

:白
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

口
顕
部

1/
5

か
生
I-
2～

3期

-1
うG
A一

民
-1

士 霊
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

11
1

口
縁

端
部

に
は
抗

T7
Fを

施
す

内
傾

接
合

の
た

め
頸

部
境

の
段

は

逆
転

し
て

い
る
。

貝
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
山

:悟
赤

褐
色

内
・

断
面

:淡
橙

褐
色

口
頸
部

1/
5

林
生

I-
1～

2期

-1
4
ZG
B-
1

V-
1-
3

頸
部

に
1条

の
ヘ

ラ
祐

き
沈
線

を

施
す

や
や

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
る

寄
を
や
や
多

く
含

む
)

外
山

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:口
縁

部
は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
田

部
は

ナ
デ

回 面
表 断

嗜
褐

色

に
ぶ

い
淡
褐
色

口
致

ヨ
`1
/5

か
11
-Z
～

づ
期

-1
乙
GD
-1

一霊
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

小
型

品
で
顕
部

に
3条

の
ヘ

ラ
控

き
沈
線

を
施
す

旨
通

晋
通

(3
 n
ll
n以

卜
の
右

央
・

長
/E
を

右

干
含

む
)

外
面

回
縁

部
は
指

ナ
デ
。

胴
部

は

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
日
縁

部
は
横

位
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

胴
袖

女
磨
浦

の
た
め
調
啓

不
明

内
面

外
回

:嗜
余

偽
也

内
・

断
面

:淡
茶
褐
色

上
半

ヨ
`1
/6

杯
生

1-
3期

-l
t
ZG
F-
1

一 車
V-
1-
2

細
砂

17
8

や
や
長

頸
と
な

る
頸
部

に
4条

の

は
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す
や
や

不
良

(ロ
ー

リ
ン
グ

)

lE
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
る
等

を
多

く
含

む
)

内
外

向
と

も
磨

灰
し

て
い

る
面 面

表 断
淡
褐
色

黒
灰
色

口
敗

罰
∫ 1
/5

か
生
I-
3期

-1
ZG
H-
1

一 亜
V-
1-
2

砂
レ
キ

2

や
や
長
頸

と
な

る
頸
部

に
5条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す
や
や

不
員

(ロ
ー

リ
ン
グ

)

狙
(4
 m
m以

卜
の
る

英
・

長
る

寺
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た
め
調

整
不

明
頸
部

は
縦
位

の
指

ナ
デ

画 面 面

外 内 肝

淡
橙

褐
色

淡
茶

褐
色

泌 「

穆
俸

口
顎

ヨ
`1
/4

か
生

上
-3
～

4期

-1
せ

ち
は
」
-1

予 重
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

敗
部

に
粘

土
祉

を
貼

り
付

け
、

中

央
に
凹

線
を
入

れ
、

2条
突

帯
を

形
成

し
、

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

や
や

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:口
縁

部
は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

色
褐

灰
色 淡

褐 ‥
淡 面

‥ 断
画 ・

外 内
口
頸
部

1/
4

弥
生
I-
4期

-1
9
ZG
K-
1

一 空
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

類
部

|こ
粘

土
社

を
員 占

り
付

け
、

甲

央
に
凹

線
を
入

れ
、

2条
突

帯
を

形
成

し
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
が
、

下
の

実
帯

は
部

分
的

な
施

文

普
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

内
外

血
と

も
磨

灰
し
て

い
る

た
め
設

整
不

明

面 面 面

外 均 析

淡
灰
褐

色
白
褐

色
黒
灰

色

口
頸

剖
`1
/4

弥
生

I-
4期

―
Zt

ZG
L-
1

一 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

頸
部

に
粘

土
祉

を
増

り
付

け
、

ヘ

ラ
状
工

具
に
よ

り
2条

の
沈
線

を
入
れ

る
こ
と
に
よ

り
形
成

し
た

3

条
突
帯

に
綾
杉
状

の
刺
突

を
施

す

晋
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

内
外

面
と

も
磨

滅
し
て

い
る
た

め
誠

整
不

明

朴
山

:淡
褐

色

均
・

断
面

:暗
灰

色

口
頸
部

1/
6

弥
生
I-
4期

51
凶

-1
乙
GⅢ

ッ[
-1

一 車
V-
4-
2

砂
レ
キ
」

頸
胴
境

に
1条

の
ヘ

ラ
描

き
抗
線

を
施

す
艮

好
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

多
く
含

む
)

外
面

8条
/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

T宣
漬

桔
什

の
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

肉
面

画 面 而

朴 内 肝

日
褐

色

淡
茶

褐
色

白
悟

往
～

灰
褐

角

口
頸
部

1/
3

弥
生
I-
2～

3期



第
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表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(壺
)遺

物
観

察
表

(1
8)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
寸
 

法
cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

□
葎

器
吉

Dl
凶

―
ZG
N-
1

〓 車
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

類
部

の
jH
jり

付
け
矢

〒
に

キ
ザ

ミ

を
入

れ
る

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
合

む
う

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
内

面
:斜

柿
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

画 面

表 絲
暗

茶
褐

色

淋
紹

御

回
数
ヨ
∫ 1
/5

弥
生
I-
2～

3期

-3
ZG
O一

l
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

顎
月同

境
に

削
り
出

し
に

よ
る
段

を

設
け

る
や

や
艮

好
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
合

む
)

外
向

:日
顎
ヨ
`は

磨
灰

の
た
め
調
整

不
明

。
肩

部
は

ヨ
コ
ハ

ケ
後
、
横

ミ
ガ
キ

内
面

:口
縁
部

は
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部

は
キ旨

ナ
デ

全
山

:に
ぶ

い
淡

褐
色

上
ヨ
F詈

る
1/
3

弥
生
I-
2期

る
GS
―

ユ
一 亜

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

顕
部

の
削

り
出

し
突

帯
上

に
4条

の
ヘ

ラ
楠

き
rF
t線

を
補

す
や
や

良
好

r■
(4
 m
m以

卜
の
る

英
。
長

右
を
多

く
含

み
、

赤
色

粒
・

黒
色

粒
を
含

む
)

画 面

朴 内
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

磨
滅

の
た

め
調

率
ス

明
色

褐
橙 缶

淡 楊
‥ 赤

面 渉
断 ‥

０ 而
外 内

国
類

罰
61
/6

か
生

1-
5期

乙 G
生

一`
l

一 歪
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

斜
口
縁

や
や

艮
好

や
や
租

(Z
 m
m以

卜
の
右

天
。
長

る
を

や
や

多
く
含

む
)

外
面

:口
縁

部
は

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

肩
部

は
ナ

デ

内
面

:口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ
。

胴
部

は
指

ナ
デ

外
国

:暗
褐

色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
淡
掲

色
上
半

ヨ
`1
/4

弥
生

I期

一 軍
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

16
口

縁
内

面
に

段
を

持
つ

や
や

良
好

や
や
祖

(Z
 m
ln
以

卜
の
右

英
・

長
右
・

赤
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

外
画

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:口
縁

部
は

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

段
下

は
構

什
の

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

全
回

:険
亦

禍
色

口
縁

封
`1
/3

杯
生

I期

-7
ZG
P―

ユ
一 堕

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

1
類

屑
境

に
Z条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

緑
を
施

し
、

そ
の
条

間
に
竹

管
状

工
旦

で
田
杉

市
‖牢

/P
柿

十

晋
通

lE
(3
nm
以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

内
面

:頸
部

は
縦

ナ
デ
。

胴
部

は
横

の
指

ナ
デ

釜
血

:淡
褐

色
口
縁
ヨ
もの

1/
2

の
み
欠
損

弥
生
I-
4期

最
大

径
10
 6
cn

-8
ZG
N―

c-
1

一 亜
V-
1-
1

南
細
砂

口
縁

は
強

く
屈

曲
す

る
良

好
や

や
祖

(1
 5
mm
以

卜
の

右
英

。
長

右
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

群
ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:粗
い

ハ
ケ

メ
内
而

:指
ナ

デ

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色

黒
褐

色
淡

灰
褐

色

上
キ

部
1/
b

か
生

I期

-9
ZG
R-
1

〓 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

は
短

く
直
立

す
る

頸
部

に
3条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
胴

部
に

5条
の

ヘ
ラ
捕

き
流

線

晋
通

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:肩
部

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

内
面

:ナ
デ

?

画 面
外 内

淡
貢

褐
色

淡
褐

色

ほ
ぼ

冗
形

弥
生
I-
4期

最
大

径
11
 7
cm

―
lt

と
GQ
一

ZA
D

-1

一 車
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

胴
部

に
2条

の
断
面
三

角
形

の
突

帯
を
持

つ
長

好
や
や
租

(2
 m
m以

卜
の
る
英

。
長

る
・

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:頸
部

は
縦

位
の
指

ナ
デ
。

胴
部

は
椎

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

面 面
表 断

淡
灰
掲

色
淡
褐
色

口
お家
司
Sの

1/
わ

程
度

が
欠
損

弥
生
I-
4期

最
大

径
12
 1
cm

乙
は
V-
1

一 重
V-
1-

頸
・

肩
・

胴
部

に
各

2条
の

ヘ
ラ

描
き
沈

線
を
施

し
、

肩
部

の
沈

線
の

直
下

に
羽

状
刺

突
を
施

す

良
好

や
や

tU
く

Z5
mm
以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

頸
部

は
縦

位
の
指

ナ
デ
。

胴
部

は
チ

デ

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色

淡
茶

褐
色

暗
灰

色

Z/
も
娠

仔
勢

生
1-
Z～

3期
最

大
径

14
 0
cm

-1
ZG
W-
1

〓 堕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

顎
部

に
削

り
出

し
に
よ

る
2条

の

小
突
帯

を
持

つ
。

肩
部

に
は

4段
の
区
画

内
に
流
水
文

が
崩

れ
た
紡

錘
形
状

の
文
様

を
充
填

す
る

罠
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
画

:類
部

は
縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

胴
部

上
半

は
横

位
の

ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

下
半

は
斜

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

頚
部

は
桔

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
内

雨

外
la
l:
自

褐
色

(黒
斑

j

内
・

断
面

:淡
褐

色

口
縁
端
部

は
欠
損

弥
生
X-
4期

最
大

径
16
 4
cn

る」
A-
1

一 霊
V-
4-
1

抄
レ
キ
B

頸
肩
部
境

に
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を
施
す

貝
射

祖
(2
 m
m以

卜
の
る

英
。
長

右
を
多

く
含

む
)

外
山

:丁
寧

な
ナ
デ

内
面

i5
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

面 面 面

外 内 肝

に
ぶ

い
褐

色

明
褐

色
里 「

色

顎
属

部
1/
4

J/
1ヽ
生

上
―

Z期

-1
4
ZE
B-
1

〓 霊
V-
4-
文

砂
レ
キ
D

顎
届

ヨ
`境

に
1条

の
ヘ

ラ
禍

き
抗

線
を
施

す
貝

好
や

や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

慣
位

の
」
学

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

頸
部

は
縦

位
の
指

ナ
デ
。

胴
部

は
ナ

デ

外
山

:淡
橙

掲
色

内
・

断
面

:淡
褐

色
頸

肩
部

1/
5

弥
生
I-
2期

-1
h」

け
-1

一 車
V-
1-
2

砂
レ
キ

頸
肩

部
境

に
削

り
出

し
に

よ
る
段

を
設

け
る

晋
通

租
(3
 n
m以

卜
の
右

央
・

長
る

を
多

く

含
む

)

外
lE
l:
丁

寧
な
ナ

デ
内
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
釜

回
:に

ぶ
い

日
褐

色
臀
ヨ
`1
/6

弥
11
-Z
期

-1
6
ZE
E-
1

士 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

顎
部

に
2条

の
ヘ

ラ
描

き
抗
線

を
疱
す

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
画

:口
縁

罰
`は

6条
/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
後

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
面

:締
柿

の
指

ナ
デ

画 面
表 断

に
ぶ

い
褐

色
淡
灰
褐
色

願
部

1/
5

弥
生
I-
3期

-1
7
ZE
F-
1

〓 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

顎
届

部
境

に
Z条

の
ヘ

ラ
柄

き
抗

線
を
施

す
や

や
艮

好
粗

(3
 n
ll
a以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

朴
lg

数
部

は
b条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
。

肩
部

は
ナ

デ
?

ナ
デ

勺
面

山 ・

外 内
:明

褐
色

断
面

:淡
灰

色
喚

肩
部

1/
5

弥
生
I-
3期

一
ュ

る
」
G-
1

一 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
」

7(
頸
肩

部
境

に
削

り
出

し
に

よ
る
段

を
設

け
、

そ
の

直
下

に
1条

の
ヘ

ラ
精

共
汁

綿
痺
怖

す

や
や

良
好

粗
く
Z 
mm
以

卜
の
右
英
・

長
右
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
山

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:頸
部

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ハ

母同
部

は
十旨

ナ
デ

面 面 而

外 内 肝

淡
褐
色

(黒
斑

)

白
褐

色
膳 「

御

顎
肩

』
61
/b

か
生

上
―

Z～
3期



西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(壺
)遺

物
観

察
表

(1
9)

‐ ｌ μ Ｏ Ｏ Ｉ Ｉ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

 
法

(c
m)

口
径

1器
高

1底
イ

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

)1
凶

一
ZE
I-
1

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

4
頸
肩
部
境

に
肖
1り

出
し
に
よ

る
突

帯
を
設

け
、
帯
上

に
1条

の
ヘ

ラ
措

き
/1
‐
焔

浄
備

十

良
好

任
(2
 m
m以

卜
の
右
天

。
長
る

。
赤
笹

位
等

を
多

く
含

む
)

外
la
l:
タ

テ
ハ

ヶ
内
面

:ナ
デ

・ 面
外 内

町
回

i日
偶

巴

:淡
灰
褐
色

顎
ヨ
も 1
/1
2以

下
弥
生
I-
3期

―
ZU

ZE
K-
2

〓 亜
V-
1-
2

肩
部

に
削

り
出

し
の
突
帯

を
設

け
そ

の
直
下

に
1条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

鱒
歩
桁

士

艮
好

姐
(3
 n
n以

卜
の
る

央
。
長

る
。
黒

笹

位
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

胴
部

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

婿
黍

褐
色

茶
褐

色
淡

茶
褐

色

言
部

1/
7

弥
生
I-
3期

-2
1

ZE
L-
1

一 重
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

頃
部

に
肖
1り

出
し
突

帯
を
設

け
る

艮
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く
含
む

)

外
面

:ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

色
褐 色 缶

種 褐 楊

淡 白 渉

画 面 面

外 内 蹄

頸
部

1/
12
以

下
弥

生
I-
2～

3期

―
Z之

る
」
M-
1

一 こ

中 ］
膚
部

に
削

り
出

し
の
段

を
設

け
、

そ
の
直
下

に
2条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を
施

す

艮
好

IH
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

積
位
・

斜
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

頸
部

は
指

ナ
デ
後

、
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

胴
部

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

釜
画

:淡
狭

褐
色

I同
罰
11
/6

弥
生

1-
3期

外
面

に
煤
付
着

―
Zt

Z」
P一

s-
1

一 重

粗
砂

言
部

に
2枚

貝
に

よ
る

3条
の
沈

線
を
施

す
旨

通
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

斜
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

ナ
デ

画 面 而

ハ 内 肝

`こ

五ゞ
帝`

日
T蜀

色

灰
褐

色
渉

灰
角

月同
沖
Iキ

の

約
1/
5

か
生
I-
3期

DZ
凶

~
う
」
蝦

―
〓 こ

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

類
罰
`に

削
り
出

し
失

帝
を
設

け
、

帯
上

に
2条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を

施
す

旨
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
天
・

長
右
等

を
多

く
含

む
)

外
血

:ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
外

国
:日

TE
l色

内
面

:黒
褐
色

断
面

:膳
扉

名

類
罰
`1
/1
0以

下
弥

生
1-
3馴

推
定

頸
径

24
 4
cn

-2
ZE
R-
1

〓 霊
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

肩
部

に
削

り
出

し
の
段

を
設

け
、

直
下

に
3条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
怖

十

普
通

阻
(3
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

踏
恢

の
た

め
調

整
小

明

ナ
デ

回 面
表 断

淡
僑

巳

暗
灰
色

同
ヨ

`1
/′

r
弥
生
I-
3期

-3
ZE
R一

s―
一 軍

V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

頸
部

に
削

り
出

し
の
投

を
設

け
、

直
下

に
3条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
怖

十

罠
好

阻
(3
 m
m以

ド
の
41
央

°
長

4E
 t
tτ

夕

く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:頸
部

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

胴
部

は
ョ

コ
ナ

デ

色 色
褐 褐

火 灰
暗 淡

画 面
表 断

頸
部

1/
5

弥
生
I-
3期

-4
乙
」
S-
1

一 軍

砂
レ
キ
E

頸
部

に
肖
Uり

出
し
の
快

を
設

け
、

直
上

に
3条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
怖

十

晋
通

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
冬

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

指
ナ

デ

指
ナ

デ
色 色

褐 灰
狭 黒

画 面
表 断

頸
肩
部

1/
7

弥
生

I-
3期

る」
U一

士 霊
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

類
乱

`・

肩
部

に
そ

れ
ぞ

れ
劇

り
出

突
帯

を
設

け
、

3条
の

ヘ
ラ
描

き

沈
線

を
施

す

普
通

但
(4
 m
m以

下
の
石

英
。
長

る
等

を
含

む
)

外
la
l:
胴

部
は

横
仁

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

頸
部

は
磨

滅
の

た
め
調

整
不

明
内
面

:頸
部

は
ヨ

ヨ
ナ

デ
。

胴
部

は
描

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

表
面

:に
ぶ

い
淡
褐

色
断
面

:暗
灰
色

上
半

部
1/
4

弥
生

1-
3瑚

―
o

る
LW
~1
~

一 奎

砂
レ

キ
A

無
文

晋
迫

l■
(Z
 m
m以

卜
の
右

央
・

長
右
・

黒
笹

肘
を

多
く
合

む
)

面 而
外 肉

磨
滅

の
た

め
調

整
小

明

磨
減

の
た

め
謂

有
塞
ス

田

血 雨

恥 内
日

褐
色

渉
灰

待

胴
部

下
半

弥
生

I別

-7
ZF
B-
1

〓 亜
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

頸
部

に
4条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を

施
す

や
や

良
好

粗
(3
 n
ll
F以

卜
の
右
天
・

長
/F
H等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

磨
灰

の
た

め
調

整
/1
・
明

先
端

が
2条

に
分

か
れ

る
工

目
tr
〕

ス
=闇

黙

外
面

:淡
褐
色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

顎
月同

ヨ
`1
/3

期
３ 伽 師

一 　 ７ ＝ 宜

１ ‐０ 椒

生 径 悠

小 頃 扁

-8
ZF
C-
1

〓 亜
V-
1-
3

砂
レ
キ

4
頸
部

に
削

り
出

し
の
段

を
設

け
、

直
下

に
4条

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
協
士

や
や

艮
好

粗
(3
 m
m以

卜
の

右
央
・

長
右

寺
そ
多

く
含

む
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

頸
部

は
縦

位
の
指

ナ
デ
。

胴
部

は
構

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

画 面 面

朴 内 断

自
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

黒
褐

色

嶼
届

当
61
/b

弥
生
I-
3期

推
定
胴
径

24
 4
cn

一
υ

る
FE
-1

一 車
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

頸
部

に
削

り
出

し
の
毀

を
設

け
、

直
上

に
4条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を

44
j士

や
や

艮
奸

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

4条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

画 面 而

外 内 蹄

日
褐

色

淡
灰

白
色

渉
協

御

頸
部

1/
8

弥
生
I-
3期

頸
径

15
 4
cn

-l
t

必
よ
｀ “

｀ -
1

一 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

頸
部

に
5条

の
ヘ

ラ
栖

き
況
緑

を

施
す

や
や

長
婿

lE
(7
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

9条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
縦
位

の
指

ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
白
褐

色
内
・

断
面

:淡
橙
褐

色
頸

罰
`1
/5

弥
■

1-
3期

推
定
頸

径
15
 0
cn

-1
胚
と
｀ K
-8

士 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

部 す
類 施

6条
の

ヘ
ラ

栢
き

況
線

を
良

好
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
る
英

。
長

右
寄

を
多
含

む
)

外
山

況
Y7
7よ

り
上

は
縦

lN
Iの

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
沈

線
よ

り
下

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ロ
縁

部
は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
堅
百
部

は
ナ

デ
内

面

面 面 面

外 内 断

淡
黄

自
色

淡
灰

色
淡
灰
褐

色

類
罰
`1
/7

弥
生

I~
4期

推
定
顕

径
16
 1
cl
n

-1
Z「
L-
1

一 璽
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

頸
部

に
5条

以
上

、
胴
部

に
6暴

の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

す
や

や
艮

好
阻

(5
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
面

!磨
滅

の
た

め
調

整
小

明
。

ナ

デ
?

内
面

:指
ナ

デ

画 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
赤

褐
色

渉
匠

楊
御

頸
l同
部

1/
4

弥
生
I-
4別

推
定

頸
径

13
 8
cm

〓 更
V-
4-
1

'♭

レ
キ
R

類
罰
`に

7条
の

ヘ
ラ

栢
き

尻
線

を

臨
十

や
や
長

野
阻

(4
 m
m以

下
の
石

英
・

長
る

等
を
多

く
合

む
)

向 而
外 内

や
や
斜

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
構

柿
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
釜

囲
:明

僑
色

類
部

1/
3

J/
1ヽ
生

1~
4期

lL
i言

軍
百
折丞

lR
 A
,7
n



第
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表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出

土
・

弥
生

土
器

(壺
)遺

物
観

察
表

(2
0)

‐ ― ド 〇 憫 ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
座

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

調
色

残
 
存
 
度

考
備

回

52
凶

-1
4

Z1
3A
-1

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

に 　 ヽ す

部 し 縮

毅 施 穿

υ
条

の
ヘ

ラ
栖

き
況

線
を

そ
の
上

下
に
三

角
形

刺
突

や
や

艮
好

粗
(4
 m
m以

卜
の
右

天
・

長
石
・

黒
色

粒
を

多
く
含

む
)

回 面
ハ 内

棋
4豆

の
ヘ

ラ
ミ
カ
キ

縦
位

の
指

ナ
デ

・ 面
外 内

腺
画

:日
褐

色

:に
ぶ

い
淡
褐

色
埃
罰
`1
/4

弥
生
I-
4期

推
定

頸
径

21
 2
cm

-1
5
ZB
B-
3

一 亜

砂
レ
キ
D

71
顎

部
に
10
条

の
ヘ

ラ
栖

き
抗

緑
を

施
し
、

そ
の

直
下

に
三

角
形

刺
突

を
施

す

や
や

艮
婿

や
や

租
(3
 m
m以

卜
の

右
央

。
長

右
寺

を
や
や
多

く
含

む
)

71
1t
l:
□

縁
罰
`は

5条
/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
胴

部
は
磨

滅
の

た
め

調
整

不
明

内
而

:構
件

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

団 面 面

外 内 断

淡
伯

巴

に
ぶ

い
褐
色

淡
灰
色

敗
部

1/
3

弥
生
I-
4期

推
定
頸
径

11
 3
cm

乙
tS
N-
1

〓 車
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

顎
』
勁

らゝ
胴
首
`に

か
イ ナ
て

υ 
。

lt

条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

を
施

し
、

そ
の
直
下

に
三
角
形
刺

突
を
施

す

晋
遍

や
や
杷

(3
 m
m以

卜
の
る

英
。
長

石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:1
1条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
沈
線

を
施

し
、

そ
の
後
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

均
面

:指
ォ

サ
ェ

回 面 面

外 内 断

淡
狭

褐
色

黒
褐

色
暗
灰
色

顎
肩

罰
`1
/4

か
生
I-
4期

-1
ZB
R一

d6
+[

一 亜

砂
レ
キ
D

類
部

の
6条

以
上

と
5条

以
上

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
間

に
斜

行
す

る
刺

空
み
桁

十

や
や

艮
好

普
通

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含
む

)

利
tl
:積

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
画 面

表 断
に
ぶ

い
臼
褐

色
淡

灰
白
色

頸
部

1/
6

小
生
I-
4期

る
L3
Z-
1

一 亜

同 掲
Ｖ一 ”

頸
部

に
削

り
出

し
突

帯
を
設

け
、

帯
上

に
2段

に
渡

っ
て

、
米

粒
状

束
J突

を
施

す

や
や

長
野

や
や
祖

(1
5■

m以
卜
の
右
英
・
長

る
零

を
多

く
含

む
)

ア^ デ

ナ ナ
画 面

外 内
面 面 面

外 内 断

明
褐

色
暗
褐

色
淡

灰
色

淑
申

7‐
l~
封

Ⅲ
杯

生
1-
4別

-1
ZH
F一

ユ
〓 重

V-
1-
2

暗
灰
粗

砂
11

口
稼

は
大

き
く
屈

田
し
、

端
ヨ
もに

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

頸
部

に
は

9

条
の

ヘ
ラ
描

き
沈

線
を
施

し
、

そ
の
下

に
三

角
形

状
束
‖突

を
縮

す

民
好

や
や
裡

(3
 m
m以

卜
の
石
英

。
長
石

等
を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

!斜
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:ナ
デ

色
褐

色 淡
褐 ‥

日 面
‥ 断

画 ・

外 内
口
顎

ヨ
`1
/4

杯
生

I-
4期

―
Z(

一 電
V-
4-

類
屑
境

に
削

り
出

し
の
段

を
設

け
そ
の
直
下

に
4条

以
上

の
文
様
帯

を
設

け
、
勾
玉
状
刺
突
・

竹
管
状

畑
窯

痺
縮

す

良
好

マ
マ

租
く
と
mm
J/
x 
tt
t/
J4
E央

・
長

ね
°

赤
色

粒
を

や
や
多

く
含

む
)

困
血

:ナ
デ

画 ・

外 内
:臼

褐
色

断
面

:淡
褐

色
打同

封
`

上
半

1/
10

9/
」
生ヽ

1~
4期

)む
凶
-1

LA
C-
1

〓 璽
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

月同
封
`に

栢
」
三 井
避
を
貝占

リ
イ寸

`す

、
 Z

条
の
実

帯
と

し
、

横
長

の
刺

突
を

入
れ

る

晋
遍

や
や
租

(3
 m
m以

卜
の
る
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

「 ア ４ ア

ナ ナ
面 面

外 内
朴

画

為
・

色
褐

色 黒
褐 ‥

険 面
‥ 断

剛
可
ヨ
St
/1
~~
司

S
弥

生
I-
4期

―
z
ZA
F-
2

V-
1-
1

笥
砂

レ
キ

胴
部

1こ
柏

土
祉

を
員占

り
付

け
、 
2

条
の
突

帯
と

し
、

羽
状

に
キ

ザ
ミ

を
入

れ
る

晋
通

色
黒

石
長

要
石

の

，ヽ下 む
以 含

血 く
３ 多

く を
粗 粒

外
回

:踏
灰

が
遅

ん
で

い
る

が
、

ナ

デ
か

?
内
雨

:磨
滅

の
た

め
調

整
ス

明

全
la

:淡
褐

色
]同

部
ト
キ

の
約

1/
4

弥
生

X-
4期

-3
一 堕

少
レ
キ

3

11
屑
部

に
3条

の
lf
aり

付
け
矢
帯

を
施

し
、
羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

罠
好

マ
マ

租
(b
 m
m以

ド
の

ね
央

・
長

II
篭

や
や
多

く
含

む
)

外
画

顎
部

は
縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

胴
部

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
5峯

ん
mの

斜
行

ハ
ケ

内
而

外
的

:に
ぶ

い
淡
褐

色
内
・

断
面

:淡
褐
色

肩
部

1/
[

J/
JN
/t
l~
4期

-4
う
A人

一
V

一 重
V-
1-
3

み
レ
キ
n

同
封
6に

夫
出
度

の
小

さ
い
夫

帯
を

設
け

る
旨

遍
や

や
密

(0
 5
nl
m以

卜
の

る
天

。
長

石
・

冬
三

母
笙

歩
合

す
|ヽ

一 ア ぃ ア

ナ ナ

面 面
界 内

色 缶

褐 Γ

嗜 膳

画 百

表 奸
肩
酎
`1
/b

杯
生

I-
4期

う
AN
-3

〓 蔓
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

同
部

に
3条

の
失

帝
を

涎
す

晋
通

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

□ 面
外 内

踏
灰

の
た

め
調

静
fh
明

頸
部

は
縦

位
の
指

ナ
デ
、

胴
部

は
ナ

デ
の
後

、
6条

/c
n

の
鶴

ア〒
ハ

ケ

外
画

:暗
褐

色
内
・

断
面

!淡
黄

褐
色

JH
ヨ

`1
/6

杯
生

I-
4期

一 亜
V-
4-
3

砂
レ
キ
X

肩
部

に
や

や
細

目
の

2条
の
貼

付
け
突
帯

を
設

け
る

や
や

艮
婿

l■
(3
 m
m以

卜
の
る

央
。
長

右
寄

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

暦
滅

の
た
め
調

整
不

明
磨
滅

の
た
め
調

整
不

明
面 面 而

外 内 肝

に
ぶ

い
淡
褐
色

淡
灰

褐
色

里
序

御

同
』

`1
/イ

J/
1ヽ
生

1~
4期

る
lA
―

殿
類

豆
V-
1-
1

秒
レ
キ

畏
日

縁
巨

卜
の

孔
の

百
無

は
小

II
B

晋
起

や
や

租
(2
 m
m以

卜
の

石
英

・
長

石
・

兼
缶

対
/1
r 
zぞ

全
か

あ
面 面

外 内
磨

滅
の

た
め
調

磨
滅

の
た

め
調

明 明
小 不

釜
la
l:
II
B橙

褐
色

御
1/
3

か
生

I期

ZI
A-
1

熙
頸

豆
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

□
縁

巨
卜
に

Z個
1セ

ッ
ト
の
子
と

を
2カ

所
設

け
る

や
や

不
員

粗
(3
 m
m以

下
の

石
英

・
長

石
を

多
く

含
む

)

画 面
外 内

硬
任

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ロ
縁

直
下

は
指

オ
サ

エ
。

胴
部

は
構

什
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

画 面 面

外 内 晰

明
褐

色
暗

茶
褐

色
白
楊

御

衡
1/
3

弥
生

I期

芥
V-
4-
3

砂
レ
キ
R

口
縁

端
部

を
水

平
に

仕
上

げ
る

や
や

長
野

4(
3 
ml
n以

卜
の
IE
央

。
長

る
。
黒

笹
笠
等

を
多

く
合

む
う

山 而
朴 内

指
ナ

デ

指
ナ

デ
琳
・

断
面

:灰
褐

色
内

面
:泌

拐
御

上
■

部
1/
6

弥
生

上
期

Xけ
A~

肥
子

何
沐

V-
4-
1

肋
レ
キ
C

国
縁

卜
に

1粂
況

線
を

施
又

し
た

後
、

一
対

の
杷

手
を

貼
り

付
け

る

艮
好

t■
(4
 m
m以

卜
の

右
英

・
長

る
等

を
多

く
合

む
う

面 面

朴 殉
ナ

デ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
色

褐 角
日 格

‥ 椿
回 淡

跡 ‥
・ 面

外 内
上
■

部
1/
も

弥
生

I期

―
■

乙
IC
-1

捧
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

口
縁

の
屈

田
は

綾
ヽ

民
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

回 面
４ 殉

模
任

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

斜
行

ハ
ケ
後

、
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

上
半

部
1/
6

弥
生

I期

-1
2
ZI
C-
2

床

砂
レ
キ
C

口
縁

卜
1こ

Z条
の

ヘ
ラ
描

き
抗

線
を
施

し
、

条
間

に
2段

に
渡

っ
て

業
粁

叶
市
II
空
れ
怖

十

罠
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
各

を
や

や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

横
仁

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

全
山

:自
褐

色
上
半

部
1/
12

弥
生

I-
4期
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第
65
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(蓋
)

観
察

表
(2
1
-1
)

第
66
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(小
型

鉢
・

特
殊

品
)観

察
表

(2
1-
2)

第
67
表

。
西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(土
笛

)
観

察
表

(2
1-
3)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

胎
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

54
凶

-1
YЬ

A―
a~
も

去 血
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

上
部

外
向

は
半

l 
tl
と

な
る

旨
通

In
(3
 n
m以

卜
の
る

天
・

長
/H
を

多
く

合
む

)

面 而
外 内

粗
い
縦

ケ
ズ

リ
とヒ

装
的
T寧

な
ナ

デ

包 色
偽 梱

黒 膳
回 面

小 肉
御
1/
3

亦
生

I期

YB
A一

a-
4

蓋
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

上
部
外
面

は
平

坦
と
な

る
晋

通
4■

く
3 
nm
以

卜
の
る
央

。
長

右
を
多

く

含
む

)

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
画 面

外 内
火

褐
色

淡
橙

褐
色

r一
部

里
群

ス
リ

う

瑞
部

は
欠

損
弥

生
I期

YB
B一

a-
1

蓋
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

上
部
外
面

は
僅

か
に
窪

む
晋

通
阻

(2
 5
mm
以

卜
の
右

央
・
長

右
寺

を
多

く
含

む
)

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

`F

上
面

は
ナ
デ

内
面

:上
半

は
タ
テ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

下
半

は
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

画 面 面

外 内 断

淡
橙

褐
色

暗
茶

褐
色

暗
灰

色

約
1/
5

弥
生

I期

-4
YЬ

Ь
―
a―

蓋
V-
1-
1

砂
レ
キ

上
ヨ
`外

山
は
層

む
普

通
粗

(3
 m
m以

下
の
后
天

。
長

右
を
多

く

含
む

)

画 面
那 為

姶
灰

の
た

め
調

整
小

明
上

部
は

ク
モ

の
巣

状
の

ハ
ケ

調
整

。
下

半
は

8条
/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

全
面

:淡
褐

色
御

1/
3

弥
生

I期

-5
YB
B―

b-
1

蓋
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

つ
ま
み
部

分
は
高
台
状

に
張

り
出

す
艮

好
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を

多
く
合

む
)

外
画

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

つ
ま

み
の
部

分
は

ナ
デ

内
面

:上
半

は
指

ナ
デ
。

下
半

は
横

～
斜

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

全
lH
:日

禍
巴

口
縁

端
部

は

約
1/
4程

度

残
存

弥
生

I期

YB
B一

b-
2

蓋
V-
1-
2

つ
ま
み
部

分
は
噴

火
口
状

に
窪

む
晋

通
や
や
IH
(3
 m
m以

卜
の
る
央

。
長

41
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

内
面

:煤
が
付
着

し
て

い
る
た
め
不

日
日

画 面 面

外 内 断

淡
種

褐
色

黒
褐

色
淡

灰
褐

色

的
1/
2

弥
生

I期

YB
D-
45

蓋
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

23
を

□
縁
端
部

は
丸

く
収

め
る

や
や

不
員

阻
(2
 m
m以

卜
の
右

央
・

長
右
・

黒
笹

眩
を

多
く
含

む
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

画 面 而

外 内 断

淡
褐

色

暗
灰

褐
色

淡
橙

褐
色

約
1/
4程

度
弥

生
I期

YЬ
D一

蓋
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁
端
部

に
沈
線

を
施

す
艮

好
や

や
狙

(3
 m
m以

卜
の

右
央

・
長

る
。

里
侮

締
等

を
多

く
合

お
う

面 而

外 【
磨

滅
の

た
め
調

整
不

明
ヨ

ヨ
ナ

デ
山 而

朴 内
淡

褐
色

明
白

梱
御

的
1/
4程

度
弥

生
I期

-9
YB
C-
1

轟
V-
1-
2

栗
起

状
の

つ
ま

み
。

2個
一

対
の

予L
を

両
端

に
持

つ
晋

起
l■

(3
 m
m以

下
の

石
英

・
長

石
。
赤

∈
鮨

奉
Zで

全
才
ェ尚

画 面
淋 Å

暦
滅

の
た

め
調

整
小

明

ナ
デ

画 面

外 洵
険

狭
褐

也

湊
椿

褐
色

元
形

弥
生

1期

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

回

)4
凶

-1
(

YJ
A一

l
」ヽ

坐
勢

V-
4-
2

妙
レ
キ
F

口
縁

端
部

に
キ

ザ
ミ

を
人

れ
る

良
好

阻
(5
 m
m以

下
の
右

英
。
長

右
を

多
く

冬
′

,ゝ

画 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

外
・

断
面

:火
褐

色
Å
百

:渉
椿

梱
御

御
2/
5

弥
生

I期

-1
YJ
B-
1

小
型

鉢
V-
4-
2

砂
レ
キ
G

口
縁

端
部

は
や

や
立

ち
上

が
り
気

喋
に

内
価

す
る

や
や

艮
対

岨
(3
 m
m以

卜
の
る

央
。
長

右
寺

を
多

く
含

む
)

面 而
外 内

ナ
デ

ナ
デ

画 面
表 希

悟
快

褐
色

匠
楊

御

衡
1/
5

亦
生

I期

-1
YH
F-
4

4ヽ
型

鉢
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

端
部

は
丸

く
収

め
る

罠
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
表

画
日

褐
色

(黒
斑

あ
り

)

白
楊

御
新

面

口
縁

ヨ
`1
/8

か
生

I期

-1
YH
H-
1

用
逐

小

明
土
製

V-
4-
3

少
レ
キ
Z

内
部

は
中

実
晋

通
や
や
粗

(4
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
寄

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

色
色 褐

萄 灰
淡 暗

血 両
表 断

約
1/
3

杯
生

I期

-1
4
YH
L-
1

用
逐

小

明
土
製

V-
1-
Z

砂
レ
キ

内
部

は
中
空

晋
通

通 ＞
普 む

2 
mm
以

下
の
石

英
・

長
石

を
含

外
面

:指
ナ

デ
色

色 褐
日 淡

狭 ‥
淡 面

‥ 断
画 ・

外 内
間

部
の

一
部

杯
生

I鶏

-l
t
YH
L-
3

用
逐

イ
＼

明
土
製

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

内
部

は
中
空

端
部

に
は
平
坦
面

を
持

つ
や

や
艮

好
や
や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

デ デ

ナ ナ

面 面
外 内

全
lF
I:
褐

火
色

凶
卜
剤

囲
ll

約
1/
3

弥
生

I期

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸
 

法
(c
n,

日
客

隈
阜
盲

I 
FF
~径

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

)4
図

-1
そ

YI
-2

土
箇

V-
4-
3

肋
レ
キ

T3

孔
の

配
置

・
数

は
不

甥
や

や
艮

好
IH
(3
 m
ln
以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

で
全

滑
う

デ ア^

ナ ナ
画 面

外 内
面 雨

表 断
淡

褐
色

淡
灰

褐
色

約
1/
4

祢
生

I期

-1
土

笛
V-
4-
2

孔
の

口
じ
直

・
数

は
小

明
や

や
良

好
や
や
粗

(2
 m
m以

卜
の
右
天
・

長
右

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

縦
位

の
ヘ

ラ
指

ナ
デ

ガ
キ

画 面 而

外 内 断

淡
褐

色

暗
灰

色
淡

灰
色

約
1/
6

弥
生

I期



第
68
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(土
笛
)観

察
表

(2
2-
1)

掃
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
□

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

94
凶

-1
走

YI
一

ユ
土

箇
V-
4-
3

ミ
pn
,I
II
熊

EE
面

の
4孔

は
確

認
で

き
る

が

皆
耳
写
ιt

t 
Й
R日

日
や

や
艮

婿
晋

週
く

Z 
mI
「
以

卜
の

る
央

・
長

右
等

を

や
や

多
く

合
む

)

血 而

外 内
指

ナ
デ

指
ナ

デ
御

色 福
褐 渉

灰 ‥

淡 面
‥ 蹄

面 。

本 為
冷
u1
/4

弥
生

上
期

Ｉ Ｉ Ｐ Ｏ Ｏ ｌ ｌ

第
69
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

土
器

(ミ
ニ

チ
ュ
ア
土
器
)観

察
表

(2
2-
2)

第
70
表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出

土
・

弥
生

土
器

(人
面

付
土

器
)観

察
表

(2
2-
3)

挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
寸

 
法

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

□

)4
凶

-l
t
YH
B-
3

ア

ニ 　 ユ

ミ チ 甕

V-
1-
2

細
砂

首
週

普
通

粗
(4
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を
う

く
含

む
)

画 面
外 内

指
ナ

デ

指
ナ

デ
小

回
:明

僑
色

内
・

断
面

:淡
桃
褐
色

下
半

部
の

み
弥
生

I期

YH
A―

チ
ュ

ア

客

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

4
26 37

普
通

マ
マ

租
く
■
On
n以

ド
の
41
災

°
長

ね
寺

を
多

く
含

む
デ お ア

ナ ナ

画 面

朴 殉
色 色

褐 褐
淡 灰

画 面
表 断

約
1/
2

弥
生

I期

-2
1
YH
A-
1

チ
ュ

ア

客

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
直

線
的

に
伸

び
外

反
し
な

い
罠

好
や
や
粗

(3
 m
lp
以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

外
41
:上

半
は
斜

TT
ハ

ケ
。 

卜
半

は
ナ

デ

内
面

:指
ナ

デ

画 面 面

外 内 肝

淡
狭

褐
色

白
褐

色
里

匠
御

約
1/
2

弥
生

I期

チ
ュ
ア

甕

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

61
口
縁

端
部

は
優

か
に
外

反
す

る
罠

好
阻

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
la
l:
日

縁
は
指

オ
サ

エ
。

胴
部

は
8条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ

内
面

:5
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ
。

下
半

は
指

ナ
デ

山 ・

外 内
:1
こ
ムゞ

い
淡

褐
色

断
面

:淡
褐

色
約

1/
4

杯
生

I期

―
な

YH
A-
5

ア

ニ 　 ユ

ミ チ 客

V-
1-
2

如
意

形
口
縁

を
指

向
す

る
民

好
や

や
杷

(1
 5
mm
以

卜
の
右

英
。 長

る
。

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
含

む
)

画 面
外 内

指
ナ

デ
。

指
頭
L痕

多
数

ヨ
コ
ナ

デ
面 面

表 断
淡
褐
色

黒
褐
色

約
1/
3

弥
生

I期

―
Z4

rH
」

―
z

ア

ニ 　 ユ

ミ チ 議

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
大

き
く
開

く
や

や
艮

好
晋

遍
(l
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
等

を

含
む

)

画 面
外 内

指
ナ

デ

指
ナ

デ
面 面

表 断
灰
褐

色
淡
灰

色
衡
1/
5

称
生

I期

―
Zt

rH
じ

―
υ

ア

ニ 　 ユ

ミヽ チ 書

V-
1-
2

砂
レ
キ
B

医
部

は
上

げ
底

と
な

る
艮

好
阻

(Z
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

右
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

指
ナ

デ
。

履
ヨ
`は

指
オ

サ
エ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
間 面 雨

外 内 断

淡
種

僑
包

明
褐

色
灰

楊
々

底
部
の
約

1/
3

ホ
生

I期

―
Zt

YH
感

-1
ア

〓 一 　 ユ

ミ チ 善

V-
4-
2

砂
レ
キ
G

天
丼

部
外

面
は

窪
む

や
や

長
婿

阻
(3
 m
T以

卜
の
る

央
。
長

右
寺

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

指
ナ

デ

指
ナ

デ
釜

面
:淡

褐
色

的
2/
3

体
生

I期

Yt
tr
ッ
生―

l

チ
ュ

ア
+哭

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
即
台

部
の

み
残

存
艮

好
や

や
杷

(3
 m
mj
/k
卜

の
右

央
。
長

る
零

を
や

や
多

く
含

む
)

画 　 面

外 　 内

胴
部

は
5条

/c
mの

斜
行

ハ

ケ
。
脚
部

は
粗

い
指

ナ
デ

丁
寧

な
指

ナ
デ

外
面

:淡
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐

色
即
台
部

の

約
1/
2

外
生

I期

―
Z建

YK
-1

逆
形

主

製
品

V-
1-
2

地
山

上
簸 開

暇 躙
比

較
的
忠

実
に
匙

を
模

し
て

い
る

普
起

や
や

杜
(2
 n
n以

卜
の

右
夷
・

長
右
・

黒
色

粒
。
赤

色
粒

を
多

く
含

む
)

外
画

:指
ナ

デ

内
面

:指
ナ

デ
。

指
頭

圧
痕

を
残

す
画 面 面

外 内 断

灰
褐

色

暗
橙

褐
色

茶
IS
i

丙
部

は
欠

慣
弥
生
V期

部
に
取

り
付

け
た
土
器
。
三

形
か
蓋

に
な

る
と
考

え
ら
れ

る
。

右
肩
部

に
は

2カ
所

に
穿
孔

が
あ

る
。

頭
部

の
突
起

は
鶏
冠
状

に
後

ろ
に
続

く
が
、
端
部

は
欠

損
し
て

い
る
。

目
・

鼻
孔

は
ヘ

ラ
状
工

具
に
よ

る
刺
突

で
表

現
す

る
が
、

国
は
柔

ら
か

い
表
現

で
あ

る
。
両
耳

は
破
損

し
て

い
る
が
両
方

と
も
穿

孔
が
確
認

で

ナ
デ

で
あ

る
が

、
頭

部
突

起
の
付

け
根
・

首
筋

に
は
、

ハ
ケ
痕

跡
が
見

ら
れ

る
。



第
71
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

(H
期

)土
器

観
察

表
(2
3)

Ｉ Ｅ ｏ ｌ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

胎
土

調
整

色
  
  

調

外
面

:淡
灰
褐
色

内
。
断
面

:灰
褐
色

残
 
存
 
度

上
半
部

1/
12

備
  
 

考

弥
生
I-
1期

;6
図
-1

AS
D一

be
一

l
饗

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

24
2

回
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

国
縁
下

に

は
3条

1セ
ッ

ト
の
櫛
描

き
沈
線

差
負
闇
怖

士

や
や

不
員

粗
く
3 
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
・

黒
也

粒
を
多

く
含

む
)

剖 ． 　 ‥

稼 面 面

回 外 内
ナ

デ
ナ

デ

―
z
AR
D―

ce
-1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

11
口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

口
縁
下

に

は
4条

1セ
ッ

ト
の
櫛

描
き
沈
線

歩
9日

桁
十

や
や

小
屎

や
や
粗

(4
 n
m以

下
の
渦
天

。
長

る
。

黒
色
粒
・

雲
母

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
而

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

色
色 褐

褐 灰
淡 淡

画 面
表 断

上
半

部
1/
5

弥
生

ユ
ー

1期

外
面

に
は
煤
付
着

AO
A一

b-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ

3

1
口
縁

は
大

き
く
屈

曲
し
、

口
稼

ト
に

は
3条

の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す
。

日
縁
端
部

に
は
キ
ザ

ミ
を

入
れ

る

普
通

や
や
粗

(2
 5
mm
以

卜
の
右
央

。
長

右
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後

、

ナ
デ

内
面

:指
ナ

デ

面 面
表 断

淡
茶
褐
色

淡
褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生

Ⅱ
-1
期

-4
A民

」
一
be

-1
甕

V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

12
1

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

口
縁

卜
に

は
4条

1セ
ッ

ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す
。

口
縁
端
部

に
は
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

や
や

艮
好

や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
る
天
・

長
る

。

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:タ
テ

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

内
面

:上
半

は
斜

行
ハ

ケ
後

、
指

オ

サ
ェ
^下

半
は

ナ
デ

?

面 面

表 斬
暗
茶
褐
色

茶
褐
色

上
半

部
1/
6

弥
生

Ⅱ
-1
期

-5
AR
G―

ce
一

l
餐

V-
1-
2

粗
砂

如
意
形

口
縁

の
端

部
に
キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
。

4条
1セ

ッ
ト
の
櫛

描
艮

好
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
右

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

!ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

画 面 而

外 内 断

黒
褐

色

明
褐

色
渉

褐
色

弥
生

Ⅱ
-1
期

外
面

全
体

に
煤
付
着

AR
L―

be
-1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

l
如
意
形

口
縁

の
端
部

に
|×

J林
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

4条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す

や
や

良
好

や
や
粗

(2
 n
m以

卜
の
右
夷
・

長
右
・

黒
色
粒

。
金

雲
母

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:8
条

/c
mの

浅
い

タ
テ
ハ

ケ

内
而

:ハ
ケ
調

整
後

、
ナ

デ

面 ・

外 内
:淡

茶
褐
色

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
6

弥
生

Ⅱ
-1
期

外
面

に
は
煤
付
着

-7
AS
B一

be
-1

径
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁

は
や

や
強

く
屈

出
し
、

端
』
∫

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

5条
1セ

ッ
ト
の
櫛

描
き
沈

線
を

9国
縮

十
^

罠
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
寄

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`:
ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:斜
行

ハ
ケ

内
面

:4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 断

白
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

灰
褐

色

上
半

削
/8

弥
生

」
一

上
期

外
面

に
は
煤
付
着

AT
L―

b-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

如
意
形

□
縁

の
端

部
に
キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
。

5条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

ま
汁
塩

本
R闇

協
す

普
通

や
や
粗

(2
 m
m以

卜
の
右
央

。
長

右
寺

を
や
や
多

く
含

む

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:斜
行

ハ
ケ

肉
面

:ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
自
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
12

弥
生

Ⅱ
-1
期

-9
AV
Y-
1

饗
V-
1-
1

南
細
砂

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

国
縁
下

に

4条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
沈
線

を

5条
施

し
、

4段
目
は
波
状

文
と

す
る
。

直
下

に
竹
管
状
刺

突

や
や

不
艮

や
や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英
・

長
る

。

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:指
ナ
デ

画 面
表 断

に
ぶ

い
褐

也

に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅱ
-1
期

外
面
全
体

に
煤
付
着

―
lt

AU
卜

I一
b-
2

餐
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

22
6

如
意
形

口
縁

の
直
下

に
4条

1セ
ッ

ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す
。

古
下

,″
=色

杉
峠
市
H室

み
怖

十

き
通

や
や
粗

(3
 m
ml
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
内

面
:ナ

デ

外
面

:臼
褐

色
内
・

断
面

:淡
褐

色
上
半
部

1/
10

弥
■

■
―

上
期

外
面
全
体

に
煤
付

着

-1
1

AU
正

一
c-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

口
縁

直
下

に
4条

1セ
ッ

ト
の
櫛

描
き
沈
線

を
3周

施
す
。

直
下

に
三
角
形
状

和
1突

を
施

す

旨
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
る
寄

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:5
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
後

、
4条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

内
面

:ナ
デ

画 面 面

外 内 断

暗
褐

色
に

ぶ
い
淡

褐
色

淡
灰

褐
色

上
半

部
1/
8

杯
生

ユ
ー

l 
R1
3

-1
AU
」

一
c-

1
蚤

V-
4-
2

砂
レ
キ
G

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

回
縁

直
下

に
4条

1セ
ッ

ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す
。

直
下

に
三
角
形
状

前
1牢

歩
桁

子

普
通

普
通

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を
含

む
)

口
縁
ヨ
`
:ヨ

コ
ナ
デ

外
面

'1
0条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

暗
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

灰
褐

色

上
半
部

1/
10

弥
生

Ⅱ
-1
期

AU
H一

a9
-1

術
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

如
意

形
口
縁

の
端
ヨ
`に

|×
」
猿

に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

5条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す
。

苗
下

′r
=色

形
峠
市
‖牢

歩
入
ね

る

良
好

粗
(3
 T
lm
以

卜
の
右
英
・

長
る

。
赤
笹

粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
/m
の
斜
行

ハ
ケ

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
臼
褐
色

内
。
断
面

:淡
褐
色

上
半

』
61
/r

弥
生

Ⅱ
-1
期

-1
4
AU
N-
3

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端
部

に
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

5条
1セ

ッ
ト

の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す
。

苦
下

,▼
=衛

杉
】十

市
11
牢

歩
柿

士

や
や

艮
好

や
や
粗

(2
 5
mm
以

下
の
る
央
・
長
右
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

?

堡
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

上
半

部
1/
6

心
生

■
-1
期

-1
5
AT
K―

b-
1

餐
V一

文
-2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
大

き
く
屈

曲
し
、
端
部

に

は
、

沈
線

と
キ
ザ

ミ
を
施

す
。

6条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
沈
線

を

8周
施

す
。

直
下

に
三
角

形
状
刺

牢
歩
怖

十

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

国
褐

色
に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
褐

色

上
半

部
1/
6

杯
生

ユ
ー

l則
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表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出

土
・

弥
生

(H
・

Ⅲ
期
)土

器
観

察
表

(2
4)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
寸

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口
径

56
図

-1
AU
N―

縫
V-
1-
]

砂
レ
キ

2

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

端
部

に
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

6条
1セ

ッ
ト

の
櫛

描
き
沈

線
を

4周
施

す
。

直
下

に
三

角
形

状
束
II
突
を
流

す

や
や

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

口
縁

内
血

:ヨ
ヨ
ナ

デ

外
面

11
0条

/c
mの

ク
テ
ハ

ケ
後
、
ナ
デ

内
面

:上
半

は
4条

/c
ln
の

斜
行

ハ
ケ

下
半

は
ナ

デ

全
tl
 i
淡

褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生

Ⅱ
-1
期

一
l

AU
P―

a-
1

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
G

如
意
形

口
縁

の
端
部

に
無
軸

羽
獄

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。
四
条

1セ
ッ

ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
3周

施
す
。

直
下

に
三
角
形
状
刺
突

を
施

す

や
や

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

卜
の
右

天
・

長
る

等
を

や
や

多
く
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ナ
デ

色 色 色

褐 褐 掲

黒 暗 灰

面 面 面

外 内 断

上
半

部
1/
も

弥
生

Ⅱ
-1
期

外
面

全
体

に
煤

付
着

―
上
進
AU
S―

b-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

22
7

口
縁

は
短

く
急
弥

し
、
端
罰
`に

は
側
面

か
ら
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

4条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
8周

施
す
。

直
下

に
三

角
形
状
刺

牢
歩
縮

す

艮
好

や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:ナ
デ

外
血

:黒
褐

色

内
・

断
面

:茶
褐

色

上
半

部
1/
8

弥
生
I-
1期

外
面
全
体

に
煤
付
着

―
上
し
AU
R―

b-
1

饗
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端

部
に
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

4条
1セ

ッ
ト

の
櫛
描

き
沈
線

を
4周

施
す
が
、

最
下
段

は
波
状
文

と
な

る
。

直
下

に
三

角
形

状
束
‖突

を
怖

す

艮
好

や
や
粗

く
4 
mm
以

卜
の
右
天
・

長
石
・

金
雲
母

を
含

む
。

中
期

的
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ
デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
内
面

:上
半

は
斜

位
の
指

ナ
デ
。
下

半
は
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

色
褐

淡 色
‥ 褐

画 白
跡 ‥

・ 面
外 内

上
半

ヨ
`1
/5

弥
生

Ⅱ
-1
期

外
面

に
は
煤

付
着

―
Z〔

AV
W―

b-
1

饗
V-
1-

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端
部

に
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

4条
1セ

ッ
ト

の
櫛
描

き
沈
線

を
4周

施
す
が
、

晶
下

砕
1■
清
け

▼
>倉

ス
_

普
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

内
面

:8
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

全
面

:暗
褐

色
上
半
部

1/
7

弥
生

ユ
ー

l別

外
面

全
体

に
煤
付
着

-2
1
AV
X-
1

径
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、

端
部

に
「

×
」
状

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

4条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
沈
線

を
3周

施
す
が
最
下
段

は
波
状
文

と
な

る

や
や

艮
好

起 ｊ

晋 む

Z 
ml
n以

卜
の

右
興

。
長

石
を

含
口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ
内
面

:ナ
デ

色
色 褐 色

褐 橙 褐

日 淡 淡

画 面 面

外 内 断

上
半
ヨ
`1
/1
2

以
下

弥
生

Ⅱ
-1
期

57
図
-1

BA
N―

餐

Ｖ一
‐

働
17
を

瀬
戸

内
型

系
。

口
縁

端
部

に
は

キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

5条
1セ

ッ
ト

の
櫛

描
き
沈

線
を

2周
施

し
、

直
下

に
は
三

角
形

状
束
|1
寮
を
流

す

罠
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

外
山

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
内
面

:口
縁
部

は
横
位
の
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

胴
部

は
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
国

:検
冊

色

内
面

:白
褐
色

断
面

:暗
灰
褐
色

上
半

部
1/
8

弥
生

Ⅱ
-1
期

―
Z

BA
O一

ユ
餐

V-
1-
ユ

南
細
砂

瀬
戸

内
型

系
。

7条
1セ

ッ
ト
の

櫛
描

き
沈

線
を

2周
施

し
、

直
下

に
は
三

角
形

状
束
H突

を
施

す
ぉ

や
や
良
婿

や
や
杷

(4
 5
mm
以

卜
の

る
天

。 長
右

等
を
多

く
合

む
)

外
国

:小
明

内
面

:丁
寧

な
ナ
デ

外
・

断
面

:淡
褐
色

内
面

:淡
橙
褐

色
上
半

部
1/
6

弥
生

Ⅱ
-1
期

外
面

全
体

に
媒

付
着

-3
BA
M-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

1
取
戸

内
型

系
。

口
縁

端
部

に
は

キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

7条
1セ

ッ
ト

の
櫛

描
き
沈

線
を

3周
施

す

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

9条
/伽

の
タ
テ
ハ

ケ
後
、
ナ
デ

丁
寧

な
ナ

デ
□ 面 面

外 内 肝

火
偶

也

明
茶

褐
色

淋
綱

御

二
半
部

1/
5

弥
生

■
-1
期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-4
ZC
F―

s5
d-
1

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
稼

の
屈

曲
は
短

く
、
端
部

に
は

幅
広

の
面

を
持

ち
、
無
軸

羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。
頸
部

に
は

5

条
以
上

の
櫛

描
き
沈
線

を
施

す
。

晋
通

阻
(5
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

赤
色

眩
・

黒
色

粒
な

ど
角

の
丸

い
砂

粒
を

多
く
含

む
)

外
lg
li
 
r条

/卿
の

タ
テ
ハ

ケ
後

ヨ
ヨ
ナ

デ

内
面

:ナ
デ

外
山

:淡
褐

色

内
・

断
面

:暗
褐

色

日
顎
部

1/
4

弥
生
I-
1期

る
じ
Ⅲ

―
sk
も

α

-1

〓 亜
V-
1-
2

粗
砂

口
縁

の
屈

曲
は
緩

く
、
端

部
に
は

羽
状

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

頸
部

に
4条

の
櫛
描

き
沈
線

を
2周

施
す

艮
好

や
や

t■
(2
 H
la
以

下
の
石
英

。
長
石

等
を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:頸
部

は
5条

/c
nl
の

タ
テ
ハ
ケ

内
面

:器
壁
の
剥
離
の
た
め
調
整
不
明

画 面
表 断

明
褐

色

淡
褐

色

口
類

部
1/
8

弥
生

I-
1期

-6
ZC
」

一
e1
4d
―

1

〓 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
G

口
縁

の
屈

曲
は
綾

く
、

端
部

に
は

「
×
」

状
の

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

肩
部

に
4条

の
櫛

描
き
沈

線
を

4

周
施

す

罠
好

晋
通

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
曲

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:口
縁
部

は
ヨ
コ

ミ
ガ
キ

胴
部

は
ナ
デ

外
la
l:
臼

褐
色

内
・

断
面

:明
褐

色

上
半

部
1/
8

弥
生
I-
1期

-7
ZC
G一

ZB
C

―
e1
2

一 更
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

端
部

に
無

軸
羽

状
の

キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
。

長
頸

気
味

の
頸

部
に

4条
1セ

ッ
ト
の
櫛

描
き
沈

線
を

3周
施

し
、

直
下

に
三

角
形

状
刺

葬
存
怖

す
ハ

晋
通

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

罰
`:

ヨ
ヨ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
内
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

外
・

断
面

:淡
褐

色
内
面

:灰
褐
色

上
半
部

1/
4

弥
生
I-
1期



第
73
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土

。
弥

生
(I
II
期
)土

器
観

察
表

(2
5-
1)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸
 

法
(c
m)

口
径

1器
高

1底
イ

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

57
図
-8

ZB
T一

e-
1

〓 璽
V-
4-
1

少
レ
キ
E

頸
部

に
4条

1セ
ッ

ト
の
櫛
栖

き

沈
線

と
三
角
形
状

束
1突

を
交
互

に
協

▼
す

ス
_

貝
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
寄

を
や
や
多

く
含

む
)

内
面

:幅
広

の
ヨ

コ
ミ

ガ
キ

色
褐

日 色
‥ 褐

薗 淡
弥 ‥

・ 面
外 内

頸
部

1/
5

杯
生

I-
1刷

第
74
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

(Ⅲ
期
)土

器
観

察
表

(2
5-
2)

― 崖 ］ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
制

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 

存
 

度
備

考
□

〒
図
-9

BE
A―

a-
1

径
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

回
縁

は
強

く
外
傾

す
る
が
、
先

端

付
近

で
は
内
彎

す
る
。
端
部

は
カ

馬ヽ

や
や

小
艮

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

小
面

:淡
褐
色

為
・

断
面

:淡
灰
褐
色

上
半
部

1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
期

一
l

b」
A―

a―
Z0

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

は
強

く
外

傾
す

る
が

、
先

端

付
近

で
は
内
彎

す
る
。

端
部

は
丸

く
、

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る

や
や
不
良

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

暦
滅

の
た

め
調

整
小

甥

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

面 面 面

外 内 断

淡
橙

褐
色

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
褐

色

上
半

部
1/
6

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
1

BE
A―

b-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

は
強

く
外

傾
し
、

直
線

的
に

伸
び

る
。

端
部

は
丸

く
収

め
る

良
好

密
(0
 5
Hl
n以

下
の
右
戻
・
長
る

を
恒

か

に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:7
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

全
面

!明
褐

色
上
半
部

1/
6

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
2
BE
A一

b-
20

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

回
縁

は
強

く
外
傾

し
、

直
線

的
に

伸
び

る
。
端
部

は
丸

く
収

め
る

や
や

艮
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
僅

か
に
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ
デ

外
面

:7
条

/卿
の
タ
テ
ハ
ケ
後
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面

:丁
寧

な
ナ
デ

外
。
断
面

:暗
灰
褐

色

内
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
と

BE
A―

c-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ

22
2

口
縁

は
強

く
外

恨
し
、

や
や
外

反

し
て
終

わ
る
。

端
部

は
丸

く
収

め

る

や
や
不

良
や
や
密

(1
 5
TH
In
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
∫
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:タ
テ

ハ
ケ

?
内
而

:磨
滅

の
た

め
調

黎
不

明

外
面

:明
褐
色

内
・

断
面

!淡
灰
褐
色

上
半

部
1/
5

か
生

Ⅲ
-1
馴

-1
4

BE
A―

c-
18

餐
V-
1-
2

細
砂

口
縁

は
強

く
外
傾

し
、

や
や
外
反

し
て
終

わ
る
。
端
部

は
丸

く
収

め

る

や
や

不
良

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天
・
長

右
を

や
や
多

く
含

む
)

口
縁

罰
`:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

内
而

:縦
位

の
ナ

デ

外
・

断
面

:黒
褐
色

内
面

:淡
灰
褐

色

上
半

部
1/
6

ム
生

Ⅲ
-1
期

-1
5

BE
A一

d-
3

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

は
強

く
外

傾
し
、

や
や
外

反

し
て
終

わ
る
。

端
部

は
丸

く
収

め

る

艮
好

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石

を
僅

か

に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
山

:暗
黍

褐
色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
6
BH
A-
5

窒
V-
1-
2

暗
灰

砂

回
縁

の
屈

曲
は

綾
ヽ

や
や

艮
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

外
面

口
縁

部
は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ
カ

キ
。

胴
部

は
ナ

デ
?

ナ
デ

内
而

全
面

:白
褐
色

上
半

部
1/
4

杯
生

Ⅲ
期

-1
じ
」
じ
一
a-
11

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

72
口
縁

は
強

く
外

恨
し
、

や
や

外
反

し
て

終
わ

る
。

端
部

に
小

さ
な
面

を
持

つ

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
零

を
含

む
)

口
縁

罰
賛

ヨ
コ

ナ
デ

外
面

:ナ
デ

内
而

:ヨ
コ
ナ

デ

面 面 面

外 内 断

暗
褐

色

暗
茶

褐
色

淡
掲

色

上
半

ヨ
∫ 1
/5

祢
生

Ⅲ
-1
期

―
ユ

BE
C一

a-
10

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁

は
強

く
外
傾

し
、

や
や
外
反

し
て
終

わ
る
。
端

部
に
小

さ
な
面

を
持

つ
。

器
壁

は
薄

い

罠
好

密
(0
 5
mm
以

卜
の
右

英
・
長

右
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
而

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、一

部
ナ
デ

・ 面
外 内

断
面

:淡
灰
褐

色
:淡

褐
色

上
半

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
9

BE
C―

a-
5

蜜
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
緩

く
外

反
し
、

端
部

に
は

平
坦

面
を
持

つ
旨

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

今
夏
ト

ホ
缶
粒

を
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
山 而

表 断
明

褐
色

淡
楊

缶

口
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
期

―
ZU

Lj
Lじ

一
a一

り
径

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

77
口
縁

は
外
傾

し
、
直
線

的
に
伸

び
、

端
部

に
は
小

さ
な
平

坦
面

を
持

つ
や

や
小

艮
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
赤

色

粒
を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明

内
面

:ナ
デ

全
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
6

弥
生

Ⅲ
-1
別

-2
1

BE
C―

h-
2

餐
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
口
縁

は
強

く
外

傾
し
、

端
ヨ
`は

丸

く
納

め
る

や
や

良
好

通 ＞
普 む

(l
 m
ln
以

下
の

石
英

。
長

石
を

含
回
縁

群
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
而

:ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
淡
褐

色
・

断
面

:淡
灰
褐
色

内

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
～

2期

-2
2

BE
B―

a-
1

餐
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

は
強

く
外
傾

し
、
端
部

に
1

平
坦
面

を
持

つ
良

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
る
英
・
長
右
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:9
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
而

:磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

外
面

:明
褐
色

・
断
面

:淡
灰
褐
色

内

ヨ
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
～

2期

―
Z3

BE
B一

a-
2

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

5,
口
縁

は
強

く
外
傾

し
、
外
反
気

味
に
伸

び
、
端
部

に
は
平
坦
面

を
持

民
好

密 む

1 
5m
m以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
含

口
縁

部
:指

ナ
デ
。

内
面

側
の
一

ヨ
`

は
■
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
面

11
0条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:指
ナ

デ

外
山

:淡
橙

褐
色

内
・

断
面

:淡
橙

灰
色

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
～

2期
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第
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表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土

。
弥

生
(|
||
・

Ⅳ
期
)土

器
観

察
表

(2
6)

挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
F_
I 
(c
m)

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

□

57
図

-2
4

BE
B―

a-
3

甕
V-
1-
2

粗
砂

□
稼

は
は

く
外

傾
し
、

外
反

気
味

に
伸

び
、

端
部

に
は
平

坦
面

を
持

罠
好

密 む

(0
 5
mm
以

下
の

石
英

・
長

石
を

含
口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
?

内
面

:9
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面
表 断

淡
褐

色
淡
灰
褐

色
上
半

部
1/
10

か
生

Ⅲ
-1
期

―
Zt

BE
B一

b―
賓

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

日
縁

は
強

く
外
傾
す

る
が
、

内
彎
気

味
に
伸

び
、
端
部

は
平
坦
面
を
形
成

し
、
や
や
上
方

に
つ
ま
み
上
げ
る

普
通

や
や
杷

(1
 5
mm
以

卜
の
る
英
・
長
右
等

を
や
や
多

く
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

回 面
表 断

淡
僑

也

淡
灰
褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
～

2期

-2
6

BE
B一

b-
1

餐
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

日
縁

は
強

く
外
傾
す
る
が
、
内
彎
気

味
に
伸

び
、
端
部

は
平
坦
面
を
形
成

し
、
や
や
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る

や
や

不
良

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
。

赤
色
粒

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ
デ

外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
内
而

:磨
滅

の
た
め
調
整
示

明

回 面 面

外 内 肝

淡
特

也

淡
灰

褐
色

庁
線

れ

上
半

部
1/
6

亦
生

Ⅲ
-1
～

2期

58
図

-1
BE
C―

b-
4

饗
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

は
外

反
し
、

端
罰
`に

半
IH
薗

を
持

つ
。

肩
部

が
張

り
気

味
に

な

る

晋
道

や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石

を

多
く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:タ
テ

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
後
、
ナ

デ

面 面
表 断

淡
茶
褐

色
暗
灰
色

上
半

部
1/
5

か
生

Ⅲ
-2
期

BE
C―

b-
2

竃
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

は
外
反

し
、
端
部

に
や
や
幅

広
の
平
坦
面

を
持

つ
。

肩
部

が
張

り
気

味
に
な

る

や
や

不
良

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
る

英
。 長

右
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
∫
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
内
面

:磨
減

の
た

め
調

率
不

明

面 面
外 内

淡
灰
褐
色

淡
灰
色

上
半
部

1/
6

か
生

Ⅲ
-2
期

-3
BE
C―

b―
径

V-
1-
2

暗
灰
砂

4
口
縁

は
や
や
外
反

し
、
端

部
に
は

や
や
幅
広

の
平
坦
面

を
持

つ
。

普
通

や
や
粗

(2
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
黒

色
粒
等

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:ナ
デ

外
山

:淡
灰

褐
色

内
・

断
面

:淡
灰

色

口
縁

部
1/
10

小
生

Ⅲ
-2
期

-4
BE
C一

c-
10

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

□
縁

は
や

や
外
反

し
、
端
部

に
は

や
や
幅
広

の
平
坦
面

を
持

つ
。

晋
通

や
や
密

(l
mm
以

卜
の
石

英
・
長
石
等

を
多

く
合

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:1
0条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

淡
灰
掲

色
暗
灰
色

灰
褐
色

上
半
部

1/
3

か
工

皿
―

Z期

―
ぅ

BE
C―

d一
l

径
V-
1-
2

細
砂

口
縁
端
部

は
玉
縁
状

に
肥
厚

し
、

上
端

に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
稼

罰
`:

ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

内
面

!ナ
デ

面 面

朴 内
淡
褐
色

淡
灰
褐
色

口
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-2
期

-6
BE
C―

e-
7

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

15
7

口
稼

端
部

は

“邑
広

の
凹

面
】犬

に
な

る
。

罠
好

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
を

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:ナ
デ

画 面
表 断

淡
褐

色

淡
灰

色

口
縁

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-2
期

-7
BE
C―

e-
1

奮
V-
1-
3

口
縁

は
外
傾

す
る
が
内
彎
指

向
。

端
部

は
平
坦
面

を
持

ち
、
僅

か
に

上
方

に
つ

ま
み
上

げ
る

艮
好

や
や
杜

く1
 5
mm
以

卜
の
右
天

。
長
る

。

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:ナ
デ

面 面
表 断

白
褐

色

淡
灰

色

口
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅲ
-2
期

-8
BE
C―

g-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

11
口
縁

部
は
綾

や
か

に
外

反
し
、

端

部
に

は
平

坦
面

を
持

ち
、

外
側

に
jI
F厚

す
る

普
通

や
や
粗

(l
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・
赤

色
粒
・

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
内
面

:繕
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
・

助
山

:淡
褐

色

内
面

:淡
茶

褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生

Ⅲ
-2
期

-9
BF
A―

a-
3

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

28
〔

回
縁

t意
強

く
外

似
し
、

端
部

に
は

浅
い
凹

線
を

1条
施

す
。

肩
は
張

ら
な

い

旨
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒
・

黒
雲
母

を
含

む
)

口
縁

部
!ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

内
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

全
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
8

杯
生

Ⅲ
-1
期

-1
(

BE
E-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

隔
広

の
口
縁
端
部

に
2条

1セ
ッ

ト
の
複
線
斜
格
子

文
を
施

す
良

好
晋

通
(l
 m
m以

卜
の
右

兵
。
長

る
。
黒

色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
口 面 面

外 内 断

暗
冊

色

淡
茶
褐
色

暗
茶
灰
色

口
縁
部

1/
8

弥
生

Ⅲ
-2
期

-1
1

BE
D一

ユ
餐

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

幅
広

の
口
縁
端
部

に
は
二
枚
貝

に
よ

る
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。
肩
部
下

方
に
は
、

押
引

き
刺
突

文
を
施

す

普
通

や
や
粗

(l
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を
や

や
多

く
含

む
)

口
稼

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
内
面

:丁
寧

な
ナ

デ

団 面 面

外 内 蹄

我
僑

巴

暗
灰

色
沐

想
匠

名

上
半

部
1/
4

な
生

Ⅲ
-2
期

-1
BG
B-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

61
鴨

広
の

日
縁

端
部

は
凹

画
状

に
な

り
、

二
枚

貝
に

よ
る
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

顎
部

に
は
立

体
感

の
あ

る

指
頭

圧
痩

文
帯

を
施

す

旨
通

密 粒
や 色

や 赤
(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁
郡

:ヨ
ヨ
ナ

デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 断

白
褐
色

淡
褐
色

淡
灰

白
色

口
縁

封
`1
/1
0

弥
生

Ⅲ
-2
期

-1
BG
A-
1

資
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
端

部
は
上
方

へ
肥
厚

す
る
。

頸
部

に
は
立
体
感

の
あ

る
指
頭
圧

痕
文
帯

を
施

す

普
通

や
や
粗

(l
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
・

祭
色
粒

を
含

む
)

口
縁

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ

?
内
而

:ナ
デ

外
・

断
面

:淡
灰
色

内
面

:淡
灰
褐

色

口
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-2

～
Ⅳ
-1
期

-1
4
YF
-2

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

は
大

き
く
外

反
し
、

端
部

は

上
下

に
肥

厚
し
て
平

坦
面

を
形

成
す

る
。

頸
部

の
穿

孔
は

1カ
所

の

み
確

認
。

内
外

雨
と

も
漆

塗
り

晋
通

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を
僅

か
に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:7
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
容

の
団

lξ
傘

黒
巴

断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

上
半

部
1/
6

弥
生

Ⅲ
-2
期



第
76
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土

。
弥

生
中
期

(H
・

Ⅲ
期
)土

器
観

察
表

(2
7)

― ビ ト ー

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残

存
度

備
考

□

58
凶

一
ユ

YF
-1

餐
V-
4-
も

Rヽ∩
1

内
外

面
と

も
漆

塗
り

や
や

艮
対

普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ナ
デ

森
の

山
tま

漆
黒

色

ll
F而

:沐 「

御

頸
肩
部

1/
6

弥
生

Ⅲ
-2
期

-1
YC
A-
1

資
V-
1-
2

嗜
灰
砂

口
縁
端
部

の
外
側

に
粘

土
紐

を
貝と

付
し
、
玉
縁
状

の
口
縁

と
す

る
罠

好
や

や
社

(4
■

m以
卜
の
る

央
・

長
右

寺

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:指
ナ

デ

画 面 面

外 内 肝

暗
褐

色

淡
茶

褐
色

渉
楊

付

御
1/
6

弥
生

Ⅱ
～

Ⅲ
期

擬
朝
鮮

系
無

文
土
器

-1
YA
-1

形 器
含 土

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

兇 ‐５
６

上
面

は
比

較
的
半

坦
で

、
時

】犬
の

突
出

は
小

さ
い

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天

。 長
石
等

を
含

む
)

頂
部

外
血

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
而

廼
部

:ナ
デ

画 面 面

外 内 断

悟
褐

色

淡
茶

褐
色

淡
褐

灰
色

上
半
部

1/
4

弥
生

Ⅱ
～

Ⅲ
期

―
ユ

YA
-4

形 器
百 土

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

上
径

11
4

上
面

は
比
較

的
平

坦
で
、
鍔
状

の

突
出

は
小

さ
い

民
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

項
部

外
面

:ヨ
コ

ナ
デ

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:指
ナ

デ

外
・

断
山

'日
褐

色

内
面

:黒
灰

色

頂
部

1/
5

弥
生

I～
Ⅲ
期

YH
K-
4

蓋
?

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

中
冥

部
分

が
多

ヽ
や
や

良
好

や
や

密
(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
る

を
全

す
|う

画 面
外 内

縦
位

の
指

ナ
デ

指
ナ

デ

画 面

表 祈
暗

炊
褐

色

漆
匠

白
停

軸
部

の
み

弥
生

Ⅱ
～

Ⅲ
期

・
F

途 明 哭

用 不 ＋

V-
1-
2

細
砂

高
杯

の
‖
Π状

や
や

艮
好

普
通

(l
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
赤

色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

端
部

:ヨ
コ
ナ

デ
内
而

:T
星

に
よ

る
棲

り

面 面
外 内

に
ぶ

い
淡
褐
色

に
ぶ

い
褐
色

図
下

部
分

は
完
存

弥
生

Ⅱ
～

Ⅲ
期

7

-2
1
YB
B一

c-
1

逐 明 哭

用 不 キ

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

高
杯

の
脚

状
普

通
や

や
粗

(2
 m
n以

卜
の
右

英
・

長
右

寺

を
や

や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

縦
位

の
指

ナ
デ

エ
具

に
よ

る
挟

り
全

面
:淡

灰
褐

色
凶

ド
苛
St
tt
琢

完
存

か
生

■
～

皿
則
・
r

59
脳

-1
BE
C-
1-
1

黙
敦

霊
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
外

側
に
粘

土
紐

を
添

付
し
、
鍔
状

に
す

る
艮

好
密

(1
■

m以
下

の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ

内
面

11
2
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、
ナ
デ

外
血

:淡
炊

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

上
■

部
1/
b

添
生

皿
-1
期

BN
A―

h-
2

無
頸

壷
V-
1-
2

粗
砂

口
縁

は
一

端
直

立
し
た
後

、
内

lA
l

に
肥

厚
し
て

終
わ

る
。

口
縁

部
の

穿
詔

,は
1カ

所
の
み
確
認

で
き
る

良
好

や
や
密

(l
 n
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

罰
`:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
内
而

:4
条

/f
mの

ク
テ
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

面 面
表 断

に
ぶ

い
褐
色

淡
褐
色

上
半

部
1/
10

か
生

Ⅲ
-1
期

-3
BN
A―

h一
ユ

無
顎

巨
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

は
内
傾

し
て
、
端

部
は
内
側

に
折

り
返

し
て
肥
厚

さ
せ

る
や

や
艮

好
や

や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
る

央
。
長

/E
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

i5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
雨

:ナ
デ

衰
面

:に
ぶ

い
褐

色

断
面

:暗
灰

褐
色

L半
郡

1/
10

弥
生

Ⅲ
-1
期

鉢
の
可
能

性
も
あ

り

-4
じ
NA
一

b-
1

径
V-
1-
2

砂
レ
キ

R

喘
部

に
幅

広
の

半
lH
画

を
持

つ
嚢

好
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く
含

む
)

表
面

:ナ
デ

色
褐

火
淡 色

‥ 褐
血 淡

断 ‥
・ 面

外 内
口
縁
部

1/
6

亦
生

Ⅲ
期

一
b

BN
A―

c-
7

熙
類

憂
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
内
傾

し
、
頂
部

に
半

坦
直

を
形
成

す
る
。

罠
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ
の
後
、
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

画 面 而

外 内 晰

暗
茶

褐
色

黒
褐

色
渉

灰
梱

御

口
縁
部

1/
6

な
生

Ⅲ
期

BI
IC
-1

照
頸

姦
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

部
は

内
独

し
、

端
ヨ
∫
は

丸
く

収
め

る

艮
好

語
(0
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
等

を
含

ナ
,ヽ

口
縁

罰
館

ヨ
コ

ナ
デ

全
血

:淡
狭

褐
色

口
縁
部

1/
6

弥
生

Ⅲ
瑚

8N
A一

,v
ユ
ー

1
縄

Υ
-1
-2

佃
砂

4
口
縁
端
部

に
幅
広

の
面

を
作

り
、

3条
1セ

ッ
ト
の
櫛
描

き
に
よ

る
複
線
鋸
歯

文
を
施

す

罠
好

や
や
密

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
籍

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ

内
面

:ナ
デ

画 面 而

外 内 断

明
余

褐
色

淡
褐

色
灰

褐
竹

上
半

部
1/
10

弥
生

Ⅲ
-1
期

鉢
の
可
能
性

も
あ

り

-8
BA
G-
1

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

口
縁
端
部

の
外
側

に
粘
土
紐

を
添

付
し
、

2条
突
帯

と
す

る
や

や
不

良
粗

(3
 m
m以

下
の
石
天
・

長
る

。
黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
内
而

:締
位

の
指

ナ
デ

外
面

:淡
橙
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐

色
上
半

部
1/
10

弥
生

Ⅲ
-l
 X
Ij

鉢
の
可
能
性

も
あ

り

-9
BA
H-
1

捧
V-
1-
1

南
西

砂
レ
キ

日
縁
の
上
面

に
は
幅
広

の
面
を
持

ち
大

き
く
外
に
肥
厚

さ
せ
る
。
直
下
の
突

帯
に
は
大
振

り
の
キ
ザ

ミ
を
入
れ
る

や
や

不
艮

(粉
っ
ぽ

ヽヽ
)

晋
通

(l
 m
m以

卜
の

右
央

。
長

IE
・

驀

色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
内

面
:丁

寧
な

ナ
デ

全
面

:自
褐

色
上
半

部
1/
10

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
し

BN
A-
1-
ユ

琳
V

と
-2

砂
レ
キ

2

4
口
縁

は
内
傾

し
、端

部
は
内
外

に
肥

厚
し
て
、広

い
平
坦
面
を
形
成
す

る
。

外
面
に
は
指
頭
圧
痕
文
帯
を
施
す

や
や

小
艮

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

内
外

面
!ヨ

コ
ナ

デ
表

画
:淡

褐
色

断
面

:淡
灰

色

口
縁
部

1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
1

BN
A一

e-
1

沐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
僅

か
に
内
傾

し
、
上
端

に

平
坦
面

を
形
成

す
る
。
外
面

に
は

キ
ザ

ミ
を
持

つ
突

帯
を
添

付
す

る
。

や
や
良

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

る
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:口
縁

内
面

は
指

オ
サ

エ
。
胴

部
は

ヨ
ヨ
ナ
デ

全
面

:暗
茶

褐
色

上
半

部
1/
10

弥
生

4～
lL
期

-l
Z

BN
 A
一

a―
沐

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

ヨ
縁

端
ヨ

`・

貼
付

奨
岳

に
は

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

や
や

艮
対

雪
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

笠
を
僅

か
に
含

む
)

口
縁

部
・

内
la
l:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ

画 面 而

外 内 断

暗
褐

色

淡
褐
色

淡
灰
福

色

上
半

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
別



第
77
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

弥
生

(Ⅲ
・

Ⅳ
期
)土

器
観

察
表

(2
8)

― 〓 伽 ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
rr
n)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

□
囁

径

59
図

-1
3

BN
A一

f-
1

鉢
V一

l一
Z

じ
レ
キ

3

23
t

口
縁

端
部

と
2条

の
姑

り
付

け
架

帯
上

に
は

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
や

や
艮

好
や

や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。 長

石
等

多
多

く
合

イ
|う

凋
la
l 
iナ

デ
71
1。

晩
山

:淡
褐

色
灼
而

:淡
茶

楊
角

上
半

部
1/
10

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
4
BN
A一

g-
2

鉢
V-
4-
1

口
縁
外
面

に
は

3条
1セ

ッ
ト
の

櫛
描

き
沈

線
に

よ
る
複

線
鋸

歯
文
・

キ
ザ

ミ
を
持

つ
2条

突
帯
・

複
線
斜

格
子
文

を
施

す

音
通

や
や
租

(Z
 m
m以

卜
の
る
英

。 長
右

。 金
雲
母

を
多

く
含

む
)

殉
血

:ナ
デ

面 面 面

外 内 断

灰
褐
色

淡
褐
色

濃
灰
色

上
半
部

1/
10

弥
生

皿
―

Z期

―
上
t
BN
A―

j―
l

熙
頸

豆
V-
4-
2

砂
レ
キ
D

口
縁
端
部

は
内
側

に
肥
厚

し
、
広

い
平
坦
面

を
形
成

す
る
。
外
面

に
は

4条
の

貼
り
付

け
突

帯
を
施

し
、
棒
状

浮
文

を
添
付

す
る

や
や

不
良

や
や
祖

(l
 m
m以

卜
の
る
央

。
長
る

を
や
や
多

く
含

む
)

剰
画

!暦
滅

の
た

め
調

整
不

甥
全

面
:淡

灰
褐

色
上
半
部

1/
10

弥
生

Ⅲ
期

一
ユ

Ь
NA
―

m―
孔

熙
顎

藁
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

下
に

4条
の

貼
り
付

け
突

帯
を
設

け
、

縦
位

の
棒

状
浮

文
を
添

付
す

る

普
通

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

金
雲

母
等

を
含

む
)

表
山

:ナ
デ

全
面

!黒
褐

色
国
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅲ
期

50
凶

―
l

BK
A―

a-
1

云
口

≦
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

内
面

に
3条

の
貼

付
突

帯
を

添
付

す
る
。

日
縁

端
部

は
僅

か
に

,方
に
月R
厚

す
る

普
通

や
や
杷

(1
5職

m以
卜
の
右
天

。 長
る
等

を
多

く
含

む
)

表
血

:ヨ
コ
ナ

デ
面 面 而

外 内 断

淡
橙

褐
色

明
褐

色
淡

茶
掲

待

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
期

―
z

BK
A一

a-
2

ム
ロ
葦

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

14
□
縁
端
部

は
面

を
持

ち
、
上
下

に
わ
ず
か

に
肥
厚

す
る

罠
好

晋
通

(l
 m
m以

卜
の
る
葵
・

長
右
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
衰

血
:ヨ

ヨ
ナ

デ
外
面

:淡
灰
褐
色

内
面

:淡
褐
色

肝
面

:沐
臣

缶

口
縁
部

1/
6

杯
生

皿
-1
馴

-3
BK
A―

c-
3

ム
回
聾

V-
1-
2

砂
レ
キ

R

口
縁
端
部

は
斜

め
下
方

に
下
垂

す
る

晋
道

や
や

祖
(2
 m
m以

卜
の
石

英
。
長

石
を

含
む

)

表
面

:ヨ
コ

ナ
デ

面 面
表 断

明
褐
色

～
淡
橙
褐
色

白
褐
色

上
半

部
1/
5

か
生

皿
-1
期

-4
BK
A―

e-
1

ス
回
壺

V-
4-
ユ

砂
レ
キ
B

口
縁

端
部

に
画

を
持

つ
が

上
下

の

HR
I軍

は
′ 少

な
い

や
や

不
良

や
や
粗

(2
 n
IF
以

下
の
石
英
・
長

石
・
黒

色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
la
l 
iナ

デ

内
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
本

田
:H
H‐

偽
巴

A・
断
而

:暗
灰
褐
仲

口
縁

部
1/
6

亦
生

Ⅲ
-1
期

一
b

BK
A―

c-
1

云
口

臣
V-
1-
2

細
砂

口
縁
端
部

に
は
面

を
持

ち
、
斜

め

下
方

に
下
垂

す
る

艮
好

や
や
杷

(3
 m
m以

卜
の
る

天
。
長

右
寄

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:6
条

/c
mの

浅
い
斜

行
ハ

ケ

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

渉
灰

行

口
縁
部

1/
4

か
生

皿
-1
期

-6
BK
A―

b-
1

ム
ロ
重

V-
4-
3

SR
01

口
縁
端
部

に
面

を
持

ち
、

や
や
内

側
上
方

に
肥
厚

す
る

晋
通

や
や

祖
(1
 5
ml
n以

卜
の
石

英
・
長

石
・

赤
色

粒
・

黒
色

粒
を

多
く
含

む
)

回
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
而

iナ
デ

外
・

断
面

:暗
褐
色

内
面

:暗
黄
褐

色
口
縁

罰
61
/も

か
生

皿
-1
～

Z期

-7
YP
-1

広
口

憂
V-
1-
1

“印
刷
〉

口
縁

端
部

は
巻

き
込

む
よ

う
に
下

垂
す

る
晋

運
晋
通

(2
 m
m以

卜
の
石

英
・

長
石

等
を

各
す

|う

表
面

:ヨ
コ

ナ
デ

全
面

:淡
灰
褐

色
口
縁

ヨ
`1
/7

弥
生

Щ
-1
期

-8
BK
A―

c-
2

医
口

憂
V-
1-
2

暗
灰

砂
口
縁

端
部

に
は
広

い
面

を
持

ち
、

若
干
下

垂
す

る
良

好
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。 長
石

を
含

む
:

口
縁

ヨ
`:

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:頸
部

は
タ
テ
ハ

ケ
内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

画 面

表 斬
淡

茶
褐

色

淡
灰

褐
色

口
縁
部

1/
3

弥
生

Ⅲ
-2
期

Ь
KA
―

g-
1

回
口

壷
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

は
水

平
に
近

い
平

坦
面

を
持

つ
。

頸
部

に
指

頭
圧

痕
文

帯
を
添

付
す

る

や
や

良
好

音
通

(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
黒

色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

□
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

面 面

表 析

に
ぶ

い
白
褐
色

暗
灰
色

口
縁

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
-1
期

―
上
t
BN
A一

L―
亘

口
豆

V-
4-
3

粗
砂

口
縁
端
部

の
外
面

に
キ
ザ

ミ
を
施

す
や

や
小

艮
や

や
r■

(1
 5
mm
以

卜
の

右
英

o長
右

等
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面
外 内

磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

縦
位

の
指

ナ
デ

面 面 而

外 内 断

淡
褐

色

暗
灰

褐
色

渉
灰

悟
待

口
縁
部

1/
5

弥
生

皿
-1
期

―
ll

BK
B―

a-
1

啄
口

壷
V-
4-
2

▼
♭
レ
キ
¬

1
口
縁
端
部

の
平
坦
面

に
縦
長

の
キ

ミ
を
入

れ
る

ザ

晋
通

や
や
4U
(l
mn
以

卜
の
右

天
。
長

石
・
赤

色
粒

を
合

む
)

表
面

:ヨ
コ

ナ
デ

色 色
褐 灰

白 淡
面 面

表 断
口
稼

濁
61
/5

杯
生

皿
-1
期

-1
2
BK
B一

b-
1

広
口
基

V~
4~
tj

砂
レ
キ
A

1
口
縁

端
ヨ
`の

半
坦

血
に
縦

長
の
二

枚
員

に
よ

る
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る

晋
遍

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
表

Hl
:ヨ

コ
ナ

デ
外

山
:淡

褐
色

内
面

:暗
褐

色
断

面
:膳

本
濯

御

口
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
8

BK
B―

c-
1

広
口

匡
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

端
部

の
平

坦
面

は
看

干
下

方
に
拡

張
し
、

二
枚

貝
に

よ
る
縦

長
の

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る

や
や
良

好
や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
含
を
多

む
)

蛋
画

:ヨ
コ

ナ
デ

釜
回

:淡
僑

色
口
縁
部

1/
8

赤
生

皿
-1
期

-1
4

じ
KB
―

d―
l

広
□

蓮
V-
1-
3

少
レ
キ
A

口
縁

端
部

は
僅

か
に
下

垂
し
、

平
坦

面
に

は
ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
鋭

い
束
Ⅲ突

が
入

れ
ら
れ

る

良
好

や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
等

く
含

む
)

衰
画

:ヨ
コ

ナ
デ

面 面
表 断

淡
灰
褐

色
淡
灰
色

口
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
期

一
ユ

BK
13
-f
-1

医
口

還
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁

端
部

は
上

方
へ

の
肥

厚
が

六
き

く
、

平
坦

面
に

は
二

枚
貝

に
よ

る
束
十 1
突
を
施

す

や
や
良

幻
密

(l
 m
m以

卜
の
右

天
・

長
る

。
黒

雲

母
等

を
含

む
)

表
画

:ヨ
コ

ナ
デ

外
面

:灰
褐
色

内
・

断
面

:茶
褐
色

口
縁

部
1/
10

弥
生

Ⅲ
-1
期



第
78
表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出
土

。
弥

生
(I
II
期
)土

器
観

察
表

(2
9)

Ｉ Ｅ Φ Ｉ

鷹
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸
 

法
(c
m)

口
径

1器
高

1底
イ

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

,0
図
-1

BK
C―

a-
1

広
口

蓮
V-
1-

任
砂

口
縁

外
面

に
粘

土
紐

を
添

付
し

て
、
下

垂
口
縁

と
す

る
。

平
坦
面

に
は
無
軸

羽
状

キ
ザ

ミ
を
施

す

民
好

普
通

(1
 5
ml
e以

下
の
石
英

。
長

石
。 赤

色
粒

を
含

む
)

口
縁

ヨ
`!
ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

回 面
表 断

波
褐

巴

灰
褐

色

口
縁
部

1/
8

弥
生

Ⅲ
-2
期

一
l

BK
D一

e-
1

ム
ロ
三

V-
1-
2

細
砂

口
縁
端

部
は
上
下

に
僅

か
に
肥
厚

し
平
坦
面

に
は
「

×
」
状

の
キ
ザ

ミ
を
施

す

罠
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒

を
や

や
多

く
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
外
面

:淡
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐

色

口
縁

ヨ
`1
/1
Z

弥
生

Ⅲ
-1
期

-1
じ
KD
―

a-
1

広
口
壷

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

17
口
縁
端
部

は
上

下
に
拡

張
し
て
、

平
坦
面

に
は
「

×
J状

の
キ
ザ

ミ

を
入

れ
て
、
斜
格
子
文

と
す

る

良
好

や
や
密

(l
 n
lm
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面 面

朴 均 新

灰
褐

色

淡
灰

褐
色

渉
楊

灰
侮

口
縁

部
1/
8

弥
生

Ш
-1
期

-1
し

BK
D―

b-
1

広
口
苺

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

回
縁
端
部

は
斜

め
上
方

に
肥
厚

す
る
平

坦
面

に
は
「

×
」

状
の
キ
ザ

ミ
を
施

し
、
斜

格
子
文

と
す

る

や
や

良
好

や
や
粗

(l
 m
m以

卜
の
る
英
・
長
る

。 案

色
粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

画 面

震 断
淡

貢
褐

色

淡
灰

褐
色

回
縁

部
1/
8

か
fE

lナ
胡

-2
0

BK
D―

c-
1

啄
口

重
V-
1-
2

粗
砂

口
縁
外
面

に
粘
土
紐

を
添
付

し
、
ト

垂
日
縁

と
す

る
。

平
坦
面

に
は
ヘ

ラ
描

き
に
よ
る
斜
格
子
文
を
施
す

や
や
良

好
や
や
粗

(2
H1
4以

卜
の
右
天
・

長
る
寺

を
や
や
多

く
含

む
)

殉
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

外
血

:淡
褐

色

内
・

断
面

:暗
褐

色

国
縁

濁
∫
1/
1U

添
⊆

皿
-1
期

-2
1
BE
F-
1

医
口

豆
11

口
縁

端
部

の
幅

の
狭

い
半

坦
向

に
ヘ

ラ
描

き
に
よ

る
二

重
鋸
歯
文

を
補

十

普
通

通 ＞

普 む
(1
 5
mm
以

下
の

石
天

。 長
右

を
含

内
外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
画 面 面

外 内 断

黒
褐

色

暗
黄

褐
色

に
ぶ

い
褐

色

口
縁
部

1/
12

以
下

な
二

皿
-1
期

-2
2

BK
E一

a-
2

区
口

巨
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

l
口
縁

外
面

に
粘
土
紐

を
添
付

し
、

斜
め
下
方

に
肥
厚

さ
せ

る
。

平
坦

面
に
は

3条
の
櫛

に
よ

る
波
状
文

を
施

し
内
面

に
は
同
一
原
体

で
複

線
鋸
歯

文
を
描

く

や
や

艮
好

や
や
密

(l
 n
n以

下
の
石
英
・

長
る

を

含
む

)

内
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

回 面
表 断

次
T●
~偽

巴

淡
灰
褐
色

口
縁
部

1/
8

弥
生

Ⅲ
-1
期

一
Zも

BK
B一

e-
1

ム
ロ
重

V-
1-
1

21
口
縁
端

部
は
僅

か
に
上
下

に
肥
厚

す
る
。
端
部

に
は
3条

の
櫛
状
原
体

に
よ

る
斜
線

文
、

内
面

に
は
同
一

原
休

に
よ

る
無
輸

羽
状
支

を
れ

す

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
・

赤
色

粒
を
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面 面

外 内 断

淡
茶
褐
色

淡
褐
色

淡
灰
色

]縁
ヨ
`1
/8

か
生

Ⅲ
-1
鶏

BL
B-
1

〓 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

4
同
部

の
み

艮
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
.r

5条
/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

底
部

は
ヘ

ラ
状

工
具

で
調

整

外
面

:暗
灰
褐
色

内
・

断
面

:黒
褐
色

IF
Fl
罰

`は
易
邑 不
子

弥
生

Ⅲ
期

胴
部
最
大
径

■
6c
m

―
Zt

BK
B―

g-
1

広
口
重
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

22
2

口
縁

の
内
側

に
粘
土

を
継

ぎ
足

し
、

平
坦
面

を
広

げ
る
。平

坦
面
上

に
は

3条
の
櫛
状
工
具

に
よ
る
斜
線
文
、

内
面

に
は

9条
の
波
状
文

を
施
す

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

均
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面 面

外 内 断

暗
黄
褐

色
淡
灰
褐

色
灰
褐

色

口
縁

ヨ
`1
/1
0

弥
生

Ш
-1
期

一
Z(

BK
F一

d-
2

広
口

憂
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

24
乏

l
口
縁
端
部

は
若
干
下
垂

し
、平

坦
面

に
は
、
3条

の
櫛
状
工
具

に
よ
る
複

線
鋸
歯
文

を
、

内
面

に
も
同
様

の

複
線
鋸
歯
文

と
列
点
文

を
施
す

普
通

や
や
粗

(2
 m
ln
以

下
の
石
英

。
長
石

等
を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

・ 面
外 内

断
面

:淡
灰

褐
色

:淡
橙

褐
色

口
縁

ヨ
`1
/6

か
生

皿
-1
期

-2
7

BK
F―

a-
1

広
口

壷
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

回
縁
端
部

は
上
下

に
肥
厚

し
、
平
坦

面
に
は
、
4条

の
櫛
状
工
具

に
よ
る

複
線
鋸
歯
文

を
、
内
面

に
は

6条
の

原
体
で
波
状
文

と
押
引
刺
突
を
施
す

罠
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
極

か
に
含

む
)

内
外

lD
l:
ヨ

コ
ナ

デ
外
面

:白
褐

色
内
・

断
面

:淡
灰
褐
色

口
縁

ヨ
`1
/5

林
生

Ⅲ
-1
期

一
Zと

BK
F一

b-
1

広
口

臣
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

1
口
縁
端
部

の
平
坦
面

に
ヘ

ラ
描

き

鋸
歯
文

を
、
内
面

に
は

2条
の
貼

り

付
け
突
帯

を
設

け
キ
ザ

ミ
を
入
れ
、

口
縁
付
近

に
2条

の
波
状
文

を
施
す

罠
好

密
(l
 u
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
等

を
含

む
)

内
外

la
l:
ヨ

コ
ナ

デ
釜

田
:検

褐
巴

口
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅲ
-1
期

一
Zt

BK
F一

d-
3

広
口

臣
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
外
面

に
粘
土
紐

を
添
付

し
、下

垂
口
縁

と
す

る
。平

坦
面

に
は

3条
の
複
線
鋸
歯
文

を
施

し
、頸

部
に
は

2条
の
貼

り
付

け
突
帯

を
設

け
る

晋
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
多

く
含

む
)

内
外

画
!ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

:タ
テ
ハ

ケ

面 面
表 断

暗
灰
褐
色

暗
褐
色

口
縁
部

1/
4

弥
生

Ⅲ
-1
期

-3
(

BK
F―

d-
1

五
口

匡
V~
1~
Z

砂
レ
キ

3

28
2

回
縁
端
部

は
下
垂

し
、平

坦
面

に
は

3条
の
櫛
状
工
具

に
よ
る
複
線
鋸
歯

文
を
、
内
面

に
は
斜
格
子
文
を
施
す

円
形
浮
文
・
押
引

き
刺
突
文

も
施
文

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天

。 長
右
寄

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:7
条

/c
mタ

テ
ハ

ケ

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

画 面 面

朴 為 斬

淡
炊

褐
色

黒
褐

色

淡
褐

色

口
縁
部

1/
6

弥
生

Ⅲ
-2
期
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第
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土

。
弥
生

(I
II
・

Ⅳ
期
)土

器
観
察

表
(3
0)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 

存
 

度
備

考
□

0図
-3
1

8K
D―

g-
1

丞
口

藁
V-
1-
2

粗
砂

口
縁
端
罰

`は

斜
め
に

卜
≧

し
、
平
坦

面
に
は

2条
の
原
体

に
よ
る
斜
格
子

文
を
施
す
。

日
縁
の
上
縁

に
は
粘
土

紐
を
貼

り
付

け
山
形
文

と
す
る
。

民
好

衝
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:7
条

/c
mタ

テ
ハ

ケ
内
面

!ヨ
コ
ナ
デ

山 ・

外 内
:淡

茶
褐

色

断
面

:淡
灰

褐
色

口
縁
部

1/
6

弥
生

Ⅲ
-2
期

-3
Z

Lj
KG
―

b―
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

4
類
肩
部
境

に
は

2条
の
キ
ザ

ミ
を

持
つ
貼

り
付

け
突
帯

を
設

け
る
。

顕
部

に
は

4条
の
波
状
文

を
施

す

罠
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

画 面
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ

ナ
デ

外
面

:白
褐

色

内
面

:明
灰

色
断

面
:黒

灰
色

頸
肩
部

1/
5

か
生

lu
―

Z期

-3
七

Ь
Kは

一
c-

1
一 奎

V-
1-
2

粗
砂

頸
肩
部
境

に
は

4条
の
貼

り
付

け
突
帯

を
施

す
や

や
艮

好
粗

(3
 m
m以

下
の
石
天
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
面

:肩
部

は
ヨ
コ
ナ

デ
。

頸
部

は
6条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
内
面

!ナ
デ

色
色 褐

掲 灰
貢 ‥

淡 面
‥ 断

画 ・

外 内
頸
き
る
1/
8

弥
生

Ⅲ
期

-3
4

BK
G一

f-
17

一 こ
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

頸
肩
部

境
に
は

3条
の
貼

り
付

け
突
帯

を
施

す
普

起
租

(Z
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
右
・

赤
色

粒
・

金
雲

母
を
多

く
含

む
)

頸
部

外
面

:8
条

/c
mタ

テ
ハ

ケ
内
面

:ヨ
コ
ナ
デ
。
胴
部

内
面

は
ナ

デ

画 面 面

外 内 肝

に
ぶ

い
褐

色

白
褐

色
里

匠
缶

類
部

1/
3

亦
生

Ⅲ
期

-3
t

BK
G―

a-
1

｝ 亜
V-
1-
2

顎
肩

ヨ
`境

に
は

1条
の

キ
ザ

ミ
を

持
つ

貼
り
付

け
突

帯
を

添
付

す
る
ハ

良
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・
長

石
・
金

雲
母

を
含

む
)

顎
部

関
外

白
:ヨ

コ
ナ

デ

1同
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:締
杵

の
指

ナ
デ

色
褐 色

橙 褐
淡 淡

面 面
表 断

顎
肩

部
1/
3

か
生

Ⅲ
期

31
図

―
BK
D―

h-
4

巨
口

藁
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

17
□
縁
端
部
に
は
水
平
面
を
持
ち
、

3条

単
位
の
複
線
斜
格
子
文
を
施
文
後
、
円

形
浮
文
を
添
付
す
る
。

頸
部
上
半
に
は
キ
ザ

ミ
を
持
つ

5条
の

貼
り
付
け
突
帯
を
設
け
、
頸
部
下
半
に

は
、

7条
の
櫛
描
き
沈
線
に
よ
り

3段
以
上
に
区
画
さ
れ
た
文
様
帯
の
中
に
複

線
鋸
歯
・
斜
格
子
文
を
充
填
す
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
nl
H以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面

:ナ
デ

外
山

:淡
茶

褐
色

内
面

:淡
褐

色

断
面

:白
褐

色

口
頸

部
1/
4

弥
生

Ⅲ
-2
期

―
z

BK
F―

o-
1

直
口

垂
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁
端

罰
`に

は
水
半
面

を
持

ち
、

3条
単
位

の
複
線
鋸
歯
文

を
施
文

後
、

円
形
浮
文

を
添
付

す
る

頸
部
上
半

に
は

4条
の

キ
ザ

ミ
を

持
つ
貼
付

突
帯

を
設

け
、
棒
状
浮

文
を
添
付

す
る

や
や
不
良

0分
っ
ぽ

ヽヽ
)

普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石

等
を

含
む

)

外
山

:ヨ
コ

ナ
デ

頸
部

下
半

は
9条

/c
mタ

テ
ハ

ケ

内
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

全
面

:淡
褐

色
□
類

濁
61
/4

弥
生

皿
―

Z期

-3
BK
E―

b-
1

直
口
基

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

22
4

日
縁
端
部
の
平
坦
面
に
は

9条
の
波
状

文
を
施
す
。
頸
部
上
半
に
は

4条
の
キ

ザ
ミ
を
持
つ
貼
り
付
け
突
帯
を
施
す

良
好

や
や

社
(l
 m
m以

卜
の
右

英
。 長

る
。 金

雲
母

等
を

や
や

多
く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

顕
部
は

6条
/c
lの

タ
テ
ハ
ケ

内
面

:斜
行

ハ
ケ
後

、
ナ

デ

外
画

:淡
狭

褐
色

内
面

:暗
茶

褐
色

蹄
m‐

:沐
想

毎

口
顎

部
1/

弥
生

Ⅲ
-2
期

-4
3K
G一

g-
1

直
□

重
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

類
肩

部
境

に
は

4条
以

上
の

キ
ザ

ミ
を
持

つ
凹
線

突
帯

を
設

け
る
。

罠
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
籍

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

胴
部

は
彩
κ
 o
cm
の

タ
テ
ハ

ケ
ナ

デ
回 面 面

ハ 内 蹄

淡
僑

色

黒
灰
色

泌 「

御

頸
部

1/
6

杯
生

Ⅳ
-1
期

t3
KD
一

r-
1

巨
口

壷
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

は
斜

め
上

方
に
肥

厚
し
、
平
坦
面

に
は

2条
の
斜
格
子

文
を
施

す
。

顕
部

に
キ
ザ

ミ
を
持

つ
貼
付

突
帯

を
巡

ら
せ

る

艮
好

や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

等
を
含

む
)

凋
外

向
:ヨ

コ
ナ

デ
外

。
断
面

:淡
褐

色
内
面

:褐
灰
色

口
縁
部

1/
8

弥
生

皿
―

Z別

BK
C一

b-
1

直
口

豆
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

30
2

3t
幅
広

の
口
縁
端
部

に
は

2条
原

体
に
よ

る
無
軸
綾
杉

文
を
施

し
、

棒
伏
浮
文

を
賠
付

す
る
。

端
部

は
上

縁
・
下
縁

と
も
に
キ
ザ

ミ
を
入
れ

る

艮
好

や
や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英
・
長
石

。 赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

剰
外

山
:ヨ

ヨ
ナ

デ
ハ

回
:明

褐
色

内
。
断
面

:淡
灰
褐
色

口
縁

罰
`1
/6

弥
生

皿
―

Z期

-7
BK
A一

d-
1

亘
口
重

V―
l-
2

砂
レ
キ

2

口
縁

端
部

の
平

坦
面

上
に

は
、

円
形
浮

文
を
貼

付
し
、

顎
部

上
半

に

は
7条

以
上

の
貼

付
突

帯
を
施

す

や
や

不
良

普
通

(l
 n
4以

卜
の
ね
英
・

長
る

。
万

色
粒
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

!磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

色
灰

色 暗
褐 ！

明 面
‥ 断

画 ・

外 内
口
縁

ヨ
`1
/1
0

弥
生

Ⅲ
-2 ～
Ⅳ
-1
期

―
も

BL
A一

d-
1

ム
ロ
豆

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

l
口
縁

端
部

に
は

3条
の
凹
線

を
施

し
た
後
、斜

位
の

キ
ザ

ミ
を
入

れ
、

日
杉
江

▼
み

gI
村

士
ム

や
や

良
好

普
通

(l
 n
ln
以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

口
縁

罰
`:
ヨ

コ
ナ

デ
全
面

:に
ぶ

い
褐

色
ヨ
穆
た部

1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
期

-9
lj
LA
―

f-
1

五
口

匡
V-
1-
ユ

砂
レ
キ

口
縁
端
部

に
は

3条
の
凹
線
を
施

し
た
後
、
斜
位
の
キ
ザ

ミ
を
入
れ
る

晋
追

や
や
粗

(1
 5
mI
「
以

下
の
石

英
・
長

石
を

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
全

山
:淡

狭
褐

色
口

縁
部

1/
8

弥
生

Ⅳ
-1
期

一
lt

L3
LA
―
k-
1

医
口

藁
V-
4-
3

SR
01

口
縁

爛
`に

は
3条

の
凹

線
を
施

し
た
後

、
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。
内
面

に
は

4条
以

上
の
波

状
文

を
施

す

晋
道

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天

。 長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

回
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:ナ
デ

画 面
表 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐

色

口
縁

部
1/
7

弥
生

Ⅳ
-1
期



西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・

弥
生

(Ⅲ
oⅣ

期
)土

器
観

察
表

(3
1)

Ｉ Ｅ ∞ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
鍋

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

回

〕1
図

-1
1

BL
A一

,-
1

広
口

蓮
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

口
縁

は
斜
め
下
方

に
下
垂

し
、
端
部

に
は

5条
の
凹
線

を
施

し
た
後
、
斜

位
の
キ
ザ

ミ
を
入
れ
る
。

内
面
の

2

カ
所

に
穿
子
Lが

見
ら
れ
る

貝
好

語
(l
 n
HI
以

下
の
石
英
・
長
石

を
含

む
j

内
外

画
:ヨ

コ
ナ

デ
空

面
:淡

褐
色

口
縁

剤
`1
/5

弥
生

Ⅳ
-1
期

BL
A―

c-
1

ム
ロ
重

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

l
口
縁
端
部

に
3条

の
凹
線

を
施

し
た
後
、

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る
。

□
縁

の
上
端

に
も
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

民
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・
長
石

を
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面

表 新
黒
褐
色

灰
褐
色

口
縁
酎
`1
/1
0

弥
生

Ⅳ
-1
射

-1
BL
A―

L-
1

啄
口

藁
V-
4-
Z

砂
レ
キ
E

27
3

日
縁
端

部
に

3条
の
凹
線

を
施

し
た

後
、
上
下

2段
に
分

け
て

キ
ザ

ミ
を

入
れ

る
弱
部
外
而

に
は
凹
線

を
加
す

晋
遍

普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
る

。
黒

色
粒

。
金
雲
母

を
含

む
)

殉
外

山
:ヨ

コ
ナ

デ
外
・

断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

内
面

:暗
褐
色

口
縁

ヨ
`1
/1
0

小
生
lV
-1
期

-1
4

BL
A―

g-
1

医
□

達
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

に
4条

の
凹
緑

を
施

し

た
後

上
下

2段
に
分

け
て

キ
ザ

ミ

を
入
れ

る

良
好

堅
緻

密 む
(l
 H
m以

卜
の

る
兵

。
長

右
寄

を
含

均
外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

画 面 而

外 内 新

暗
茶

褐
色

淡
灰

褐
色

匠
楊

御

口
縁
部

1/
12

小
生

Ⅳ
-1
期

BL
A―

X-
1

広
口

豆
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

l
口
縁
端
部

に
5条

の
凹
線

を
施

し
た
後
、

縦
長

の
キ
ザ

ミ
を
入

れ
、

円
形
浮

文
を
貼
付

す
る

晋
道

や
や
組

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
含

む
)

狗
外

面
iヨ

コ
ナ

デ
画 面

晟 断
淡

褐
色

淡
灰
褐
色

口
縁

劉
も
1/
10

か
生

Ⅳ
-1
劇

-1
6

BL
A―

h-
1

医
口

豆
V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

口
縁
端
部

は
上
下

に
大

き
く
肥
厚

し
、
外
面

に
4条

の
凹
線
を
施

し
た

後
、R

砕
に
今

け
て
キ
ザ

ミ
を
入
れ
る

艮
好

や
や
粗

(3
 n
m以

下
の
石
英

。
長

右
寄

を
多

く
含

む
)

内
外

画
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
田 面 面

外 内 断

増
褐

包

淡
橙
褐

色
褐
灰
色

口
稼

罰
`1
/8

か
生

■l
一

Z

～
Ⅳ
-1
期

-1
7

BL
A―

o2
-1

医
回

重
V-
4-
3

SR
01

口
縁

端
部

に
4条

の
凹

緑
を

施

す
。

顕
部

に
は
指

頭
圧

痕
文

帯
を

無
ら
せ

る

や
や

不
良

普
通

(1
 5
nm
以

卜
の

右
英

。 長
右

を
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
外

国
:淡

伯
B

内
面

:暗
褐

色
断

面
:F
楊

各

口
頸

部
1/
4

赤
生

Ⅲ
-2
期

BL
A―

ql
-4

ム
ロ
三

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

26
1

1
口
縁

端
部

は
下
垂

し
、

4条
の
凹

線
を
施

す
。

2本
1セ

ッ
ト
の
棒

状
浮
文

を
貼
付

す
る

や
や

長
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
画 面 雨

外 内 断

淡
橙

褐
色

明
淡

橙
褐

色
湊

灰
色

口
縁

部
1/
10

杯
生

Ⅳ
-1
期

-1
9

BL
A―

v-
1

ム
ロ
臣

V-
4-
Z

砂
レ
キ
G

口
縁
端
部

は
長

く
下
垂

し
、 
7条

の

四
線
を
施
す
。
上
縁

に
は
粘
土
紐
を

貼
付

し
、
山
形

に
キ
ザ

ミ
を
入
れ
る

艮
好

普
通

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を

や
や
多

く
含

む
)

内
外

lt
l 
iヨ

コ
ナ

テ
外

田
:黒

僑
色

内
・

断
面

:暗
灰
褐

色
口
稼

ド
翌

帥

約
1/
10

杯
生

皿
―

Z別

一
Zじ

BL
A一

q2
-1

ム
ロ
藁

V-
1-
3

砂
レ
キ
A

日
縁
端
部
の
半

lH
向

に
は

3条
の
凹
線

を
施

し
、
端
部

に
は
キ
ザ

ミ
を
入
れ
る

師
部
外
而
に
は
貼

り
付

け
突
帯
を
貼
付

普
通

や
や
粗

(2
 m
ln
以

卜
の
右
英
・
長
右
・
金

雲
母

等
を
多

く
含

む
)

為
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
色

褐 色
淡 褐

‥ 灰
画 淡

断 ‥
・ 面

外 内
口
縁

部
1/
8

弥
生

Ⅳ
-1
期

-2
1

BL
A一

ql
-3

広
回

重
V-
4-
2

地
山
上

1
口
縁
端
部

の
平

坦
面

に
は

4
条

の

凹
線

を
施

し
、
端

部
に
は
キ
ザ

ミ

を
入

れ
る
円
形
浮
文

を
賠
付

す
る

罠
好

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石

。 赤
色

粒
・

黒
色
粒

を
含

む
)

殉
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
表
面

!淡
茶
褐
色

断
面

:淡
褐
色

]縁
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
瑚

-2
2

BL
A―

N2
-1

啄
口

重
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

口
縁
端
部

の
平

坦
面

に
は

な
条

の
凹

線
を
施

し
、

円
形

浮
文

や
3本

1

セ
ッ

ト
の
修

燎
浮
支

持
貼
付

す
る

晋
迫

や
や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英
・
長

石
・
金

雲
母

等
を
や
や
多

く
含

む
)

殉
外

山
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面

表 断
淡
橙

褐
色

褐
灰
色

口
縁

濁
`1
/5

弥
生

lV
―

l期

―
Zと

BL
A―

Nl
-2

医
口

重
V-
1-
2

砂
レ

キ
3

]縁
端
部
の
半
坦

lE
に

は
4条

の
陛

侯
を
施

し
、
円
形
浮
文
を
貼
付
す

る
普

通
や

や
粗

(l
 m
m以

恥
の
る

央
。 長

る
。 雫

御
締

を
や

や
多

く
合

む
)

内
外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
全

面
:淡

茶
褐

色
口
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
期

-2
4

BL
A一

ol
-1

医
口

憂
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

1
口
縁

端
ヨ
`の

半
坦

血
に

は
4条

の

凹
線

を
施

し
、

内
面

に
は

8条
の

滞
餓

マ
弁
縮

す

艮
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
右
等

を
含

む
)

勺
外

画
:ヨ

コ
ナ

テ
面 面

表 断
灰
褐
色

～
淡
褐
色

淡
褐
色

～
淡
灰

褐
色

口
縁

ヨ
`1
/1
0

弥
生

Ⅳ
-1
期

―
Zこ

3L
A一

p―
広

口
壷

V-
1-
2

粗
砂

口
縁
端
部

に
は

2条
の
凹
線

を
施

し
、
頸
部
外
面

に
は

3条
以
上

の
貼

り
付

け
突
帯

を
貼
付

す
る

や
や

良
好

晋
通

(1
 5
mm
以

卜
の
右
夷
・
長
右
寺

を

含
む

)

殉
外

面
:ヨ

ヨ
ナ

デ
画 面 雨

外 内 晰

自
褐

色

淡
褐

色
陪

匠
悟

停

口
縁
部

1/
5

弥
生

Ⅳ
-1
期

3L
A―

r-
1

広
口

壷
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

23
と

口
縁
端
部

は
上
下
斜
方
向
に
薄

く
肥

厚
し
、
面
上

に
4条

の
凹
線
を
施
す

罠
好

密
(1
血

以
下

の
石
英

。
長

石
等

を
含

む
)

均
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
外
・

断
面

:灰
褐
色

均
面

:暗
褐
色

口
縁

部
1/
10

弥
fE
lV
―

Z期

―
Zイ

3L
A-
lv
I-
1

広
口
壺

V-
1-
1

首
砂

レ
キ

口
縁
端
部

に
は

3条
の
凹
線

を
施

す
普

通
や
や
粗

(1
 5
nl
m以

卜
の
右

央
・
長

右
・

雲
角

粒
を

や
や
多

く
含

む
)

為
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
釜

向
:淡

貢
褐

色
□
縁
部

1/
6

弥
生

Ⅳ
-2
別

―
Zと

3L
A―

t-
4

広
口
壷

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

□
縁
端
部

に
は

3条
の
凹
線

を
旋

す
。
器
壁

は
薄

い
良

好
密

(l
 n
m以

卜
の
る

英
。
長

右
等

を
便

む
)

縁 面 而

日 外 内

部
:ヨ

コ
ナ

デ
:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

:ヨ
ヨ
ナ

デ

表
血

:淡
褐

色

断
面

:暗
灰

色

口
顎

』
∫ 1
/6

弥
II
V―

Z期

一
Zt

BL
A―

s-
1

広
□

壷
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

口
縁
端

部
に

は
4条

の
凹
線

を
施

し
、
円
形

。
棒
状
浮
文
を
貼
付
す

る
。

頸
部
に
は
10
条
以
上
の
回
線
を
施
す

旨
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・
長

石
・
黒

色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

外
面

:明
茶
褐
色

内
・

断
面

:淡
黄
褐

色
口
毀

ヨ
`1
/3

杯
生

Ⅳ
―

Z別
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第
81
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
上

。
弥

生
(Ⅳ

期
)土

器
観

察
表

(3
2)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

回

jZ
凶

一
ユ
CQ
A-
6

広
口
重

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

は
斜

め
上

下
に
肥

厚
し
、
平

坦
面

に
3条

の
凹
線

を
施

す
。
頸
部
下

位
に
は
押

引
き
刺
突

文
を
施

す

良
好

や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
色

粒
・

金
雲
母
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

!縦
位

の
指

ナ
デ

全
面

:淡
褐

色
口
頸
部

1/
4

弥
生

Ⅳ
-2
期

―
z

Bl
vI
A-
1

啄
口

豆
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

口
縁

tま
外
恨

外
反

し
な
力ゞ

ら
豆

ち

上
が

る
が
、
端
部

で
は
直
立

す
る

や
や

イヽ
長

組
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く

含
み
、

黒
色
粒

を
僅

か
に
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ

ナ
デ

∞
部

内
面

:ナ
デ

外
・

断
面

:淡
灰
褐

色

内
面

:に
ぶ

い
淡
褐

色

口
頸

部
1/
4

弥
生

Ⅳ
期

?

-3
BK
G―

I-
5

瓜
口

蔓
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

頸
部

か
ら
胴

ヨ
`へ

の
屈

曲
は
綾

や

か
で

あ
る

す
や
良
好

晋
通

(1
 5
nl
m以

卜
の

右
英

。
長

右
・
黒

色
粒

を
含

む
)

朴
山

:ヨ
コ
ナ

デ

同
部

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

頸
部

内
面

:9
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

後
、
縦
位

の
指

ナ
デ

・ 面
外 内

断
山

:淡
褐

色
:淡

橙
褐

色

峡
罰
`1
/

弥
生

Ⅳ
期

-4
BO
H-
1

ム
ロ
重

V-
4-
2

砂
レ
キ
D

3条
以

上
の

浅
い

沈
線

を
施

す
良

好
晋
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

宗

色
粒

を
含

む
)

外
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

沈
緑

付
近

は
8

条
/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

8条
/c
nl
の

ヨ
ヨ
ハ

ケ
内

面

ハ
・

跡
田

:検
狭

褐
巴

内
面

!暗
褐

色

敗
罰
`1
/8

弥
生

Ⅳ
期

-5
CR
-2

ム
ロ
壷

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

5条
以

上
の

凹
線

を
施

す
普

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
癸

。
長

石
・

黒
色
粒

を
含

む
外

面
7条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

内
面

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

暗
褐

色

願
ヨ
る
1/
10

弥
生

Ⅳ
期

-6
BO
H-
2

広
口
重

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

5条
以

上
の

凹
線

を
施

す
や
や

良
好

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
指

ナ
デ

面 ・

外 内

:淡
灰
褐
色

断
面

:灰
褐
色

頸
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
期

-7
BO
A-
2

広
口
壼

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

81
頸
肩
境

に
ヘ

ラ
状
工
具

で
有
軸

羽

状
文

を
施

す
。
軸
上

に
は
円
形
浮

文
を
貼
付

す
る

や
や
良
好

や
や
密

(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:6
条

/c
ml
の

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:剥
離

の
た
め
調
整
不

明

全
面

:淡
灰
褐
色

肩
部

1/
7

弥
生

Ⅳ
-1
期

―
も
BZ
H-
1

ス
ロ
藁

V-
1-
2

粗
砂

肩
罰
`に

ヘ
ラ
禰

き
抗

裸
に

よ
り
又

様
帯

を
区

画
し
、

押
引

き
刺

突
文

と
波

状
文

を
施

文
す

る

晋
迫

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を

多
く
含

む
)

内
面

:下
半

は
縦

ケ
ズ

リ
。
上
半

は

横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外
面

:暗
灰
色

内
面

:明
褐
色

断
面

:淡
褐
色

肩
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
期

-9
BO
B-
1

家
口

聾
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

肩
部

に
鋭
利

な
工

具
に
よ

る
斜
線

を
施

し
、

ヘ
ラ
状

原
体

に
よ

り
凹

線
を
引

く
。

直
下

に
は
斜
行

す
る

す
る
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

晋
通

晋
道

(1
 5
mm
以

卜
の

右
天
・

長
る

。 癬

色
粒

等
を

含
む

)

外
血

:暦
滅

の
た

め
調

整
小

明

内
面

:タ
テ
ハ

ケ

外
画

:淡
茶

褐
色

内
面

!に
ぶ

い
淡

褐
色

断
面

:灰
褐

色

胃
罰
`1
/1
0

弥
生

Ⅳ
-1
翔

-1
BN
A―

k-
3

熙
頸

壷
V-
1-
1

南
細

砂

4
口
縁

外
面

に
6条

の
凹

線
を
施

す
。
穿
孔

は
1カ

所
し
か
確
認

で
き
な

い

音
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

ナ
デ

外
面

買 ‥

淡 面
‥ 断

褐
色

淡
灰
褐
色

内

口
縁
部

1/
8

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
1

BF
A―

e-
23

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

国
縁

端
部

は
上

方
に
鋭

く
肥

厚
し
、
端
部

に
は

2条
の
凹
線

を
施

す
。
器
壁

は
薄

い

普
通

や
や
粗

(1
■

m以
下

の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
!ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
示

明

内
而

:ナ
デ

全
面

:淡
茶

褐
色

上
半
部

1/
4

弥
生

Ⅳ
-1
期

外
面

に
は
煤

が
付
着

一
l

BF
A一

d-
1

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁
端
部

は
上
方

に
肥
厚

し
、

部
に
は

2条
の
凹
線

を
施

す
。

1よ
張

ら
な

い

端 肩
普

通
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
雨

:繕
ll
の

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
後

、
ナ

デ

面 面 而

外 内 断

黒
褐

色

淡
黄

掲
色

湊
褐

色

上
半
部

1/
6

弥
生

Ⅳ
-2
期

-1
3

BI
I 
B一

b-
14

餐
V-
1-
2

l
1

口
縁

端
部

は
斜

め
上

方
に
肥

厚
し
、
端
部

に
は

3条
の
凹
線

を
施

す

民
好

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石

等
を
僅

か
に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

表
面

:白
褐

色

断
面

:暗
灰

色

口
縁

部
1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
4
BG
E-
1

衝
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

端
部

に
2条

の
凹

線
を
施

し

た
後

、
キ

ザ
ミ
を
入

れ
る
。

顕
部

外
面

に
は
立

体
的

な
指

頭
圧

痕
文

帯
を
貼

付
す

る

晋
通

や
や
粗

(l
 m
m以

卜
の
る

夷
。
長

右
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ
画 ・

外 内

:淡
橙

褐
色

断
面

:淡
灰

褐
色

]縁
凱
`1
/8

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
BG
C-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

端
部

は
鋭

く
上

方
に
肥

厚
し
、
端
部

に
は

2条
の
凹
線

を
施

す
。
頸
部
外
面

に
は
立
体

的
な
指

頭
圧
痕
文
帯

を
貼

付
す

る

罠
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

籍

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:細
か

い
タ

テ
ハ

ケ

内
面

:指
ナ

デ

外
・

跡
回

ia
余

褐
巴

内
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
5

弥
生

Ⅳ
-1
期
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

・
弥

生
(I
II
・

Ⅳ
期
)上

器
観

察
表

(3
3)

― ― ド ］ 〇 ― ―

挿
図
番

号
分

類
番

号
器

種
層

 
位

寸
 N
FI

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

傭
考

口

)2
凶
-1

BG
D-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

4
口
縁
端
部

は
上

卜
に
月じ
厚

し
、
端

部
に

3条
の
凹
線

を
施

す
。

頸
部

外
面

に
は
指
頭
圧
痕
文
帯

を
貼
付

す
る

や
や
不

良
普
通

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。
案

色
粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:磨
減

の
た
め
調
整
不

明

外
面

:淡
灰
褐
色

内
面

:淡
褐
色

断
面

:淡
灰

色

口
縁
部

1/
6

弥
生

Ⅳ
-2
期

―
I

BF
D-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
端

部
は
上
方

に
僅

か
に
肥
厚

し
、

端
部

に
2条

の
凹

線
を
施

し
、

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

良
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
雨

:斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 断

淡
灰
褐
色

淡
褐
色

灰
褐
色

上
半
部

1/
5

亦
生

Ⅳ
-1
期

-1
8

BF
B―

c-
1

饗
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
端

部
は
上
方

に
肥
厚

し
端
部

は
3条

の
凹
線

を
施

す
。

器
壁

は

薄
い

良
好

や
や
粗

(0
 5
mm
以

下
の
る
英
・
長

右
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

昨
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:7
条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ

面 面
外 内

淡
褐
灰
色

淡
褐
色

上
半

部
1/
6

か
生

Ⅳ
一

Z劇

-1
9
BF
C-
1

資
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁
端
部

は
上
下

に
肥
厚

し
、
外

面
に

4条
の
凹
線

を
施

す
。

器
壁

は
薄

い

や
や

艮
好

普
通

(l
 u
lm
以

下
の
石
英

。
長
石
等

を

や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

団 面 百

外 内 蹄

暗
余

伯
巳

暗
黄

茶
褐

色

膳
未

梱
御

上
半
部

1/
4

弥
生

Ⅳ
-2
期

-2
0
BF
B一

b-
3

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

口
縁

端
部

は
上

卜
に
肥

厚
し
、

外

面
に

3条
の

凹
線

を
施

す
。

器
壁

は
薄

い

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

!磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

内
雨

:ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

表
面

:淡
褐

色

断
面

:暗
灰
褐
色

口
縁

部
1/
8

亦
生

Ⅳ
-2
期

-2
1
CG
A-
1

饗
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

に
3条

の
凹

線
を
施

す
。
頸
部
外
面

に
は
指
頭
圧
痕

文
帯

を
施

す
。
肩
部

が
大

き
く
張

る

良
好

普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
る
守

を

多
く
含

む
)

口
稼

罰
`:

ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:1
0条

/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:頸
部

以
下

は
横

位
の

ヘ
ラ

ケ

ズ
リ

外
国

:淡
僑

色

内
面

:暗
褐

色

断
面

:淡
灰
褐

色

口
縁

ヨ
`1
/1
0

杯
生

Ⅳ
-2
期

―
Z2

BF
B一

d-
1

餐
V-
1-

口
縁
端
部

に
3条

の
凹
線

を
施

す
や

や
不

良
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
る
天
・

長
独
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:磨
滅

の
た
め
調

整
不

明

内
面

:ナ
デ

全
面

:暗
灰

色
上

半
ヨ
`1
/6

称
生

Ⅳ
-2
期

―
Zt

D」
B―

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

胴
部
上
半

に
押

引
き
刺
突
文

を
3

段
以
上

に
渡

っ
て
施
文

す
る

R好
や

や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面 面

外 内 断

白
褐

色

灰
褐

色

黒
灰

色

胴
部
上
半

約
1/
12

弥
生

Ⅳ
-2
期

う3
凶

―
l
BP
A-
1

罰
杯

V-
1-
2

暗
灰
粘

口
縁
端
部

は
鍔
状

に
外

に
突

出
す

る

良
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
?

内
而

:ハ
ケ
調

整
後

、
ナ

デ

色 色 色

掲 褐 褐

黄 明 淡

面 面 面

朴 均 折

口
縁

部
1/
5

弥
生

Ⅲ
期

-2
BP
C-
1

蜀
杯

V-
1-

18
8

口
縁

端
部

は
鍔

状
に
外

に
突

出
し
、
端
部

に
は
凹
面

を
持

つ
や

や
不

良
普
通

(1
51
m以

下
の
る
英

。 長
右
等

を

含
む

)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

?

外
・

断
面

:暗
灰
褐
色

内
面

:暗
褐
色

口
縁

ヨ
`1
/8

麻
生

Ⅲ
-2
期

-3
BP
B一

l
高

杯
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

口
縁
端

部
は
内
外

に
肥
厚

し
、
か

平
面

を
持

つ
や

や
艮

好
密 む

(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
含

日
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:7
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

外
面

:暗
褐

色

内
。
断
面

:灰
褐
色

口
縁

部
1/
10

ホ
生

Ⅲ
-1
期

-4
BP
D-
1

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

は
外

側
に
月じ

厚
し
、

水

平
面

を
形

成
す

る

良
好

や
や
粗

(3
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ

デ

外
面

:口
縁

直
下

は
横
位

の
ミ
ガ
キ

杯
部

は
10
条

/c
ll
の

斜
行
ハ

ケ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

色
褐

白 色
‥ 褐

面 淡

断 ‥
・ 面

外 内

口
縁

部
1/
8

か
生

Ⅲ
-1
期

-5
BP
E-
1

高
杯

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁
端

部
は
内
外

に
僅

か
に
肥
厚

し
て
水
平
面

を
形
成

し
、
端
部

に

キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

や
や
良
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
優

か
に
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:5
条

/c
mの

浅
い

タ
テ

内
而

:ハ
ケ
調

整
後

、横
位

の
!

ヽ
ケ

ガ
キ

外
面

:淡
灰
褐

色

内
面

:淡
褐

色

断
面

:白
褐

色

不
部

3/
4

体
生

皿
-1
期

-6
BP
F

高
杯

V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

口
縁
端
部

は
内
側

に
肥
厚

し
て
水

平
面

を
形
成

す
る
。
面
上

に
円
形

浮
文

を
貼
付

す
る

や
や

不
良

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
る
央
・

長
右
等

を
多

く
含

む
)

内
外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
面 面

表 断
淡
灰
褐

色

灰
褐
色

口
縁

部
1/
8

か
生

Ⅲ
-1
～

Z期

-7
BP
a-
1

高
杯

V-
1-
1

南
砂

レ
キ

胚
底

部
の

円
盤

充
填

は
剥

離
や

や
長

好
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・
黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

脚
部
外

面
:縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

杯
部

外
面

:指
ナ
デ

?

脚
部

内
面

:絞
り
痕

跡

外
血

:我
僑

色

内
。
断
面

:淡
灰
褐
色

豚
軸
部

1/
3

弥
生

Ⅲ
期

-8
BP
O-
1

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

豚
底
部

は
円
盤

充
填

良
好

普
通

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
。
赤

色
粒
等

を
含

む
)

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

杯
部

内
面

:ナ
デ

脚
部

内
雨

:絞
り
痕

跡

表
面

:淡
褐
色

断
面

:淡
灰
褐
色

豚
底

部
の

み
亦
生

Ⅲ
期



第
83
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

・
弥

生
(I
II
・

Ⅳ
期
)土

器
観

察
表

(3
4)

Ｉ Ｓ Ｐ Ｉ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

□
答

米
言

腰

63
図

一
BP
H-
1

葛
杯

V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

26
(

口
縁
端
部

の
平
坦
面

と
外
面

に
そ

れ
ぞ
れ

3条
の
凹
線

を
施

す

や
や
不
良

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

?
外
面

:淡
灰
掲

色

内
面

:明
褐
色

断
面

:「
協

御

口
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
BP
G-
1

罰
杯

V-
4-
ユ

砂
レ
キ
C

口
縁
部
外
面

に
3条

の
ヘ

ラ
描

き

沈
線

を
施

す

罠
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:軸
部

か
ら
放

射
状

の
指

ナ
デ

内
面

:指
ナ
デ

外
画

:暗
褐

色

内
・

断
面

:暗
茶
褐

色

不
部

1/
6

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
1

BP
K-
1

高
杯

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

口
縁

端
部

は
短

く
直

立
し
、

頂
剤

に
平

坦
面

を
形

成
す

る

国
縁

部
に
穿

子
|あ

り

旨
通

や
や
密

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

内
而

:浅
い
斜

行
ハ

ケ

面 面 而

外 内 断

淡
貢

褐
色

淡
褐

色

陪
灰

缶

口
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
期

-1
BP
I-
1

高
T/
fN

V-
4-
3

SR
01

砂
レ
キ
Z

口
縁

部
は
大

き
く
内
彎

し
、

端
部

に
は

2条
の
、

外
面

に
は

4条
凹

線
を
施

す

晋
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

内
而

:6
条

/c
mの

浅
い
斜

行
ハ

ケ

面 面
表 断

淡
褐

色

濃
茶
褐

色

口
縁

部
1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
8
BP
J-
1

高
杯

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁
部

は
大

き
く
内
彎

し
、
端
部

に
は

1条
の
、
外
面

に
は

4
条

凹

線
を
施

し
、

口
縁
端
部

と
第

3間
帯

に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

や
や
良
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
面

:黒
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐

色

口
縁
部

1/
10

弥
生

Ⅳ
-1
期

-1
4

BP
l,
I-
1

高
杯

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

は
杯
稜

部
か

ら
や
や
内
傾
気

味
に
立

ち
上

が
り
、
端
部
平

坦
面

に
3条

、
外
面

に
4条

の
凹
線

を

施
す

良
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。
赤
色

粒
等

を
含

む
)

口
縁

部
!ヨ

ヨ
ナ
デ

杯
部

外
面

:4
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

杯
部

内
面

:7
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

面 面
表 断

暗
褐
色

淡
褐
色

口
縁
部

1/
6

弥
生

Ⅳ
-2
期

-1
5

BP
ヽ
1-
2

高
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

は
杯
稜

部
か

ら
や
や
内
傾

気
味

に
立

ち
上

が
り
、
端
部
平

坦
面

に
2条

、
外
面

に
4条

の
四
線

を

施
す
。

口
縁
端

部
外
面

に
キ
ザ

ミ

を
施

す

良
好

や
や
粗

(2
11
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

金
雲
母

等
を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

杯
部
外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

杯
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
面

:淡
橙
褐

色

内
面

:淡
褐
色

断
面

:灰
褐

色

杯
部

1/
5

弥
生

Ⅳ
-2
期

-1
6
BP
M/
-1

高
杯

V-
1-
2

索
田

'か

Hl
部
外
面

に
ヘ

ラ
状
工
具
で
斜
格

子
支

を
構

く

良
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
合

む
)

内
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

面 面

表 断
淡

灰
褐

色

湊
楊

灰
停

脚
部

1/
4

弥
生

Ⅲ
期

-1
b!
q一

z
司

材
V-
1-
1

東
砂

レ
キ

脚
端

は
あ

ま
り

開
か

な
ヽ

や
や

艮
好

晋
通

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を

や
や
多

く
含

む
)

外
lD
3:
縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

内
面

:指
ナ

デ

脚
端

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

団 面 雨

外 内 断

検
褐

也

淡
灰
褐
色

湊
灰
負

即
罰
`1
/6

か
生

Ⅲ
期

-1
8
BP
R―

土
高

杯
V-
1-
2

細
砂

脚
端

は
あ

ま
り
開

か
な

t
や
や
良
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

外
面

:上
半

は
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

下
半

は
8条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ

内
面

:上
半

は
絞

り
痕

を
残

し
、

中
位

に
波
状
の

ヨ
コ
ハ
ケ
と
指

オ
サ

エ
を
施
す
。
端
部
は
ヨ
コ
ナ
デ

全
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

ll
lヨ

`1
/3

な
生

Ⅲ
-2
期

-1
9
BP
Q-
1

再
材

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

脚
端

部
に

半
坦

la
lを

持
つ

や
や

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

外
面

上
半
は
縦
位
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
下

半
は

9条
/c
mの

浅
い
タ
テ
ハ
ケ

上
半
は
絞
り
痕
を
残

し
、
中
位
に
指

ナ
デ
を
施
す
。
脚
端
部
は
ヨ
コ
ナ
デ

内
面

面 面 面

外 内 断

淡
灰
褐

色

淡
赤
掲
色

淡
灰
色

却
部

2/
5

体
生

Ⅲ
-2
期

一
Z(

BP
X-
1

高
杯

V-
4-
1

砂
レ
キ
E

lk
「
部

に
6条

1単
位

の
櫛

栢
き
又

を
2段

に
渡

っ
て

施
す

や
や

艮
好

晋
通

(l
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

る
。
無

色
粒

等
を

や
や

多
く
含

む
)

外
白

:ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面

表 断

淡
貢

褐
色

淡
灰

色

即
基

封
`1
/2

杯
生

Ⅳ
-1
期

-2
1

BP
b―

b-
1

司
杯

V-
1-
3

杯
部

の
形

成
後

、
脚

部
を
継

ぎ
足

す
普

通
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

。

赤
角

粒
・

黒
待

粒
を
多

く
合

む
う

全
面

:ナ
デ

外
・

断
面

:淡
橙

掲
色

内
雨

:暗
褐

缶

的
基

部
の

み
弥
生

中
期

-2
を

BP
b―

a-
1

高
杯

V-
4-
1

少
レ
キ
D

円
軽

充
填

技
法

で
は

な
ヽ

や
や

艮
好

や
や

密
(1
 5
mm
以

卜
の
右

英
・
長

る
を

含
む

)

全
白

:ナ
デ

画 面

表 析

暗
茶

褐
色

淡
褐

色

軸
丞

部
の

み
弥

生
中

期

一
淡

BP
S-
1

高
杯

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

脚
部
下
位

に
三

角
形

の
貫
通

し
な

い
透

か
し
孔

を
22
カ

所
施

す
と
考

え
ら
れ

る
。
上
端

の
沈
線

は
鋭
利

な
工
具

で
施

さ
れ
て

い
る

や
や

不
良

や
や
粗

(l
 m
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
・

雲
母

を
や
や
多

く
含

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
表
面

:淡
桃
掲

色

断
面

:淡
褐
灰

色
脚

端
部

1/
8

弥
生

Ⅳ
-2
期

-2
4
BP
Y-
1

高
杯

V-
1-
2

?冊
浄
♭

却
端

部
に

は
3条

以
上

の
凹
線

を

地
し
、

透
か

し
孔

を
開

け
る

旨
通

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
等

を
や

や
多

く
合

む
)

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面

表 断
淡

灰
褐

色

淡
褐

灰
色

脚
端
部

1/
8

弥
生

Ⅳ
期



第
84
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

・
弥

生
(Ⅳ

・
V期

)上
器

観
察

表
(3
5)

Ｉ Ｉ Ｐ ］ い ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

(c
m)

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口
ぞ

腰

j3
凶

―
Zt

BP
T-
2

高
杯

V-
4-
3

砂
レ
キ
A

脚
部

に
4条

以
上

の
凹
線
文

を
施

す

普
通

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。
長

右
・

黒
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ

ナ
デ

外
面

:淡
褐

色

ム
・

蹄
面

:膳
擢

偽

即
部

中
位

1/
5

な
生
Ⅳ
-2
期

―
Zt

BP
U-
2

葛
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

脚
部

に
11
条

の
凹

線
文

を
施

す
や

や
不

艮
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

面 雨
外 内

ヨ
コ
ナ

デ

ナ
デ

釜
山

:婚
鴇

色
脚
部

1/
4

小
生

Ⅳ
-2
期

-2
7

3P
B-
2

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

l
lk
「
端
部

に
凹
面

を
持

つ
普

通
や
や
密

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
る

等

を
含

む
)

脚
端

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

内
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 断

淡
茶
褐

色

茶
褐

色

淡
褐

色

抑
端

ヨ
`1
/8

か
生

Ⅳ
―

Z馴

―
Zt

3P
B-
1

司
材

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

11
7

脚
端
部

に
凹
面

を
持

つ
晋

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を

含
む

)

脚
端
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

外
・

断
面

:暗
褐
色

内
面

:淡
灰
褐
色

脚
端
部

1/
6

な
生
Ⅳ
-2
期

一
Zモ

BP
Z-
3

高
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

4
12
7

脚
端
部

の
平
坦
面

に
3条

、
外

山
に

5条
の
浅

い
凹
線

を
施

す
普

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
多

く
含

む
)

脚
端

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 断

淡
褐
色

淡
灰
褐
色

灰
褐
色

即
部

1/
6

赤
生

Ⅳ
-2
期

-3
C
BP
Z-
1

蜀
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

11
11

脚
筒
部
外
面

に
14
条

、
端
部

に

6条
の
凹
線

を
施

す
。

端
部

は
平

坦
面

を
持

ち
、
上

方
に
肥
厚

す
る

普
通

や
や
粗

(1
 5
Hm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

脚
端

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:棧
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:淡
褐
色

内
。
断
面

:淡
灰
褐

色

抑
部

1/
3

杯
生

Ⅳ
一

Z期

34
図
-1

S都
「
-1

饗
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

端
部

は
下

垂
す

る
普

通
や
や
粗

(1
5硼

以
下

の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
含

む
)

内
外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
釜

画
:淡

僑
也

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
1期

-2
CE
C-
9

餐
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

口
縁

端
部

に
は
や

や
幅
広

の
平
坦

面
を
持

つ
普

通
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
年

ヨ
ヨ
ナ

デ

外
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

H同
部

内
而

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:明
褐
色

回
縁

部
1/
6

亦
生
V-
1別

-3
CF
A-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁
端
部

は
平
坦
面

を
持

ち
、

や

や
上
方

へ
肥
厚

す
る

普
通

や
や
粗

(1
 5
ml
n以

卜
の
右
英

。 長
右
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

回 面
外 内

嗜
褐

色

淡
褐
灰
色

口
縁

封
`1
/

弥
生
V-
1期

-4
CC
A-
1

甕
V-
1-
2

暗
灰
砂

腹
合

口
縁

状
を
呈

す
旨

通
普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
黒

色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
而

:ナ
デ

全
面

:淡
茶
褐

色
口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
1期

-5
CB
B-
2

衡
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

複
合

口
縁
状

を
呈

し
、
頸

部
外
面

に
キ
ザ

ミ
を
入

れ
る

や
や

不
良

や
や
粗

(1
 5
ul
H以

下
の
る

天
。
長

右
・

雲
母

等
を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

外
国

:暗
余

冊
色

内
・

断
面

:茶
褐

色

回
縁

部
1/
6

祢
生
V-
1期

-6
3B
B-
1

甕
V-
1-
2

細
砂

口
縁
端
部

は
上
万

に
肥

厚
し
、
半

坦
面

上
に

は
凹
線

が
1条

残
る

や
や
不
良

や
や
粗

(1
 5
Dl
m以

下
の
石
英
・
長

石
を

多
く
含

み
、
赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
僅

か

に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

全
面

:淡
灰
褐
色

回
縁

部
1/
4

弥
生
V-
1期

-7
3E
C-
2

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
G

51
口
縁
端
部

は
上
方

に
肥
厚

し
、
複

合
口
縁

状
を
呈

す

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

1日
部

内
面

:撞
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 断

淡
褐
色

淡
灰
褐
色

明
褐
色

口
縁

ヨ
る 1
/8

弥
生
V一

l期

-8
3D
B-
2

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

24
〔

口
縁
端

部
は
上
下

に
肥
厚

す
る

器
壁

は
比
較

的
薄

い
良

好
や
や
粗

(2
 a
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

赤
色
粒
・

黒
色
粒
・

金
雲
母

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

阿
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外

。
町

回
:明

褐
色

内
雨

:白
褐

色

口
縁

ヨ
`1
/6

弥
生
V-
1期

-9
3D
B-
23

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
X

口
縁
端
部

に
2条

の
四
線

を
施

す

肩
は
張

ら
ず
、
器
壁

は
薄

い
良

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

。
黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:7
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

胴
部

内
面

:繕
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:淡
灰
褐

色

内
面

:白
褐
色

断
面

:暗
灰

色

口
縁

部
1/
5

弥
生
V-
1期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
3D
B-
24

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
端
部

に
2条

の
凹
線

を
施

す

器
壁

は
薄

い
や
や

良
好

や
や
密

(3
 m
m以

下
の
石
天
・

長
右

を

僅
か

に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
後
、

ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

表
面

:淡
灰
褐

色

断
面

:淡
褐

色

口
縁

ヨ
`1
/8

弥
生
V-
1期

―
■

3D
B-
1

蚤
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁
端
部

に
2条

の
凹
線

を
施

す

器
壁

は
薄

い
や

や
艮

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
ヨ
コ
ナ

デ
?

胴
部
内
面

:斜
め
上
方
へ
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

/1
・

跡
回

:俊
褐

也

:淡
茶
褐
色

内
面

口
縁
部

1/
5

弥
生
V-
1期

一
l

,E
C-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

復
合

口
縁

状
を
呈

す
や

や
小

艮
粗

(2
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
黒
色

粒
を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

内
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明

面 面 面

外 内 断

暗
茶
褐
色

淡
茶
褐
色

淡
褐
色

上
半
部

1/
5

弥
生
V-
1期

―
l

CI
A-
2

甕
V-
4-
2

4
複
合

□
縁

状
の
端
部

に
2条

の
凹

線
を
施

す

や
や

良
好

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`!
ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ナ
デ

胴
部
内
面

:製
め
上
方
へ
の
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

面 面 而

外 内 断

淡
茶

褐
色

淡
黄

褐
色

渉
灰

褐
御

口
縁

部
1/
5

弥
生
V-
1期

外
面

全
体

に
煤

付
着
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表
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西
川

津
遺

跡
V区

・
弥

生
(V
期

)土
器

観
察

表
(3
6)

‐ Ｉ Ｐ 嗚 ω ｌ ｌ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
湊

形
態

文
様

の
持

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

国

54
凶

-1
4

DI
A-
1

甕
V-
1-
2

粗
砂

口
縁
端
部

は
看
干

上
方

へ
肥
厚

し

端
部

に
は

2条
の
凹
線

を
施

す
旨

通
や

や
粗

(l
 H
ln
以

下
の
石

英
。
長

石
を

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

及
面

:淡
茶

褐
色

日
縁

部
1/

弥
生
V-
1期

-1
5

FB
-1

甕
V-
1-
1

西
細
砂

口
縁

端
部

は
若

干
上

方
へ

肥
厚

し

端
部

に
は

3条
の
細

い
凹

線
を
施

す

や
や
不

良
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

□
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
田 面

表 断
暗

余
褐

也

暗
灰
褐
色

口
縁

部
1/
5

弥
生
V-
1期

-1
6
CD
C-
1

甕
V-
4-
2

れ
歩
レ
キ
F

口
縁

端
部

は
上
下

に
肥

厚
し
、

3

条
の
凹
線

を
施

す
。
器

壁
は
薄

ヽ
音

通
や

や
密

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
を

合
む

)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

膏
部
外
而

:ナ
デ

全
面

:淡
灰

掲
色

口
縁

部
1/
6

弥
生
V-
1期

-1
7
CD
C-
2

甕
V-
1-
2

細
砂

口
縁

部
は
上

卜
|こ
月巴

厚
し
、

4条
の

凹
線

を
施

す
。

肩
部

は
あ

ま
り

鴨
ら
な

い

良
好

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を
多

く

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
而

:糟
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:淡
褐

色

内
面

:明
褐

色

断
面

:湊
搭

掲
缶

口
縁
部

1/
8

弥
生
V-
1期

外
面

に
は
煤
付
着

-1
こ

3は
B-
1

饗
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

複
合

口
縁
状
を
呈

し
、

日
縁
外
面

に
は
、

3条
の
凹
線

を
施
す
。
頸
部
外

面
に
は
キ
ザ

ミ
入

り
突
帯
を
施
す

罠
好

晋
通

(1
41
以

卜
の
右

英
・

長
右
・

万

色
粒
・

黒
色

粒
を
含

む
)

口
縁

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ
全
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
10

弥
生
V-
1期

-1
9
3B
A-
25

終
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

複
合

口
縁

状
を
呈

し
、

口
縁

外
直

に
は

3条
の

凹
線

を
施

す

旨
通

晋
道

(l
 m
m以

卜
の

右
天
・

長
る

等
を

含
む

)

口
縁

‖
ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
画

:暗
黍

褐
色

内
面

:淡
茶

褐
色

断
面

:茶
褐

色

口
縁

部
1/

弥
生
V-
1期

―
Z電

」
DA
一

Z
甕

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁
端

部
は
上

下
に
大

き
く
肥
厚

し
、
外
面

に
は

4条
の
凹
線
を
施
す

雪
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
天

。
長

石
を

多
く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部
内
面

:硫
黄
付
着
の
た
め
調
整
不
明

外
・

断
血

:淡
狭

褐
色

内
面

:淡
褐

色

口
縁

罰
`1
/

杯
生
V-
1期

-2
1
CD
A-
1

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

は
上

下
に
肥

厚
し
、

外

面
に

は
3条

の
凹

線
を
施

す

艮
好

普
通

(l
 m
m以

下
の

石
英
・

長
石

等
を

含
む

)

口
縁
部

!ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
全

面
:淡

貢
灰

色
口
縁

ヨ
`1
/5

弥
生
V-
1別

-2
2
CI
D-
2

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

29
2

口
縁
端
部

は
あ

ま
り
肥
厚

し
な

い

が
、
厚

み
が

あ
る
。
外
面

に
5条

の
凹
線

を
施

す
。
肩
部

に
二
枚

貝
に
よ

る
束
J突

を
施

す

や
や

不
良

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明

釜
回

:我
僑

色
口

縁
部

1/
10

弥
生
V-
1期

-2
3
CI
D-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

複
合

口
縁

状
を
呈

し
、

口
縁
外
直

に
5条

の
凹
線

を
施

す
良

好
や
や
粗

(1
5n
4以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

郡
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

胴
部
内
面

:斜
め
上
方
へ
の
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

外
圃

:波
種

僑
也

内
・

断
面

:淡
褐
色

口
縁
部

1/
5

弥
生
V-
1期

-2
コ

CI
C-
2

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
端
部

は
上

下
に
肥
厚

し
、

外
而

に
は

4条
の
凹
線

を
加

す
良

好
や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

み
合

′
ェう

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

内
而

:繕
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:暗
茶

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

口
縁

部
1/
6

弥
生
V-
1期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-2
5
CI
C-
1

甕
V-
1-
2

細
砂

内
傾
気

味
の
複
合

口
縁
状

を
呈

し
回
縁
外
面

に
は

4条
の
凹
線

を
施

す
^肩

は
鴨

ら
な

い

や
や
不

良
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
籍

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
表
面

:淡
褐

色
口
縁
部

1/
4

亦
生
V-
1期

―
Z℃

,l
C-
4

饗
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
稼

外
向

に
粘

土
祉

を
貼

付
し
て

下
垂

口
縁

と
す

る
。

外
面

に
は

4

条
の

凹
線

を
施

す

艮
好

ゃ
ゃ
rl
l(
l 
mm
以

卜
の
右
英
・

長
右
・

黒
色
粒

。
赤

色
粒

を
僅

か
に
含

む
)

口
縁

♯
ヨ

コ
ナ

デ
。

内
山

に
は
指

頭
圧

痕
を
残

す

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
山

:明
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐

色

口
縁
部

1/
8

弥
生
V-
1期

」
1じ

-3
∪

饗
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

内
傾
気

味
の
複
合

口
縁

状
を
呈

し
口
縁
外
面

に
は

4条
の
凹
線

を
施

す

艮
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
籍

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:タ
テ

ハ
ケ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
国

:我
種

綺
巴

内
面

:淡
褐
色

断
面

:淡
灰
褐

色

口
縁

ヨ
;1
/6

か
生
V-
1刷

―
ZU

CV
-1

径
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁
端
部

は
看
干

上
方

に
肥
厚

し
て
、
外
面

に
4条

の
凹
線

を
施

す

や
や

不
良

狙
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
∈

粒
を
多

く
含

む
)

□
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面 面

外 内 断

淡
褐

色

淡
橙

褐
色

淡
灰

褐
色

口
縁

ヨ
`1
/8

体
生
V-
1期

―
ZV

CE
A-
1

甕
V-
1-
2

細
砂

4
内
傾

す
る
複

合
口
縁

状
を
呈

し
、

外
面

に
4条

の
凹
線

を
施

す
良

好
や

や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。 長

石
等

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
面

!ナ
デ

胴
部

内
面

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
褐

色
口
縁
部

1/
8

弥
生
V-
1期

外
面

に
は
煤

付
着

-3
U
CE
B-
1

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

複
合

口
縁

状
を
呈

し
、

回
縁
外
面

に
2条

の
浅

い
凹
線

を
施

す

や
や

不
農

や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

胴
部
外
面

:磨
滅

の
た
め
調

整
不

明
胴
部

内
而

:繕
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

面 面 面

外 内 断

淡
褐
色

黒
褐
色

淡
灰
褐
色

口
縁

部
1/
4

弥
生
V-
1期

-3
1

3E
B-
2

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

複
合

口
縁
状

を
呈

し
、

日
縁
外
面

に
3条

の
浅

い
凹
線

を
施

す
普

通
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
肩

部
外

而
:構

位
の

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 断

淡
灰
褐
色

淡
灰

色

口
縁
部

1/
5

弥
生
V-
1期
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表
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西
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跡
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弥
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器

観
察

表
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挿
図
番
号

分
類

番
弓

器
種

層
  

位
□

嗣
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

34
図
-3
2
CB
A-
2

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

l
複
合

口
縁

の
外
面

に
7条

の
凹
線

を
施

す

普
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ
デ

胴
部

内
面

!横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

釜
回

:暗
狭

僑
色

口
縁

ヨ
も 1
/5

弥
生
V-
2期

-3
と

,B
A-
1

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

複
合

口
縁

の
外

画
に

3条
の
凹
裸

を
施

す

普
通

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

!ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

面 面 面

外 内 断

淡
灰
褐
色

淡
褐
色

淡
茶
褐
色

国
縁

部
1/
5

弥
生
V-
1期

-3
4
CC
B-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

複
合

口
縁

の
外
面

に
4条

の
凹
線

を
施

す

普
通

や
や

粗
(1
 5
mr
以

下
の

石
英

。 長
右

を

多
く
合

む
)

口
稼

ヨ
`:
ヨ

ヨ
ナ

デ

頸
部

内
面

:指
オ

サ
エ

全
面

:淡
褐

色
口

縁
部

1/
6

弥
生
V-
1期

外
面

に
は
煤

付
着

-3
b

Э
CB
一

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

内
傾

す
る
複

合
口
縁

状
を
呈

し
、

外
面

に
4条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を

焔
す

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
釜

面
:淡

褐
色

口
縁
部

1/
10

弥
生
V-
2期

-3
6
CB
C-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

2

17
5

複
合

回
縁

の
外
面

に
3条

の
凹
線

を
施

す

や
や

不
良

や
や

粗
(孔

5m
m以

下
の
石

英
。
長

石
。

黒
●

粒
を
多

く
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

祠
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 断
明
褐
色

淡
灰

白
色

口
縁

部
1/
5

な
生
V-
2期

-3
7
CB
C-
5

資
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

l
複
合

口
縁

の
外
面

に
5条

の
凹
線

を
施

す

翼
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
□ 面 面

外 内 肝

暗
亦

褐
巴

淡
赤
褐

色
泌

想
得

回
縁
部

1/
6

弥
生
V-
2期

残
存
す

る
部

分
は
全

て

赤
彩

―
も
と

じ
H-
1

甕
V-
1-
1

東
細

砂

20
7

口
縁

部
は
上

卜
に
肥

厚
し
、

外
直

に
3条

の
凹

線
を
施

す
。

肩
部

に

は
チ

端
の

丸
,い

工
具

に
よ

る
束
J吠

喪
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を

多
く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:繕
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
灰
色

口
縁
部

1/
4

な
生
V-
2期

-3
9

3H
-3

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

□
縁
部

は
上
方

に
肥
厚

し
、
外
面

に
は

4条
の
凹
線

を
施

す

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
る

。

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
外

山
:ヨ

コ
ナ

デ

ロ
縁

部
内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

桐
部

内
面

!横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
褐

色
口

縁
部

1/
6

杯
生
V-
2期

-4
0

DH
-3
9

賓
V-
1-
2

砂
レ
キ

複
合

口
縁

の
外

面
に

5条
の
凹
続

を
施

し
た
後
、

ヨ
コ
ナ
デ
に
よ

り

消
し
て

い
る

良
好

や
や
密

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

内
面

iナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

国 面
表 断

明
禍

色

淡
灰
褐
色

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
2期

外
面

に
は
煤
付
着

-4
1

じ
1」
-1

甕
V-
4-
ユ

砂
レ
キ
B

26
6

口
縁
部

は
上
下

に
肥
厚

し
、
外

直
に

6条
の
凹
線

を
施

す
き
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

1同
部

内
而

:桔
位

の
ケ
ズ

リ
後

、
ナ

デ

外
血

:明
褐

色

内
面

:淡
灰

褐
色

断
面

:淡
灰

色

口
縁
部

1/
6

み
生
V-
2期

-4
2

31
E-
2

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁
部

は
複
合

口
縁
状

を
呈
す

が

稜
部

は
下
垂

す
る

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

石
・

雲
角

粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外
面

:暗
茶
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
6

弥
生
V-
2期

;5
凶
-1

DA
I一

複
合
日
縁
甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

の
外

面
に

6条
の

ヘ
ラ
描

き

眈
線

を
施

す

旨
通

や
や
粗

(l
 m
r以

下
の
石
英

。
長

石

雲
母
・

黒
色

粒
を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ

国
縁

部
内
雨

:桔
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

衰
面

:淡
褐

色
口
縁
部

1/
5

弥
生
V-
2期

-2
DA
I-
1

榎
合
日
縁
召
V-
1-
2

貝
塚

周
辺

口
縁
部
外
面

に
6条

の
擬

凹
線
文

を
施

す

良
好

や
や
祖

 (
l 
mm
前

後
の
石
英

。
長

る

を
含

む
)

回
縁

計
`:
ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
灰
褐

色
回

縁
部

1/
5

弥
生
V-
2期

-3
DA
G-
1

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

23
4

口
縁
部
外
面

に
6条

の
擬

凹
線
文

を
施

す
。
肩
部

に
ヘ

ラ
状
工
具

に

よ
る
刺

突
を
施

す

や
や

不
良

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
全
面

:淡
黍

褐
色

口
縁

罰
`1
/4

弥
生
V-
2期

-4
じ
AA
-1

複
合
日
縁
警
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

部
外

面
に

4条
の
擬

凹
緑

ヌ

を
施

す

や
や

小
原

粗
(2
 m
IF
以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
多

く
含

む
)

口
縁

部
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ

□
縁
部

内
而

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明

全
山

:淡
禍

色
口
縁
部

1/
5

弥
生
V-
2期

-5
DA
」

-1
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
部

外
面

に
9条

の
擬

凹
線

文
を
施

す

や
や
良

好
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
る
天
・
長

る
寄

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:暗
茶
褐

色

内
面

:茶
褐

色

断
面

:淡
褐

色

口
縁

淵
`1
/8

弥
生
V-
2期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-6
3A
」
-2

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

部
外

面
に

は
櫛

状
工

具
に

よ

る
流

線
が

加
さ
れ

る

罠
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
合

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

表
回

:淡
褐

色
口
縁

部
1/
10

弥
生
V-
2期

外
面

に
は
煤
付
着

-7
DA
E-
10

V-
1-
3

砂
レ
キ
A

口
縁
部
外
面

に
8条

の
擬

凹
線
文

を
施

す
。
器
壁

は
薄

い
普

通
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の

石
央

・
長

石

里
缶

片
み

合
す

|う

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

阿
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 断
暗
茶
褐

色

暗
褐

色

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
3期

-8
3A
E-
1

V-
1-
2

細
砂

口
縁
部
外
面

に
9条

の
擬

凹
緑
文

を
施

す
。
端
部

が
や
や
丸

み
を

も
罠

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を

含
む

)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外

国
:黒

狭
巴

内
面

:淡
茶

褐
色

蹄
面

:泌 「

楊
缶

口
縁
部

1/
8

弥
生
V-
3期

外
面
全
体

に
煤
付

着

-9
じ
Aじ

-1
複
合
日
縁
語
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

日
縁
外
面

に
擬
凹
線
を
施
す
が
、
半

分
は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
り
消
え
る
上

普
通

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
多

で
讐き

′
,あ

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

阿
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
?

全
面

:淡
褐

色
口
縁

部
1/
10

弥
生
V-
3期



第
87
表

。
西

川
津

遺
跡

V区
・

弥
生

(V
期

)土
器

観
察

表
(3
8)

帝
図
番
将

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

□

う
b凶

-1
(

3A
C-
2

V-
4-
2

地
山
上

口
縁
ヨ
`外

山
に

11
条

の
擬

凹
線
文

を
施

す
。
端
部

は
丸

味
を
持

つ
艮

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
面 面 面

外 内 肝

暗
茶
褐

色

淡
橙
掲

色
沐
梱
名

口
縁
部

1/
8

弥
生
V-
3期

外
面
全
体

に
煤
付
着

-1
ユ

AF
-7

複
合
日
縁
甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

l
回
縁
部

外
面

に
8条

の
擬

凹
線
文

を
施

す
良

好
や
や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
や

や
多

く
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
71
面

:淡
灰

褐
色

為
・

断
雨

:淡
褐

缶

口
縁

ヨ
∫ 1
/6

弥
生
V-
3期

-1
2
CA
F-
2

複
合
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
Y

口
縁

部
外

面
に

8条
の
擬

凹
線

又
を
施

す
。

器
壁

は
薄

い

や
や

不
良

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ
表
面

:淡
赤
褐

色
口
縁

酎
`1
/8

弥
生
V-
3期

-1
毬

CA
B-
12

V-
1-
2

砂
レ
キ

2

口
縁

部
外
面

に
■
条

の
擬

凹
線

文
を
施

す
。
端
部

は
丸
味

を
持

ち
、

稜
は
下
垂

す
る
。
肩
部

に
も
擬

凹
線

を
施

し
、

直
下

に
貝
ガ

ラ
刺
突

良
好

や
や
杜

く1
 5
mm
以

卜
の
石

英
・
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
表
面

:明
灰
褐
色

断
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
3

弥
生
V-
3期

-1
4

じ
AB
-2

V-
1-
2

口
縁

部
外

面
に

7条
の
擬

凹
線

文
を
施

す
。

器
壁

は
薄

く
、

稜
は
下

垂
す

る

民
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
全

白
:灰

褐
色

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
3期

-1
じ
Ь
リ

榎
合
日
縁
雲
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

擬
凹
線
文

は
確
認

で
き
な

ヽ
艮

好
や

や
密

(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
石

を

色
粒

を
含

む
)

□
縁
部

外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

ロ
縁
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

胴
部

内
面

:斜
め
上

方
へ

の
ケ
ズ

リ

画 面 面

外 内 断

淡
貢

褐
色

白
褐

色

淡
褐

色

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
3期

-l
t

DA
K-
1

榎
合
日
縁
蜜
V-
4-
2

砂
レ
キ
D

□
縁

ヨ
`外

画
に
稜

凹
緑

又
を
施

す

端
部

は
や

や
細

い
や

や
不

展
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色

粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

内
外
面

と
も
磨
滅
・

剥
離
の
た
め
調
整

不
明

外
lI
I:
次

褐
色

内
面

:白
褐

色
断
面

:淡
灰
褐

色

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
3期

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
7
CA
G-
2

榎
合
日
縁
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
稼

外
血

に
10
条

の
擬

凹
線

を
施

し
た
後
、

ナ
デ
消
す
。
端
部

は
細

く
な

る

良
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

外
山

:ヨ
コ
ナ

デ

ロ
縁

部
内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 断

暗
茶

褐
色

淡
茶

褐
色

淡
灰

褐
色

口
縁
部

1/
6

弥
生
V-
3期

外
面

全
体

に
煤

付
着

-1
8
CJ
A-
4

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

肩
部

に
ヘ

ラ
】犬
原
体

に
よ

る
幅
広

の
刺
突

を
施

す
や

や
良

好
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色

粒
を
合

む
)

朴
面

:ヨ
コ

ナ
デ

同
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

朴
面

:淡
褐

色
Å
而

:湊
灰
掲

伺
,H
罰

`1
/6

か
生
V期

頃
径

12
2帥

・
胴
径

18
9∝

-1
9
CK
-1

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

4
敗
部

に
4条

以
上

の
四

線
を
施

す
普

通
や

や
粗

(比
5m
m以

下
の
石

英
。 長

石
を

や
や

多
く
合

む
)

外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外

面
:暗

灰
褐
色

蹄
面

!泌
本

想
得

肉

ほ 「
lヨ

∫

上
半

1/
6

弥
生
V期

―
Zじ

CJ
D-
3

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

目
部

に
ヘ

ラ
状
工

具
に
よ

る
斜
線

を
施

す
普

通
普
通

(l
 m
m以

下
の

石
英

。
長

石
等

を

合
む

)

外
面

ヨ
ヨ

ナ
デ

ナ
デ

内
面

面 而

朴 【
淡

褐
色

暗
材
k褐

御
肩

罰
`1
/1
0

弥
生
V期

-2
1

BL
A―

u-
2

広
日
壼

V-
1-
1

r砂
レ
キ

2

口
縁
端
部

は
僅

か
に
上
下

に
肥
厚

し
、

2条
の
凹
線

を
施

す
や
や
不
良

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

窯
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・ 面

外 内
断

面
:淡

茶
褐

色
:黒

楊
缶

口
縁

ヨ
`1
/5

弥
生
V-
1期

―
Zウ

3Q
A―

ユ
広

口
基

V-
1-
3

砂
レ
キ

33
2

口
縁
端
部

に
5条

の
凹
線

を
施

す
良

好
や
や
社

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
外

面
:ヨ

ヨ
ナ

デ

ロ
縁

部
内
而

:繕
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

全
山

:淡
k褐

色
口

縁
部

1/
5

弥
生
V-
1期

-2
t

じ
QA
-2

広
口

蓮
V-
1-
1

口
縁

部
は
上

下
に
肥

厚
し
、

外
面

に
4条

の
凹

線
を
施

す
。

肩
部

は

帳
ら
な

い

や
や

小
員

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

頸
部

内
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
外

画
i臼

褐
色

内
面

:淡
灰

褐
色

断
面

:暗
灰

色

口
顎
部

1/
4

弥
生
V-
1期

-2
4

」
QB
一

]
V-
1-
1

細
砂

□
縁

罰
`外

画
に

は
7条

の
凹

線
を

脆
す

へ
稜

は
下

乖
す

る
晋

通
粗

(2
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
・

黒
住

粒
を
多

く
含

む
)

口
稼

ヨ
`:

ヨ
コ
ナ

デ

質
部

内
面

:ナ
デ

面 面
表 断

淡
責

褐
色

暗
灰

色

口
頸
部

1/
6

弥
生
V-
2期

-2
[

フ
嶋

心
―

υ
広

口
壷

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

国
縁
端
部

は
僅

か
に
上
方

に
肥

厚
す

る
旨

通
や
や
粗

(l
 m
ll
以

下
の
石
英

。
長
石

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

同
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 断
灰

褐
色

淡
茶

褐
色

口
頸
部

1/
5

弥
生
V期

―
Zに

CT
-1

広
口

重
V-
1-
2

来
日
″
う

口
縁

欄
`は

優
か

に
月巴

厚
す

る
や

や
不

良
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

ホ
色
粒

を
合

む
)

口
縁

‖
ヨ

ヨ
ナ

デ
全

面
:白

褐
色

口
縁

部
1/
8

弥
生
V-
1期

―
Zイ

CS
-1

愛
合
日
縁
墓
V-
1-
2

膳 「

称

20
8

口
縁
ヨ
`外

la
lに

4条
の
凹
緑

を
施

す
。

普
通

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
・ 面

外 内
断

面
i淡

褐
色

:淡
茶

楊
色

口
縁

ヨ
`1
/1
0

弥
生
V期

吉
備

系
?

-2
8
YE
A-
1

広
口
三

V-
1-
1

鼻
盤
玉
状

の
胴

部
中
央

に
低

い
タ

ガ
状

の
突
帯

を
貼

り
付

け
る

音
通

や
や

粗
(2
 m
m以

下
の

石
英
・

長
石
・

金
雲

母
等

を
多

く
合

む
う

面 面

朴 殉

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
?

指
ナ

デ

面 ・

外 肉

:淡
茶
褐

色
断

面
:泌

瓶
れ

BH
tt
Sの

~部

の
み

弥
生
V-
2期

?
北
部
九
州

の
下
大

隈
式

―
ZV

CL
A-
3

把
手
付
水
差

(注
目
土
器

)

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

lE
手

の
下
万
胴
部

に
3条

の
ヘ

ラ
鮨

き
沈
線

に
よ

っ
て
区
画

し
た
文

隊
帯

の
条

間
に
、

貝
殻
刺
突
文

と

勾
玉

状
の

ス
タ

ン
プ
文

を
施

す
。

旧
手

は
胴
部

の
器
壁

を
貫
通

し
て

装
着

さ
れ

る

や
や
良
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

内
面

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
面 面

表 断
淡
灰
褐
色

淡
赤

褐
色

担
}付

迩
の

桐
部

の
み

弥
生
V-
3期

草
田

3期



第
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表
・

西
川

津
遺

跡
V区

・
弥

生
(V
期

)土
器

観
察

表
(3
9)

― ― 牌 ］ ω ｌ ｌ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
翻

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

jb
凶

-3
(

3L
B-
2

L子
打
水
を

(注
目
土
器

)

V-
4-

3R
01

晋
道

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
俸

`粁
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

!ナ
デ
。
一
部

5条
/c
mの

ノ

ケ
調
整

回 面
表 断

淡
偶

巴

黒
褐

色

肥
手

の
み

弥
生
V-
3期

車
田

3期

-3
1
3L
A-
4

三
日
土
審
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

4
基
部

か
ら
先
端

ま
で
太

さ
は
変

わ

ら
な

い
晋

通
普
通

(2
 H
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を

含
む
う

面 面
外 内

縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

全
面

:淡
褐

色
FL
口

罰
`の

み
弥
生
V-
3期

下
而

に
煤
付
着

-3
ウ

3J
E-
1

可ヽ
型

重
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

3条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

に
よ

り
、

文
様
帯

を
区
画

し
、
条

間
に

は
貝

殻
に
よ

る
刺
突

を
施

す
。
器
壁

は
振

め
て
適

い

罠
好

堅
徹

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石

を
僅

か

に
含

む
)

外
面

:丁
寧

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

空
面

:白
褐

色
小

破
片

弥
生
V-
3期

草
田

3期

-3
3

Bt
tL
3-
ユ

直
口
甕

V-
4-
2

地
山
上

国
縁
部

は
外
傾
気

味
に
短

く
立

ち

上
が

る

良
好

や
や
粗

(l
 m
ln
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ハ
ケ

ナ
デ

胴
部

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面

茨 新

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

上
キ

ヨ
'1
/り

/T
Nt
t 
V期

小
面

に
は
煤
付
着

36
凶
-1

BP
L-
1

高
杯

V-
4-
1

地
山
上

口
縁
端
部

の
水
平
面

に
は

2条
の

凹
線

を
施

す
。
稜

は
鋭

い
良

好
や

や
密

(l
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
る

。

黒
色

粒
を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:放
射

状
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

外
面

:淡
橙
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐
色

口
縁
部
1/
12

弥
生
V-
1別

吉
備

系

-2
SX
A-
1

島
林

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

回
縁
部

は
複
合

口
稼
状

を
主

し
、

外
面

に
4条

の
凹
線

を
施

す

や
や
不

良
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天
・

長
ね

。

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

全
面

:ヨ
コ
ナ

デ
全

面
:明

褐
色

口
縁

部
1/
8

亦
生
V-
2期

-8
SX
A-
2

高
林

V-
1-
2

暗
灰
砂

口
縁

部
は
複

合
口
縁

状
を
三

し
、

外
面

に
2条

の
ヘ

ラ
描

き
沈

線
を

桁
1カ

袴
桔

什
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

良
好

や
や

密
(1
～

2 
nT
の

砂
粒

を
含

む
)

口
縁
部

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
面

:磨
r7
tの

た
め
調

整
不

明

全
面

:淡
貢

狭
色

約
2/
5

杯
生

V-
1期

-4
SA
B-
1

高
杯

V-
1-
2

砂
レ
キ

22
2

口
縁

は
稜

部
か

ら
大

き
く
外

反
す

る

良
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
を

含
む

)

口
縁
部

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

杯
部

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

国 面
表 断

険
狭

僑
巴

淡
褐
灰
色

口
縁
部

1/
10

弥
生
V期

-5
BP
V-
1

高
杯

?
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

脚
端
部

に
3条

の
凹
線

を
施

す

内
面

に
は
雑
然

と
し
た
刺
突
痕

を
姦

で
構

十

旨
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

外
面

:ナ
デ

tF

脚
端
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

脚
部

内
面

:工
具
刺

突

全
面

:淡
褐

色
岬

罰
`Z
/3

弥
生
V-
1期

-6
3P
C-
1

卿
台

郡
V-
1-

巌
,端

部
に

3条
の
凹
線

を
施

す
罠

好
普
通

(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
石

を
や

や
多

く
合

む
)

朴
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

Å
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
全

面
:淡

褐
色

脚
台

部
1/
4

弥
生
V-
1期

-7
3P
C-
3

器
台

?
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

4
卿
端
部

に
4条

の
凹
線

を
施

す
や

や
艮

好
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

黒
色
粒

を
含

む
)

Hl
端
部

:ヨ
コ
ナ

デ

均
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

1

全
面

:淡
褐
色

Hl
酎

`1
/6

弥
生
V-
2期

-8
Э
OA
-1

致
形
器
省
V-
2-
2

表
土

復
合

口
縁
状

を
呈

す
口
縁
部
外
面

に
5条

の
標

凹
線

を
施

す
普

通
伍

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を
多

く

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

内
外

面
:磨

滅
の

た
め
調

整
不

明

面 雨
表 断

白
褐

色
湊
精

褐
色

発
部

1/
6

弥
生
V-
2期

一
y

〕P
A-
2

器
台

V-
1-
1

砂
レ
キ

4
ヨ
縁
端
部

は
上
方

に
肥
厚

し
、
外

面
に
は

3条
の
凹
線

を
施

す
音

通
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

雲
母

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
外

。
断
面

!淡
褐
灰
色

内
面

:淡
褐
色

口
縁
部

1/
10

弥
生
V-
1刷

-l
C
3A
N-
1

致
形
器
台
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

4
複
合

口
縁
状

の
口
縁
外
面

に
は
擬

凹
線

が
施

さ
れ
て

い
る
が
、
磨
滅

の
た
め
半
‖然

と
i´
な
い

や
や

不
良

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
右
興

。
長

右
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

内
外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
表

向
:褐

火
色

回
縁
部
1/
10

弥
鉦

V-
3期

-1
1

CO
B-
2

致
形

器
台
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

Hl
端
部
外
面

に
は

3条
の
凹

iv
Rを

疱
す

や
や

不
良

や
や
粗

(1
5厠

以
下

の
石
英

。 長
石
等

を
多

く
含

む
)

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:惜
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 断

褐
灰

色

暗
褐

灰
色

脚
台
部

1/
6

弥
生
V-
3期

-1
2
CN
C-
1

致
形

喬
g
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

41
脚
端

部
は
や

や
外

に
折

れ
る

や
や
不
良

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

脚
端
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

面 面
表 断

淡
褐

灰
色

暗
灰

色

ll
台
部

1/
4

な
生
V-
3期

-1
3
CN
B-
1

談
形
器

台
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

形
態

的
に
は
的
場

式
典
型

稜
は
斜
方

向
に
突

出
す

る
酵

通
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

受
部
・

脚
部

外
面

:擬
凹
線

を
施

し
た
後
、

ヨ
コ
ナ
デ
。
筒
部

外
面

は
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

受
部
内
面

:ミ
ガ
キ
。
筒
部
内
面
は
ナ
デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

面 面
表 断

に
ぶ

い
淡
黍
褐
色

淡
灰
褐
色

衡
9/
10

弥
生
V-
3期

的
場

式

-1
4
3N
B-
2

鼓
形
器
台
V-
1-
2

地
山
上
粗

砂

複
合

口
縁
状

を
呈

す
受
部
外
面

に

は
二
枚

貝
に
よ

る
擬

凹
線

を
施

す
良

好
や

や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

回
縁
部
外
面

:二
枚
貝

に
よ

る
税

凹
緑

筒
部

外
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

内
而

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

面 面

表 断
明
褐
色

淡
褐
色

受
部

1/
4

杯
生
V-
3期

-1
SX
13
-1

蓋
?

V-
4-
1

上
径

上
端

は
窪

ん
で

お
り
、

中
空

で
あ

る
普

通
密

(l
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
僅

か

に
含

む
)

面 而
外 内

ヨ
コ
ナ

デ

エ
具

痕
が

残
る

面 而

表 新
白
褐

色

灰
褐

←
1

つ
ま
み

部
1/
2

弥
生
V期
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(4
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挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
ω 一酵

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考
同

57
凶

―
ユ

NA
L―

一 奎
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

医
部

突
出

晋
通

阻
(2
 n
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

殉
外

面
:磨

滅
の

た
め

調
整

不
明

面 面 而

外 内 断

暗
貢

褐
色

茶
褐

色

暗
茶

褐
t

医
部

1/
2

弥
生

I期

-2
NA
B-
3

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

蔑
部

突
出

良
好

や
や
TH
(3
 m
m以

卜
の
右
英

。
長

右
を

や
や
多

め
に
混
和

す
る

)

外
山

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:指
ナ
デ

釜
山

:淡
褐

色
蛋

部
の

み
弥

生
I～

Ⅲ
期

-3
NA
C-
2

〓 車
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

医
部

契
出

や
や
良

好
狙

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
む

)

朴
面

:内
部

付
近

は
横

位
の

ヘ
ラ

ミ

ガ
キ
。

や
や

上
方

で
は
斜

行
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐
色

暗
褐
色

頭
部

の
み

弥
生

I期

-4
NA
D―

一 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

囁
部

矢
出

や
や

艮
好

IE
(3
 n
ln
以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

一 ア 　 ア́

ナ ナ

面 面

外 内

全
面

:淡
褐

色
頭

部
の

み
弥
生

I期

-5
NA
一

N-
1

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

囁
部

は
平

底
普

通
粗

(2
 5
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
や

や
多

く
合

む
う

面 面

外 内
幅
広

の
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

漆
付
着

の
た
め
不

明

外
・

断
面

:淡
褐
色

内
面

:漆
が
付
着

嵐
部

1/
3

弥
生

I期

内
面

に
漆
付
着

-6
NA
―

T-
1

士 亜
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

底
部

付
迩

に
1条

の
ヘ

ラ
摘

き
沈

線
を
施

す

や
や

艮
好

阻
(3
 m
m以

卜
の
石

英
。
長

石
等

を
多

く
含

む
)

朴
面

:磨
滅

。
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
?

勺
面

:7
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ
ケ
後
、指

ナ
デ

外
面

:浸
灰

色

内
。
断

面
:淡

褐
色

頭
部

1/
3

弥
生

I期

-7
NA
―

U-
2

〓 堕
V-
4-
1

灰
色
粗
砂

咀
部

外
国

に
局

含
猿

の
柏

主
を

貼

り
つ

け
る

普
通

や
や
粗

(3
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面
底
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:斜
行

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

内
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

全
面

:明
褐

色
哀
部

の
み

弥
生

I期

NA
―

U-
1

一 亜
V-
1-
1

囁
部

は
や

や
上

げ
履

と
な

る
罠

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

多
く
合

む
)

外
面

底
部

:ナ
デ

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
而

:楢
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

白 ‥

明 面
‥ 断

面 ・

内 外
褐
色

白
褐
色

蚕
部

の
み

弥
生

Ⅱ
～

Ⅲ
期

-9
NA
―

U-
3

士 璽
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

底
部

は
や
や
上

げ
底

と
な

る
や
や
良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
la
l底

罰
`:
ョ

コ
ナ

デ

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

画 面
表 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
灰

褐
色

医
部

の
み

弥
生

I期

-1
0
NB
B-
2

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

医
部

は
平

底
で
、

胴
部

は
細

い
普

通
粗

(5
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
面
下

半
:縦

位
の
指

ナ
デ

外
面
上

半
:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
面

:上
半

は
ヨ
コ
ハ

ケ

面 面 面

外 内 断

淡
赤

褐
色

黒
茶
褐
色

淡
褐
色

嗅
部

の
み

弥
生

I期

-1
1

NB
C-
4

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

医
部

は
半

底
で

、
胴

部
は

不
田
い

旨
通

阻
(4
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
多

く
含

む
)

面 面

外 内
剥
離

の
た
め
調
整
不

明

器
壁
剥
離

の
た
め
調
整
不

明

内
面

:黒
褐

色

外
面

:淡
赤
褐

色
蹄

百
:膳

掻
侮

ほ
部

1/
2

弥
生

I期

外
面

は
被
熱

-1
2

NB
―

S一
ユ

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

16
7

底
部

に
は
直
径
14
伽

の
穿

孔
が

見
ら
れ

る
普

通
や
や
粗

(4
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

赤
色
粒
・
黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 内
剥
離

の
た
め
調
整
不

明
ナ
デ

面 面 面

外 内 断

暗
灰
褐
色

淡
灰
褐
色

に
ぶ

い
褐
色

下
半
部

1/
3

弥
生

I期

外
面

は
被

熱

-1
3

NB
―

U-
3

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

底
部

は
や
や
上

げ
底

と
な

り
、
指

オ
サ

エ
に
よ

り
高
台
状

と
す

る
や

や
良

婿
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:指
ナ
デ
。
指

オ
サ

エ

内
面

:ナ
デ

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐
色

淡
褐

色

灰
褐

色

底
部

の
み

弥
生

I期

-1
4

Nち
一
K一

〓 電
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

履
部

は
上

げ
底

と
な

り
、

高
台

部

分
に

は
2カ

所
一

対
の

穿
孔

が
施

さ
れ

る

普
通

粗
(4
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
示

明

ナ
デ

全
面

:明
褐

色
囁

部
の

み
亦
生

I期

-1
5
ND
B-
1

餐
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

医
ヨ
`は

半
履

や
や

艮
好

や
や

祖
(3
 m
m以

卜
の
る

天
。
長

る
等

を
や

や
多

く
含

む
)

枢 輌
ヨ
コ
ナ
デ
後
、
6条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ

:指
ナ
デ

外
la
l:
淡

灰
褐

色

殉
・

断
面

:淡
褐

色

医
当
`の

み
か
生

I期

-1
6
ND
一

S-
1

賓
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

底
部

に
は
焼
成
後

に
直
径

9 
mm
の

穿
孔

を
施

す

や
や
良

婿
や

や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:指
ナ
デ

外
面

:に
ぶ

い
褐
色

内
面

:褐
灰
色

断
面

:淡
灰

褐
色

哀
部

の
み

な
生

I期

-1
7
NE
C-
2

〓 車
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

医
部

は
半

ほ
艮

好
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色

粒
を
含

む
)

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:剥
離

の
た
め
調
整
不

明

面 面 而

外 内 断

淡
褐

色

淡
黄

褐
色

暗
灰

●

底
部

の
み

小
生

Ⅲ
～

Ⅳ
期

-1
を

NE
C-
1

士 笠
V-
1-
1

底
部

は
平

底
良

好
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
多

く

含
む

)

画 面
外 内

縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

指
ナ
デ

釜
血

:淡
褐

色
医

ヨ
`の

み
小
I 
II
～

lV
期

―
ユ

NE
―

S-
1

一 重
V-
4-
2

暗
灰

粘

1
ほ
部

に
鋭
利

な
錐
状
工

具
に
よ

っ

て
、

直
径

3 
mm
の

穿
孔

を
施

す

罠
好

密
(0
5m
以

下
の
石
英
・
長
石
等

を
わ

ず
か

に
含

む
)

外
面

ナ
デ

ハ
ケ

ナ
デ

内
面

面 面 而

外 内 情

暗
赤

褐
色

淡
褐

色

暗
灰

褐
色

底
部

1/
4

弥
生

Ⅲ
～

Ⅳ
期



第
90
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

。
弥

生
(底

部
)

土
器

観
察

表
(4
1-
1)

第
91
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

・
弥

生
(底

部
)土

器
観

察
表

(4
1-
2)

― 蔦 ∞ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
硼 鰺

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考
回

ir
凶

―
z(

NF
C-
1

蟹
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

底
部

の
器

壁
は
薄

ヽ
罠

好
や
や
密

(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
等

を
わ
ず

か
に
含

む
)

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
後
、
底

面
は
指

ナ
デ

外
面

:暗
褐
色

内
・

断
面

:に
ぶ

い
黄
褐
色

底
部

の
み

弥
生

Ⅲ
～
Ⅳ
期

-2
1

NF
一
U-
1

賓
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

底
部

は
上

げ
底

と
な

る
普

通
や

や
粗

(l
 a
lT
l以

下
の
石

英
。
長

石
を

等
を
合

む
)

外
面

内
面

一 ア 　 一 ア

ナ ナ

71
・
・

弥
回

:嗜
僑

狭
色

内
雨

:黒
楊

色

蔑
部

の
み

弥
生

Ⅲ
～
Ⅳ
期

―
ZZ

NF
一
U-
2

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

啜
部

は
高

台
状

と
な

る
民

好
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
含

む
)

面 面

林 為

ヨ
コ
ナ

デ

ナ
デ

詢 面
表 断

暗
橙

褐
色

淡
茶

褐
色

蔑
部

の
み

弥
生

Ш
～

Ⅳ
期

-2
3

NF
一
U-
3

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

囁
部

は
高

台
状

と
な

る
良

好
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

医
部
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:ナ
デ

?

内
面

:ナ
デ

?

外
・

断
面

:淡
茶
褐

色

内
面

:黒
褐

色

蛋
部

の
み

弥
生

Ⅲ
～

Ⅳ
期

一
Z4

NF
―
S-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

囁
部

は
焼

成
後

に
内

外
向

面
か

ら

穿
子
[.
を
行

っ
て

い
る

普
通

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
色
粒
等

を
含

む
)

面 面

朴 【

縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

ナ
デ

外
面

:灰
褐

色

内
・

断
面

:暗
褐
色

衷
部

1/
3

弥
生

Ⅲ
～

Ⅳ
期

-2
b

NF
―
O-
1

賓
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

底
部

は
高

台
状

と
な

り
、
脚
部
外

面
に
は

5条
以
上

の
凹
線

を
施

す
普

通
や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ

ナ
デ

面 面

外 断
赤
褐
色

暗
褐
色

Hl
台

部
1/
6

弥
生

Ⅳ
期

外
面

は
被

熱

-2
6

NF
―

O-
2

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

衷
部

は
高
台
状

と
な

り
、
脚
部
外

面
に
は

4条
以
上

の
凹
線

を
施

す

や
や
不

良
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
央

。
長
石
・

赤
色
粒

等
を
や

や
多

く
合

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ

ナ
デ

面 面 面

外 内 肝

に
ぶ

い
淡
赤
掲

色

淡
灰
褐
色

「

裾
毎

蛋
部
2/
3

弥
生

Ⅳ
期

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
=客

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口
器

語

67
図

-2
7
KD
A-
1

土
器
片
鍾

V-
1-
1

葡
秒

レ
キ

5;

面
の
繰

り
込

み
は
明
瞭

や
や
良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石

黒

色
粒
・

金
雲
母
等

を
や
や
多

く
合

む
)

為
外

面
:ナ

デ
外
面

:暗
赤
褐
色

内
・

断
面

:責
掲

色

完
形

弥
生

I～
Ⅳ
期

甕
転
用

-2
8
KB
B-
1

土
器
片
錘
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

両
端

の
繰

り
込

み
は
明

瞭
で

は
な

い

や
や

艮
妬

粗
(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
住

粒
・

金
雲
母

を
多

く
含

む
)

外
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

内
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明

外
・

断
面

:白
褐

色

内
面

:淡
褐

色

完
形

な
生

I期
差

祭
田

-2
9
KB
B-
2

土
器
片
錘
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

片
面

の
繰

り
込

み
は
明
瞭

2条
以
上

の
ヘ

ラ
描

沈
線

が
確
認

で
き
る

や
や
良
好

粗
(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
グ

く
含

む
)

外
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

内
面

:指
オ
サ

エ
外
面

!淡
赤
褐
色

内
。
断
面

:淡
灰
褐

色

完
形

弥
生

I期

壼
転

用

-3
(
KB
B-
17

土
器
転
用

田
媛

妹

V-
1-
1

砂
レ
キ

繰
り
込

み
は
確

認
出
来

な
ヽ

普
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
。
中
期

的
)

面 面

外 内

ヘ
ラ

ヘ
ラ

ガ
キ

ガ
キ

面 面

表 断

白
褐

色

黒
灰
色

完
形

期
Ｉ 用

生 転

弥 壼

-3
1
KB
C-
1

帥 醐 郷

V-
1-
1

西
細
砂

繰
り
込

み
は
確
認

出
来

な
ヽ

普
通

や
や
粗

(3
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

内
外
面

:ナ
デ

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐
色

淡
橙
褐
色

淡
褐
色

完
形

弥
生

I期

甕
転
用

-3
2
KB
C-
11

珊 醐
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

繰
り
込

み
は
確
認

出
来

な
い

3条
の
ヘ

ラ
描

き
沈
線

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。 長

石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

内
外

面
:

ナ
デ

外
面

:淡
茶
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

完
形

弥
生

I期

甕
転
用

-3
3
KC
A一

ユ
土
器
転
用

有
子t

土
製
品

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

内
外

両
面

か
ら
穿

孔
を
施

す
旨

通
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。 長
石

を
含

む
)

内
外
面

:ナ
デ

全
面

:淡
褐
灰
色

完
形

弥
生

I期

土
器
片
転

用

孔
径
70
～

20
～

6 
5m
m

-3
4
KC
A-
2

剛 脚
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

内
外
両
面

か
ら
穿

孔
を
施

す
旨

通
普

通
(1
 5
1n
m以

下
の
石
英
・
長

石
・

黒

色
粒

を
含

む
)

内
外
面

:ナ
デ

外
面

:黒
褐

色

内
・

断
面

:暗
褐
色

完
形

弥
生

Ⅲ
～
Ⅳ
期

土
器
転

用

孔
径
70
～

40
～

8 
0H
lm

-3
と

KC
A-
3

土
器
転
用

有
孔
土
製
品

V-
4-
3

砂
レ
キ
B

内
外
両
面

か
ら
穿

孔
を
施

す
普

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天

。
長

石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

内
外
面

:ナ
デ

外
・

断
面

:黒
褐

色

内
面

:淡
褐
色

完
形

弥
生

Ⅲ
～
Ⅳ
期

甕
転

用

孔
径
73
～

32
～

7 
0m
m

-3
t
KC
B-
4

土
器
転
用

有
孔
土
製
品

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

内
面

か
ら
の
穿
孔

途
中

外
面

に
は
刺
突

文
が

め
ぐ
る

や
や
良
好

通 ｊ

並 日 む

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
を
含

内
外

面
:ナ

デ
外
面

:灰
褐

色

内
面

:淡
褐
色

断
面

:暗
灰
色

完
形

弥
生

Ⅲ
～
Ⅳ
期

甕
転
用
。
未
製

品
子
1客

ハ
∩
mm
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表

。
西

川
津
遺
跡

V区
出
土
・
古

墳
時
代

土
師
器

観
察

表

‐ Ｉ Ｐ 〕 Φ Ｉ Ｉ

挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
済

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
ム ロ

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

口

δ
8凶

-1
DB
A-
1

現
合
日
稼
蛋
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

慶
は

に
ぶ

ヽ
や

や
不

員
や
や

粗
(2
 n
m以

下
の
石

英
。
長

石
を

多
く
合

む
う

面 雨
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
面 面

外 内
灰

褐
色

陪
悟

●
口
縁
部

1/
5

草
田

4期

DB
A-
2

V-
4-
2

▼
歩
レ
キ
E

陵
は

ほ
と

ん
ど

突
出

し
な

ヽ
や

や
不

良
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

石
・

苓
萱

舟
・

里
名

締
笙

歩
2で

合
′
ュう

面 而
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ
面 面

表 新
淡

茶
褐

色
渉

灰
悟

行
口
縁

部
1/
5

革
田

4期

-3
DB
B―

ユ
頃
合
日
縁
詈
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

陵
は
斜

め
下

方
に
鋭

く
突

出
し
回

尿
端

部
は
細

く
収

め
る
。

冬
体

的
に

シ
ャ
ー

プ
な

つ
く

り

や
や
不

良
や
や
粗

(l
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・
赤

色
粒
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

外
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

内
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

胴
部

内
雨

:繕
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面
表 断

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

□
稼

淵
61
/む

単
出

b別

-4
υ
Ь
L一

Z
頃
合
日
縁
甕
V-
1-
1

南
細

砂
慶
は
あ
ま

り
突

出
し
な

い
が
、
器

曇
は
薄

く
シ
ャ
ー
プ
な
つ

く
り

や
や

不
員

や
や
粗

(2
 H
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

外
面
・

口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:指
オ

サ
エ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
灰

褐
色

口
縁
部

1/
8

軍
田

5期

υ
lj
し
~」

昆
合
日
縁
警

V一
文
-3

砂
レ
キ
D

4
口
縁

部
は
外

反
し
、

肉
la
l中

間
に

は
強

い
ヨ

ヨ
ナ

デ
に

よ
リ
ア

ク
セ

ン
ト
を

つ
け

る

晋
起

や
や
祖

(l
nm
以

卜
の

る
英

・
長

右
・
無

色
粒

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
回 面 面

外 内 断

嗜
余

特
巳

明
褐

色
淋

褐
御

口
縁

ヨ
`1
/8

草
田

5期

-6
DB
C-
2

嚢
合
日
縁
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

部
は
外

反
し
、

内
面

中
間

に

は
強

い
ヨ

コ
ナ

デ
に

よ
リ
ア

ク
セ

ン
ト
を

つ
け

る

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

等
を
含

む
)

外
la
l。

口
縁

困
向

:ョ
ヨ

ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
画 面

表 断
淡

橙
褐

色

暗
灰

色

回
縁

ヨ
`1
/b

阜
田

b別

DB
D-
1

夏
合
日
稼
警
V-
4-
1

菱
の
上

方
に
沈

線
を
施

し
て
稜

を

ね
調

す
る

艮
好

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

石
。

里
缶

締
歩

合
す

|ヽ

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
待

格
色 渉

褐 ‥

明 面
‥ 断

面 ・

外 洵
回
縁
部

1/
10

軍
田

5期

DB
E-
1

買
合
日
縁
詈
V-
1-
3

口
縁

は
緩

や
か

に
外
反

し
、
端
部

は
丸

く
収

め
る

や
や

不
艮

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:椎
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 断

暗
褐
色

淡
褐
灰
色

口
縁
部

1/
5

車
田

5期

昆
合
日
稼
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
綾

や
か

に
外

反
し
、

端
罰

`
は
丸

く
収

め
る

晋
遵

や
や

社
(1
■

m以
卜
の
右

英
。
長

る
弩

を
や

や
多

く
合

む
)

画 面

琳 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
釜

画
:淡

褐
色

口
縁

部
1/
5

軍
田

5期

-l
t

υ
lj
」

―
も

頃
合
日
縁
装
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
桜

や
か

に
外

反
し
、

端
ヨ

1

は
丸

く
収

め
る

や
や

不
艮

や
や
粗

(l
mm
以

卜
の
る

英
。
長

る
。 栞

色
粒

を
多

く
合

む
う

面 雨

外 勾

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ
全

面
:淡

褐
色

口
縁

郡
1/
8

軍
田

5期

-1
1

DB
G-
1

頃
合
日
縁
甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

1
4

口
縁

は
看

十
外

反
す

る
が

、
端

ヨ
`

に
は
僅

か
な
而

が
あ

る
晋

通
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。 長

石
等

を
多

く
合

む
う

面 雨

本 内

ヨ
ヨ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

外
・

断
面

:灰
褐

色
心
而

:渉
茶

椙
負

口
縁
部

1/
8

軍
田

5期

―
上
之

υ
Ь
じ

―
Z

頃
合
日
稼
績
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

17
乏

4
口
縁

は
看

十
外

反
す

る
が

、
端

罰
`

に
は
小

さ
な
面

を
形

成
し
て

い
る

や
や

長
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

国 面 面

坤 内 肝

黒
僑

色

褐
灰

色

渉
裾

毎

口
縁
部

1/
7

軍
田

5期

-1
3
DB
H-
8

曳
合
日
縁
甕
V-
1-
3

肋
レ
キ
C

4
口

縁
の

立
ち

上
が

り
は

巨
緑

イ
し
、

端
部

に
は
平

坦
面

艮
好

雪
(l
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

右
。
赤

優

笠
を
僅

か
に
含

む
)

画 面

琳 Å

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
釜

血
:淡

褐
色

口
縁

罰
`1
/8

車
田

6期

-1
4

瞑
合
日
稼
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

柿
〔キ

Iト

口
縁

の
立

ち
上

が
り

は
直

線
化

し
、

端
部

に
は
平

坦
面

を
持

つ
。

稜
は
構

方
向

に
突

出
す

る

貝
好

や
や
IH
(l
mm
以

卜
の
右

央
。
長

右
・
崇

色
粒
・

雲
母

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部
外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

全
面

:明
褐

色
口

縁
罰
∫ 1
/6

車
田

6期

-1
5
CB
D-
1

複
合
日
縁
警
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

17
9

口
縁

部
の
立

ち
上

が
り
は
短

い
が
、
器
壁

は
薄

く
シ
ャ
ー
プ

艮
好

晋
追

(l
mm
以

卜
の

右
央
・

長
右

を
含

む
口
稼
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
画 面 而

外 内 断

淡
橙

褐
色

淡
灰

褐
色

辰
悟

御

口
縁

ヨ
`1
/8

軍
田

6期
・
F

―
上
℃
DB
H-
5

Я
合
日
縁
蜜
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

地
山
上

口
縁

の
立

ち
上

が
り
は

直
線

イヒ
し
、
端
部

に
は
平
坦
面

を
持

つ
晋

通
や
や
粗

(l
ml
n以

下
の
石
英
・

長
石
・
黒

色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

外
面

!ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

外
面

:暗
褐
灰
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
12
以

下

草
田

6期

-1
DB
rv
生

一
ユ

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

ヨ
縁

は
内

lL
Rし

、
端

濁
`は

丸
い
。

言
部

に
粗

い
ヨ

コ
ハ

ケ
を
施

し
直

下
に
二

II
t目

剌
突

を
縮

す

晋
通

や
や

粗
(1
 5
mn
以

卜
の
右

戻
。
長

右
・

赤
色

粒
。
雲

母
を
含

む
)

口
縁

罰
住

ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・ 面
小 内

hl
r□

:波
狭

偶
色

:褐
灰
色

上
半

部
1/
3

軍
田

6期

-1
8

DB
」

-1
複
合
日
縁

苗
田

喜

V-
1-
2

秒
レ
キ

兄
ヨ

縁
の

豆
ち

上
が

り
は

長
く

、
稜

か
聴

今
賦

糸
日
ヽヽ

旨
通

密
く
X 
mm
以

卜
の
右

央
。
長

右
・
0雲

母
・

赤
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面

朴 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ

ナ
デ

表
山

:橙
褐

色
断

面
:淡

灰
掲

色

]縁
ヨ
`1
/6

享
出

6期

-1
9
CM
A-
2

タ
タ
キ
碧

4m
▼
歩

3.
石

上
が

り
の

半
行

タ
タ

キ
を

施
す

晋
起

や
や
tH
(l
 m
m以

卜
の

右
英
・

長
右

零
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面

朴 殉
3条

/c
mの

半
行

タ
タ
キ

指
ナ
デ

全
la
l
:明

褐
色

駄
部

91
~封

S

の
み

早
四

6～
r期

畿
内

系
6胴

径
11
 5
cm

』
租
A―

ユ
タ
タ
キ
碧
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

/」
K半

～
看

十
石

上
が

り
の
半

行
タ

タ
キ

を
施

す
晋

通
や

や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
る

天
・

長
右
・

黒
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

外
山

2条
/c
mの

半
行

タ
タ
キ
。

下
位

は
指

ナ
デ
で
、
底
部

は
ケ
ズ

リ
で
丸
底
化

し
て

い
る

指
ナ
デ

内
而

外
面

:淡
褐

灰
色

内
面

:黒
褐

色

断
面

:暗
灰

色

口
縁
ヨ
`は

欠
損

軍
国

6～
7期

畿
内
系

-2
1

υ
Ь
l~

夏
合
日
縁
響
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

回
縁

端
部

は
外

供
」
に
月巴

ナ 旱
し
頂

ヨ
`

に
小

さ
な
平

坦
面

を
形

成
す

る
晋

通
や

や
粗

(l
mm
以

卜
の

る
英
・

長
る

。 赤
色
粒

等
を
多

く
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
面 面

表 断
淡
茶
褐
色

明
褐
色

口
縁

部
1/
5

草
田

6期
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西
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津
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跡
V区

出
土
・
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墳
時

代
土

師
器

観
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表

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
■ヽ
  
,|
た
 (
cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
ム ロ

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

口
径

器
高

「
=|

うb
凶

―
Z之

DB
I-
1

榎
合
日
縁
雲
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
口
縁
部

は
中
間
で
屈

曲
し
、
端

部
に

は
平

坦
面

を
持

つ
罠
好

堅
鶴

や
や

密
(1
 5
mm
以

卜
の
右

英
・
長

右
寄

歩
笏

で
全

才
|う

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

阿
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
表

回
:日

偶
包

口
縁

ヨ
`1
/

阜
出

b別
外
面

に
煤

付
着

―
Zt

Dt
SK
―

l
複
合
日
縁
碧
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
部

は
中
間

で
屈

曲
し
、
端
ヨ

`
に
は
外
側

に
肥
厚

す
る
平
坦
面

を

持
つ
。

肩
部

に
ハ

ケ
原
体

に
よ

る

刺
突

を
1カ

所
施

す

貝
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の

石
笑
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

回
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ヨ
ヨ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
。
断
面

:明
褐

色

内
面

:淡
赤
褐

色

□
縁
部

1/
8

車
田

7期

DB
K-
4

複
合
日
縁
碧
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

は
巨

緑
的

に
立

ち
上

が
り
、

端
部

は
外

側
に
肥

厚
す

る
肩

部
に

櫛
描

き
状

沈
線

旨
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
天

。
長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
年

ヨ
ヨ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
12

草
田

7期

―
Zt

υ
Ь
A~
Z

複
合
日
縁
語
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

に
は
広

い
半

IH
山

を
左

成
す

る

晋
遍

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
・

黒
色

粒
・

赤
色

粒
・

雲
母

を
や

や
多

く
と
き
才

,ヽ

面 面
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ

デ
画 面 面

外 内 断

淡
褐

色

灰
褐

色

淡
灰

色

口
縁
部

1/
8

車
田

7期

―
Zk

DB
L-
1

V-
1-
3

妙
レ
キ
A

口
縁

端
部

に
平

坦
la
lを

持
ち
斜

め

に
方

に
月P
I厚

さ
せ

る
民

好
や
や
粗

(l
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・
票

色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

Π同
瓢

内
雨

:構
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

朴
・

断
面

:淡
褐

色

均
而

:淡
赤

褐
色

口
縁

部
1/
5

車
田

7期

一
z

DB
L-
2

夏
合
日
縁
そ
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

口
縁

部
は

直
線

的
に
立

ち
上

が
り
、
端
部

は
内
側

に
肥
厚

す
る

良
好

や
や

粗
(l
mm
以

卜
の

右
英

・
長

右
・

万

俸
粒

等
を

多
く
合

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ
デ

Π同
剤

内
面

:結
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 晰

明
褐

色
渉

褐
待

口
縁

ヨ
`1
/1
0

華
田

7期
以

降

D1
3'
1'
-1

甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

肩
部

に
櫛

獨
き

疲
状

又
を

施
す

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

肩
部

外
面

:9
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

後
、

一
部

ヨ
コ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

色
褐

色 淡
褐 ‥

明 面
‥ 断

面 ・

外 内
頸
肩

部
1/
5

軍
田

7瑚

一
Z▼

じ
L3
H一

d一
Z

複
合
日
縁
墾
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

稜
は

鋭
く

横
万

同
に

矢
出

す
る

や
や

艮
好

普
通

(1
5m
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を

や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ヨ
コ
ハ

ケ

胴
部

内
而

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
血

:淡
褐

色

内
・

断
面

:白
褐

色

頸
肩
部

1/
4

車
田

6～
7期

稜
径

10
 2
cm

―
も
t
DB
H一

d一
ユ

嘱
合
日
縁
甕
V-
4-
2

西
暗

褐
色

土

肩
部

に
米

粒
状

刺
突

が
一

カ
P/
T犯

さ
れ

る

艮
好

壁
櫛

や
や
粗

(1
 5
mT
l以

下
の
石
英

。 長
石
・

金
雲
母
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:

肩
部

外
面

胴
部

内
面

ヨ
コ
ナ
デ

:1
0条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

後
、
一
部

ヨ
コ
ハ

ケ
:横

位
の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

釜
山

:灰
褐

色
頸

肩
部

1/
5

軍
田

6～
7期

稜
径

14
 6
cm

-3
]
DB
P-
2

lヽ
型

甕
V-
1-
3

秒
レ
キ
R

IH
部

は
昇

盤
土

状
を
主

す
る

や
や

良
好

密
(l
mm
以

下
の
石

英
・

長
石

を
含

む
)

IH
部
外
画

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

桐
部

内
而

:指
ナ

デ
外
・

断
面

:淡
灰
褐

色
均
面

:淡
褐
色

]同
著 吊

1/
4

阜
田

6～
イ
期

桐
部

径
10
 2
cm

-3
Z

じ
小ン
にB
-1

タ
タ
キ
甕

V―
X-
3

や
や

艮
対

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

4条
/c
mの

平
行

タ
タ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
全

国
:我

狭
伯

巴
部 み

胴 の

の
一

部
革
田

6～
7期

等
内

序
内

系
密

69
図
-1

DB
c-
1

単
純
日
縁
雲
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
端
部

は
内
側

に
肥
厚

し
広

ヽ

平
坦
面

を
形
成

す
る

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
る
英

。
長

右
・

金
雲
母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

面 面 而

外 内 断

黒
褐

色
に
ぶ

い
褐

色
渉

灰
楊

待

口
縁

部
1/
10

4世
不じ

中
棠

布
留

2式
外

面
に

は
煤

付
着

DB
V―

b-
1

津純
日
縁
碧
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

欄
`に

沈
緑

を
人

れ
、

優
か

に
上

方
へ

摘
み

出
し
て

い
る

良
好

や
や

密
(1
5■

m以
下

の
石

天
・

長
石
・

金
雲

母
等

を
含

む
)

口
縁
ヨ
`
:ヨ

コ
ナ
デ

肩
部

外
面

:3
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ヨ
コ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

全
面

!淡
褐
色

日
縁
部

1/
4

4世
紀

中
～

後
半

-3
DB
V一

b-
2

V-
4-
2

口
縁

端
罰
`に

は
凹

画
を

持
ち

、
上

方
に

肥
厚

さ
せ

る

良
好

や
や

密
(1
 5
mm
以

下
の
金

雲
廿
・

る
こ
・
辱

添
等

//
合

む
う

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ

デ

色 色
掲 褐

暗 淡
面 面

表 断
口
縁

部
1/
8

4世
凪

中
～

後
半

外
而

に
は
煤

付
着

-4
DB
V―

a-
1

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
僅

か
に
内
彎

し
、
端
ヨ
`は

若
干
上
方

に
肥
厚

す
る

内
面

の
ケ
ズ

リ
の
開
始

が
高

い
位

置
に
あ

る

罠
好

や
や
粗

(1
 5
nl
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部
外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ロ
縁

内
面

:8
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
胴
部

内
面

:橙
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

外
山

:曙
灰

色

内
面

:明
褐

色

断
面

:淡
灰

色

口
縁
部

1/
5

4世
紀

中
粟

―
b

υ
Ь
v―

a―
z

再
れ
日
縁
警
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

の
傾

き
は
綾

く
巨
立

気
味

と

な
り
、

端
部

に
は
平

坦
面

を
形

成
す

ス

民
好

密
(l
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
含

む
)

口
縁
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

ロ
縁

内
面

:4
条

/c
mの

コ
コ
ハ

ケ
表
El
:黒

鴨
色

断
面

:淡
褐

色

口
縁

部
1/
6

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

外
面

に
は
煤
付

着

-6
DB
X-
1

婁
純
日
稼
警

一
一． 砂

Ｖ 佃

7
口
縁

の
傾

き
は
緩

く
直
立
気

味
と

な
り
、
端
部

は
や
や
上
方

に
肥
厚

す
ス

晋
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
胴
部

内
面

:枯
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
・

断
山

:淡
褐

色

内
面

:淡
橙

褐
色

上
半
部

1/
4

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

-7
DB
U-
1

津
純
日
縁
警
V-
4-
2

b2
口
縁
部

は
直
線

的
に
外
傾

し
端
部

は
僅

か
に
凹
面

を
持

つ
罠

好
や

や
社

(2
 5
mm
以

卜
の
る

央
。
長

/E
・

金
雲

母
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

肩
部

外
面

:6
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
而

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

内
面

断
面

黒
褐

色

暗
褐

色

明
茶

褐
色

上
半

部
1/
4

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

外
面

に
は
煤
付
着

-8
DB
Z-
1

科
純
日
縁
警
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
口
縁

部
は
直
線

的
に
外

傾
し
端

部

は
僅

か
に

内
側

に
肥

厚
す

る

罠
好

や
や

衝
(l
 m
m以

卜
の

る
英

・
長

る
を

全
汁

尚

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

H日
部

内
面

:描
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
け

外
面

:に
ぶ

い
褐

色
内
・

断
面

:明
褐

角

口
縁

ヨ
`1
/5

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

外
面

に
は
煤
付
着
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第
94
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・
古

墳
時
代

土
師

器
観

察
表

(3
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

□

59
図
-9

DB
U-
2

1純
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
僅

か
に

内
彎

し
、

端
部

に

は
凹

面
を
持

っ
良

好
彗 府

(l
 m
II
以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
含

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

R同
部

内
而

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

御

色 福

褐 里

茶 ‥

暗 面
肝

面 ・

外 角

回
縁
部

1/
10

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

外
面

に
は
煤

付
着

-1
0

DB
tt
r一

b-
1

単
純
口
縁
蜜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
口
縁

は
恒

か
に
内
彎

し
、
端
部

に

は
凹
面

を
持

つ
小

さ
な
平

坦
面

を

持
つ
。
端
部

に
櫛
状
工

具
で
刺
突

し
た
痕
跡

あ
り

艮
好

密 む

l 
mm
以
下

の
石
英

。
長

石
等

を
含

回
縁
外
面

:タ
テ
ハ
ケ
後
、
ヨ
コ
ナ
デ

ロ
縁

内
面

:7
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

後
、
指

オ
サ

エ

胴
部

内
面

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

面 面 面

外 内 断

淡
掲

色

淡
灰

褐
色

淡
茶
褐
色

口
縁
部

1/
2

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

外
面

に
は
煤
付
着

-1
1

DB
Mr
一

b-
2

辛純
日
縁
獲
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

17
7

口
縁

は
直

線
的

に
外

傾
し
、

や
や

厚
み

が
あ

る

艮
好

や
や

密
(2
 m
n以

卜
の
る

戻
・

長
右
・

黒
色

粒
を
含

む
)

外
向

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

面 面 而

外 内 断

黒
褐

色

淡
褐

色

渉
灰

角

口
縁
部

1/
5

5世
紀
前
半

外
面

に
は
煤
付
着

-1
2
DB
b-
1

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

と1
3

口
縁

端
部

は
僅

か
に
摘

み
上

げ
る
。
器
壁

は
薄

い
普

通
密

(0
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
石

を
極

か

に
含

む
)

回
縁

外
面

:ヨ
コ

ナ
デ

□
縁

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ
画 面 面

外 内 断

に
ムゞ

tヽ
褐
色

淡
茶
褐

色

淡
褐
色

口
縁
部

1/
6

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

―
上
d

LD
13
a-
1

単純
日
縁
甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

口
縁

は
内
彎

し
、

端
部

は
小

さ
な

面
を
持

ち
、

内
側

に
鋭

く
突

出
す

る

良
好

雪
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

笠
等

を
含

む
)

口
縁
外

面
:ヨ

ヨ
ナ
デ

ロ
縁

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

外
lE
:暗

黍
褐
色

内
。
断
面

:淡
褐
色

口
縁

部
1/
10

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

外
面

に
は
煤

付
着

-1
4

υ
う
a―

V
1和

日
稼
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁

は
内
彎

し
、
端
部

は
や
や

内

側
に
肥
厚

す
る
が
、
面

を
持

た
な

ヽヽ

普
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

肩
部

外
面

:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
後
、

ヨ
コ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:橙
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 断
灰
褐

色

淡
褐
色

回
縁

ヨ
も 1
/3

4世
紀

後
半

～
5世

紀
初

頭

-1
5
DB
Y-
2

幸
純
日
縁
覆
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
僅

か
に
内
彎

し
、
端
部

は

外
側

に
肥
厚

す
る

や
や
良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

肩
部
外
面

:ナ
デ

頸
部

内
面

:指
オ
サ

エ

胴
部

内
而

!繕
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:白
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

上
半

部
1/
8

4世
紀

後
半

～
5世

紀
初

頭

-1
6

DB
郡

/一
a-
1

単
純
日
縁
蜜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
直
線

的
に
立

ち
上

が
り
、

端
部

に
は
水
平

面
を

も
つ

艮
好

や
や

否
(1
51
1F
以

卜
の
る

英
・
長

る
等

を
含

む
)

口
縁

外
向

:ヨ
ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:肩
部

の
ヨ

コ
ハ

ケ
以

外
は

ナ
デ
消

さ
れ

る

H同
部

内
面

:桔
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 断

淡
褐
色

淡
灰
色

上
半

部
2/
3

4世
紀
末

～
5世

紀
初
頭

肩
部
以
外

の
外
面

に
は

煤
付
着

胴
部
径

23
 4
cm

-1
7

DB
耶
「

―
a-
2

単
純
日
縁
蟹
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
僅

か
に

内
彎

し
、

端
激
`は

平
坦

面
を
持

ち
外

側
に
肥

厚
す

る

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

卜
の
右

英
。
長

る
。

赤
色

粒
・
金

雲
母

等
を

や
や

多
く
含

む
)

口
縁

外
血

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:肩
部

に
は

4条
/c
mの

ヨ
コ
ハ
ケ
。

1同
部
に
は
そ
れ
よ
り
粗
い
ハ
ケ
調
整

月日
部

内
面

:構
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 断

淡
灰
褐
色

淡
灰
色

白
褐
色

上
半

部
2/
3

4世
紀

木
～

5世
紀
前
半

胴
部
径

25
 0
cm

-1
8
DB
Q-
20

単
純
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
G

肩
部

に
ヘ

ラ
状
工
具

に
よ

る
刺

突
を
施

す

艮
好

賢
(l
nl
以

下
の

石
天

。
長

る
を

含
む

,
朴
画

:1
2条

/c
mの

細
か
い

ヨ
コ
ハ
ケ

同
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
灰

褐
色

暗
灰

色

同
部
上
半

1/
4

4世
紀
末

～
5世

紀
前
半

-1
9

FC
-2

単
純
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

17
2

口
縁
部

は
内
彎

し
、
端
部

は
丸

く

収
め

る
良

好
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:上
半

の
横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
後
、
下
半

は
ケ
ズ

リ
上

げ

面 面

表 断

臼
褐

色

暗
灰

色

上
半

部
2/
3

4世
紀
禾

～
5世

紀
Hl
半

肩
部

以
外

の
外
面

に
は

煤
付
着

胴
部

径
23
 6
cm

―
Z(

:「
C-
1

睾
縄
日
縁
警
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

13
8

22
5

胴
部

は
球
胴
化

が
進

ん
で

い
る
。

国
縁
部

は
内
彎

し
、
端
部

は
丸

く

収
め

る

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ
デ

胴
部
外
面

:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
を
肩
部

→
下
半
部

の
順

に
施

す

1同
部
内
面

:斜
行
気
味
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
店

部
は
指
頭
圧
痕
が
顕
著
に
残
る

表
面

:自
褐

色
元

形
4世

紀
禾

～
5世

凪
前

半

胴
部
外
面

に
は
煤
が
付
着

胴
部

径
19
 1
cm

-2
1
IF
A-
1

単
純
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

月同
部

は
珂
醐
H化

し
、 

日
縁

は
巨
緑

的
に
緩

く
外

傾
す

る
。

端
部

の
平

坦
面

は
全

周
し
な

い

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

口
縁
部

!ヨ
ヨ
ナ
デ

胴
部
外
面

:7
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
→

タ
テ
ハ

ケ
を
施

し
、最

後
に

肩
部

に
ヨ
コ
ハ

ケ
を
施
す

胴
部
内
面

:下
半
の
斜
行
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
を

上
半
の
構
位
ケ
ズ
リ
が
切
る

表
面

:白
褐

色
4/
5残

存
4世

紀
末

～
5世

率E
前

半

胴
部

外
面

中
位

に
は
煤

が
付
着

胴
部
径

21
0∝

-2
2
DB
Y-
1

単
純
日
縁
雲
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

15
.3

16
5

口
縁

部
は
内
彎

し
、

端
部

は
小

さ

な
平

坦
面

を
持

ち
、

外
側

に
肥

厚

す
る

や
や

艮
好

や
や

社
(2
 m
m以

卜
の

右
英
・

長
右
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

R日
部

内
面

:惜
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:淡
灰

褐
色

内
。
断
面

:灰
褐

色

上
半

部
の

み
4世

紀
末

～
5世

紀
前
半

外
面

に
は
煤

が
付
着



第
95
表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・
古

墳
時
代

土
師

器
観

察
表

(4
)

‐ Ｉ Ｐ ω い １ １

挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
□

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
ム ロ

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

)υ
鬱
で

一
Zd

と
'B
-1

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

ヨ
縁
部

は
内
彎

し
、
端
部

に
平
坦

面
を
持

つ
や

や
艮

好
や
や
ll
l(
1 
5m
m以

卜
の
右
央
・

長
右
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
m部

内
面

:斜
行

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:淡
茶
褐

色
上
半

部
1/
4

世
紀

禾
～

b世
紀

同
」
キ

-2
4
IF
C-
5

単
純
日
縁
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

]縁
部

は
短

く
、

内
彎

す
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

。
金
雲
母

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`!
ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

胴
部

内
雨

:構
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
外 内

淡
茶
褐
色

暗
褐

色

口
縁

ヨ
`1
/b

生 世
紀

禾
～

b世
紀

Hl
キ

70
図
-1

DD
A-
1

V-
4-
2

砂
レ

キ
R

口
縁

は
綾

や
か

に
外

反
し
、

端
ヨ

`

は
詢

,く
収

め
る

や
や

良
婿

や
や

粗
(1
 5
1n
n以

下
の

る
天

。
長

右
・

未
缶

貯
歩

合
す
お

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:ヨ
ヨ

ナ
デ

外
・

断
山

:淡
炊

褐
色

内
而

:淡
茶

褐
色

口
頸
部

1/
8

革
田

5期

-2
DD
B-
1

隻
合
日
縁
冨
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
直

線
的

に
外

独
し
、

端
罰

`

に
は
平

坦
而

を
持

つ
旨

通
や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の
石

英
。
長

る
。

雲
御

締
。
ホ

御
粒

を
多

く
合

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

釜
回

:波
伯

已
□
縁

部
1/
6

車
田

6期

-3
DD
F-
1

腹
合
日
縁
屋
V-
4-
2

口
縁

部
は
内
傾

し
、

端
部

は
丸

く
収

め
る

醍
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
・

←
軍

畳
等

/2
・
多

く
合

む
う

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

釜
la
l 
i険

僑
巴

口
顕
部

1/
6

革
田

6期

-4
DD
C-
1

榎
合
日
縁
屋
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

回
縁

端
部

に
は

面
を

持
ち

、
外

カ

に
月R
厚

す
る

晋
道

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
。

黒
色
粒
・

雲
母

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

面 雨
表 断

淡
褐

色
陪

灰
色

口
稼

ヨ
`1
/1
2

草
田

7期

-5
DD
C-
2

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁

端
部

に
は
面

を
持

ち
、

外
カ

に
肥

厚
す

る
。

稜
は
横

方
向

へ
錫

く
突

出
す

る

晋
通

や
や
粗

(l
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ

デ

全
面

:淡
褐

色
口
縁

ヨ
`1
/1
0

草
田

7期

-6
DD
D-
1

恨
合
日
縁
巨
V-
4-
1

少
レ
キ
C

22
6

口
縁
部

は
大

き
く
外

lL
Rし

、
端
ヨ

`
に

は
平

坦
面

を
持

つ
晋

遍
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
夷
・

長
右
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部
外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

内
面

:磨
滅

の
た
め
調
整
不

明
隔

部
内

面
:桔

怖
の

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

朴
°
跡

回
:次

余
伯
E

殉
面

:淡
褐
色

口
頸

部
1/
3

4世
紀

中
粟

-7
DD
D-
2

反
合
日
縁
亘
V-
4-
2

妙
レ
キ
E

口
縁

部
は
大

き
く
外

傾
し
、

端
封

`
1こ

は
HP
ナ
日
耳覇

を
辛辛

っ
晋

適
糧

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

金
雲

母
等

を
多

く
含

む
)

画 面

外 均

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ

面 而
表 断

暗
灰

褐
色

陪
灰

待

口
稼

罰
61
/b

4世
紀

中
乗

-8
DD
E-
1

V-
4-
1

砂
レ
キ
E

口
縁
部

は
大

き
く
外
傾

し
、
端
剖

`

付
近

で
さ

ら
に
外
狽
1に

屈
曲
す

る
や

や
長

好
普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・
黒

色
粒
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ

外
面

:淡
褐
色

内
・

断
面

:淡
灰
褐
色

口
縁

ヨ
`V
む

4世
紀

中
粟

-9
DI
J」

―
現
合
日
縁
壺
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

口
縁

端
ヨ
`は

大
き

く
外

反
し
て
環

部
に

は
凹
面

を
形

成
す

る
稜

は
タ

ガ
】★

と
な

る

や
や
良

婿
普
通

(4
 m
m以

下
の
る
央

。
長

右
・

黒

色
粒

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ

外
・

断
山

:悟
余

褐
色

内
面

:淡
茶

褐
色

口
縁
部

1/
10

4世
紀

中
～

後
半

DD
G-
1

榎
合
日
縁
三
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
部

は
大

き
く
開

き
、

内
面

の

段
は
明
瞭

で
は
な

い
。

口
縁
端
部

l■
七

1′
、

普
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

等
を
や

や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

面 面
表 断

淡
茶
褐
色

淡
灰
色

口
数

ヨ
`1
/5

4世
糸
己
甲

～
後

半

-1
1

DD
G-
4

榎
合
日
稼
豆
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

部
は
大

き
く
開

き
、

端
凱
`は

内
側

に
肥

厚
す

る
。

稜
は
大

振
り

と
な

る

晋
追

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

多
く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

釜
画

:暗
僑

巳
口
類

ヨ
61
/

4世
紀

中
～

後
半

-1
Dり

tr
―

夏 合
日
稼
屋
V-
1-
3

砂
レ
キ
n

口
縁

部
は
大

き
く
開

き
、

端
ヨ
`は

さ
ら
に
外

反
し
て

丸
く
収

め
る

良
好

語
(l
nm
以

下
の

石
英
・

長
右
・

黒
笹

蹄
歩

や
や

多
く
合

む
う

面 面

小 為

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ

デ
画 面

表 断
暗

桃
褐

色

褐
灰

色

ヨ
縁
部

1/
8

4世
絹

中
～

後
半

-1
3

DD
tt
vI
一

l
屍
合
日
縁
巨
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

67
頸

部
に
無

軸
羽

状
文

を
幅

3 
1c
m

の
工
具

に
よ

っ
て
施

す
艮

好
や
や
密

(l
 m
II
以

下
の
石
美

。
長

右
・

黒
色
粒

を
含

む
)

朴
曲

:ヨ
コ
ナ

デ

為
面

:頸
部

上
半

は
ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

下
半

は
縦

位
の

ナ
デ

桐
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:淡
炊
褐
色

内
面

:白
褐

色
断
面

:灰
褐

色

頃
部

1/
8

4世
紀

前
半

～
中

唄

-1
4
DD
N-
1

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

頸
部

に
有

軸
羽

状
文

を
施

す
や

や
艮

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面

朴 為

ヨ
コ
ナ

デ

指
ナ

デ

貢 ‥

淡 面
‥ 断

面 。

外 内
褐

色
灰

掲
色

顎
ヨ
`1
/6

4世
紀

前
半

～
中

唄

一
ユ

DD
Z-
1

夏
合
日
縁
重
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

稜
は

タ
ガ
】犬

と
な

る
晋

通
や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

等
を
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
ロ
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

嘔
縄

内
面

:ナ
デ

‥ 部 ‥

部 縁 而

頸 口 断

淡
褐

色
:暗

褐
色

淡
褐

色

口
蜘

罰
`1
/8

4世
紀

甲
～

俊
キ

-1
DD
I-
1

〓 車
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

頸
部

に
断
面

台
形

の
奨
汗

を
貼

り

付
け
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

る
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
山

:ヨ
コ

ナ
デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

R日
部

内
面

:桔
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 新
淡
褐

色
淡
灰
褐
色

類
ヨ
も 1
/4

4世
紀

日
Hキ

～
甲

頃

-1
DD
U一

l
貝
合
日
縁
壺
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

4
膏
ヨ
`に

言
軸

綴
杉

又
を
厄

す
や

や
艮

射
や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右
英

。
長

右
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
画 面 而

外 内 断

に
ぶ

い
淡

頁
褐

色

淡
黄

褐
色

湊
灰

褐
伺

肩
部

1/
8

4世
紀

Rl
半

～
甲

銭

-1
8
DD
L-
2

一 亜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

肩
部

に
直
径

8 
mm
の

竹
管
文

を
2

段
に
渡

っ
て
施

す
や

や
艮

好
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
合

む
)

外
面

:4
条

/c
nの

タ
テ

ハ
ケ
後

、

肩
部

の
み

ヨ
コ
ハ

ケ
を
施

す
桐
稲

内
雨

:結
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面 而

外 内 断

暗
余

褐
色

灰
褐

色
淡
灰
褐
色

碍
封
`1
/5

4世
紀

中
～

後
半
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西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・
古

墳
時
代
土

師
器
観

察
表

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

胎
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口
在

ro
凶

―
」l
飾
二
璽

口
縁

壺

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

l
口
稼

部
外

山
に
雑

な
波

状
文

を
旋

す
旨

通
や

や
粗

(0
5■

m以
下

の
石
英
・
長

石
を

や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

企
画

:淡
種

褐
也

内
。
AF
T面

:淡
褐
色

口
縁

罰
`1
/8

早
田

0～
rt
t 
r

畿
内
系
加
飾
二
重

回
縁
壷

20
と

同
一

個
体

か
-2
0
DD
H-
2

加
飾
二
蓮

向
揚

梅

V-
1-
2

7う
レ
キ

R

3イ
肩

部
に

6条
の

灰
杖

又
・

押
引

き

刺
突

文
を
施

す

や
や

小
展

や
や
池

(1
 5
mm
以

卜
の

右
天
・
長

右
等

を
含

む
)

面 而
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
椎

位
の

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:淡
褐

色
内

。
断

面
:湊

捨
悟

角
同
部

1/
4

車
田

6～
7期

?
騨
内
系
方
□舗

二
言

回
縁
幕

-2
1

DD
Ⅵ

/一
a-
1

_里
口
豚
臣
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

巨
線

的
に
立

ち
上

が
る
類

部
内
ハ

面
と

も
に
赤

彩
を
施

す
や

や
艮

A‐
l

や
や

密
(0
 5
ml
n以

下
の

石
英

。
長

石
・

里
色

汁
笙

み
合

′
,ヽ

面 而
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ

デ
面 而

表 新
に
ぶ

い
褐

色
灰

楊
御

頸
部

1/
4

草
田

7期
籍

肉
繁

二
琶

□
綴

喜
―

Z之
DD
W―

b
―

l
い
翌

堂
V-
1-
3

l
朴

画
全

体
に

赤
彩

を
施

す
旨

通
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色

粒
を
含

む
)

頸
部

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
而

:雑
な

ナ
デ

外
・

断
面

:淡
灰
掲

色
内
面

:淡
茶
褐
色

肩
罰
61
/4

4世
紀

雨
羊

～
甲

唄

―
Z3

DD
K-
1

加
飾
複
合

口
重

V一
l-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

の
外

la
に

EI
X■

14
伽

の
半

裁
竹

管
状

工
具

と
直

径
7■

mの
竹

管
状

工
具

で
「

S」
字

状
の

文
様

を
施

文
す

る

晋
通

や
や
社

(3
mm
以

卜
の
赤

色
粒
・

右
天

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
釜

回
:日

褐
色

口
縁
部

1/
8

4世
紀

前
半

～
中

頃

-2
4
DD
K-
2

明
師

重

3R
01

頸
濁
`に

半
裁

竹
官

状
工

具
を
縦

万
旬
に
反

転
し
な

が
ら
施

文
し
、

連

売
S字

状
の

文
様

を
施

文
す

る

や
や

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ

ナ
デ

釜
血

:険
褐

色
頸
部

1/
8

4世
紀

岡
羊

～
甲

唄

DD
Y―

l
一 襲

V-
1-
2

51
頭
画

は
半

ほ
気

味
に

な
る
が

平
坦

面
は

な
い

良
好

音
通

(2
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
含

む
)

面 面
外 内

放
射
状

の
指

ナ
デ

ケ
ズ

リ
上

げ
画 面 面

外 内 蹄

明
褐

色

淡
橙

褐
色

泌
扉

缶

咀
罰
も
の

み
4世

紀
Y

一
Z0

DD
J-
1

一 車
V-
4-
2

Ry
n,

11
℃

氏
部

は
半

底
と

な
る

艮
好

や
や
粗

(l
 m
m以

卜
の
右

天
。
長

る
零

を
多

く
合

む
)

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
為
而

:ケ
ズ

リ
ト
げ

全
面

:淡
褐

色
囁
部

1/
5

4世
紀

71
図
-1

DH
」

-2
葛

杯
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

27
1

F4
司

`は
肉

彎
し
な

が
ら
立

ち
上

が
る
が

、
日
縁

は
外

反
す

る
内

面
に

梼
】★

の
ア

ク
セ

ン
ト
が

つ
く

艮
好

徴
密

(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・

金
雲
母
・

長
石
等

を
含

む
)

面 面
外 内

丁
寧

な
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

丁
寧

な
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
・

断
面

:淡
褐

色
内
面

:暗
褐

色
添
部

1/
8

革
田

5～
6期

-2
DH
」

-1
再

杯
V-
4-
2

砂
レ
キ
J

杯
部

は
内
彎

し
な
が

ら
立

ち
上

が
る
が
、

口
縁

は
外
反

す
る
内
面

に
稜
状

の
ア

ク
セ

ン
ト
が
つ

く

艮
好

徴
密

(0
 5
mm
以

卜
の
る

英
・
長

る
寺

を

僅
か

に
含

む
)

口
縁

外
山

:ヨ
コ
ナ

デ
後

、
暗
文

状
の

縦
位

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
を
加

え
る

杯
部

外
面

:1
0条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

内
面

!単
位
の
見
え
な
い
丁
寧
な

ミ
ガ
キ

外
・

断
山

1淡
褐

火
色

内
面

:暗
灰

色

添
酎
`1
/1
0

軍
田

5～
6期

-3
DH
E-
1

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

44
対

`は
綾

や
か

1こ
困
彎

し
な

が
ら

立
ち
上

が
り
、

口
縁

部
は
僅

か
に

外
反

す
る
。

口
縁

端
部

に
は
凹

面
を
持

つ

艮
好

や
や

否
(1
 5
mm
以

卜
の

金
雲

母
・

在
英

。
長

石
を
含

む
)

日
縁
外
山

:斜
行
放
射
棋
の
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

杯
部

外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

日
縁
内
面

:斜
行
放
射
状
の
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

杯
部

内
面

:放
射

状
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

面 面

飛 新
淡
褐
色

淡
灰
褐

色
豚
部

1/
4

軍
田

6～
7期

-4
DH
E-
2

苛
杯

暗
灰
砂

林
罰
∫ は

被
や

か
に
内

彎
し
な
が

ら

立
ち
上

が
り
、

日
縁

部
は
僅

か
に

外
反

す
る
。

日
縁

端
部

は
丸

く
収

め
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒

。
赤

色
粒

を
含

む
)

口
縁
端
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:単
位

の
見

え
な
い
丁
寧

な
ミ

ガ
キ

全
面

:淡
褐

色
14
・
』
∫ 1
/6

早
四

0～
r期

DH
Ⅲ

一`
ユ

島
林

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

添
部

に
斜

め
に
下
垂

す
る
稜

を
作

り
出
す

や
や

良
好

や
や
密

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

赤
色
粒

を
含

む
)

画 面
外 内

ナ

ヨ
コ
ナ
デ
後
、
放
射
状

に
指

ナ
デ

画 面 面

外 内 断

国
褐

色

淡
褐

色
渉

灰
行

琳
罰
`1
/5

4世
紀

後
半

-6
DH
A―

ユ
罰

杯
V-
1-
2

稜
は
外

側
に
矢

出
し
、

日
縁

は
外

反
し
す

る
。

杯
底

部
は
刺

突
孔

を
持

っ
円
盤

チ
垣

民
好

や
や

粗
(l
 m
m以

卜
の

石
天
・

長
石
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

口
縁

部
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部
外
面

:縦
位

ハ
ケ
後
、
横

ミ
ガ
キ

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:淡
褐

色

内
面

:淡
灰

色
断

面
:暗

灰
色

杯
部

1/
2

4世
紀

後
半

`松

山
氏
・

接
続

法
α

DH
F-
2

再
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

段
状

の
稜

を
持

ち
、

日
縁

端
部

は
僅

か
に
外

屈
す

る
民

好
や

や
杷

(1
 5
mm
以

卜
の
る

英
。 長

る
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面

琳 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
全

画
:臼

褐
色

添
部

1/
5

4世
紀

後
半

-8
DH
D-
2

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
44
h』

も に
被

を
持

た
す

、
国
縁

端
ヨ

`
は
僅

か
に
外

反
す

る
艮

好
や

や
行

く
l 
mm
以

卜
の
ね

英
・

長
る
・

黒
色

粒
を
含

む
)

]縁
外

血
:ヨ

コ
ナ

デ

不
部

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
代
而

:ヨ
コ
ナ
デ
後
、
斜
行

rr
射

,キ
ミ
ガ
キ

面 面 面

外 内 肝

黒
掲
色

淡
茶
掲
色

渉 「

梱
缶

杯
部

1/
5

4世
紀
後
半

外
面

に
煤
付
着

υ
旦

リ
ー

も
局

T/
N

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

杯
部

に
稜

を
持

た
ず
、

回
縁
端

謝
は
緩

や
か

に
外
反

す
る

良
好

竹
(l
 b
mm
以

卜
の
右

央
。
長

る
。 赤

色

粒
等

を
多

く
合

む
)

口
稼

罰
`:
ヨ

コ
ナ

デ

杯
部
外
面

:縦
位
の
ハ
ケ
調
整
後
、
ナ
デ

杯
部

内
面

:斜
行

教
射

状
の

ミ
ガ

キ

全
血

:淡
橙

褐
色

F4
Nヨ

`1
/

4世
紀

後
半

～
5世

紀
前

半

-1
0
DH
D-
1

島
44
h

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

林
罰
`に

榎
を
持

た
す

、
口
稼

端
酎

`
は
緩

や
か

に
外

反
す

る
。

杯
底

面
は
東
‖実

を
持

っ
円
辮

布
垣

晋
道

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石

。

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

全
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
表

面
:淡

橙
褐

色
杯

部
の

み
41
「
4E
使

千
～

D 
E4
こ

剛
ギ

(松
山
氏
・

樗
続

法
α

)
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節
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

71
凶

―
■

り
Hリ

ー
b

局
林

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

杯
部

に
稜

を
持

た
す
、

口
縁
端
凱

1

は
緩

や
か

に
外
反

す
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:放
射

状
の

ハ
ケ
調

整
林

部
内
而

:教
射

状
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

画 面
晨 断

日
褐

色

灰
白
褐

色

杯
部

は
完

存
4世

紀
後

半
～

5世
儡

Bl
半

r継
II
卜

.淳
V4
_洋

β
?あ

-1
2
DH
B-
1

高
T4
N

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

添
底

部
は

円
盤

充
填

と
す

る
罠

好
晋

通
(1
 5
mm
j/
k卜

の
IE
央
・

長
右
・
金

雲
母

等
を
含

む
)

外
面

12
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ
後
、
嶋

2

mm
の
細
か
い
横
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

12
条

/c
mの

放
射
状

タ
テ
ハ
ケ
後
、

幅
3 
mm
の
放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面

全
画

!淡
褐

色
不

車
由
部

の
み

4世
紀
後
半
～

5世
紀
前
半

〔松
山
氏
・

接
続

法
α

)

-1
D員

じ
一

l
島
″
ト

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

T4
h'
氏
笥
6は

円
猛

)t
瞑

と
す

る
/p
ゝ
酬

部
内
面
側

か
ら
も
押
圧

さ
れ

る
民

好
や
や
密

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

外
血

:ナ
デ

内
面

:放
射

状
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
全

向
:日

褐
色

不
軍
由
部

の
み

4世
紀
後
半
～

5世
紀

Hl
半

(松
山

氏
。
接

続
法

α
)

-1
4
DH
N一

ユ
爵

林
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

11
透
子
と
は

8カ
所

と
考

え
ら
れ

る
民

好
や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

朴
面

上
方

は
6条

/m
の

タ
テ
ハ
ケ
。

中
位
は
縦
位
の
ナ
デ
。脚

端
部
は

ヨ
コ
ナ
デ
後
、
放
射
状
の
ハ
ケ

横
位

の
ケ
ズ

リ
後

、
ナ

デ
殉

面

全
山

:日
偶

色
Hl
部

1/
4

4世
紀

後
半

～
5世

紀
Fl
半

-1
DG
C―

蓋
?

V-
4-
1

l
端

部
は
広

い
画

を
持

ち
、

器
壁

は

,享
い

や
や

良
好

普
通

(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
る

等
を

や
や

多
く
合

む
)

笥
部

外
血

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

滞
剤

:ヨ
コ

ナ
デ

全
面

:白
褐

色
�
化

ヨ
`分

1/
6

4世
紀

-1
DC
E-
1

観
形

土
拳
V-
1-

*日
マ
♭

狭
口

11
1

7F
ム

ロ
灰

口
縁

端
部

は
丸

く
jI
Xめ

る
罠

好
や

や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右

英
。
長

右
・

赤
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

画 面

朴 内
ナ

デ

指
ナ

デ
^指

頭
F唐

外
面

:白
褐

色
肉

・
蹄

面
:渉

堰
缶

灰
口
縁

ヨ
`

約
1/
3

4世
紀

厠
キ

-1
DC
D-
2

凱
形
土
益
V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

灰
□

11
6

云
回

狭
口
縁
端
部

は
丸

く
収

め
、

か
ら
や
や
下

が
っ
た
位

置
に

状
の
突
帯

を
貼

り
付

け
る

縁 ガ

ロ タ

晋
通

や
や

粗
(l
 m
m以

卜
の
右

央
。
長

右
・

黒
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

画 面 而

外 内 断

自
禍

色

淡
褐

色
楊

灰
魚

妖
□
縁

』
∫

約
1/
4

4世
紀

前
半

DC
D-
1

鋭
形
土
器
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

即 ‐５
０

五
口

床
口
縁
端

部
は
や
や
外
側

に
肥
厚

し
、

や
や
下

が
っ
た
位

置
に
つ

く
タ
ガ
状

の
突
帯

は
高

い

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右
英

。
長
右
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

多
く
を
含

む
)

外
山

:ヨ
コ

ナ
デ

狭
口
縁

部
内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
!

色 色
褐 褐 缶

橙 橙 梱

明 淡 渉

面 面 而

外 内 断

扶
口

稼
司

S

約
1/
6

4世
紀

Rl
キ

鋭
形
土
器
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

狭
口

砥
口

狭
口
縁

の
や

や
卜
に

タ
ガ
状

の
宍

帯
を
付

け
る

や
や

長
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

る
寄

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`外

向
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ロ
縁

部
内
面

:指
オ

サ
エ

H日
綿

内
而

:桔
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 断

淡
褐
色

淡
灰
褐
色

]同
ヨ
も
1/
8

4世
紀

雨
半

-2
0
DC
A-
2

乳
形
土
器
V-
4-
2

暗
褐
色

粘
質

シ
ル

ト

候
口

広
口

51
(

広
□
縁
部

に
は
面

を
持

ち
、

や
や

下
が

っ
た
位

置
に
縦
位
一
対

の
把

手
を
つ

け
る

や
や

艮
好

晋
通

(1
 5
mm
以

卜
の
る

央
。
長

右
・
黒

色
粒

。
赤

色
粒

を
含

む
)

口
縁
端
部

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:ナ
デ

内
面

:7
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
。
胴

部
中
位

は
横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

回 面 面

外 内 断

我
衛

巳

淡
灰
褐

色
淡
灰

色

ザム
ロ
豚

司
心

約
1/
5

4世
紀

同
J羊

―
Zよ

Dl
tS
-1

キ
世
ね
i為

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

叉
好

壁
初

や
や

密
(0
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
等

奉
全

か
ヽ

面 而
外 均

指
ナ

デ

指
ナ

デ

全
血

:淡
褐

色
囁

部
の

み
4世

率E

γZ
凶
-1

DA
Ⅲ

一`
鼓
形
器
台
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

上
稜

ヨ
`は

僅
か

に
横

万
同

に
突

翌
す

る
醍

好
や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
る
等

を
含

む
)

外
画

:ヨ
コ

ナ
デ

受
部

内
面

:粗
い

ナ
デ

曲
部

内
雨

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

面 面
外 内

白
褐

色
淡
褐
色

髭
罰
`1
/4

勅 側
４ 径

田 部
車 筒

DA
H-
1

藪
形
益
a
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

上
稜
部

は
卜
≧

す
る
。
榎

の
上
万

に
沈
線

を
施

し
、
稜

を
強
調

す
る

醍
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

金
雲
母
等

を
含

む
)

外
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

受
部

内
面

:ナ
デ

筒
部

内
面

:結
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

外
血

:淡
褐

色

内
面

!暗
茶

褐
色

蹄
面

:謄
楷

綴
御

受
部

1/
5

軍
田

5期
筒
部

径
7 
8c
n

-3
DA
E-
1

鼓
形
器
3
V-
4-
2

4
上
稜

部
は
横

方
向

に
突

出
す

る
口

像
端

部
は
詢

,く
収

め
る

や
や

艮
対

晋
通

(l
 m
m以

卜
の
右

央
・

長
右

寺
を

多
く
含

む
)

外
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ
内
而

:鉄
分

の
付
着

の
た
め
調
整
不
明

回 面
表 新

日
伯
B

淡
茶

褐
色

受
部

1/
5

事
田

5期

-4
DA
J-
1

薮
形
溢

宿
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

下
稜

部
は

横
万

同
に

突
出

す
る

罠
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

赤
色
粒

を
含

む
)

外
面
・

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

受
部

内
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
脚

部
内
而

:構
付

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面
表 断

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

卿
部

1/
5

車
田

6期

-5
DA
N-
1

鼓
形
器
台

Υ
-1
-2

め
レ
キ

R

下
稜

部
は
や

や
斜

め
上

方
に
突

巴
す

る
ハ

脚
端

部
は
細

く
な

る
罠

好
ゃ

ゃ
Ir
H(
l 
nm
以

卜
の

る
央

。
長

右
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
面

。
脚

端
部

:ヨ
ヨ
ナ

デ
脚
部

内
而

:桔
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
山

:淡
k色

卿
罰
`1
/1
0

革
田

6期

-6
DA
lv
I-
1

鼓
形
器
台

V-
4-
2

わ
レ
キ

T「

下
稜

部
は
横

方
向

に
に
ぶ

く
突

巴
す

ス
貝

好
普
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
・

赤
俸
粁

冷
多

く
合

お
う

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
内
而

:桔
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
山

:明
褐

色
下
稜

部
1/
5

寧
田

6期
下
稜

俗
凱

4 
0c
nl

υ
A興

一
Z

薮
形
蕎
葛

V-
1-
Z

担
砂

上
稜

部
は
僅

か
に
横
万

同
に
奨

世
す

る
。

口
縁
端
部

は
細

く
収

め
る

貝
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

受
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

色 色
褐 褐

明 淡
画 面

表 断
受
部

1/
5

車
田

5期

υ
AI
j―

鼓
形
器
君

V-
4-
1

少
レ
キ
A

稜
は
横
方

向
に
突

出
す

る

器
壁

は
薄

く
シ
ャ
ー
プ

晋
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右

央
。
長

ね
。

黒
色

粒
・

赤
色

粒
を

多
く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
受
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

筒
部

内
面

:ナ
デ

離 「
部

内
面

:繕
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

色
色 褐

褐 灰
明 淡

画 面
表 断

筒
部

約
1/
4

軍
田

5～
6期

筒
郡
径

10
 3
cm
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挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
湊

cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

□

72
図
-9

DA
B-
1

妥
形

益
含

V-
4-
ツ

砂
レ
キ
E

7を
被

は
横

万
同

に
失

出
す

る

器
壁

は
極

め
て

薄
く

シ
ャ
ー

プ
艮

好
密 む

l 
mm
以

卜
の

右
央

。
長

る
寺

を
奮

外
山

:ヨ
コ

ナ
デ

受
部
内
面

:ケ
ズ
リ
後
、
丁
寧
な
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

筒
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
血

:国
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐

色
御
1/
2

早
出

D～
0期

筒
部
径

10
 4
cm

―
上
し
LD
AK
-1

攻
形

喬
宙
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
卜
被

は
斜

め
上

万
に
褒

出
し
、

簡

喘
部

は
斜

め
上

方
に
肥

厚
す

る
艮

好
や

や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右

天
・

長
る

。

赤
色

粒
を

多
く
含

む
)

外
山

:ヨ
コ
ナ

デ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

釜
回

:日
僑

巴
卸

激
`1
/8

軍
田

6～
7期

-1
1

DA
L-
1

妥
形

恭
亡
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

bt
卜
稜

は
横

万
同

に
突

出
し
、

脚
端

郭
に

は
面

を
設

け
る

艮
好

や
や

杜
く
Z 
mm
以

卜
の
右

央
・

長
る

。

黒
色

粒
を
多

く
含

む
)

外
画
・

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

筒
部

内
面

!ヨ
コ
ナ

デ

受
部

内
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

画 面 面

外 内 断

淡
褐

色

明
褐

色

灰
褐

色

掛
〕 ヨ
∫ 1
/5

早
田

り
～

イ
期

―
l

LD
AA
―

致
形
器
右
V-
1-
2

細
砂

卜
被

は
斜

め
上

万
に
奨

出
す

る
脚

端
部

は
丸

く
収

め
る

艮
好

や
や

t■
(1
 5
mm
以

卜
の
右
天

。
長
る

。

赤
色
粒

等
を
や

や
多

く
含

む
)

外
画
・

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

筒
部

内
面

:ナ
デ

翌
部

内
雨

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

外
面

:淡
灰

褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

即
酎
∫ 1
/4

軍
田

6～
7期

-1
3

LI
AЬ

―
Z

致
形
器
名
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

51
崚

は
横

万
同

に
矢

出
す

る
。

罠
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

位
・

黒
色
粒

を
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

受
部

内
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

筒
部

内
面

:ナ
デ

脚
部

内
面

:惜
付

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面

表 妍
白
褐

色
淡
灰
色

間
部

1/
3

軍
田

7期
筒
部

径
7 
8c
m

-1
4
DA
A-
1

笈
形
器
台
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

57
陵

は
横
方

向
に
突

出
し
、
脚
端
部

は
斜

め
上
方

に
反

る
普

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面
・

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

筒
部

内
面

:ナ
デ

辱
部

内
而

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

面 面
表 断

淡
灰
掲

色
明
褐

色
脚

部
1/
4

草
田

7期

-1
DA
C-
1

安
形
器
台
V-
4-
2

暗
褐

色
粘
質

シ
ル

ト

抜
は

各
々

上
卜

に
失

出
す

る
艮

好
や

や
祖

(l
 b
mm
以

卜
の

/E
央
・

長
る

。

赤
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

朴
山
・

瀾
〕 端

罰
6:
ヨ

ヨ
ナ

デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

苛
部
内
面

:横
位
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
、
ナ
デ

受
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

色
色 褐 色

褐 灰 掲

日 淡 淡

画 面 面

外 内 断

南
ヨ
`1
/6

早
田

つ
～

O期

筒
部

径
8 
3c
m

一
ユ

DA
D-
1

坂
形

益
名
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

同
部

は
消

顔
し
て

い
る
。

脚
端

罰
`

に
は
僅

か
に
平

坦
面

を
持

つ
艮

好
や

や
粗

(Z
 m
m以

卜
の
る

天
。
長

右
害

を
多

く
含

む
)

朴
山

。
脚

端
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

脚
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

き
部

内
而

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

全
le
l
:臼

褐
色

即
劉
`1
/4

阜
田

7期
以

降

-1
DE
A-
2

医
脚

打
V-
4-
2

地
山
上

口
縁

端
部

tま
沈

線
状

に
窪

む
良

好
や
や
粗

(1
 5
ml
n以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

添
部

外
面

:丁
寧

な
ナ

デ

添
部

内
面

:放
射

状
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

聞
部

:ヨ
ヨ
ナ

デ

表
血

:淡
橙

褐
色

断
面

:淡
灰
色

脚
』

`f
よ

元
存

杯
部

1/
6

阜
田

6～
r期

―
l

DE
A-
1

低
脚

材
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

端
部

は
丸

く
収

め
る

罠
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
警

を
や

や
多

く
含

む
)

不
部
外
面

:8
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

禾
部
内
面

:斜
行
放
射
状
の
ハ
ケ
調
整
後
、

暗
文
風
の
放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

脚
部

!ヨ
ョ

ナ
デ

表
面

:淡
橙
褐
色

断
面

:淡
褐
色

的
1/
2

車
田

6～
7期

-1
DE
F-
2

医
脚

杯
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

端
部

は
丸

く
収

め
る

良
好

密
(l
 n
lm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
雲

母
を
含

む
)

イ
部
外
面

!細
か
な
縦
位
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

不
部

内
面

:9
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
後

縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

表
画

:淡
余

褐
色

断
面

:灰
褐
色

14
N剖

∫ 1
/4

阜
出

6～
イ
期

―
Zt

DE
「

-1
凰

脚
T/
1
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁

端
ヨ
も
は

丸
く
収

め
る

罠
好

密
(l
 m
T以

下
の
石

英
・

長
石
・

金
雲

母
等

を
や

や
多

く
含

む
)

不
部
外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
不
部

内
面

:1
0条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ナ
デ

全
面

:自
褐

色
不

部
1/
6

軍
田

6～
7期

-2
1

D」
B―

虫
脚

T4
V-
1-

細
砂

卿
部

に
1カ

FJ
T芽

子
Lを

麓
す

艮
好

や
や
社

(l
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
右

を

や
や

多
く
含

む
)

沐
部

ハ
画

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

不
部

内
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
脚
部

:ョ
コ
ナ

デ

山 ・

外 内

:淡
褐

色

断
面

:淡
桃

褐
色

卿
部

の
み

早
田

⑤
～

イ
期

一
み

DE
B-
1

蛋
脚

杯
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

抑
部

は
扁

平
化

が
進

む
良

好
や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
含

む
)

杯
部

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

杯
部

内
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

脚
部

:ヨ
コ
ナ

デ

全
la
l 
i日

禍
色

側
激
も
の

み
早

田
0～

1期

―
Zt

DE
E一

ユ
氏

脚
鉢

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

膏
台

状
に
外

根
」に

踏
ん

張
る
脚

が
つ

く
罠

好
や

や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

杯
部

外
面

:ナ
デ

?
杯

部
内
面

:ナ
デ

?
脚

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

・ 面
外 内

断
面

:淡
灰
褐
色

:淡
黄
褐
色

頭
部

1/
2

草
田

6～
7期

-2
4

DE
CC
-2

低
周

〕 4
4N
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

封
日

6に
1カ

防
穿

子
し
を

施
す

民
好

や
や

tt
jく

1 
5m
m以

卜
の
る

天
。
長

右
・

黒
色

粒
等

を
含

む
)

脚
ヨ
`外

la
l:
ヨ

コ
ナ

デ

脚
部

内
面

:斜
行

放
射

状
ハ

ケ
後

、
ヨ

ヨ
ナ

デ

画 面
表 断

淡
褐

色

淡
灰

褐
色

Ll
ヨ

`1
/2

早
出

0～
1期



第
99
表
・

西
川

津
遺

跡
V区

出
土
・
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(8
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口

F2
図
-2
5
DE
D-
1

医
脚

鉢
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

岬
ヨ
`は

大
き

く
外

供
」
に

踏
ん

張

り
、

端
部

に
面

を
持

つ
民

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

画 面 面

外 内 肝

It
B褐

色
淡
褐

色
沐 「

楊
御

抑
ヨ
`1
/3

草
田

6～
7期

-2
6
DF
D-
1

Jヽ
型
器
台
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

中
空

の
器

台
で
、

日
縁

端
部

は
上

方
に
摘

み
上

げ
る

民
好

密 粒
(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石

。 赤
色

黒
色

粒
を
含

む
)

外
面

:放
射
状
の
細
か
な
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:放
射
状
の
細
か
な
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

□
縁
維

ヨ
コ
ナ
デ

面 面 而

外 内 断

淡
褐

色

白
褐

色
淡

白
灰

色

14
Nヨ

`1
/4

軍
田

7別
畿

内
系

推
定

口
径

8 
5c
m

Dと
｀ C
―

Iヽ
型
器
台
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

11
2

脚
部

の
透

孔
は

3カ
FJ
Tと

考
え

ら
加

ス

艮
好

密
(3
 H
Lm
以

卜
の

右
英

。
長

右
・

金
雲

母
等

を
含

む
)

外
面

!細
か

な
横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

内
面

:5
条

/c
mの

斜
行
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

色
色 褐

褐 灰
灰 ‥

淡 面
‥ 断

面 ・

外 内
即

酎
`1
/6

車
田

7期
幾
内

系

一
Zも

DF
C-
1

」ヽ
型
器
台
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

lm
部

の
透

孔
は

3カ
所

と
考

え
ら

れ
る
。
脚
端
部

に
沈
線

を
施

文
す

る

普
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

金
雲
母

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

内
面

:8
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ
画 面 面

外 内 断

明
褐

色

淡
灰

色

淡
褐

灰
色

Xl
部

1/
6

草
田

7期
以

降
畿

内
系
変
容

―
Zυ

DF
B-
1

卜
型
器
亡
V-
1-
2

暗
灰
砂

の
空 る

中 め

器
含

。
脚

端
ヨ
`は

丸
く

以
良

好
や

や
粗

(l
 m
m以

下
の
石

英
`

赤
色

粒
等

を
や

や
多

く
含

み
、

で
は

な
い

)

・ 口 匝

石 製
長 精

筒
部

外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

内
而

:ヨ
コ

ナ
デ

回 面
表 断

険
衡
B

褐
灰

色

回
縁
部

欠
損

草
田

7期
以

降
畿

内
系
変
容

-3
U
DF
A-
1

小
型

器
台
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

司
TT
N】

犬
を

主
す

艮
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

雲
母

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ハ
ケ
調

整
後

、
ナ

デ

杯
部

内
面

:ナ
デ

脚
部

内
而

:絞
り

日
が
残

る

釜
田

:我
仄

偽
包

国
豚

断
封

'と
BH
l

端
部

は
欠
損

革
田

7期
以

降

-3
1
DE
CC
-1

抵
脚
高
杯
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

脚
部

は
中
位

で
大

き
く
外

側
に
屈

曲
す

る

艮
好

密
(l
 n
nl
以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
含

む
)

外
面

:丁
寧

な
ナ

デ

杯
部

内
面

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

杯
部

内
面

:ナ
デ
・

指
頭 「

痕

外
国

:明
偶

色

内
・

断
面

:淡
褐
色

卿
罰
`1
/2

軍
出

7期
以

降

畿
内

系

-3
之

DH
K-
2

低
脚
高

1/
T
V-
1-
2

砂
レ
キ

即
部

は
大

き
く
開

き
、

端
部

に
は

』
面

を
持

つ
。

透
孔

は
3カ

所
と

考
え

ら
れ

る

旨
通

や
や
杜

(1
 5
mm
以

卜
の
右

央
。
長

IE
・

赤
色

粒
・

黒
色

粒
を
多

く
含

む
。

甕
と

日
繕

の
胎

十
Ⅲ

面 面

外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
圃 面 面

外 内 断

俊
僑

色

白
褐

色
渉

茶
褐

色

卿
端

部
1/
6

早
田

r期

―
も
t
Dt
tK
-1

低
測

渇
1/
1
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

脚
部

は
大

き
く
開

き
、

端
部

に
は

凹
面

を
持

つ
。

透
孔

は
3カ

所
と

考
え

ら
れ

る

罠
好

密 む
(l
 m
m以

卜
の

右
英

。
長

右
等

を
含

外
面

:中
位

は
タ
テ
ハ

ケ
。
下
半

は
ヨ
コ
ナ
デ

肉
而

:1
0条

/r
mの

斜
行

ハ
ケ

全
面

:淡
灰

褐
色

卿
部

1/
4

軍
田

7期
以

降

~t
j判

Dじ
A-
1

百
快

勢
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
縁

部
の
屈

曲
は
明

瞭
艮

好
傲

密
(砂

粒
を

ほ
と

ん
ど

含
ま

な
い

桶
型

忌
う

画 面
外 内

ミ
ガ

キ
と
思

わ
れ

る
が

磨
灰

ミ
ガ

キ
と
思

わ
れ

る
が

磨
滅

全
面

:暗
橙

褐
色

約
1/
8

車
田

7期
畿

内
系

(搬
入

品
?)

-3
5
DB
O-
1

庄
日
土
器
V-
4-
2

砂
レ
キ
J

本
体

の
土

器
に

は
め
込

ん
で

あ
っ

た
部

分
か

ら
剥

離
し
て

い
る

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
・

金
雲
母

。
黒
色
粒

を
含

む
)

外
面

!縦
位

の
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

全
山

:臼
褐

色
注

田
部
分

の
み

草
田

5～
6期

-3
t
DG
B-
1

手
焙

形

土
器

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁
部

は
受

け
口
】犬

に
な

る

天
丼
部
・

底
部

は
残

存
し
な
ヽ

罠
好

晋
通

く1
 5
mm
以

卜
の
る

央
。
長

右
・
赤

色
粒

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

胴
部
外
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

l同
部

内
面

:ナ
デ

色
褐

色 淡
褐 ‥

明 面
‥ 断

面 ・

外 内
ほH

lヨ

`1
/4

早
出

6～
r期

F3
凶
-1

!は
A-
1

恨
合
日
縁
碧
V-
4-
2

r1
/N
レ
キ
F

11
4

口
縁

は
退
化

し
、
稜

や
内
面

の
腰

が
緩

や
か

に
な

っ
て

い
る

端
部

は
内
側

に
肥

厚
す

る

罠
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右
央

。 長
る
等

を
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部
外
面

:肩
部

は
7条

/c
al
の

タ
テ

ハ
ケ
。
胴
部

は
斜
行
ハ
ケ

1同
部
内
面

:頸
部
よ
り
下
が
っ
た
位
置
か
ら

斜
め
上
方
へ
の
ケ
ズ
リ
上
げ

外
色

褐 色
淡 褐

‥ 茶
面 淡

断 ‥
内

面

上
半
部

1/
4

5世
紀
前

半
外
面

に
煤
付
着

-2
IG
F-
1

榎
合
日
縁
語
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

稜
の

直
上

に
沈

緑
を
施

し
、

榎
を

強
調

す
る

貝
好

議
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を
僅

か
に
含

む
)

外
面

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:ヨ
コ

ナ
デ

面 面 而

朴 為 析

に
もゞ

ヽ`
褐

色

に
ぶ

い
淡

褐
色

淡
灰

色

口
稼

罰
`1
/8

4世
紀

後
半

外
面

全
体

に
煤

付
着

-3
IG
I-
1

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

は
大

き
く
開

き
、

内
側

の
段

は
不

明
瞭

と
な

る
。

端
部

に
は
平

tR
而

を
持

つ

艮
好

坐
徹

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
や
や
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ
町
祁

内
面

:ナ
デ

面 面
表 断

明
褐
色

淡
褐
色

口
顎

ヨ
`1
/3

4世
紀

後
半

-4
tけ

頓
一

Z
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

部
は

内
傾

し
て
、

端
部

に
は

平
坦

面
を
持

つ
。

稜
は
大

ぶ
り
な

も
の

と
な

る

罠
好

や
や
粗

(l
 m
m以

卜
の
右

天
。
長

る
等

を
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

色
掲

灰
色 淡

褐 …

淡 面
‥ 断

内

口
頸

部
1/
6

4世
紀

後
半

一
b

[G
G-
1

V-
4-
2

少
レ
キ
E

口
縁

部
内

側
の
段

は
、

不
明

瞭
と

な
る

普
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
る
央
・

長
右
待

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
!ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

!7
条

/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

頸
部

内
面

:ナ
デ

H同
部

内
而

:構
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

釜
血

:暗
狭

衡
色

口
頸
部

1/
4

4世
紀

末
～

5世
紀

Rl
半

tt
iけ

-1
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

外
面

の
稜
、

内
面

の
段

は
不

明
瞭

に
な

り
つ
つ

あ
る

良
好

や
や

粗
(l
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
る

。

黒
色

粒
・

金
雲

母
を
多

く
含

む
)

口
稼

ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:ナ
デ

胴
認

内
而

:惜
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 断

暗
褐

灰
色

淡
灰

色

口
頸

部
1/
5

4世
紀

後
半
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第
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0表
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西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(9
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
□

cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

rも
凶

~
貨
合
日
縁
警
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

外
面

に
2条

の
沈

線
を
施

稜
を
表

現
す

る
。

端
部

は
丸

く
収

め

る

や
や

良
婿

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
含

む
)

口
縁

ヨ
`:

ヨ
コ
ナ

デ

顕
部

内
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:構
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
1

全
画

:火
褐

色
□
顎

罰
も 1
/7

4世
紀

中
頃
～
後
半

-8
DB
N-
1

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
短

く
内

lL
Aし

、
端

酎
`に

は

面
を
持

つ
。
器

壁
は
や

や
厚

い
が

、
シ

ャ
ー

プ
な
作

り

艮
好

や
や

衝
(l
 m
m以

卜
の
る

英
。
長

右
等

を
含

む
)

回
縁

罰
`:
ヨ

ヨ
ナ

デ

肩
部

外
面

:8
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

頸
部

内
面

:指
ナ

デ

1同
部
内
面

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

面 面
表 断

淡
灰
掲
色

灰
褐

色
上
半

部
1/
6

4世
紀

中
頃

～
後

半

時
囚

~
貝
合
日
縁
警
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

22
C

口
縁
外
面

に
痕

跡
的

に
稜

を
設

け
る
。
端
部

は
内
側

に
肥
厚

す
る

や
や
良

ll
T

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
石

を

や
や

多
く
含

み
、

黒
色

粒
・

金
雲

母
を

含
む

)

口
縁

酎
館

ヨ
コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
'

全
山

:淡
火

褐
色

口
類

ヨ
`1
/5

5世
紀

前
半

-1
0
IG
N-
1

Я台
日
縁
蟹
V-
4-
2

砂
レ
キ
G

4
複

合
□
縁

は
短

く
な

り
、

内
向

の

段
は
確
認

で
き
な

い
艮

好
や

や
密

(l
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
右

寄
を
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ

デ

肩
部
外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

頸
部

内
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

色 色
褐 褐

余 灰
淡 暗

画 面
表 断

口
頸
部

1/
4

4世
紀
末

～
5世

紀
前
半

外
面

に
煤
付
着

-1
1

GB
-1

複
合
日
縁
雲
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
外
面

の
稜

や
内
面

の
段

は
緩

く
な

っ
て

い
る
が
表
現

さ
れ

る
晋

通
密

(l
 m
m以

下
の
石
天
・

長
る

。
黒
色

粒
を
や
や
多

く
合

む
)

口
縁

ヨ
∫
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
H日

認
内
面

:構
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

釜
画

:褐
炊

色
L■

部
1/
4

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

-1
IG
K-
2

Я合
日
縁
蟹
V-
4-
2

立
〉
レ
キ
F

13
2

口
縁

外
向

の
榎

と
肉

山
の
段

は
涙

跡
的

に
な

っ
て

い
る

艮
好

や
や

否
(1
 5
mm
j/
k卜

の
右

央
。 長

右
寺

を
含

む
)

画 面

外 内

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

外
。
断

面
:淡

褐
色

内
而

:に
ぶ

い
渉

褐
俸

口
縁
部

1/
5

5世
紀

前
半

外
雨

に
煤

付
着

-1
3

IG
K一

ユ
夏
合
日
縁
墾
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

部
は

短
く
立

ち
上

が
り

、
端

部
は

詢
1く

収
め

る

艮
好

や
や
tU
(1
 5
nm
以

卜
の
右

英
・
長

右
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`:

ヨ
コ
ナ

デ

頸
部

内
面

:ナ
デ

全
面

:淡
茶

掲
色

口
頸
部

1/
5

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
頭

-1
4
DB
S-
1

甕
V-
4-
2

▼
歩
レ
キ
F

肩
部

に
ヘ

ラ
摘

き
に

よ
る

無
勲

覆
叶

守
み

協
十

艮
好

や
や

粗
(1
 5
mm
以

卜
の

右
夷

。
長

右
・

金
雲

母
等

を
や

や
多

く
合

む
)

胃
ヨ
`外

山
:ヨ

コ
ナ

デ

百
部

内
面

:椎
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面
表 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

暗
灰

色

百
部

1/
12

4世
紀

中
頃

～
後

半

E-
1

複
合
日
縁
墾
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
外
面

の
稜

は
無

い
が
、

内
面

に
は
ナ
デ
に
よ

り
段

を
表
現

す
る

や
や

不
艮

晋
通

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
る

。
黒

色
粒

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外

画
:に

ぶ
い
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐

色

口
縁

灘
61
/1
0

5世
紀

前
半

外
面
全
体

に
煤
付

着

-1
6
IG
H-
1

環
合
日
縁
墾
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

15
1

口
縁

部
は
外

よ
」に

大
き

く
開

く
端

部
に

は
平

坦
而

を
持

つ
晋

迫
や

や
租

(l
 m
m以

卜
の
IE
央

。
長

る
弩

を
含

む
)

画 面

外 内

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

外
・

断
面

:暗
褐

色
内
而

:暗
搭

楊
仲

口
縁

部
1/
8

5世
紀

前
半

-1
7
IG
C-
1

榎
合
日
縁
語
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁

は
内
彎

す
る
が

、
外

画
の
稜

と
内
面

の
段

を
意

識
的

に
作

り
出

し
て

い
る

晋
通

や
や
粗

(1
 5
nl
m以

卜
の
右

夷
・

長
右
・

黒
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

□
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

肩
部
外
面

!タ
テ
ハ
ケ
後
、
ヨ
ヨ
ハ
ケ

頸
部

内
面

:縦
位

の
指

ナ
デ

胴
部
内
面

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

全
面

:淡
黄

掲
色

上
半
部

1/
6

5
半

-1
8
IG
F-
2

夏合
日
縁
蟹
V-
4-
1

秒
レ
キ
D

口
縁

外
面

の
稜

は
痕

跡
的

で
は

あ

ス
が

薙零
左

十
ス

や
や

不
員

や
や

粗
(l
 m
m以

卜
の
る

天
。
長

る
籍

を
や

や
多

く
合

む
)

山 而

朴 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
外

lt
l:
に

ぶ
い
淡

褐
色

均
,断

面
:淡

灰
掲

色

口
顎

罰
`1
/6

5世
紀

初
頭

～
前

半

HA
-2

貞
合
日
縁
墾
V-
1-
2

`田

剤
】

口
縁

外
面

の
稜

は
明

瞭
で

あ
る

が
、 

メl
Fi
に

は
と9

1よ
/A
‐
｀`

普
通

普
通

(l
 m
m以

下
の

赤
色

粒
・

黒
色

杓
歩

合
か

う

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

頸
部

内
而

!ナ
デ

画 面
表 粁

明
褐

色

沐 「

緩
御

口
頸

ヨ
`1
/5

争 世
紀

禾
～

b世
紀

Rl
キ

―
Zし

じ
∪
~Z

昆
合
日
縁
勢
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

□
稼

端
ヨ
`を

欄
ん

で
外

側
に
大

き

く
外

反
さ
せ

、
復

合
口
縁

状
に
仕

卜
げ

る

や
や

小
捩

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

釜
田

i浅
貢

偽
巴

上
半

部
1/
5

5世
紀

Hl
半

～
後

半

-2
1
IG
O-
4

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

口
縁
端
部

を
摘

ん
で
外
側

に
緩

く
外
反

さ
せ

る
晋

通
密

(l
 m
m以

卜
の

る
天
・

長
右
・

金
雲

母
を
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ
画 面 面

外 内 断

悟
火

褐
色

暗
灰

色
湊

褐
色

口
縁

剖
`1
/6

5世
紀
前
半

～
後
半

外
面

に
煤
付
着

―
Z之

IG
ふ
ン【
-1

夏
合
日
縁
梁
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

の
複

合
部

分
は
短

い
が

明
爆

に
作

り
出

し
て

い
る

晋
追

や
や
粗

(Z
 m
m以

卜
の

右
央
・

長
右

赤
色

粒
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

肩
部
外
面

:ナ
デ

頸
部

内
面

:指
ナ
デ

胴
部
内
面

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

面 面
外 内

淡
褐
色

淡
灰
褐
色

口
頸
部

1/
3

5世
紀

初
頭

～
雨
半

外
面

に
煤
付
着

―
Zt

IG
Q-
8

夏
合
日
縁
整
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

頸
部
外
面

を
強

く
な
で

る
こ
と
に

よ
っ
て
痕

跡
的

な
稜

を
形
成

す
る

民
好

や
や

密
(l
 m
m以

卜
の
る

央
。
長

右
・

黒
色

粒
を
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

釜
画

:日
褐

色
口
縁
部

1/
5

5世
紀

初
頭

～
前

半

-2
4

[G
P―

ユ
買
合
日
縁
語
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

端
部

内
向

に
強

い
ナ

デ
を
距

し
、

複
合

口
縁

状
に
形

成
す

る
や

や
艮

好
晋
遍

(1
 5
mm
以

卜
の
右

央
。
長

る
。 黒

色
粒

等
を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

同
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 蹄

に
ぶ

い
淡
灰
褐
色

に
ぶ

い
淡
褐
色

渉
福

御

口
頸
部

1/
5

5世
紀
初
頭

～
Hl
半

外
面
全
体

に
煤
付
着

H1
3-
1

硯
合
日
稼
重
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
や

や
外

傾
す

る
が

、
内
彎

気
味

に
立

ち
上

が
る
。

端
部

に
は

平
坦

面
を
形

成
す

る

良
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
赤
色
粒

を
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
画 面

飛 断
暗

灰
褐

色

灰
褐

色

口
顎

ヨ
`1
/5

4世
紀

後
半

～
b世

紀
例

財
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表
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挿
図

番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
□

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考

rb
凶

一
z℃

tt
tC
―

ユ
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

端
部

に
は
半

IH
画

を
持

ち
分

面
の
稜

や
内
面

の
段

も
表

現
し
て

い
る

や
や

小
艮

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
外

山
:暗

次
褐

色

内
面

:暗
褐

色
段

雨
:淡

灰
褐

色

口
頸
部

1/
8

4世
紀

中
～

後
半

in
じ

一
z

曾
日
豚
臣

V~
4~
Z

砂
レ
キ
F

口
縁

の
複

合
部

分
は
短

い
が

外
面

の
稜

や
内
面

の
段

も
表

現
し
て

い

る

艮
好

や
や
秘

(1
 5
mm
以

卜
の
/E
央

。 長
右

を

や
や

多
く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

頸
部

内
面

!指
オ
サ

エ
の
後

、
4条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ

画 面
表 断

暗
褐

色

暗
灰

褐
色

口
類

ヨ
`1
/

4世
紀

甲
～

悛
キ

IH
A一

ユ
複
合
日
縁
豆
V-
1-
1

細
砂

7
口
縁

は
大

き
く
外

反
し
、

外
画

の

稜
や

内
面

の
段

の
表

現
も
大

ぶ
り

で
あ

る

艮
好

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

昨
ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:タ
テ
ハ

ケ
野

肩
部

内
面

:指
ナ

デ

外
国

:暗
褐

色

内
面

:暗
灰

褐
色

断
面

!暗
褐

灰
色

口
頸
部

1/
5

4世
紀

末
～

5世
紀

前
半

―
Zt

lH
け
-1

炭
曾

口
豚
巨
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

口
縁

外
面

に
僅

か
に
稜

状
の

屈
出

を
持

た
せ

る
。

端
部

は
広

い
平

坦
面

茂
持

ち
外

側
に
冊

巨

夏
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

含
む

)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

顕
部

内
面

:ナ
デ

全
血

:臼
褐

色
]頸

部
1/
6

5世
凪

初
頭

～
前

半

―
b(

IG
L-
1

恨
合
日
縁
巨
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

緩
い
複

合
口
縁

の
外

面
に
斜

位
の

ハ
ケ

を
施

し
た
後

、
中

央
を

ヨ
コ

ナ
デ

1夕
て

凹
繰

状
に

す
る

罠
好

や
や

密
(Z
 m
m以

卜
の
IE
央

。
長

る

黒
色

粒
を
含

む
)

朴
面

:ヨ
コ
ナ
デ
。

口
縁
外
面

は
力

[

飾
的

な
斜
行

ハ
ケ

汽
而

:ヨ
コ

ナ
デ

表
面

:淡
褐

色

断
面

:淡
灰

色

口
類

罰
も 1
/2

b世
紀

初
顕

～
削

キ

-3
1

IH
E―

亘
口

重
V-
4-
必

砂
レ
キ
F

′ r
t

口
縁
部

は
大

き
く
外
傾

し
、
端
部

に
は
僅

か
に
面

を
持

つ
罠

好
や

や
衝

(l
 m
m以

卜
の
る

英
・

長
右
・

黒
色

粒
を
含

む
)

ヨ
稼

乱
6:
ヨ

コ
ナ

デ

頃
部

内
面

:ナ
デ

旧
部

内
面

:繕
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

小
・

跡
国

:我
偶

色

内
面

:白
褐

色
口
類

ヨ
`1
/1
0

5世
紀

初
唄

～
厠

羊

-3
2
IH
E-
1

亘
口

壷
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
外
傾
・

外
反

し
な
が

ら
端

部
に
向
か

う
良

好
や
や
粗

(2
 n
m以

卜
の
右
天
・

長
右
零

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

罰
`:
ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:ナ
デ

頸
部

内
面

:ナ
デ
。

指
頭

圧
痕

胴
部
内
而

:下
が
っ
た
付
署
か
ら
構
ケ
ズ
リ

表
面

:淡
灰
褐
色

断
面

:暗
灰
褐
色

敗
ヨ
`1
/5

4世
紀
後
半
～

5世
紀
初
眼

頸
径

15
 1
cm

F4
凶
-1

FD
-1

V-
4-
Z

暗
灰
砂

口
縁
部

は
極

か
に
内
彎

し
、
端
部

は
外
側

に
肥
厚

す
る

艮
好

墜
徹

や
や

社
(3
 n
m以

卜
の
/E
央

。
長

右
寺

を
含

む
)

口
縁

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ロ
縁

内
面

:5
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ

頸
部

内
面

:ナ
デ

l同
部
内
而

:下
が
っ
た
位
習
か
ら
構
ケ
ズ
リ

・ 面
外 内

断
面

!淡
禍

色
:暗

褐
色

L半
部

1/
b

4世
紀

禾
～

b世
紀

日
可
キ

外
面

全
体

に
煤
付
着

―
z

“｀ 1
-1

鞠
日
縁
警
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

37
口
縁

部
は
緩

や
か

に
外

反
し
、

端
部

に
水

平
而

を
持

つ
艮

好
旨
通

(l
 m
m以

下
の
石

英
。
長

石
等

を
等
′
Ⅲヽ

]縁
外
面

:4
条

/c
mの

ク
テ
ハ
ケ
後
、ナ

デ
]縁

内
雨

:4
条

/c
l 
lの

ヨ
ヨ
ハ
ケ
後
、ナ

デ
画 面

表 新
黒

褐
色

湾
戸

御

口
稼

剖
も 1
/b

5世
紀

初
頭

～
前

半

|｀
L―

V-
1-
2

砂
レ
キ

コ
稼

は
大

き
く
外
似

し
、
端
部

を

い
さ

く
内
側

に
折

り
返

す
艮

好
普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を

含
む

)

口
縁

部
外

la
l:
ヨ

コ
ナ

デ

ロ
縁

部
内
面

:6
条

/c
ln
の

ヨ
コ
ハ

ケ
冒

部
内
面

:構
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面

表 断

に
ぶ

い
淡

褐
色

暗
灰
褐

色
□
縁
部

1/
10

5世
紀

初
頭

～
前

半

―
J

」
Ь
~l
υ

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
部

は
直
線

的
に
外

lt
Rし

、
端

部
に
は
平
坦
面

を
形
成

す
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
園
縁

内
面

:5
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
肩
部
内
而

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

外
画

:淡
褐

色

内
・

断
面

:淡
茶

褐
色

口
類

淵
∫ 1

/も
b世

紀
俊

キ

ロ
縁
外
面

に
煤
付
着

[F
」
-1

単
純
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

ヨ
`は

綾
や

か
に
外

反
し
、

踪

部
に

は
平

坦
面

を
形

成
す

る
長

好
や

や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

等
を
含

む
)

口
縁

ヨ
常

ヨ
コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:4
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

肩
部

内
而

:糟
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
褐

色

黒
褐
色

灰
褐
色

口
縁

部
1/
2

5世
紀

初
頭

～
前

半

D 
L3
Z-
13

亘
口
寮

V-
1-
2

粗
砂

口
縁

部
は
内
彎

し
つ

つ
、

巨
上

に

立
ち
上

が
る

旨
通

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部
外
面

:粗
い
ハ

ケ
調
整

?
頸
部

内
面

:指
ナ

デ
肩
部
内
面

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

外
・

bl
l山

:淡
余

褐
色

内
面

:暗
掲

色

上
羊

部
1/
4

b世
紀

俊
キ

-7
IF
ヽ

I一
ユ

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

24
4

口
縁

部
は
外

反
し
、

端
部

は
さ

ら
に
大

き
く
外

lg
に

析
り
振

す
旨

通
や

や
粗

(l
 n
ln
以

卜
の
右

天
・

長
る

。

黒
御

1粒
等

を
や

や
多

く
合

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

外
面

:灰
褐

色
内
・

yF
T而

:渉
灰

褐
●

口
縁

ヨ
∫ 1
/1
0

5世
紀

後
半

-8
IF
E-
55

1純
日
塚
蜜
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

16
g

口
縁
部

は
直
線

的
に
外
傾

し
、
端

部
は
僅

か
に
外
側

に
肥
厚

し
て

い

る

良
好

晋
通

(1
 5
mm
以

卜
の
右

奥
。 長

る
を
含

む
)

口
縁

ヨ
`:
ヨ

ヨ
ナ
デ

肩
部
外
面

:2
条

/c
lの

タ
テ
。
斜
行
ハ
ケ

胴
部

内
面

:上
半

は
横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
下
半

は
指

オ
サ

エ

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色
暗
灰
褐
色

暗
灰
色

上
半

部
1/
2

DE
値

僚
千

外
面

に
は
煤
が
厚

く
付
着

lⅢ
｀ L
i-
1

巨
口

餐
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

口
縁

は
僅

か
に
外

反
し
な

が
ら
直

立
す

る
罠

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石

。

黒
色
粒

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

!ナ
デ

Π同
部

内
而

:斜
め
下
方

に
ケ
ズ

リ
下

げ

回 面
表 断

次
橙

衡
巴

淡
茶
褐
色

上
半
部

1/
3

5世
紀

後
半

-1
1●

」
一

b
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

7
回
縁

は
短

く
外

反
す

る
計

通
や

や
杜

(l
 m
m以

卜
の

右
央
・

長
右
・

赤
色

粒
を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:8
条

/m
の

ヨ
コ
ハ

ケ
言

組
内
面

:糟
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

団 面
表 断

淡
僑

巴

淡
灰
色

上
半

ヨ
`1
/b

5世
紀

後
半



第
10
2表

・
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(1
1)
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挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
翻

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

74
凶

-1
1
IF
F-
1

鞠
日
縁
警
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁
部

は
緩

や
か

に
外
傾
・

外
反

す
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
る

央
・
長

右
を

や
や

多
く
含

む
)

国
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:3
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

言
部

内
而

:桔
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
・

断
面

:明
褐
色

内
面

:淡
褐

色
上
半

部
1/
3

b世
紀

後
半

～
6世

紀
初

顕

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
IF
F-
12

軸
日
縁
そ
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

71
口
縁
部

は
大

き
く
外
反

し
、
端
部

に
は
沈
線

を
施

す
普

通
や
や
粗

(1
 5
al
lE
以

卜
の
右
英

。
長

る
。

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部
外
面

:4
条

/c
ld
の

ヨ
コ
ハ
ケ
後
、ナ

デ

頸
部

内
面

:指
オ
サ

エ

1日
部
内
雨

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
繕
ケ
ズ
リ

面 面 面

外 内 断

淡
褐

色
暗
褐

灰
色

暗
桃
褐
色

上
半

ヨ
`1
/4

5世
紀
後
半
～

6世
紀
初
頭

-1
IF
F-
3

亘
口

資
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

]縁
部

は
僅

か
に
外

傾
し
、

長
く

坤
び

る

良
好

賢
(l
 m
m以

卜
の

右
要
・

長
右
・

赤
笹

瞳
等

を
含

む
)

日
縁
・
肩
部
外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ
ケ

胴
部

外
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
ロ
縁

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
l同
部
内
面

:下
が
っ
た
付
置
か
ら
構
ケ
ズ
リ

口
縁
外
面

!淡
褐
色

胴
部

外
面

:黒
褐
色

内
面

:淡
茶
褐
色

肝
百

:沐 「

楊
得

上
半

罰
`1
/3

5世
紀
後
半
～

6世
紀
初
頭

胴
部
外
面

に
煤
付

着

-1
4

FG
-1

単
純
日
縁
饗
V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

口
縁

部
は
緩

や
か

に
外

反
し
、

端

部
は

内
側

に
月E
厚

す
る
。

顕
部

に
ヘ

ラ
柿

き
汝

線
が

め
ぐ
る

良
好

や
や
粗

(1
5遜

m以
卜
の
右
央
・

長
る

。

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部
内
而

:斜
め

卜
方
へ
の
ケ
ズ

リ
に
げ

釜
回

:淡
吹

偽
也

上
半

罰
`1
/b

5世
紀
後
半
～

6世
紀
初
頭

-1
5
IF
G-
2

幸
純
口
縁
甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁

部
は
緩

や
か

に
外

反
し
、

端

部
は
丸

く
収

め
る

良
好

や
や
粗

(l
 m
m以

卜
の
る
英

。
長
右
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

肩
部
外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
・
斜
行
ハ
ケ

頸
部
内
面

:4
条

/c
IE
の

ヨ
コ
ハ
ケ
後
、

一
部
構
位
の
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

外
国

:我
偶

色

内
面

:淡
黄

褐
色

断
面

:淡
褐

灰
色

上
半

部
1/
4

5世
紀

禾
～

6世
紀

初
顕

-1
とⅢ

 t
J―

♀
純
日
稼
奮
V-
1-
む

砂
レ
キ
E

回
縁

部
は

直
線

的
に
外

傾
す

る
が
、
外
面

に
は
複
合

口
縁

の
名
残

の
稜

痕
跡

が
あ

る

巽
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒

。 金
雲
母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部

外
面

:7
条

/c
ld
の

タ
テ
ハ

ケ
後
、
一

部
ヨ
コ
ハ

ケ

肩
部

内
面

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

外
山

:灰
褐

色

内
・

断
面

:淡
褐

色

上
半
部

4/
5

5世
紀

中
頃

～
後

半

-1
μ
H一

Z
単
純
日
縁
甕
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

口
縁

部
は
直

線
的

に
外

lL
Aす

る
が
、
外
面

に
は
複
合

口
縁

の
名
残

の
稜
痕
跡

が
あ

る

罠
好

普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を

含
む

)

口
縁
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部
外
面

:4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ロ
縁

内
面

:4
条

/c
mの

ヨ
コ
ハ

ケ
1同
部
内
面

!下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

外
向

:淡
褐

色

内
・

断
面

:暗
褐

色

上
半

部
1/
4

5世
紀

中
頃
～
後
半

外
面

全
体

に
煤
付
着

-1
と

IF
H-
1

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

回
縁

凱
`は

綾
や

か
に
外

反
す

る

や
や

器
壁

が
厚

い
民

好
普

通
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を

含
む

)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

肩
部
外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
・
斜
行
ハ
ケ

頸
部

内
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

!上
方

へ
の

ケ
ズ

リ
上

げ

朴
・

助
血

:日
褐

色

為
面

:に
ぶ

い
淡

褐
色

上
半
部

1/
3

5世
紀

末
～

6世
紀

初
野

外
面

に
は
煤

が
付

着

-l
C
EA
B-
1

単
純
日
縁
雲
V-
2-

SR
01

口
縁

ヨ
`は

大
き

く
外

反
す

る

肩
部

の
張

り
が

弱
い

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天
・
長

る
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`
:ヨ

コ
ナ

デ

肩
部

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部
内
面

:斜
め
上
方
へ
の
ケ
ズ

リ
上
げ

面 面

表 斬
淡
灰
褐
色

淡
茶
褐
色

上
半

部
1/
3

6世
紀

両
半

一
Zt

IF
W-
3

単
純
日
縁
語
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

種
月H
の

/」
型ヽ

餐
や
や
良
好

普
通

(l
 m
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
等

を

含
む

)

肩
部

外
血

胴
部
下
位

:

胴
部

内
而

ナ
デ

7
条
/m
の

ク
テ

,斜
行
ハ
ケ

構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

釜
血

:淡
火

禍
色

月同
著 騒

2/
3

5世
紀

R」
半

～
中
唄

同
径

■
5c
n

ど
Z一

Zl
l

単
純
日
縁
警
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

湿
胴

の
刊

型ヽ
資

艮
好

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
僅

か
に
含

む
)

言
部
外
面

:ナ
デ

同
部
外
面

:斜
行

ハ
ケ
後
、

ナ
デ

同
部

内
面

:上
半

は
指

オ
サ
エ
。
下
半

は
横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

画 面

表 新
淡

狭
褐

色

に
ぶ

い
褐

色

胴
部
上
半

の
み

5世
紀
後
半

頃
径

8 
3c
n。

胴
径

14
 5
cm

―
Z芝

IF
Y-
11
6

単
純
日
縁
召
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

&胴
の

小
型

餐
民

好
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石

天
。
長

石
・

黒
色

粒
を
含

む
)

肩
部
外
面

:6
条

/c
nの

ヨ
コ
ハ

ケ

胴
部
外
面

:6
条

/c
mの

斜
行
ハ

ケ

胴
部

内
面

:上
半

は
指

オ
サ
エ
。下

半
は
横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

外
・

跡
画

!炊
褐

色

内
面

:淡
茶

褐
色

胴
部

上
半

糸

'3
/4

5世
紀

Rl
半

～
中
唄

外
面

に
は
煤

が
付
着

頸
径

8 
1c
m。

胴
径

17
 6
cm

―
Zt

IF
X-
1

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

短
胴

の
小

型
餐

や
や
良
好

や
や
粗

(1
5コ

m以
下

の
石
英
・
長

石
等

を
多

く
含

む
)

顎
部
外

画
肩
部

外
面

頸
部

内
面

胴
部

内
面

ヨ
コ
ナ
デ

4条
/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ
ナ
デ

横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

面 面
表 断

淡
灰
掲

色
に
ぶ

い
褐
色

]同
漕Ъ

_L
主
卜
1/
3

5世
紀

Rl
半

～
中
頓

頸
径

7 
8c
m

「
5図

-1
IB
K-
2

高
杯

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

4
杯

部
に

は
明

確
な
稜

を
持

た
な

い
。

杯
底
部

は
刺
突
痕

を
持

つ
円

盤
充
填

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
る

。

黒
色
粒
等

を
多

く
含

む
)

外
画

:磨
灰

の
た

め
調

整
/f
k明

口
縁

内
面

:丁
寧

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

杯
部
底
面

:渦
巻

き
状

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

面 面
表 断

淡
橙
褐

色
淡
灰

色
豚
部

1/
2

4世
率E
後
半
～

5世
紀
雨
半

(松
山

氏
・

接
続

法
α

)

-2
IB
G-
1

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

T4
N底

部
tま
界
」突

娘
を
骨

つ
円
軽

充
填
。

内
外
面

と
も
に
赤
彩

や
や

良
好

密 む

(l
 m
m以

下
の

石
英

。
長

石
等

を
含

林
底
罰
`:
4条

/c
nの

放
射
状

ハ
ケ

外
面

:5
条

/c
mの

放
射
状

ハ
ケ

面 面
表 断

淡
褐

色

灰
白
色

豚
底

部
の

み
5世

紀
雨

半

外
面

に
は
煤
状

の
付
着
物

(松
山
氏
・

接
続
法

〔β
〕)



第
10
3表

。
西

川
津

遺
跡

V区
出
土
・
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(1
2)

Ｉ Ｉ Ｐ 卜 〇 ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
(c
m

□
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残
 

存
 

度
備

考

75
図

-3
IB
H-
1

高
4/
N

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

脚
端
部

に
は
面

を
持

つ
。

器
壁

は
や
や
厚

い
が
丁
寧

な
作

り
杯
底
部

に
刺
突
痕

を
持

つ
円
盤
充

信

や
や

艮
好

密
(l
 m
m以

下
の
赤
色
粒

。
長

石
を
含

む
)

杯
部

外
l
rl
l:
5条

/c
ld
の

放
射

状
ハ

ケ

脚
筒

部
外

面
:丁

寧
な
縦

位
の

ナ
デ

脚
端

部
:ナ

デ

曲
部

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

色 色

色 褐 褐

褐 橙 灰

淡 淡 淡

面 面 面

外 内 断

は,
著
騒
1/
3

5世
紀

前
半

〔松
山
氏
・
接
続
法
〔 β

〕

-4
IB
I-
2

蜀
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

杯
部

に
は

明
に

な
稜

を
持

た
な

い
。

杯
底

部
の
刺

突
痕

を
持

つ
円

盤
充

壇
は

内
側

か
ら

も
押

圧

R好
墜

徹
密

(l
 m
m以

卜
の

る
央

。
長

右
寺

を
宮

む
)

杯
部
外
面

:横
位
の
細
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
部

内
面

:放
射

状
の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

画 面
表 断

明
褐

色

淡
褐

色

不
底

部
の
み

4世
紀
末

～
5世

紀
前
半

(松
山
氏
・
接
続
法

〔 β
〕)

-5
IB
4亜

-1
島

14
N

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

杯
底

部
に
刺
笑
痕

を
持

つ
円
継
充

填
。

杯
部

に
稜

を
持

つ
民

好
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

。
赤
色

粒
を
僅

か
に
含

む
)

画 面 而

外 内 断

暗
褐

色

淡
橙

掲
色

淡
楊

色

不
底

部
の

み
4世

紀
禾

～
5世

紀
Rl
羊

(松
山
氏
・

接
続
法

〔 β
〕)

lЬ
イ
~

罰
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

脚
端

部
に

は
画

を
持

つ
。

器
壁

は

厚
い
が

丁
寧

な
作

り
。

や
や

良
好

や
や
粗

(4
 m
n以

下
の
石
英
・

長
る

。

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

司
部

外
画

:ナ
デ

脚
端
部

外
面

:6
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

脚
端

部
内
面

:ヨ
コ
ナ

デ

笥
部

内
面

:ヘ
ラ
ナ

デ

全
面

:淡
橙

褐
色

即
ヨ
`2
/3

4世
紀

禾
～

5世
紀

雨
キ

(松
山
氏
・

接
続
法

〔
β
〕)

BA
-1

島
TI
N

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

に
は
稜

を
持

ち
、

日
縁
ヨ
`は

外
傾

し
て
直
線

的
に
伸

び
る

や
や

小
艮

密
(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
。 赤

色
粒

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
外

血
!ヨ

ヨ
ナ

デ

杯
底

部
外

面
:ナ

デ

杯
部

内
面

:放
射

状
ミ
ガ

キ
後

、
斜

行
す

る
放

射
状

ミ
ガ

キ

面 面
表 断

濃
橙
褐

色
暗
赤

褐
色

添
酎
`1
/4

bど
冷こ

削
キ

(松
山
氏
・

接
続
法

β
)

-8
IB
J-
1

ヨ
44
N

V-
1-
3

少
レ
キ
D

杯
底

部
は

刺
突

の
無

い
円

盤
禿

填
晋

通
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を

や
や
多

く
含

む
)

脚
部
外
面

:タ
テ
ハ

ケ

脚
端
部

:ヨ
コ
ナ
デ

脚
部

内
而

:ナ
デ

画 面
晨 断

淡
貢

褐
色

褐
灰

色

即
部

2/
3

5世
紀
前

半
(松

山
氏
・

接
続

法
β

)

―
y

Ь
Ь
~も

喜
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

は
明

hI
Eな

榎
を
持

た
す

、
彼

や
か

に
外

反
す

る
。

脚
端

の
広

が

り
も
緩

や
か

良
好

堅
緻

彗
(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

る
。 黒

色
笠
を
含

む
)

杯
部
外
面

:4
条

/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

杯
部

内
面

:丁
寧

な
指

ナ
デ

脚
部
外
面

:丁
寧

な
ナ
デ

RI
部

内
面

:下
半

は
横
位
の
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ̂
ヒ
半

は
絞

り
痕
が
残

る

色 色
褐 白

白 灰
面 面

表 断
杯
部

1/
2は

欠
損

4世
紀

禾
～

5世
紀

Rl
キ

(松
山
氏
・

接
続

法
β

)

BD
-1

高
杯

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

杯
部

は
斜

め
下
方

に
突

出
す

る
稜

を
持

つ
。

国
縁
部

は
緩

や
か

に
外

序
す

ス

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の
右
英
・

長
る

。

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

□
縁
部

外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
底

部
外
面

:渦
巻

き
状

の
ナ
デ

杯
部

内
雨

:磨
滅

の
た
め
調

整
不

明

全
面

:淡
赤

褐
色

琳
ヨ
`1
/3

b世
イ
Ё
Rl
キ

(松
山
氏
・

接
続
法

β
)

-1
1

IB
F-
1

司
林

V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

脚
部

は
中
位

で
屈

曲
し
て
、
外
側

に
大

き
く
開

く
。

外
面

に
は
赤
彩

を
施

す

や
や

艮
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

杯
部

内
面

!ヨ
ヨ
ナ

デ

脚
筒

部
外

面
:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

脚
端

部
:ナ

デ
幽

衛
部

内
面

:絞
り
痛

を
残

す

脚
罰
`:
明

淡
橙

褐
色

杯
部

内
面

:白
褐

色

断
面

:淡
褐

色

脚
部

の
み

5世
紀
前
半

(松
山
氏
・

接
続
法

β
)

-1
2
IB
D-
3

再
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

添
部

は
痕

跡
的

な
稜

を
持

ち
、

口

尿
部

は
内

彎
気

味
に
立

ち
上

が
り
、
端
部

付
近

で
外
反

す
る

旨
通

密
(1
 5
mm
以

卜
の
る
英

。
長
る

。 赤
笹

粒
を
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ
画 面

表 断
淡

橙
褐

色

淡
茶

褐
色

1/
Nョ

`の

み
b世

紀
Rl
キ

(松
山
氏
・

接
続
法

β
)

-1
3
IB
Q-
1

高
T4
N

V-
4~
Z

砂
レ
キ
F

r,
即
筒

部
に

3カ
所

の
透

孔
を
持

つ
や

や
艮

婿
諮

(l
 n
4以

下
の
石
英

。 長
石

を
含

む
)
脚
筒
部

外
面

:上
半

は
縦
位

の
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
下
半

は
タ
テ
ハ

ケ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ
脚

部
内
而

:惜
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面
表 断

に
ぶ

い
褐

色

淡
褐

色

抑
部

の
み

5世
紀
前
半

(松
山
氏
・

接
続
法

β
)

-1
4
IB
B-
2

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

1
杯

部
は
稜

を
持

た
ず

、
基

部
か

ら

直
線

的
に
外

傾
す

る
。

全
体

に
丁

寧
な
作

り

艮
好

や
や

衝
(4
 H
m以

卜
の
る

央
。
長

る
を

含
む

)

胚
部

。
脚
上
部
外
面

!横
位
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

脚
筒
部
下
半
外
面

!縦
位
の
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

蜘
筒

部
内
而

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

釜
回

:淡
偽

巴
留`
封
う 1

/1
υ

脚
端
部

1/
2

4世
紀

禾
～

b世
紀

刷
辛

畿
内
系

-1
5

IB
L-
11

局
林

V-
4-
2

暗
褐

色
粘
質
土

杯
部

に
3条

の
櫛
描

き
沈
線

を
施

し
て
稜

を
表
現

す
る
。

日
縁
部

は

緩
や
か

に
内
彎

す
る
。

脚
端
部

の

開
き
は
弱

ヽヽ

罠
好

密
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
。
赤
径

粒
を
含

む
)

杯
部

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ
後

、 
7条

/

cm
の

タ
テ
ハ

ケ

杯
部

内
面

:口
縁

は
ヨ
コ
ナ
デ
。
底

面
は
放
射
状

の
指

ナ
デ

脚
筒
部
外
面

:縦
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

端
部

は
縦
位

の
ナ
デ

脚
部
内
而

:放
射
状
ハ

ケ
後
、指

ナ
デ

画 面
表 断

淡
明
種

褐
色

淡
褐

色

全
体
の

1/
3

5世
紀

中
唄
～
後
半

(松
山
氏
・

接
続

法
γ

)

-1
6

IB
L一

l
島

t/
1N

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

は
椀

形
を

呈
す

や
や

艮
婿

密 む

l 
mm
以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
含

杯
部

内
外

面
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
基
部
外
面

:5
条

/c
nの

放
射
状
ハ

ケ

脚
筒

部
外

面
:縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

脚
端

部
:ナ

デ
ff
4f
tt
Ж
内
耐

結
り
雇

み
磁

す

飛
画

:淡
橙

褐
色

添
部

1/
2欠

損
5世

紀
中
唄
～
後
半

(松
山
氏
・

接
続

法
γ

)



第
10
4表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(1
3)

― 烹 μ ｌ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

 
渋

cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存

度
備

考
口

径
器

高
囁

密

75
図

-1
7
IB
L-
9

高
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
E

杯
部

は
椀
形

を
呈

し
、

口
縁
端
部

は
、

オ
ー
バ

ー
ハ

ン
グ
気

味
に
内

彎
す

る

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

画 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ

全
山

:悟
種

褐
色

杯
部

1/
2

5世
紀

中
頃
～
後
半

(松
山
氏
・

接
続

法
γ

)

-1
8
IB
L-
8

高
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

1/
Nヨ

も は
椀

形
を
三

す
晋

通
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

ホ
色
粒

を
多

く
含

む
)

面 雨
外 内

ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
画 面

表 婦
淡

火
褐

色

沐
糧 「

御

豚
部

の
み

5世
紀

中
頃

～
後

半

-1
ヒ

lL
L-
6

鼠
林

V-
4-
2

暗
灰
粘

杯
部

は
椀

形
を
呈

す
艮

好
密

(1
 5
mm
以

卜
の
る

英
。
長

る
。 赤

色

粒
・

黒
色

粒
を
含

む
)

外
la
l:
ヨ

ョ
ナ

デ

内
面

!ヨ
コ

ナ
デ

杯
基
部
外
面

:6
条

/c
mの

放
射
状
ハ

ケ

外
面

:淡
灰
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐
色

胚
部

4/
5

bど
冷こ

甲
LH
～

佼
キ

(松
山
氏
・

接
続
法

γ

-2
0

IC
A―

高
林

V-
4-
1

砂
レ
キ
D

杯
部

は
椀
形

を
呈

す
が
、

口
縁
端

部
は
僅

か
に
外
反

す
る

や
や

良
lT

や
や

密
(1
 5
mr
以

卜
の

右
天

。
長

る
。

未
缶

対
笙

歩
合

か
ヽ

画 雨
外 内

剥
離

の
た

め
調

整
小

引
ヨ

ヨ
ナ

デ

全
面

:淡
橙

褐
色

豚
部

1/
2

5世
紀

中
頃

～
後

半

-2
1
IB
D-
2

高
杯

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

杯
部

に
は
に
ぶ

い
板

を
持

ち
、

日

縁
は
外
傾

し
て
直
線

的
に
伸

び
る

や
や

小
艮

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色
粒
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

外
面

:粗
い

ヨ
コ
ナ

デ

ロ
縁

内
面

:粗
い
不

定
方

向
ナ

デ

杯
底

部
外

而
:不

定
方

向
ナ

デ

表
団

:淡
偽

巴

断
面

:淡
褐
灰
色

豚
部

1/
3

5世
紀

後
半

l1
3L
―

高
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

71
杯

部
に

2条
の

沈
線

を
施

し
て
核

を
表

現
す

る
。

口
縁

端
部

は
僅

か

に
外

反
す

る

や
や

小
艮

蕗
(砂

粒
を

ほ
と
ん

ど
含

ま
な
い

)
外

国
:我

偶
E

内
・

断
面

!淡
赤
褐
色

14
Nヨ

`1
/2

5世
紀
後
半
～

6世
紀
初
頭

―
Zt

lB
Y-
1

高
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

杯
部

に
は
反

跡
的

な
稜

を
設

け
口

縁
は
緩

や
か

に
外
反

す
る

や
や

艮
好

密 む
(l
 m
m以

下
の
長

石
等

を
僅

か
に
合

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
不

明
ヨ

コ
ハ

ケ
後

、
放

射
状

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

□ 面 面

外 内 蹄

波
灰

掲
巴

灰
褐

色

緒
想

御

14
N部

1/
8

5世
紀

甲
唄

～
後

半

一
と

Ь
W―

も
島

T4
N

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

に
は
痕

跡
的

な
稜

を
設

け
口

縁
は
内

彎
気

味
に
伸

び
、

端
で

僅
か

に
外

反
す

る

罠
好

衝
(l
 m
m以

卜
の
右

英
・

長
右
・

赤
色

粒
・

金
雲

母
を
含

む
)

外
面

:ナ
デ

ロ
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ
林

認
内
而

:5
条

/c
ln
の

斜
行

ハ
ケ

臼 面 而

外 内 断

検
僑

色

淡
茶

褐
色

渉
灰

色

添
部

1/
3

5世
紀

中
唄

～
後

半

-2
5

[C
C-
1

焉
林

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

杯
部

に
は
痕

跡
的

な
稜

を
設

け
口

縁
は
緩

や
か

に
外

反
し
な

が
ら
伸

π
ド
ス

罠
好

密
(l
 m
m以

下
の
右

天
。
長

る
等

を
含

む
)

外
山

:7
条

/c
nの

斜
行

ハ
ケ

内
面

:粗
い

ヨ
コ

ナ
デ
後

、
放

射
状

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

外
面

:暗
茶

褐
色

内
面

!淡
褐

色
断

面
:漆

灰
御

添
部

1/
6

5世
イ
己
中

唄
～

後
半

一
次

IC
F-
2

誦
林

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

添
部

口
縁

は
僅

か
に

内
彎

し
な

が

ら
伸

び
る
が

、
端

部
で

は
外

反
す

る
ハ

杯
部

は
深

い

良
好

堅
緻

密
(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
。
赤
色

粒
を
含

む
)

外
山

i4
条

/c
rd
の
斜
行
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

内
面

:4
条

/c
mの

斜
行
ハ
ケ
後
、
ナ
デ

色
褐

橙
淡 色

‥ 褐
面 明

断 ‥
・ 面

外 内
豚
部

1/
4

5世
紀

中
唄

～
後

半

一
z

IC
C―

d-
1

蜀
林

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

4
陵
部

に
は

し
っ
か

り
と

し
た

ア
ク

セ
ン

ト
を
持

つ
罠

好
密 む

(0
 5
mm
以

下
の

石
英
・

長
石

等
を

含
日
縁
外
山

:ナ
デ
後
、
斜
格
子

1/
kの

ミ
ガ
キ

杯
底

部
:外

面
ナ

デ

杯
部

内
面

:多
重
放
射
状

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

面 面 面

外 内 断

淡
灰

褐
色

淡
褐

灰
色

渉
掲

御

豚
部

1/
4

5世
紀

中
唄

～
後

半

―
Zを

IC
D-
3

喜
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

林
部

の
榎

は
小

さ
い
が

横
万

同
に

突
出
。

口
縁

は
緩

や
か

に
外

反
す

る
。

杯
部

は
浅

い

や
や

良
好

普
通

(1
 5
mn
l以

下
の
石
英

。
長

石
・
赤

色
粒

を
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
外

lt
l:
桃

褐
色

内
面

:暗
灰

褐
色

断
面

:淡
褐

色

杯
部

1/
5

5世
紀

中
頃

～
後

半

一
Zt

IB
耶「

-2
ヨ

杯
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

4/
N部

の
板

は
凹
緑

に
よ

り
表
現

口

縁
部

は
緩

や
か

に
外
反

す
る

晋
起

密
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
等

を
含

む
)

口
縁
部
外
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
底
部
外
面

:ナ
デ

回
縁
部
内
面

:斜
行
放
射
状
の

杯
底
部
内
面

:螺
旋
放
射
状
の

キ キ

ガ ガ

色 色 色

褐 褐 褐

自 黒 淡

画 面 面

外 内 断

F4
N罰

`1
/4

5世
紀

中
頃

～
後

半

―
も

(
IC
E-
1

罰
杯

V-
4-
2

林
部

の
榎

は
斜

め
卜
万

に
短

く
失

出
す

る
。

口
縁

は
緩

や
か

に
外

反

す
る
。

杯
部

は
演

い

罠
好

や
や
密

(1
■

m以
下

の
石
要
・

長
石
・

黒
色
粒
・

金
雲
母

を
多

く
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:渦
巻

き
状

の
ハ

ケ
調

整
後

、
放

射
I犬

の
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

外
・

断
面

:淡
褐

色

内
面

:白
褐

色

杯
部

の
み

5世
紀

中
頃

～
後

半

-3
1
IC
E-
2

罰
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

22
を

1/
Nヨ

`は
炭

く
、

口
稼

は
大

き
く
開

い
て
外
反

す
る

晋
遍

や
や
粗

(1
 5
nl
m以

下
の
石
英
・

長
石

。

黒
色
粒

。
赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:磨

滅
の

た
め
判

然
と

し
な

い
が

ヨ
ヨ
ナ

デ
か

係
底
部
外
而

!4
条

/c
mの

放
射
状
ハ

ケ

画 面
表 断

褐
狭

色

淡
褐

色

添
部

1/
3

5世
紀

中
頃

～
後

半

′ 6
凶

―
ユ
IC
A-
1

司
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

に
稜

は
設

け
ら
れ

な
い
。

□
縁

は
直

線
的

に
外

傾
し
、

端
部

は
詢
ィく

収
め

る

艮
好

や
や
密

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒

を
含

む
)

外
面

:放
射

状
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

杯
部

内
面

,日
縁
付

近
は
横
位

の
ミ
ガ

キ
、下

半
は
放
射
状

ミ
ガ
キ

外
・

断
面

:自
褐

色
内
面

:淡
灰
褐
色

沐
罰
`2
/5

5世
紀
前
半

Ь
入
~

雪
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

豚
部

は
浅

い
皿

状
を
主

す
や

や
艮

好
密

(0
 5
mm
以

卜
の
金

雲
母

。
赤

色
柾
・

石
英
・

長
石

を
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:5
条

/c
mの

渦
巻

き
状
斜
行
ハ

ケ
後
放
射
状

の
タ
テ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

面 面
外 内

淡
橙
褐
色

に
ぶ

い
褐

色
豚

ヨ
`1
/4

5世
紀

雨
半

-3
13
X-
1

島
r4
N

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

に
は
痕

跡
的

な
稜

が
表

現
さ

れ
、

口
縁

は
緩

や
か

に
内

彎
し
な

が
ら
立

ち
上

が
る

晋
通

や
や

衝
(l
 m
m以

卜
の

右
夷
・

長
る

。

赤
色

粒
を
含

む
)

□
縁

酎
6:
ヨ

コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:斜
行

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

杯
底

部
外

面
:ナ

デ

内
而

i平
滑
に
な
っ
て
い
る
が
調
整
不
明

面 面 面

外 内 断

淡
橙
褐
色

淡
茶
褐

色
淡
褐
色

邸
部

2/
5

5世
紀

中
頃
～
後
半



第
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5表

・
西

川
津

遺
跡
V区

出
土

。 古
墳

時
代

土
師

器
観

察
表

(1
4)

‐ Ｉ ‐ ド ヽ ］ ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

鍋
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

胎
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

同

76
図
-4

IC
」

―
ユ

司
tI
N

V-
1-

4
口

縁
部

は
僅

か
に

内
彎

し
な

が
民

好
密

(0
 5
nm
以

下
の
長

石
・

赤
色
粒
・
雲

母
を
僅

か
に
含

む
)

外
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

内
而

!ヨ
コ
ナ
デ
後
、
放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

釜
面

:淡
赤

褐
色

口
縁

部
1/
8

5世
紀

中
～
後
半

-5
IC
H-
2

司
杯

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

杯
部

は
僅

か
に
内
彎

す
る
が
、

口

縁
端
部

は
若
干

外
反

す
る

艮
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
僅

か

に
含

む
)

外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後
、

ヨ
コ
ナ
デ

画 面

蛋 断
淡

褐
色

淡
灰
褐
色

口
縁

部
1/
8

bど
冷じ

甲
～

候
千

-6
[じ

Ь
一

Z
蜀

T4
N

V-
4-

杯
部

は
稜

を
持

た
ず

、
口
縁

tま
外

lL
Eし

て
直

線
的

に
伸

び
る

艮
好

普
通

(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

石
を
含

才
,ヽ

輌 摘
7条

/c
nの

タ
テ
ハ
ケ
後
、
ヨ
コ
ナ
デ

!鉾
令

の
付

着
の

た
め

詔
率

不
明

面 而

朴 断
明

褐
色

渉
褐

仲
1

14
N凱

`1
/2

1世
紀
末

～
5世

紀
前

半

-7
CG
-2

蜀
44

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

は
浅

く
、

皿
形

を
呈

す
や

や
艮

好
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

金
塞

母
を
含

む
)

一 ア 一 ア

ナ ナ

画 面
外 内

面 面 而

外 内 断

黒
褐

色

暗
茶

褐
色

暗
褐

色

不
当
`1
/5

5世
紀

甲
～

後
半

―
も

lC
G-
1

高
杯

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

杯
部

は
椀

形
を

二
す

良
好

緻
密

(0
 5
mm
以

下
の
る
叉

。 長
る

等
を

僅
か

に
含

む
)

口
縁

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

内
雨

:T
寧

な
ナ

デ

画 面 面

外 内 断

淡
褐

色

暗
褐

色

暗
橙

褐
色

琳
ヨ
`1
/4

bど
祀

甲
～

俊
キ

-9
IB
R―

g-
1

再
杯

V-
1-
1

表
土

10
]

3箇
所

に
透

孔
が

あ
る

や
や
不

艮
や

や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

ナ ‥ 面

‥ 部 内

面 端 部

外 脚 脚

デ

一 ア ナ

横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
1

外
薗

:橙
褐

色

内
面

:茶
褐

色
断

而
:渉

搭
褐

負

即
灘
11
/8

5世
紀

中
～

後
半

―
上

(
lЬ

氏
一
g―

Z
品

T4
N

V―
l-
3

砂
レ
キ
E

3箇
所

に
透

子
し
が

あ
る

晋
遍

密
(l
 m
IF
以

下
の
石
英
・

長
石

を
極

か
とこ
て善

‡
ュう

鞠 輛
ナ

デ

6条
/e
mの

ヨ
コ
ハ
ケ
。指

オ
サ
エ

面 面
表 新

淡
褐

色
悟

灰
待

Al
部

1/
4

5世
紀

中
～
後
半

-1
1

IB
T-
14

局
林

V-
1-
Z

砂
レ
キ

3

透
孔

は
見

ら
れ

ず
、

丁
軍

な
形

蕨
や

や
艮

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

71
面

:8
条

/c
nの

タ
テ

ハ
ケ
後

、

横
方

向
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

脚
部

内
面

:桔
杵

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
・

断
面

:淡
灰
褐
色

内
面

:淡
褐
色

la
lヨ

`2
/3

世
紀

禾
～

b世
紀

]J
キ

-1
l1
3T
一

l
罰

T4
N

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

脚
端

部
は
大

き
く
屈

出
し
、

外
倶

!

に
開

く

翼
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
る
天

。
長
る

。

赤
色
粒
・

金
雲
母

を
や
や
多

く
含

む
)

外
画

:ヨ
コ

ナ
デ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ

内
面

:桔
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

□ 面
表 断

暗
狭

偶
巴

暗
褐

色
lH
lョ

`の

み
5世

紀
中

～
後

半

-1
3
IB
T-
2

罰
杯

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

脚
端

部
は
大

き
く
屈

曲
し
、
外
側

に
開

く

罠
好

否
(l
mm
以

卜
の

右
夷

。
長

る
を

含
む

ケ
外
面

:ナ
デ

脚
部

内
而

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

表
画

:淡
褐

火
色

脚
部

の
み

5世
紀

中
～

後
半

-1
4
IC
K-
1

器
台

?
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

空 く

中 開
で

口
縁

、
脚

部
と

も
大

き
く

罠
好

密
(l
 m
m以

卜
の

右
央
・

長
る

。
黒

笹

粒
を
含

む
)

縁 面 面

口 外 内

卜面
:縦

位
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

縦
位

の
ナ

デ

ナ
デ

全
画

:淡
褐

色
図
下

部
分

の
み

5世
不
己

-1
[C
Q-
7

〕ヽ空
‖:i

ll
.イ

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

器
壁

は
厚

く
椎

拙
晋

起
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

釜
面

:指
ナ

デ
外
面

:淡
灰

褐
色

内
・

断
面

:渉
福

角
即

部
の

み
5世

紀
?

-1
IC
Q-
2

卜
型
局

ll
イ
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

4
器
壁

は
厚

く
稚
拙
。
底
部

は
僅

か
に
上

げ
底

と
な

る
晋

通
や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

全
面

:ナ
デ

画 面 雨

外 内 断

種
褐

也

暗
赤

褐
色

湊
茶

褐
■

Hl
部

の
み

5世
不己

・
F

-1
DA
―

」ヽ型
丸
ほ
重
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

器
壁

は
薄

い
。

砂
極

が
最

く
精

裂

品
で

は
な

い
晋

週
ほ

(1
 5
mm
以

下
の
石
夷

。 長
石
を
含
む

)
外

画
:暦

灰
の

た
め
調

整
小

明

口
縁

内
面

:ヨ
コ
ナ

デ
R同

部
内
而

:桔
件

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

灰 ‥

淡 面
‥ 断

面 ・

外 内
褐
色

淡
褐
色

的
1/

4世
紀

甲
頃

DA
-1

V-
1-
3

暑
壁

は
や

や
厚

い
が

、
古

態
を

果
っ
た
ス

タ
イ
ル

良
好

密
(l
 m
m以

卜
の
右
英
・

長
右
・

赤
笹

位
を
含

む
)

外
面

:磨
滅

の
た
め
調
整

不
明

口
縁

内
面

:放
射
状

ハ
ケ
調

整

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
廣
部

は
指

ナ
デ

釜
la
l
:淡

褐
色

ほ
は

元
形

4世
紀

中
頃

-1
ヒ

り
A~

!ヽ
型
丸
底
≦
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

4
口

縁
ヨ
`は

長
く

伸
び

る
良

好
徴
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

'長
る

を
怪

か
に
含

む
)

外
血

:ヨ
ヨ

ナ
デ

内
面

:ヨ
コ

ナ
デ
後

、 
6条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

面 面 面

外 内 肝

曙
褐
色

暗
橙
褐
色

繕
楊

御

口
縁

ヨ
`1
/5

4世
率E
中

頃
～

後
半

―
Zt

ID
B-
1

Jヽ
型
丸
底
冨
V-
4-
2

暗
褐

色
粘

口
縁

は
長

く
伸

び
る
が
、

あ
ま

り

開
か

な
い

音
通

密
(0
 5
nm
以

卜
の
右
英
・

長
右
・
雲
周

等
を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部
外
面

:斜
行

ハ
ケ

胴
部
外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:ナ
デ

回 面
表 断

我
狭

術
B

黒
灰
色

御
Z/
3

4世
紀

俊
キ

―
Zl

[り
Ь

一
Z

‖`
型
丸
ほ
匡
V-
4-
2

暗
褐
色
粘

類
司
も
の

屈
田

か
仮

く
、

喬
壁

6厚
七ヽ

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
天
・

長
右
・

赤
色
粒
等

を
含

む
)

口
縁

外
山

:ヨ
コ

ナ
デ

胴
部

外
面

:4
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

ロ
縁

内
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

胴
部

内
面

:ナ
デ

面 面
表 断

淡
灰
褐

色
淡
茶
褐

色

国
豚
封
S1
/Z

は
欠
損

5世
紀

初
頭

～
前

半

―
Z之

とつ
L―

も
小
型
丸
ほ
癖
V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

口
縁
部

の
拡

張
は
小

さ
く
な

り
肺

部
が
大
型

化
す

る
翼

好
や
や
密

(l
 H
ln
以

下
の
石
英
・

長
石
需

を
多

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ナ
デ

R日
部

内
雨

!結
仕

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面
表 断

淡
灰
褐
色

淡
褐
灰
色

上
半

部
1/
3

b世
紀

初
顕

～
削

キ



第
10
6表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(1
5)

‐ Ｉ ‐ Ｐ 卜 ∞ ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
橿

層
 

位
隅

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

□

76
図
-2
3
ID
C-
1

1ヽ
型
丸
ほ
壺
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

長
胴

化
し
、

餐
な

ど
の
調

整
に
遅

い
。

成
形

は
丁

寧

良
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
而

!指
ナ

デ

全
面

:淡
橙
褐

色
ほ

ぼ
冗

形
5世

紀
初
頭

～
前
半

-2
4

〔D
C-
3

Jヽ
型
丸
ほ
冨
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
外

反
し
、

甕
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
状

と
な

る

良
好

密
(l
 m
m以

下
の
右
英
・

長
る
等

を
ギ

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ヨ
コ
ハ

ケ
後

、
ナ

デ

l同
部
内
而

:下
が
っ
た
怖
晋
か
ら
横
ケ
ズ
リ

釜
血

:火
褐

色
上

半
部

1/
5

5世
紀

中
頃
～
後

半

-2
5
ID
C-
2

1ヽ
型
丸
ほ
冨
V-
4-
2

暗
灰

シ
ル

ト

長
胴
化

し
、
甕

な
ど
の
調
整

に
迪

い
。
成
形

は
丁

寧

旨
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
る
天

。 長
る

を

多
く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:3
条

/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

胴
剤

内
面

:結
柿

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
面

:暗
狭

色
上
半
部

1/
6

5世
紀

初
頭

～
R」

半

:D
C―

d-
1

1ヽ
型
丸
底
冨
V-
4-
2

暗
灰

粘
質

シ
ル

ト

頸
部

の
屈

曲
は
緩

や
か
で
、
甕

の

凋
整

に
近

い
貝

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

金
雲
母

を
多

く
含

む
)

敗
ヨ
`:
ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ハ
ケ
調

整
後

、
ナ

デ

胴
部
内
面

:下
が
っ
た
位
置
か
ら
横
ケ
ズ
リ

国 面
表 断

我
余

偶
也

淡
灰
褐
色

桐
部

1/
2

5世
紀

中
喚

～
後

半

―
Zl

DC
―

d-
2

1ヽ
型
丸
底
崖
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

や
や
算
盤
玉
状

の
形
態

醍
好

緻
密

(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
を
優

か
に
含

む
)

阿
部
外
面

:上
半

は
ナ
デ
。 

卜
半

は

平
行

タ
タ
キ
後
、

ナ
デ

胴
部

内
面

:不
規

則
な
指

ナ
デ

圃 面 而

外 内 断

検
種

褐
色

白
褐

色
湊
褐

色

]F
pl
封
う 1
/

T「
傘
じ

T7
」
駅

一
Z廷

Ш
リ

ー
D

小
型
丸
底
こ
V-
1-
2

砂
レ
キ

頸
部

は
あ

ま
り
締

ま
ら
ず
、

日
縁

は
短

い
が
大

き
く
開

く
罠

好
密

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

粒
を
含

む
)

赤
色

口
縁

部
:ハ

ケ
原

体
に

よ
る

ナ
デ

胴
部

外
面

:不
定

方
向

の
ナ

デ

胴
部

内
面

:中
位

は
横

位
の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ハ
底
部

と
頸
部

は
指

ナ
デ

面 面
表 断

淡
灰
褐
色

明
黄
灰
色

口
縁

の
1/
2は

欠
損

5世
紀

初
頭

～
前

半

一
Zツ

DD
-2

小
型

鉢
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

口
縁

は
短

く
外

反
す

る
罠

好
や
や
密

(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石

。

黒
色

粒
を
含

む
)

口
縁

ヨ
気

ヨ
ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:肩
部

は
ナ

デ
、

下
半

は

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

Π同
期

内
而

:ョ
コ

ナ
デ

朴
・

跡
回

:狭
僑

巴

均
面

:濃
褐

色
上
キ

司
う 1
/

TE
jt
t 
LR

-3
0
ID
F-
1

可ヽ
型

壷
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

や
や
扁

平
な
算

盤
玉

状
を
呈

す
艮

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

る
を

含
む

)

外
面

:肩
部

は
ヨ
コ
ナ
デ
。
下
半

は

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

均
面

:指
ナ

デ
。
指

オ
サ

エ

面 面 而

外 内 断

暗
灰

色

暗
茶

褐
色

淡
褐

色

周
部

3/
4

5世
紀

中
頃

～
後

半

-3
1
ID
F-
2

/1
｀
型

重
V-
4-
3

SR
01

砂
レ
キ
Y

や
や
扁
平
気

味
の
球
胴

を
呈

す

器
壁

が
厚

く
や
や
稚

拙

や
や

艮
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
天

。
長

石

黒
色
粒

を
含

む
)

面 面
外 内

ナ
デ
調
整

で
あ

る
が

い
び
つ

中
位

は
横

位
の

ヘ
ラ
ケ

ズ

リ
。
底
部

は
指

オ
サ

エ

面 面 雨

外 内 断

淡
橙

褐
色

に
ぶ

い
淡

褐
色

暗
褐

色

〕同
増 騒

1/
2

b世
紀

甲
唄

～
佼

辛

~も
之
ID
E-
1

小
型
複
合

口
縁
壷

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

小
型
丸
底
重

の
口
縁
端
部

を
榎

合
口
縁
状

に
作

り
出
す

艮
好

や
や
密

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒
等

を
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部
外
面

:肩
部

は
ナ
デ
、
下
半

は
手

持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
の
後
、
ナ
デ

胴
部

内
面

:不
明

面 面
表 断

淡
褐
色

暗
赤
褐
色

口
縁

の
1/
2は

欠
損

5世
紀

中
頃

～
後

半

-3
3
ID
G-
1

阻
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

須
恵
器

の
ほ

の
模
倣

品
。

日
縁
端

部
は
二
重

口
縁

を
意

識
す

る
A百

.輛
訳

肉
面 「

兼
彰

艮
好

密
(l
 n
m以

下
の
石
央
・

長
石
・

赤
色

粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

服
ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:ナ
デ

全
国

:険
僑

巴

赤
彩

部
分

:暗
赤
褐
色

ほ
は

元
形

b世
紀
俊
キ
～

0世
紀

Fl
」
駅

―
も
4

AC
-1

宛
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁
部

は
内
彎

す
る

や
や

艮
好

密
(l
 m
m以

下
の
赤
色
粒
・

石
英
・

長

石
を
含

む
。

精
製

品
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部
外
面

:7
条

/c
mの

ハ
ケ
後

杯
部

内
面

:放
射
状

の
ヘ

ラ
ア^ キ

ナ ガ

面 面
表 断

淡
橙
褐
色

淡
灰
褐
色

御
1/
4

5世
紀

後
半

-3
b

Aじ
―

宛
V-
1-
3

砂
レ
キ
E

口
縁
部

は
内
彎

す
る

普
通

緻
密

(0
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長
石

。 赤
色

粒
を
僅

か
に
含

む
。

精
製

品
)

面 面
外 内

磨
滅

の
た

め
調

整
/f
X明

ナ
デ

外
面

:暗
赤

褐
色

内
面

:淡
橙

褐
色

肝
雨

:暗
翔
鴨

i

口
縁

罰
`1
/6

5世
紀

後
半

-3
6
IA
B-
6

開
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

回
縁
部

は
内
彎

す
る

普
通

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ナ

デ

杯
部

外
面

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

胴
部

内
雨

:ナ
デ

外
・

断
面

:淡
褐
色

内
面

:白
褐
色

向
1/
3

5世
紀
後
半

-3
イ

IA
A-
1

開
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
大

き
く
内

彎
し
、

オ
ー

バ
ー
ハ

ン
グ

し
て

い
る
。

端
部

に

は
平

坦
而

を
持

つ

良
好

や
や
密

(1
 5
mm
以

卜
の
右
英
・

長
右
・

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

杯
部

外
面

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

H日
部

内
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

画 面
外 内

淡
炊

褐
色

淡
茶

褐
色

暇
封
`外

国
の

器
壁

が
剥
離

bど
なこ

使
千

-3
U
IA
B-
5

鹿
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

口
縁

は
内
彎

し
、

オ
ー
バ

ー
ハ

ン

グ
し
て

い
る
。

や
や
尖
底
気

味
良

好
や

や
密

(2
 m
m以

下
の
石

天
。
長

る
等

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

内
面

底
部

:示
庁

方
向

の
ナ

デ

全
山

:淡
橙

褐
色

は
tよ
ラと

ガラ
う
ど

T4
E候

キ

-3
9
IA
B-
2

腕
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

12
2

口
縁

は
内

彎
し
、

オ
ー
バ

ー
ハ

ン

グ
し
て

い
る

艮
好

雪
(0
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
る

。 赤
色

笠
を
含

む
。
精
製

品
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

内
而

廣
部

:ス
ギ

方
向

の
ナ

デ

画 面
外 内

淡
橙

褐
色

橙
掲

色

ほ
ぼ
完

形
5世

紀
後

半
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番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸
 

法
(c
ln
)

□
径

1暴
喜

1店
イ

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
胎

土
調

整
色

調
残
 

存
 

度
備

考

6凶
-4
∪

IA
B-
1

魔
V-
4-
1

妙
レ
キ
D

口
縁

は
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
グ
気

味
に

内
彎

し
、
底
部

は
や
や
上

げ
底

と

な
る

普
通

や
や
粗

(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石

を

含
む

)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

杯
部

外
面

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

内
而

:ヨ
コ
ナ

デ

外
・

断
面

:淡
褐
色

内
面

:淡
褐
灰
色

約
1/
2

5世
紀

後
半

-4
1
IA
B-
4

椀
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

4
口
縁

は
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
グ
気

味
に

内
彎
す

る

内
面

に
は
赤
彩

を
施

す

普
通

や
や
粗

(l
 a
lm
以

卜
の
右
央
・

長
る

を

や
や
多

く
含

む
)

国
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

杯
部
外
面

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

内
面

:ヨ
コ
ナ
デ

面 面 面

外 内 断

淡
茶
褐
色

暗
赤
褐
色

淡
褐
色

的
1/
3

5世
凪

後
半

-4
2
IA
D-
1

椀
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

口
縁

は
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
グ
気

味
に

内
彎

す
る
。

杯
部

は
深

い
普
通

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

内
面

:ナ
デ

外
跡

□
:演

次
僑

也

!淡
茶
褐
色

内
面

約
1/
5

5世
紀
後
半

-4
3
IA
D-
2

椀
V-
4-
2

妙
レ
キ
E

小
型

の
椀

良
好

や
や
密

(1
 5
nr
t以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
多

く
含

む
)

ヨ
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

不
部

外
面

:指
ナ

デ

不
部

内
面

:ヨ
ヨ
ナ

デ

面 面

外 内
淡
褐
色

明
褐
色

ほ
ぼ
完

形
5世

紀
後

半

-4
4

△
D―

椀
V-
4-
1

砂
レ
キ
A

4
卜
型

の
椀

で
あ

る
が

深
ヽ

普
通

や
や

粗
(1
 5
mm
以

卜
の
右

英
。 長

る
零

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
部
外
面

:指
ナ
デ
。
指

オ
サ

エ

杯
部

内
面

:ナ
デ

外
面

:褐
灰
色

内
面

:淡
褐

色

断
面

:淡
褐

灰
色

的
1/
3

5世
紀

後
半

-4
b
IA
D-
4

腕
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

小
型

の
椀

で
あ

る
が

深
い

良
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
・

赤
色

粒
・

黒
色
粒

を
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ
デ

杯
部

外
面

:不
定
方

向
ハ

ケ
メ

杯
部

内
面

:底
部

は
放
射
状

ハ
ケ
。

中
位

は
不
定
方

向
ナ
デ

外
面

:明
褐

色

内
。
断
面

:淡
茶
褐
色

ω
1/
4

5世
紀

後
半

78
図
-1

EA
A-
2

甕
V-
1-
3

ヨ
縁

は
外

反
し
、
肩
部

の
張

り
は

潟
く
な

る
普

通
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。 長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

!上
半

は
8条

/c
mの

タ
テ

ハ
ケ
。
下
半

は
斜
行

ハ
ケ

Π同
部

内
而

:構
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

画 面
表 断

淡
褐

色

明
褐

色

同
部
上
半

1/
3

6世
紀
後
半

～
末

最
大
径

29
 4
cm

-2
EA
A-
5

饗
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

は
外
反

し
、
肩
部

の
張

り
は

ほ
と
ん

ど
な

い
良

好
や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
而

:斜
め
上

方
へ

の
ケ

ズ
'

外
面

:暗
褐
色

内
・

断
面

:淡
褐

色

口
縁
部

1/
5

5世
紀

末
～

7世
紀
初
頭

口
縁
部
付
近

に
煤
付
着

-3
EA
A-
10

甕
V-
1-
1

萄
丙

砂
レ
キ

17
7

口
縁

内
面

に
円
形

刺
突

を
施

す
。

肩
部

は
張

ら
な

い

艮
好

雪
(l
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
。
黒
色

位
・

赤
色
粒

を
僅

か
に
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
外

面
:黒

褐
色

内
・
断

面
:暗

茶
褐

色

口
縁

部
1/
6

7世
紀

初
頭

～
81
半

外
面

に
煤

付
着

-4
EA
A-
1

甕
V-
1-

回
縁
部

は
外
反

し
、
肩
部

は
あ

ま

り
張

ら
な
い

良
好

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石
・

赤
色

粒
を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:7
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
ハ
下
半

は
斜
行

ハ
ケ

胴
部

内
面

:ケ
ズ

リ
上

げ

面 面 面

外 内 断

黒
褐
色

暗
茶
掲

色

淡
褐
色

同
部
上
半

1/
3

6世
紀

末
～

7世
紀
初
雰

外
面
全
体

に
煤
付
着

-5
EA
A-
4

餐
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
大

き
く
外
反

す
る
が
肩

は

張
ら
な
い

良
好

や
や
粗

(1
5m
4程

度
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒

。
赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
而

:斜
め
上

方
へ

の
ケ

ズ
|

外
。 断

面
:淡

褐
灰
色

内
面

:明
褐

色

口
縁
部

1/
5

7世
紀

初
頭

～
前

半

EA
C-
1

甕
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

回
縁

部
は
外

反
し
、

肩
部

は
張

ら

な
い

良
好

や
や
密

(l
 m
m以

Fの
る
天
・

長
る

。

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
濁
`:
ヨ

コ
ナ
デ

胴
部
外

面
:タ

テ
ハ

ケ

l同
部
内
面

:顕
部
下

は
横
位
の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。
下
半

は
横
ケ
ズ

リ

外
面

:黒
褐

色

内
・
断
面

:淡
褐
色

上
半
部

1/
4

6世
紀

末

-7
EA
C-
2

甕
V-
1-
2

暗
灰
粗
砂

20
0

回
縁

部
は
外

反
し
、

肩
部

は
張

ら

な
い

翼
好

や
や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
外
面

!9
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:ケ
ズ

リ
上

げ

面 面 面

外 内 断

白
褐
色

暗
茶
褐
色

淡
桃
褐
色

上
半

部
1/
5

6世
紀

禾
～

7世
凪

初
頭

外
面

に
煤

付
着

-8
EA
E-
1

甕
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

口
縁

の
外

反
は
弱

く
、
属
ヨ
`も

張
ら
な
い
た
め
、
筒
状

を
呈

す

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

外
面

!ナ
デ

?

胴
部

内
面

!ケ
ズ

リ
上

げ

全
面

:明
褐

色
回
縁
部

1/
5

7世
紀

-9
EA
E-
2

餐
V-
4-
ユ

砂
レ
キ
D

口
縁

の
外
反

は
弱

く
、
肩
部

も
張

ら
な
い
た
め
、

筒
状

を
呈

す

や
や

良
灯

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
や

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:4
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:ケ
ズ

リ
上

げ

奎
面

:に
ぶ

い
渇
色

口
縁

部
1/
8

7世
紀

-1
EA
K-
1

甕
V-
1-
3

砂
レ
キ
A

下
膨

れ
状

の
底

部
艮

好
普
通

(2
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を

や
や
多

く
含

む
)

胴
部
外
面

:5
条

/c
ln
の

タ
テ
ハ

ケ

胴
部
内
面

:上
半

は
6条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ
。下

半
は
横
位
の
ケ
ズ

リ

外
・
断
面

:淡
褐
色

内
面

:淡
茶
褐
色

同
部

下
半

1/
4

7世
率己
-8
世

冷己

胴
径

14
 5
cl
ll



第
10
8表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
上

。
古

墳
時

代
土

師
器

観
察

表
(1
7)

― Ｉ Ｐ 卜 伽 ‐ ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
錦

回
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

F8
凶
-1
1
BA
D-
1

甕
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

口
縁

は
大

き
く
外

反
す

る
が
肩
部

は
張

ら
な

い
良

好
や
や
粗

(l
 m
m以

卜
の
右
天

。
長
右
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:6
条

/c
nの

タ
テ

ハ
ケ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

全
画

:淡
褐

色
口
縁

部
1/
10

8北
堂
率
E有

可
移
金
?

-1
EA
F-
1

甕
V-
1-
1

口
縁

は
緩

や
か

に
外
反

し
、

端
ヨ

`
は
上
方

に
肥
厚

さ
せ

る

頸
部

の
屈

曲
は
鋭

い

艮
好

や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長

石

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

回
縁

部
:ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:5
条

/c
nの

タ
テ
ハ

ケ

R日
部

内
面

:構
什

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 肝

淡
橙
褐
色

淡
灰
褐
色

肝
楊

御

日
縁

部
1/
5

8世
不
己
-9
世

糸
己

一
ユ

EA
G-
1

饗
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

口
縁

は
緩

や
か

に
外

反
し
、
端
罰

`

は
丸

く
収

め
る
。
頸
部

の
屈

曲
は

日日
II
B

良
好

阻
(3
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色

陛
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

‖
ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部

外
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

胴
部

内
而

:惜
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

!淡
貢
褐
色

内
・
断
面

:淡
褐
灰
色

口
縁

目
`1
/5

8世
紀

-1
4

じ
A」

―
ユ

甕
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
縁

は
直
線

的
に
外
傾

し
、
端
部

は
丸

く
納

め
る
肩

部
は
張

ら
な

い
。

器
壁

が
や
や
厚

い

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
程

度
の
右
英

。
長

右
・

雲
母

を
多

く
含

む
)

日
縁
部

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部
外
面

:5
条

/c
mの

斜
行

ハ
ケ

胴
部

内
面

:横
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

後
、

ナ
デ

外
□

:黒
巳

内
面

:淡
茶
褐
色

断
面

:褐
灰
色

口
縁
部

1/
5

9世
紀

?

-1
5
EA
F-
2

質
V-
1-
2

暗
灰
粘

38
7

口
縁

は
緩

や
か

に
外

反
し
、
端
罰

|

は
僅

か
に
上
方

に
肥
厚

さ
せ

る
。

頸
部

の
屈

曲
は
鋭

い

罠
好

や
や
粗

(3
 m
m程

度
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
而

:構
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 断

橙
褐

色

明
黄
褐

色
淡
灰
色
・

淡
赤
褐
色

口
縁

副
も
1/
8

8世
紀

～
9世

紀

-1
EA
L-
1

甕
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

口
縁
部

は
内
彎

し
、
端
部

に
は
面

を
持

つ
良

好
徹

密
(0
 5
mm
以

下
の
石

央
。 長

る
等

を

僅
か

に
含

む
)

口
縁
外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

ロ
縁

内
面

:ヨ
ヨ
ナ
デ

晦
部

内
雨

:ヨ
コ
ハ

ケ

田 面 而

外 内 晰

黒
褐

巴

暗
茶

褐
色

陪
灰

御

口
縁
部

1/
10

9世
紀

?

F7
図
-1

EB
B-
1

甑
V-
4-
2

砂
レ
キ
E

牛
角
状

の
把
手

を
内
側

か
ら
差

し

込
ん

で
い

る
巽

好
や

や
粗

(2
 n
m以

下
の
石
英
・

長
石
等

を
多

く
含

む
)

口
縁
外
面

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
外
面

:6
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
外

向
:淡

次
褐

色

内
面

:暗
灰

褐
色

断
而

:灰
掲

色

口
縁

部
1/
5

6世
率E

-2
EB
C-
1

助
V-
4-
1

妙
レ
キ
B

牛
角

状
の
把

手
を

内
側

か
ら
差

し

込
ん

で
い

る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

阿
部
外
面

:8
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ
H同
部

内
而

:ケ
ズ

リ
Lげ

朴
。
断

面
:白

褐
色

肉
面

:渉
楊

御

把
手

付
近

1/
5

6世
紀

-3
じ
Ь

じ
―

釧
V-
4-
2

内
部

が
中

空
と

な
る

良
好

や
や

粗
(1
 5
mm
以

下
の
石

英
・
長

る
等

を
や

や
多

く
合

む
)

外
面

:4
ナ

条
/c
mの

ハ
ケ
調

整
後

、
全
面

:淡
褐

色
把
手

の
み

5世
紀

末
～

6世
紀

-4
EB
F-
1

凱
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

瞑
部

が
多
孔

と
な

る
や

や
良

好
や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
等

を
含

む
)

外
面

:ナ
デ

胴
部

内
面

:ケ
ズ

リ
上

げ
画 面 而

外 内 断

淡
炊

椅
色

灰
褐

色

淡
褐

色

哀
部

1/
5

5世
紀

末
～

6世
率E

-5
EB
E-
1

凱
V-
4-
1

砂
レ
キ
E

底
部

に
は

一
本

の
桟

が
わ

た
る

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英
・
長

石
等

を
多

く
含

む
)

狭
口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:4
条

/側
の

タ
テ

ハ
ケ

胴
部

内
而

:ケ
ズ

リ
Lげ

全
面

:淡
灰

褐
色

底
部

1/
6

6世
紀
前
半

～
中
頃

―
o

じ
13
D-
1

BI
l

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

11
0

狭
口
縁
部

は
筒
抜

け
と
な

り
、

と

胴
部

中
位

が
膨

ら
む

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
る

天
・
長

右
等

を
や
や
多

く
含

む
)

狭
口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
外
面

15
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部
内
而

:斜
め
下
方
ヘ
ケ
ズ

リ
下
げ

全
面

:淡
褐

色
医

罰
`1
/3

6世
紀
後

～
7世

紀

-7
EB
D-
3

甑
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

狭
口
縁
部

か
ら
胴
部

に
か

け
て
急

速
に
膨

ら
む

良
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

卜
の

右
央

。 長
右

等

を
多

く
含

む
)

狭
回
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
面

:ケ
ズ

リ
上

げ

画 面
表 断

淡
茶

褐
色

淡
灰

褐
色

底
部

1/
6

6世
紀

後
～

7世
紀

-8
EB
A-
1

♭
動
式
籠
V-
4-
1

砂
レ
キ
B

27
15
4

付
け
庇
部

分
は
剥
離

し
て

い
る
。

回
縁
部

は
緩

や
か

に
外
反

す
る

や
や

艮
好

や
や
粗

(1
 5
mm
以

下
の
石
英

。
長

石
・

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:ヨ

コ
ナ

デ

胴
部

外
面

:5
条

/c
mの

タ
テ
ハ

ケ

胴
部

内
而

:緩
い

ヨ
コ
ナ

デ

直 面 琶

外 内 断

淡
貢

鴨
色

淡
灰

褐
色

暗
灰

色

廂
石

上
部

分
イ
Y冷

じ

E1
3-
1

無
頸
三

V-
4-
2

砂
レ
キ
F

口
縁

は
内
彎

し
、

オ
ー
バ

ー
ハ

ン

グ
す

る

良
好

密
(l
 l
n以

下
の
石

英
・

長
る

等
を
含

む
)

山 而
外 内

指
ナ

デ

指
ナ

デ

外
面

:淡
灰
褐
色

内
。 断

面
i淡

灰
色

口
縁

ヨ
`1
/4

5世
紀

～
6世

紀

-1
HJ
-2

沐
V-
4-
3

砂
レ
キ
B

4
口
縁

は
直
立

し
、

深
い
粘
上

の
継

ぎ
目
が
見

え
、
調

整
は
粗

い
良

好
や
や
密

(l
 m
m以

卜
の
右
英

。
長

右
等

を
含

む
)

面 面
外 内

ヨ
コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ

外
面

:濃
灰

色

内
面

:褐
灰

色
XJ
T而

:渉
灰

行

口
縁
部

1/
4

5世
紀

～
6世

紀

-1
1

HH
-1

い
型

鉢
V-
4-
1

砂
レ
キ
D

4
器
壁

の
凹

凸
が

あ
り
、

粗
い
調

整
罠

好
や
や
粗

(3
 m
m以

下
の
石
英
・

長
石

を
全

汁
尚

面 面

外 内
指

ナ
デ

指
ナ
デ

全
面

:淡
茶
褐
色
・

黒
褐
色

的
1/
6

5」
生
不己
-6
世

紀

-1
HE
―

琳
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

回
縁

は
直

線
的

に
伸

び
る

や
や

小
艮

や
や
粗

(2
 m
m以

下
の
石
英

。
長
石
・

黒
色
粒

等
を
や
や
多

く
含

む
)

外
画

:ヨ
コ

ナ
デ

胴
部

内
而

:桔
位

の
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

外
面

:暗
灰
褐
色

内
・
断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

]縁
ヨ
`1
/7

5世
紀

～
6世

紀

―
よ

EA
-1

鉢
V-
1-
1

口
縁

は
や
や

内
彎

す
る

普
通

や
や
粗

(1
 5
nn
以

卜
の
右
天

。
長

る
。

赤
色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

ヨ
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

同
部

外
面

:ナ
デ

個
部

内
面

:斜
め
上
方

へ
の

ケ
ズ

l

外
面

:淡
灰
褐

色

内
・
断
面

:に
ぶ

い
淡
褐
色

御
1/
4

5世
紀

～
6世

紀



「

~

第
10
9表

・
西

川
津
遺

跡
V区

出
土
・

古
墳

時
代

土
師
器
観
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挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
cm
)

]
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残

存
度

備
考

77
図
-1
4
IH
-1

無
頚

壺
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

口
縁

は
内
傾

し
て
、

オ
ー
バ

ー

ン
グ
す

る
。
器

壁
は
厚

い
や

や
長

好
や
や
密

(l
 a
lH
以

下
の
石
英

。
長
石
・

赤
色
粒
等

を
含

む
)

口
縁
部

:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

胴
部

内
面

:椎
位

の
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

外
・
断

血
:淡

鴇
色

内
面

:明
褐

色

上
■

部
1/
イ

-1
5
YH
F-
1

ね
捏 器

手 土

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

赤
状

を
呈

す
良

好
普
通

(l
 n
lm
以

下
の
石
英
・

長
石

を
含

む
)

全
面

:指
ナ

デ
表
面

:暗
橙

褐
色

完
形

5起
し
糸
己
-6
世

紀

-1
6
HC
-1

小
型

重
V-
4-
1

砂
レ
キ
C

底
部

は
若
干
上

げ
底

と
な

る
器
壁

は
厚

い

良
好

普
通

(1
 5
nu
l以

下
の
石
英
・
長

石
・

金

雲
母
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面

外 内
指

ナ
デ
。

ハ
ケ
ナ
デ

粗
い
指

ナ
デ

全
面

:淡
灰

褐
色

頚
部
以
下

5世
紀

～
6世

紀

-1
7
HG
-2

争
付
甕

?
V-
4-
2

砂
レ
キ
F

器
壁

は
薦

し
罠

好
通 ＞

普 む

1 
5H
nl
以
下

の
石
英

。 長
石

を
含

胴
部

外
面

!細
か

い
横

位
の

ミ
ガ

キ

脚
部

外
面

:ヨ
コ
ナ

デ

旧
部

内
而

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

面 面 面

外 内 断

黒
褐

色

淡
灰
褐
色

暗
灰
褐
色

嵐
部

1/
3

5世
紀

～
6世

紀

一
l

HA
-1

奪
式
土
器
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

4
外
面

に
格
子

目
状

の
タ
タ
キ
を
施

す

普
通

普
通

(1
 5
Hu
l以

下
の
石
英
・

長
石
・
赤

色
粒
等

を
や
や
多

く
含

む
)

面 面
外 内

格
子

目
状

タ
タ

キ

ナ
デ

面 面 面

外 内 断

に
ぶ

い
橙
褐
色

橙
褐
色

濃
橙
掲
色

同
部
片

の
み

b世
紀

僚
キ

-1
9
HD
-1

甑
の
把
手
V-
1-
1

北
砂

レ
キ

円
形

の
粘

土
塊

状
で
重

量
が

あ

る
。
調

整
は
丁

寧
。
本
体

に
は
賠

h村
丹
ィ
務
谷

や
や

良
好

普
通

(3
4W
以

下
の
石
英
・

長
石
・

黒

色
粒

。
赤
色
粒

を
含

む
)

全
面

:指
ナ

デ
表
面

:橙
褐
色

断
面

!暗
褐
灰
色

選
手

の
み

5世
紀

～
6世

紀

-2
0
HB
-1

円
筒
埴
輪
V-
4-
1

re
・
称

村
祈

円
形
透
孔

が
確
認

さ
れ

る
た
め

2

陛
日
の
可
台
身
性

が
強

い
や
や
良
好

や
や
粗

(4
 n
ll
以

下
の
石

英
・

長
石
・

黒
色
粒
・

ホ
色

粒
を
含

む
)

外
面

:斜
行

す
る
指

ナ
デ

内
面

:指
オ
サ

ェ
に
よ

る
指
頭
圧
痕

全
面

:淡
褐

色
2段

目
約

1/
4

5世
紀

末
～

6世
紀

V期
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川
津

遺
跡
V区

出
土
・

須
恵

器
観

察
表

(1
)

― ｌ μ 卜 『 ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位

『的
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残

存
度

備
考

79
凶
-1

心
―

υ
琳

蓋
V-
1-
3

砂
レ
キ
D

被
は
積

万
同

に
失

出
し
、

日
稼

噺
部

に
は
段

を
設

け
る

醍
好

密
(l
 m
m以

下
の
石
天

。
長

る
を
恒

か
に
含

む
)

大
井
部

12
/3
1ま

回
転

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
ロ
縁
部

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

天
丼
部
内
雨

:ヨ
コ
ナ
デ
後
、不

定
方
向
ナ
デ

画 面 面

外 内 新

暗
次

色
灰

色
FI
R「

侮

は
は

元
形

出
芸

天
谷

Z期
lv
IT
-1
5

14
N孟

砂
レ

キ
A

菱
は
横

万
同

に
央

出
し
、

日
縁

端
乱
`に

は

争
歩
譜

‖
る
ハ

繋
勝

が
適

〈
シ

ャ
ー

プ

罠
好

匿
(0
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
を

含
む

,
口
縁

』
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
釜

画
:淡

次
色

衡
1/
8

出
雲

八
合

上
期

TK
-4
7

Ь
―

胚
蓋

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

稜
は
横

万
同

に
矢

出
し
、

国
縁

端
部

に
は
段

を
設

け
る
。

器
壁

が
薄

く
シ

ャ
ー

プ

隈
好

堅
潮

似
省

(υ
 O
rl
T以

「
り

4E
哭

・
長

4E
を

1豊

か
に
含

む
)

国
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
回 面 市

外 内 肝

黒
綺
B

暗
紫

灰
色

泌 「

缶

口
お赤

司
S

約
1/
10

出
去

入
合

Z期
1,
IT
-1
5

-4
μ
L-
3

14
h蓋

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

4イ
慶

の
失

出
は

大
き

い
が

、
シ

ャ
ー

プ
で

'■

/A
‐
い

罠
好

密
(0
 5
mm
以

卜
の
右

央
・
長

ね
を
優

オ
に

F斗
‡デ
う

部 部
井 縁

大 国
1/
2は

回
弘

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
同
転

ヨ
コ
ナ
デ

外
画

:淡
褐

狭
色

内
・

蹄
面

:渉 「

侮

大
弄

首
`

約
1/
4

出
雲

大
谷

2期
MT
15
～

TK
10

琳
蓋

砂
レ
キ
D

稜
は

あ
ま

り
笑

出
せ

ず
、

回
縁

端
部

に
は
段

を
作

り
出
す

。
器

壁
は

適
く

シ
ャ
ー

プ

醍
好

厨
(0
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

る
を

含
む

ジ
大
升
封
`:
2/
31
よ

回
転

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
ロ
縁
部

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

状 灰 禁

増 淡 陪

団 面 而

外 内 断
負

也 色 悟

国
稼

司
う

約
1/
6

出
去

八
谷

Z期
1∀
IT
-1
5

-6
FB
-2

lI
N孟

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

3i
凌

は
棋

万
同

に
夫

出
し

、
日

稼
瑞

甜

分
慇

よ
T富

静
ft
 h
出

Iて
い

ス

畏
叶

露
(0
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

石
を

含
む

)
国

縁
部

:回
転

ヨ
ヨ

ナ
デ

色
灰

褐
色 淡

火 ‥
淡 雨

‥ 断
画 ・

外 内
口
稼

』
`

約
1/
R

出
雲

天
合

1期
TK
-4
7

ど｀
H-
1

lI
N蓋

V-
4-
1

肋
レ

キ
D

13
と

陵
は

や
や

蠅
く

な
り

、
日

縁
瑞

封
1

オキ
FI
nF
廓

ル
ナ 「

ス
醍

好
衝

(l
 m
m以

卜
の

ね
英

・
長

右
を

優
か

に
合

む
)

〃 同

部 部

井 縁

人 口

は
凶

弘
ヘ

ラ
ケ

ス
リ

き
ョ

ョ
ナ

デ
外

lI
I:
暗

狭
巴

内
o供

F而
:渉 「

御

約
1/
5

翔 ］
出 Ｍ

Иヽ
;蓋

V-
4-
Z

砂
レ
キ
F

唆
は

横
万

同
に

契
出

す
る

貝
好

壁
櫛

椒
倫

く
υ
 b
mm
以

ド
の

4●
央

°
長

41
管

宮

む
)

大
汗
封
6:
1/
Zは

皿
監

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
ロ
縁
部

:回
転

ヨ
ヨ
ナ
デ

色 色 ｔ

灰 灰 灰

明 褐 渉

面 面 雨

内 外 断

][
狽
E劇

も

約
1/
8

抑 ］
閣 Ｍ

μヽ
一

D
F4
N蓋

V-
4-
も

め
レ

キ
R

l
31

贋
は

シ
ヤ

ー
ア

さ
に

う
(t
す

る
が

、

口
爆

催
蚊

′r
ィ

■
霞

れ
//
「

ぬ
中

オ

罠
好

密
(0
 5
nm
以

卜
の

右
天

。
長

右
を

含
む

)
□

縁
罰
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
侮

戸

色 書

炊 陪

褐 ‥

淡 面

… 肝

画 ・

外 肉
口

縁
封

`
約
1/
1 
0

出
芸

天
合

Z期
MT
_1
氏

F4
N蓋

砂
レ
キ
n

阪
は

反
跡

的
と

な
り

、
日

縁
端

ヨ
|

ド
|十

力
知

み
協

1碑
浄

主
梱

十
ス

艮
好

盃
(

1
mm
以

卜
の

る
央

。
長

る
を

含
む

,
口

縁
』
も
:回

転
コ

コ
ナ

デ
也

狭
検 任

‥ 匠
団 陪

跡 ‥
● 面

小 内
回
縁

酎
`

や争
1/
5

出
去

入
合

Z期
TK
10

A-
3

杯
身

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

11
が 器

上 ｏ

ち る
亜 翻

回 り 瑳

罠
好

俗
(l
 m
m以

ド
の

ね
央

・
長

4E
l・

亦
陛

位
を
含

む
)

口
縁
部

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

底
部
外
面

:2
/3
1ま

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
画 面 而

外 内 断

淡
火

色
淡

橙
褐

色
淡

糟
褐

色
。
淡

灰
色

約
1/
b

田
去

入
合

上
期

TK
-4
7

-1
A-
4

f4
N身

V-
1-
2

ロ
ル
泰
り

と`
り
」
二
�ゝ

ワ
t]
A壁

ヽ
′ よ

/p

が
端

部
の

段
は

シ
ャ

ー
プ

罠
好

晉
(2
 m
m以

卜
の
右

天
・

長
る

を
恒

か
に
含

む
)

口
縁
ヨ
`:
回

私
ヨ
コ
ナ
デ

底
部
外
面

:2
/3
1ま

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
色

狭 色 角

褐 灰 圧

淡 明 渉

画 面 面

外 内 断

約
1/
3

出
芸

天
合

Z期
lv
IT
-1
5

「
A―

ユ
杯

身
V-
1-

日
縁

は
回
線

日
に
工

ち
上

が
り
、

端
封
∫ に

側

宅
い
母

を
持

つ
^繋

高
が
高

く
器
壁
が
薄

い

艮
好

俗
(l
 m
mt
t「

t/
」
4E
央

・
長

4E
を

言
tJ

口
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
廣
部

外
而

:2
/3
は

同
壕

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

表
lE

断
面

明
橙

褐
色

搭
褐

色

ほ
ぼ

元
形

田
去

入
合

Z期

-1
4

A-
6

林
身

V-
1-
3

引
、

iン
ユ

い

4
口

縁
は

直
線

円
に

豆
ち

上
が

り
、

樫
,r
‖

伽
み

勢
l■

ス
民

貯
語

(0
 5
nI
E以

下
の

る
英
・
長

る
。
赤

色
貯

/P
合

か
あ

口
縁

剤
仁

回
転

ヨ
ヨ

ナ
デ

御

色 裾
炊 隅

褐 ‥

淡 面

‥ 肝

血 ・

外 肉
縛
1/
6

出
雲

大
谷

2期
Tて

1∩

-1
T4
N身

呻 れ
貯 佛

日
縁

罰
∫
は

や
や

関
ll
H気

味
に

iV
ち

上
方

ぬ
 

催
蚊

,r
ィ
キ
汁

r4
tけ

の
舟

差
協

子
罠

好
徹

晉
く
0 
5m
m以

卜
の

右
央

。
長

右
を

僅

か
に

合
む

)

口
稼

封
6:
回

eA
rヨ

コ
ナ

デ
外
・

断
面

:淡
灰

色
内
面

:沐
昔 「

匈
約
1/
8

出
雲

太
谷

Z期
TK
10

FA
-1
3

杯
身

V-
4-
3

砂
レ
キ
Y

口
稼

は
巨

緑
的

に
立

ち
上

が
り

、

端
に

は
細

い
段

を
設

け
る

晋
遍

笛
く
U 
bn
m以

卜
の

長
ね

を
3ご

ジ
口

縁
部

:回
転

ヨ
ヨ

ナ
デ

画 面 而

外 内 断

淡
褐

自
色

淡
灰

色
淡

褐
灰

角

狗
1/
6

出
去

入
合

Z期
TK
10

―
ユ

E―
】

つ
ま
分
偶

さ

有
蓋
高
杯
蓋
V-
4-
2

少
レ
キ
F

稜
は
現

く
穫

万
同

に
失

出
し
、

縁
端

部
に

は
広

い
段

を
持

つ
。

キ
ゑ

獣
ハ

肘
工
‖H
t

国 つ

良
射

密
(2
 u
ln
以

下
の
る

英
。
長

右
等

を
含

む
)

口
縁

罰
`:
回

転
ヨ

ヨ
ナ

デ
天

丼
部

:2
/3
は

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

て
斗

部
内

面
:ョ

コ
ナ

ギ
絡

、
ス

宰
方

向
ナ

テ

画 面 而

朴 殉 肝

黒
褐

色

暗
灰

色
里

匠
御

は
は

元
形

出
雲

大
容

1

TK
-4
7

期

有
孟

局
T/
1

中 蜘
口
縁

部
は
や

や
肉
独

気
味

に
立

ち
上

が
り
、

端
部

に
は
平

坦
面

を
誤

け
る
ハ

器
壁

が
薄

く
シ

ャ
ー

プ

民
好

厨
(l
 m
m以

卜
の

右
央

・
長

右
寺

を
佳

か
に
含

む
)

口
縁

』
6:
回

転
ヨ
ヨ
ナ
デ

底
部
外
面

:2
/3
は

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
面 面 而

朴 均 析

濁
灰

色
暗

茶
灰

色
渉

褐
灰

角

詔
司ヽ

'
約
1/
4

出
雲

大
谷

1

TK
-4
7

馴

-1
局

T/
N

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

3
91

tH
噺

部
は

FI
Hく

シ
ヤ
ー

ブ
に
灰

形
し
て

い
る
。

民
射

密
(l
 m
m以

下
の

石
天

。
長

る
を

含
む

;
脚

部
外

la
l 
i回

転
カ

キ
メ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ
H1
4部

内
耐

同
簾

ョ
コ

チ
デ

朴
・

内
面

色
炊

言 色
淡 灰

圭 月

向 暗
湧 ‥

卿
劇

ゝ

約
1/
3

出
芸

天
合

1期
TK
-4
7

自
蓋

局
T4

砂
レ
キ
B

岬
端

部
は
厚

み
が

あ
り
、

や
や
鈍

ヽヽ
艮

好
や

や
衝

(l
 m
m以

卜
の
長

IE
を

や
や

多
く
含

む
)

倒
川

'外
画

:回
転

カ
キ

メ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ
脚
剤

内
而

:同
祭

ョ
コ
ナ

テ

面 面

表 斬
曙
灰
色

淡
灰
色

伝
‖
EI
 S

約
1/
10

出
去

入
谷

Z期
MT
-1
5

-2
1 「

F-
1

F議
局

1/
1
V-
4-
Z

砂
レ
キ
E

全
体

間
に

益
壁

が
薄

く
シ

ヤ
ー

フ
民

貯
密

(0
 5
mm
以

下
の

石
英
・

長
石

を
含

む
)

口
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ

底
部

外
面

:2
/3
は

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
脚

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ

釜
山

:淡
火

色
約
1/
3

出
去

人
谷

二
期

TK
-4
7

目
蓋

局
44

い ］
卿
端

部
は
細

く
シ

ャ
ー

プ
に
成

形
し
て

い
る

民
好

墜
激

匿
(0
 5
mm
以

卜
の

右
央
・

長
る

を
含

J」
lR
l』

6外
lg
:回

転
カ

キ
メ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ
陶

稲
内
而

:同
環

ョ
コ
ナ

デ

朴
回

:険
狭

也

為
面

:淡
褐
灰
色

間
〕 ヨ

'
約
1/
4

出
雲

大
容

1

TK
-4
7

期

―
Zt

い
」

―
島

t4
N

V-
4-
2

砂
レ
キ
E

卿
端

』
6は

准出
く

シ
ヤ
ー

プ
に
灰

ル
し
て

い
る
。

長
脚

化
が

進
む

や
や

不
艮

密
(l
 m
m以

下
の

石
喪

。
長

る
を

含
む

;
脚

ヨ
`外

山
:回

転
カ

キ
メ

脚
端

部
:ヨ

コ
ナ

デ
脚

部
内

面
:同

擁
ョ

コ
チ

デ

色 色 缶

褐 灰 楊

赤 褐 緒

淡 淡 渉

画 面 面

朴 均 新

脚
ф

約
1/
3

出
雲

天
合

Z期
ふ
ン生
T-
15
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挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
位

寸
 

法
(c
m)

口
径

1器
高

1底
4

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

イυ
凶

―
Z(

G-
1

コ
′
ア
型
輌

菊
?う

レ
キ

線 波
凹 に

で
く

区
国

し
た

胴
部

甲
但

寸
左

協
十

民
好

語
(0
 5
mm
以

下
の

石
英

。 長
る

を
含

む
)

外
la
l 
i回

監
ヨ

コ
ナ

デ
肉

面
:同

祭
ョ

コ
ナ

デ

回 ・

外 内
:蟷

禄
次

色
断

而
:暗

紫
褐

角
】H
ヨ

`
約

1/
∩

5世
紀

禾
最

大
客

A 
tt
fl
n

HB
-1

太
餐

V-
1-
1

妙
レ
キ

2

33
 
イ

回
縁
部

に
竹
管
文
、
櫛
状
工

具
に

よ
る
刺
突
文
、
小

口
状
原
体

に
よ

ス
IF
綿

す
み
協

十

晋
起

籠 む
)

外
詢

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
内
面

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

外
la
l:
淡

火
色

内
・

断
面

:淡
黄

灰
色

口
縁

H4
6

約
1/
8

出
雲

大
谷

ツ
期

一
次

D一
l

退
移

尻
げ
半
日
剤

)

Z
二

重
口

縁
で

、
類

爵
`に

櫛
状

原
44

ド
 
レ

ス
'"
寸

十
す

浄
愉

十
民

好
壁

級
密 あ

(∪
bm
m以

卜
9_
lね

央
。
長

II
を

宮
回 同

画 面
外 肉

ヨ
ヨ

ナ
テ

ヨ
ヨ

ナ
デ

釜
回

:淡
僑

狭
色

頸
部

卜
位

約
1/
6

出
去

入
合

上
期

一
z

FH
-1

中
型

警
V-
4-

肩
部

が
大

き
く

張
る

艮
好

堅
懃

似
省

(∪
う
nm
tt
「

り
4E
只

・
長

4E
 
τ

l主

か
に
含

む
)

外
山

:格
子

日
状

タ
タ
キ

内
面

:同
心
円
文
状
オ
サ
エ
後
、
半
磨
り
消
し

画
:暗

褐
狭

色
面

:濃
灰

色
面

:淡
灰

仁
・

暗
紫

褐
色

顎
淵

'
約
1/
8

出
雲

大
容

1～
Z勅

頸
径

14
 0
cm

―
Zt

入
餐

い 呻
艮

射
墜

柳
密

(l
 m
m以

下
の

石
英
・

長
右

を
含

む
;

外
血

:Z
条

/c
nの

半
行

タ
タ
キ

内
面

:同
心
円
文
状
オ
サ
エ
後
、
半
磨
り
消
し

外
国

:険
火

日
也

内
面

:濃
灰

色
lt
r術

 
ン
に
学

来
月
名

〕H
ヨ

`恢
片

コ
芸

八
合

1～
Z期

「
q―

F4
N孟

ト キ
片 ″

援
は
凹

線
に

よ
り
表

現
さ

/1
、

蝙
部

に
は
、

浅
い
段

を
施

す
長

貯
密

(l
 m
m以

卜
の

る
英

。
長

る
を

含
む

大
井
部

:Z
/3
は

回
転

ヘ
ラ
ケ

ス
リ

ロ
縁
部

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

下
難

蔀
肉
面

!ョ
コ

ナ
デ
絡
 

ス
常

方
向

ナ
ギ

ハ
団

:暗
仄
巴

内
・

断
面

:淡
灰
色

御
4/
b

当
去

人
合

b期
PK
-4
3

世
q~

添
霊

V-
4-
1

砂
レ
キ
B

被
は

IT
く

な
つ
て

い
る

艮
好

墜
拗

密
(0
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
を

含
む

フ
天
丼
部

:2
/3
1ま

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ロ
縁
部

1回
転

ヨ
コ
ナ
デ

て
斗

部
内

面
:ョ

コ
ナ

デ
傍

、
ス

宰
方

向
ナ

デ
停

色 色 灰

火 灰 楊

暗 明 渉

画 面 面

外 内 新

八
オ

帥
約
1/
4

当
芸

天
合

3期
PK
-4
3

三
百
チX
lИ

 
∩
か
m

Q~
1/
N孟

V-
1-
1

西
細

砂
1

稜
は
凹
緑

に
よ

っ
て
表
現

し
、

日
縁
端
部

に
は
、

凹
線

を
施

す
艮

好
密 む

l 
bm
mj
/k
卜

の
ね

央
。
長

右
寺

を
g

天
丼

部
:2
/3
は

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ロ
縁

部
:回

転
ヨ

ヨ
ナ

デ
ヂ
斗
部
内
而

:ョ
ョ
ナ
デ
終
、
禾
宇
方
向
ナ
デ

外
血

:暗
狭

色
内
面

:明
灰

色
新
面

:暗
紫

褐
仔

約
2/
5

封
芸

天
合

3期
PK
-4
3

-3
Z

μ
曖

―
14
N蓋

め
レ
キ

R

陵
は

綾
や

か
な

凹
緑

に
よ

っ
て

姦
隠
1 

口
綿

部
ι支

笥
(J
▽

め
る

艮
好

酷
(0
 5
mm
以

下
の
石

英
。 長

石
を
恒

か
ιr
を
鉢
ナ

,ゝ

大
井
部

:Z
/3
は

回
私

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
ロ

縁
維

同
祭

ョ
コ

ナ
デ

色 付
褐 褐

灰 紫
暗 渉

面 雨
表 晰

約
1/
5

当
去

八
合

6期

-3
t

Ⅲ
壇

~Z
り

1/
N歯

V―
l-
2

粗
砂

陵
は

消
矢

し
、

肩
ヨ
`は

丸
い

艮
好

俗
(υ

 b
mm
j/
2ド

の
4E
l央

°
長

4E
営

ヨ
づ

ノ
口

縁
部

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

画 面 面

外 内 奸

暗
炊

色

淡
灰
色

沐
想

圧
住

四
縁

封
S

約
1/
7

出
雲

太
谷

4別
TK
-2
09

―
も
判

μ
q一

zz
小

孟

砂
レ
キ

2

稜
は
消

矢
し
、

月
乱
`は

丸
い
。

□

縁
端

部
に

は
1条

の
沈

線
を
施

す
艮

好
密

(l
 m
m以

ド
の

右
央

°
長

右
を

4里
ρ

:

に
含

む
)

回
縁

ヨ
`:
回

弘
ヨ

コ
ナ

テ
色 色

狭 灰 缶

鶴 褐 匠

淡 暗 沐

回 面 面

外 内 粁

国
稼

苗
S

約
1/
7

出
芸

天
合

4期
TK
-2
09

い
Ч
~

膝
蓋

V-
1-
Z

称
レ

キ
R

31
太

ll
kり

で
■

い
稜

と
な

り
、

回
縁

蚊
1キ

肉
揺

十
ス

民
貯

語
(l
 n
ln
以

卜
の

右
央
・

長
る

を
含

む
,

口
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
色 色

火 Ｆ
黒 膳

画 面
外 肉

口
稼

剖
∫

約
1/
R

田
去

人
谷

D期
,X
―

ク
17

「
哩
~

1/
1ヽ

蓋

砂
レ
キ

2

2条
の

況
線

を
施

し
て

稜
を

表
現

す
ス

同
縁

部
は

内
轡

十
る

民
射

堅
概

徴
密

(0
 5
Hn
以

卜
の
長

る
を
僅

か
に

全
ナ
、ヽ

口
縁

罰
`
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
色 仁

狭 灰
侵 陪

回 面
表 断

ヨ
穆
滞
訃

約
1/
R

田
芸

入
合

D別
,X
―

ク
17

―
br

」
曖
~0

14
N孟

砂
レ
キ
C

b之
擾

は
比

較
的

シ
ャ

ー
ブ

に
ね

ス
^ 

口
霧

甘
1部

ti
莉

ぐ

さ る
児 め

長
野

徴
密

くU
 b
mm
J/
x卜

の
右

央
。
長

右
を

言
″

,ヽ

□
縁

ヨ
`1
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
表 晰

淡
灰

色
白
灰

御
郷 開

ヨ 約
劇

雲
入

合
も

～
4期

~t
周

J咀
―

υ
淋

蓋
務

レ
キ
C

副
塚」
紹
牌

評
希
殿

表
民

好
籠

く
υ
 b
mm
以

ド
の

ね
沢

°
長

41
空

百
t」

天
丼
部

:1
/2
1ま

回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

コ
縁
部

:回
転

ヨ
ヨ
ナ
デ

全
画

:淡
狭

色
何

よ
出

去
天

合
4～

ひ
期

も
一

1/
fN
身

ト キ
一　 レ

Ｖ 砂
口

稼
訃

は
困

4唄
し

て
二
Zろ

上
つゝ

る
ゃ
ゃ

/r
k艮

や
や

租
(3
 m
m罹

反
の

有
央

・
長

4E

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

」
縁

曽
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ

氏
部
外
面

:2
/3
1よ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
片
面
席
部

:ョ
コ
+デ

絡
、
本
†
方
向
ナ

全
山

:淡
火

色
御

Z
出

雲
天

合
3期

TK
-4
3

-4
じ

ど
も
一

1/
N身

V-
1-
3

口
縁

部
は
僅

か
に

内
傾

し
て

立
ち

上
が

る
民

好
壁

勧
賛

(l
 b
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
を

宮
ご

ジ

則 珈 ｍ
回
転

ヨ
コ
ナ

デ
:2
/3
は

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
傍
、
不
†
方
向
ナ
デ

外
la
l:
暗

禄
火

色
内
面

:淡
青

灰
色

断
面

:暗
紫

褐
●

何
Z/
3

出
芸

天
合

3期
TK
-4
3

-4
1

μ
も

一
上
∪

14
N身

肋
レ

キ
A

3
]縁

は
短

く
肉

恨
し

て
ヱ

ち
上

カ
ム

艮
好

１ む
く 合

密 に
性

度
の

右
央
・

長
右

を
4望

力
:

口
縁

罰
年

回
転

ヨ
コ

ナ
デ

金
圃

:淡
狭

色
的
1/
8

出
芸

入
谷

4～
う

期

-4
2

も
一

Zも
14
N身

V-
1-
3

砂
レ
キ
D

杯
部

は
深

い
。

立
ち
上

が
り
部

分
は
欠
損

し
て

い
る

艮
好

堅
靱

似
省

(l
 m
m以

ド
の

41
央

・
長

4E
 
τ

l主

か
に
含

む
)

日
縁

劉
`:
回

転
ヨ
コ

ナ
デ

嵐
部
外
面

:1
/2
は

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
朴
血

:明
褐

火
色

為
面

:明
灰

色
新
雨

:湊
褐

灰
待

的
1/
J

出
去

天
谷

4～
D期

最
大

径
14
 0
cm

-4
せ

い
も

一
14
N身

砂
レ
キ
A

口
縁

は
短

く
内

lL
Hし

て
豆

ち
上

が
る
。

底
部

の
ケ

ズ
リ
は
浅

い
が
丁

書
r泳

ス

艮
好

徹
密

(U
 b
mT
以

卜
の

右
央

。
長

右
・

亦

色
粒

を
含

む
)

口
縁

昨
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
底
部
外
面

:2
/3
1ま

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
内
面
廣
認

:ョ
ョ
ナ
デ
後
、
示
宇
方
向
ナ
デ

外
国

:暗
狭

也

内
面

:暗
紫
灰
色

元
形

出
去

入
谷

4期
TK
-2
09

-4
4

1/
4ヽ
身

砂
レ
キ

2

口
縁

は
短

く
肉
似

し
て
豆

ち
上

が
る
。

底
部

の
ケ

ズ
リ
は
浅

い
が
丁

宙
r泳

ス

翼
野

晉
(l
 m
m以

下
の

砂
粒

を
最

く
含

む
)

口
縁

ヨ
`
:回

監
ヨ

コ
ナ

デ
底
部
外
面

:1
/2
1よ

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
内
雨
底
部

:ョ
コ
ナ
デ
後
、
不
定
方
向
ナ
デ

釜
回

:言
狭

色
ほ

ぼ
元

形
出

去
入

合
4期

TK
-2
09

F4
ヽ
J身

V-
1-
2

砂
レ
キ

2

□
縁

は
や

や
直

ヱ
気

味
に
短

く
分

反
す

る
翼

貯
匿

(l
 m
m以

卜
の

る
英
・

長
右

を
含

む
口
縁
』
`:
回

転
ヨ
コ
ナ
デ

ま
部
外
面

:ヘ
ラ
起

こ
し
後
、回

転
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
を

1周
程
度
施
す

内
面

廣
祁

:ョ
コ
ナ

デ
傍

、
禾

市
方

向
ナ

デ

回 面 面

外 内 断

嗜
狭
E

淡
褐

灰
色

淡
灰

色

旬
1/
6

コ
去

人
合

4期
PK
-2
09

F4
N身

砂
レ
キ
B

口
縁

は
短

く
内
傾

し
て

ヱ
ち
上

が
る
。

底
部

の
ケ

ズ
リ
は
浅

い
が

丁
奮
r承

ス

醍
叶

驚
く

l 
mI
F以

卜
の

右
央

°
長

右
寺

を
多

く
含

む
)

口
縁

∃
`:
回

監
ヨ

ヨ
ナ

デ
底
部
外
面

:1
/2
は

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
内
而
底
部

:ヨ
ヨ
ナ
デ
後
、
示
定
方
向
ナ
デ

外
田

:H
H火

色

内
・

断
面

:淡
灰
色

御
Z/
3

舅
去

入
合

4期
rK
-2
09



第
11
2表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

須
恵

器
観

察
表

(3
)

― ― 畔 卜 Ｏ Ｉ Ｉ

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
 

成
土

調
整

色
調

残
 
存
 
度

備
考

口
径

腰

F9
凶
-4

ゴ
S-
4

F4
N身

い 呻
口
縁

は
短

く
内
独

し
て

立
ち
上

が
る
。

底
部

の
ケ

ズ
リ
は
浅

い
が

丁
言
F泳

ス

艮
好

笛
く
5 
mm
以

ド
の

ね
央

卍
・

長
4E
 
τ

マ

や
多

く
含

む
)

口
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
底
部
外
面

:2
/3
1ま

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
内
面
藤
部

:ョ
コ
ナ
デ
袴
、
不
†
方
向
ナ
デ

全
画

:淡
褐

火
色

元
形

出
芸

天
合

4期
TK
-2
09

;0
凶

―
l

F4
N蓋

暗
灰

粘
大
井

ヨ
`は

丸
く
な

り
、

回
稼

端
部

は
細

く
収

め
る
。

天
丼

部
外

面
に

「
×

1状
ヘ

ラ
言R
号

醍
好

省
(l
 D
nm
j/
2「

の
41
ス

・
長

櫛
を

タ

含
む

)

口
縁

ヨ
`!
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
天
丼

部
外

面
:ヘ

ラ
起

こ
し

て
斗
絡
内
面

:ョ
ョ
ナ
デ
傍
、示

宇
方
向
ナ
デ

画 面 而

外 内 断

淡
言

火
色

淡
褐

灰
色

淡
灰

●

伺
r

出
芸

天
合

6期
TK
21
7

T4
ヽ
斎

V-
1-
2

砂
レ
キ

3

入
ノ十

司
う ほ

メ
しヽ

7ょ
り
、 

四
豚

司
St
3

内
彎

す
る

艮
叶

晉
(l
 m
m以

卜
の

右
乗
・

長
右

を
含

む
ケ

口
縁

ヨ
`:
回

私
ヨ

コ
ナ

デ
天
丼
部
外
面

:ヘ
ラ
起

こ
し
後
、

ナ
デ

天
丼
部
内
而

:ヨ
コ
ナ
デ
後
、不

庁
方
向
ナ
デ

朴
回

:崎
狭

色

均
面

:淡
灰
色

約
1/
5

出
去

入
合

り
期

TK
21
7

ヤA
―

林
身

V-
4-
1

ク
ト
ヤン

エ
ρ

口
縁

は
紐

く
円
恨

し
て
豆

ろ
上

力
:

る
良

好
堅

徹
徴

密
(0
 5
mm
以

卜
の

右
央
・

長
右

を
わ

ヂ
‐ h、

′ =
∠
争
″

,ヽ

口 店
:回

転
ヨ

ヨ
ナ

デ

師
:党

/R
は

同
妹

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
釜

闘
:暗

言
灰

也
口

縁
濁
∫

諺
争

, 
/氏

出
雲

大
合

6剛
TK
n1
7

T4
ヽ
J孝

V-
2-
2

3R
01

1
口
稼

は
短

く
隅

lL
Rし

て
ヱ

ち
上

が
る

艮
肘

堅
椴

緻
密

(l
 m
m以

卜
の
右
英
・

長
右
・

黒
色

粒
を
含

む
)

口
縁

罰
`:
回

監
ヨ

コ
ナ

デ
圃 面 術

恥 内 奸

黒
狭

也

淡
青
灰

色
賠

扉
名

国
稼

司
'

約
1/
5

出
雲

入
谷

り
期

TK
21
7

デA
―

14
N身

V-
4-
1

肋
レ

キ
∩

口
縁

は
羅

く
困

恨
し

て
豆

ろ
上

が

る
罠

好
や

や
池

(2
 m
m以

卜
の

右
央

・
長

右
・

槃
名

対
海

お
お

宏
ど

合
か

ヽ

口 天
い ア

ナ
後

デ し
ナ こ

コ 紀
甲 ヘ
ラ

回 耐
年 外

対 部
□ 而

朴 内
暗

言
次

巳

暗
紫

褐
色

ω
1/
5

」
雲

大
合

b則

「
K2
09

添
身

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

口
縁

部
は

僅
か

に
困

腎
す

る

杯
G

艮
貯

密
(l
 m
m以

卜
の

右
英

。 長
右

を
含

む
口
稼

罰
年

回
転

ヨ
ヨ
ナ

デ
外

面
底

部
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

内
面
底
部

:ヨ
コ
ナ
デ
後
、
不
定
方
向
ナ
デ

回 面
外 内

黒
狭

色
～

暗
次

也

暗
褐

灰
色

的
1/
5

当
去

天
合

り
期

PK
21
7

-7
島

44
V一

l-
3

砂
レ
キ
C

T4
X封

Sは
税
形

を
三

す
脚
部

に
は

2方
向

に
開

く
透
孔

を
送

ぅ

艮
好

衝
(l
 m
m以

卜
の
る

央
。
長

右
を

こ

僅
か

に
含

む
)

噺 獅 縞

樹
6
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ

底
部

:回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

子
駅

:ョ
コ
+デ

絡
、

ス
宰

方
向

ナ
デ

画 面 面

朴 殉 新

暗
灰

色
褐

灰
色

渉
F御

申 ２
い 衡

当
去

人
合

4期
PK
-2
09

―
も

V-
1

島
44

勝
レ

キ
C

部 つ
脚 持

。 主 雪

す 孔
呈 透

を く
形 開

椀 に
は 向

部 方
杯 ２

艮
好

省
(l
 m
m榎

皮
t/
94
11
哭

・
長

41
・

パ
巴

貯
.軍

名
持

歩
や

や
2で

合
か

尚
口
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
対
面
底
部

!ヨ
コ
ナ
デ
後
、
不
定
方
向
ナ
デ

褐 Ｆ

火 洛
琳

部
の

み
当

雲
大

谷
4～

5期

―
u

局
T4
N

V-
4-
1

砂
レ
キ
C

剛
瑞

習
Sは

ク
牛
♭
【
し

て
つゝ

り
、
 

卜
力

に
摘

み
出
す
。
脚
部

に
は
千
鳥
状

に
三

角
形

務
詔

歩
譜

tヤ
る

艮
好

匿
(l
 m
m以

卜
の

ね
央

。 長
右

を
含

む
ジ

釜
lE
l 
i口

欺
ヨ

コ
ナ

ゲ
画 面

表 断
婚

火
色

淡
紫

灰
色

即
司

心

衡
1/
6

コ
去

人
合

わ
期

PK
-4
3

-1
(

RT
4N

砂
レ

キ
3

即
端

部
は

内
側

に
弥

れ
る

艮
好

く
l 
mT
j/
xド

の
ね

只
°
長

櫛
・

黒
巴

れ
ぞ全
き
才
ュヽ

全
面

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

表
山

:淡
狭

色
削
』

6

桁
1/
8

当
芸

天
谷

4期
rT
て

__
9∩

9

-1
1

FV
-1
1

局
林

V-
1-
2

捗
レ
キ

R

Xl
部

に
は

2カ
所
三
角
形

の
透
子

[

歩
=9
肘

ス
艮

好
厨

(0
5m
以

卜
の

右
央

を
含

む
,

釜
回

:回
転

ヨ
コ

ナ
テ

本
国

:嗜
筒

灰
已

肉
・

肝
面

:沐 「

御
抑

ヨ
∫

約
1/
5

舅
去

ノ
、
谷

4期
Tx
_2
nc

-1
μ
V―

も
RT
4N

V-
1-
1

西
細

砂
Zイ

BI
臨

ヨ
`は

ハ
反

し
て

か
り
、
 
卜
力

に
摘

み
出

し
て
面

を
持

た
せ

る
罠

好
匿

(0
 5
mn
l以

卜
の
右

央
。
長

右
・
黒

色
位

を
含

む
)

釜
II
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
/1
回

:淡
灰

巴

内
面

:淡
黄

灰
色

粁
面

!溶
F御

。
陪

紫
褐

御

引
'「

IS

約
1/
5

劇
芸

人
合

4期
PK
-2
09

-1
乱

T4
N

細
砂

6t
脚

部
に

は
長

万
形

透
孔

を
2カ

肋
設

け
る

民
好

俗
く

上
n雌

炭
t/
1 
4E
l央

・
長

41
°

悪
W

並
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

脚
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
杯
部
内
面

:ヨ
コ
ナ
デ
後
、
不
定
方
向
ナ
デ

外
血

:婚
炊

色
内
面

:明
灰

色
粁
而

:陪
紫

梧
角

踏
,F
や

約
3/
4

出
芸

天
合

4期
TK
-2
09

島
T4
ヽ

V-
1-

細
砂

厩 ｍ
脚

目
`に

は
三

角
形

透
孔

を
Z力

助
設

け
る

民
貯

雷
(l
 m
m以

下
の

石
英
・

長
石

を
含

む
)
脚

ヨ
`:

回
転

ヨ
ヨ
ナ

デ
杯
部
内
面

:ヨ
コ
ナ
デ
後
、
不
定
方
向
ナ
デ

画 面 而

外 内 断

暗
火

色

淡
灰

色
湊

楊
灰

色

ナ 封
J司

う

約
1/
2

出
雲

大
谷

4期
TK
-2
09

亘
口

臣

中 ］
小

型
品

で
あ

る
が

4年
り

は
」
単

民
貯

否
(0
5m
m以

卜
の
右
災

。 長
右

等
を

わ
ず

か
に
含

む
)

口
稼

ヨ
∫
:回

監
ヨ

コ
ナ

デ
I同
部

外
面

1回
転

カ
キ

メ
H日
部

内
而

:同
転

ョ
コ

ナ
デ

釜
回

:明
狭

也
約

1/
6

出
雲

大
谷

4～
b別

=一
巨

口
匡

V-
1-
3

砂
レ
キ
C

口
稼

断
封
∫
は

測
く

峡
め

る
罠

好
密

(0
 5
mm
以

卜
の
長

る
。 黒

色
極

を
佳

か
に
含

む
)

口
縁

』
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
本

回
:黒

狭
巴

内
面

:暗
灰

色
晰
面

:膳 「

御
・

搭
穆

御

J稼
司

う

衡
1/
5

閣
去

八
谷

4～
D期

―
ユ

ぃ
r―

旦
口

≦
庁 キ

一　 レ

Ｖ 捗
繰 Ｍ

bt
口

縁
は

恒
か

に
内

彎
し

な
が

ら
直

寺
子

ス
艮

好
堅

檄
紹

く
υ
 D
mm
j/
2「

の
4E
ス

・
浪

ね
笹

言
0

」
縁

部
:回

転
ヨ

ヨ
ナ

デ
山 而

黒
炊

色
膳

序
名

]縁
ヨ

h

約
1/
3

-1
さ

FP
-1

巨
口

藁
V-
1-
2

若
索
田
カ
ト

]縁
部

は
僅

か
に

外
恨

し
て

立
ち

ト
パ

ス
_肩

薫
バ

蔦
ム

艮
好

墜
榊

厨
(0
 5
mm
以

卜
の

る
央
・

長
右

を
含

む
)

回
転

ヨ
ヨ

ナ
デ

同
様

ヨ
ヨ

ナ
デ

全
la
l
:明

灰
色

半
部

1/
4

＼
合

4～
D期

き
十

悠
11
氏

rm

N―
Q顎

藁
V-
1-
3

砂
レ
キ
C

顎
部

が
広

い
た

め
属

』
∫の

張
り

は

」ヽ
さ
い

艮
貯

質
(l
 m
m以

卜
の
右
天
・

長
る
等

を
や

や
多

く
含

む
)

」罰
`外

la
l上

キ
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
]部

外
面

下
半

:回
転

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

1面
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ

外
・

bT
団

:倹
褐

次
巴

内
面

:淡
灰
色

御
3/
4

胴
部
最
大

径
12
 0
cn
l

一
凡

封
一

Q顎
藁

V-
1-
1

南
砂

レ
キ

Z
国

縁
は

や
や

円
恨

し
な

が
り

立

上
が

る

艮
好

賢
(0
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
を

含
む

外
国

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

色
灰

色 淡
火 ‥

暗 面
‥ 断

画 ・

外 内
胃
ョ
`の

1/
4

田
去

人
合

4～
D期

阿
部
最
大

径
■

8c
m

-2
1

N-
4

巴
顎

重
当

ネ
Π
刷

)

ヨ
縁

ヨ
`は

短
く
外

傾
す

る
や

や
艮

好
弯

(∪
ぅ
nr
tt
「

の
41
1央

°
長

41
篭

ヨ
tJ

日
縁

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
晟

lg
:淡

褐
次

色
封 ／

縁 １
口 約

出
雲

大
谷

4～
5期

―
Zツ

u顎
重

暗
灰
粗

砂
rL
疋 87

言
部

に
は
櫛

状
]二

具
に

よ
る
神

|

き
刺

突
文

を
施

す
艮

好
省

く
υ
om
m以

ド
の

4E
央

・
長

4E
 t
tl
■

か
に
含

む
)

胴
封
6外

国
上

キ
:回

転
ヨ

ヨ
ナ

デ

胴
部
外
面
下
半

:回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
、ナ

デ
内
面

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

全
向

:婚
狭

色
旬
1/
3

画
去

ハ
令

4～
Э

期

胴
部
最
大

径
18
 6
cm


